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山 鹿 語類 


山 鹿 語類 ® -學篇 

夫子 沒 して 聖人の 道 隱れ、 孟子 去って 聖人の 道 を 知る 者な し。 漢. 唐. 宋* 明の 間 * 

博 文 雄才、 身是れ 潔く 言 信 あり 行果 すの 徒、 枚擧 すべから ざる も、 其の 實は竟 に 聖人. 

の 要 道 を 知らず、 唯 だ 一 事 一 行の 稱 すべ きに 在り。 俗學 多く 程 • 朱. 陸. 王を宗 び， 

此れ を 出で て は 彼れ に 入る。 先生の 敎 ふる 所 は、 直に 聖人 を證 として、 日用 事物の 間. 

格物致知の 極、 正 心 修身の 要、 凡そ 天地人 物 先生の 舉を 出で ず。 猶ほ 其の 過 を 改め 一 

(一) W 敎 Si んと 欲し >  門人に 命じ 耍錄を 梓に 鋟 めて、 以て 天下の 寧 者に 示す。 其の 一 人に 私せず 一 

お  .. ：-  一 

胸臆に 祕 せざる * 至大 至 公 殆ど 天地と 參 たるべき なり。 先生 嘗て 門人 小 子と 聖學の 一安 一 

論を談 じ、 諸 儒の 惑を辨 ず。 門人 等 間. -竊に 其の 辭を輯 類し， 聖學の 篇を述 ぶ。 其の 

至論、 萬 世の 規範と 謂 ふべ し。 先生 平日 示 諭して 曰 はく， 聖人の 道 は多般 の模樣 なし： 

こ  しんしゃ 

天地 惟れ 明な り、 人物 惟れ 精な り、 多言に 涉ら ずと。 門人 等親 炙して 其の 言行 を 視聽. 

かけはし の || 

すと 雖も、 其の 志 薄く 其の 實厚 からず、 猶ほ 階して 升るべからざる がごと し 多く 見. 

山 鹿 語 観 六  三 


山 鹿 語 « 六  四 

る も 其れ 量 を 知らざる なり 。 切に ：！ へだ 其の 言行 を 誌して 規 欢と爲 さん こと を 欲 十。 今 

述 する 所 必ず 先生の 志に 差/せん， 然れ ども.！^ はせ ざれ は 則ち 事^の： w$ ふべき な 

し * 竟に 其の 罪 を 忘れて 以て 篇を爲 す。 先生の 攀は迭 作^ 爲 なくして 其の 及ぶ 所 

わた 

六合に 彌る。 門人 等 言^ を 以て 之れ を 形容 十べき なく、 且つ 書して 心を盡 さず。 後の 

諫 者 游優滿 泳し て 始めて 其の 源流 を 知らん か。 門人 等 謹ん で 序す 。 

(編者 附記) 聖學篇 は 全部 漢文な り。 
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人 必ず 情欲 ある を 論ず  2 

欲 をして 之れ を 充て しむべからざる を 論ず  •  <〈 

六 義利を 論ず 附 君子 小人 王霸 出處  き 

七 或 ひと 義 利の 說を問 ふ を辨ず  大 

A 異端 を 論ず.  〈六 
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卷 第三 十四 聖學ニ 致 知 

爲 學 

一 一 人 舉を爲 むる 所以 を 致む  Is 

I  二 嵐-の 解  Is 

一三 古の 聖賢 各-寧 を 以てする こと を 論ず  一 0< 

一四 は.？ し を 立つ るに 在り  二  0 

i  ^  一二 

一六 ^ 問 …  5 
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- A 學 思  二  < 

一九 寧 蔽  ニル 

二 0 或 ひと 學の說 を 問 ふ を辨ず  一一 一 a 

師 敎 
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師の說 を 論ず  一 S 
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師を 立つ  一四 八 

0  ^   i 
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敎の說 を 論ず  5 

人 を敎ふ  i 

^  ^  -ぶ 3 
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山 鹿 語お 六  八 

讀 書 

二三 總 じて 讓 書 を € ず  i< 

0  #   i 

聖人の 書を讀 むに 在り  ヌー 

書を讀 むの 法  ョー 

或 ひと 讀 書の 說を問 ふ を辨ず  一 

經 誊 

二 四 易 を 讃 む  一 さ 

^   ーヒ。 

0  0   i 

.原響  一七 七 

m 霍  S 

二 五 書 を 譲む  る 

二 六 詩を讀 む  一 さ 


二 七 春秋 を讀む  5 

二八 禮を tig む 附六經 六經 註解  き 一 

二 九 論語 を讀む  一一 一- 

三  0  大舉 を讀む  一一 一 

三 一 中庸 を讀む  一一 一一 

三 二 孟子 を讀む 附 四書 註解  一一 一一 

卷 第三 t 五 聖學三 雜子  - 

丄 

1 二三 儒家 者 流  一一 一一 

荀子 賈誼 莆子 楊子 劉 向 孔叢子 文中 子 周 子. 張子 二 程 子 "： 

邵子 李 子 朱 子 程 朱門 人 附、 張 拭 • 呂祖 謙. 蔡季通 • 蔡仲默 *眞 ！ 

西 山. 元 叫 露 子 道 統の說 を 論ず 儒 師を崇 ぶ を 論ず  』 

兰四 道家 者 流  一一 メ 

老子 莊子 (列 子) 鸛 冠 子  . 
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山 鹿 譖賴六  一 0 

三 五 法 家 者 流  

子 ^子 愼子 韓子 附、 名家 者 流 (^文 子) 1^1 家 者 子 • 

子) 縱橫家 者：^  (鬼 谷 子) 雜^者流(范&*;«-,^」5-.劉{ケ，本^^.^3 

き 

三 六 兵家 者 流  一. S 

三 七 史 類  二 さ 

總 じて 史を 論ず 史記 漢書 後 漢書 三國志 ^書 治通鑑 0 

00M  0m  00 本朝の 史を 論ず 東楚 史法を 論 r 蹟史法 を 論 

ず 大ー铳 ^統を 論ず 史學 は格欽 たる を 論ず 

三 八 詩 を 論ず  2 

一 II 九 文 を 論ず ：•  ：： 一 5 

卷 第三 わ 六 架學四 中 道理 德 

四 0 中 を 論ず  

四 I 或 ひと 中の 說を問 ふ を辨ず  一 〈は < 


四 二 道 を 論す  一一 一八 5 

四 三 或 ひと 道の 說を問 ふ を辨ず  S 

四 四 理を 論ず  《0 六 

四 五 或 ひと 理の說 を 問 ふ を辨ず  aw 

四 六 德を！ t ず  四 一七 

四 七 或 ひと 德の說 を 問 ふ を辨ず  31  一 0 

卷 第三 十七 犁學五 ま *iw ま 常 

四 八 仁の 說を 論ず  S 

四 九 或 ひと 仁の 說を問 ふ を辨ず  3:< 

五 0 仁義の 說を 論ず  S 六 一 

五一 或 ひと 仁義の 說を問 ふ を辨ず  0 

五 二 仁義 禮智 の說を 論ず  四き 一 

五三 或 ひと 仁義 禮智の 說を問 ふ を辨ず 附 醴の說  2 七 七 

.E 鹿 語類 六  一 一 


山 鹿語树 .一 の .  一 二 

五 四 誠の 說を 論ず  S 

五 五 或 ひと 誠の 說を問 ふ を辨ず  3ん< 

五六 忠信の 說を 論ず 幷 忠恕  さ < 

五 七 敬の 說をム I ず $  S 

五八 或 ひと 敬の 說を問 ふを辨 ず.  な 八 

卷 第三 十八 聖學六 

五 九 鬼神の 說を 論ず  .11 

六 0 鬼神 魂 g を 論ず  きー_- 

六 I  考を 祭祀 十る を 論ず  き 一八 

六 二 神 紙 を 祭祀 十る を 論ず  さ 一一 

六 三 或 ひと 鬼神 . 魂晚 . 祭祀 • 神祇の 說を問 ふ を辨ず  ，Aa 六 


山 鹿 語類 卷 第三 十三 

聖學 一致 知  • 

一 聖 人 

師曰 はく、 人 は 萬 物の 靈 にして、 聖人 は 億兆の 靈 なり。 聖人 出で て 天地の 物 則ち 惟 

れ精 しく 惟れ 正し。 人々 因って 知るべく、 因って 行 ふべ し。 故に 聖人 天に 代って 此の 

道 を 窮め、 此の 敎を 敷く。 

師曰 はく * 聖人 は 知 至りて 心 正しく、 天地の 間通ぜ ずと いふ ことなし。 其の 行 や 篤 

くして 條理 あり、 其の 應接 ゃ從容 として 禮に 中る。 其の 國を 治め 天下 を 平にす る や 

事物 各.' 其の 處を 得るな り。 別に 聖人の 形 を 謂 ふべき なく， 聖人の 道 を 見るべき なく 

聖人の 用 を 知るべき なし。 唯 だ 日用の 間 知 至って 禮備 はり、 過不及の 差な し。 上古 は 

君 長 皆 之れ を敎へ 之れ を 導く。 後世 は然ら ずして 別に 師を 立つ。 旣に襄 世の 政な り。 

$  ^  , お 知  ニー I 


W~: みのつ は る 六鄹へ 
のこ- ic M C や： 古 二 
«. る さ 大 故!" 1 It 
A 金 fc^l: の に 斗 量 鍵 
/V に 斗 S 干 に の じ 
お WW 鍾' 支 


山^ 語， @卷 第一 一一 十三 


(£) 几. 4- の 

s:v ヘム の 

一-と > 

H-i* は {ん* こ 

£w あ... 章に 

の 4； に 1» する 

に、 や * の 友 

、. その ほの 

は； i«ft<*  く 

ケ〕 へ るな、 孔 

子 * が 富め 

る 故； it の « 

なしと、 節に 

中る， -Ji  く敎 

へらる るな h- 

<- 五) 孔子の 

弟； ナ、 名 は憲， 

{. ^は. 广&、 孔 

f4- 雷の- Ea た 

時、 《« 

i なせ-り、 愿 


大 下の 由る 所 は 乃ち 人の 道に して、 知者 は 過ぎ 愚者 は 及 す。 

帥 ni はく， 人 一行 一 善の 稱 すべ き ある は 一 曲の 士 なり。 千 鍾の祿 Si 十べ く， 北.；^ の 

f 三 ) 

金 抛つべし。 忠孝 愿懇 にして 非 義を爲 ざるの 士、 及び 隱士 逸人 名 節 雄 知、 當 世に 聞え 

ある 者 找 に 乏しから ざる も、 一行 一善に して、 聖人の 道に 於て は 纖毫の 相似れ るな し „ 

や-人 は屮^ のみ、 3^:て稱すべきなし。 

二 或 ひと 聖人の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問ふノ s*^ 人 は 欲な きかと。 師曰 はく • 聖人 欲 あり、 唯 だ 其の 情欲 節に 中って 

わ  (En  f 五)  さい 

禮全 く義 和な わ。 子 華齊に 使す ると、 原 思 之れ が宰 たると， 其の 從容 たる 禮節 以て 之 

れを 見るべし。 且つ 「千 乘の國 を 道む るに、 事 を 敬して 信， 用 を 節して 人 を 愛す」 等 

の 語意 曰疋れ なり。 凡そ 無欲の 說 多く は 老 • 莊. 浮 屠に 出づ。 人 這の 情 あれば 此の 欲 あ 

(七> 

り、 情欲豈 以てな かるべ けんや。 夫子 成人 を 論ずる に 公， 树の不 欲 を 以てす。 是れ 無欲 

と 意味 遙に 遠し。  コ 

或 ひと 問 ふ、 子 人 を 以て、 知る こと 至りて 心 正しと 爲 十，。 聖人 は 只 だ； HI- 知 安行 か。 


へ; S£ 冗 5E マ 

ハ 第 W  ^  ✓ 

章 同 十 同 

同 子： ミ述 

述 ^章 rfu 


JWJW を辭 す， 

R つて 几 子 義 

*S るな かれと 

敎，、 しなり。 

一-: a に 出づ 

(.： ハ) 3S* 而 

(七) i^. 

aK 大^に し 

て.； S 廉の聞 あ 

bo お Si 憲問 

ほ第 十 £ 章に 

出づ 


篇第 十九 章 

ニー) 書經 

« 逾： . た禹 ま. 

Is^n. 化 を 指す. 

二  J  •  tSI 語 

ills?*™ 第 十三 

章に 巧 人の こ 

t にっき、 孔 

子と 子路 との 

問 さあり。 滅 

武仲は 魯 の大 夫、 

得 ざ りしと いふ。 


師曰 はく， 聖人 は 各 ~知 至りて 心 正し、 夫子の 所謂 「之れ を爲 びて 嚴 はず」， 「鄙 事に 

多能に」， 「我れ 生れながら にして 之れ を 知る 者に 非ず、 古 を 好み 敏 にして 以て 之れ を 

求めた る 者た 

の敎な 

或 ひと 問 ふ、 子 は 聖人 を 以て 通ぜ ざる ことなしと 爲す。 聖人 豈 事物の 細を盡 さんや 


「是れ 夫子の 若き も 亦 知の 至りな り。 知 至れば 乃ち 心 正しと は大學 

ニー) 

てんま 

堯舜の 如き も 亦 問 を 好み 其 の 物を究 む。 其 の 典 謹 の 論 併せ 案ずべ き な り 。 


と。 師曰 はく、  人の 知通ぜ ざるな きこと、 天地の 萬 物に 於け るが 若し。 夫子 成人 を 

ざつぶ -1- つし ゃノ.  べん さう し  ぜんきう  つ 一 こ 

答へ て、 r 喊武 仲の 知. 公 綽の不 欲 • 卞莊 子の 勇. 冉 求の 藝の 若く して、 之れ を 文る 

に 禮樂を 以てせば、 亦 以て 成人 たるべし」 と爲 す。 孟子 曰 はく T 孔子 は 之れ を 集めて 

大成す と 謂 ふ は、 金聲 りて 玉 之れ を 振む るな り」 と。 是れ皆 其の 全く 備 はりて 闕けざ 

一. ヒ ベー-)  i 

る を 謂 ふ。 夫子の 門人 四 科 を 立つ、 故に 德行， 言語. 政事. 文學、 具に 全きと き は 乃 • 

ち通ぜ ずと いふ こ となし。 

そ 二ば く  一一  S 

或 ひと 問 ふ、 聖人 許 多の 人に 異ならざる かと。 師曰 はく、 鄕黨の ー篇 聖人 を 形容す 

るに、 其の 謂 ふ 所 唯 だ 禮容の 節に 中るな り。 別に 之れ を稱 すべきな し。 人！！ -て 異なり 

名 は紇- 多智も 以て 名 あり。 公 转は前 出。 卞莊子 は 魯の卞 邑の大 夫， 虎 を 刺した る 逸 K あり， この 人 あるが 爲に iiw 齊は魯 を 窺 ひ 

冉求 は孔, f- の 弟子に して、 常に 孔子より その 才！ e を稱 せられし 人な り (一三) 萬 童ド篇 首章 (一 SI) 論語 9S 名 • 


山 鹿 語類 卷 第一 一一 十一 I 一  一六 

(W 一 I, M とする が 如き は- 皆 造作 模様の 間な り。 周 子 聖人 を 論ずる、 甚だ 高き に 過ぎたり。 學 

A.4、 太 S 者 聖人の 的當を 知らざる とき は、. 其の 期す る 所 多く 乖戻 十。 

爾貌な あら は 

して、 宋皐 の 

開祖 な り。 二 

ブ」 い 三 格物致知 を 論ず 附涵養 持 敬 存心 

WW" の «*- な 

b  師曰 はく、 天地 旣に 位する とき は 人物の 在る あり、 是れ 陰陽 五行の 運行 聚 合して 此 

ォ  たが ひ  .っ 

の 形象 あり。 其の 間 自ら 過不及の 差 ありて 人と 爲り 物と 爲る。 人 は 五行の 中 を 一 g-^ けて 

過不及の 差な く， 物 は 五行の 過不及に 生ず。 是れ 人物 各-五行 を 具へ て、 人物 各-相 

異なる 所以な り。 人々 其の 中を禀 く、 故に 其の 性 心 其の 知識 又 其の 精秀を 得。 是れ人 

の 萬 物に 霊長，. 5 して 以て 天地の 中に 通ず る 所以に して、 而も 其の 自然にして 已む容 か 

ら ざる 所、 其の 當然 にして 易 ふべ からざる 所、 更に 造 設作爲 を 待たざる なり。 ^ほ 四 

海の 中國に 於け るが ごとく、 邦國各  > 地に屬 して 其の 因る 所 其の 中 を 得ざる とき は、 

四時 正しから ず， 寒：^ 序 を 失 ひ、 生物の 形質 氣味亦 異なるな り。 凡そ 中國の 人物， 文 

章寬大 にして 尤も 四 夷の 及ぶべき なし。 故に 其の 仕 ふる 者 耕す 者、 商賈 行旅、 皆中國 

に 立たん こと を 欲す。 是 れ中國 の中國 たる 所以に して 自然の 勢な り。 愚-おず るに、 入 


各-二 五の 中を禀 けて 賢愚 知 不肖 ある 者 は、 其の 間 又 過不及の 差な きこと 能 はずして， 

- と ォ. y- 土 

^の， 其の 實は 知の 積 習 以て 相 遠ざかりて、 其の 中 を 得る 能 はざる に 在り。 聖人 敎を 設けて 

. 唯 だ 其の 知 をして 其の 極 を 致め しむ" 故に 小 寧の 始敎、 幼稚 1 提旣に 知 ある 者 をして、 

其の 習 を 正し 其の 馴 るる を 愼み、 知日に 長 じ 邪 正 善 惡を識 りて、 能く 六藝の 業に 通じ 

家職の 先務に 達して、 以て 日用の 委曲 品 節の 知 を 致め しむ。 竟に大 學の敎 を 以て. 己 

れを 修め 人 を 治む るの 要を盡 し、 身家國 天下の 事物 を 究めて * 以て 知の 至りに 止まる" 

是れ知 を 致む るの 始終な り。 知 以て 至る とき は 凡そ 天 下の 事物 霣 通せず とい ふこと な 

く- 猶ほ 天地の 萬 物に 於け るが ごとくに して、 未だ 嘗て 其の 所 を 得 ずん ば あらず。 是 

れを 知の 至りと 謂 ふなり。 

師曰 はく、 知 は 性 心の 妙 用に して、 猶ほ 目の^ あり， 耳の 聞く こと を爲 し、 口の 言 

を發 する がごと し。 其の 知識す る 所の もの は 性 心の 固有な り。 人 は 二 五の 中を禀 け、 

さ と 

其 の 知 萬 物に 超越し て 尤も 實理 に喩 し。 能く 盡し 能く 至 ると き は通ぜ ずと い ふ こ と な 

し。 唯 だ 人 皆 積 習に 從 つて 其の 知 を 致め ず、 故に 知識 悉く 惯習を 以て 實と爲 し 外 誘 を- 

以て 本と 爲し、 眞知竟 に泯沒 して 其の 馴 るる 所に 安んじ * 其の 小成に 停留して 日 新の 
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功な し。 是れ知 を 致む る を 以て 要と 爲 すなり。 

1 き  さき  おこな ひ 

師曰 はく， 凡そ 學は識 を 以て 先と 爲し、 行 之れ に 次ぐ。 今人 ありて 力 能く 之れ を 行 

ふ も、 識 以て 之れ を 知る に 足ら ざれば 則ち 不舉 なり。 識は 致む る こと を 欲 十。 致め ざ 

ると き は、 其の カ行す る 所 皆邪路 なり。 學 者の 異端に 陷る は、 他れ 亦 人の 道 を 率ばん 

と 欲して、 其の 知識 致らず、 故に 彼れ 將に 流蕩し 去って 反る こと を 知らず、 異端 を^ 

ぶが 如し。 他れ 豈非を 知って 僞り誣 ひん や， 知 或は 過ぎ 或は 及ばず して、 其の 中 を 得 

m  --| ざれば なり。 其の 異端の 說を カ行 すれば、 力足らず と は 言 ふべ からず、 須 らく 是れ識 

錄卷十 一 に 出  き は 

づ 、伊川の Si の 致め 至らざる の 弊な り。 譬 へば 行路の 如し、 先づ 其の 行く 所 を識り 得て 後に 行く、 

なり。 仉しネ 

や，？ は！：、 知らず して 行かん と 欲 十る とき は 其の 行く 所 皆 違 ふ。 故に 或は 異端の 敎を 蒙り、 或は 

*|' ^ 小說の 近道に 安んじて、 竟に 大路の 平易 を 知らざる なり。 程 子 曰 はく. 「古人 は 之れ 

ふことの 惟れ 

を 知る こと 難き に 非ず と 言 ふ も、 吾れ は 謂へ らく 之れ を 知る こと 亦 未だ 易から ずと。 

* や ％ び卞 今人 ありて 京師に 之かん と 欲す、 必ず 出づる 所の 門と 由る 所の 道 を 知って、 然る 後に 

- へ/は. 5 の/ほ 請 柱くべし。 未だ 嘗て 知ら ざれば 往 かんと 欲する の 心 ありと 雖も、 其れ 能く 進まん や。 

に；；： * んと欲 

i 後世 美 村に して 能く 力め 行 ふ 者な きに 非ず、 然れ ども 能く 道 を 明かに する こと 鮮し。 


蓋し 之れ を 知る こと 難ければ なり」 と。 愚 謂へ らく、 知行 は 並び 立って 偏廢 すべから 

ず。 故に 其の 綱領 を 論ずる とき は 知と 曰 ひ 行と 曰 ひ、 其の 要と する 所 は 致 知と 曰 ひ 力 

行と 曰 ふ、 其の 難易 を 論ずる とき は 乃ち 行 は是れ 難く、 其の 先 後 を 以てすれば 知は是 

れ先 なり。 

(二)  いた  (一 5 

、M)  W 一章  師曰 はく、 大舉に 曰 はく、 「知 を 致す こと は 物に 格る に 在り」 と。 叉 曰 はく， 「物 格 

S 苘 前 

つて 後に 知 至る」 と。 是れ知 を 致す の 要は 格 物に 在れば なり。 物 格れば 知 惟れ 至りて， 

通ぜ ずと いふ ことなき なり。 愚 謂へ らく" 物と は IK 地の 間の 萬 物な り。 天地 も 亦 物な 

り、 況ゃ 人物 を や。 凡そ 物 あれば 事 あり、 事 あれば 則 あり。 是れ 其の 自然にして 已む 

容 からざる 所. 其の 當然 にして 易 ふべ からざる 所な り。 身の 氣血 あり 性 心 あり 情意 あ 

り、 口 鼻 耳目 四陝 腹背 あり、 筋骨 毛穴 ある、 皆 物な り。 人の 男女 父子 長幼 夫婦 君臣 朋 

友 ある、 皆 物な り。 其の 生死 衣服 家宅 飲食 器用 も 亦 物な り。 天地 及び 萬 物 皆 此の 如し.. 

此の 物 あれば 事 ありと は、 是れ 物に 本末 あり、 事に 終始 あるの 謂な り。 物と 事と 相 比 

ハ. F 一 の び 其の 本末 始終に 先 後 ある. 是れ物 あれば 則 あるな り。 格と は 至るな り、 詳に 其の物 

,っ に  一 iuT レ物ゃ 

一と ある を  えき  (ran はか  - 

す ： に 至るな り。 易に 所謂 「物 を稱 る」 なり。 凡そ 天下の 事理 は 物に 因りて 出で ざる こと 
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なし。 故に 能く 其の物に 至りて 盡 さざる なきと き は， 其の 知 乃ち 至りて 通ぜ ずと いふ 

ことなき なり C 

師曰 はく、 凡そ 其の物に 卽 いて 詳に 其の 形象 を考 へ、 其の 所以 を盡し 其の 用 を 索む 

さんぜん 

ると き は- 其の 當に 然るべき 所粲 然として 掩 ふべ からず。 是れ 乃ち 格 物な り。 故に 物 

格れば 乃ち 其の 眞知 初めて 明かに して 蔽幾 せず。 是れ 明德の 物に 應 ずる 所な り。 譬へ 

. ば 父子の 如き は是れ 物な り。 父子に 就きて 格 物し 來る とき は、 父 は 以て 慈に あまる ベ 

"』.4,|；！：  く、 子 は 以て 孝に 止まる べきの 事理、 已む容 からず 易 ふべ からざる の 當然、 自然に 明 

こ-一は sts: 卜 白な り。 是れ物 格って 知 至るな り。 

傅 第二  ts* 

(一 I じ卞 師日 はく. 易の 書た る や、 聖人 各.' 辭を 説く、 其の. H 妙 神 知 言 ふべ からず。 然れど 

^^^^^ も 亦 物 格って 知 至るな り。 大傳に 曰 はく >  r 包犧 氏の 犬 下に 王た る や、 仰いで 象を大 

-W 牧 vr-i,-  み  ふ  はふ  ぶん  よろ L き ス  -i  . 

^^M^ に觀、 - 如し て^を 地に 觀. 鳥獸の 文と 地の 宜と を觀、 近く は 諸れ を 身に 取り 遠く は 諸 

れを 物に 取る。 illi- に 於て 始めて 八补を 作り、 以て 神明の 德に 通じ、 以て 萬 物の 情に 類 

~  舊辭 ト-  f3) し "T.  -.. -.  ：  なぞ ら 

ほ 5 ほ；/ す」 と。 又 曰 はく * 「夫れ 象 は 聖人 以て 天下の 贖 を a- て 諸れ を 其の 形容に 擬 へ、 其の 

慷 多少 St なる  ふかし 

デ%>  1:  #宜 に る あり」 と。 乂曰 はく、 「聖人 象 を 立てて 以て 意を盡 し、 を^け て 以て 情 


僞を盡 す」 と。 愚 謂へ らく、 易の 起る や. 聖人 天地人 物の 象を觀 る。 其の 萬 用の 成る 

•  一  くわ かう 

や、 蓋し 諸れ を 卦爻に 取る。 是れ皆 物に 格って 其の 知 を 致すな り。 故に 夫子の 大傳に 

- 物象 を 詳 にす。 格物致知の 要は 易に 於て 尤も 明白な り。 

いた  し  ー五) 

師曰 はく、 物に 格る は 寧な り、 知 を 致す は 思な り。 夫子の 曰 はく、  r 學んで 思 は ざ 

V ら  あや ふ 

れば 則ち 罔く、 思うて 舉ば ざれば 則ち 殆し」 と。 愚 謂へ らく * 擧 ばざる とき は物レ 事 

とに 通ぜ ず、 物と 事と に通ぜ ざれば 乃ち 其の 道理 を 焉んぞ 知らん や。 是れ擧 と 思と 相 

表裏して * 舉 は是れ 思の 前に 在るな り。 思と は 我が 知る 所な り。 知る 所學 び來ら ざれ 

ば、 唯 だ ー處に 停留して 新なら ず。 能く 見聞 を.：^ にし 其の 象を考 へ、 天文 地理 を觀る 

とき は、 凝滞す る 所 流通して 其の 知 周遍精 切なり。 中庸に 曰 はく、 「博く 學び審 に 問 

ひ 慎んで 恩 ひ 明に 辨ず」 と。 是れ舉 問 は 格 物な り。 思 辨は致 知な り。 故に 曰 はく、 「知 

を 致す は 物に 格る に 在り」 と。 

師曰 はく， 思 辨の知 其れ 盡し 窮めて 其の 極に 至る の 要は、 唯た 窮理を 正しう 十る に 

在り。 書に 曰 はく. 「思に 容と曰 ひ、 睿は聖 を 作す」 と。 愚 謂へ らく、 專ら昆 聞 を 博 

くし 勉强 し舉問 十る も、 亦 思 其の 極 を 得ざる とき は、 唯 だ 博 學多識 にして 取り 用 ふる 

^學ー 致 知  ニー 
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所な し。 是れ致 知と 謂 ふべ からず。 知 を 致さ ざれば 擧の 博く 識の 多き も， 悉く 知の 弊 

と爲 る。 知 旣に蔽 来 するとき は 性 心周遍 なる を 得ず。 明德を 明かに せず して、 知日に 

二)  整し 性 日に 習へば * 愚 は 益-愚な り。 故に 致 知の 要は 其の 思を詳 にし 其の 公私 を盡 し、 

，る 意 £  やべ  つ 一)  ？ 

にの 文！? お、 天地人 物 已む容 からざる の 誠 を 以て 之れ を 推し、 天に 先 だち 大 に 後れて 違 はざる の 則 

ノ 〔^ は t つ： 1^ 惟れ 明かに して， 而る 後に 其の 理を 燭らす こと 粲然 たり。 是れ致 知の 至りな り。 

に 後れて 天の  て 

師曰 はく， 理 を燭ら すの 明 も 亦 其の 極を詳 にせざる とき は、 其の 明 皆 明なら ずして 

正しから ず。 先 儒の 理に 於け る や、 自ら 理を 燭らす こと 惟れ 明な りと 思 ふ。 異端の 已 

が說に 於け る も， 亦 能く 理に 通ず と 思 ふ。 是れ理 を燭ら すの 明 も 亦 其の 極を詳 にせ ざ 

れば 正しから ざるの 至りな り。 故に 致 知の 道 太 だ 難く して 其の 入る 所 多端 あり。 愚 謂 

へらく、 聖人の 敎は猞 ほ 天道の 流行し 造化の 遂に 古 了る がごと く、 更に 苟且 作爲 する こ 

となし。 故に 其の 知 を 致さん と 欲 十る とき は 物に 格る を 以て 要と 爲 すなり。 所謂 我 知 

. は 自ら 其れ 明な り 其れ 通ぜ りと 思 ふなり。 是れを 物に 及ぼして、 物安頓 せず 事 全備せ 

ざると き は、 其の 知皆妄 作な り。 速に 舊見を 措きて 新 意を來 すべし。 是れ致 知の 要は 

格 物に 在るな り。 異端の 敎は唯 だ 自らの 臆 st^i を 以て 其の 知識 を究 む。 故に 公共 底なら 


ず、 全備 底なら ず。 物と 事と に 及ぼして 交涉 せず， 竟に B 用と 別な り。 凡そ 致 知の 極 

は 格 物に 於て せざる とき は、 其の 理を 燭ら 十と 思 ふと も- 亦 捷徑淺 知に して 論ず. ベ か 

ら ざるな り。 

くわん い-つ ん えい 

師曰 はく  • 致 知の 間 一朝一夕の 功 を 用 ふべ からず、 積累 之れ 多く、 寛 優：， f: 冰 して、 

而る 後に 物と 事と 間隔な く、 物と 理と 融通す。 是れ先 儒の 所謂： ま 養な り、 存養 なり。 

(三) 

伊川の 曰 はく， 「Jf 養に は須 らく 敬 を 用ぶべし、 進學は 則ち 致 知に 在り」 と。 叉 曰 は 

く、 「致 知 は 養 ふ 所に 在り、 知 を 養 ふ は 寡欲に 過ぐ る はなし」 と。 叉 曰 はく、 「學は 其 

の 得る 所 を }f 養す るに 至り、 而 して (之れ を) 樂 しむに 至る とき は淸明 高遠な り」。 延 

i)  二 ハー  つ..、 み、 

平の 李 氏が 朱 子に 答 ふる 書に 曰 ふ、 「孟子に 夜 氣の說 あり、 更に 熟- - これ を 味 ひて 當 

に！ i 養の 處を 見るべし。 ：.f 養の 處にカ を 著く る こと 正に 是れ擧 者の 要な り。 若し 此の 

ごと  (七〕 

若くなら ざれ ば>  存養 終に 己が 物たら ざるな り」 と。 朱 子 曰 はく， 「平日；. f 養の 功 は 

事に 臨みて 持 守す るの 力なり *  hi 養 持 守す る こと 久しき とき は、 事に 臨んで 愈-益- 

精 明な り。 平日 根本 を 養 ひ 得れば 固に 善し。 若し 平日 曾て 養 ひ 得 ずん ば、 事に 臨む の 


mM.  _ 致 知 
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時 便ち 根本の 工夫 這の 裏より 接み 將ち 去る こと を 做せ >  若し 平日の }f 養 を 討ね 去 f つん 

二)  つ と耍 めば、 幾 時 か 得ん」 と。 又 曰 はく、 「之れ を滿養 するとき は 凡そ 禮に非 ざれば 視 

づきに 出づ  • 

に 首 聽言 動す る こと 勿く. 禮儀三 kn 威儀 三千 是 なり， 一 と。 或 ひと 問 ふ、 r:,M 養. 體認. 致 

i 知 • カ行 は、 互に 相發明 十と 云 ふと 雖も、 然れ ども 畢竟 當に甚 れの處 に 力 を 著くべき 

二十 七 一  一 

； か」 と。 朱 子 曰 はく 、「四つの 者 先 後すべからず、 又 先 後 無 かるべからず。 須 らく 常」 

f  ^養 を 以て 先と 爲 すべし。 若し^ 養せ ずして 致 知に 專ら なれば、 是れ 徒然と して 思索 

一 五) つ  そ t . . 

に 五 《s、  す。 若し：.^ 養 を專ら として 知 を 致さ ざれば 髀突 として 去り 了らん。 某 を 以て 之れ を觀 

(tTlti. れば四 事 只 だ 是れ三 事、 蓋し 體認は 便ち 是れ致 知な り」 と。 又 曰 はく、 「窮现 ：.€ 養 は 要 

致 知 *カ 行  や，？ 

する に當に 並び 進むべし。 蓋し 稍く 知る 所 あるに 非 ざれば、 以て：. f 養の 功 を 致 十 こと 

なく、 深く 存 する 所 あるに 非 ざれば * 以て 義理の 奧を盡 す ことなし。 正當に 交-用 を 

相爲 して 各-其の 功 を 致すべき のみ」。 愚 謂へ らく、 先儒刖 に！^ 養存 心の 說を 立てて、 

持敬靜 坐の 工夫 を 論ず、 尤も 聖人の 敎に 非ず。 是れ致 知 格 物の 理 未だ 通 ぜず、 故に 理 

c-KiL て 出  --  こ 

づ  を 燭らす こと 明かなら ずして 這の 惑 あるな り。 凡そ 先 儒の 所謂：， i 養と は 本 根を存 螯 し 

,,J き. nBS 

Rati 十一； こ 出  (七)  (八) 

^  て 失 はざる の 謂な り。 程子！11はく、「知を養ふは{^^-欲に過ぐるはなし」、 朱 IT 曰 ふ、 ー拔 


本 を 養 ひ 得」 と、 是れ なり。 物 格って 後に 知 至る， 知 至りて 後に 意 誠にして 心 正し。 

是れ 聖人 の 示敎は 深切 著明 に し て 尤も 簡易な り 。 物 格る と き は 知 至り 眞知大 いに 開け、 

義理 祭 然として 乃ち 刖に存 養すべき なし。 唯 だ 其の 積 習 を 待って 篤く 行 ひ、 篤行 惟れ 

積累 して 而る 後に 勉め ずして 中り- 思 はずして 得る のみ。 致 格の 功 を 措きて 工夫 を 立 

て 本源 を 求め， 或は 之れ を存し 或は 之れ を 養 ふ は. 便ち 是れ 其の 存養 する 所， 箇の物 

なる か を 知らず.。 是れ先 儒 多く 異端に 陷 るの 路 なり。 夫子の 門弟 子に 示す 所 は 只だ是 

れ 日用 平生の 格 物な り e 孟子に 到って 放心 を 求め 心 を 存し性 を 養 ふ を 曰 ふと 雖も、 然 

も 亦 人に 示す に 本源の 存養を 以てせず。 程 子に 到って 新に 一箇の 敬の 字 を發明 十。 是 

S  30 れ聖 門の 蔽塞 切迫して、 知 を 致さざる の 失な り。 夫子の 曰 はく、 「吾れ 嘗て：^ 日食 はず 

穴ム篇 第一-十  .  ； 

m  終夜 寢 ねず、 W て 思 ふ、 益な し。 學 ぶに 如かざる なり」 と。 是れ舉 ばず して 思 ふの 益 

なきな り。 舉ば ざれば 乃ち 思 ふ も 亦 明なら ざるな り。 君子の 思 ふや， 格 物して 致 知す 

る ことなり。 其の 知日に 新に 月に 累 ねて、 而る 後に 其の 思 貫通せ ずと いふ ことなし。 

是れ 乃ち 存養 なり *  :,f: 冰 なり。 

空學ー fts  二 五 
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四 或 ひと 格物致知の 說を問 ふ を辨ず 附 涵養 持 敬 主 諍 存心 

或 ひと 問うて 曰 はく、 知識 は 性 心の 固有に して、 人々 之れ あり。 故に 外物の 來るゃ 

中 必ず 感 通して 其の 邪 正 善惡を 知る かと。 師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「心の 物た る實に 身に 

を- 、いんしう 

主たり、 其の 體は 則ち 仁義 禮智の 性 あり、 其の 用 は 則ち 側 隱羞惡 恭敬 是非の 情 あり、 

こんぜん  つか V. ど ところ ■• 

渾 然として 中に 在り。 感ずる に隨 つて 應じ、 各 > 主る 攸 あって 亂る ベから ざるな り。. 

低し 其の 氣 質に 淸^ 偏 正の 殊 なる あ"、 物欲に 淺深 厚薄の 異なる あり。 是を 以て 人と 

あ ひと も 

物と 賢と 愚と 相與に 懸絶して、 同じう する こと 能 はざる のみ。 其の 理の： 1: じき を 以て 

の 故に、 一人の 心 を 以て 天下 萬 物の 理に 於て、 知る 能 はずと いふ ことなし。 其の ii. す の 

異なる を 以ての 故に、 其の 理に 於て 或は 窮 むる 能 はざる 所 あるな り。 理 未だ 窮めざる 

ところ あるが 故に、 (其の) 知盡 さざる こと あり。 知盡 さざる こと あるとき は 其の 心の 

發 する 所、 必ず 義理に 純に して 物欲の 私を雜 ふること なき 能 はず」 と。 sg- おず るに、 

一 _  > わく もん  で，、. ちゃ-. 

二) 考" の 朱 子の 此の 條大學 或 問に 出で たり。 先 儒 各.^ 本性の 善に 泥 著して、 本然の 知 明なる を 

お； s^l 以て 說を 立つ る も、 是れ 未だ 審 かならず。 知識 は 性 心の 妙 用に して， 唯 だ 知識す るの. 

-^. 来 だ 是非 邪 正に 涉ら ず。 少く 動いて 物に 陈) じ 事に 接 はると き は、 其の 習 来に 因つ 


て 黑白を 辨じ邪 正 を 知る。 其の 習來皆 是れ敎 諭な り。 故に 古人の 敎は 其の 孩 幼より 孝 

弟 誠 敬の 實を 以てし、 其の 少しく S ずるに 及んで は、 之れ を 博む るに 詩 書 禮樂の 文 を 

以てし、 其の 十五の 成 童に 及んで 大 學を擧 ぶ。 幼より 長に 至り， 壯 より 老に至 るまで， 

未だ 嘗て 其の 擧 なくん ば あらず。 是れ 格物致知の 敎 なり。 此の 如きと き は 知日に 新に 

行 日に 篤し。 若し 本然の 知識 を 以て 明 善な りと 爲 して、 只 だ 裏面に 向って：. f 養存 心す 

. ると き は、 積累 して 益-. -愚 なり、 何ぞ中 必ず 感通 する を 待たん や。 

或 ひと 問 ふ、 子の 說に 因れば 寧んで 以て 知 を 致すな り >  人々 賢愚 知 不肖な かるべき 

(二) 第二 十 か。 師曰 はく- 舉は 以て 其の 氣質 を變 ずるに 在り。 中 魔に 曰 ふ、 「果して 此の 道 を 能 

章の^ 匂  . 

く すれば 愚と 雖も 必ず 明に、 柔と雖 も 必ず 强し」 と。 是れ 擧んで 以て 知 を 致すな り。 

ニー こ 

3 至 愚に 其の 間に 至 愚の 移るべからざる もの あり、 然れ ども 能く 其の 敎に隨 へば 舉ぱ ざるより 

して 質 を 移  け 

優れり。 凡そ 上智と 下 愚と は 二 五の 聚の 純粹 と至雜 とに して 尤も 希有な り、 大概 は 皆 

S  中 人の み。 中 人 は 專ら敎 を 以て 格 物 十れば 其の 知 自ら 致る。 是れ 聖學の 功な り。 

货笃？ S 三 章に、 

^0,ir 或 ひと 問 ふ、 古今の 舉者 聖人 を 以て 的と 爲す も， 其の 知 其の 實を 得ず。 其の 差 何れ 

みあり  の處に 在り や。 師曰 はく * 其の 差 格 物の 裏面に 在り。 知 を 致す に 格 物 を 以てせ ざれば、 

S 學ー "；； S  二 七 
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知に 準則な くして 多く 異端 瞭說に 人る。 Siij 人大舉 の敎、 知 を 致す は 物に 格る に 在る を 

以てす。 是れ眞 知の 極致な り。  -  , 

或 ひと 問 ふ. 程 子 曰 はく、 「知 は 吾が 固有な り。 然れ ども 致さ ざれば 之れ を 得る 能 

はず。 而 して 之れ を 致 十に は 必ず 道 あり。 故に 曰 ふ、 知 を 致す は 物に 格る に 在り.， と。 

師曰 はく， 知 は 固有 十る 所 たれ ども， 致さ ざれば 其の 知 明かなら ず 正しから ざるな り。 

其の 明 正 は 固有す る 所に 非ざる なり。 先 11 明 正 を 以て 固有す る 所と 爲すは 尤も 實理に 

非ず。 人 は 二 五の 中 を 得、 故に 明 正 を 以て 安 顿し來 る。 是れ 人の 萬 物に 靈長 -- して 其 

の 知識 理に喻 るな り。 明 正 を 致す に は 格 物せ ざれば 通ぜ ざるな り。 

{ー)  * 代、 或 ひと 問 ふ、 上 蔡が曰 はく、 「聞 見の 知は眞 知に 非ず。 水火 は 自然に 蹈 まざる こと を 

^^0^ 知る、 眞 知なる が 故な り。 眞知は 自然に 之れ を 行うて 難から ず。 眞 知なら ずして； t ふ 

れ t^iw せ， f とき は 未だ 意 ある を 免れず。 意は盡 くる 時 あり 一 と。 師曰 はく. 上 蔡が論 尤も 高し。 

る。 そ の藥 w 

iJli はに- 是れ 自得の 知 を 謂 ふなり。 自得 も亦昆 聞の 積 紫に 因って 自得 十る こと あるな り。 水火 

1?.  i は 自然に 踏まざる を 知る は、 是れ格 物し 來 つて 其の 知の 至れる たり。 是れ义 聞 見の 知、 

ま 》5h 格 物して 盡寸 たり。 何ぞ昆 聞の 知と 眞 知と を 別たん や。 愚 按ずる に、 眞^は之れを^„^ 


(二)  二  s 語 

ss 卷十 一 に 出 

づ、 句 多少 

異なる 

さ 一) 1. 

前 S 二 一 

fel) 董仲. i!, 

}^ の武 帝の 21 

臣、 

に .c- ありし 人 

なり。 春 5£繁 

ほ . _s 子 文集 

あ. 9 

(五； - 次 IfiJI 

照、 朱 子の 大 

問に 引か 

る 

f」o 論語 里 

仁 iifS 十五 章， 

「吾が 道 は - 

W て 之れ な？ S 

門人 

間う て； n はく、 

何の， ir モキ、 

お t ナ曰 はく， 

^^子の道は屮り- 

恕 のみ」 をい 


下に 推し 公共 底な り。 眞知何 を 以て か 致し 得ん、 唯 だ 格 物の 間に 在るな り。 故に 格 物 

するとき は 乃ち 見閜の 知皆眞 知と 爲り ， 格 物せ ざると き は 乃ち 自得の 知 も 亦隐說 なり， 

き 口ず， る に 足らず。 

(二  >  t 

或 ひと 問 ふ、 伊川の r 學は知 を 致す より 先なる は莫 し， 能く 其の 知 を 致 十と き は 田 4 

日に 益-明な り。 久しう して 後に 覺る こと あるに 至る のみ。 書に 所謂 『恩に 審と曰 ひ 

, な  (ran 

審は聖 を 作す」、 董 子の 所謂 『勉强 して 擧問 するとき は、 聞 見 博く して 智 益-明な り』 

と。 正に 此れ を 謂 ふなり。 學ん で覺る ことなき とき は 亦 何 を 以て か 寧ぶ こと を爲 さん 

や. 一 とい ふ を。 師曰 はく、 程 子、 董 子が 語 を 以て 之れ を證 する は 太 だ 分明なら ず。 董 

子が 所謂 智签- 明な りと は、 博聞 多， 識 にして 古今の 事に 通ず るな りヽ 智 益-' 明な りと 

謂 ふべ からず.。 董子は 只だ辨 論し 來 つて 其の 實を 知らざる なり。 且つ 覺を 以て 寧 を 論 

ず、 其の 說 殆ど 異端の 悟 覺を言 ふに 似たり。 故に 程 子に r 脫 然として 貫通 十る 處ぁ 

り」 の 語 あり。 聖 門の 學 何ぞ脫 落の 說を謂 はん。 夫子の 所謂 一貫 豈 此の 如くな らん や。 

夫れ 知の 至る は 唯 だ 格 物に 在り。 物々事々自然に|1^融するときは、 1K 下の 物と 事と 通 

V,- とり 

ぜず とい ふこと なし。 是れ 知の 至りな り。 學者 其の 覺を 期し 來 らば 乃ち 必ず 自得 小成 

§?ー  敌知  二 九 


この 

に出づ 


(J  の 

(二)  w 下 一二 

二 巧の」 迄 全 

文， 大 攀或閱 

の 引用な り 


fuj 孔 やの 

- おが 常に SSI 

SH かす， 德行 

に は iilE を 第 

一 に敏ふ 

(XJ  の 

K 本 「<*」 に 

作る 
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ある も、 竟に gl- 入の 門に 透 得すべからず。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 大學 章句に 曰 はく、 「致 は 推し 極む るな り、 知 は 稱ほ識 の ごと 

きなり， 吾が 知識 を 推し 極め、 其の 知る 所盡 さず とい ふこと なき を 欲するな り」 と。 

此の 字 註 如何。 師曰 はく、 朱 子の 章句 尤も 的當 せり。 愚 按ずる に、 致と は 知の 極致に 

至るな り。 我が 知識 其の 至 を 得る とき は、 其の 知實 にして 邪惡 に陷ら ざるな り。 

(二) 

或 ひと 問 ふ、 格 物の 說、 朱 子 は 或 問に 於て 伊川の 說を 本と して 之れ を 論ずる こと 甚 

nm  (第 一 件)？ -す  いたる 

だ 著明な り。 「程 子の 曰 はく、 致は盡 なり、 格 は 至な り。 凡そ 一物 あれば 必ず 一 现ぁ 

り、 窮めて 之れ に 至る は、 所謂 物に 格る ものな り。 然して 物に 格る も 亦 一端に 非ず、 

或は 書を讀 みて 道義 を講 明し、 或は 古今の 人物 を 論じて 其の 是非 を 別ち、 或は 事物に 

應 接して 其の 當 否に 處す るが 如き、 皆窮理 なりと。 曰 はく、 物に^る もの は 必ず 物 物 


(tr: 件) 


た^って^ 


にして 之れ に 格る か、 將た止 だ 一 物に 格って 萬理皆 通ず るか。 曰 は- 

(巧) 

理通 ずる は 額 子と 雖も亦 未だ 此に 至らず。 唯 だ 今日に して 一 物に 挤り、 明日 叉 一 物に 


格 h 


< 五)  («s 一-. 件) 

^^ぉ旣に久しぅして、 然る 後に 脫 然として k 、通す る處 あるの み。 义曰 はく 


身の 中より 以て 萬 物の 理に 至る まで、 理會し 得る こと 多くして 自ら 當に 豁然と して 简 


の覺處 あるべ し。 又 曰 はく 


理を窮 むと いふ は 必ず 天下の 理を 盡し窮 むと 謂 ふに 非ず. 


ニハ) 

原本 は 其の 字 

具に 作る。 故 

に 「物 各 I 理 

を 具へ て」 と 

？!?;?。 こ こ は 

本の な 

ら A 力 


又 止 だ 一 理を 窮め 得れば 便ち 到る と 謂 ふに も 非ず。 但 だ積累 多くして 後に 自ら 當に脫 

(第五 件) 

然として 悟る 處 あるべし。 叉 曰 はく、 物に 格る と は盡く 天下の 物 を 究めん こと を 欲す 

るに 非ず。 但だ 一事の 上に 於て 窮め 盡 して、 其の 他 は 類 を 以て 推すべし。 孝 を 言 ふに 

至りて は、 則ち 當に 其の 孝た る 所以の もの 如何と 求むべし。 若し 一事の 上に 窮め 得 ざ 

また  やす 

れば且 別に 一事 を 窮め、 或は 其の 易き 者 を 先にし、 或は 其の 難き 者 を 先にし. 各乂 

の淺 深に 隨 ふこと * 譬 へば 千 溪萬徑 の 如き、 皆 以て 國に 適くべし、 但だ 一 道 を 得て 入 

ると き は、 類 を 以て 其の 餘に 通ず べきな り。 蓋し 物 各 ~ 其の 一 理 にして 萬理 同じく 一 

(第 六 件) 

原に 出づ。 此れ 推して 通ぜ ずと いふ ことな かるべき 所以な り。 叉 曰 はく， 物 必ず 理ぁ 

り、 皆 當に窮 むべき 所に して， 天地の 髙 深なる 所以、 鬼神の 幽顯 なる 所以の 若き 是れ 

なり。 若し 天 は 吾れ 其の 高き を 知る のみ、 地 は 吾れ 其の 深き を 知る のみ、 鬼神 は 吾れ 

其の 幽 にして a っ顯 なる を 知る のみと 闩 はば、 則ち 是れ已 に 然るの 詞 にして 叉 何の 现 

(is 七 件) も 

か窮 むべき や。 叉 曰 はく、 如し 孝を爲 さんと 欲せば、 當に 孝た る 所以の 道 を 知るべし。 


如何にして か 奉 養の 宜を爲 さん、 如何にして か 溫凊の 節を爲 さん. 

聖學 一 教知 


窮究 せざる な. 
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の ffl、 辭 襲の 

心 は の？ 8、 

是^の 心 は 知 3: 

の 湖」 もい ふ 

つに 行間に 

が 示せる 

； 件よ b 九 件 

S ぬ K、 

卞は退 之、 ^ 

は 文 公、 斑の 

に 仕へ、 

政： „i にも 貢 g 

せ しか、 文勵 
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ふ もの 必ャ. i 
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にあり。 I 
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して 然る 後に 之れ を 能く 十。 獨り 夫の 孝の 一字 を 守って 得べき にル ざるな り。 .i^ ひと 

問 ふ、 物 を觀て 己れ を 察する は、 豈 物を昆 るに 因りて 反って 諸れ を 己れ に 求む るか。 

ris" ナ)  わ-つか  ^ 

曰 はく、 必ずしも 然ら ず。 物 我 は 一 理 にして 辗に 彼れ を 明かに 十お は卽ち 此れ を曉 る- 

此れ 內外を 合 十る の 道な り。 其の 大を 語れば 天 地の 高 厚なる 所 以、 其の 小 を： おれば 一 

<  (^^？ひと) 

物の 然る 所以に 至る まで、 皆學 者の 宜しく 思 を 致 十べき 所な り" 曰 ふ、 然 らば 則ち 先 

づ 之れ を 四 端に 求めて 可な らん か。 曰 はく、 之れ を 情 性に 求む る こそ 同に 身に 切たら 

C 第 八 2 

ん。 然して 一 草 一 木 も 亦^ 理 あり、 察せ ずん ば あるべ からず。 又 曰 はく、 致 知の 要は 

當に 至善の 在る 所 を 知るべし。 父 は 慈に 止まり 子 は 孝に 止まる の 類の 如き、 i おし 此れ 

を 務めず して、 徒らに 汎 然として 以て 萬 物の 理を 觀んと 欲せば、 則ち 吾れ 恐らく は 其 

は <i  (第 九 件、 

れ大 軍の 遊 騎出づ る こと 太 だ 遠くして 歸 する 所な きが 如ぐな らん。 又 曰 はく、 格 物 は 

之れ を 身に 察して 其の 之れ を 得る こと 尤も 切なる に 若く はたし。 朱 子 曰 はく、 此の 九 

條は皆 格物致知の 當にカ を 用 ふべき 所の 地と、 其の 次第 H 程と を 言へ るな り」。 程 子 

格 物の 説 如何。 師曰 はく、 大^の 條目は 聖賢 相傳 へて 人に 敎へ^ を爲十 所以の 次第な 

り。 然して 漢.！ § 以来の 諸 儒 未だ 此に 及ばず。 の 韓子原 道篇に 於て 援 いて 以て 說を 


め 先驅 をな せ 

しもの なり- 

唐 八大 夂 

集 愈 篇の卷 

！ R にあ h- 

(M) 大^の 

を 指す 


爲す。 然れ ども 其の 言 正 心 誠意に 極まって 致 知 格 物 を 曰 ふたし。 此の 經の 序， 誠意よ 

り 以下 其の 義 明かに して 傳悉 せり。 獨り 其の 所謂 格物致知なる もの は 字義 明かなら ず 

して 傳も 復た闕 けたり。 宋のニ 程 子に 至りて 初めて 格物致知の 字義 を 明かに し" 究理 

を 以て 說を爲 す。 朱 子、 程 子の 意 を 取って 其の 闕を補 ひ、 愈 ~窮 理の說 世に 廣 まり、 

格物致知の 事 以て 相傳 はる。 程 朱の 聖 門に 功 ある、 誠に 輋 者の 大幸 なり。 愚 謂へ らく、 

致 知の 功 は 格 物に 在り。 格 物の 說は程 朱詳に 論ずと 雖も 未だ 盡 さざる 所 あり。 故に 其 

の 說謂ひ 下して 尤も 差 護 あり。 格 物の 說明 かならざる とき は 致 知の 極 も 亦 正しから ざ 

るな り。 而べ r 述 ぶる 所の 九 條詳に 或 問に 出で たり。 第一 件、 「一 物 あれば 必ず 一 理 あり、 

窮めて 之れ に 至る は、 所謂 物に 格る ものな り」 と。 竊に 按ずる に、 程 子 格 物の 說 尤も 

齒 にして 精し からず。 一 物に 一 理 ある は 自然の 勢な り。 其の 窮めて 之れ に 至る と は、 

何 を 以て 之れ を 窮め 何 を 以て 之れ に 至らん や。 己れ が 知に 隨 つて 窮め 至らば 乃ち 其の 

知 決すべからず。 是れ 其の 齒 にして 精し からざる なり。 其の 書 を讀み 古今の 人物 を 論 

じ、 事物に 應 接する が 如き も、 亦 其の 窮理 決すべからず。 第二 件の 「積 習旣に 多くし 

て 然る 後脫 然として 貫通 十る 處 あるの み」 とい ふの 說， 尤も 安から ず。 朱 子 曰 はく、 

§s 子 一 致 知  一一 一三 
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「一： r 一  件 は 格 物の 工夫の 次第な り。 脫 然として は、 通十ハ 0 は 知 至の 効驗の 極致な り」 

と。 竊 に-おず るに * 聖ぺの 道 其の 大義 其の 大公 共 底 は、 萬 物に 於て 變 ずべ からず， 故 

に 止 だ 一物に 格れば 萬理皆 通ず る も、 其の 細微 曲の 全く 通ず る は、 切；^^の功を經ざ 

れば 得べ からず。 若し 脫 貫の 5^ あらば 乃ち 格 物の 謂に 非ず。 聖人と 雖も 必ず 其の物に 

格り て 後に 其の 知 至るな り。 第三 件の 覺處も 亦 悟 覺を期 十るな り。 一身の 中より 以て 

<•  二  sf: 萬 物の 理に 至る まで、 理會し 得る こと 多し とする も 亦 積 功の 說 にして 大綱 を 論ぜ さる 

^^^H. なり。 第 四 件 も亦脫 悟の 處 あり。 是れ格 物の 注解 齒 にして 精し からず、 故に 其の 言 一 

上に-すれば、， 決せず。 必ず 天下の 理 を^し 窮めん と 謂 ふに 非ず， 又 止 だ 一 理を 窮め 得ば 便ち 到る と 

3;-. は (卿：； 謂 ふに 非ず。 第五 件に 曰 ふ 、「^だ 一 事の 上に： &て 翁め 盡 せば 其の 他 は 類 を 以て 报 すべ 

ん 1 は .1 ^す し 一 と。 又 曰 はく、 「若し 一 事の 上に 窮め 得 ざれば、 Ms に 一 事を^む」 とい ふの 說尤 

^^-  も 明かなら ず。 朱 子 は 曰 ふ、 「旣 に是れ 入の 類推 を敎 ふ、 是れ 一 事 を 窮め 盡 して 便ち， J 

ns 奠は i か らず。 且つ 孝の 如き 箇の孝 底の 道理 を盡し 得， 故に 忠も 君に 移すべし * 又須 らく 忠を 

^.  ^^^v  Affi し^ (^き) て 以て 兄弟 夫婦 朋友に 至るべし。 此れに 從 つて 之れ を 推せば 盡く 窮めず 

とい ふこと なくして. 切め て 得 るな り 一 と。 竊 に-おず るに、 類 を 以て 推す も 亦 格 物の 1 


事な り。 然れ ども 能く 格 物 するとき は 其の物 象 事理 榮 然として、 類 を 以て 推 十 も 亦 明 

白な り。 専ら 類 を 以て 推すべし と 謂 ふ は、 是れ格 物の 精なら ざれば なり。 一事の 上 を 

窮め 得ざる 底 も 亦 格 物の 齒 なるな り。 格 物 すれば 其の 一事 通ぜ ざる ことなし" 其の 县 

きもの を 先にし >  其の 難き もの を にす る 底 は、 學 者の 氣 質に 隨ふ べし。 比 # 、ふれば 

國に 適く の 道路 を 以て 十る に、 凡そ 徑路の 都械に 於け る 千 溪萬徑 ありと 雖も、 格 物し 

来れば 其の 大路 其の 要 道 乃ち 祭然 たり。 格 物 明かなら ざるが 故に 溪路 正しから すして 

或は 捷 a を 得、 或は 別路に 入る、 是れ格 物せ ざるな り。 「一道 を？.！： て 人る とき は 以て 

類 を 推して 其の 餘に 通ず べし」 の 語 尤も 明かなら ず。 一道 を 得る こと、 是れ旣 に 格 物 

して，^ を 致せし なり。 未だ 一道 を 得ざる の 前 は、 如何にして 格 物し 得ん や。 朱 子の 忠 

を 君に 移すべし とい ふの 解 甚だ 然ら ず。 忠^ は 其の 本 一 にして、 .rra も 旣に君 たれば 其 

の 物 は是れ 異なるな り。 孝 底の 道理 を 得と 雖も、 其の 君に 奉じ^ 仕す るの 知 亦 通ず ベ 

からず。 兄弟 夫婦 朋友 皆然 り。 是れ格 物の^に 通ぜ ず、 故に 其の 說く 所迂闕 にして 的 

ならざる なり。 第 六 七 件の 說 前に M じ。 r たと へば) ネを爲 さんと 欲する が 如き、 如 

にして 奉 養の ，iH- を し、 溫^ の 節を爲 さ ん、 是れ乂 如何にし て 之 れ を 窮究 せん. ャ。 只 

學ー 致 知  三 五 
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だ r 窮究 せざる なし」 と 謂 ひて 其の 窮究の 道 を 謂 はざる とき は 知 を 致すべからざる な 

.^。 或 問の 一節-物 我 一 理を 以て 窮理の 本 を 立つ。 是れ 其の 意志 高き に 過ぐ。 格 物と 

は 能く 物 我の 異を 知る の 謂な り。 物 我の 差別 底に 至りて は、 則ち 物の 理と 我の 理と、 

其の 然る 所以と 其の 異同 ある 所以と、 以て 知るべき なり。 之れ を 性情に 求めて 以て 其 

の 知 を 致す と は、 固に 近き を 取る の 謂な り。 第 八 件の 致 知の 要は 至善 を 以て 極と 爲す 

の說 * 是 れ的當 なり。 然れ ども 其の 所謂 至善 は 如何にして 窮め 盡 して 其の 知 を 致さん 

や。 程 子の 格 物を說 くや、 汎 然として 歸 十る 所な し。 後世の 舉者 其の 成-疑す る {且 なる 

哉。 第 九 件 之れ を 身に 察する の 言 尤も 切なり C 然れ ども 程說に W つて 近く 諸れ を 身に 

取る も、 亦 其の 窮 むる 處 約なら ざれば、 竟に存 心：， i 養の 論に 到って、 格 物の 意思 逮し。 

惜しい かな、 其の H 夫を詳 にせず して 歸 する 所な く、 其の 極處 正しから ざるな り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 章句に 曰 はく 、「格 は 至な り 、物 は猶ほ 事の ごときな り、 事物の 

理に 窮め 至って、 其の 極處 到らざる なき を 欲 十るな り」 と。 乂 第五 章の 闕文を 補って 

曰 はく、 「言 ふこ ころ は、 吾が 知 を 致さん と 欲せば 物に 卽 いて 其の 理を窮 むる に 在るな 

り。 蓋し-^ 心の靈 ， 知 あらず とい ふこと なく、 1K 下の 物理 あらず とい ふこと なし。 淮 


だ理に 於て 未だ 窮めざる こと あり、 故に 其の 知盡 さざる こと あるな り。 是を 以て 大學 

の 始敎は 必ず 率 者 をして、 凡そ： K 下の 物に 卽 いて、 其の 已 知の 理に 因って 益  >  之れ を- 

窮め、 以て 其の 極に 至る を 求めず とい ふこと なから しむ。 力 を 用 ふるの 久しう して 一 

くわつ ぜん 

且 豁然と して K 、通す るに K ヒれ ば、 則ち 衆 物の 表裏 精粗 到らず とい ふこと なく、 吾が 心- 

の 全 體大用 明かなら ずと いふ ことなし。  此れ を 物に 格る と 謂 ひ、 此れ を 知の f*- りと 謂 

ふなり」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 朱 子の 大舉 章句 は 格物致知の 一章に 於て 甚だ 精 

カを盡 し， 專ら程 子の 意 を 取る。 其の 議論 丁寧 反復 詳に或 問に 出づ。 格物致知の 說程 

子に 起って 朱 子に 全し。 (乃ち) 大半の 敎 少しく 通ず と雖 も， 格物致知の 註解 明かなら 

ず。 故に^ 者 或は-. 1^ 下の 理を盡 し 究めん と 欲して 竟に 得べ からず、 汎 然として ^1 十る 

所な きが 如く、 或は 止 だ 一 理を 窮め 得て 便ち 到れり と 謂 ひ、 竟に脫 然霣通 を 求め、 或. 

は 積累多 くして 後に 以て 通達す と 謂 ひ、 或は 本 原 を：. f 養して 直ちに 其 の體に 入らん こ- 

と を 求む。  是れ皆 格物致知の 實を 知らざる なり。 愚 謂へ らく、 格 は 至な り、 程 朱旣に 

よ nv どころ  すへ 

其の 字義 を考 ふること 皆 據 あり。 今 之れ に從 ふ。 物 は 天地人 物 都て 其の 象形 ある 底， 

形より して 下なる 者な り。 物 あれば 則ち 其の S あり、 其の 事 あれば 則ち 自然の 標準 あ 

一  致 知  三 七 


山 鹿 語 w 卷 第-一： 卜 一一！  一二 八 

り。 故に M,-* 物に 卽 いて 詳に 其の 事理 を盡し 究めて 其の 械に "や る。 是れ 格^して.^ や > 

致すな り。 物に 木末 あり、 * に 始終 あり。 詳に 其の物に る. 是れ 物に 格る たり。 ： 耽 

に 其の物 を盡 十と き は- 其の事现の極^！せ然たり、 是れ知 を 致 十な り e 物 は 彼れ に^り 

の て 外な り * . ^は 我れ に 在りて 內 なり。 內外 精粗 物 我 相！； つて 其の 用 全く 具 は"、 は 通 

^JiJ^I せず とい ふこと たし。 是れベ 地の 自然たり。 大 率に 直に 格 物の 說を 出して 致 知の 要と 

^^^^^ 爲す。 聖 率の 下 3^ ヒ達. 其の 深切 著明、 入に 非 ずん ば何ぞ 此れ等の 語 あらん や。 

はぃ；^,^ ほ 子の 家 句に 曰 ふ、 「事物の 理を 窮め 至る」 と。 今の 率 者 終 H 終夜 事物の 现を め らん 

!■  R  ジ * お， 

£1 は- h- し と ふと も、 竞に 得べ からず。 其の 弊 以て 悟覺 底に： ム たる。 是れ象 山 • 陽 明が 程 朱の 說 

もれ こ に 

i1 i いし , を 用 ひざる ところたり。 义補闕 の 文に 曰 はく、 「凡 そ 大 下の 物に 卽 いて、 其の. u 知の 现 

^.i"r、、 に Z つて 益-之れ を め、 以て 其の 極に 至る を 求む" と 。「凡そ 大 下の 物に 卽く」 の 語- 

王 守 仁、 Tt« 

尤も 洪偉 にして 取る 听 なし。 人生 限り あり、 天下の 物 一 々何 ぞ盡し 窮めん や。 已 知の 

ざて トゝ ¥ せ ，-  . 

i き？.： 理と は、 「人心の 靈、 知 あらず とい ふこと なき」 の 知 を 指す。 此の 句 太 だ通ぜ ず。 入 心 

h-. 讹 にに 文 

I に，^ 一  の饈は 知識な り。 知識 ありと 雖も格 物せ ざれば 知 を 致す にあらざる なり。 此の 句に ST 

？', >  ると き は、 我が 知猶ほ ビ に 萬 物 を 通 k すと 謂 ふが ごとし。 故に 益. の卞を 以て 十。 


(：.-) 前 i,: 二 是れ或 問に 所謂、 「其の 理の 同じき を 以ての 故に、 一人の 心 を 以て -大 下 萬 物の 理に 於て". 

知る 能 はずと いふ ことなし。 其の 寨の 異なる を 以ての 故に， 其の 理に 於て 或は 窮 むる 

うくる 

能 はざる 所 あり。 理 未だ 窮めざる ところ あるが 故に、 其の 知盡 さざる こと あり。 知盡 

さ ざ る こ と あ ると き は 其の 心 の 發十 る 所、 必ず 義理に 純に して 物欲 の 私 を雜ふ ろ こ と 

なき 能 はず」 とい ふんの なり。 是れ等の：^^^本然の知を認め得來るなり。 大 寧の 格 物 何： 

ぞ 此の 如くな らん や。 

或 ひと 問 ふ、 程 朱 各- 窮理を 以て 格 物と 爲寸、 其の 蔽来 何れの 處 にか 在る。 師曰 は- 

く、  程朱窮 理の說 其の 重んずる ところ 理の 一字に 在り。 言 ふこ ころ は、 1K 地の 間 事物- 

の 萬 差と 雖も.  其の 本 を 索 むれば 一 理 にして 分殊 たり。 其の iis 濁 偏正淺 深厚 薄 は、 氣，. 

質 物欲に して、 天命の 性 心 知識 は是れ 一 なり。 故に 其の 虚靈 以て 天下の 理を 管る に 足.，： 

れり。 理は M- 物に 散在す と雖も >  而も 其の 用の 微妙なる は實に 一人の 心に 外なら ず。 

是れ理 の 極まる 處、 未だ 嘗て 通ぜ ずん ば 非ざる の 謂に して、 其の 窮究底 は 類 を 以て 之- 

れ を 推し、  積お 久しう して  一 u 一 豁然た る- 是れ程 朱の 格 物 窮理の 極な り。 其の 說章. 

句. 或 問に 於て 之れ を盡 せり。 愚 謂へ らく、 1K 地 萬 物 其の 形象 は 陰陽 五行に 因り， 其い 

聖學ー ft 知  一二 プ 
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の 本 は 一 なり。 而 して 旣に夭 地たり 旣に萬 物 たれば， 一 理を 以て 之れ を 論ずべ からず。 

聖人 旣に格 物と 曰 ふとき は 窮理を 以て 之れ を 易 ふべ からず。 . ^理の 字 は 大傳に 出 づ。 

凡そ 理を窮 むる は 其の 條理を 窮め 盡 すなり。 物と 事と 皆 道 あり 理 あり。 物と 事と を 謂 

はずして 唯 だ 窮理を 謂へば、 則ち 性 命の 說 にして 分殊 明かなら ず。 經の 文に 旣に 物の 

字 を 出す。 是れ 其の 表 章 尤も 明かな り。 故に 能く 其の物に 至り 盡す とき は、 其の 知是 

れ るな り。 窮理は 致 知に 近くして 全く 格 物 上に 在らず。 

或 ひと 問 ふ、 子が 格物致知の 說、 何れの 書に 因り 何れの 說を 據 とする か。 師曰は 

く、 愚 竊に論 註す る 所 更に 他の 稽 ふべき なし。 只 だ 直に 聖人の 言に 從 つて 此の 解を爲 

し. 文書 を假ら ず。 文書の 證 する 所の 出 處は先 儒 尤も 之れ を盡 す。 今 何ぞ义 之れ を改 

め 易 へん。 先 儒 は 聖人の 正文 を 解す る こと 能 はず、 竟に臆 見 を 以て 附會 十。 格物致知 

の說 直に 說き 下せば 則ち 明白な り。 然も 近く 諸れ を 身に 取りて 之れ を 思 ふに、 其の物 

に 至ら ざれば 其の 事理 通ず ベから ず、 事理 少しく 得る も、 其の物に 於て 安頓せ ざれば 

< &然 ならず。 當然 ならざる とき は、 一定 不易の 則に 非ず。 此の 物事 道理 能く 至る、 是 

れ-大 性 惟 だ- 1」 む を 得ざる の 本然に して、 眞知竟 に 明かに、 理を 燭ら十 こと tfl からず。 


是れ 格物致知の 謂な り。 凡そ 經書を 解す るに >  文字の 訓詁 は 先 儒の 注釋を 撰み、 義堙- 

の 當否は 近く 諸れ を 身に 取りて 切に 諸れ を 日用に 思 ふに 在り C 

{•>-) -- ； も-  (二)  こ 

第 十一 ^  或 ひと 問 ふ、 子の 說を用 ふれば、 則ち 擧を爲 すに は 諸れ を 心に 求めず して 之れ を 物 

1  一 

に 求め 專ら心 を 外物に 盡す， 是れ 乃ち 孟子の 放心な り。 其の 淺近 卑下 豈 聖人の 學な 

らん や。 師曰 はく、 問 ふ 所 俗 擧の髙 きに 過ぐ るに 慣れて 近く 思 はざる の 弊な り。 聖人 

の敎は 尤も 淺近 卑下に 在り、 更に 深 妙 高遠 を 求めず。 夫れ 內は 外に 因って 內の名 あり.. 

我れ は 物に 因って 我れ の 名 あり。 故に 內 外物 我 互に 相 表裏して 支 離せず、 外 安き とき 

は內 安ん ず、 內寬 きとき は外靜 なり。 能く 物に 通じ 物に 稱 うて 其の 極に 至る とき は、 

眞 知是れ 至る。 身 を 修め 人 を 治め 天地 を稽へ 治國平 天下の 用 を爲十 は、 皆 格物致知の 

敎 なり。 聖人の 敎は、 身 を 修め 家 を 齊へ國 を 治め 天下 を 平にす る を 以て 極と 爲す。 是； 

れを 以て 淺近 卑下と 爲すは 乃ち 聖 門の 徒に 非ず。 身 や 家 ゃ國ゃ 天下 や 皆 物な り。 或 問； 

^一一へ お 大壤或 に 此の 或說 あり。 朱 子 曰 はく、 「今 必ず 是れを 以て 淺近支 離と 爲 して、 形 を 藏し影 を g. 

し、 別に 一種の 幽深 恍惚 艱難 阻 絶の 論を爲 し、 務めて 舉者 をして 莽 然として 其の 心 を. 

文字 言語 の 外に 措かし めんと 欲し， 而 して 道 は 必ず 此の 如くして 然る 後に 以 て 之れ を- 

聖學  一 &知  ，  四 一 
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ニー. 

(1」 に hT, 、しと 曰 はば、 是れ 近世 怫舉誠 淫邪遁 の 尤なる ものにして、 之れ を 移して 以て 古 入 

の 明德新 民の 實^ を亂 らんと 欲す、 其れ 亦 誤れり」 と。 

或 ひと 問 ふ、 Q ら 一 理 の 己れ に まれる ものな くして、 唯 だ 物に 向って 求め 尋 ぬる 

は、 巧ち 物を逐 うて 理を觀 るな りと。 師曰 はく、 或 ひし-曰 ふ、 「所謂 理を 窮めて 是れ 己 

れに 反って 之れ を 心に 求む る を 知ら ざれば、 惟れ 復た 物を遂 うて 理を 求む るな り」 と、 

九 朱 子 曰 はく、 ー是れ 此の 如くなら ず、 事々 物々 皆 is の 道理 あり、 窮め 得て 卜 分に 盡十 

.—  とき は、 方に 是れ格 物な り。 是れ 此の 心に あら ざれば 如何 ぞ理を 窮め 去らん。 物，；：： ら 

箇の 道理 あれば， 心 又 is の 道理 ある を 知らず、 其の 心を枯 稿に して 八 や、 物と 接せず、 

却って 此の 理 をして 自ら ははれ しめ、 萬に 是の 事な く 自家の 心 を 用 ひずして、 如何に. 

L て 别に物 上に 向って 一般の 道理 を 求めん。 知らず 物 上の 道理 を 誰 か^め 得ぶ らん」 

と。 愚 謂へ らく、 人心 少 くも 物に 應 接せざる ことなし。 語默 動靜. 行住坐臥 . 視聽 一一 一 iR 

動 皆是れ 物な り。 身の 接 はる 所に 及んで は- 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友 も 亦 物な り。 身の 

養^ 十る 所に 於て は、 衣服 飮貪居 宅 用具 も 亦 物な り。 此の 身旣に 物な り、 能く 此の 物 

に 至れば 则ち 此の 身の 性 心情 意通ぜ ずと いふ ことなし。 if 心情き 其の 知 を 致せば. M 
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ち 其の 作用 動 靜竟に 貫通す。 故に 其の 性 心 知識の 修養， 皆 格物致知より 出で 來る I 是. 

れ 誠意 E 心の 格物致知に 繁る 所以な り。 今 問 ふ 所の 物の 字、 遠く 指示し 來る >  故に 此 

の 疑問 あるな り。 

fs)  ； ra;  かんかく  かん ぎよ 

或 ひし-問 ふ、 司 馬 光格 物 を 以て 扞 格の 格と 爲し、 能く 外物 を扞禦 して 後に 能く 至 道 

ふせ 

を，^ るし- 爲十 なり。 孔周翰 も 其の 說を 推して 曰 はく、 「外物の 誘を扞 ぎよって 本 善き 

、ひ 六い 一  . 

ら 明なる のみ」 」 -。 師曰 はく、 此の 說米子 之れ を 闘く こと 明かな り。 人外 物 を 杆徵せ 

んと 欲して 竟に得 ベから ず。 其の 外 誘 物欲の 甚し きを 知る も 亦 格 物な り。 這 筒を扞 ぎ- 

S らんと 欲 十れば、 是れ 異端の 枯槁 死灰な り。 豈 聖人の 敎 ならん や。 

或 ひと 問 ふ、 程 子の 門人 各-其の 師說 を祖と 十と 曰 ふと 雖も M じからず。 蓋し 必ず 

^物の じ，、 一 に出づ るを窮 むる を W て 格 物と 爲し、 萬 物 同じく 一  理に出 づるを 知 

る を 知-, f と爲 し、 內 外の 道 を 合 十る とき は. 大人物 我 一 と爲 り， の 道に 愚纩 ると き 

は 死生 幽明 一 と爲 り、 哀樂 好惡の _e に 遠 するとき は 人と 島 一  と爲 り、 s 伸消畏 の 

(七 ，- 

S- よよ， Ift- く 

變を 求む ると き は 天地 山川 草木 一たり とい ふ を 以てする 者 あり、 呂 與 叔の說 たり。 乂 

窮理は U ハだ 是れ筒 の 是 なる 處を 尋ね. 然も 必ず 恕を 以て 本」 -爲. V ,  X 其 の 人 な る も 0? 

m¥  致 知  四！ 一一 
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を 先に するとき は 一 處に理 通じて 觸 るる 虔皆 通ず と爲す もの は謝顯 道が 說 たり。 义 IK 

下の 物 勝て 窮 むべ からず、 然れ ども 皆 我れ に備 はって 外より 得る に 非ず、 所謂 格 物と 

は 亦 身に 反りみ て 誠 あるとき は 天下の 物 我れ に 在らざる ものな きを 曰 ふ 者 あり、 是れ 

楊 中立が 說 なり。 又 物々 察 を 致して、 宛轉 として 己れ に歸 すると 爲し、 天 行 を 察して 

以て. R ら强 め、 地勢 を 察して 以て 德を 厚う する が 如しと いふ を 以て 十る 者 あり、 胡に 女 

國が說 なり。 尹彥明 は、 今日 一物に 格り 明日 一物に 格る を 以て、 程 子の 言に 非ず と爲 

す。 朱 子 一 々之れ を 闘く。 其の 說く所 當れり や 否や。 師曰 はく、 程 門 諸 儒の？ IT 皆窮 

理の 言に 惑 ひて 此の 說を爲 すなり。 諸 儒 近く 諸れ を 身に 取りて 理を 窮め 來る も- 竟に 

通ぜ ず。 故に 或は 萬 物 一 に 出 づるを 以て 窮理 と爲 し、 或は 恕を 以て 之れ を 推す を 窮现 

と爲 し、 或は 身に 反りみ て 誠 あるとき は、 一大 下の 物 我れ に 在らず とい ふこと なしと 爲 

す を 以てし、 或は 天 行 地勢に 因り 自ら 强め德 を 厚う する を 論じて 窮 理と爲 す。 皆是れ 

窮理の 一端に して、 此れ等の 說を用 ひて 格 物 するとき は、 知 は 只 だ 意兑に 落ちて 竟に 

盡し 至るべからず。 朱 子の 窮理を 論ずる こと 數 子に 優れり と雖 も- 格 物 を 以て 窮理と 

謂 ふ、 故に 參 差して 通せず。 其の 意志 を 推し 索 むれば、 「我れ 旣に 一 理を具 へ、 物 も 亦 


tjsl* に 終る， 
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■1.- ん ぐわん  (.f) 

ー现 あり、 元 來物我 同 一 理、 深 思 潛玩、 積 習 久しう して 貫通し 来る、 是れ 格物致知な 

り」 と 謂 ふに 過ぎず。 此の 說を師 として 數年 を經、 此の間に 沈潜す、 然れ ども 貫通す 

1 ばら  ザん 

る ことなし。 少く 貫通し 得る と 田 4 ふ も 只 だ 習慣の 漸 にして 格 物の 實に 非ざる なり。 犬 

下の 人 一 技の 術 以て 其の 妙 を 得た る 者 あり。 其の 拔藝 熟し 得て 其の 理 窮め 得るな り。 

技術 は 物な り、 熟し 得る は 格な り。 其の 理 窮め 得る は 知の 至りな り。 是れ 先づ格 物し 

て 其の 知 致るな り。 故に 曰 はく、 程 朱の 窮理は 知 を 致す に 近し と。 或 ひと 曰 ふ、 然ら 

ば 則ち 格 物 底 は理を 窮めず して 其の物に 格るな り。 其の物に 格る は 是れ理 を 窮め ざれ 

.  はな は 

ば 乃ち 其の 實を觀 るべ からざる なりと。 師曰 はく、 理の字 太 だ 高し。 故に 舉 者に 疑問 

惑說 あるな り。 唯 だ 其の物に 格り 詳に 其の 本末 始終 を 盡し來 らば、 其の 理祭 然として 

違 ふべ からざる なり。 其の物 を盡 さず して 切に 其の 理を 窮めん と 欲すと も竟に 得べ か 

らず。 其の 意思 尤も 高く して 虚 遠に 驚す るな り。 猶ほ技 術の 習熟 を 措きて 其の 理を窮 

め んと 欲す るが ごとし、 其の 玄 論皆虚 に して 實な ら ざるな り。 

f 五 一 

或 ひと 問 ふ、 明の 王 陽 明が 曰 はく、 「致 知と 曰 ふ は 後 儒の 所謂 其の 知識 を充廣 する が 

若き の 謂に 非ざる なり、 吾が 心の { ^知 を 致す 者な り。 孟子の 所謂 是非の 心 は \ 皆 之れ 

要學ー 致 知  ■  四 五 


(一) A: ナ^ 

心 上 十五 

<p に、 「&. 4. ほ 

はく、 人め $ 

ば ii-l て 能く 

する の 者 は 

**{:.;2:能なり。 

W.-T-.^ して 知 

る W の IP は 其 

の， W: 知な.^」 

t 出づ 


典、 * が德の 

： 人 地に 光 被す 

(： 二  J 同《* 

に iiD ぐるな. 9 

(s)  ：M« 害 

e; 命に 出 7、 

* 心 は の 

心 も い ふ 

•Gs« 卷 f.1 中、 


m 鹿 語お .卷 第三 十三  四 六 

ありと いへ る 是非の 心 は、 慮る を 待たず して 知り、 寧 を 待たず して 能くす。 是の 故に 

之れ を 良知と 謂 ふ。 是れ 乃ち 天命め 性に して 吾が 心の 本體 自然の 靈覺 なる 者な り。 凡 

そ 意 念の 發 する や、 吾が 心の 良知 自ら 知らざる 者 ある ことなし。 其の 善な らん か、 W 

れ 吾が 心の 知 自ら 之れ を 知り、 其の 不善な らん か、 亦 惟れ 吾が 心の 良知 自、 し. N れを 

あめ， つか 

知る。 是れ皆 他人に 與る ことなき 者な り。 然るに 其の 良知 を 致さん と 欲する も 亦 影 

響忧惚 として 空 懸無實 の 謂な らん や。 是れ 必ず 實に 其の 事 あり。 故に 知 を 致す は 必ず 

ただ 

物 を 格す に 在り、 物 は 事な り。 凡そ 意の 發 する や、 必ず 其の 事 あり。 意の在る所の^^ 

は 之れ を 物と 謂 ふ。 格 は 正すな り、 其の 不正 を 正して 以て 正に 歸 十る (の 謂) なり。 其 

の不冗 を 正 十 は Hii- を 去る の 謂な^。 ； 止に 歸 する は 善を爲 十の 謂な り。 夫れ 是れ 之れ を 

ただ  (二)  いた  (一 ii)  いた  (ran  ただ 

格す と 謂 ふ。 書に 言 ふ， 上下に 格り、 文祖に 格り、 其の 非 心 を 格す と。 ：？^ 物の 格は赏 

に 其の 義を 兼ぬ るな り」 と。 义曰 はく、 「朱 子の 所謂 格 物と 云 ふ は 物に 卽 きて 其の 理を 

^むるな り。 物に 卽 きて 理を窮 むる、 是れ 事々 物々 の 上に 就きて 其の 所謂 定理 を 求む 

る 者な り。 是れ 吾が 心 を W て理を 事々 物々 の 中に 求め、 心と 理と を析 ちて 二つと 爲す。 

夫れ 理を 事々 物々 に 求む る は、 孝の 理を 求む るに 其の 親に 於て する の 謂の 如きな り.。 


(六) 論 Si 雍 

也 篇 第- • 十 EI 

て； W はく、 仁 

者 は 之れ に吿 

ばて it に ひ， 0 

あ Jr- と 曰 ふと 

* も 其れ 之れ 

に從 はんやと。 

子 曰 はく， 何 

爲れぞ 其れ 然 

らん や、 君子 

は * かしむ ベ 

し， 陷 るべ か 

らす S 々」 と 

ある を 指す 

(七) ,^ 子！！ 

婁上 第 十七 

な に、 男女 校 

受に 手. ly 以て 

せざる は！ IS な 

わば、 l?3S れ 

しと き 一- れ 4 

:«  くに 手 を W 

てす る は 如何 

と、 于究 が 

0 へ るな 指す 

. (八) 孟子 

子 上 《i 第 四 章 

の iES&v:. 一 さす。 

ri-!: 子 曰 はく、 

食 色 は s; なり、 

■U は 内な h-> 

外に * ざるた 

t 義は 外な h 

るに =^ざ るな h. 

T^1« に屮 ：， つ、 


孝の 理を 求む るに 其の 親に 於て すれば- 孝の 理 其れ して 吾が 心に 在り や- 抑. - 菜し 

て 親の 身に 在り や。 假 りに 果して 親の 身に 在らば. 親沒 十る の 後 吾が 心 遂に 孝の 理な 

きか。 -孺 子の 井に 入らん とする を 見れば 必ず 惻隱 の理 あり。 是れ惻 隱の理 果して； 子 

の 身に 在り や、 抑-吾が 身の 良知に 在り や。 其れ 或は 以て 之れ に 井に 從 ふべ からず や。 

(七) 

其れ 或は 手 を 以て 之れ を援 くべき か。 是れ皆 所謂 理 なり。 是れ 果して 孺 子の 身に 在り 

や。 抑 》 '果して 吾が 心の 良知に 在り や。 是れを 以て 之れ を 例と して、 萬 事 萬 物の 理皆 

然ら ずと いふ ことなし。 是れ 心と 理と を析 ちて 二つと 爲 すの 非 を 知るべし。 夫れ 心と 

理とを 祈ち て 二つと 爲す は、 此れ 吿子義 外の 說 にして 孟子の 深く 闘く 所な り」 と。 

師曰 はく、 是れ陽 明が 致 二 良知, の 三 字 を揭げ て宗を 立て >  毎に 門人と 舉を 論じ 四 句 

ていしゃう  f.fj 一  f:f) 

を 提唱して 敎 法と 爲す。 (卽 ち) 善 無く 惡無 きを 心の 體と爲 し、 善 あり 悪 ある を 意の 用 

と爲 し. 善 を 知り 惡を 知る を 良知と 爲し， 善 を 爲し惡 を 去る を 格 物と 爲す。 學者 此れ 

に循 つて 功 を 用 ひ 各-得る 所 ありと 爲十。 求是 編に 之れ を關 けり。 愚 按ずる に- 陽 明 

は^ばず 慮らず して 知る 者 を 名づ. t て 良知と 爲す。 此の 宗 一 たび 起つ て 其の 寧 者皆異 

., 内 に.^ ざるな りと。 孟： 十； n はく、 何も 以て 仁 は內、 SJii 外と Si ふやと。 y はく、 彼れ じて 而 して 我れ 之れ をお-,. - す.、 我れ に 長 あ 

« ほ 彼れ.； u にして、 而 して 我れ 之れ を 白と する が 如し、 其.，； - 白に 外に 從 ふなり、 故に 之れ ち 外と なり」 と .sfg.® 卷之 

の g:. 一一-:: 敎と.： ムニ はこれ なり。 卞51!1>少異 なる は拔萃 なれば な り (一 c-,~ 叫め 碼柯 C  SS なり、 H,.:EIW も SIK す 

,  斐學ー i 知  ra 七 


ベ ' W 篇 ひ' の や 

I     の tflj 14 上 し' 

*»  A  »  n 

す tn* の 第 it 

な 心 論 六チ 
る も 上 及 素 も 


r 性 w 近 也、 

！ K^aJ 也」 4 

さす 

-(！•-,> 前 出 E 

六 註 si? 
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端に 馳せ、 竟に悟 覺の說 を 建てて、 以爲 らく、 良知 は 人に 與ら ず、 己れ 旣 知の 處 ある、 

是れ 乃ち 天理な り、 我れ 固に 旣 知の 知 あり、 何ぞ 事物の 理を 窮め 盡す こと あらん、 

良知 是れを 致 せば 乃ち 天下の 事物 截然と して 斷っ ベ し、 舉は 良知 を 得る こと を 要む ベ 

し. 知の 用 は惡を 去り 善を爲 すに 在り、 是れ 其の 非 心 を 格 正 十るな りと。 故に 程 朱 

の說を 以て 外 を 務めて 內を 遣る と爲 十。 是れ王 氏が *- は怫老 の異昆 に本づ くな り。 夫 

れ 知識 は 性 心の 妙 用に して 知識の 得る 所 皆 寧 習に 在り。 舉 習の 邪 正に^つ て 善 を ほし 

悪 を爲 す。 人の 是^ を 知り 善 不善 を 知る は、 悉く 學 習の 間に 在り。 夫子の 所謂 習 相 遠 

きなり。 人 は 二 五の 中 を 察け て 尤も 其の 正 善に 安ん ず。 故に 其の 柴 正 善に 久しき と 

き は 安. g して 移らず。 是れ 人の 人た る 所以に して、 孟子の 所謂 知 良能な り。 陽 明が 

論ずる 所 は、 是非の 知 を 以て 心の 同 有と 爲し、 事物 を 措いて 之れ を 良知に 求む。 是れ 

二 5 

孟 1： の 性 善 • 良知に 惑 へ るな り 。 者 日用の 間に 熟 味せ ざると き は 多く 此の 異 a に 

るべ し。 今、 日用 事物に 於て 應 接し 來 るに、 其の 知識の 觸感 する 所、 寳に 良知の^ 慮 

を 待たず して 然る こと あるに 似たり 。 故に„5^^山 . 陽 明の 大 |i なる も 亦 這 裡の微 を 分^ 

十る こ 能 はず。 且つ 己が，^: 高き に 1^ ぐるに 因って、 . ^は、： J の 巾 F を 求め、 . ^は 良 


<ra) 陸 象 山 

と 王 SI 明 

^.3 伊 は、 

ゆ 川 i いふ m 

のほとりに 住 

む 頭、 卽ち 

ゅ；^ 先生、 & 

は の S 顯、 

卽ち明 道 先生、 

は、 »溪 の 

？ 頭の こと、 

5S は、 i '中の 

朱.， パの こと を 

いふ。 すべて 

A の B?Sf の 代 

1^ 的 場 者 を- V 

£ 地 g により 

て.. £■ ^せるな 

り 

へ 六) s^l.Nl 中、 

^人 Ai* 書 

< 七) 朱 子の 

火 承 或 問に 出 


(rar)  い - 一.. れん. へん 

知の 自ら 知る を 待つ、 ：，：n^ 唯 だ 陸. 王の みならん や。 伊^_5漆閩の諸儒も亦其の實を索む 

びん 

れば、 天性 本然の 善、 衆理を 具へ て 萬 事に 應じ、 以て 其の 初に 復る 等の 語 あり。 旣に 

是れ 等の 說 あるとき は 其の 枝葉の 言語、 睦. 王の 露發 呈出に 至らざる が 如しと 雖も， 

其の 一 g 奥 は 乃ち 一 なり。 是れ 其の 分曉し 難き 所に して、 聖人の 敎は唯 だ 這の 裏に 在り。 

MO 

陽 明 切に 良知 を 致す を 以てすれば、 則ち 格 物 は 致 知の 後に 在り。 傳習錄 に 曰 ふ 、「吾が 

心の 良知 は卽ち 所謂 犬理 なり。 吾が 心の 良知の 天理 を 事々 物々 に 致す とき は、 則ち 事 

事物々 皆 其の 理を 得るな り。 吾が 心の 良知 を 致す と は 致 知な り。 事々 物々 皆 其の 理を 

得と は 格 物な り」 と。 此の 言の 如き は 是れ致 知 を 先にして 格 物 を 後に す、 其の 顚倒舛 

れい  そむ  (七)  そ- ーな かた 

戾 尤も 經の 意に 乖 けり。 伊川 曰 はく、 「昔 嘗て 虎の 人 を 傷 ふ を 談る者 あり、 衆 聞かざる 

なし、 而 して 其の 間の 一 人 神色 獨り變 ず。 其の 所以 を 問へば 嘗て 虎に 傷 はれし 者な り」 

と。 愚 謂へ らく、 嘗て 虎に 傷 はれし は 是れ格 物な り。 今 其の 談を 聞きて 眞に懼 るる こ 

と ある は 是れ致 知な り。 夫れ 虎の 能く 人 を 傷 ふ は 人 皆 之れ を 知る。 其の 懼 るると 懼れ 

ざると は 是れ格 物す ると 格 物せ ざると に 在り。 虎 能く 人 を 傷 ふこと を 知る も 亦 格 物な 

り。 虎 を 知らず 人 を 傷 ふこと を 知ら ずん ば， 是れ豈 良知 虎の 人 を 傷 ふ を 知らん や。 陽 

梨學ー 致 知  四 九， 
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明 は親沒 する の 後 吾が 心 遂に 孝の 理な きかと いふ を 以て 朱 子 を 折く。 凡そ 親 は 是れ物 

なり。 沒死は 親に 就きての 事な り。 能く 父子の 物た るに 至れば、 則ち 親の 存沒 其の 孝 

養 葬祭 尤も 明白な り。 尙ほ 之れ を詳に すれば 乃ち 沒も 是れ 物な り。 其の 死沒に 格る と 

き は、 其の 道理 掩ふ ベから ざるな り。 聖人 挤 物の 敎 甚だ 深切 著明な り。 

或 ひと 問 ふ、 孺 子の 井に 入る を 見れば 必ず 惻隱の 心 あり。 是れ 良知の 自然にして 然 

る こと を 待たず して 然り。 然 らば 良知 は 自然の 是非 あるな りと。 師曰 はく、 我れ に惻 

隱の心 ある は、 人 二 五の 中 を 一票け て 其の 情愛 惻を發 す。 是れ 本と 行の 端な り。 乍ち 孺 

子 井に 入る を 見る の 時 は是れ 物な り。 我れ 本と 生 を 好み 死を惡 むの 先知 あり、 故に 這 

の 惻隱の 情 を 生ず。 以て 之れ に 井に 從ふ ベから ざる か、 其れ 或は 手 を 以て 之れ を拔く 

べき か は、 是れ 井の 淺深 廣狹 子の 落 在 底 を 見て 詳に格 至 すれば、 乃ち 其の 用法 5^ 然 

たり。 其の 格物致知の 間、 氣稟の 純駁に 因って 顿漸遲 速の 差 あり。 然して 其の 功 積 習 

十れば^ 通せず とい ふこと なし。 學 者の 工夫 精し からず、 故に 其の 實を 得ざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 陽 明. 朱 子の 說、 其の 優劣 如何。 師曰 はく、 朱. 王 二 家格 物の 論、 唯 

だ 窮现と 致 二 A 知 一とに 在り。 近世 米 子 格 物の 訓を疑 ふ もの、 大概 知 を^め てむ を 緩に 


八が しけ もの 子 間 從編来 百 類 3 頁 著;:^ 
く年國 書て 、刊 とに 来 'PH  'S ま '5 

行以 にな 集 重 行の 各 いこ 黎ト  >： 照 前 
は 後 もり 大？ 5 あ 問！": I  卷十朱 出 朱 

る世寬 。成な り 答の ィ -る德 、？ a ィ- 二子 
に X 我せ 避し 錄 朱の 。の 朱門 M 六の 


は  (ニー  ひろ 

し、 外に 鴦 せて 內を 遣れ、 功博く して 盡し雞 く、 學泛 くして 歸 する ことなしと 曰 ふ i4 

(一二)  § 

わ-. もん こ る& 

過ぎず。 此の 疑問 朱 子已に 之れ を 知れり。 其の 或 問. 語類に 詳に 之れ を 論ず。 然も i 

だ 事物の 理を窮 むと 曰 ひて、 其の 說窮理 に 至る。 後學 此の 說を師 とし、 其の 弊 博 i. に fcl 

して 約禮 なきに 在り、 故に 持 敬 を 立てて 一 理を 知る こと を 謂 ひて 之れ を 補 ふ。 誠に 能 

く實に 其の 言に 循 つて 敬 を 主として 以て 本 原 を 守り、 理を 窮めて 以て 知 を 致し、 躬,^ 

反み て 以て 實を踐 めば、 及ばず とも 亦 令名 を 失 はず。 王 氏が 說の 如き は 切に 良知 を揭 

げて宗 と爲 し， 事物の 應接 悉く 良知の 作用と 爲し來 る、 乃ち 其の 發明 正しから ず、 舉 

を爲 すの 工夫 專ら 聰明に 聘せ 意見に 矜 りて、 言 ふ 所 爲す所 皆 異端に 落 在す。 其の 功驗 

尤も 放蕩な り。 故に 愚 を 以て 之れ を考 ふれば、 朱說學 者に 益 ある こと 甚だ 多き なり。 j 

或 ひと 問 ふ、 格 物 は 事物 應 接の 間な り。 其の 燕 居靜處 如何にして 手 を 下し 來 らん。； 

師曰 はく、 先 儒の 存心 . ：，！ 養 • 體認 • 持 敬の 說は、 皆 燕 居 靜處に 於て の 工夫な り。. 禺^ 

謂へ らく、 燕 居 • 靜處. 獨坐は 皆 物な り。 其の 燕 居 靜獨の 物事に 格れば、 其の 知窮 5^ 

なり。 凡そ 格物致知の 工夫 は、 動 靜語默 なかるべからず。 何 ぞ刖に 殊用を 求めん や。 „ 

f 五 W  し 

或 ひと 問 ふ、 伊川 曰 はく、 「道に 入る は 敬に 如く は莫 し。 未だ 能く 知 を 致して 敬に. ffil 

一致 知  五一  j 


8  語 

J» 卷 s: 及び 近 

S 錄ぉ S 類に 

出-つ 


(二) 工夫の 

こと 


< 一) £mi 

に出づ 


< 二) 

九に 出づ 


K ほ まさにの 

寒 
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ら ざる は あらず」 と。 叉 曰 はく、  rif 養は須 らく 敬 を 用 ふべ し、 進 寧 は 則ち 知 を 致す に 

在り」 と。 朱 子 曰 ふ、 「今人 持 敬 致 知 を 將ち來 つて 兩 事と 做す。 持 敬 は 時に 只 だ 塊 然と 

して 獨り 坐し、 更に 思量し 去かず、， 却って 是れ 今日 持 敬し 明日 道理 を 思量し よく、 豈 

此の 如くなる ベ けんや。 仉だ 一 面 自ら 持 敬し 一 面 自ら 道理 を 思量し、 一 一 者 又 相 妨げず」 

と。 又 曰 はく 、「^く 身心 を 收斂し 雜慮を 盡し掃 ひ、 其れ をして 光明 洞 達せし むる に 若 

く はなし、 方に 能く 主宰 を 作 得し 方に 能く 理を 見ん」。 又 E はく、 「舉 者の 工夫 惟 だ 居 

敬. 窮理の 二 事に 在り、 此の 二 事 互に 相發 し、 能く 理を窮 むる とき は 居 敬の 工夫 日に 

益-' 進む。 能く 居 敬 なれば 窮理の 工夫 日に 益. -密 なり」 と。 問 ふ 、「涵養 は 致 知の 先に 

(三)  , 

在り や」。 朱 子 曰 ふ、 rif 養 合 下に 先に 在り。 古人 少 きょり 敬 を 以て： ぬ 養す。 父兄 漸く 

之れ に敎 へ、 書を讀 みて 義理 を識 す。 今 若し：. i 養 を 待ち 了り て 方に 知 を 致し.^ るを說 

ま  ふたつ 

けば、 也た 限 期な し。 須 らく 雨ながら ェ用を 下すべし」。 又 曰 ふ、 「本 原 を：. i 養し 義 5： 

を 思索し、 齊 頭に 做す こと を 用 ふべ し、 方に 能く 互に 相發 せん」 と。 是れ 等の 說 如何。 

師曰 はく、 敬 及び 涵養 は 各. - 格物致知の 間、 其の物と 事と に 因って 用ひ來 るの 一事な 

り。 や-人の 敎 尤も 簡易に して 至 約な り。 那箇の 校 様な し。 旣に 格物致知と 曰 ひ、 誠意 


正 心と 曰 ひ、 又 持 敬と 曰 ひ、 涵養と 曰 ひ、 ^心と 曰 ひ、 靜 坐と 曰 ふ。 何ぞ 此の 如く 造作 

せんや。 凡そ 聖人の 敬を說 くや、 大概 は 其の 怠に 對す るの 語な り。 敬 は是れ 切要の K 

夫、 然も 只 だ 是れ親 を 敬し 君 長 を 敬す るに、 方に 簡の 敬の 字 を 著く。 全く 敬の 上に 在. 

る こと を說 かず。 凡そ 敬 は 敬すべき の處を 敬す るに 在り。 聖人 も 敬せ ざるに 非ず、 而 

も 又 別に 敬の 工夫 を 建てず。 伊川の 曰 はく、 「道に 入る は 敬に 如く はなし、 未だ 能く 知 

おもへ  § 

S 朱 子 語 . を 致して 敬に 在らざる は あらず」 と。 是れ皆 持 敬の 說 なり。 而 して 朱 子以爲 らく、 程 子 

卷 十二に 出 

づ  後 學に功 ある 所以の もの は、 最も 是れ 敬の 一 字な りと。 是れ より 後 學相續 いで 唱和し， 

きふ そつ 

聖 寧の 徒 悉く 迫 切 急 率に 陷れ り。 道に 入る は 格物致知に 在り、 實を践 むは 誠意 正 心に 

在り。 格 致 は 知な り、 誠 正 は 行なり。 知行 並び 進む とき は 身 修まる。 專ら敬 を 以て 之" 

れを 論ずれば 迫狹 にして 通ぜ ず。 敬 は是れ 持すべからざる に 非ず、 而も 持 敬を必 とす 

れば亦 偏 塞して 了る。 程 朱の 論 格 致の 極 を 得ず。 故に 其の 說 差^す。 涵養 も 亦 敬の 用" 

なり。 朱 子以爲 らく、 古人 少 より 涵養す と。 是れ 舉習輔 養の 謂に して、 其の 實は 乃ち 恃 

(多く) 

物 致 知な り。 凡そ 格物致知 積累 久しう して 其の 知の 涉る所 尤も 廣し。 是れ 乃ち 涵養な 

"。 別に 涵養の 工夫 を 立て 去る は、 是れ靜 を 求め 閑 を 索む る ものにして、 其の 學日 ffl 

$  致 知  五一 一一 
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と 間隔す * 豈 聖人の 道な らん や。 且つ 本源 を 涵養す るの 說 殆ど 後舉 高遠の 惑より 起る。. 

格物致知 誠意 正 心の 外、 又 本 原の 說 ある は 乃ち 勞擾 底な り。 之れ を 論ずる に 足らず。 

二)  .  (二) 

2) 孔， f の  或 ひと 問 ふ、 子路 君子 を 問 ふに， 夫子 「己れ を修 むる に 敬 を 以てす」 を 以てす。 堯 

ナ仲 由、 子  、  n 一一)  ， 

舜禹の 欽は卽 ち 敬な り。 之れ を 湯に 傳 へて 日の^る がごと きの 敬を爲 し、 之れ を 文 王 

*!.、 後 S に 什  55 き 

へて * に 死す に傳 へて 料 照の 敬を爲 すと。 師曰 はく、 敬欽は 警戒の 言に して 禮の 要な り。 聖賢の 敬 

r:)  リ 

欽に 於け る、 少 くも 離るべからず。 敬 を 以て 聖輋の H 夫と 爲すは 則ち 是れ 誤な り。 聖 

一代の- 丄 - 賢の 日用 は 只 だ 警戒 恐^の 愼 なり。 此れ等の 語に 因って 持 敬の 工夫 を宗 とするとき は， 

(1、 んグ W  しょうよう  けんそ，、 くわん はん  け. ば，、  ：？、 

rw) 人格の 迫 切に して 從容 ならず-、 檢 束して 寬胖 ならず、 一 筒の敬の爲に！^縛せらる、 ！！んぞ聖 

えざる こ. Z  . 人 の 道なる を 得ん や。 夫子 子 路が卒 雨を戒 むる に 敬の 說を 以てす。 是れ 其の 病 を！^ し 

て堯 舜を證 とし、 他れ をして 其の 志 を 敬に 決せし むるな り。 學者 書を讀 むこと 精し か 

らず、 其の 議論 密 ならず、 終に 異見の 惑を受 くるな り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說の 如くん ば、 持 敬 涵養 用 ふるに 足らざる か。 師曰 はく、 是れ貿 

理を 知らざる なり。 敬すべき は是れ 敬し、 養 ふべき は 是れ養 ふ。 皆 是れ格 物して 知 致 

るな り。 格 物せ ざれば 乃ち 其の 知 致らず、 故に 敬 養 各-其の 所 を 失 ひて 迫 切 主 靜に： 


る。 敬 養の 說に 差な くして、 而も 敬 養の 所 皆 失す。 是れ 近世の 學者知 を 失し 物 を 措い. 

て- 愚 益-愚た るな り.。 今の 人 持 敬 を 主と し、 其の 應接辨 用決斷 なく 流通な し。 其の 

■ 工夫 常に 涵養 を 以てし、 靜 坐して 心を存 し、 寂靜を 好み 世事 を 厭 ひ、 一向に 讀書博 文 

に 泥 著して 日用な く、 君 父に 事へ 朋友に 接り 家事 を 知る を 以て、 輕 疎の 義と爲 し、 文 

を 讀んで 日を竟 ふる を 急務と 爲す。 其の 意思 大いに 差 ふ。 故に 學者 をして 書札 を 司ら 

しむべく、 他れ をして 修身 治 人家 國 1K 下の 事 を 言 はしむべからず と。 是れ持 敬 涵養の 

說 其の 實を失 ひて、 必竟 格物致知の 理を得 ざれば なり。 聖人の 敎は 造作 底な し、 只 だ 

日用 事物の 間赏 通して 弊 塞す る ことなく， 安頓 して 異義な きなり。 

或 ひと 問 ふ、 子が 所謂 涵養の 說は 如何。 師曰 はく、 涵養 は輔 養の 事な り。 聖人の 敎 

も J,.-  P 

は頓機 悟覺の 索な く、 只 だ下學 して 上達す。 是れ 涵養な り。 程 朱の 涵養 を 論ずる、 其 

の 語 取るべき もの あり。 其の 間 二 程の 所謂 涵養 は 其の 實 多く 本 原に 在り、 存 心の 謂な 

り。 朱 子の 曰 はく、 「涵養の 工夫 は 一 粒の 菜 子の 如し、 中間に 許 多の 生 意 を 含む も亦須 

f さ (七)  ，  J- 

ばいようげ うくわん まさ  か  - 一-一  か 

0 培蹇に らく 是れ培 寧： 澆灌 して 方に 成る こと を 得べ し。 那の 種子 此に 在る ありて 只 だ 他の 自然 

0  fl に 根 を 生じ 苗 を 生じ 去る を 待つ と說 き^ふ こ. と を 成さず。 若し 只 だ 道理 此の 如き を； 

聖學ー 致 知  五 五 


fl) i. 


r:) 尹 

(一 o 名 は w -、 

お^は t の卞、 

slmcl: 人、 

剛 にして »f 

精な り、 時、 

高 ヘムと い 

恩 4 は その ふ"、 

尹 sti 併稱せ 

•r るる w-m,  G 

愛 JS. ナ、 伊川 

の 《f もお も 正 

l*-、s け つ ぎ 
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て 便ち 受 用し 去らん と 要 十る とき は， 一 ョ. ^だ  一 H の 如く 一  年 止 だ 一 年の 如く、 長 進- 

す  る  こと を會 せず、  正に 茱子 の獎 なくして 培 辜， を 去り 水な くして 僥 液 を 去る が 如きな 

り。 須 らく 是れ 更に 語. 孟. 中庸. 大寧 中の 道理 を 將ち來 りて 涵養すべし」 と。 愚-お 

ずるに、 朱 子が 涵養の 字義 を說 くこと 尤も 得たり。 然れ ども 其の 意思 猞ほ本 原に 在り。 

凡そ 日用 事物の 間、 視聽 言動の 非禮に 於け る、 常に 格 物して 其の 知 を 致し. 博く 寧び 

i 称に 問 ひて 愼み思 はば、 乃ち 其の 格 致の 漸 裏面に 俠洽 して 竟に 充塞せ ざるな く、 其の 

功： U に 精み 月に 累 りて 才 廣く德 成る。 是れ 明辨篇 行の 謂な り。 涵養 雜淺 なれば 挤 致の 

工夫 冬く 術に せて 利口の； 31 給に 陷る。 是れ格 致の 學 足らず、 涵養の 功詳 ならざる な 

り。 古人 小 寧 を 以て 幼稚の 宣を 涵養し、 大事 を 以て 成人の 德を 涵養す、 其の 輔 養の 深 

切なる、 考 ふべ きなり。 格 致の 學を謂 はずして 只 だ 本源 を 涵養す る を 以て 言 を 立つ る 

とき は、 其の 示す 所の 本 原 は 邪 正 を 知るべからず。 故に 格 致は是 れ^ 者の 要に して、 

涵養して 以て 之れ を輔 成す。 朱 子の 曰 はく 、「涵養 . 致 知 • カ行の 三者のう ち、 涵養 を 

以て 頭と 做 十」 と。 是れ 本-股 を 涵養す る を 以て、 此の 次序 あるな り。 

S 一 

ゐんわ ザい (II 一)  ：《n 

或 ひと 問 ふ、 古ん 各  >靜 所に H 夫 を 下して 涵養^ 心と 爲十。 尹和堉*孟^夫.張《^： 


s)  MP 

JS 卷十ヒ に 出 

づ 

(六) 一?？ 全 

に 出， つ 

(七) 謝. H^, 

前 出 二八 頁參 

照 

(八) 李倘、 

前 出 二三 H 參 

照 

(九) 羅從. 

栄 代の 人、 字 

は 仲 „«、 揚 時 

の 門人。 仕 ナ£ 

すてて 人山 靜 

坐し、 萬ら 潘 

田 5 カハマす、 

章 先生と 稱せ 

らる。 „»*錄， 

中 S™ 說 の 著 

あ. 9 

(ー〇) (一 一) 

朱 子 語 卷十 

二  *f 六に 出づ 

(一二) 同前 

つ づ きに あり 

ニニ) 周敦 

0. 前 出  一 i ハ 

二  £)  ニ程. 

00 . 羅從 


叔侍 坐せ リ、 伊川 面前の 水 盆 を 指して 語って 曰 はく、 「淸淨 の 中 一 物 も 著く ベ からず， 

ゎづか  (六 一 

機に 物 を 著 くれば 便ち 搖 動す」 と。 張子 曰 はく、  r 始舉の 者亦靜 以て 德に 入る を 要す。 

(七) 

成德 (者) に 至っても 亦 只 だ 是れ靜 なり」 と。 上蔡曰 はく、 「道に 近づく に は静に 如く は 

なし。 齋戏 して 以て 其の 德を 神明に する は 天下の 至靜 なり」。 李延 平が 曰 はく、 「某 翁 

時 & 先生に 從 つて 寧 問す。 終日 相對 して 靜 坐す、 只 だ 文字 を說 いて 未だ 嘗て 一 の雜語 

に 及ばず。 先生 極めて 靜坐を 好む。 某 時に 未だ 知る こと あらず、 退いて 室 中に 入り 亦 

只だ靜 坐す るの み」。 朱 子の 曰 はく、 「明 道 人に 靜坐 する こと を敎 ふ、 李 先生 も 亦 人に 

靜坐 する こと を敎 ふ。 蓋し 精祌 定まら ざれば 道理 湊泊 する 處 なし」。 叉 云 ふ、 r 須 らく 

0  二) 

是れ靜 坐して 方に 能く 牧斂 すべし」。 又 云 ふ、 r 靜 坐して 閑雜の 思慮な きとき は、 養 ひ 

でう ちゃう 

得來 つて 便ち 條暢 す」 と。 是れ皆 存養は 多く 靜を用 ふること を爲 すなり。 師曰 はく- 

主 靜の說 は 周 子 之れ を 始めて 程 • 張- 羅 • 李 皆靜を 好む。 朱 子 少しく 靜を必 とする の 

失 を 論ず、 而も 猞ほ先 儒の 說に隨 ふ。 愚 謂へ らく、 聖 門の 敎は 却づて 都て 動處に 就い 

て、 人の H 夫 を 做す こと を敎 ふ。 動靜亦 物な り、 何ぞ 必ずしも 靜を 主と せん。 動に は 

李延. 平 


m¥ 一  致 知 


五 七 
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動の 工夫 あり、 靜に は靜の 工夫 あり、 是れ皆 格 物な り。 靜を 主として 靜坐を 好む とき 

は、 塊 然として 物に 交 はらざる を 以て 本然の 性と 爲し * 其の 道 を 修め 得る も 亦 猶ほ隱 

士の 山林 を 好み 逸民の 風月 を樂 しむが ごとし。 是れ 一 高見の 痛 病に して 聖 門の 率に 非 

ざるな り。 凡そ 天地 萬 物の 運動 聊も 問斷 なし。 人の 世間に 於け る や、 君 親に 事へ 朋友 

を さ 

に 交 はり 妻子 を 撫で 情 僕 を 御し、 家事 を 爲め應 接を爲 す、 視聽 言動 燕居靜 默、 各-物 

^^^rM と 事と 止む 容 からざる の 則 あり。 若し 這箇の 數般を 措いて、 只 だ 門を閉 ぢて靜 坐し. 

づ  事物の 來る や、 且つ 我が 存養 する を 候て と 曰 ひ、 他と 應對 の間兀 然として 端坐 靜默 I； 

て、 且つ； JK« し來 ると 曰 ふ は、 皆無 事 日用に 於て 別に H 夫 を 立てて 高話と 爲 すたり。 

豈 聖人 平易の 道な らん や。 只 だ茫々 として 他の 事物の 中に 隨 つて、 物 を遂ひ 事に 隨ひ 

走 刺紛授 して 輕卒 雜忙 なる も 亦 同一 なり。 大學に 曰 ふ， 「止まる こと を 知って 而 して 

、i ミ ：，， 後に 定まる こと あり。 定まって 而 して 後に 能く 靜 なり」 と。 專ら靜 を 主と する を 謂 ふ 

r 乙 朱： Tis 

ほ vrs 十五 こ  *5. 

M づ。 r,s*ir にあらず。 事物の 應 接な きとき は閉靜 にして 燕 居す。 事に 臨む に 至る に 及んで は 方に 

まゆ る" ひ 其の 應接 あり。 語談息 み 禮容閣 なれば 乃ち 默し 乃ち 靜 かにして、 一 筒の 力 を 入る る處 

もに JS す る S  (二  ) た 

なり  なし。 朱 子 曰 はく、 「恨 だ專ら 靜處に 在り て 工夫 を 做さず、 動作に も 亦 常に 體驗 すべ し。. 


聖賢の 人 を敎ふ る , 豈專ら 打 坐 の 上に 在らん や。 要するに 是れ處 に隨ひ て 力 を 著く る- 

なり。 書を讀 むが 如き、 人 を 待ち 事に 處す るが 如き、 若しくは 動， 若しくは 靜， 若し. 

ま V, 

く は 語、 若しくは 默、 皆せ E に 此れ を存 すべし。 事な きの 時 は 只 だ 合に 心を靜 にし 念 を 

息むべし。 且つ 未だ 他事 を 做さん こと を說 かざれ。 只 だ 自家の 心 如何 ぞ 把捉し 定めず 

*i しい まま 

.  して、 其の 散 亂走作 を 恣 ならし めん。 何ぞ學 ぶこと に 有らん」 と。 是れ朱 子 も 亦靜. 

を 主と し、 然も 周 • 程 . 張 等と 其の 意思 別な り。 

或 ひと 問 ふ. 子が 說の 如くば、 乃ち 初學の 精神 散 じ 易き も亦靜 坐な からん や。 師曰. 

(一一 一) 

(：  一-) * 子 上 はく、 孟子の 謂 ふ、 「學 問の 道 は 他な し、 其の 放心 を 求む るの み」 と。 心 放せ 5! すれ ぱ收. 

篇第十 一 章  i そ 

.  拾して 之れ を 定め、 精神 散 じ 易き とき は靜を 主と し 敬 を 持して 以て 把捉す。 是れ靜 の 

用ぶべく 敬の 戒 むべき なり。 動靜は 人の 事に して、 詳に動 靜を考 ふれば、 乃ち 動靜も 

亦 物たり。 能く 其の物に 格り 以て 用を爲 すと き は通ぜ ずと いふ ことなし。 是れ 所謂 格 

物 致 失な り 

いかん 

或 ひと 問 ふ、 閑静 寂寞の 時 如何 か 工夫 を 下さん。 師曰 はく、 先 儒 靜處に 手 を 下して 

おさ 

ネ原を 涵養し、 存心持 敬して 以て 思慮 を 抑 ふる 等の 說は， 皆 異端の 坐禪 入定して 思慮 i 

S 學ー 钕知  五 九 


ノ  ..'Mao 

t: :. こと は 

「《?: れ； w に 吾 

が 身な す、 

人の はめに？ » 

h 'てせ なら- さ 

るか *  W 友 i 

交 はりて；！； 5 な 

ら ざる か、 vs 

は f る *- 傳 へ 

しかと」 を 

す 

(二 J 

3 ヘム 十 

«に、「： ナ曰は 

く、  V！： れ «- て 

お H 貪 はす、 

終 i*K ね一、 

れて& ふ、 ； S 

なし、 缘. ぶに 

如かざる なり」 

と？ J づ 

つ e お i 

£C 第パ十 < 

素に 「《1 子： 《, 

<4. 位 一」 i あ h- 
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を斷絕 十る に 在り。 君子 終日：^々 として 貪 間 も うなるべからず。 今靜處 寂寞 を 指す は， 

是れ 他の 應接 なく 燕居獨 坐の 時 か。 獨坐 も是れ 物な り、 必ず 獨 坐の 事敎 あり。 H に 一 

日 を 省みて 其の 足らざる を 補 ひ 其の 遣す 所 を 拾 ひ、 其の 蔽塞 を考 へ、 ft 倫 を 平に せん 

と 欲し、 事理 を 明かに せんこと を 欲 十る に 非 ずん ば， 讀書 講義して 以て 其の 才德を 養 

輔す、 是れ 閑靜の 格物致知 なり。 補拾考 明の 志な く、  ^問 稽古の 習 ひもな く、 日に 三 

省の 戒 もな く、 只だ默 坐して 心 を 澄まし 思慮 を 抑へ、 虛靜の 淡 然を味 はふ、 是 れ夫チ 

ひね，^ すよ もす がら 

の 所謂 終日 終 衣 之れ を 思 ふ ものな り。 何ぞ日 新の 功 あらん や。 凡そ 身 を 修め 人 を 治め 

を齊 へ國を 治め 天下 を 平 かにす るの 道， 悉く 寧 習の 益な り。 何 ぞ目を 媒ぎロ を閉ぢ 

て 益 ありと 謂 はんや。 

或 ひと 問 ふ， 君子 は 思 ふこと 其の 位 を 出で ざるに、 舉習は 治國平 天下の 事 を W てす 

る、 是れ 無用の 辯 不急の 事な りと。 師曰 はく、 是れ 何と 謂 ふこと ぞゃ、 是れ 何と 謂 ふ 

こと ぞゃ。 聖人の 道 は廣く 衆を濟 ふに 在り。 故に 明德 を！ K 下に 明かに する は 大穣 の 極 

思な り。 其の 本 を 論ずる とき は 修身に 始まりて、 其の 要は 皆 人物 其の 所 を 得る に 在り。 

國を 治め 1K 下 を 平 かにす るの 道 も 一 家 を 出で ず。 能く 家を齊 ふるとき は 治平の 功 成る 


ベ し。 一 家の 齊 ほる は 修身に 在り。 身を修 むれば 是れ 全く 乃ち 家齊 ふ。 是れ 格物致知 

の 極な り。 人 一 官ー 職 を 得れば 必ず 我が 司る 所 を輕視 して、 他の 官職 を 評し 其の 轉任 

を 思 ふ。 是れ位 を 出で 分 を 越 ゆるな り。 故に 己が 職分に 於て 格物致知 せざる こと あり。 

豈 君子の 道な らん や。 擧 習して 以て 诒國平 犬 下の 用に 至る は 大學の 極致- 聖人の 敎な 

り。 只 だ 一人 を 利して 身 を 安ん ぜんと 欲する 底 は、 異端の 敎 にして 其の 身 を 利 十る の 

術な り。 

或 ひと 問 ふ、 寧 者 義理 を講 明す るの 外、 時 政 を理會 せんこと を 欲す。 (然るに) 若し 

問; 一一! i ザて 二 々理會 せんこと を 要せば 事變 窮まりな く > 以て 逆め 料り 難し。 是れ 格物致知の 詳に 

問へ る もの 

し 難き (所以) なり や。 師曰 はく、 能く 格物致知 するとき は 天下の 事通ぜ ざる ことなし。 

<5. 面に 一 摘 何ぞー 々理 會講 明す る こと を 要せん や。 理會講 明して 面に 牆す るに 至らざる 者 は、 學 

Siii 。い 1 習 積累の 功な り、 尤も 措くべからず。 學者唯 だ 格 物の 說を詳 に するとき は、 未だ 學習 

見聞の 積累に 及ばざる も、 亦 其の 綱領 條目赏 通 十べき なり。 朱 子 嘗て 此の 事 を 論じて 

曰 はく、 ー擧者 若し 胸中の 義理の 明かなる こと を 得て、 此れより 事物 を 量 度し 去らば、 

-5  ひろ  つぶ ざ  そ-一ば く  ミ  そこば-、 

„011然に^,にく應じ曲に當らん。 人 若し 堯舜の 許 多の 聰明 あらば、 自ら 堯舜の 許 多の 事業 
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を 做し 得ん」 と。 愚 謂へ らく、 朱 子の 此の 條 尤も 明かなら ず。 (凡そ) 胸中の 義理 明か 

なること を 得る は、 是れ 聖舉の 大要な り。 然れ ども 格 物の 工夫 <^ なれば 大要の 用 を 得 

ず。 堯舜の 許 多の 聰明 ある 者 は、 其の 氣 質の 淸明 なれば なり。 舉 習は氣 質を變 ず。 愚 

なりと 雖も格 物に 因って 以て 明かなる、 是れ學 習な り。 堯舜の 淸明を 得ず と雖 も、 學 

^の漸 に 因って 殆ど 堯舜の 事業に 幾き、 是れ 格物致知の 功な り。 凡そ 天下の 物 及び 事 * 

其の 遂件 小目 は、 其の物 事に 隨 つて 習練 すれば 明白な り。 其の 綱領 條理は 掌に 示る が 

つ) i 如し。 是れ格 物の 極 其の 知 を 致すな り。 

«  或 ひと 問 ふ、 仁者 は靜 なりと。 靜 にして 安き は 是れ靜 を 主と する か。 師曰 はく、 仁 

つ •)  i0  (5 

J^.:、，：， に 者は德 あり、 故に 優悠 寛容に して 急迫なら ず、 是れ靜 なり。 「止まる こと を 知って 而 

：： 朱 teg して 後に 定まる こと あり、 定まって 而 して 後に 能く 靜 なり」、 是れ 格物致知して 靜な 

は 朱！ ナ語額 

1 千 に 出 り。 何ぞ 必ず 一 に靜を 主と せんや。 

<£)  n 體の  ，  f 三)  ^^.^1  V 

. ；, St  或 ひと 問 ふ、 先 儒 存心を 論ず。 或 ひとの 曰 はく 、「心 如何にして 腔 子 裏に 在る こと を、 

得ん」 と。 朱 子 曰 はく、 「敬 すれば 便ち 腔 子 裏に 在り」 と。 程 子の 曰 はく、 「『必ず 事 あり， 

«  正て 十る こと 勿れ、 心 忘る る こと 勿れ、 助けて 長ぜ しむる；」 と 勿れ』 と は、 乃ち 之^ 


- (七) >:SH を存 する の 道な り」 と。 又 曰 はく 、一善く 學ぶ者 は 死生に 臨んで 色變ぜ ず、 疾痛 慘戚し 

ま" 务 十 i*  »  . 

i な r ま少 て 心 動ぜず、 養の 素 あるに 由って なり。 是 れ皆存 心の is なり」 と。 師曰 はく- 操存の 

•.aAit.^ii と <K-wl£f クー TJ  *^,-4冊；1.,' 0 孟子 雜霍 下に、 「孟子 曰 はく， 君子の 人に 異なる 所 W の 者 は 其の 心を存 する を W てな り。 君 一十 は 

3sは^a^^.l^!ォを^\11? 仁 も ！；； て 心を存 し、 禮も W て 心 を存 す」。 吿 子 上に、 「孔子 曰 はく、 操れば 存し舍 つれば 亡ぶ。 

出 人時な く 其の 郷も 知る ことなしと は、 惟 だ 心の 謂 か」。 義心 上に、 □ ヽ- ヒ、、 1 D 改 ち *Vl  一！ 4- 桑. U  )  0  /  \- 1 

「孟子曰はく、 其の心を^^し其の性を養ふは、 K に 事 ふる な h -」。 C ノ产. ^にお..： TN を. spfe-l- るた一 お 七 を 

以て 工夫と 爲すは 後 儒の 附會 なり。 心 放蕩 すれば 乃ち 求め 省み、 心焉 にあら ざれば 操 

存 して 察す。 是れ 聖賢の 敎 なり。 專ら存 心 を 以てする は 是れ持 敬 涵養と 相 表裏す るな 

り。 舉者 心焉に 在らず、 心 放蕩す るの 弊， 何れの 處に 在り や、 詳に格 物せば 乃ち 其の 

痛 病 愈 ゆべ し。 只 だ 存養を 以て 論 を 立 つれば、 便ち 一箇 自由の 心 偏 處に落 在して、 存 

心 却って 亡 心たり。 程 子の 謂 ふ 、「死生に 臨んで 色變ぜ ず、 疾 痛慘戚 して 心 動ぜず」 と。 

此の 說 其の 意思 明かなら ず、 ー轉 すれば 乃ち 異端の E なり。 生死に 變ぜ ざるに 數般の 

模様 あり。 存 心の 說を 立つ るは是 れ伎俩 底な り。 勇氣を 以て 死 を せんず るは是 れ血氣 

たり。 一箇の 所得 を 觀て死 を 輕んじ 其の 所得 を 重んずる は， 是れ 見所 を 立つ るな り。 

遁 るべ からざる を 考 へて 決定して 變ぜ ざる は、 是れ 其の 定まる を 知るな り。 各. - 聖人 

の 道に 非ず。 聖人 は 格 物して 知 を 致し、 能く 死生の 事理に 通ず。 故に 惑 はず 懼れず 疑 
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はず。 疾 痛慘戚 して 心 動ぜず とい ふとき は、 痛戚を 致す 者と 心と 二ったり。 聖人 能く 

物に 格る、 故に 疾痛 慘戚 すべきと き は、 心 是れ疾 痛慘戚 して 惑 はざる なり。 聖人の 如 

ぎよ-つたい  ともがら 

きに 至って は、 乃ち 格 物 貫通して 其の 凝滞な し。 其の 道を學 ぶの 徒、 其の^ 習 氣稟に 

西って 純 駁の差 ありと 雖も， 之れ を 養 ふに 素 あれば 貫通す る 所 あるな り。 

或 ひと 問 ふ、 獨り 一 窒に處 り、 或は 暗中に 行きて、 恐憫 する 所 ある こと 冬し。 是れ 

0)  一； aai 存 心せざる の 失 か。 師曰 はく、 或 ひと 程 子に 問 ふ、 程 子の 曰 はく、 「權 るる、 レ ある は 亦 

0f 一に 出  ， て 

是れ 敬の 足らざる なり」 と。 愚 謂へ らく、 是れ格 物せ ざるな り、 故に 理を 燭らす こと 

明かなら ざるな り。 凡そ 衣 陰 暗 味 は 陰 分に して 鬼 必ず 之れ を瞰 ふ。 且つ 陰 は 退 を 以て 

用と 爲す、 是れ懷 るべき の 時な り。 目！《^ぇず象明かならざれば、 疑 ふべき の 事な り。 

窒に 人な くして 深逮 幽閑の 地 は 尤も 權 るべ きの 所な り。 能く 其の物に 格れば 簡 るべ か 

< 二) 1 

い i ら ざると 懼 るべき との 事理 以て 明かな り、 是れ 知の 至な り。 都て 格物致知の 功 至ら ざ 

<:-」 S. る はなし。 程 子 此れ を 措いて 別に 敬 を 以て 一 百 を 立つ、 だ差戾 して 正しから ざるな り。 

assT; つ 一 H<»  ： 一一 

i、、^iii 或 ひと 問 ふ、 二 程專ら 人に 持 敬を敎 ふ。 持 敬 は 主 一 に 在り。 主 一 無 適 なれば 心體常 

は 朱 子！？ iiw**  n 一一) 

+< に出づ に存 して 走 作す る 所な し。 延 平の 李 氏 曰 はく、 一 常に 此の 心を存 して 他事の 爲に 勝た 


るるとと 勿れ、 卽ち 欲盧非 僻の 念 自ら 作らず」 と。 今 子が 說に 因れば 乃ち 汎 然として 

歸 する 所な きが 如し。 師曰 はく、 存心用 ふる 所 ある も、 人々 旣に存 心せる に、 叉 ¥  、い 

を 以てせば、 是れ心 を 以て 心を存 す、 交.' 戰 つて 內勞擾 す。 (叉) 學者 事毎に 敬 を 以て 

すれば、 起居 語嘿 規矩の 內に 在り、 心數. -檢 束す。 聖人の 敎は 近く 日用に 在り。 日用 

の 間 は 格物致知に 在り。 格 致 を 以てせず して 常に 此の 心を存 する こと を 要せば、 乃ち 

とら  J 

其 の 存 養す る に 何等 を捉 へ 來 る も 亦 知 る ベ か らず。 夫れ 欲 盧非僻 の 念 作 る こと ある も 

惑 はざる は、 聖人の 敎 なり。 自ら 作らず と 曰 ふ は槁木 死灰 無欲の 說 なり。 信ずる に 足 

一一  ほ？^" らず。 凡そ 先 儒の 持 敬と 曰ひ存 養と 曰 ふ も、 其の 極 は皆存 心なり。 程 子 曰 はく、 「5: にレ 

ぁ卷 ンに： id つ 

常に 活を耍 十」 と。 是 れ又存 心の 謂な り。. 聖人の 敎は 多端な く 多言な し. 尤も 至簡至 

易に して 造爲 する ことなし。 後人 其の 實を 理會 せず、 竟に臆 說に落 在し， 其の 說 多言 

多端な り。 聖人 大學 の敎に 於て 丁寧 反復して 之れ を 論 出す。 豈 後人の 異見 を 信ぜん や。 

五 情欲 を 論ず 

人 必ず 情欲 ある を 論ず 
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師 HI はく、 人 の氣 ル形體 あれば 情欲 あり。 四 支の 動静に 於け る. 耳目の 視聽に 於 

ける， 喜お 哀樂 を內に 感じ、 飮食 男女 を 外に 索む。 皆 情欲の 自然にして、 人物 悉く 然 

り。 其の 間 人 は 二 五の 中 を 得て 其の 知識 尤も 多し、 故に 其の 欲 も 亦 過ぐ。 物 は 知識 - 

し、 故に 情欲 も亦靠 くして 只 だ 見聞の 間の み。 故に 深 計 遠慮の 謀な し。 人物の 情欲 各- 

已 むこと を 得ざる なり。 氣裹 形質な きとき は 情欲 發 すべきな し。 先 儒 無欲 を 以て 之れ 

を 論ず。 夫れ 差^の 甚 しきな り。 

師曰 はく、 人 皆 欲 あり、 多く 氣禀の 偏る 處に 就いて 其の 欲 同じから ず。 氣甫ボ の剛底 

なる ひとは 事を處 十る に 必ず 大剛に 失す.。 柔 底の 人 は 則ち 事を處 する に 必ず 大柔に 失 

十。 陽 偏 なれば 事を處 十る こと 必ず 大過に 失し 情 忿怒 多し。 陰 偏 なれば 事を處 する こ 

と 必ず 不 及に 失し 情 吝退多 し。 是 れ皆氣 察の 偏る 處に 就いて 其の 所見 往々 同じから ず _ 

是れ皆 情欲な り。 學者 其の 偏る 處に 就いて 克 治擴充 すれば 義 欲に 勝つ。 

師曰 はく、 君子 小人 各-情欲 あり。 君子 は 知識 寬廣 なり、 故に 其の 情欲 全くして や 

---T しょ 

る。 小人 は 知識 淺薄 なり、 故に 其の 情欲 苟且に して 亨ら ず。 君子の 利 は 天下 萬 世に 及 

び * 小人の 利 は 一 朝 一 身に 止まる。 君子 小人の 差 は猜ほ 人の 物に 於. t るが ごとし。 


師 曰 はく， 利は宜 なり、 通な り、 順な り、 吉 なり。 欲 は 情なり、 願な り。 人 皆 利欲 

を 以て 混合し 來る。 愚 謂へ らく、 欲 は 情の 欲する 所 あるな り。 利 は 情の 利す る 所 ある 

たり。 易に 專ら利 を 言 ふ、 故に 利欲の 字 は 君子 之れ を 用 ふれば やり、 小人 之れ を 用 ふ 

れば 便利 貪欲に 陷る なり。 利欲 能く 人情 を 通じて、 利欲 能く 人情 を 害す。 慎まざる ベ 

けんや。  . 

師曰 はく、 聖人 戒 むる 所の 利欲 は、 皆 私する 所 あり、 爲に する 所 ありて、 其の 情欲 

ほしいまま 

を 放 にす るな り。 財 利 あり 名利 あり、 聲色飮 食の 欲 あり。 凡そ 情欲の 便利 を 好む こ 

と 天下の 人皆然 り。 己が 欲 を 放 にして 身の 利に 喻 きを 私と 曰 ひ、 己と 曰 ひ 我と 曰 ふ。 

皆是れ 他に 及ぼさず 人 を 顧みず、 始終 を考 へず、 唯 だ 一 人の 情欲 を 肆 にす るの 謂な り。 

師曰 はく， 特に 名 位 貨殖して 後に 利と 爲す のみに 非ず、 斯須の 間 も 意の 向 ふ 所 人 を 

措いて 己れ を 利す るに 渉れば 利 心なり。 伊川 曰 はく、 「利 は 獨り財 利の 利の みに あら 

ず、 凡そ 一 毫自 便の 心 あれば 卽 ち是れ 利な り」。 張 敬 夫が 曰 はく、 「無爲 にして 爲すは 皆 

義 なり。 爲に する 所 ありて 爲す は卽ち 利な り」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 各-' 先 儒の 格言 

なり。 人以爲 らく、 先覺 未だ 言 はざる の 意を發 すと。 然れ ども 其の 語意 太 だ 高き に 過 
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ぐ。 聖人の 敎は唯 だ 人 を 措いて 自ら 利し、 爲に する 所 ありて 爲す所 あるべからざる を 

戒 むる のみ。 專ら 一 毫自 便の 心なく 無爲 にして 爲 すと 曰 はば、 異端の 淸淨 平等と 何ぞ 

差別 せんや。 聖人の 舉は欲 を 節し 利 を 正す に 在り、 而 して 叉 潔白 無欲の 稱 すべきな し。 

是れ至 德の溫 潤な り。 

師曰 はく， 凡そ 利に 大小 あり 廣狹 あり、 君子の 利は大 にして 廣し、 小人の 利 は 小に 

して 狭し。 是れ 君子 小人 其の 知識 所見 同じから ざれば なり。 (故に) 格物致知の 用 此の 

間に 在り。 身 を 利す る あり、 人 を 利 十る あり、 物 を 利す る あり、 家 を 利し 國を 利し 大 

下 を 利 十る あり。 其の 小大 遠近 親疎 差別すべし。 身 を 利す るに 君子の 利 あり、 小人の 

利 あり。 人物 及び 家國犬 下皆然 り。 

欲 をして 之れ を 充てし むべ からざる を 論ず 

師曰 はく、 人の 情欲 は 必ず 過 溢して； li- る こと を 知らず。 聖人 敎を 立てて 之れ を 制 節 

十る、 又已 むこと を 得ざる の 自然な り。 人の 情欲 各-天子 公侯の 富贵に 至ら ずん ば 止 

むべ からず。 人々 天子 公侯と ならば、 民 入な く僕從 なく、 五穀 を 作るな く 器用 を 商 ふ 

なけん e 天下に 天 下 を 倍し W 賓に財 寶を倍 十と も、 竟に 此の 理 なし。 故に 犬 上に し 


地下に 載せ、 君 は 尊く 臣は 卑しく して 乾坤 定まる。 猶ほカ を 以て 爭 うて 國を 利し 家 を 

利し 身 を 利 せんと 欲せば、 上下 交々 利を征 し. 君 を 弑し父 を 無し， 奪 は ざれば 髮 かず- 

其の 勢 夷狄に 同じく、 其の 極禽 の 相 食む が 如し。 是れ 聖人の 敎を 設けて 其の 情欲 を 

節し、 他 をして 人た るの 道 を 知らし むる 所以な り。 故に 君子 は んで 其の 人た るの 道 

(1) 君お 父 を 知り、 ト人は 敎に隨 ひ 法 を^んで 風俗 化し * 竟に三 綱 立ち 藻 倫 平にして， 親 を 遣れ 

子 夫婦の道 

ず 君 を 後に せざる を 以て 習俗と 爲す。 此の 如きと き は 乃ち 〈豕 齊ひ國 治り 犬 下 平な り。 

師曰 はく、 力 を 以て 他 を 服す る は、 服せ ざれば 便ち 鬪爭 し， 幾れ て 止む、 是れ 禽獸 

戎狄の 道な り。 人 は 二 五の 中を禀 け、 身中 國に 生れ、 其の 情欲 過 溢す と雖 も， 其の 知 

識擎 敎に隨 ふに 足り、 其の 氣禀 能く 中和に 通ず。 故に 聖人 出で て 明敎行 はれ、 人々 自 

ら 其の 俗に 安ん ず。 凡そ 直情 徑行は 戎狄の 致す 所な り。 情欲 旣に 溢れて 恥ぢず 顧みず- 

己れ を 利し 捷徑を 好みて 他に 及ぼさざる もの は * 皆 禮の行 はれざる なり。 聖人の 敎は 

禮を 以てし 義を 以てす。 是れ他 をして 禽 111 戎狄に 異ならし むる 所以な り。 聖教の 設ぁ 

る は、 情 を 矯めて 假 りに 作す に 在らず、 唯 だ 人の 義に 安んじ 喩 からしむ るに 因るな り- 

師曰 はく、 情欲 財 利 を 肆 にせん と 欲する の 徒 尤も 熟思すべし。 古人 曰 はく、 「其の 
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體-兀 と 天地と 相 周流す る こと を 知らず、 竟に 人欲の 蔽ふ 所と なる， 豈 惜しまざる ベけ 

んゃ」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 本然の 性 善を認 むるな り。 是れを 以て 彼れ を 戒めば、 徙 

れ性善 を 認めず、 却って 流 蕩し來 る。 竊に 按ずる に、 凡そ 血氣の 欲に 動く や、 聲 色に 

動き 貨財 こ 動きて 以て 祿の慕 ふべき に 至る とき は、 進んで 以て 達する こと を 求め、 

名の 利すべき を 知る とき は、 之れ を 求む るに 銳 くして 寧から ず、 是れ 古今 天下の 人の 

通 情なり。 今 他 をして 其の 欲を充 たしめ、 肥 甘口に 足り 輕ぉ體 に 足り、 采 色目 を 喜ば 

しめ- 音聲 耳に 協 ひ、 便鉱 前に 使 令し. 壽百歲 を 得る も、 亦^R己便利の私にして、 其 

の 生は& あり、 其の 思 は 限な し。 古今 王侯 富貴の 人世に 乏しから ず。 然れ ども 他れ 羨. 

むこと あり て^！ら猶ほ滿たざるがごとし。 身 を 奉ずる が爲に 民人 を勞し 社稷に 負き， 

俄然と して 斃る。 猪 ほ 犬馬の 飮食を 放 にし^^豚の淫佚を錄にするがごとく， 斯の世 

に營々 として 知る 所な し。 子孫 從御 之れ に 習 ひ 之れ を 做して、 遠き を 追 はず 法 を 知ら 

- J  !r ず、 父 死して 子 悲しまず、 君沒 して 臣 K ぶ、 孟子の 所謂 「人の 禽獸に 異なる 所以の 者 

幾く も 希し」。 故に 天子 天下 を亂 し、 國君は 國を失 ひ、 大夫は 家 を 失 ひ、 子孫 相爭 奪す。 

父君 をして 再生す る こと あらしめば、 3;«1 之れ を 好み 悅 ばん や。 且つ 形 を 大地に 受け、 


身旣に 私すべからず、 富貴 窮達 壽夭斷 じて 人力 を 以て 自ら 致 十に 非ず、 悉く 命 あり。 

命 を 知らず して 他の 富貴 を 願羡す ると き は 禍災身 に 近し。 天 命 何ぞ私 を 以てせん や。 

故に 人の 富貴に 於け る、 富 は 四海 を 保ち 貴き こと 夭 子た る も. 亦 其の 道 を 得 ざれば、 

天子の 天子た る こと を 知らず、 其の 極 は 富責を 全うする こと 能 はず。 況ゃ 公侯 卿大夫 

を や。 且つ 定 命の 變 ずべ からず して、 富責も 果して 求むべからず、 貧賤 も 果して 逃る 

ベから ざる あり。 人々 知識の 此れ を理會 する に 足れる あり、 學者 深く 恩 ひ 熟 味して 格 

物 致 知 するとき は、 其の 實を 知るべし。 

師曰 はく， 利害の 好惡は 人々 皆然 り。 叉 天に 在りて 私すべからず と 謂 ふ。 而 して 其 

(二-一、  * 

に 一 >  向 s« 打 の 意思の 過不及に して 動もすれば 趨避計 較の心 を 生ず。 是れ 其の 失 は講學 討論 身に 切 

w と. い？ i ベ 

『一 禹は S ならざる に 在り。 擧 積み 道 明か なれば、 利害 趨 避の 情 自然に 沒 泯し來 りて 安頓底 あり 

の 始祖、 舜の 

冶 *: に K 河の 講 i*. 身に 切ならず. 其の 意志 定安 せざる とき は、 其の 趨避を 抑 へんと 欲する も、 亦 ロハ 

AS 水： 丄事 をな  ；  や 

ii£ お u。 だ勉强 のみ。 學 者の 聖教に 於け る、 禹の水 を 行る や 其の 事 無き 所に 行る が 若き なり。 

孟子^ at 下篇 

「第 J.t な 5 よ〕 師 はく、 人 多く 言 ふ、 我れ 貧賤に 安ん ずと。 其の 實只 だ是れ 計る こと 究 まり 力 屈 

一 ？ M..L レ.^ 也 

ぉぽ し才 短く 知淺 くして * 營畫 する と 能 はず， 自ら 止む こと を 得ざる なり。 若し 能く 動 
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き 得ば， 恐らく 未だ t へて 安ん ぜ ざらん。 古人 下位に 居て 命に 安ん ずる 底 あり * 其の 

人 勢 を 得れば 乃ち 其の 意思 至らず とい ふこと なし。 是れ初 は 力足らず、 故に 安 命の 思 

あり。 後に は 力 以て 企て 及ぶべし、 故に 止む こと を 知らざる の 思 あり。 是れ 等の 人の 

貧賤 に 安ん ずと 曰 ふ は、 皆 論ず るに 足らざる なり。 朱 子 曰 はく 、「今の 人口 を 開けば 亦 

1 飮ー 啄 自ら 定まれる 分 ありと 解き 說 くも、 小々 の 利害に 遇 ふに 及びて 便ち 趨避 計較 

た-つきよ  ていく わ，、  J  T  . ゝ, IT  I 

n) 大きな のし を 生ず。 古人 は 刀 銀 前に 在り 鼎錢 後に 在る も、 之れ を視る こと 物な きが 如き もの 

る 鼎、 亨. 刑に  -ー  か 

用 ふ  は、 蓋し 只 だ 這の 道理 を 見得て、 那の刀 銀鼎錢 を 見ざる に緣 る」 と。 愚 謂へ らく  口 

に 言 ふこと は 易く 行ひ踐 むこと は 難し。 富貴 貧賤 は 人の 好？^ ^ 尤も 深し。 故に 之れ を 得 

る に 及ん で 其 の實 初めて 明か な る ベ し 。 

師曰 はく、 聖人の 禍福 利害に 於け る、 其の 好 惡摘ほ 人の ごときな り。 聖人 何ぞ 福利 

、：) ^J-t,  ：  二，  (三)，' 

を 惡んで 禍害 を 好まん。 舉 者の 高き に 過ぐ る は、 必ず 軒晃を 銖視し 金玉 を塵視 す。 是 

i や iis!? れ 却って 人の 惡、 む 所 を 好み 人の 好む 所を惡 む、 所謂 人の 性に 拂る なり。 夫子の 日 はく 

ごくや tjl の レ 

»«is» 「富と 貴と は是れ 人の 欲する 所な り。 其の 道 を 以てせ ざれば、 之れ を 得る も處ら ず。 

L„«i!?5s1 貧と^と は是れ 人の 惡む 所な り。 其の 道 を 以てせ ざれば、 之れ を 得る も 去らず」 と。 


そし 

愚 謂へ らく、 聖人 は 富貴 貧賤の 好惡を 非らず、 唯 だ 道 を 以て 之れ に處 す。 故に 富 四海 

を 有ち 位 天子た る は 聖人の 好む 所に して、 其の 實は 1K 下 をして 敎化 明かに、 人々 をし 

て 其の 利 を 利と せし むる に 在り。 富 責を惡 み 貧賤 を樂 しむ 者の 若き は、 一箇の 樂 あり 

て、 日用と 間隔して、 其の 格物致知の 功 を 知らず、 天下の 事物 を 以て、 本 原を累 はす 

の 物と 爲 すなり。 

^.P00 師曰 はく、 患難 困窮 は 人 必ず 處し 難し。 夫子の 曰 はく 子 ra: より 窮す、 小人 窮す 

れば 斯に濫 す」 と。 愚 謂へ らく、 濫とは 患難の 爲に 心を遷 すなり。 而 して 或は 怒り 怨 

みて 安ん ぜず、 或は 窮苦を 言 はずして 泰然と して 安し とする は、 皆 固より 窮 せず。 是 

れ 情の 濫 なり。 患難 は 君子 之れ を 好まん や。 天命の 此の 如きに 至る こと を 知りて、 人 

を尤 めず 天 を 怨みず、 己れ を 正しう して 患難 を 行 ふ、 是れ 入る として 自得せ ずと いふ 

ことなき なり。 先 儒 患難に 處す るの 道 を 論じて、 須 らく 泰然と して 之れ に處し 死に 臨 

んで 物な きが 如しと 曰 ふ、 是れ 高き に 過ぐ るの 濫 なり。 或は 直情 徑行 恐體臆 伏して 逃 

るる こと を 求め 免れん こと を 欲 十- 是れ 愚者の 及ばざる ものにして 亦濫 なり。 君子 其 

の 間に 於て 固より 窮す るの 道 あり。 唯 だ 格 致の 功に 在る のみ。 
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師！！ はく、 人 患難に 及び 止む こと を 得ず して 安頓底 あり、 富貴 を 得る に 及んで 人々 

之れ を 仰ぎ 世 之れ を 慕 ふとき は、 己が 知 愚 を覺ら ずして、 竟に 11 奢 放慢に 至り、 其の 

言行 遷轉 す。 尤も 富みて 驕る なき は 難き なり。 


六 義利を 論ず 附 君子 小人 王 fg  S 

たが ひ  げ~ かう り てい  on 

師 口 はく. 義利は 相に 支 離せず。 易に 曰 はく、 「元亨 利貞」 と。 又 E はく * 「大人 を 


見る に 利 あり」 と。 文 言に 曰 は 

(よろし) 


一利 は義の 和な り」 と。 Eg 謂へ らく、 君子の 行 ふ 所 

は 只 だ義を 以て 之れ に處 す、 義の ある 所 は 利便ち 之れ に隨 ふ。 小人の 爲す所 は 只 だ 利 


を 以て 之れ に處 す、 利の ある 所 を W て 利と 爲 して 義を 以てせず。 是れ義 利の 表裏た る 

S)  S)  一. 5 

こと を 知、 しざる なり。 夫子の 曰 はく、 「君子の 大 下に 於け る や 適 もな く莫 もな きなり。 

したが  (七)  さ, 一  さと  (八) 

義 之れ と 與に比 ふ」。 又 E はく、 「君子 は 義に喩 く， 小人 は 利に 喻 し」。 乂 曰 はく、 「利 

に 放りて；；：： ふとき は怨 多し」 と。 大 やの 傳に曰 はく、 「國は 利 を 以て 利と 爲 さず、 義を 

以て 利と 爲 すなり」 と。 是れ各 i 義利を 以て 相對し 論ずるな り。 君子 は 利の 赏を 知る * 

故に 其の 利 厚 遠に して 迫らず。 小人 は 利の 實を 知らず、 故に 其の 利 耳：：： の觸 るる 所に 


に 後の 孔門の 止まって 近き 憂 あり。  - 

欠 こ 4^:;  .9 し  (10 一  とも 

ザへ し。 師曰 はく、 義 利の 辨は孟 ^之れ を盡 せり。 其の 論ずる 所 獨り樂 しむと 偕に 樂 しむと 

ぽ f 一； を 以てして 之れ を 差別す。 獨り樂 しむ 者 は 利に 放って 行 ふなり、 偕に 樂 しむ 者 は義に 

^^^^ 喩 きなり。 是れ 其の 失 只 だ 格物致知の 明かなら ざるに 在り。  < 

惠王 上篇！ a 

0  師曰 はく、 仁義 禮智は 人の 道に して、 利 は專ら 義に對 して 之れ を 論ず。 愚 謂へ らく、 

義は宜 なり、 利 も亦宜 なり。 故に 曰 はく、 「利 は義の 和な り」 と。 凡そ 物と 事と、 之れ 

よろし さ  よろし さ 

に處 する に宜を 以てする 是れ義 なり。 事物の 宜に當 ると き は、 則ち 好まず 欲せざる の 

- 地 を も 去らず、 是れ義 を 以て 利と 爲 すなり。 天下の 間 事物の 用， 各 ~ その 宜を 得て 偏 

辟蔽 塞な く、 之れ を 天下 千 萬 世に 推して、 人々 其の 宜を得 * 是れ 君子の 大義 大利 なり P 

人 必ず 好悪の 心 あり、 其の 好 欲する 所 尤も 身に 私する に 在り。 君子 此に 於て 果然と し 

て 己れ を 立てず して 先 づ人を 立つ。 義は是 れ果斷 の 決 あり、 他 を 宜しくす るの 利 ある 

なり。 小人 は 果斷の 決な く 他 を {且 しくす るの 志な し。 只 だ 身の 便利 を 思 ひ 情の 放 な 

(- に」 Jfl: る を 欲す" 是れ義 を 措いて 利 を 先にす るな り。 孟子の 曰 はく、 「魚 は 我が 欲する 所な り， • 

«!3 子丄? ^第寸 

S  熊 掌 も 亦 我が 欲する 所な り。 二つの 者 兼ね 得べ から ずん ば、 魚を舍 てて 熊 掌 を 取る 者 

聖學ー 敌知  七 五 


鹿 語賴卷 第一 一一 十一 一一  七 六 

なり。 生 も 亦 我が 欲する 所な り、 義も亦 我が 欲する 所な り e  二つの 者 兼ね 得べ からず 

んば、 生を舍 てて 義を 取る 者な り。 生 も 亦 我が 欲する 所、 欲する 所 生より 甚 しき 者 あ 

り、 故に 苟も 得る こと を爲 さず。 死 も 亦 我が 惡む 所， 惡む所 死より 甚 しき 者 あり。 故 

に 憂 も 辟け ざる 所 あり。 如し 人の 欲する 所 をして 生より も^しき ことなから しめば， 

凡そ W て 生 を 得べ き 者 何ぞ用 ひざらん や。 人の 惡む所 をして 死よりも 茶し きものな か 

らしめば、 凡そ 以て 患 を 辟くべき 者 何 ぞ爲さ ざらん や。 是れに 由る とき は 生く、 而も 

用 ひざる こと あり、 是れに 由る とき は 以て 息 を 辟くべし， 而も 爲 さざる こと あるな り。 

是の 故に 欲する 所 生より 甚 しき 者 あり、 惡む所 死より „ ^しき 者 あり。 獨り 賢者の み是 

の 心 あるに 非ず、 人 皆 之れ 有り。 賢者 は 能く 喪 ふこと なきの み」 と。 愚 謂へ らく、 孟 

子 は好惡 に 因って 義利を 論ずる たり。 好 惡の心 は 人 皆 之れ あり、 只 だ 格 致の 厚薄に 就 

きて 之れ を擴充 せざる なり。 ハ r 人欲に 率うて 義の 在る 所 を 利と せざる は- 是れ 乃ち 義 

心の 決せ ざれば なり。 聖人 義利 相對 して 論說 する、 尤も 深意 あり。 

師曰 はく- 義利相 因って 其の 跡竟に 千里の 差 あり。 所謂 君子 小人の 間 全く 義と 利と 

に 在り。 是れ 君子の 利 は 格 致して 盡さ ずと いふ ことなし。 故に 其の 利 遠くして 大な リ0 


^  i 昝 章 情 さ 

C 出 仲に 篇 5： づ 

づ 之.； 
m 器 子 二 論 
5? 小 曰 十^ 


( 一 ) 孟 -个& 

孫せ 上篇， 

心上篇 等に 見 

ゆ 

仁 *1 第 十 章 

(： 二  ；- 春秋 時 

代の «: の梪公 

の 名 w、  S 

as 兵に 功 あり， 

よく： 人 下に 觀 

も 成す 

き 菌憲 

； HSI 第 十四 . 

第 十八 章、 nw= 

智仲 f 香 其 被 

レ髮 左レ 5  i 

八 


哉」 


# 秋の 頃の 齊 

の大 夫、 字 は 

平 仲、 節 5g 力 

Itrt て齊を 治 

め、 一 a 裘三 

十 年、 その 名 

^侯に あ.， r- は 

る。 子 春秋 

に その 行 "を 


小人の 利 は 格 致せず して 至らず とい ふこと なし。 故に 其の 利 近くして 小な り。 遠くし 

て大 なる 者は義 なり。 近くして 小なる 者 は 利な り。 義は 能く 人 を 利し 物 を 利す。 利 は 

只 だ 身に 便り あり、 獨りを 利す るな り。 

ひと 

師曰 はく、 人 利 心 あるとき は 其の 致す 所 公義に 近し と雖 も， 其の 本 未だ 嘗て 私心の 

伏す るな くんば あらず。 私心 を隱 して 公義 を 行 ふとき は、 便ち 公義 も 亦 私利な り。 今 

天下の 事 を 公に して 人の 爲に義 を 立つ、 其の 致す 所 公義と 謂 ふべ し。 然れ ども 其の 心 

が  こ  あ _ つか 

之れ を 以て 利と 爲す とき は、 我 大いに 焉 れに與 るな り。 豈 君子の 道な らん や。 其の 迹 

必ず 呈 露し 来らん。  . 

師曰 はく、 王 伯の 辨は 孟子 詳に 之れ を 論ず。 愚 謂へ らく、 待つ 所 あり 期す る 所 ある、 

二 ご  したが  I たが 

是れ 術な り。 義 之れ と 與に比 ふ は是れ 道な り。 王道 は 只だ義 之れ と 與に比 ふ。 伯 術 は 

ため  (三)  (En  • 

爲に する 所 あるな り。 管 仲が 高才は 夫子 以て 之れ を稱 す。 然して 其の す 所行 ふ 所 は 

5) うつ は 

齊の國 に 施すべく して！ K 下に 用 ふべ からず。 是れ 其の 器の 小な り。 管 仲 も 亦 聖人の 道 

二 ご (七) 

を 知らず、 其の 格 致 明かなら ざれば なり。 晏子. 子 産が 徒 各. - 其の 才質粹 然として 只 

だ 其の 見聞す る 所に 隨 つて、 以て 言 ひ 以て 行 ふ。 道の 明かなら ざる こと 古 旣に然 り。 
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1  七べ ヘム 1. (故に ：- 聖人の 道 能くし 難き なり。 

の大?  師曰 はく、 人の 出 處は唯 だ義を 以て 之れ に處 すれば 利 之れ に從 ふ。 或は 奉 養の 爲に 

なり， £ 十 年 

^^^^^^ 仕へ、 或は # ^道の 爲に 仕へ、 或は 止む こと を 得ざる の義 ありて 仕 ふ。 皆 格 致し て^も 

錢なり」M.:^ 就かず。 退く も 亦 此の 如きと き は、 利 順って 宣 しく 亨る。 然らざれば^；ち亨らず。 

b  師曰 はく 學者 少しく 志 ある もの、 乃ち 山林の 布 衣た らんこと を 欲 十。 是れ樂 に ゆ 

りて 人 を 蔑し 世事 を 塵視し 日用 を 忘る。 其の 極 專ら身 を 利す るに 近し。 又 汲々 として 

二) 下 枝の- 以て 功名に 就く の 心 ありて、 下 梢 頭に 遷り 就く は 只 だ是れ 卑陋な り。 出で て 時 を 救 ひ 

ちとる 

^0^^ 民 を 敎へ道 を 家國に 敷き、 引いて 天 下に 及ぼす は 君子の 志な り。 其の 効 其の 蹄に 至ら 

ずん ば、 或は 朋友の 志 を 和し， 或は 一 官の事 を 平にす る も 亦 及ぶ 所 あり。 若し 祿の加 

したが  i つ i 

はらざる こと を 患へ- 利に 拘ひ 志を變 じて W て 微官の 嬰れ るを榮 とせん 者 は、 與に言 

ふに 足らざる なり。 

七 或 ひと 義 利の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 先 儒天 理 人欲 を 以て 相對 して 之れ を 論ずる に、 今 口へ だ 義利を 以て 論說 


す 天理 人欲と 義 利と 相 同じき や 否や。 師曰 はく、 先 儒 天理 人欲 を 以て 之れ を 論ず、 

其の 意專ら 私心な きを 以て 天理と 爲す。 是れ性 善の 說に泥 著す。 其の 語意 甚だ 高く し 

； j-p 道れ？ * て 以て. 性の 本然 は 人欲 無しと 爲す。 此の 言に E ると き は 天理 人欲 支 離して、 其の i 膨 

天壤の 如し。 義利は 表裏に して 支 離せず。 義 比へば 利隨 ふ。 是れ利 は義の 和な り。 且 

つ 義は格 致の 功 至って、 而 して 後に 其の 宜しき 所 利す る 所 尤も 明かな り。 格 致の 功明 

かならざる 底 あれば、 乃ち 義も亦 全から ざるな り。 故に 義 利と 曰 ふとき は 乃ち 通じて、 

天理 人欲と 曰 ふとき は 乃ち 通ぜ ず。 凡そ 人欲と は 人情の 欲な り。 人物 未だ 嘗て 情欲な 

くんば あらざる なり 。 

或 ひと 問 ふ、 聖人 も 亦 人欲 あり や 否や。 師 E はく、 氣血 あるの 類 各-情欲 あり。 聖 

人 も 亦 人な り、 尤も 人情の 欲 あり。 易に 專ら利 を 曰 ふ は， 是れ 利に 因って 事物 を 論ず 

るな り。 舜が 天下の 悅んで 己れ に歸 する を視る こと 猶ほ 草芥の ごとき は、 親に 順なら 

(sr)  fm ざるの 豫 を 底さざる 者 ある を 以てな り。 天下 を棄 つる を視る こと 適ま^ たる 

心 上 篇第卅 五  お 

章に 出づ  を棄 つるが ごとき は、 竊に負 ひて 逃る るの 義 ある を 以てな り。 1  大 下豈棄 つべ く、 草芥 

とすべ けんや。 聖人 能く 格 物して 知 至る。 故に 能く 人欲あって- も 唯だ義 以て i に 
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八 〇 


<-  一 ) 
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比 ふ。 

或 ひと 問 ふ、 聖人 君子 は 財 利に 於て 費 啬の事 を 謂 はざる か。 師曰 はく、 能く 事物の 

用に 通じて 遺す ことなき、 是れ 聖人な り、 君子な り。 故に 其の 財 利に 於け る. 繁約を 

計り 度って 之れ が 裁 處を爲 す。 是れ 有司 を 置いて 出納の 事 を 主ら しむるな り。 夫子 委 

二)  ニニ 

えき  S 

吏と 爲 りて 料 量 平 かなり。 益 を 請 ふ、 之れ に 腐を與 へ、 且つ 曰 はく 、「君子 は 急なる に 

f  一一 一)  (？す) 

周して 富める に繼 がず」 と。 各-其の 處 する 所 義を 以てする なり。 俗に 貧者の 財 を 費 

す こと 活^なる 者、 出納 を 計らず して 以て 切に 施 用す る 者 あり。 世人 以て 利 を 謀らず 

潔白に して 利 を 事と せず と爲 す。 是れ豈 君. 子な らん や. 一 筒の 淸潔 底の 質な り。 人る 

を 量って 以て 出 づるを 制せ ざれば 竟にカ 給らず して、 或は 他の 財 を 貪り 借り、 或は 給 

すべき 者 を 救 ふこと 能 はず。 是れ 其の 失格 致の 明かなら ざるに 在り。 聖人 君子 宜しき 

を 量って 事に 處す、 故に 天下 を も亦與 ふべ く、 一笑 を も亦漫 りに すべから ず。 得べ く 

受 くべ. きの 義 あらば、 乃ち 犬 下 も 以て 受 くべ きな 

ら ざれば、 死に 至る も 受けざる なり。 

し. r 

財？ f 


(五) たん し  とう かう 

一 簞の食 一 豆の 獎も 其の 義に在 

あつ Is 


或 ひと 問 ふ、 財 祿餘り あれば 博く 施して 以て 周す る も 亦 可な り や。 師曰 は. 

に ザ： はす 


は 人の 欲する 所に して、 其の 施し 與 ふる 所 道 を 以てせ ざれば、 大いに 人 を 害して 他 を 

して 道に 遠ざかり 義を失 はしむ。 古人 專ら 之れ を戒 む。 只 だ 急なる に 周して 其の 給ら 

ざる を 救 ふ、， 是れ 仁な り。 然れ ども^ 酌裁處 正しから ざれば， 乃ち 人 僻って 以て 利 を 

奪 ひ 施 を 待つ。 是れ他 をして 利 心に 陷 らしむ るな り。 何ぞ 必ず 博く 施して 以て 周す と 

謂 はんや。 尤も 格 致 を 要と する に 在り。 

或 ひと 問 ふ、 君子 小人の 間義 利の 辨 あり、 聖人 天下 を 治めば 小 民 も 亦 利 を 謂 は ざら- 

ん や。  師曰 はく， 天地の 間は對 あり、 陰 あれば 陽 あり、 君子 あれば 小人 あり、 聖聖相 

續ぎて 以て 天下 を 治む とも、 亦 未だ 嘗て 小人な くんば あらず。 聖人の 道 は 只 だ 其の 質 

S;) 人" は に 因り 其の 職に 因って、 以て 風俗 を 化す。 是れ 其の 利 を 利と するな り。 邵 子が 曰 はく、 

堯夫、 富弼 . 

司 HE 光， と 交 「ふ 人な きとき は 君子 も 亦 成らず。 唯 だ 以て 其の 間に 盛衰す るな り。 陽 六 分 なれば 陰 

は り 贫に 甘 

u^^^^ 四 分、 陰 六 分 なれば 陽 四 分， 陰陽 相 半 すれば 各-五分 なり。 是れに 由って 知りぬ， 君 

す、、 li 子 小人の 時 盛衰 あり、 治世に は 則ち 君子 六 分。 君子 六 分 なれば 小人 四 分、 . ^人 固より 

して 終る、 康 

君子に 勝たず。 亂 世に は 則ち 是れに 反す」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 易の 陰陽 消長に 因つ 

窖 卷七 ffi,;^ 問 

答に 出づ  て 之れ を 論ずるな り。 治世に は 則ち 上に 君子 大人 其の 職 位 を 得る あり、 故に 其の 風俗 
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化 十。 亂 世に は 則ち 上に 小 人^人 其の 權威を 得， 故に 其の 風俗 變ず。 

へ 二  . 

〔一.、 ノ の，" 或 ひと 問 ふ、 子 は 遠大 を 以て 君子の 利と 十。 墨 子が 兼^ 頂 を 摩して 躍に 放る まで -rK 

つ, 八 んヵら K 

^^^"！;" 下 を 科する こと を爲 す、 是れ 君子の 利に 近き か。 師日 はく、 壘 子が 所謂 兼 は 格 致の 

Issi にな 率な し。 專ら兼 愛 を 以て 敎を 立つ。 其の說義に似て尤も犬下の}^^-公に^ず。 君子の 所 

る こと 

謂義 は、 近き より 遠き に 及び、 卑 きょり 高き に 及ぶ。 身 を 修め 家を齊 へて 以て 國 天下 

に 及ぶな り。 身 を 殺して 以て 仁 を 成すべき の義 あるとき は， 身 を 殺して 慯 しまず。 身 

, を 後に して 以て 人 を 立つべき の義 あるとき は、 身 を 後に して 以て 人 を 立つ。 墨 子の： 

愛 を 謂 ふ は 則ち 是れ格 致な し。 若し 格 致 を 以て 度と 爲し 分別 計較 すれば、 人た る 所以 

の 知 を 失 十。 是 れ邪說 暴行、 仁義 を充 来： するな り。 

- --- --8 或 ひと 問 ふ、 程 子の 曰 はく、 「人 能く 這の 一箇の 身 を 放てば 公共な り。 天. 地 萬 物の 

Ms き * に 比 つ  ： H:- 

中に 放 在して 一般に 看れば、 甚の 船礙か あらん。 萬 身と 雖も 曾て 何ぞ 傷まん」 と。 師 

曰 はく、 程 子の 此の 說 全く 異端の 說に 近し。 人々 此の 身 を 愛する も 亦當然 なり。 此の 

身 を 放 在 せんと 欲すと も、 竟に 得べ からず。 聖人の 論ずる 所 は然ら ず。 身 を 放 在す ベ 

きの 義に 至りて は、 以て 放 在して 患へ ず。 唯 だ 這の 一 筒の 身 を 放つ を 以て 公共と 十る 


(一 J  二 ass 

ぉ卷 二に 出づ 


PS 卷九 十七 

S 子 一) に 

出づ 


S)  K の 湯 

の： もの 桀 i 

な 放ちし 二と、 

周の 武 _ト： か殷 

の 針. 七 を 伐ち 

し こと を い ふ 

(六) i. 

* 代の 人， {.J- 

は 仁 仲、 仕へ 

す究 * に 終る。 

宋の道 の 惺 

ST この 人の 

し i 一。 

^に. t 祭 先 牛： 

とい ふ.^ この 

53, 朱 子 語類 

S 一  程 子 門 


は- 尤も 不是 にして、 而も 人物 之れ を 得べ からざる なり。 

(三)  も  & 

或 ひと 問 ふ、 程 子の 曰 はく、 一  善 惡は皆 天理、 之れ を 悪と 謂 ふ もの 本と 惡に 非ず， 但 

だ 過と 不 及と 便ち 此の 如し」 と。 引く 所の 惡も亦 性と 謂 はずん ば あるべからず。 朱 子 

(Hn  ほんれ う 

の 曰 はく 、「本 是れ 天理、 只 だ 是れ翻 了して 便ち 此の 如し。 火 を 放ち 人 を 殺す が 如き は 

かと  まさ 

至 惡と謂 ふべ し。 若し 那の火 を 把り 去りて 鈸を 炊ぎ、 人の 當に 殺さるべき 所 を 殺さば、 

豈是れ 天理なら ず や。 只 だ 道理 を 翻 了す るに 緣 りて 背 あり 面 あり」 と。 師曰 はく、 程 

朱の 此の 說 共に 信用すべからず。 這の 義を翻 了 すれば 不義な り。 旣に 不義の 行跡 あれ 

がう リ  たが 

ば 小人 惡 人の 名 あり。 其の 起る 所 毫燈- にして 其の 差 ふ 所 千里に 至る、 而も 善惡を 以て 

IK 理と爲 さんや。 口  1  . 武 の桀. 村に 於け る、 身の 爲に する 所 あれば、 君 を 弑し篡 奪す 

るの 罪 あり、 天下の 爲に すれば ー獨 夫を設 すの 義 あり。 其の 善惡の 成る は、 格 致の 功 

に 在り、 性 を 以て 之れ を 論ずべ か らず。 

或 ひと 問 ふ、 胡 五 峯の曰 はく、 「天理 人欲 は 同行に して 異 情なり、 同體 にして 異 用な 

り」 と。 師曰 はく、 是れ 上智と 下 愚の 移らざる なり。 移らざる こと は 同じう して >  其 

の 本 大いに 異なる。 愚 謂へ らく， 義 利の 相隔 つる こと 其の 迹大壤 の 如し， 豈 同行なら 
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は るか 

んゃ。 其の 根ざす 所^に 異なる、 豈同體 ならん や。 朱 子の 曰 はく、 「君子 小人の 極. 

あ.？ は  よ r/. 

旣に內 に 定まる とき は 其の 外に 形る る もの、 言談擧 止の 微と雖 も發： ^せざる なし。 而 

も沉ゃ 事業 文章の 際に 於て. 尤も 所謂 祭然 たる 者 を や。 彼の 小人 は 知り 難しと 曰 ふと 

雖 も亦豈 得て 逃れん や」 と。 

或 ひと 問 ふ、 人に は 利 心 あり、 必ず 己れ を是 とする 處 あり、 其の 是非 正しから ずし 

て竟に 公共 を 失 ふ。 是非の 正甚を 以て 之れ を 定めん や。 師曰 はく、 朱 子の 曰 ふ、 「是非 

は 只 だ是れ 是非な り。 如何 ぞ 是非の 外に 更に 一 箇の 公論 あらん。 機に 箇の 公論 ありと 

說く は、 便ち 叉箇の 私論 あるな り」 と。 愚 謂へ らく， 人 己れ を是 とする 處 ある は是れ 

格 致の 功正し から ざれば なり。 凡そ 是非 を定 むる に 尤も 公^ あり。 朱 子の 說は 老莊の 

語意 あり 。 是非 は 公 是公非 を 以てせ ずん ば 皆 私論な り。 

或 ひと 問 ふ、 仕 を 求 むれば 乃ち 閑暇な し。 暇なければ 講學の 便な し。 是れ學 者 多く 

山林の 布 衣た る 所以な りと。 師曰 はく、 聖人の 道 は 日用に 在り、 出で て は 乃ち 君 長に 

事へ 入りて は 乃ち 父兄に 事へ、 身 を 修めて 以て 其の 職 を 全く 十る、 是 れ^な り。 人々 

君子 たるべからず， ^者 各-聖人 たるべからず。 君子 聖人に 非 ずん ば 率の 集成 を 得べ 


からず。 何 ぞ讀書 講議を 以て 仕 道を廢 せんや。 今の 學者 仕宫を 以て 身を勞 すと 爲 し- 

君に 遇 ひ 世 を 救 ふ を 以て 思と 爲す、 其の 志 尤も 大 なり。 然れ ども 格 致の 功な し。 偶 >■ 

志 を 得る も 亦 爲 なし、 只 だ 空言の み。 且つ 世衰 へ道微 にして、 君に 聖賢な く 國に道 

なく、 天下 皆然 り。 若し 學 者の 說の 如くん ば、 乃ち 人々 皆 山林の 布 衣たり。 山林 も 亦 

2)  W 子 膝 嗜 君の 地と ならん。 孟子の 所謂 r 蚓 にして 後に 其の 操を充 たす 者」 なり。 

文 公 下 篇第十  ¥  、 

^0^^  或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば 役々 として 仕 を 求む るな り。 古人 四十に して 仕 ふ、 亦 

潔 を 守らん 取る ベ からず や。 師曰 はく、 何ぞ 必ずしも 役々 として 仕 を 求めん や。 我れ： H ふべ きと 

とする は 到底 

^If 仏 き は 仕へ、 更に 高官 厚祿を 求めず、 以て 仕へ て 其の 職業 を 全くす るな り。 我れ 格 致の 

求.^;3るなきが  たす  ほこ  ** こ ご と 

如くして 始め 極な くして 社稷の 民人 を 佑 けんと 欲すれば、 其の 志旣に 善に 伐り 舉 に^る 若き なり。 

て 操守 も充た 

il れ ほ 古來强 仕の 說を 立つ る は、 未だ 仕へ ざる 以前 二十 餘年、 他の 營 なく 力 を舉 問に 盡す こ 

S 林の 布 衣た と を 得、 人の 村德 全く 成りて、 之れ をして 君に 事へ 民に 長と し 事 を 治め しめんと てな 

らんと する も 

"れ iE じと り。 必ず 志 を 得て 髙官に 在りて 以て 事 を 治むべし、 然ら ざれば 速に 山林の 逸民と 爲る 

ベ しと 謂 ふに あらざる なり。 

學ー 敛知  八 五 


f  - ： お？！ is 

；; る は 斯れ害 

ある の み」 と 

出づ 

(二) 春秋 時 

代の 人、 孔子 

上り 稍 や 先！ 》 

なり、 無 « に 

I て 化す. tK 

く。 莊子 • 列 

けて、 讹に 

いふ 老莊 » お 

の始 な h- 

へ、 .VC  、の 

.入£:に*じて 

JWWG なき 生 

なす こと 

そ の 名利. 追 

はざる 11 は 道 

« に 似た h-: 

^し 《-ナ 

文^  Mae 上 か 

< い へるな 4 
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八 異端 を 論ず 

總 じて 異端 を 論ず 

師曰 はく、 異端の 說 夫子 之れ を述 ぶ。 孔子の 時怫敎 未だ 中國に 入らず， 老子 ありと 

雖も 其の 說 未だ 著 はれず、 其の 指示す る 所の 異端 は 所謂 雜舉 なり。 雜^ は； 1： じく 人 

を師 とすと 雖 も- 其の 源 聖人と 同じから ず、 是れ 異端た る 所以な り。 况ゃ舉 人を師 

とせず、 其の 敎 正しから ざる は、 乃ち 雜學 なり 異端な り。 戰國に 及んで 楊 へ墨. 老. 

； 巧ー  f 五)  , 一六 一 

莊の徒 あり。 東漢に 及びて 佛敎 中國に 入り、 梁より？ t 法大 下に 盛な り。 其の 他の 權謀 

術 數衆技 百 家の 流、 皆 世 を 誣ひ民 を 惑 はす 所以に して、 聖敎を 背き 人情 を 破る。 5^. 

墨 は 仁義 を 充塞し、 其の 論說淺 薄な り。 故に 今 は旣に 亡びたり。 老. 佛は 其の 现 尤も 

高く 其の 敎是 なる に 似たり。 老. 莊の徒 も 亦 寡し。 只 だ 佛敎甚 た 近くして-い E の-ぶ ある 

5 んゑ いんぐ わ  ひと  二 0 一 

が 如し， 輪廻 因果の 說を 立てて 他 をして 之れ を 恐^せ しめ、 福 田 利用の 敎を 立てて 他 

をして 身 を 利せ しむ。 其の？ 弊敎に 及びて は 性 心 を 悟り 生死 を 超え、 怫を i-il り 書を燒 き" 

(二)  ニニ；  二三) 

CI や- T  だったい げんじ や-..' ちき L じんしん 

理 障の 說を爲 し、 乾坤 を 打破し * 脫體現 成、 直 指 人心、 其の 高話 作 略言 を 下 十 所な し。 

故に 他の 味 底 をして 或は 利し.： は^れて 以て 我が 門に 誘 はしめ、 他 の^を 好み 凤 を 


ベ し。 i 壮周は 

.X 子と 同時代 

の-人に して 莊 

.ナ の JS あり、 

博 學 にして 妙 

文， 老チの 思 

(£) 後澳に 

！!: じ- その 明 

帝の 頃 西紀 六 

卜 七 年の こと 

もい V 

(さ 南 胡、 

の武 帝の 時 

に 達磨 * りし 

とも r ふ 

("0  S . 

張 s などの 說 

% さす 

(七) 陰陽 家， 

an 家の 如き を 


好む 底 をして、 或は 一指 を 立て 或は 一 捧を與 へて、 以て 手 を 下す 所な からしむ。 此に 

於て 賢愚 . 知 不肖と なく 稱名專 修し坐 禪參舉 す。 尤も 異端の 甚 しきな り。 

层 

師曰 はく、 天地の 間 人物の 生ずる 所 太 だ 多. ：-。 唯 だ中國 は天氣 和し 地 脈 調 ひて 人物 

の 精秀四 夷に 異なる。 故に 聖人 君子 世に 輿り 仁義 忠孝の 說行 はる。 是れ 自然の 勢な り。 

四 夷 も 亦 各- -宗 とする 所の 敎 あり、 然れ ども 皆 偏說術 知に して 中國に 及ぶ ベ からず。 

故に 推して 以て 異端と 爲す。 佛敎は 西 戎の敎 流れて 中國に 入りし ものたり。 其の 初め 

言語 通ぜ ず、 人々 知る ベ か らず。 晉 • 宋 より 下つ かた 士大 夫奇を 好み 怪 を 嗜み， 其の 

二 五) 

if 離の 言 を 取りて、 莊. 列 を 以て 之れ を 助け 之れ を 文飾す。 其の 出づ る所戎 夷に して 

其の 敎 ふる 所 偏 僻な り。 豈 聖人の 道に 同じ からん や。 

師曰 はく- 孔孟の 敎衰へ 聖人 世に 輿らず して、 同じく 六 經を師 とする の 徒- 其の 趣 

向 大概 老怫の 間に 出入す。 尤も 異端の 甚 しきな り。 漢. 唐. 宋 以来、 漢.， 晉の學 者 は 


(八) 

s: の 所 諝諸 子 

百 jir 卽ち兵 

1«  • 法 II  ( 法 

律 主義の 政治 

を 理想と 主張す る もの) など 諸種の 社會救 濟說を 總稱す (九) 衆生が 地 ！^界* 人間界 • 天上界 等の 所謂 六道に 施轉 して ここに 死して はかし こに 生 

るる A5. 一い ふ。 因 あれば * ありと いふ 因果 應 報の i は， 5 あはせ をい ふなり (一 〇) 佛に 供養 すれば 福德を 生す る こと 田の 物 を 生 r るに たと ベい ふ . 

(一 こ 人の-止 智 を くら. & して 宇宙の 眞琿に 背く-一と (一二) この 身 この ii にての 意 (二 5 人心 を 直 指し 一. -見性 i し成佛 とする 意味な り 

(一 e!) 支 那を 指す (一 五) 西方の ffi 人の 音樂 をい ひしょ. 5、 輯 じて 雅言 正 にあらざる ことば をい ふ (一六) 列. 、戰 a 時代の 人、 老子， 

統の 人な り、 列 子の 著 あり 二 七) 敎の 貴重なる 古典， 詩經 ^記 記 • 春秋 を さす 


犖.學 一 致. 知 


八 七 


二)  》: 代の 

，者， 字 は 子 

S. 博 S にし 

て 人と な bg: 

a. 太 玄* 法 

. 方 宵 等の 

Sic あ. 9" 後出 

二： 二  eiss 照 

(二) 陶潜， 

g 代の 人， 卞 

は 淵 明、 s« 

にして 晩 俗- 

二度 ほ 33 につ 

き、 短 時 H に 

して 二度 自ら 

se めて し、 

R に はんじて 

終る。 S 節 先 

^g.ss あり、 

al.!;* の辭は 

ことに 名為 I 

(： 二) 降 象リ 

土 守 仁、 ^5出 

二八 1«» 照 

S)  0m. 

の 人、 二  S 

.i:- 師 として * 

ぶ、 c 山 先 生 

いふ。 易 は， 
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皆老 • 莊を宗 とし" ？ S い 唐 • 宋は 則ち？ i 佛を宗 とす。 宋の 睦子靜 . 明の 王 陽 明 

- き U-  かんで き  あら は 

は 切に 佛見 に陷溺 す。 人々 以て 見るべし。 其の 間 信 を 陽に して 怫を 陰に する の 徒 尤も 

多し。 朱 子 曰 はく、 「程 門の 高弟 當 時に 在りて 親り 二 程に 見 ゆ、 釋 氏に 至って 却って 

み  >t」J  ；巧)  《五) 

多く 看破らず、 是れ曉 るべ からず」 と。 游定夫 • 呂與叔 . 謝顯道 . 揚 中立 は 各 >  5 师佛 

に 出入す。 朱 子詳に 之れ を辨 じて 雜舉 の辨 あり。 朱 子 以前 蘇 子 瞻怫旨 を 以て 易 を 解き * 

游定 夫怫旨 を 以て 論語 を 解く。  安 石.！ ¥ ^子 韶佛旨 を 以て 諸 經を釋 き、 呂居仁 怫旨を 

以て 大學 を釋 す。 朱 子 出で て 後に 其の 書皆廢 す。 愚 按ずる に、 周. 程. 張. 李の 大儒 

も 亦論說 する 所 大概 禪佛に 在り。 只 だ 朱 子 其の 間に 傑出して 明かに 雜學 を辨じ 之れ を 

闢く。 其の 功 尤も 大 なり。 然れ ども 猶ほ周 • 程 • 張 • 李を宗 として 以て 本 原 を 立つ。 

故に 其の 論ずる 所 本 原に 到れば 便ち 叉 禪佛に 入る。 此れに 由って 之れ を 思 ふに、 聖學 

の 世に 明かなら ざる こと 亦 命な り。 

異端の 敎は聖 學に違 ふ を 論ず 

師曰 はく、 釋氏性 心 を 以て 明白 虚靈 にして 能く 萬 法に 通ず と爲 す。 故に 曰 はく、 「直 

心是れ 道場、 怫 卽是れ 心、 心卽是 れ佛、 更に^ 物な く 叉 別 心なし」 と。 此に 於て 直、 レ 


(五) 

謝 a! 佐上蔡 先 

生 (as) .  0  . 

山 (中立) 诗 

< 六) 蘇軾、 

朱の 人， ^通 

は その {+, 文 

な として 知ら 

る、 或は 地方 

官 とな， 9、 或 

ほ待櫝 とな h -、 

波爛 多き 輕歷 

も す。 居所 

により. E ら « 

.wfss  士と稱 す。 

MM0 . 論語 

SK  . 東坡 全集 

敦百卷 の 著 


ちきし じんしん けん. I や. つじ； •： つぶつ  に は？' 

の 作用 を 求め、 直 指 人心 見 性 成佛を 以て 言を爲 す。 千 差 萬别只 だ頓に 心性 を 悟覺す 

る を 以て 要と 爲す。 是れ本 原 大いに 乖戾 して 正しから ず、 其の 道 其の 敎竟に 聖人の 道 

に 背く。 宋. 元. 明の 諸 儒 も 亦 曰 ふ、 「心 は虚靈 不味に して 衆理を 具へ 萬 事に 應 ずる 

者な り. 氣.； m 人欲の 爲 に拘蔽 せられて、 時として 昏 きこと あり、 然れ ども 其の 本體の 

明 は 未だ 嘗て 息まざる 者な り。 故に 學者當 に 其の 發 する 所に e つて 遂に 之れ を 明かに 

して、 以て 其の 初に 復る べし」 と。 是れ 以て 天命の 性に 仁義 禮智 の德 ありて、 一 點の 

を せん 

染な しと 爲 すなり。 此れに 因って 先 懦 各-性 心 を 知る こと を 要し、 本心 を收拾 せん 

もと  4" ゆう 

こと を 欲. して、 或は 靜坐 默識を 事と し， 或は 鑑 {仝 衡平の 地を竟 め、 或は 未發已 前の 中 

を 味 はふ。 是れ釋 氏の 指示す る 所の 本 原と 那箇か 相 差 ふや。 只 だ 其の 名目の 同じから 


ざるの み。 然 らば 乃ち 本 原 相 同じく 枝葉 少しく 異なるな り。 是れ 世俗の 所謂 三敎 一致 

(一 一) 

0 くれん びん 


(七) 宋の 人、 

字 は 介 <m, 半 

山と IS す。 神 

.1 示の 時 扣 とな 

."^新法を出し 

て富國^^兵を 

策 し 金に 對せ 

ん とす、 つ 

て 物！ fl% かも 

す、 ^文書 翕に 巧な り、 局 官新義 • 臨 川 集 等 あり (八) 張 九 成、 朵 末の 人、 子韶 ほ その 字， 橫？^ 居士、 又無^ 展 士と稱 す、 仕官し、 後 に 深く 

人 h- て、.^ 註す る諸經 その 臭 あり、 朱 子に 斥けら る。 孟子 傳 • 橫谏集 等 あり (九〕 朱の 人、 居 仁 は 字、 本 中と 稱す、 世に 東 菜 先生と いふ。 春秋 

解. 童 «訓. 詩集 等 著 多し (一 0) 强戰、 宋仁宗 の 頃の 人、 字 は 子 厚、 橫. 架 先生と いふ、 二 程と 錄を 論す、 易 を 重んじ 孔孟 を 極と なす。 正" si* 西 

銘. 易說 等の 著 あ h- 。李 は延 平の 李侗 なり (一一) 前 出 S 九 頁 * 照 


の 謂な り 

師曰は 


。 故に 曰 はく、 伊 洛嫌閩 の 大儒 も 亦 其の 本 原 は 儒 を 陽に して 禪を 陰に すと。 

く、 性 心 を 以て 本然の 明白と 爲し、 衆 理の具 はる 所と 爲す、 乃ち 作用 を 以て 


MM 一  教知 


八 九： 
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性と 爲し • 無差別 地 を 以て 體と爲 す。 故に 其の 致す 所行 ふ 所 言 ふ所敎 ふる 所、 皆 直 心 

の 作用たり。 是れ眞 知 を 失 却す る 所以な り。 人の 萬 物に 長た る は 知識 ある を 以てな り。 

釋氏は 知識 を 以て 模様と 爲し、 竟に 無欲 を 以て 要と 爲す。 貴賤 を 辨ぜず 物 我 を 分たず、 

好惡に 入らず 取捨 を 致さず、 嫌 擇を用 ひず。 是れ 全く 知識 を 失 ひて 人 をして 禽 獸に異 

なら ざら しむるな り。 

師曰 はく、 釋 氏の 道と する 所 は 只 だ 性 心の 作用 を 以て 極と 爲し. 格 致の 功な し、 平 

生 性 心の 作用 を 要 十。 性 心 は 元と 善悪の 因る ベ きな く、 一  物の 偏す ベ きな し。 彼れ 竟 

そむ 

に 之れ を 味 は ひて 悟 覺と爲 し、 以て 道と 爲し 敎と爲 す。 故に 盡く 人情に 乖き、 大 下の 

大道に 戾る。 凡そ 性 心は雜 倫の 詳に すべきな く、 法 用の 論ずべき なく、 禮節 文物の 品 

なし。 故に 彼れ は 皆 此れ を 以て 世間の 有爲 造作 假合 底と 爲す ft- 然れ ども 天地 あれば 乃 

ち 人物 あり、 人物 あれば 乃ち 暴 倫 あり、 辣倫 あれば 乃ち 法則 あり。 是れ 天地の 自然に 

L て釋氏 世々 論說 して 敷き 布け ども、 亦錢 すべから ず。 本 原 を 知らず して 道 を 立て 敎 

を 立つ、 其の 差！？ S 尤も 大 なり。 

師曰 はく、 资 倫の 道 は 人の 自然にして、 其の 致す 所 自然の 則 あり。 其の 功 成り 易く、 


(一) この 現 

ft をい と はし 

< けがれし 地 

t 見るな り 

(•：) 尖未 元 

,S の 馬 JS 臨の 

撰に して. 社 

おの 通 典 * 櫞 

務考*戶ロ考 

等 二十 ra 門な 

設く、  邪の 

* 代まで の 制 

度な W 究 する 

に は 第 一 の 良 

*3 なり。 この 

« 項 は 卷 

卜 八 中、 籍 

十二に 出づ、 

仉し 抄出な h- 

(一二) 宋の 

公武な らん、 

字 は： ナ止、 鉅 

野の.，、， 昭 一!s 

先生と i; す、 

部齋 .1? 書 志 を 

撰す 

(5  90 

Q. こと， 彌勒 

この 樹の 下に 

て 成 道し、 且 

つつ 一 《 の 法 

を W て 悉く 跑 


其の 生 遂げ 易し。 釋氏は 此れ を 以て 妄と爲 し 幻と 爲し， 人 をして 木石に 同じから しめ- 

內外 自他 脫 去して 後に 其の 極 を 得る と爲 す、 其の 道豈 得べ けんや。 故に 終に 髮を究 り 

二  > 

えんり & ど 

倫 を 離れて 桑門の 徒と なり、 以て. 厭離 檢 土と 爲す。 其の 行 法衣 食 居 尤も 禽獸に 近し。 

或 ひと 曰 ふ、 四民 各 > 其の 職に 居て 又 此の 道を修 むべ しと。 然れ ども 其の 師と 十る 所. 

こんば つ 

赛倫を 離る。 今 學ぶ所 其の 極 ％ ^髮 して 倫 を 離る るに 至ら ざれば、 則ち 實學と 謂 ふべ か 

らず。 ：大下 此の 如くん ば 乃ち 四民の 業な くして、 國家頓 に 廢壞し 去らん。 然 らば 乃ち 

彼れ が 所謂 道なる もの は、 天下に 擴め充 たすべからず、 國 家に 擴め充 たすべからず、 

只 だ 匹夫匹婦の 獨り行 ふ 所な り。 道 は 犬 下の 道な り。 天下の 人 以て 行 ふべ から ざれば、 

きょ- けい 

山 問の 曲溪 にして、 大道と 謂 ふべ からず。 

師曰 は. 


(後！ S) 


文獻通 考に晃 氏が 曰 はく、 「怫書 は 漢の明 帝よ リ以來 梁の 武 帝に 至る ま 

(En  (til)  (律) 

で， 華 林の 集中 國に 入る もの 五 千 四百卷 * 經と曰 ひ 律と 曰 ひ 論と 曰 ふ、 之れ を 三蔵と 

(五) 

そ  せんてい 

謂 ひて 世に 傳 ふること 盛な り。 - 厥の 後 達磨 西より 来る や、 三 藏皆筌 蹄に して 佛意を 得 

ざる を 以ての 故に 直ちに 人心 を 指し て 之れ を して 見 性せ し む。 衆 之 れ を 尊ん で 祖と爲 

す。 文字 を假ら ずと 曰 ふ ヒ雖も >  弟子 其の 善言往 行を錄 して 書 を 成す。 是れに 由って 

m¥ 一  致 知  九 一 
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禪^ 與る」 と。 愚 謂へ らく、 禪學ー たび 興って 其の 高遠 太 だ 盛な り。 故に 仁義 忠孝 を 

し., V- はわ -i^o  一二  ， 

^^H0 以て、 人 犬の 小果 有； I の 因に して、 影の 形に 隨 ふが 如く、 有と 雖も實 に 非ず と爲 し- 

ふ 方  お  I  天地 を 以て 下 稍 頭と 爲し、 竟に君 父 を 蔑 如し、 天地 を塵視 す。 其の ikl 趣 此の 如しと 雖 

一 1 ) の 

，！ Tl^ お も 天地 を 離る る こと を 得ず、 君 父の 養を遁 るる こと を 得ず。 只 だ 空言に して 實 なし。 

ら tes 其の 敎法 高遠に して 自ら 謂へ らく 神 を 窮め 化 を 知る と。 而れ ども 物 を 開き 務を 成す に 

足らず。 是れ釋 氏の 所謂 道 は！ K 下國 家の 用に 非ず。 他れ 又 言 ふ 、「天下 國家は 皆， 幻 化ず 

爲の 法な り」 と。 其の 高遠 此の 如くに して 其の 歸旨 知るべからず 行 ふべ からざる なり。 

(一-一) 

せ そんに よらい  (ran 

2 一に SSS 且つ 怫氏 は禪に 至って 大いに 變 じて、 世 尊 如 來の敎 を 用 ひずして、 盡く祖 を 以て 宗と 

f 『 ) #~ お 

爲し、 錄を 以て 舉と爲 し， 怫を 篤り 祖を 篤る を活 地と 爲す。 尤も 長るべき の甚 しき も 

のにして、 取り 用 ふる 所な し。 

師曰 はく、 老. 莊. 釋 氏の 書、 其の 比喩 問答 利口 辯聰 にして、 聽 法の 人 をして 以て 

感興せ しめ、 其の 論說 尤も 可なる もの あり。 然れ ども 其の 宗 とする 所 大いに, 4 戾 じて， 

なん  なじ 

天地人 物の 當然に 違 ふ。 古人 經錄を 難 じ 其の 言 句 を 詰る。 是れ聖 敎の實 を 知らざる な 

り。 故に 世 儒 大槪 三敎を 以て 一 致と 爲し、 其の 敎 差異 ありと 爲 すなり。 


師曰 はく 異端の 敎は 其の 極 人情 を墙 むる と 直情 Si 行との 兩 端に 在るな り。 人 靑,^ 

矯 むる は 禪佛 の敎 なり。 直情 徑行は 老莊の 行に して、 其の 敎 互に 相 用ひ來 る。 所謂 人 

情 を！！ むる と は、 人 をして 死灰 稿 木の 如くなら しめ、 自然の 倫 を 絶ち 天性の 知 を 失 ふ 

たり。 直情 行と は、 放逸 流蕩 して！ K 年 を 終 へんと 欲するな り。 其の 極 i ながら 共に 

身 を 利す るに 在り。 豈 至大 至 公の 謂な らん や。 聖人の 敎は只 だ 日用 事物の 間に 在りて- 

其の 造作して 力 を 用 ふること を容 さず、 天地 自然の 誠に 因って、 以て 人生 已 むこと 能 

はざる の 當然を 立て、 其の 過不及 を 節し、 格物致知して 以て 明德を 天下に 明かに する 

なり。 故に 伏羲 • 祌 農. 黄 帝. 堯. 舜. 禹 •  „f  . 文. 武. 周. 孔の 聖人 は 更に 別法の 

設 なく， 又 多言の i はしき なし。 是れ 天地人 物の 自然 を 察して、 過不及の 中 を 立て、 天 

下の 人民 をして 之れ を 行 ひ 之れ を 言 ひて、 千 萬 世 も 易 ふべ からざる の 道な り。 聖人 君 

師と爲 り、 人 を 治め 家を齊 へ、 日用 募 倫の 常にして、 ^に唱 ふべ く擧 ぐべき の 言な く- 

叉髮を り 衣を染 むる の體 なし。 聖人 未だ 嘗て 高遠の 言ぶべく 放蕩の 好むべき を 知ら 

ずん ば あらざる も、 皆 過不及の 間に 落 在して、 夷狄 禽獸の 忠孝 を 知らず、 父 を. i し 君 

を 無 十る に 異ならざる を 患へ、 且つ 天下の 人民 竟に盡 く 行 ふ を 得べ から ざらん こと を 

聖： t 一  致 知  九 一一 一 


4»«l ほ 卜.：，、 袞 


(二) 草 鬼と 


(マー) si 

iS す 
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知な。 故に 性に 率 ふ を 道と 謂 ひ、 道を修 する を 敎と謂 ひ、 以て 屮國の 皇極を 立て、 法 

を 犬 下 萬々 世に 示す たり。 

異端 を攻闘 十る を 論ず 

師曰 はく、 夫子の 曰 はく、 「異端 を攻 むる は 斯れ害 あるの み」 と。 愚 謂へ らく、 攻は 

擊 なり- 伐な り。 一一 一一； I ふこ ころ は 異端 を攻擊 せんと 欲 十る 者 は、 力 を 以て 彼れ を 服する 

なり。 力 を 以て 爭ふ者 は 其の 書 を 火き 其の 居を廬 にす るな り。 力 を 以て 人 を 服す る は 

乃ち 心服に 非ず、 ヵ瞻ら ざれば なり。 異端の 盛なる は 聖教の 世に 微 なれば なり。 物 能 

く兩 ながら 大 なること なし。 小人 盛なる 時 は 君子 隱れ、 君子盛なる時は小人^^く。 陽 

六 分 なれば 陰 四 分， 陰 六 分 なれば 陽 四 分なる、 是れ 自然の 勢な り。 聖人の 敎ぼ i5 に 4- 

ち 人民 以て 化せば- 異端の 敎 入るべき 所な し。 是れ德 を 以て 人 を 服 十れば なり。 德を. 

以て 人 を 服す る 者 は、 中心 悅んで 誠に 服す。 故に 聖敎 厚く 化すれば 異端 退いて， 其の 

書 自ら 滅し 其の 居 自ら 廬 たり。 凡そ 人の 異端に 入り、 其の 異端 を說く は、 彼れ 一 兀と聖 

ニー 一) 

敎を 知らず、 實に 之れ を 信用 すれば なり。 士大 夫の 異端に 入る も亦然 り。 そ 之れ を 

罪し 之れ を^ めん や。 今 俄然と して 之れ を 攻撃し 其の 居 を壞り 其の 書 を * 火 かば、 ぎの 


ふんど  あらそ  な 

私心 生じ 忿怒 至り、 朋黨角 ひ 立ち >  下民 害 を 作さん。 是れ 自然の 勢 を 用 ひざれば なり 9 

• .  ひら  しきり  くら 

異端の 說を關 いて 人 をして 邪路 に陷溺 せしめざる は、 聖人の 心なり。 切に 長短 を 較べ 

あ ひ はい あ ひそし 

勝負 を 好み、 相 排し相 毀る は 忿怒 爭 論の 謂に して， 聖人の 心に 非ざる なり。 辯 を 好む 

者 は黑を 以て 白と 爲し、 是を 以て 非と 爲 す- 是れ堅 白 同異の 辨 なり。 猶ほ衆 口金 を 難 

Si はき is す こと あるが ごとし。 何 ぞ辯論 を 以てせん や。 異端 は 必ず 攻撃すべからず、 只 だ內を 

^かすの Ms 

省み 格 致し 來る のみ。 若し 然ら ざれば 便ち 斯れ害 あるの みと。 聖人の 異端に 於け る、 

(fo  九 1 ii、Qg 木 s-rf て つべき なり。 先に 張 無^^しく 此の 說ぁ r りて 

前 出 八 八-... *a  TCKO  、さ fe.ylA!'  fc^,  V  s  ^  /  i  w ならす- 今以て 之れ を詳 にす。 

師曰 はく. 本朝の 人物 殆ど 中華に 幾し。 其の 風俗 淳朴に して 尙ほ 聖人の 化 あり。 然 

れ ども 學 校の 設絕 え， 小 學大學 の敎行 はれず、 怫敎 虚に乘 じて 入り、 其の 因循 涵養 世 

を累 ぬ。 故に 閬 巷の 小 民 匹夫匹婦 も 亦 佛の責 ぶべ きこと を 知りて 以て 歸依 仰禮 して > 

軀命 を捐て 財產を 抛ち、 君 父の 命に 背き 後世の 福を爲 す。 是れ 人々 敎に 入る の 知 あり、 

厚く 歸十 るの 志 あれ ども * 而も 聖教の 14^ しき を 知らざる 者に して、 人民の 過に 非ず、 

敎化 足らず 聖寧 興ら ざれば なり。 敎化 足らず 聖舉 興らざる もの は、 人君 長宰の 過に 非 

ず， 學者道 を 知らず、 儒師 明なら ずして. 只 だ 記誦 詞章 博識 多 聞 を 以て 本と 爲し. 寘 

一  教知  九 五 
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てら  もら  ( f 一  ハ 

舉を 務めず して 知 を 街 ひて 口 を 糊 ひ、 舌钟 して 身 を 利 十れば なり。 池れ をして 事物に 

にに の ら 充てし むる とき は猶ほ 白地の 庸人に も 劣る。 故に 士大夫 は 彼れ を 以て 俳優 雜戯に 充て 

て、 搖 舌の 徒と 爲十。 s£s_sr に 1^ お ほ。 彼れ に 問 ふに 文字 を 以てして、 敎を受 

け 理を窮 むる に 到って は老. 佛に 入る。 其の 蔽塞 千載に 向たり。 今 其の 俗を變 ぜんと， 

欲すと 雖も、 其の 勢 急に 促すべからず。 若し 攻擊 カ戰 せば 便ち 災害 忽ちに. 4^- らん か。 

師曰 はく、 轡の韓 退 之に 原 道 及び 佛骨を 論ずる の 表 あり、 宋の歐 陽 永叔に 本論 上下 

ザ-! 筒 あり， 各- 佛を 非る。 先 儒の 曰 ゆく、 「退 之が 佛を 非る は、 是れ 吾が 道 は來歷 ある も 

<1« 文に 出づ ふ と 

s^. 浮； t は來歷 なき こと を 論ず、 邪 正を辨 ずるに 過ぎざる のみ。 . ^場 子 は 乃ち 謂 ふ、 『其の 

やお はも， り {f 

•y.-WJ^? 本 を 修めて 以て 之れ に 勝たん、 吾が 道旣に 勝つ とき は 浮 屠 自ら 息む』 と。 此の 意 之 

一 « 士 とい. r 

新 s». 新 M より 髙 きこと 百倍な り」 と。 愚 謂へ らく、 退 之 • lii? 陽 氏が 辦 ずる：. ^各-' 其の 理 あり。 

代史 の 史*- 

然れ ども 他れ 皆 聖人の 道に 通ぜ ず、 見聞す る 所 を 以て 聖人 を責び 異端 を 非る、 故に 未 

だ 全く 具 はらざる こと あり。 凡そ 聖々 相續 いで 政 を 下に 施 十と 雖も， 悉く 皆 君子た 

f" 本 は 

H^,^^ るべ からざる は、 是れ 自然の 勢な り。 只 だ 人 を 治め 民に 長た るの 君宰 は， 異端の 诒道 

IS のみ 康 * 八  ： J  ,  ftvfe 

文に I? に s なく 怫禪の 人情 を 1^  くこと を 知りて、 身を聖 に 修め、 人 を 聖敎に 治めて. ？ 


修 5 
の 

排前 
辨出 


事物の 間 條理紊 れず先 後戾ら ず， 寧 校の 設詳に 行 はれ、 民間の 禮節 尤も 正しくして、 

涵養 積 累し、 人々 道の 須 S< も 離るべからざる こと を 知って、 而 して 後に 異端の 說、 ^ij- 

佛 の敎、 自然に 閉息 せん。 其の 間奇を 好み 怪を嗜 むの 徒、 異端 を 好む こと ありと 雖も、 

竟に 大人 君子に 及ぶべからず。 此の 如く 民人 久しく 化し 風俗 大いに 同じう して、 而る 

後に 法 を 立て 刑 を 設けて， 其の 隱 るる 所の 異端 を 攻め、 小人の 私する 所を糾 さば、 夭 

下の 大も 亦了擧 して 齊ふ べきな り。 學校を 設け 教化 を 敷く の說は ti の 要な り。 然れ 

ども 之れ を設 くるに 時 を 以てせず、 之れ を詳 にす るに 人情 を 以てせず、 之れ を 置く に 

其の 處を 以てせず、 其の 教法 用 を盡さ ざれば、 民人 勞 役して 公家の 費大 なり。 是れ 異端 

を攻擊 すれば 災害 大に 至るな り。 聖人の 敎は 格物致知 を 出で ず。 格物致知 を詳 にせ ざ 

れば、 其の 言 其の 形相 同じと 雖も、 其の 本 大いに 乖展 して 遂に 行 はるべからざる なり。 

師曰 はく、 聖教と 異端、 聖擧と 俗 辜の 差別 は 唯 だ義と 利との 間に 在り。 能く 義利を 

いづく  二  0  さし」 

辨 ずると き は 人 焉んぞ 異端 俗擧 に陷溺 せんや。 君子 は 義に喩 く 小人 は 利に 喻し、 故に 

聖擧 日に 微 にして 異端 日に 盛に して、 其の 利す る 所 或は 一 ならず。 然れ ども 其の 利 心 

じ やうぶ つ 

は 乃ち 一 なり。 聖人の 敎は 唯だ義 のみ。 義是れ 正しき とき は 身 を 殺して 顧みず。 成佛 

S 學ー 致 知  ん七 
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を 期し 天 年 を 終 べんと 欲する が 若き は、 皆 利に^き なり。 犬 下の 人， 道微 にして 敎：. M 

き と き は 利 心 甚だ 深し。 故 に 富贵を 得る 者 は 其 の 長久 に し て尙ほ 最上 の 樂ぁ らんこと 

ごんぐ  St わう 

を 欲し， 淨 土を欣 求し， 貧賤 を 苦しむ 者 は 因果の 感ずる 所 を 歎じて. 寧ろ 後生の 富貴 

ならん こと を 欲す。 是れ 其の 本と する 所 利に 喩 ければ なり C  や 神 を 養 ひて 長生し * 

放逸 流^す るの 一路 は、 辨ぜ ずして 淺露 なり。 

九 カ行 を 論ず 克. um^ 

師曰 はく、 今日の 舉 者の 通 病 は、 只 だ 實を務 むる の 一事に 歩 を 進む る こと 能 はず、 

つと 

急に 効験 を责 む、 故に 其の 志 必ず 倦みて 怠るな り。 夫れ 辜び 知って 行 はず、 行うて 力 

めざれば、 利口 術数の 徒な り。 格物致知 は 知な り、 誠意 正 心 は 行なり。 修身 は 知行 相 

^^^.^^^^^ 得て 全きな り。 夫子の 學 んで賊 はざる もの は 知な り、 敎 へて 倦まざる もの は 行なり。 

rvs^  聖人の 寧 は 皆 實を務 むる に 在り。 實は是 れ淺近 底に して、 曰 用 物に 接 はり * に處 する 

fe. お t 乂不 な も 

い *,JH:? 於 の 間 做し 將ち 去るな り。 只 だ 知の 高 a を 以て 十れば 實 地の tf むべき なく  * 克に 異端の 

に陷 るな り。 


師曰 はく、 夫子 曰 ふ、 「舉を 好む は 知に 近く、 カ行 は 仁に 近く、 恥 を 知る は 勇に 近し。 

斯の 三者 を 知る とき は 身を修 むる. 所以 を 知る、 身を修 むる 所以 を 知る とき は 人 を 治む 

る 所以 を 知る、 人 を 治む る 所以 を 知る とき は 天下 國家を 治む る 所以 を 知るな り」 と。 

3^ 謂へ らく、 學を 好む にあら ざれば 事物に 通ぜ ず、 事物に 通ぜ ざれば 其の 知 至る ベ か 

らず。 知 至って 而 して 後に 其の 誠 正 全し。 誠 正 全き は是れ 仁な り。 恥 を 知る と は 過 を 

改 むるな り。 過を改 むる と は 日に 省察して 其の 過不及 を 正 十 こと、 是れ 勇な り。 此の 

三つの 者 成りて 而 して 後に 身 修まる と 謂 ふべ し。 

師曰 はく、 カ行 は 己れ に克 つて 禮に復 るに 在り。 己れ に克 つて 禮に復 る は 仁な り。 

己れ に克 つて 禮に復 るの 明 は、 是れ格 致の 功に 在り。 格致詳 なら ざれば 其の 克己す る 

所 其の 復禮 する 所 未だ 知る ベ からざる なり。 知ら ざれば カ行 皆 曲徑に 入って 聖人の 大 

路を 得ず、 勞 して 功な し。 

一 0 省察 を 論ず 改過 

師曰 はく * 舉者 省察の 戒 なければ 知 或は 蔡し行 或は 蕩す。 凡そ 新に 事を設 くる、 其 

a* 一  教知  九九 


< 一) 孔 チ の 

第 £竞 に 

中： づ 

へ 二) 朱 子 SS 

十、： に 出 

づ 


< 二) 韋は * 

皮 3ち なめし 

が は、 な. 9、 

は： T 弦に て 

Jf.- な h -、 それ 

も れ に. 0 分 の 

反對の も 

のな fw びて 性 

や g むるな h- 

、？ ：、  at*- ナ 

17 にこの 


. ^鹿 語類 卷 第一： 一十三  一 〇〇 

の 初 は 弊な きが 如し。 接累 久遠の 後 は 必ず 時と 違 ひ 人と 房り て、 其の 地に 相應 せず。 

是れ 省察の 戒を闕 けばな り。 犬 地 數-變 じ 人物 一なら ず、 一人 も 亦 老少の 時 あり、 高 

卑 0 位 あり、 喜 怒の 情 あり。 況ゃ 物に 接 はり 事に 處す るの 間、 千差离 變ー舉 すべから 

ず。 詳に 省み 審に 察して 其の 過 を 改め、 拾 遣 補 闕し來 る * 是れ 省察の 功な り。 

師曰 はく、 せ 子 日に 三た び 省みる、 是れ戒 愼恐灌 して 敬 常に；：^ するな り。 朱 子の 曰 

はく、 「寧 者の 工夫 只 だ 喚 醒§ 上に 在り。 所謂 存、 所謂 牧、 只 だ是れ 喚^な り」 と。 愚 

謂へ らく、 喚 醜 は 只 だ 存收に 在り、 旣に 省察と 曰 ふとき は 則ち 力 あり。 

師曰 はく、 敬 は 惟れ 恭敬 底、 省察 は 惟れ 過 を 改めて 以て カ行す る 底な り。 敬 も 亦 省 

ん  §  ゐ 

察 を 以て 其の 所 を 得るな り。 古人 韋 弦の 戒 ある は .ssliK やて sill^iwssr 楚是れ 

敬を存 するな り。 之 れを 佩ぶ と雖も 常に 省察せ ざれば 乃ち 空 物な り。 省察の 功 尤も 大 

たり。 

師曰 はく、 人の 言行 未だ 嘗て 皆惡 たるべからず、 只 だ 輕卒躁 動して 其の 詳 なる を 致 

さず、 ！^過するのみ。 是れ 省察せ ざるの 差な り。 故に 過を改 むる の 益 は 全く 省察の ェ 

夫に 在り C  、 


師曰 はく- 人 其の 得る 所 あれば 情 溢れて 伐矜に 至る。 人 及ばざる 所 あれば 詳 なら 

あや まち 

ずして 其の 失 足らざる に 至る。 皆是れ 過 なり。 過 は 聖人と 雖 もな きこと 能 はず。 其 

あやまち  あやまち 

の 過た る こと を 知りて 速に 改 むれば 長ず る ことな からん。 其の 過た る こと を 知る は是 

0-^0 れ 省察な り。 論語に 曰 はく、 「過ちて 改めざる 是れを 過と 謂 ふ」 と。 子 貢が 曰 はく、 「君 

弟+  子の 過 は 日月の 食の 如し、 過てる や 人 皆 之れ を 見る、 更 むる や 人 皆 之れ を 仰ぐ 一 と。 

(ヒ) isr  (<)  f を 

1,55 第 M』 章 孟子の 曰 はく、 「古の 君子 は 過てば 則ち 之れ を改 む」 と。 易に 曰 はく、 「風 雷 は 益な り- 

下 九 蒙  うつ 

rif 盆 J の 君子 以て 善 を 見て は 遷り過 あれば 改む」 と。 

る  て. つ  ，- こ 

師曰 はく、 朝に 諫宫 あり て 以て 其の 遺る 所闕 くる 所 を 省察 十。 監察 . 觀察 . 按察 • 

巡察の 官は、 皆 以て 其の 過 ある を 省察す るな り。 人の 言行 は 其の 及ぶ 所 其の 爲す 所悉 

く 省察して 其の 過を改 むる とき は、 念 慮の 邪、 知 思の 藝 * 行の 辟す る 所、 日に 新に し 

しばら 

て 舊染の 汚れな し。 省察の 功少 くも 闕 くべ からざる なり。 


Oli 學 一 数お  一 〇 一 


J5 ら自 にも 游篇さ 九 2 
S す 身 し f きが 第^章; r 

の てれ 子し ra 
同 言' る 子 章 同 同 
窻 に 子 首の' 陽 前 
問 ぁ游 K 言子货 


山 鹿 語類 卷 第三 十四 

聖學ニ 致 知  - 

爲 學 

t.-  き は 

一 I 人 寧を爲 むる 所以 を 致む 

師曰 はく、  al- は 何の 爲 にか 興る。 人た るの 道を學 ぶな り。 敎は 何の 爲 にか 設 くる。 人 • 

こ  二) 

(一) 譲 里 たるの 道を敎 ふるな り。 故に 聖賢 各-' 道 を m£ を 以て 焉れ を稱 す。 SSi リず. i15 〈子 

難 5、 は れ 一紘 Si" 肽 5。 夫子 曰 はく、 「古の 學者は 己れ が爲 にす るな り」 と。 愚竊に 謂へ 

らく、 人々 氣を平 かにし 盧を靜 めて 須 らく 以て 自ら 省みるべし。 入りて は 父兄に 事 r 

夫婦 別 あり 子孫 を 慈しみ、 出で て £9 師に 事へ 朋友に 接し 奴 僕 を 御 十る、 一日 も 未だ 

嘗て 此の 用な くんば あらず。 飮 食の 節、 衣服の 制、 動靜 周旋の ST 何れの 處か 我れ 其 

鴆第廿 五 章 の 道 を 得る や、 唯 だ 情欲に 從ひ 見聞 を 習 ふの み。 人 皆 曰 はく 吾れ 知ら さるな りと。 -^. . 

聖學ニ 教知  一 〇 三  ， 


山 鹿 語類 卷第 三十 四  一 〇 四 

一 ： 

ョ * ま：： し 或は 己れ を 知り 一 官を得 一 職 を 掌る とも， 亦 其の 事 正しから ず 其の 判屮ら ざれば 素 

して? TO をめ す 

むこ i  後な り。 我れ 何 を 以て 之れ に處 せんや。 自ら 省みる こと 此の 如く、 能く 我れ の 人に 及 

ばず 古に 如かざる 底 を 知り、 詳に 窮め 體し 来り、 而 して 後に 舉志 初めて^ 厚な り。 是. 

れ學の 己れ が爲に 十る 所以たり。 

(-:) 震  師曰 はく、 生 質の 美、 知， 識の敏 なる も、 亦學ば ざれば 道 を 知らず。 道 を 知らざる とき 

(：-) は 生 質の 美敏 尤も 弊を爲 す。 「玉琢 かざれば 器と 成らず、 人^ば ざれば 道 を 知らず ：一 

Rils? 八！！ *、  「一 5  ： 

SI">i ハ蔽 と は是れ なり。 夫子 曰 はく、 「仁 を 好みて 學を 好ま ざれば 其の 蔽ゃ 殿な り。 知 を 好みて 

(£」 人 を J»  た. つ  一お」 

* す  學を 好ま ざれば 其の 蔽ゃ蕩 なり。 信 を 好みて 舉を 好ま ざれば 其の 蔽ゃ贼 なり。 直 を 好- 

(五； に  (w> 

れ JiS けけ 顧 みて 畢を 好ま ざれば 其の 蔽ゃ 絞な り。 勇 を 好みて 學を 好ま ざれば 其の 蔽ゃ亂 なり。 5. 

s.i. を 好みて 擧を 好ま ざれば 其の 蔽ゃ 狂な り」 と。 叉 曰 はく 、「(生れながら にして 之れ を 知 

W し W しみて  くる 

i ソー §^ャ1「1 る 者 は 上な り。 學んで 之れ を 知る 者 は 次な り。 困し みて 學 ばざる は 民 斯れを 下と 爲十」 

しみて 之. d を  (七) 

* ぶ は、 又 其 と。 孟子の 曰 はく、 「人の 道 ある や、 飽食 嫒衣逸 して 敎 なければ 离 sf" に 近し」 と。 apf 

{^ 欠な り」  (八) 、 

に. れ舉ば ざれば 道 を 知らず して 大段 必ず 違へば なり。 古今 忠孝 愿懲を 作して 非 義を爲 さ 

(に パ」 一」 め ざるの 士、 及び 勇 以て 敵 を ぎ 知 以て 術 を 巧に する の 徒 世. ii 乏しから ず。 隱士 逸人 名 


九〕 了 は 添 

二  CO  SS? 

公冶 長 SI  ?s 十 

EI 章に、 敏 ffi 

下 間 一と 出づ 

(二)  -^. 

* 質に 作る 


節 雄 知の 當 世に 聞え ある 者 亦 多し。 其の 始終 大段 を考 ふるに、 聖人の 道に 於て ぼ镟 

毫の 爾 相似るな し。 是れ唯 だ 生 質の 美 敏に隨 つて、 學 ばざる の 弊な り。 朱 子 曰 はく、 

「質敏 なる も 寧ば ざれば 乃ち 大いに 不敏な り。 聖人の 資 あらば 必ず 學を 好み 必ず 下問 

す。 若し 自家の 杜撰に 就いて 更に 舉 ばず 更に 問 はずん ば、 便ち 巳に 是れ凡 下 なり。 

聖人の 聖 たる 所以 や、 只 だ 是れ學 を 好みて 下問す」 と。 謂 ひ 下して 可な り。 

師曰 はく、 氣 質を變 化して 後に 實舉と 謂 ふべ し。 人々 必ず 生 資に隨 つて 過不及 あり. 

舉を 以て 師を 立て 自ら 省みて 益 を 請 ひ、 己れ が 內外を 責め、 惡 を！！ め 善を爲 し、 情 を 

矯め 勤を爲 すと き は、 方に 是れ 功を爲 す。 其の 久しう する や 終に 勉め ずして 中る に 至 

る、 是れ 舉んで 乃ち 能く 粲質 を變 化する のみ。 其の 質の 偏 塞 甚だ 極まれる に 及んで は. 

移る ベ からず と雖 も、 其の 學に 於て 少しく 補 ふこと なからん や。 


二  >-) 股の 

高宗の 

(二 5 害經 

說 命の 下に 出 

づ 


一二 學の解 

師曰 はく， 字書に 曰 ふ、 「敎を 受け 業を傳 ふる を 寧と 曰 ふ」 と。 叉 「音 效と斅 と 同じ. 

. ？ 1、 -■  v-y  ■ ふ.；^ つ  (ニ1ー)  5 

斅も亦 舉敎 なり」。 it 說が曰 はく、 「古訓 を學 ぶと き は 乃ち 獲る こと あり」 と。 舉の 一 

聖學 一； 致 知  一つ 五 


f;)  一-: ss 

A.^H.  ^ち 

大 《 輕第 一 意 

に出づ 

0:) 

名 は iw、  0 

に 出づ 

(11;)  Isfw 

W レ ゆ， K. レ _« 

レ お- 不レ K レ！ a、 

不幸 g?<!g 死 «CJ 

t 出づ 

命 下に 出づ 

(五〕 用の！ K 

王 

(六) 》 末の 

資人、 後 S 鮮 

王と なる 

(七) s« 水 

も 治して 天の 

與 へし もの. t 

いひ 傳ふ telH 

の 大法な り。 

會 St に出づ 

(八. - ^謂に 

事) . s-i 


山 鹿 語频卷 第一 一一 十四  Ic 六 

字、 此れより 前 未だ 言 ひし 者 あらず。 說首 めて 以て 高宗に 吿げ、 萬 世の 下 *  ^者の 學 

を爲す 所以 遂に 開く。 其の 功大なる 哉。 夫子 大學の 道 を 謂 ひて 綱領 床 目を述 ぶ， 是は 

(ニー  にド 

舉の聖 解な り。 哀公 問 ふ 、「弟子 孰れ か學を 好む と爲十 か」 と。 夫子 額 子 を 以て 之れ に 

(承 4 好み)  あやまち ふ， -た 

答へ、 寧んで、 怒を遷 さず、 過を武 びせ ざる を 以てす。 是れ 各-聖人 3f を 以て 日用の 

工夫と 爲 すの 謂な り。 

師曰 はく、 學は 博く 通ず るに 在り。 故に 身 を 修め 人 を 治む るの 間 詳に問 ひ 紬に效 ひ 

て通ぜ ずと いふ ことなき、 是れ舉 なり。 古今に 亙り 興亡 治亂 得失の 時勢 を觀、 地形 風 

よそ ほひ み 

俗 方言 產 物の 粧 を覽. 人品 人情の 長短 を考 ふ、 是れ 博辠の 謂な り。 固陋に して 甚聞 * 

獨坐便 了して 事情 を曉る 所な き 底 は、 皆 事物に 通ぜず 多く 泥 著し 來る、 豈聖 人の^な 

らん や。 人、 道理の 源 頭を識 得せん と 欲 十る も 亦 益な し。 故に 傅 說高宗 に 吿げて 曰 は 

く、 「王 * 人 は 多 聞 を 求めて 時れ 惟れ 事 を 建つ。 古訓 を舉 ベば 乃ち 獲る こと あり。 事 古 

へ を師 とせず して、 以て 克く世 を 永う する は、 說の 聞く 攸に ず」 と。 是 れ^の 古昔 

<W>  き II (ひ.， - はん C 

に 互る 所以な り。 武王訪 ひて、 梵子洪 範を陳 ぶ >  身の 言行より 極めて 天人の 際に 至り， 

人事 を 以て 十る とき は 八 政 あり、 天の 時 を 以て 十る とき は 五紀 ありて- 備 はらず とい 


お ふ 所な し。 周 公 は 周禮に 於て 經國の 制度 遺失す る 所な し。 中 魔の 九經 も亦然 り。 凡そ 

JsliBJ 六 藝五禮 >  許 多の 周旋 升 降 文章 品 節の 繁き、 律曆 刑法！ K 文 地理の 說の 如き、 未だ 一 々 

(九) .A1  やま ふ 

行、 のぼ & にし の 徵件を 能くせ ずと 雖 も- 其の 大概 大要 は 方に 浹洽通 透 十。 是れ 乃ち 舉の 涉獵 なり。 

て ち 歲 •  あまね， 

,i"f.f. 子 曰 はく、 「我れ 生れながら にして 之れ を 知る 者に 非ず、 古 を 好み 敏 にして 以て 之れ を 

( 一 C) 修レ es へ .  (Is  はう さ. . 

？ぉ. 親レ甲 求む る 者な り」 と。 文 • 武 の 道 布いて 方 冊に 在り、 人に 在り。 賢者 は 其の 大 たる 者 を- 

. 識り、 不 賢者 は 其の 小なる 者を識 る。 夫子 焉ん ぞ學ば ざらん、 而 して 亦何ぞ 常の 師之 

き 遠 人 一 懐，，  ， 

諸 侯 『もい ふ れ あらん。 

なり、 す ベ て 

ー國 一の )耍" 師曰 はく、 學に 記誦 詞章の 說 ある も、 君子 は 以て M で」 爲 さず。 是れ 人の 爲 にす るの 

架 • 射 • 御 •  L  、  =5  きぶん  な 

S3. 救  學 小人の 儒な り。 攀 記に 曰 はく、 「記 問の 擧は 以て 人の 師と爲 るに ni- らず」 と は是れ 

ニニ)  .Hi 

0..^ なり。 聖人の 學は、 唯 だ 博 を 以て 之れ を 約に す。 而る 後に 日用 以て 論ずべき なり。 

ヽ客. きノ  •  ftp-* な  4.1 つ 

§  .  ^ffi 師曰 はく、 古の 聖人、 國を 建てて 人に 君た るに、 敎學を 以て 先と 爲十。 帝舜、 契に 命 

い^!  (き  ミ) t が  な  つりし (一九) 

じて 曰 はく、 「百姓 親しまず- 五品遞 はず、 汝司 徒と 作り、 敬んで 五敎を 敷きて 寬に在 

， 3  I ン  き  §)  つかさ - し 

y 子？.) 武 g の れ」。 變に 命じて 曰 はく、  r 汝に 命じて 樂を典 どらし め胄 子に 敎へ しめん」 と。 是れ學 

(一 五) ^記 €»| 名 二- パ) 古書 を 記誦して 翠 者の 問 を 待つ もの をい ふ (一七」 書 經舜 典に 出づ (一八) 父子 • 君臣 • 夫婦 • 兄？« . 朋友 をい 

ふ (一九) 五倫の 敎、 卽ち 親. 義. 別 .序. 信 をい ふ (二 〇) 書 典 (ニー) 天子 以下 大 夫までの 娘. ナを いふ-いづれ も 人の 上に ありて 1« 

抬も 施すべき 身分の 人 なり  . 

聖學ニ 致 知  一 〇 七 


7：  •) は *  4-     出 fj'  S な 
^)下敎太づ一 0る 

L  '-) へ 中 " f§ 

m を 常 as' つ 名' 
公 W 欲き 薄 wew 
ft せ備 伊に 《 
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ysMS は 五敎に 在り。 周禮に 「師氏 以て 國の子 .fif^ を敎 ふ」 と。 是れ又 記 問 を 以てせず して 入 

^•Irs の たるの 道 を 以てす。 後世に 至り 聖 寧の 說泯沒 し、 唯 だ 讀書博 文 を 以て^と 爲す。 故に 

こと 

養 或は 高年に して 識を 疎んじ、 或は 宫 職に 暇な きの 徒、 ^ばんこと を 欲する に先づ 文書 

を 以て 之れ に 示す。 他れ 未だ 寧ばず して 早く む。 是れ聖 寧の 世に 行 はれ ざれば なり * 

S)  仲 

« のおに あ. 9、 

；: i れ， J  二-一  古の 聖賢 各- 舉を 以てする こと を 論ず 

» は * 王の S  (一 ご  3 一)  iff 

に L て 左 相と  師曰 はく 司 徒の 職.、 典 樂の宫 は 有 1^ 氏の 設 くる 所な り。 王制に 小 大^の^、 

へきよう はんきう 

辟廳 . 频宮の 名 あり。 is 爾 gas ザ 凡そ 敎舉の 法制 名號 悉く 上古に 出づ。 是れ聖 王 上 

古と 雖も、 民人 未だ 嘗て 敎 へずん ば あらざる の 謂な り。 堯. 舜. 禹.？ お. 文. 武は皆 

生れながら 知る の聖 にして、 堯 -舜. 禹は傳 授の聖 a- 錄は |- の fli, れ あり- に 1) を 

勉 めしむ るの 辭 あり、 伊 尹 は咸有 一 德を 作りて 太 甲に 吿げ、 成 =1 の 勉を稱 し、 周 公 は 立 

が 胡-.: 土 や *、  (ス)  £ - 

^M^J 政 を 作りて 文 王の 勉を言 ふ。 洪 範は箕 子が 武 王に 吿 ぐると ころな り。 1^書 は 太 公が I 

ほ 阼に答 ふるところ なり ゆ 問 1。 孔子 曰 はく、 「舜問 を 好みて 邇 m を $-」 と。 

S  ト： 孟子 曰 はく、 「.^ の 伊 尹に 於け る ゃ焉れ に^びて 後に 之れ を臣 とす」 と。 5< の 己れ を 


sfi:!; する かと 

ふ。 尙父答 

へて ST あ. 9 

とい へりと。 

お 父 は 太 公の 

lit なり 

<  一 C) 中庸 

第 六 章 

〈三) 公孫 

a 下 SS 第二 章 

(二：〕 論語 

述 閒篇 首章 

(一三) 同 第 

一一- t-:l 

<- ： £  ) 同述 

十九 章、 

< 一 五) 同 公 

冶 l^JS 第二 十 

二 六. >  同衛 

HS- 公 S 第： 二十 

{ー  七) 同擧 

而篇& ： 章 

(！ 八) 同述 

而第 二 章 

.(ー 九) 乾：^ 

の 文- K 

< 二 〇) 易 

.K.„w の卦の 象 


め 人 を 治む るの 法の 若き は學に 待つ ことなき 能 はざる こと、 以て 效ふ べし。 信" じて 古 

0 三) 

を 好む 者 は 孔子の 自ら 許す 所な り。 學の 講ぜざる 者 は 孔子の 嘗て 憂 ふる 所な り。 叉 曰 

はく、 「我れ 生れながら にして 之れ を 知る 者に 非ず、 古 を 好み 敏 にして 以て 之れ を 求む 

nHl)  きう 

る 者な り」 と。 叉 曰 はく 、「十 窒の邑 必ず 忠信 丘が 如き 者 あらん も、 丘の 學を 好む に 如 

かざるな り」。 叉 曰 はく、 「吾れ 嘗て 終日 食 はず 終夜 寐 ねず 以て 思 ふも签 なし、 學 ぶに 

(一お  (5 

如かず」。 叉 曰 はく、 r 學んで 時に 習 ふ」。 叉 曰 はく、 「擧ん で 厭 はず」 と。 夫子の 學を論 

ずる こと 併せ 案ずべ し。 生 知の 聖と雖 も 未だ 擧に從 事せ ざる 者 あらず、 而 して 其の 舉 

あ ひ をし 

ぶ 所 書 篇を必 とせず。 書の 載す る 所を觀 るに >  數> 聖人の 心傳面 命と、 君臣の 間胥訓 

へ胥吿 ぐる 者と は 皆 是れ舉 なり。 

師曰 はく、 易に 曰 はく、 「君子 學んで 以て 之れ を聚 め、 問うて 以て 之れ を辨 へ、 宽以 

(15) 

て 之れ に 居り、 仁 以て 之れ を 行 ふ」 と。 叉 曰 はく、 「天、 山中に 在る は大畜 なり、 君子 

しる  やしな 

以て 多く 前言 往行 を識 して、 以て 其の 德を畜 ふ」 と。 大學の 傳に曰 はく、 「切す るが 如 

く 礎す るが 如しと は、 學を is! ふなり」 と。 中 魔に 曰 はく、 「博く 之れ を 寧び 審に 之れ を 

問 ひ 愼んで 之れ を 思 ひ 明かに 之れ を辨じ 篤く 之れ を 行 ひ、 舉 ばざる こと あらば 之れ を 

毫學 一： 致 知  1 〇 九 


ft^ ニニ 十 勺 

第；J十^^ 章！: 
十七 リ 

JKftii 中 
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(一一  ぶんが，、 よ 

»: 畢 びて 能くせ ざれば 措かず」 と。 又 曰 はく、  r 德性を 尊んで 問 寧に 道る」 と。 孟子 曰 は 

0^  く、 「博く 舉んで 詳に說 く」 と。 Eg 謂へ らく. 人の^ 蓄舉に 由って 大 なり。 に" i 蓄 

き せ ざれば 外に 施行す るな し。 故に 大凡 天地の 大、 古今の 變. 事物の 理も、 聖賢の 言行 

に 之れ 摸すべし。 博く 寧び 審に問 ひ、 然る 後に 己れ を 治め 人 を 治む るの 攀 以て 論ずべ 

fliSaJSS し。 朱 子 曰 はく、 「學は 必ず 知識より 入る」 と。 易に 多 識と曰 ひ， 大 に 知 を 致す と 曰 

れュ ふ。 此れ 舉を爲 すの 先務な り。 

一四 舉は志 を 立つ るに 在り 

師曰 はく， 寧の 成敗 は 唯 だ 其の 志 趣 を 立つ るに 在り。 夫子 七十に して 心の 欲する 所 

へ") |» に從 つて 矩を踰 えざる 者 は、 十 有 五に して 辜に 志しし に 在り。 其の 志 堅 厚なら ざれば 

伯 nss 十 11; 章  ；き  § ナ 

_u^tt^^^. 其の 舉固 からず、 孔孟の 人を敎 ふるや、 「死 を 守りて 道 を 善くす」 と 曰 ひ， 「生 を舍て 

% 愈し とい て義を 取る」 と 曰 ひ， 「身 を 殺して 仁 を 成す」 と 曰 ふ。 夫れ 死生 は 人の 大事な り。 道 

ふな h' 

義の 守るべき に 至りて は、 乃ち 生も戀 ふるに 足らず 死 も 顧みる に 足らず、 や 富貴 貧 

i^vaRsr 賤飮貪 色情の 志 を 害 十る こと あらん や。 子 曰 はく、 一  君子 は 道 を 謀つ て 貧 を 謀、 しず、 耕 


すゃ餒 其の 中に 在り、 寧ぶ ゃ祿 其の 中に 在り。 君子 道 を 憂へ て 貧 を 憂へ ず」 と。 愚 謂 

へらく、 人々 志す 所 は 唯 だ 富貴 壽 福の 間な り、 而 して 君子 も 之れ を惡 むに 非 ざれ ども. 

學に 因って 其の 求むべからざる こと を 知る。 故に 其の 志 之れ に 反 十。 其の 至る や 富貴 

壽 福の 大を 得と 雖も * 己れ を 治め 人 を 治む るの 道 を 得 ざれば， 玆に敝 ^を 見る が 如き 

やぶれ， I わらぐ-. 

なり。 是れ 其の 志の 立つ 所 相 差へば なり。 三千の 徒 孔子 を師 として、 身 六藝に 通ず る 

(fo 

瑁 もの 七十 子、 而も 夫子 顔 子を稱 して、 未だ 學を 好む 者 を 聞かず とい ふ を 以てす。 是れ 

ゼ?^  -  0 

0^0 孔門の 弟子 も 亦擧の 志の 立たざる なり。 學の志 を 立つ る こと 甚だ 大な るかた。 

力 裕も s-t と  を. L 

S ひしに、 孔  師曰 はく、  ^の 志 堅 厚に して、 而る 後に 其の 勤勉す る所已 まず、 古人 は 曰 を 愛み て 

：卞 答へ て、 只 

お S ひ 倦まず、 鶴 鳴いて 孜々 として 尺寸の 陰 を 競 ふに 至る、 是れ 志の 卓爾 たるな り。 後世の. 

ぶ だ ち 好む  き ふん 

f^^ri 學 者は讀 書記 問 終日 巳まざる も >  是れ唯 だ 人の 爲に する の^に して、 其の 志 趣す る听 

^^ノ、しなり  (九 J 

(九) 跖に同 尤も 差 謬せ り。 故に 志の 立つ 所 未だ 詳に 究め ずん ば あるべからず.。 其の M の 徒に 至る 

じく 首の 支 

き" 大 名 も 亦 志な り。 豈疎忽 にせん や。 

I 五 g 卞法 

學ニ 致 知  一 一 1 


山 鹿 語類 卷 第三 十四  一 一 二 

師曰 はく、 學には 必ず 法 あり。 小學. 大學は 小人. 大人の 舉ぶ 所の 次序な り。 夫子 

<こ S0 の 曰 はく、 「下^して 上達 十」。 又 曰 はく 、「中 人 以上に は 以て 上 を 謂 ふべき なり、 中 人 

一，：」 1^ 以下に は 以て 上 を 語ぐべからざる なり」 と。 是れ學 者の 級 階に 因って 其の 敎を設 くる 

なり。 大學は 綱領 條目を 以て 其の 德に 入る の 序 を 言 ふ。 皆 舉の法 あるな り。 法 は 唯 だ 

下 學と檫 的 を 立つ るとの み。 

！ I じ  師曰 はく、 聖人の 學は 日用 卑近の 間に 在り。 學者 卑近 を賊 はずして 愈 》-卑 く 愈. -近 

(£)  ：5_s 子  (一-一)  ベち 

は きとき は， 功夫 愈 >實 にして 其の 學 日に 新な り。 人道に 志して 寧に 厚き とき は、 入る 

a を i£ すと は として 畢 ならず とい ふこと なし。 小 は 小事の 學， 大學は 大事の 學 なり。 夫子の 所謂 

精む SiF おくし ，《 "一 

一" あ の- ^ 人り て は 父兄に 事へ 出で て は 公卿に 事 ふる、 是 れ下學 なり。 下 舉積累 して 其の 效 尤も 

(なべ1 i3 ヘム し。 是れ章 を 成して 達するな り。 ft 、の §MS 、さが "iss^。 今の 學者旣 に 志 あれば 乃ち 

は 化 〔お 5: 强 ひて 向上 を 謂 ふ。 古人 は 乃ち 步々 を遂 うて 工夫 を 做し 將ち 去る。 

^u^^^^ 師曰 はく、 人の 要 道 其の 急務 は 日用に 在り。 一身の 動靜， 一家の 齊、 诒國平 犬 下の 

iasKr^- 之 «T  ナベ  こ 

用. 都て 是れ學 なり。 孔子の 諸子 群居して 曰 を 終り 交 > 相切磁 する 底 悉く 這の 枭 面に 

I ^きさと 在り。 各 > 其の 志 を 言 ふ も 亦 之れ を 出で ず。 老者は 之れ を 安んじ、 朋友 は 之れ を 信じ 


A 七) 論語 J2 

問 第 十三 s* 

に 出づ、 X 前 

出 1 五 

下篇 首章 

一九) 論語 一 

OIJJ^S 十；：： 章 

のつ づき 

二  0)  *? 

約束 

ニー) 周敦 

0. 膝溪 先生り 

この 言 は 通 書 

に 出で、 近 思 

sss^ 類に も 

見 ゆ 

* の 下 r 士は 

.S を 希 ふ」 の 

； , リ脫 せり 

<  一 二) 前 出 


少者 をば 之れ を 懐けし めんと は、 是れ 夫子の 志な り。 文書に 於ても 亦 餘カを 以てす。 

其の 急務と する 所 を研窮 せず して、 遠く 索め 高く 驚 するとき は、 乃ち 聖人の 敎に合 は 

ざるな り。 

師曰 はく、 舉の 標準 は 聖人に 在り。 夫子 は 周 公 を 思 ひ、 孟子 は 言 必ず 堯舜 を稱 す。 

是れ 聖人 を 以て 標的と 爲 すなり。 攀の檫 準 ある は， 猶ほ 射を學 ぶに 的 を 立つ るが ごとし 〈 

今の 寧 者 或は 畫 して 進まず、 或は 寧ぶ 所 正しから ざる は. 是れ 其の 期す る 所 差 謬 あれ 

f 七) 

ばな り。 夫子の 成人 を 論ずる や、 臧武 仲の 知. 公 棹の 不欲. 卞莊 子が 勇.^ 求が 藝， 

(八) 

之れ を 文る に 禮樂を 以てす。 孟子 は 孔子 を稱 して 集めて 大成せ しものと 謂 ふ。 是れ人 

の極處 なり。 寧 は 之れ を 期せ ずん ば 其の 志 趣 必ず 差 ふ。 夫子 は 利 を 見て 義を思 ひ危を 

(一 0) 

見て 命 を 授け. 久耍 平生の 一ず を 忘れざる を 以て、 今の 成人と 爲十。 其の 標準 見るべし „ 

師曰 はく、 周 子 曰 ふ T 聖は天 を 希 ひ 賢 は 聖を希 ふ。 伊 尹 • 額 淵 は 大賢な り。 伊 尹 は 

むちうた  f} と 

其の 君堯舜 たらず、 一夫 も 其の 所 を 得ざる を 恥づる こと、 市に 撻 るるが 若し。 顔 淵 は 

怒を遷 さず、 過 を びせ ず、 三月 仁に 違 はず。 伊 尹の 志せし 所 を 志し， 顔 子の 學 びし 


所 を 寧ぶ とき は、 過 ぐれば 聖 とな， 

聖學ニ 致 知 


及ばざる も 亦 令名 を 失 はず」 と。 裎子曰 は. 


一一！ 


<1) 一： 化？ 

!B お •： に 「* 

iE- ナー」 と ぁリ， 

< 二) 論 Si 雍 

^sf お 九 意、 

ran たる^!? 

キ、 一 « の 食 

一 B の舦， 陋 

# に 在. 0, 人 

は 其 に Sf 

へす、 15キ 其 

S なる ss^ キ」 

な 後 の人考 

究 t て、 却つ 

て叛： は St  に 

おりし もい へ 

ん十 五に 

出， つ 、 近 

»- 先 e:B、 人 

之 は 15? ほ.. 先 

*?16SR 一」 i 

ある や * 子 解 

■ せるな り 
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「人の 寧 は當に 大人 を 以て 檩 準と 爲 すべし。 然して 上面 更に 化する こと 有る のみ。 人 

當に顔 子の 學を舉 ぶべ し」 と。 愚 謂へ らく、 周 子の 所謂 希 ふ は 標準 を晞 望す るな り。 

^者の 希望す る 所 は 唯 だ 聖人に 在り、 其の 證 する 所 は！ K に 在り。 ^者の 檫準 何ぞ伊 

， . 麵子を 以てせん や。. 周 子が 聖賢の 士に 因って 希望 を 定めし は 甚だ 然ら ず。 學は唯 

だ 聖人 を 以てすれば 其の 志す 所 違 はず、 竟に 聖學の 徒と なる。 其の 志す 所 下れば^ 必 

ず畫 りて 通ぜ ず。 周.. 程 各-額 子 を 以て 檫 的と 爲す。 額 子の 學は 夫子 唯 だ 其の 言行 を 

稱 して、 詳 なる 所 知るべからず。 其の 氣象を 執りて 以て 學の 的と 爲 し- 竟に額 子の 樂 

を 工夫し 洒淸 潔白の 地に 落 在す、 豈是れ 聖人の 舉 ならん や。 

、一 |ご  ！ 巧ー  あてて 

師曰 はく、 古人 標準 を 立つ る こと を 「おむ。 朱 子 曰 はく、 「『必ず 事 有らん に、 正す る 

こと 勿れ』 の 謂の 如し， 而今 是れ 聖人 を 學ぶを 要すと 道 ふと 雖も， 亦 且つ 下 頭より 做 

し將ち 去れ。 若し 日々 恁地 に 比較す る こと 也た 得ず、 則ち 是れ舜 何人 ぞゃ予 何人 ぞ 

やと 曰 ふと 雖 も. 若し 只管 將ち來 つて 比較し、 工夫 を 做し 去ら ずん ば、 又 何の 益 か あ 

らん」 と。 愚 謂へ らく、 舉者 聖人 を 以て 檫 準と 爲す は、 日用 舉 習の 工夫 悉く 聖人の 敎 

を 以て 比較し 來 るの 謂な り。 我れ 今 性 心 を 言 ふに 甘ん ずれば， 乃ち 古聖 も 此れ や 以て 


へ 五) ；？ ，1 語 先 

進？！ 第 •： 十五 

章， 孔 ffisi 

門人との 問答 

の 中に て、 各 

«5 として 論ぜ 

るに 

のみ rs 春に 

は眷服 K に 成 

b. 冠せ 五六 

人、 童子 六 七 

人、 ！ W に 浴し 

舞 a". に 風 ）>, 

:;K じて 竊 らん」 

i 股 俗の こと 

をい へ る も 指 

す 

(六) 近思錄 

知 頹に、 義 

fs- 去 見 T 以 

A 一一 新 窓 li 出 

-っ 


敎學 する やと 考へ、 我れ 今 落 淸淨を 欲すれば、 乃ち 古聖 も 此れ を 以て 工夫せ る やと 

致 ふ、 是れ舉 者の 檩準 なり。 聖人 を 以て 檫 準と 爲 さば、 舉 更に 遠大 を 求めず、 下頭枬 

より 做し 將ち 去る。 而 して 其の 期す る 所 至 公 至大な り。 聖人に 至ら ずん ば 乃ち 亞聖大 

賢と 雖も 必ず 集大成せ ず、 其の 一方 を 得て 自得 安頓 す。 是れ 未だ 氣質を 鍵ず る こと 能 

はざる なり。 後輋 聖人 を 以て 標準と 爲す、 多く は 唯 だ 遠大 を 期し、 口に 舜 何人 ぞゃ予 

何 人ぞ やと 曰 ふ も， 亦膽大 にして 人 を 侮る の 言に して、 檩 的の 謂に 非ず。 故に 學 者の 

はなに たが ひ  (五) 

希 ふ 所 太 だ 差 あり、 或は 顔 子の 樂を 以て 高話と 爲し、 或は 曾 點の氣 象 を 以て 極 處と爲 

す。 其の 學ぶ所 悉く 意兒に 落つ。 是れ 聖學の 日に 衰 ふる 所以な り。 

一六 學問 

師曰 はく、 學は 必ず 問 ふに 在り、 問 は 必ず 審な るに 在り。 問 は ざれば 新なら ず、 只 

だ 意見に 從ひ來 る。 人に 先覺 あり、 知に 聰明 あり、 義理に 疑 あれば 議論 細 評して、 其 

の 舊見を 濯って 以て 新 意 を 来す。 」 日 人と 論 著 すれば 一 曰の • 間 意思 是れ 新な り。 須ら 

く 日々 此の 如くして 講習 討論 するとき は 擧に益 あるべ し。 其の 問 ふこと 或は 事物に 或 

學ニ 致 知  一一 五 
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《一) i は 用 制に 人々 必ず 畏 ずる 所 あり。 况ゃ 義理 道徳の 公共、 利害 損益の 私欲， 詳に 盡し窮 

as: の ci  と： 

M 一一 一一 j おお め 致さ ざれば 乃ち 差 ふこと あり 。 故に 言語 • 容貌 . 視聽. 周旋. 飮貪 . 衣服 • 家宅 • 

人夫、 

孔小こ S んに 用具の 細啐 なる、 亦 少しも 私に 從 つて 放蕩すべからず。 其の 先覺に 聞き 能く 討論して 

,rc  * 秋の 而る 後に 之れ を 正す に 聖人の 道 を 以てすれば、 通ぜ ずと いふ ことなし。 

«W,H^  S65、 師臼 はく、 帝堯は 登庸す る 毎に、 仏ず 之れ を^ ふ。 虞 舜は問 を 好み 邇言 を-おし * 成 =t 

ヤ， -1 お、 S 公  ニー  -  fs.)  (ran , い s) ， 

は^,^,、 は 伊 尹に 問 ひ、 文 王は呂 望に 問 ふ。 孔子の 聖も亦 老^  • 萇弘 *郯 子-お 牟 はに へり。 

ぶ、 ハ. 昭へ ，1  「六) 

十七；. ^^秋€條 聖人 常の 師な きも 亦 事々 詳に問 ふの 謂な り。 中 魔に 曰 はく 、「博 學¥ 問、 德性を 尊び 問 

に 出， つ  よ  i  (八) 

(五」 ^に 道る」 と。 論語に 曰 はく、 「下問 を恥ぢ ず。 切に 問 ひ 近く ffls, ふ」 と。 辠 記に 曰 はく、 

巧 J  Ji^l 「善く 問 ふ 者 は 堅木 を攻 むる が 如し」 と。 仲 虺！_| を、 勉 めしめ て 曰 はく、 「問 を：^ むと き 

C 九 1  一  S たか ミ 

oi^-  m は 則ち いやに、 自ら 用 ふれば 則ち 小な り」 と。 是れ學 の審に 之れ を 問 ふに 在る 所以な り。 

： - 1  iwi . 一  十 

おおお 陋人 必ず 自ら 用 ふること を 好む、 是れ通 病たり。 故に 其の 質 被に して 用を爲 すに 足る 

t へ ^Ji わ も. 亦 固陋に して 寡聞， 其の 疑^ 尤も 多くして 用 ふるに 足らず。 皆 問 ふこと を 恥づる 

M«. 珠 3 は 

チ KISS 六 章 の 失な り 0 

ズ 二  8 記の 


s  ..was 

(一 〇) 0^ 

(一一) IS 前 


(一二) 前 出 

二三) 論語 

； S 淵； I も 孔子 

に 問 ひ、 克已 

も-^^さるるゃ、 

Is に その 克己 

の條 E も 問 へ 

り. その 時の 

孔子の 答が 卽 

ち fiF 名なる 四 

勿の 戒 なり 

(12:)  ！ 

陽 货ぬ第 十四 

(Is) 習に 

よりて 努力 を 

耍 せざる に 至 

るの， te  . 


一七 m ハぉ 

師曰 はく， 「舉ん で 時に； E ふ」 と は 夫子の 敎 なり。 「傳 へて 習 はざる か」 と は會子 

の 省な り。 ^んで 習 は ざれば 涵養 决 r^- 十る ことなくして  >  其の 學は只 だ 口耳の 間な り。 

習は傳 ふる 所の 業 を 服 行し 熟復 して 已 まず、 其の 內外學 ぶ 所を慣 熟して、 勉め ずして 

A た 

中る の 謂な り。 時と は 時として 間斷 なきの 謂な り。 學は 必ず 我が 知らす 行 はざる の 事 

を爲 むる ことなり。 故に 其の 志旣に 立つ も 亦 倦怠 ある を、 習熟して 而 して 後に 身體是 

れ 練り 耳目 禮に習 ふ。 是れ 時に 習 ふなり。 夫子^の 字の 上に 時の 字 を 以てす。 萬代學 

者の 規模に して 其の 思 太 だ 深長な り 。 

(一二-  i 

師曰 はく、 龜山. の 楊 氏 曰 はく， 「寧んで 習 は ざれば 徒學 なり」 と。 叉 曰 はく、 「顔 淵 

其の 目 を 請 ひ 問 ふは舉 なり。 『請 ふ 斯の語 を 事と せん』 と は 習な り」 と。 言 ひ 下して 

f  一  &  み 丄 r 

可な り。 夫子 曰 はく、 「道に 聽 いて 塗に 說くは 德を棄 つるな り」 と。 是れ習 はざる の 

戒 なり。 學は！ n を 以て 成る。 習 は ざれば 乃 ち^と 我れ と 間隔す。 舉は習 ひ 來るを 以て 

勉强 なきに 到るな り。 
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I 八 嵐" 思 

師曰 はく、  m いんで 思 は ざれば 其の 知詳 ならず。 思 は 其の 知 を 窮め 致 十の 謂な り。 所 

"にに 中 謂： K んで 之れ を 思 ふとい ひ、 近 思と いふ、 是れ なり。 夫子 曰 はく、 「學ん で 思 は ざれ 

5  ^  i  、  ，ら  、  ■  、  ，  f あや ふ  ニニ) 

-,^ は^ち 罔し， うて 學ば ざれ ぱ 則ち 殆し」 と。 叉 曰 はく、 「吾れ 嘗て 終日 食 はず 終夜 

SI に本づ く。  I 

I く * にや r 寢 ねず、 W て 思 ふ、 益な し、 ぶに 如かざる なり」 と。 是れ 思と 學と 相對 十るな り。 

大^の 格 物は是 れ^な り、 致 知 は是れ 思な り。 知 は 是れ舉 なり、 致 は是れ 思な り。 聖 

人 博 文 を 以て 十、 是れ舉 なり。 約禮を 以てす、 是れ 思な り。 寧んで 思 ひ 思 ひて きべば 

一 に」 ，、ら  よこし V 

*fsc お!!、 則ち 率 罔から ず、 思 ひ 邪なら ざるな り。 

^1  師曰 はく、 寧んで 思 は ざれば 其の 寧 根^な し。 故に 博識 廣聞も 亦 近 用の S なし。 且 

K4U てせば、 

U ぐ- il」 か ^ つ は 只 だ 多識を 事と 十れば、 以て 實 なきな り。 思うて 寧ば ざれば、 乃ち 其の 思 だ 

SS す 

狭陋 なり。 故に 徒らに 思慮 を 費して 執 用の 村な し。 且つ 思 ふこと 專ら なれば 意見に 入 

りて 以て 正しから ず。 

師曰 はく，  は 日々 に 省み 時々 に 省みるべし。 是れ 近く 思 ふの 謂な り。 後世 の^者 

；; 心 省察 を 以て 涵養 を 論ず、 是れ叉 思 ふなり。 ^は 其の 知 を i§ め盡さ ざれば 異端に^ 


溺 する を 知らず.、 是れ思 はざる の蔽 なり。 慎んで 思 ひ 近く 思へば >  學 の邪說 暴行 掩ん： 

ベ からず、 何の 罔き ことか 之れ あらん。 今 事の 爲 すべき ある は是れ 日用の 寧な り。 或 

は 事に 於て 思を詳 にし 或は 事な きの 時に 於て 手 を 下して 近く 思 ふ。 此の 如きと き は 乃 

ち擧 日に 新なる の 功 ありて、 事 ある も 事な きも 更に 間斷 なし。 只 だ 事 あるに 於て 手 を. 

下し 去って. 事な きの 時に 手 を 下さ ざれば、 乃ち 何に 緣 りて か 長 じ 進まん。 故に^と 

思と 相對 して- 造次. 顚沛 も此に 於て し、 孜々 として 以て 進まば、 知致の切ニ于學ーなる- 

こと尤も^^し。 

一九 學蔽 

師曰 はく- 世 久しく 聖 遠くして 異端の 說 日に 盛に、 民 を 誣ひ俗 を 欺き、 聖攀 終に M 

学。 舉 者の 蔽與 ひげて 言 ふべ からず。 初 寧の 間 は 速に 成る こと を 欲し- 急に 進む を 欲 

し. 功業 を 以て 意と 爲す。 是れ舉 者の 通 病な り。 朱 子 曰 はく- 「大抵 Mf- を爲す もの 聰 

明の 資 ありと 雖 も- 必ず 須 らく 遲 鈍の 工夫 を 做して- 始めて 得べ し。 旣に 是れ遲 純の 

資 にして、 却つ て 聰明 底の 工夫 を 做して 如何 ぞ 得ん や」 と。 一張 氏 曰 はく， 「大 匠に 代 

や 二 效知  一 一 九 
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つて^る とき は 手 を 傷け ざる こと 希な り」 と。 是れ皆 通 病を戒 むるな り。 夫子 は 好ん 

で 人の 師 となる こと を惡 む。 以て 之れ を效 ふべ し。 

師曰 はく、 今 の^者 專ら 自得 を 言 ふ も， ^は 必ず 自得に 因って 盡く 進まず。 程 子 曰 

はく、 「舉 は. E 得より 贵き はなし、 得る こと 外に 非ざる なり、 故に 自得と 曰 ふ。 寧んで 

p^^^^  ^::1得せざれば老に至って益》-衰ふ。 自得 は 守る 所變ぜ ず」 と。 或 ひと？ E ふ、 「i 一 何なる- 

一- asHsisfJ 十 、-,  .  お ほよ そ 

に 出 づ、 《7  s^- 力 之れ を 得る こと ありと 謂 ふべき や」。 程 子 曰 はく- 「大凡^ 問 は 之れ を 聞き 之れ を 

は 伊川な り  * 

知る も 皆 得たり と爲ず * 得る と は. 娘ら く 默識心 通すべき なり。^ # 得る 所 あらんと 

欲せば. 須 らく 是れ 意を篇 誠にし 理を燭 す を 要と 十べ し。 上 知 は識悟 n ら训 なり。 其 

の 次は須 らく 義理 を 以て 涵養して 之れ を 得べ し 一 と。 愚 謂へ らく- 寧 は 必ず 自得 を 立 

つべ からず。 自得 十れば 乃ち 畫られ て 進まず。 所謂^ 者の 自得 は 各く 意 兑に落 在して、. 

祸ほ 異端の 覺を言 ふが ごとし。 聖人. の學 更に 別法の 言 ふべ きな し。 只 だ 日用の 問 多 

く 聞き 多く 兑， に 問 ひ 愼んで 恩 ひ、 其の 知 を 致して 習熟し 竟に 約禮に 至り- 现を燭 

十 こと 尤も 明かに して- 一 切 事物の 應 接通ぜ ずと いふ ことなし。 是れ勉 めず して 中り、 

はずして 32： るな り。 m や 未だ 詳 ならず >  思 未だ^め ずして- 切に 自得 を むれば， 何 


(•：) 象の 一 

部分 を にて 

さは h- て 早. & 

點す る ごとく、 

全部 を. W あす 

る 能 は-さ るな 

は. &B- 

(一二) 抨 尺の 

E:B;、 切：：；： の 

こと" 後出 1 

H 1 IBS 照 

S 周 *i 溪、 

^1出 一 六 ほ US' 

卷十 せに 出 

づ、 伊川の 語 

なり 

(六) 00. 

の大 <^、 

f 七 ) 宋の靖 

頭に 師事せ 

り。 和 靖 集 あ 

り 

(八) -s-tits 

ヘムなる ベ し . 

(九) 朱： fS53 

IS 卷 十二 «M ハ 

の 持 守 首章に 

出づ 


ぞ衆 盲の 象 を 索る に 異ならん。 少しく 自得 を 立 つれば、 乃ち 意兑 理を壓 し、 聖敎 私に. 

ニー 一) (無) はか リ  ん 

陷り、 下問 を 恥ぢ- 高話に I へ、 無 星 差 寸の量 を 以て 事物 を充 つ。 是 れ邪說 暴行の 世 

を： 沖 ひ 民 を 惑 はすな り。 自得の 說 最も 長るべし。 後世 學 者の 蔽 此れより 大 なる はなし。 

(ran 

師曰 はく、 學は 尤も 心 を 甘く 十 る こと を 忌む。 周 子 曰 はく、 「寧 問の 道 は 多言に 在ら 

ず、 促だ默 坐して 心 を 澄まし， 天理 を體認 す。 若し 眞に 見る 所 あれば、 一毫 私欲の 發 

き  ニニ  -1 ひねが は 

と 雖も亦 退き 聽 かん。 久々 力 を 此に用 ひば、 幾く ば 漸く 明かに 講じて 舉 始めて 力 あ 

S) 

らんの み」 と。 程 子 曰 はく、 「君子の 舉はー をせ ぶ、 一なる とき は 明かな り。 明か な- 

れば 功 あり」。  張子 曰 はく、 「心 を玩 びて 未だ 熟せ ざれば 之れ を 平易に 求む ベ し」。 尹 和 

靖曰 はく、 「學問 は 私心 あるべからず。 私心 は 入 欲な り。 人欲 去れば 天理 還る」 と。 司 

馬 氏 曰 はく、  r 學は心 を 治む る を 求む る 所以な り、 舉多 しと 雖も心 治まら ざれば 安ん ぞ- 

.K  「九 一 

舉を 以て 爲 ん」。 朱 子 曰 はく、 「古より 聖賢 皆 心地 を 以て 本と 爲す」 と。 愚 謂へ らく. 

聖人の 敎は 身を修 むる を 以て 本と 爲す。 身を修 むる の 要は 心意の 正 誠に 在り。 大攀の ■ 

「正 心 誠意 」- 中睹の 「性に 率 ふ」， 孟子の 「放心 を 求む」、 是れ なり。 然して 聖人 はェ； 

三 ミ 

夫 を 性 心の h に 加 ふること なし。 其の 手 を 下す こと 尤も U 用 下學の 間に 在り。 夫子 は， 

s^r 學ニ 致 知  ♦  ニニ 


(一 〇) &M 
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よる 
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なり、 お出 
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性と-大道と を 言 はず、 髙 弟子 貢 も 亦 聞くべからず。 夫れ 心性 はもと 滋味に して i:! んず 

ベき なく、 聲，：^-の執るべ きなし。 周 公 • 孔子 敎を 立て 學を設 くる こと， R だ H 用^-;^ 

の 間に 在りて、 丁寧 反復 討論し 來る。 學者 先聖の 書 を 捨てて 何く にか 之れ を 求めん や。 

後世の 儒 を學ぶ もの 悉く 虚 遠に 馳せ、 切に 高話 を 擧げ心 を 澄まし 心 を 治め、 或は 存養 

の說を 立て、 或は 默識の 靜を爲 す。 是れ聖 寧の 沉淪し 日用の 缺膨 十る 所以な り。 心 を 

澄まし 心 を 甘く す る 底 は 人の 速に 入り 易き 所な り。 凡そ ； 4^ 難 をへ i 望し 平易 を 捐棄十 る 

ききめ 

は 人の 通 病な り。 性 心 を： 弁 十る は 至難に して 驗 なけれ ども、 其の 功 は 尤も 至り し。 

Hffl を 明に 十る は 平易に して 益 多 けれども， 其の 學其だ 進み 難し。 人 能く 萬 if の祿を 

辭 すれ ども、 內 必ず 破： 条に 驚く。 死 を輕ん じて 君に 事 ふれ ども、 一 日の 行 を 正 十 こと 

能 はず。 性 心の 說ー たび 起って、 寧 者の 趣向 杏に 差 ひ聖經 をして 己が 意見に 落さし め， 

浸に 註解 を附し 義理 を會 し、 悉く 以て 高遠の 說を爲 し， 後 學相績 いで 唱和 十。 是れ意 

見隨 說邪議 異論の 因る 所な り。 故に 人々 一 たび 性 心の 味を嘗 むれば >  其の 陷溺 する こ 

と插ほ 淫聲美 色の ごとく、 聖學 日に 遠ざかり、 工夫 竟に 高ぶり、 其の 極 は隱士 逸人の 

列を榮 とする のみ。 徒らに 精神 を 章句の 末に 弊す 者 は、 其の 害 只 だ 己れ に 止まる のみ- 


なる も- 心 を 澄まし 性を玩 ぶの 弊 は 人 をして 邪 路に陷 らしむ * 其の 罪遁 るべ からず。 

ニー  一)  (ran 

師曰 はく、 先 儒に 心^ 理 舉の說 あり、 陽 明. 龍 溪の徒 之れ に 和し， 宗を 立てて 旨と 

爲す。 夫れ 心 は 一身に 主たり >  理は萬 物に 長た る は、 人 皆 能く 知識す る 所に して、 其 

の 心 を 正し 理を窮 むる に 直に 心理 を 以て 工夫 を 下さば、 竟に 得べ からず。 且つ 心 を 正 

を さ 

し 理を窮 むる、 是れ 何の 爲ぞ や。 人た るの 道を爲 むる に 在り。 人た るの 道 を 得 ざれば， 

心理の 說は唯 だ { 仝 言の み。 愚 謂へ らく、 聖人の 敎は 人た るの 道 を 窮め 盡 すに 在り。 故 

に 其の 學 更に 日用 事物の 間 を 出で ず。 日用 事物の 間、 博舉 審問 思 辨是れ 明なる とき は、 

つ ひ  しきり  しゃぜん  ひよう. 

道竟に 通ず。 心 事理 樂を曰 ふの 徒 は、 切に 虚靜 默識 を專ら として， 洒 然として 冰の如 

と-つ. 

くに 釋け ゆの 如くに 解けん 處を 求めて、 (却って) 格⑩致 知の 功太 だ 薄く、 其の 思 太 だ 

髙し。 豈 得て 知る ベ けんや。 其の 間 機を融 It 脫落 底に 投ず。 是れ 異端の 悟覺 なり。 其 

の 日用、 其の 應接、 其の 判斷 して 事に 處 する、 其の 四方に する、 一 も 其の 實を 得べ 

からず、 而 して 此れ等 を 以て 輕視 in 過して 學 者の 勤と 爲 さず。 是れ 心舉理 學の蔽 なり * 

& 心 ゆ： の說は » 

に 起り 明に 盛な り。 

師曰 はく、 聖人の 敎は 道を修 むる を 以てす。 道 は 百姓 日用の 間 其の 已むを 得ざる の 

ご！ 致 知  一 二三 
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则 あるな り。 古の 聖人- 火學. 小 率の s^f^ 亦 焉れに 出で ず。 後 儒の 心性 を 一一 一一：！ ふや， 耽 

落 を 期し >  多く 性 善 放心の 說 に本づ く。 夫子の 一は、、 顔 子の！^ しむ 所. せ 點の風 骨に 

I やぜん  あきらか 

因りて- 洒 然として 脫落を 求め、 脫 落して 後人 倫 必ず 明に 天理 必ず 察な りと 爲寸。 30; 

是れ 聖人の M やならん や。 舉者意 兄に 畔し， を 以て 遠く 求む る ことと 爲十。 道 は 人に. 

遠 か らず、 須臾 も 離 る ベ か ら ざるな り。 

二 0  . ^ひと 學の說 を 問 ふ を辨ず 

^ひと 問 ふ、 を爲す こと 如何に 工夫 を 做さん か。 師曰 はく、 聖人の 舉は只 だ 日用. 

era に 在り、 能く  HI 用の 步々 を 窮め 盡し  >  其の 節目 を紊 さず して 其の 綱領 を 本と す。 

れ學の 序な り。 或 ひと in はく、 如何なる か是れ 日用 の^なる。 師 s はく、  ：！： 用と は 

百姓：！ 3 に 用 ふるの 謂な り- 舉 は效覺 の稱 なり、 日用の 間 皆 是れ效 覺し來 る 底な り。 < 

靜 なるとき は 居の 用 あり、 動いて 交接 するとき は 其の 禮 あり、 家より して 言 はば 父 

子 弟 夫婦の 親， 出で て は 則ち 朋友 あり、 身ー官 あるに 及びて は、 便ち 這 裏に 定まり 

はな は 

て 乂投た 事 多し。 我れ 亦 奴婢 御 僕の 用 あれば、 其の 間 皆 其の 窮め 盡十所 あり、 是れ物 


有れば 則 有るな り。 

或 ひと 曰 はく、 人靜 なるとき は、 乃ち 事の 用 ふべき なし， 如何なる か是 れ靜處 閣 居 

< ご 語述 の學 なる。 師曰 はく、 事の 爲 すべきなければ、 便ち 爲さ ずして 申々 如たり、 夭々 如た 

1^^^  ？, -  かんが 

出つ  り、 愼んで ひ 自ら 省みて、 心意の 向 ふ 所 を 誠 正にし. 古 を稽へ 事を詳 にす、 是れ悉 

く靜處 閑居の 舉 なり。 人に 動靜 あり， 視聽 言動の 用、 飮食 衣服 窒宅 用具の 細、 各-' 止 

む を 得ざる の 事 あり、 其の 間 是非 を 正し 可否 を.！^ にし、 其の 1K 則 を 致せば、 便ち 精義 

神に 入るな り。 故に 聖人の 學は、 更に 日用 事物の 間 を 離れず。 若し 日用に 因らず して 

寧 を 論ぜば、 乃ち 是れ 異端な り。 朱 子の 曰 はく、 「學 を爲 すの 工夫 は 日用の 外に 在ら 

ず.、 身を撿 すれば 則ち 動靜 語默、 家に 居て は、 則ち 親に 事へ 長に 事へ、 理を 窮めて は ^ 

則ち 書 を 讀み義 を 講ず. 大抵 只 だ 一 個の 是非 を 分^して、 彼れ を 去り 此れ を 取る こと 

を 要する のみ， 他の 玄妙の 言 ふべき なし」 の 語 尤も 的當 す。 

或 ひと 問 ふ、 學 此の 如く 近 淺細碎 ならば、 乃ち 大用竟 に 通ず ベから ずと。 師曰 はく- 

日用の 事 を 以て 卑近 細 碎と爲 さば、 乃ち 學は 何等 を 以て 極 處と爲 すか。 後學皆 此の 惑 

あり- 日用の 學を 措きて， 或は 讀書 記誦 を 以て 學と爲 し， 或は 靜坐 甘心 を 以て 寧と. 爲 

ゃ學二 致 知  一二 五 
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n〕  ST す。 凡そ 高き に 登り 遠き に 行く は、 步々 相 蓮び て竟に 其の 極處に 到る。 故に 在天 對越 

用 g, ゆ ws? に， 

の 上達に 到る も、 a 来れば 只 だ步々 相 積む の 謂な り。 子の 所謂^の 大用 は、 其の 指す 

h-.  «;„ 越 在 I 

レ： 入 a.! と 出 所 尤も 差 了す。 

づ。 越 S 字に 

木. S し、 &  た-つ 

tfs り  或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因りて 件々 皆 其の 則 を 討ね、 事々 其の 詳を窮 むる は， 平生の 

に 間 太だ遲 鈍に して、 且つ 步を 邯鄲に 失せん か。 師曰 はく、 凡そ 平生の 事、 古人 詳に其 

の 事理 を 窮め 盡 して、 各-物 則 あり、 何ぞ 必ずしも 討論に 及ばん。 然れ ども 風俗 利害 

* つ て *行 の 

方法 を *. ひ L に陷 り、 人 皆 掩^ を專ら とす、 故に 事物 定則の 件々 も、 亦 悉く 正しから ざる こと あり。 

に つ て 「しれ 

^  Co たづ  したが 

iw:; かお 今の 舉者深 潜諦玩 して、 詳に 止む こと を 得ざる の 則 を 索ね、 或は 沿 ひ 或は 革め、 漸次 

れの 本分 も 接 に融釋 して 聖人の 敎を 知るべし。 攀者 功の 速に 成らん こと を 思 ふとき は 乃ち 弊 あり、 

て てみ だ h- に 

^^0^ 只 だ詳に 窮め 寬に 思へ。 而 して 人 以て 遲 鈍と 爲る は、 其の 失 尤も 返るべし。 

に ふ。 莊子 

秋水 e に ar つ  或 ひと 問 ふ、 擧 は是れ 日用の 間にして、 而も 夫子 何ぞ 日用と 言 はずして， 別に 學の 

名を稱 する や。 師曰 はく、 日用と 舉と 其の 說 異なり。 日用 は 百姓 日々 用 ひ來る 底な り、 

なら 

寧 は 寧んで 之れ を效 ひ、 而 して 其の 道 を 正 十な り。 人々 に 動靜語 默飮食 衣服の 設 あり、 

父子 君臣 應接 交際の 禮 あり • 世々 窮理し 来りて- 我れ 先に 覺了 習惯 十、 故に 是れ 乃ち 


學 なること を 知らず。 若し 外 國の民 を 以てせば、 日用の 事 更に 學び盡 さ ざれば、 中華 

の 如き こと を 得べ からず。 今日の 間 數般の 件々 あり、 是れ 日用な り。 子細に 看れば 裏 

面 多少の 道理 あり、 須 らく 是れ 件々 を 研究すべし、 是れ擧 なり。 事物の 間 悉く 天地の 

則 あり、 聖人の 敎豈 容易に して 過 了 せんや。 聖人 數.' 學を稱 する こと 以て 考ふ べし。 

或 ひと 問 ふ、 人 固に 事々 物々 理會 せんこと を 欲す、 然れ ども 精力 限 ありて 盡く 解す 

ベから ず.， 件々 窮理の 擧は旣 に 之れ を 聞く に 倦めり。 師曰 はく、 事に 急 緩 あり、 先 後 

あり、 難易 あり。 今擧者 綱領 を 立てて 實に心 を 著け なば、 乃ち 其の 大段 自ら 明な らん。 

大段 旣に顯 なれば、 其の 小成 大成 は 志 力に 在り。 志 力 殆ど； f きて 亦 夕に 死す とも 可な 

り。 只だ擧 の 志なければ. 乃ち 人た るの 道 を 知らず ヽ 人と して 人た るの 道 を 知ら ざれ 

ば、 幸に して 生く るな り。 何ぞ 精力の 說に 及ばん や。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 則ち 寧 者の 日用に 於け る、 飮食 衣服 動 靜應接 叉 甚だ 世俗に 異な 

らん か。 師曰 はく、 何ぞ 必ずしも 世人に 異ならん や。 聖人の 敎は唯 だ 人た るの 道を盡 

すに 在り。 故に 能く 聖人の- 舉を 知らば. 世と 推移す。 國に道 あるとき は智 にして、 邦 

に 道な きとき は 愚な り、 何ぞ 必ずしも 人に 異ならん や。 夫れ 學者は 能く 時變を 知り 土 

*s  二 致 知  一 二 七 
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地を考 へ、 人情 を 察し、 以て 沿革 損益し 來る。 聖人の 敎を 立つ る も亦然 り。 若し 今^ 

で JI あ A« に- に： の 形 を 立て-  一^の 模様 を爲 さば、 是れ 形より して 下なる 者な り、 豈聖- ^の 道な 

孔. f 逸： i;^ 七 V  ；;  (一) 

jlyf^ らん や。 夫子 夷 齊* 柳 下 惠-少 連 • 虞 仲 • 夷 逸 を 謂つ て 曰 はく， 「我れ は 則ち 是れに 

a めざる は 伯 異なり、 可 もな く 不可 もな し j と。 竊に 謂へ らく. 聖人の-道 は 更に 世に 別なら ず、 若 

H«> ほ 巧な り" 

^^^^^^ し 人の 稱 すべき あらば、 至德 にあらず、 而も 不可の 言 ふべき あらん や。 是れ只 だ 能く 

i^^a.  つ. 一)  、 

t 〔は 31 に 中り- 人の 道を盡 す. のみ、 故に 可 もな く 不可 もな きなり。 中席に 曰 はく、 「子 曰 はく 愚に し 

； i: は 《s に 中る。 

て. E ら用 ふること を 好み、 賤 にして 自ら 專に する こと を 好み、 今の 世に 生れて 古の 道 

IT 1 ,,-、  x^^^  わざよ ひ 

に r3 に に 反る. 此の 如き 者は貌 其の 身に 及ぶ 者な り。 天子に 非 ざれば 禮を議 せず. 度 を 制せ 

■ 中，. -t。..i し  ニーー) 

； 5* ベ，？ け Ml ず、 文を考 へず」 と。 是れ 時の 爲 すべから ざる を 以てな り。 又 曰 はく、 「仲：^ は#- 舜 

フ* この 42^>^  C つと  よ 

SK  一.^ 耽？ い を 祖述し 文武 を 憲章す、 上 は 1K の 時に 律り、 下 は 水上に 襲る 一 と。 是れ用 舍行藏 の 遇 

( ：) ず-. T  ？ 「えき  t や-つ ほ 

-^^ IB: ふ 所に 安ん ずるの 謂な り。 夫子 も稃に 居りて 逢掖 なり、 宋に 居りて 章甫 する に 至る。 

f  J  .1£ 第-一 I  -B  ， 

、十  1*1 し-,., ;K の iKlta に、 孔 曰 はく、  \1-少 くし 一 .-*» に 居る や 逢 被の & もお、 長 じて 朱に 居る や、 章甫の 胃.^ & 七す 一 0 

S) 孔ゲ 《 おも： S ると-逢 は卽ち Jnf 衣な り、 意甫は 商のお 名な り、 i 水 は 商の 後なる 故に 其の 用 ふ。 6;言1>ぜ.„^^,5.ぉ 、ー/ 

お 《行《 に 出  <w> 

< つ 五) S なり。 今の 举者聖 學の實 を 知らず、 多く 泥 著し 來 りて、 專ら 俗に 異にして 世を駭 かす- 

1£ 索 tjs;  だ^ 地に 至らざる の 弊な り。 然れば 乃ち 聖人 亦 愚人に 同じき に 似たり、 而も 其の 間- 


太 だ 差別 あり。 萬 物 並 育して 相 害せず， 道 並行して 相悸ら ざる は * 天地の 大 なるな り"，. 

聖人 何ぞ 必ず 世に 異な らん や。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 乃ち 讀 書は學 ならざる か。 師曰 はく、 讀書も 亦 事な り。 夫子 曰 

f セ) はく- 「行 ひて 餘カ あらば 則ち 以て 文 を^ぶ」 と。 叉 曰 はく、 「博く 文を學 ぶ」 と。 是- 

而篇第 六 *s  , 

れ皆書 文 を 指して 學と爲 すなり。 夫れ 古 を 稽へ義 を 求め- 聖人の 敎を師 とし- 群 S を- 

友と する に は. 讀 書せ ざれば 叉 通ず ベから ず。 故に 出で て 君師に 事へ、 入りて 父兄に 

事へ、 靜 にして 安んじ 氣 動いて 周旋す るの 暇に、 力めて 以て 文 を 寧ぶ、 是れ讀 書の 學 

3  ！ iB たるな り。 子 曰 はく、 「飽食 5^ 曰、.： J を闬 ふる 所な き は 難い 哉， 博奕と いふ 者 あらず や、. 

は 第二 十二 

^  之れ を 爲すは 猶ほ已 むに 賢れ り」 と。 是れ心 を 用 ふるな きこと を戒 むるな り。 心 を 用. 

ふれば 日用 皆學 なり、 心 を 用 ひざれば 讀書も 亦 空文に して^ 物 喪 志の 謂な り。 故に 急 ■ 

務 日用の 暇に 文 を 擧び禮 を 問 ひ、 以て 其の 義理 を 切？ g すべし。 . 

或 ひと 問 ふ、 如何なる か 是れ學 問 究竟の 處ぞ。 師曰 はく、 學 問の 極 は、 唯 だ 其の 事 

理 日用 を 窮め 致す に 在り。 凡そ 天下の 事物 各." 必然の 理 あり、 出入 起居 應事接 物の 間，， 

皆 事理 あり 用法 あり、 寧ばざる の 徒 も 亦 未だ 嘗て 這 筒の 用 を爲さ ずん ば あらず * 是れ 

聖學ニ 致 知  一 ； 一九 
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自然の 勢な り。 其の 間 聖人 大に道 を 立て 敎を 設け， 人 をして 各-我れ の 禽獣に 異なり、 

つ い  とほ  乙ら 

五倫 以て 敍で 品物 以て 亨 るの 由 を 知らし む。 聖人の 道 を 知らざる が 若き は. 理を燭 す 

こと 明なら ず、 互に 利し 好みに 隨 ひて 飽食 煖 衣して， 奪 はずん ば 1131 かず， 豈^ に異 

ならん や。 寧敎の 究竟 は 只 だ i 這の 裏面に 在り。 故に mfi. 者は大 より 小に 至る まで， 詳に 

其の 理を 窮め、 其の 爲す 所用 ふる 所、 處に隨 ひて 提撕し 事に 隨 ひて 牧 拾し， 時に 隨ひ 

て體究 して 能く 討論し 來り、 大綱 領を 以て 之れ を 正し- 一日の 間 をして 渐 次に 整頓し 

て、 曰に 積み 月に 累ね、 自然に 純 熟し 自然に 敦 化する こと を 得せし む。 寧の 功 は 速な 

る を 求む ベ からず、 都て 一事 一 件の 微に 少しく 通ず る も、 亦 判 斷 • 作 略 •  ^明に 到り 

二)  てら 

(1) S 下 C て は、 其の 理を燭 す こと 未だ 明なら ずして 必ず 其の 惑 あり- 知 を 致 十 こと 未だ 詳 なら 

11: 事？ SI.- 上の 

Ml レ ずして 其の 才を 得る が 如き 者 あり、 只 だ辨を 好み 口 を 利して 其の 功竟に 術に 至る。 率 

# の 究竟 豈 此の 外に 出 でんや。 或 ひと 朱 子に 舉問 究竟の 處を問 ふ。 朱 子 曰 はく、  r:^ 

間の 萬 事須夾 に變滅 十、 皆 胸中に 置く に 足らず. 惟 だ理を 究め 身を修 むる を 究竟. V 爲 

し 得る あるの み， 一 と。 愚 謂へ らく、 世間の 萬 事 悉く 究理すべき 底 は 究理して， 而 して 

其の 極に- rf.^ る、 是れ 究竟な り。 變滅を 以て 胸中に 置く に 足らずと 爲す は， 乃ち 是れ浮 


(：) S0 

お？ I 第二 章 


第 こ 十 


fs:) 論語 陽 

货篇 第三 章 

(五) 前 出張 

橫， 鬼の こと、 

此の 文 張. 十全 

書 お-. f! に 出づ 

(六) "上 

篇 ST; 十六 章 


屠の 無常 を觀 じて 世間 を抛掷 する ものな り， 豈 聖人の 敎 ならん や。 尤も 理を究 むる の 

詳 ならざる ものな り。 

或 ひと 問 ふ、 古人 氣質 を變 化する の說 如何。 師曰 はく、 學の氣 質 を變化 十る. こと、 

夫子 旣に 之れ を盡 せり、 所謂 「性 相 近き なり、 習 相 遠き なり」。 愚 謂へ らく、 人の 氣質 

は 皆 其の 本 相 同じう して、 其の 舉習 終に 君子 小人 を 成す に 至るな り。 君子に 至る 者 は 

善に 舉 習し， 小人に 至る 者 は 惡に舉 習す。 人 は 小人 多くして 君子 少し * 故に 人々 皆惡 

に學 習して 其の 結滞 甚だ 深し、 一日の 緩 を 以て 豈融釋 せんや。 況ゃ 君子の 化 聖人の 敎 


に 遭 はざる を や。 今少しく 禽 に 同じから ざる も、 亦 人の 氣質相 正しく、 風俗 未だ 塗 

I ニー 一一 

炭に 继ち ざれば なり。 中席に 曰 はく、  11 愚な りと 雖も 必ず 明に、 柔 なりと 雖も 必ず 强 

なり」 と。 是れ氣 質を變 化すれば なり。 其の 間 質の 禀 くる 所 純粹 純白 あり、 純 愚 純！： 

あり、 是れ上 知. 下 愚な り。 此の 質 は竟に 移らず 變ぜ ず。 夫子の 曰 はく， 「唯 だ 上 知 

と 下 愚と は 移らず」 と， 是れ なり。 上 知と 下 愚 は 世に 叉少 くして、 中 知の 者 は 善悪 共 

一 五) 

に 化し 去る、 只だ學 習の 厚薄 其の カ行の 竦密， 以て 禀賦を i,; ずるに 足れり。 先 儒 張子 

專ら氣 質の 變化を 言 ふ。 其の 言に 曰 はく、  r 氣 質を變 化す。 孟子 曰 ふ、 『居 は氣を 移し 

學ニ 致 知 •  一一 一二 


I>  X  *       «  2 

少出は 'ifev-/ 
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養 は體を 移す』 と。 況ゃ 天下の 廣 居に 居る 者 を や。 仁に 居り 義に 由れば， 自然に 心 和 

して 體 正し、 更に 要約す る 時 は、 伹だ舊 日の 爲す所 を拂ひ 去って、 動作 をして 皆禮に 

中ら しむれば、 則ち 氣質 自然に 全く 好し」 と。 叉 曰 はく T 學を爲 すの 大益は 自ら 能く 

氣 質を變 化する に 在り、 雨ら ざれば 卒に發 明す る 所な く、 聖人の 奥 を 見る こと を 得ず- 

故に 學者 先.、 っ須 らく 氣質 を變 化すべ し。 氣 質を變 化する と 心 を虛に 十る と 相 表裏す」 

と。 愚 謂へ らく、 張子の 氣 質を變 化する の說， 其の 趣向 高遠の 意味 あり、 聖人の 敎に 

非ず。 案ずる に、 古聖の 小 擧. 大學 の設、 司 徒. 典樂の 建， 悉く 是れ氣 質を變 化する 

の敎 なり。 學 校の 設 止み 教化の 說衰 へ， 人々 の氣 質は辨 便に 寧^し 情欲に 變 化せり、 

其の 來由 一 朝 一夕に 非ず。 是れ 善悪の 差別 は 尤も 違 ふ も、 而も 氣質 を變 化する の理は 

相 同じき なり。 或 ひと 曰 はく、 氣 質を變 化する の說は 之れ を 聞く を たり、 今 の^者 

1 も 此の間に 及ばざる は 如何。 師曰 はく、 何ぞ 今の 舉者を 以て 論ぜん や。 孔聖 を師と 

して 七十 子の 困勉も 猶ほ氣 質を變 化する に 及ばず。 其の 失 何れの 處 にか 在る。 只 だ 小 

率の. 設 久しく 廢れ、 人壯 年に 及ぶ も敎を 聞かず、 其の 汚染 尤も 深し、 故に 後 率の 切 礎 

未だ 其 の 接 を 新に する に 到ら ざれば なり。 古 來小學 の 設 其の 厚き こと 以て 知 る ベ し" 


で じ i 今の 人 東西に 生る る もの、 其の 地 を 易へ て 之れ を 育てば、 乃ち 竟に 其の 風俗 を變 化す 

IgsISS:-; 十つ 一 

ぉと^£^.5 ぼ べし。 旣に 壯强に 及びて は、 則ち 其の 困 勉太だ 切なる も、 亦變 化し 難し、 而れ ども 猶 

S  ほ已 むに 賢れ り、 何ぞ 自棄す る こと を 用 ひん や。 

弟 や、 ！ S! の 人、  ti 

M^^^^. 或 ひと 問 ふ >  子 は學を 以て 效 習と 爲す、 其の 據る所 あり や。 師曰 はく、 六 經に擧 を 

十-一よ：： 言 ふこと- 皆效 舉の義 なり。 故に 朱 子の 論語 集註に 曰 はく、 「寧の 言た る、 效 なり」 

.>r 丄の にな 

ら へり  と。 學 記に、 r 效學同 一 字な り」 と。 今の 世 唯 だ 書 を 讀むを 以て 學と爲 す、 是れ 尤も 

(11)  iw.^- と 

^ に， 51 差！ _』 せり。 文 を 寧ぶ は是れ 書を讀 むな り。 唯 だ 學と言 ふとき は 其の 示す こと 廣し。 夫 

©子の弟..^な  (一二  *i 

。一！ 一年 a* 子 曰 はく、 「聖と 仁との 若き は、 則ち 吾れ 豈敢 へて せんや。 抑 も 之れ を爲 びて 滅 はず， 

せ は。 子れ  I  § 

し、 「s^ 人 を^ へ て^まず、 則ち 爾云 ふと 謂 ふべ き の み」 と。  <ム 西 華 曰 はく、 「正に 唯 だ. 弟子 

-ナ の-おに 在る  (ran 

も 見る に、 親 學 ぶこと 能 はざる なり」 と。 公明 宣が曰 はく、 「寧べ ども 未だ 能 はず」 と。 ^ れ 等の 

在せば 叱陀犬 

舉は 皆師の 言行 を效 ふなり。 

てず ならす * 或 ひと 問 ふ、 生 知の 聖人 は 寧ばず して 知る か。 師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「生 知の 聖は舉 

g: 庭に ISJ て 下  ォ 

れ ザむ;；^ ぶこと を 待たず して 自ら 至る、 若し 生 知に 非 ざれば 須 らく 學問を 要すべし」 と。 愚 謂 

*- の宣 之れ も  ，  V  (五)  .2 へれながら 

悅， ひ 踝ぶ も. 朱 へらく-論語に 曰 ふ、 「孔子 曰 はく、 生 にして之れを知る者は上なり、 ！；^-んで之れを 

S 學ニ 致 知  一 一二三 


だ s^. は^、 安 

ぞ敢 へて as 

ざらん や」 と、 

その 終 二  3 の 

»5 を とれるな 

り 

fx)  *i..fs! 

九 ほ 

二) 論 si 

..gtsM 十九 素 

(•；)  二十 

耷， 「成 は 生に 

して 之れ を 知 

\ 或は * ん 

で 之れ 43b-、 

或は んで 

之れ も 知る， 

其の 知る に： ij- 

びて は 一 な h-」 

1 い J 

imtt; ぬ 二 寒 
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知る 者 は. 次な り、 困 しんで 之れ を 學ぶ者 は 叉 其の 次な り、 闲 しんで 學 ばず、 民 斯れを 

f 一 ) うまれながら 

下と 爲十」 と。 叉 曰 はく、 「我れ 生 にして 之れ を 知る 者に 非ず、 古 を 好み 敏 にし 

て 以て 之れ を 求む る 者な り」 と。 中庸 も 亦 生 知. 學知. 困 知 を 論ず。 夫れ 人の 氣質其 

の 極に 到りて は、 乃ち 生 知， に 在り。 然して 堯舜も 旣に容 問 を 以てし. 孔聖も 古 を：^ み 

舉んで 厭 はず、 況ゃ 其の 次 其の 下 を や。 故に 人の 質 を 論ずる とき は、 生 知 を 以て 上に 

序 づと雖 も、 堯 • 舜 • 孔子 も 未だ 然ら ず。 蓋し 之れ あらん も， 我れ 未だ 之れ を； ざる 

ふう ざ い 

なり。 凡そ 大地の 大 なる、 日月の 明なる も、 猶ほ 4^ 轉覆 載し 來る、 是れ皆 其の 質に 因 

りて 效ひ行 ふの 道な り。 

或 ひと 問 ふ、 孔子 は 身旣に 聖人たり、 萬 世の 師. なり、 而も 「學ん で-紙 はず」 と 曰 ふ 

又 何の 寧 習す る こと あり や。 師曰 はく、 學んで 威 はず.、 故に 聖人たり、 萬 世の 師 たり- 

も、. - 

夫れ 學に 小成 あり 大成 あり。 堯. 舜. 周. 孔も、 我れ 是れ 從容 として 道に 中る と說き 

たま はず。 是れ 裏面 能くす る 所 ありて、 而も 外に 此の 言 を 設けん や。 天理 流行し 、 平 生 

日用の 問、 千 條萬緒 歩々： IS 密 にして 通ぜ ずと いふ 所な く、 當ら ずと いふ 所な く、 欠缺 

十る 所な き 底 は、 死に 迄る まで 及ぶべからず。 小成の 徒 は  一 it の决 事に 安喷 し. 一箇 


(Ep 

「s れ少 くし 

て K し、 故に 

ぼ に 多能な 

り， Ssi 子 は 多 

ならん や， 多 

ならざる な h-  i 

i 出づ 

(五) 同 壬張 

(六) 公孫 A 

(七〕 同お 章 

下 a 首 京 

(八) 春秋 時 

代の 郯國の 君、 

名 は *s、 翁に 

朝す、 の昭 

公の に 招か 

れて、 官名に 

つ き 問答せ し 

こと あり、 孔 

マ 7 これ を S1 き 

て、 郊+に 見 

えて これも^ 

び、， 後に 人に 

»Tr 「-大 子 

を 失 へ ば、 

^、  He! に 在 

h-」 と は 信な 

.9 と 語， 9 しこ 

i 左！ S 昭公十 


の 樂む所 を弄玩 して、 祸ほ 夏虫の 冬 を 知らず 井 娃の海 を 知らざる がごと し。 夫子 は 鄙 

事に 多能に して、 天下の 事物 其の 大段 明なら ざるな し。 故に 正 心 誠意より 治國 平！ K 下 

に 至る まで、 格物致知 の 功 、 善 を盡し 美を盡 せり 。 是 れ擧ん で敝 はざる の聖 功な り。 子 

S) 

貢 曰 はく 、「他人の 賢 は 丘陵な り、 猶ほ， J えつべし、 仲：^ は 日月な り、 得て 踰 ゆる こと 

なし」。 孟子 曰 はく > 「生 民 ありて より 以來 未だ 孔子の ごとき は あらざる なり」。 又 曰 

はく、 「孔子 は 之れ を 集めて 大成す と 謂 ふ」 と。 是れ 各. -舉ん で 厥 はざる の 致す 所な り。 

或 ひと 問 ふ、 聖人の 學は又 凡人に 同じから ず や。 師曰 はく、 聖人 は 其の 志す 所 凡人 

に 異なり、 其の 寧ぶ 所 至近 至 易に して 高遠なら ず、 且つ 常の 師 なく、 疑 ふ 所に 於て は 

人々 に 焉れを 問 ふ。 孔子の 聖知 も是れ 悉く 人に 問 ひ 去る。 只 だ 官名の 曉り 得ざる が 如 

き、 更に 也た 害な きも、 亦 汲々 として 郯 子に 問 ひ 小一るな り。 或 ひと 曰 はく、 聖人の 舉 

は 只 だ 事に 於て して 理に 於て せず、 理は旣 に 聖人 通達し 得 了る も >  事 は萬變 して 聖人 

も亦盡 すべから ず、 故に 寧ぶ 所 問 ふ 所 は、 是れ皆 事 か。 師曰 はく， 事理 何ぞ 差^せん。 

其の 事 を 知ら ざれば 其の 理に 通ず ベから ず、 事と 理と相 持す、 是れ物 あれば 則 あるな 

り。 古の 聖人 設 くる 所の 禮樂 制度 悉く 其の 事理 相 具 はる、 故に 今傳習 討論し 來 りて， 

聖學ニ 致 知  .  ニー  1 五 


山 鹿 mi« 卷 第一 一一 十四  一 一一 一六 

其の 事理 以て 通ず べし。 凡そ 禮樂 制度 は 聖人の 規範な り、 何 ぞ唯だ 其の 事 を 以て 十る 

のみた らん や。 或 ひと 曰 はく > 然 らば 便ち 其の 述作 は 聖人に 非 ざれば 傳習 せざる か。 

師曰 はく、 人の 一 技に 長ぜる もの は 必ず 幽玄の 事 あり、 其の 說を 推せば 便ち 聖人の 微 

旨 を 得ん。 然して 六 藝の外 衆 技 百 家の 區.々 たる もの は、 豈 聖人 焉 れを必 とせん や。 

或 ひと 問 ふ、 擧に 入る の 工夫 は 何等 を 以て 先と 爲 すか。 師曰 はく、 志 を 立つ るに 在 

り。 此の 志 一た び卓爾 として 念々 間斷せ ざれば、 工夫 進 長す、 是れ 聖域に 到る の S?! 猛 

底な り。 朱 子 曰 はく、 「專ら 人 自ら 志 を 立つ るに 在り」 と。 說き 得て 好し。 

或 ひと 問 ふ、 夫子 學に 志す、 是れ 其の 指す 所 知るべからず。 師曰 はく、 夫子の 志す 

所 は 周 公の 舉 なり。 周 公 は 古の 聖人な り、 故に 夫子 十 有 五に して 舉に 志す、 是れ生 知 

の 聖人 なれば なり。 世人の 如き は、 或は 書 を讀み 或は 藝に游 びて、 皆 技術の 問に 入り. 

竟に 次序の 長 進 を 得ず、 是れ 志す 所の 差 了 すれば なり。 擧の志 容易な らん や。 

或 ひと 問 ふ、 學 に間斷 ある は 是れ氣 質の 偏 か。 師曰 はく、 只 だ舉と 平常と 刖 なれば 

なり。 聖人の 道に 志す とき は、 事々 物々、 字々 句々、 都 想て 是れ舉 なり。 閑 靜に處 し 

？;^ 劇に 處 する、 悉く 皆 究理の 工夫な り。 故に 間斷 すべきな し。 今 問 ふ 所 は 寧の 志 此の 
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；:? お八に 同じ 

^ 出づ 
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間に 在らず して、 以て 學と 日用と を 差別し 來る なり。 讀書傳 習せ ざれば 學 ならず と爲 

す は、 尤も 聖 寧の 門に 非ず。 

ニー 二 

或 ひと 問 ふ、 人の 舉に志 ある も、 亦 氣カ怯 弱なら ば、 乃ち 學に 於て 妨げ あり や 否や。 

師曰 はく、 子 曰 ふ 、「能く 一日 も 其の 力 を 仁に 用 (ふる 者) あらん か、 我れ 未だ 力の 足ら 

ざる 者 を： a ず。 蓋し 之れ あらん、 我れ 未だ 之れ を 見ざる なり」 と。 愚 謂へ らく、 志の 

一 五) す. 《 

物に 及ぶ こと 太 だ 速に して 太 だ 健な り。 子 曰 ふ、 「三軍 も 帥 を 奪 ふべき なり、 匹夫 も 志 

を 奪 ふべ からざる なり」 と、 是れ なり。 故に 學を爲 す は 志 を 立つ るに 在り、 氣禀 の强 

弱に 干らず、 唯 だ學を 好む こと 色 を 好み 穀に 志す が 如くなら ざれば、 竟に 中途に して 

かぎ 

廢し， 或は 焉れ を畫 るの み。 

或 ひと 問 ふ、 子 は舉を 以て 日用の H 夫と 爲す、 尤も 至近 至淺 なり。 叉 必ず 天地 を以 

て 舉的を 立て、 堯. 舜. 周. 孔を 以て 標準と 爲す、 尤も 其の 大 なる 者 其の 遠き 者な り „ 

師曰 はく、 近淺 遠大 更に 支 離せず、 至近 至淺須 らく 究 研すべし、 而 して 其の 裏面 是れ 

遠大 底な り。 堯. 舜. 周. 孔は 其の 細微 近淺 悉く 研 極して、 竟に 其の 至德 天地に 齊し 

うする に 足れり。 看 得せよ、 堯. 舜. 周. 孔は 何等の 異様 ある や、 唯 だ 人の 道 を盡す 

§ ぶで 一 致 知  一 一一 一 七 
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のみ。 天地の 大 なる、 H 月の 明なる も、 亦 更に 變體 なく，  H 々に 周囘 流行して 已 まざ 

るの み。 故に 寧を爲 すの 法  >  其の 用 は 下學に 在り て、 其の上 達は堯 • 舜. 周. 孔を以 

てして、 其の 極處は 天に 對越 十。 

或 ひと 問 ふ、 夫子 博 文 約禮を 以てする は、 是れ 寧の 標的 か。 師曰 はく、  sv! 人の 攀は 

這 箇の四 字 を 以て 要と 爲す。 博 文と は、 博く 古今の 事迹に 涉獵 して、 熟講 して 精擇す 

るの 謂な り。 約禮と は. 近く 之れ を 身に 取り 日用の 間 工夫し 來 るに 禮を 以て 十るな り。 

禮は 聖人の 大敎 にして 人た るの 道 這の 裏面に 在り。 寧の 歸宗 する 所 又禮を 出で ず。 四 

勿の 戒も亦 非禮に 在り。 人、 夫子 を稱 して 禮を 知る を 以て 十.。 是れ約 禮の說 尤も 重ん 

ずる 所な り。 

或 ひと 問 ふ、 寧 問の 道 叉 這の 一 超 直 入の 理 あるか。 師曰 はく、 是れは 此れ 舉 者の 弊 

なり。 寧 は 只 だ 積累の 功に 在り。 1K 地の 日月 四時 山川、 分々 寸々 運行 積渐 して、 竞に 

極^ 嚴寒 大山 大河に 到る。 衆 物の 生長 收藏 一 華 一 葉の 開 落 も亦然 り。 其の 極 處脫落 底 

に 到りて は、 口へ だ 一旦 洒 然として 釋融 十る に 似た る も- 其の 實 一朝一夕の 故に あらず。 

15せ きすん る. C な  も  さ  「巧) 

^精 寸累 做し 將ち 去って 斤 石の 大 あり、 聖人の 道 更に 一 超 一 3i 入 を 求むべからず。 七. y 


(五) Ks 

篇ほ 二十 三 

？ r 「吾 無 接 乎 
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IS すなし」 と 

せり- こ 

の 乎お はの み 

と訓 する も あ 

り、 今 原本に 

從 ひて 讀め h- 
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子の 夫子に 於け る、 許 多の 年隨 著して 去らず、 日夜 皇々 汲々 として 翁 ほ 足らざる がご 

(五) なん g 

とし。 夫子の 曰 はく、 「吾れ 爾に隱 す ことなし、 吾れ は 行 ふとして 一 一三 子と 與 にせざる. 

者な し」 と」 是れ 夫子の 門 專ら渐 次を責 びて、 直 入の 說 なし、 若し 此の 說を立 つれば. 

聖人の 敎に 非ず。 

或 ひと 問 ふ、 子舉を 以て 曰 用と 爲し、 性 心の 舉を排 す。 舉は tH 用 を 以てする も 亦 性 

心なり。 大學の 道 は 先 づ明德 を 明に する を 以てし、 且つ 正 心 誠意 を 以て^ 說す。 孟子 

は 放心 を 求む る を 以て 學 問の 道と 爲す。 是れ 各. -性 心の 說 なり。 人々 # て 曰 用の 言行， 

只 だ 心 を 安ん ずるに 在り、 何 を 以て か 性 心の 舉を排 せんや。 師曰 はく、 大學の 三 綱領， 

明德. 親 民. 至善 並べ 言 ふに、 各-在の 字 を 以てし、 句々 落 在し 求る。 是れ 修身. 齊 

家. 治國. 平 天下の 序次 先 後な り。 只 だ明德 のみ を 以てして 他 を 措く に 非ず。 且つ 明 

德は 格物致知して、 正 心 誠意の 謂な り、 專ら心 寧 を 指す に 非ず。 正 心と 明 二 明徳 一と は" 

尤も 差別 あり。 夫れ 聖人の 敎は、 直に 心性 を 指して 示 論す るに あらず。 孔子が 堯. 舜. 

lew を 稱十 るに 未だ 性 心の 說に 及ばず， 其の 七十 子に 於け る も >  唯 だ 日用の 間の み。 門 

人 曾 子 . 子 夏 . 子 張 . 子 貢 . 有 子の 徒. 其の 言辭 論語に 出づ る も， 竟に性 心の 說た し。 
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子 恩 • 子 跳 子に 到りて 專ら性 心 を 言 ふ、 然れ ども 性 心 を 以て 標的と 爲し、 猶ほ 日用の 事 

物 を 以て 講說 し來 る。 宋に 及んで 學 者の 意見 太 だ 高く して、 殆ど 禪怫の 話頭に 類し、 

子 思. 孟子の 言 を 以て 據 と爲 し、 洒然脫 落 を專ら とす。 兹に 於て 聖學 終に；^ 滅 して. 

舉と 日用と 間隔し、 學 者の 志す 所 相 差 了し- 禪 に似て 禪に 非ず、 儒に 似て 儒に 非ず。 

是れ 利口の 邦家 を 覆へ 十 ものな り。 故に 宋は 儒を崇 び. 他れ を 以て 各- -侍讀 侍講と 爲 

す、 然れ ども 朝廷の 風俗 禮樂 制度， 一 も敦 化な く、 猜ほ漢 唐 訓詁の 下に 立つ。 是れ只 

げん みん  らく 

だ 心性の 本然 を談 じ、 日用の 致 格を闕 けばな り。 元. 明の 者 は 六經を 措きて， 伊洛 

^8|^の儒を效ひ、 其の 語 說を師 として 注解 を 立て、 差 謬相績 いて、 ^^今は旣に堅氷と 

爲れ り。 聖學の 古に 復 らんこと 又 遠い かな。 故に 性 心の 舉を 以て 弊と 爲 すなり。 夫子 

曰 はく、 「蓋し 知らず して 之れ を 作る 者 あらん、 我れ は是れ 無き なり。 多く 聞きて 其 

の 善き 者を擇 びて 之れ に從 ひ. 多く 兒て 之れ を識す は、 知る の 次な り」 と。 

或 ひと 問 ふ、 論語に 曰 はく 、「亦 說 しからず や- 亦樂 しからず や」 と。 是れ 自得の 謂 

か。 師曰 はく、 學 習して 當然の 天則 已むを 得ざる こと を 知る、 故に 裏 而快悅 す、 是れ 

便ち 誠な り。 人 亦 我れ に 因りて 益 を 得、 我れ 得て 人 新な り、 是れ 其の 樂 しむ 所な り。 


若し 樂を 以て 釋融 として 脫 落し、 氷釋： ^解の 說を爲 さば、 是れ 人の 耳 を 喜ばしめ 其 

の 口 を 利す るな り、 信用す るに 足らず。 

或 ひと 問 ふ、 裏面 敬 を 主と し 心を存 せば、 寧 尤も 放蕩せ ざらん、 是れ心 學の說 なり 

や。 師曰 はく、 裏面 敬 を 主と し 心を存 する 底、 是れ致 格の 功に 因ら ずん ば 乃ち 能くす 

ベから ず。 日用 致 格の 功 を 措いて、 唯 だ 敬 を 主と し 心を存 す、 其の 敬 其の 心 那箇を 執 

(5  *«s 捉 する も 亦 知るべからず。 恐らく は 無 星 無 寸の秤 尺 を 以てせん か。  . 

たい. に * かりの 

こと  或 ひと 問 ふ、 先づ 心性の 工夫に 志し、 得る 所 ありて 後に 日用の 事物 を學ぶ は、 乃ち- 

是 れ星寸 ありて 度量るな らん か。 然ら ずして 唯 だ 日用 を 言 ふ は、 是れ無 星 無寸の 謂に 

して、 數-勞 する も 益な からん か。 師曰 はく、 先 儒 各. - 此の 惑 あり、 故に 脫落 を欲レ 

賈通を 求む。 今 心性の 工夫 を 志す に、 日用 を 措いて 何等 を 以て 工夫と 爲ん や。 終日 終 

夜 月 を 累ね年 を 積みて 工夫し 來る も、 亦 意見の 閑思雜 慮に して、 元より 智 なきの 我れ 

豈 俄然と して 覺了 せんや。 俄然と して 覺了 する も 亦 我 見の 間にして、 分寸の 益な し。 

若し 之れ を 執りて 較量し 來 らば、 皆 人 を 誣ひ民 を 惑 はすな り。 是れ禪 の 見 性 悟道 底に 

して、 日用 悉く 放蕩に 到り- 其の 極 は 禽獸と 同じき の 弊な り。 此れ 愚が 敢 へて 知る 所 

致 知  一四 一 
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に 非ず。 聖人 敎を 立て 戒を れて、 炳 なること 日月の 若し， 疑 ふこと 勿れ。 來 問の 如 

きは勞 して 補 ひなき なり。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「若し 是れ靜 を 主と せ ざれば、 便ち 是れ理 を むるな り。 

R だ 此の 一 一 者 あり。 旣に靜 を 主と せず、 叉理を 窮め ざれば、 便ち 是れ心 用 ふる 所な し」 

と。 是れ學 の 極 か。 師曰 はく， 動靜 は是れ 日用の 學 なり。 靜を 主と する の 字 未だ 理食 

せず。 只だ靜 なるべき とき は 乃ち 靜に * 動なる べきと き は 乃ち 動に、 更に 給滯 する こ 

に) となき- 是れ 動靜皆 致挤の 寧な り。 動 靜の問 も 亦舉を 忘れざる が 若き は、 是れ ゆと 動 

字 は 子 W? す 

^0 靜と 差^し 来るな り。 ： 母 日日 用の 事物、 裏面 皆 致 格の 功 あり、 是れ f なり。 主靜 の^ 

の ゆ.：； « 木 t 

なし、 孔孟 を 出づれ ば、 則ち 是れ舉 の 弊たり。 

人の 称と なせ 

^.0^ 或 ひと 問 ふ. ik 張子 曰 はく、 「義理 疑 あれば、 舊見を 濯 ひ.^ つて 以て 新 意を來 せ」 

S あり、 世に  二 ご 

は^^先生とぃ と。 朱 子 曰 はく、 の說 甚だ 當る こと 最も 理 あり。 若し 舊兑を 濯 ひ 去ら ざれ は >  , ^れ 

.1。 J  ,9s 朱. ォ 

^^^^ の處 にか 新 意の 来る こと を 得ん。 今の 學者ニ 稀の 病 あり * 一は 是れ 自家の 意思 を 主と 

^'ss»  も」.  はいだ，.  か  . , 

^に f: づ 5 し、 一は 是れ舊 先入の 說 あり >  拖脫 せんと 欲すと 雖も、 亦 他れ. R ら來 りて 相尋 わら 

(一 W  ザ： J" 

おに if* る」 と。 師曰 はく、 此の 說 最も 1^ し。 舉は只 だ 日用に 在り。 日用に 於て 詳に 其の 桌理， 


を窮 むる、 是れ致 格な り。 舊見新 意の 說. 是れ 自得 底の 弊な り。 自得す、 故に 舊 a の 

染 あり。 聖人の 敎は >  日用の 間 尤も 無事 底に して. 一事の 異様な く、 主と すべきの 自 

家な く、 只 だ 物に 任せて 當然の 儀 則 節 文に 應ず。 後世の 擧者は 未だ 句讀 訓詁 を 知らず 

して、 已に 玄妙 洒落 を談 じ. 聖人の 言行 を 以て 自家の 意思に 落し. 字 註 を 改め 訓詁 を 

削り、 人々 又 奇說を 弄して 耳底 を悅 ばし む。 是れ より 六經. 四書の 註釋五 車に 充ち， 

竟に聖 難ゃ の微言 沈潜 十、 豈歎惜 せ ざらん や。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく T 學を爲 すの 道 は、 人の 此の 一 心を存 して、 自家の 身をレ 

て 主宰 あらし めんと 欲 十る に 過ぎず。 今の 人馳鷲 紛擾して 一 筒の 心 都て 殼 裏に 在ら 

ニニ)  § 

(3  * や 上 ず.。 孟子 曰 はく、 『學 問の 道 は 他な し、 其の 放心 を 求む るの み』、 叉 曰 はく 『其の V を 

，第 十 一 章 

お sfs  し 其の 性 を 養 ふ は、 天に 事 ふる 所以な り r 學者須 らく 此れ を 識るを 要 十」 と。 師 

曰 はく、 學を爲 十の 道 は 只 だ 明德を 明かに し， 民 を 親しみ、 至善に 止まる に 在り、 是 

れ大學 の 道な り。 身 を 修め 家を齊 へ、 國を 治め 天下 を 平に 十る の 間. 其の 本 は 身を修 

むる に 在り。 一心 をして 主宰たら しむる、 其の 說 最も 可に して、 明德を 明かに 十る の 

深切 著明なる に 如かず。 一心 云に 存 すと 雖も、 明德 なければ 致 格の 功柯に 内 りて 進 長 

聖學ニ 致 知  一四 三 
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せん。 明德を 明かに せんと 欲すれば、 乃ち 致 格の 功 立ちて、 天下の 物通ぜ ざる こと 

るし く Is! な なし。 是れ 聖人の 寧な り。 唯 だ 一 心の 主宰 を 論 すれば、 乃ち其のf^-竟經碟乎たり。 

る 一一と  I じめ 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「涵養 - 致 知 . カ行の 三者 は、 便ち 是れ 涵養 を 以て 頭と 條 

統 を 最も 正し  ^ 

く Ir2 し し- 致 知 之れ に 次ぎ、 カ行 之れ に 次ぐ、 涵養せ ざれば 主宰な し。 事 を 做す に須 らく 人 

なり， W 山 先  こ  な 

お i<r を 用 ふべき が 如く、 緩に 放 下し. 或は 困睡 すれば、 這の 事 便ち 人 之れ 主と 做るな し。 

の 人， 卞  1 

は 伯 *、 又 仲 旣に 涵養して 又須 らく 知 を 致す ベ し. 旣に知 を 致して 叉須 らく カ行す ベ し。 若し 知 $ 

元、 は そ  一一 一一 

お.^ -wit 致して カ行せ ざれば 知らざる と 同じ」 と。 西 山の 眞氏曰 はく、 「寧 問の 道 三 あり、 曰 は 

- く、 省察な り、 克冶 なり、 存養 なり。 是の 三者 は 以て 一 を 岡くべからず。 夫れ^ 者の、.^ 

を 治む る や、 猜ほ 其の 疾を 治す るが ごとし。 然して 省察 は 脈 を 視て疾 を 知るな り >  克. 

一- 治 は 藥を用 ひて 以て 疾を 去るな り、 而 して 存養は 則ち 又 調 虞 愛護して、 未だ 形 はれ ざ- 

かす  ふ. t  fill) 

お. II： るの 疾を杜 ぐ ものな り」 と。 雙 蜂の 饒氏曰 はく 、「舉 を爲 すの 方、 其の 大略 四 あり、 一 

正，. J  •  3S£ 身 •  ぇリ 

齊. か. 治 に 曰 はく 志 を 立つ、 二に 曰 はく 敬に 居る、 三に 曰 はく 理を窮 む， 四に 曰 はく 身 を 反み 

平 天 下の 八條 

？ SJ7«^1、 る」 と。 此れ等の 說 何れ を 以て 當れ りと 爲 すか。 師曰 はく、 學に小 寧 • 大學 あり、 六 

整 は 小^の 敎 なり、 三 綱領 一 5:) 條 目は大 寧の 道な り、 博^. 審問. 思辨 行す る は 中庸の 


敎 なり、 志學. 舉習. 學思は 夫子の 一 百な り。 何ぞ後 儒の 意兑を 以て 之れ を增 さんや。 

凡そ 擧は 博學に 在り、 而 して 能く 時習 愼思 すれば. 此の間に 自ら 存 養の 意 あるな り Q 

師 敎 

ニー  師說 

師の說 を 論ず 

う-まれながら  う 

師曰 はく、 人 は 生 にして 之れ を 知る 者に 非ず、 師に隨 ひ 敎を禀 けて 後に、 人た る 

の 道 を 知り、 惑 を 解く の 用を爲 す、 是れ 師の說 なり。 凡そ 師は學 者の 志に 隨ふ >  故に 

其の 志す 所愼 まずん ば あるべからず。 志の 之く 所 を 以て 師と爲 す は、 是れ 自家の 意志 

をして 主張 を爲 さしめ て、 裏面 一箇の 師 あり、 以て 師を 求む， 是れ 志を師 とするな り 0 

今 聖人の 擧を 志す とき は 聖人 を師 とす、 異端の 學を 志す とき は 異端 を師 とす。 其の 志 

す 所に 師隨 ひて 至る。 

はるか すた  ぴ 

師曰 はく、 聖人 旣に 遠く、 聖學杳 に廢れ て， 世に 聖教の 師 なし。 然れ ども 聖人の 微 

言猞ほ 遺り て 以て 徵と爲 すに 足る がごと し。 且つ 天地 日月 未だ 塗炭に 落ちず >  是れ萬 

聖學ニ  &知  一口 五 


二な リ 間の？^ぇ孝：^ 

し- ' ク 'giSH-- し 行 
父が に と 人 を 
ト は 孝關孔 、以孔 
商 «  « すィ - こ て 門 
• 點 なるとの 聞 中 


はぞ、 新 

の 人な り、 文 

章 を I;!;- て 4& あ 

(；こ 姓は^1 

一 ナ^ は卞， » 

の なり 

S)  〈4- は 

有、 》 の 人， 

«?1 にして. a 

おな 好む 

S)  K の 生 

する 1^ の 人 

より 先き に覺 

M したる 人の 

h  -.-w ひしな 
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世の 師， 聖舉の 標準な り。 舉者 天地人 物の 誠 を 以て 之れ を師 とし 之れ に據 り、 以て =： 

用の 實を 索め 來れ ば、 寧日に 新な り。 

師曰 はく、 人の を爲す こと、 何ぞ 他の 之れ を設 くる を 待たん。 我ゎ赏 に 人た るの 

道に 志す とき は、 曰 用の 間、 事物の 應接、 直に 之れ を 身に 認め， 之れ を 人に 施し、 事 

物の 上に 用 ひて、 而る 後に 明かに 其の 當然の 道 を 知るべし。 此の 如きと き は、 夭 下 皆 

師 なり、 事物 皆師 なり。 近世の 擧者 * 其の 志實 ならず、 冬く人の！：：^譽に隨ひて師を求 

め、 多識 文章に 循 ひて 舉を 求む。 故に 循々 然として び 得る も， 亦 其の 身に 於て 益な 

く. 其の 事に 於て 明かなら ず。 是れ 其の 志の 正しから ざるな り。 

師曰 はく， 世 多く 人の 師 あり- 而も 實の師 なし。 古 來師を 撰ぶ こと 尤も 難し。 孔子 

二)  つ ご  § 

の 弟子、 孔子 沒 してより 後 各-自ら 離散 十。 只 だ 曾 子 ありて 便ち 刖 なり。 子 夏. 子 張 

の 如き は、 孔子に 事 ふる 所 を 以て 有 若に 事 へん こと を 欲 十， 獨り酋 子 便ち 不可な りと 

^ふ， 子 貢より 以上 必ず 皆肯ぜ ず。 是れ聖 門の 高弟 も 亦師を 撰ぶ こと を 知らざる なり。 

師曰 はく * 記 問詞誦 より 衆 技 曲藝に 至る まで、 師 あらざる はなし。 唯 だ 人た るの 道 

を敎 ふるの 師， 以て 眞の 師と爲 す、 是れ天 民の 先覺 なり。 其の 師 たる や、 人 以て 師と 


(六) 論語 述 

而笃 ST 一十 一 

(七) 孟子 雜 

«h«l 第二 十 

1 一一 章， PE 子 曰 

は：、 人の 患 

は， 好んで 人 

の 肺 るに 

在 上 

(八 J 字 は 退 

之、 認は 文、 

せらる。 審 中 

w の文康 er 

六^の fe; 兆な 

—る W 六 文 を $3； 

め こ、 剛 

^なる 文 を 

£S せし 先稱者 

なり。 柳 で兀 

と共に、 韓柳 

と併秘 せらる。 

こ-一の 語、 « 

* 八大， 《! 文集 

& 一 、 師說の 

條に H づ、 但 

錄 せる も 

のな り 

(九) 弟子よ 

bfll へるな り 

二  0)  二 程 

語錄卷 十五に 

や：， つ、 似， Li 

也」 Q 文字な 


爲す も， 我れ 好んで 師道 を 以てせず。 

師の 字の 解  ， 

師曰 はく、 師は 字書に 曰 はく * 法な り、 人の 模範な り、 是れ人 以て 法則と 爲し 模範 

と爲 すなり。 夫子の 曰 はく、 「三人 行く とき は 必ず 我が 師 あり」 と。 叉 曰 はく、 「好ん 

で 人の 師と爲 る」 と。 是れ皆 我が 隨循 する 所、 模範と 十る 所な り。 學は 必ず 檩 f. あり， 

其の 準と する 所、 是れ 師道の 存 する 所な り。 

師曰 はく、 唐の 韓愈曰 はく、  r 師は道 を 傳へ業 を 受け 惑 を 解く 所以な り。 是の 故に 

貴と なく 賤 となく、 長と なく 少 となく、 道の；^ する 所 は 師の^す る 所な り」 と。 程 子 

曰 はく、 「師と は何ぞ や、 曰 はく 理 なり、 義 なり」 と。 愚 謂へ らく、 韓子は 道の 存す 

る 所 を 以て 師と爲 す も. 道 は 知るべからず、 何 底 を 以て 道の 存 する 所と 爲十 や。 且つ 

韓子 自ら 師道 を もって 居る、 是れ韓 子 口に 道 を 謂 ひて 未だ 道 を 知らざる なり。 程 子 は 

義理 を 以て 師と爲 す、 韓 子の 說に 比すれば 細密と 爲す。 然れ ども 其の 指す 所の 義理 又 

未だ 知るべからず。 故に 曰 はく、 師は 志な り、 己れ の 志に 因りて 師道 立つ。 其の 志 は 

唯 だ 人た るの 道を盡 すに 在り。 

聖學ニ 致 知  ，  Ira- 七 


山 鹿 語類 卷 第三 十四  一 四 八 

二)  1. «  師を 立つ 

典に 五 教に作  (一 一一) 

ソノ. flsl 一 師曰 はく. 若 昔 唐 虞 五一 典の 敷 は、 之れ を 契に 掌ら しめ >  寛 栗 直 溫の敎 は、 之れ を f《 

si に 典ら しむ。 成 周に 至り、 先王の 詩 書 禮樂に 順 ひ、 以て 士を 造し、 而 して 之れ に 中和 

に.： 广 、一  i ど 

£ お 、おせ- を敎 ふるに は、 亦 惟れ 有 道 有徳の 者 を 擇んで 之れ を 主ら しむ。 皆 師道 を 立つ る 所以な 

？, j.::" ハ巾 り。 周の^ ふるに 及んで は 則ち 舉校 の設 修まらず して、 天下の 師道 魔 十。 凡そ 古來入 

に 「おに L て 

^ 隱 一」" 君の 天下に 長た る- 是れ 天に 代って 億兆の 民 をして 此の 道に 1： らしむ るな り。 故に 君 

おるな く、 簡 

にして m るな 師と稱 す。 君 も 亦師を 立て 學を 設けて、 以て 問 4^ の 間に 至る まで、 他 をして 德化を 敷 

か..：' しめよ」 

^M^^^ かしむ、 是れ師 を 立つ るの 道な り。 

ifg) 钃 ^曰 はく、 師を 立つ るに 嚴を 以てする は 古の 道な り。 德 必ず 古に 及ばず、 知 必ず 事 

し， 卞は伯 泰、 

S に * 难先 に通ぜ ざる も- 亦 之れ を 立て、 之れ を 崇敬 十るな り。 寧 者師を 重んじて 之れ に 事 ふる 

i^i. 朱 了 

は， 是れ皆 身を修 むる 所以な り。 內に 父兄 あり、 外に 君師 ありて、 我が 過てる 所 を 正 

laws? &の！ « 

f  し， 我が 後れた る 所 を 鞭つ とき は、 人 必ず 大 なる 失な し， 是れ 師道 を嚴に 十る の 謂な 

、五ン の 中 

り。 且つ 師道 重から ざれば 學ぶ所 堅から ず、 是れ信 及ば ざれば なり。 東 萊の呂 氏 曰 は 

り、 ま) 

^^-1^  く 、「歐 陽修云 へ る あり、 古の 舉者は 必ず 其の 師を嚴 にす、 師嚴 にして 然る 後に 道 尊し， 


として 返き て 道 尊く して 然る 後に 篤く 敬す、 篤く 敬して 然る 後に 能く 自ら 守る、 能く 自ら 守って 然 

終る、 新 奢 書  つつ 

f 六  1* 时 ii、 る 後に 用を果 す、 用 を 果して 然る 後に 畏れず して 遷ら ず。 三代の 衰 より 學校廢 れて兩 

W の 人、 二 程 漢に 至る も 師道 は 尙ほ存 せり。 故に 其の 學者 各-' 其の 經を 守りて 以て 自ら 用 ふ。 是を 

んと姻 成の 問  ... 

おひお 以て 漢の 政理 文章と 其の 當 時の 事と、 後世 及ぶな き 者 は >  其の 從 つて 來る所 深し。 後 

に， ひ 後 周 劇 世師法 漸く 壞れ て、 今の 世師 なく、 寧 者尊嚴 ならず、 故に 自ら 其の 道 を輕ん ず。 之れ 

膝に つ きて.！：；： 

得れ、 し 胡^ を輕ん ずれば 至る こと 能 はず、 至ら ざれば 篤く 信ずる こと 能 はず， 信 篤から ざれば 守 

h' し て 住めり、 

論語 說. 侯 る 所 を 知らず、 守る こと 固から ざれば 畏 るる 所 ありて、 物 移すべし。 是の 故に 學者は 

is 著 あり  したが  HO  (七ず えん 

P の ほ、 光 g 惟 だ 俯仰して 時に s,;?; ひ、 祿利を 希 ふ を 以て 急と 爲す」 と。 河 東の 侯 氏 曰 はく 、「朱 公 技 

こ i へて よく  (ro  f4i;  朱 公拔、 字 は 光 庭 

.^の身も致し， 來 りて 明 道 を 汝に見 ゆ、 歸 りて 人に 謂って 曰 はく、 『光 庭 春風 中に 在り、 坐し 了る こと 

二 程 十の 門に  (き  f  , 

一箇月』 と。 游. 楊 初めて 伊川に 見 ゆ、 伊川 目を搜 いで 坐し， 二子 侍立す。 旣に覺 め 

顧みて 謂 ひて 曰 はく、 『賢 輩 尙ほ此 に 在り や， 今 旣に晚 れぬ， 且く 休せ よ』 と。 門に 

魁と 稱す 

0  IP- 出づ るに 及び、 門外の 雪 深き こと 一尺な り」 し」。 愚 謂へ らく  * 學 者の 志 厚き とき は師 

„•  木 時の 京 西北  • 

路仪 州なる ベ 道嚴 にして 立つ。 人の 信 ある、 其の 功 必ず 大 なり。 

し 

(一 〇) 游^、 字は定 夫、 二 程 を師 とし、 牧民の 事に 從 事す、 易 說* 中 *義* 論語 孟.. ^雑 解 .鹰 山 文集 等 あり。 時、 字 は 中立、 時 は その ic. 龜山 

す， 二 程に 師事し、 朱 子の 先 として- *舉 の 一代 表な h- 

« 學ニ 致 知  一 四 九 
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師曰 はく、 師に輕 重 あり、 聖學 の師の 如き は、 其の 重く 其の 厚き こと、 實に君 父の 

恩に 比す。 夫れ 人の 出生す る や 必ず 父母に 因る、 此の 身 あれば 乃ち 父母 あり、 身 を 養 

ふに は 君恩 を 以てし * 己が 勤 仕の 厚薄 を 以て、 祿を 鹿-け 身 を 保ん ず。 是れ 叉！ K 下の 通 

禮 なり。 故に 天下 は 君 父の 處に 非ざる なし。 只だ聖 學の師 のみ、 萬 世の 希 遇な り。 我 

れ 鼓の 舉に 因って， 君 父に 事 ふるの 實を 知る、 是れ 其の 重く 其の 厚き こと. ® ほ 君 父 

に踰 ゆべ し. 容易な らん や。 若し 遭遇 十る こと 有らば 乃ち 深く 師道 を 以て 之れ を 尊び、 

君 父に！ 1： じうして 親炙す ベ し。 

師 友 

二)  10 師曰 はく、 古人 多く 師友 を稱 す。 愚 謂へ らく、 弟子 職に 曰 はく 、「先生 敎を 施し 弟子 

« 十九  -  ,  き は 

i,i あ； IT のお 是れ則 ひ、 溫恭 にして 自ら 虚しう し、 受 くる 所 をば 是れ 極む」 と。 是れ 弟子 謹んで 其 

の 敎を受 くるな り。 師旣に 其の 端倪 を 示す、 朋友 其の 從容 閑暇の 際に 於て、 討論 雜詰 

r し して 互に 其の 不及を 攻め、 其の 過 を 抑 ふ。 是れ友 を 以て 仁を輔 くるな り。 人々 恭敬の 

瑚 意、 0 

Itsn タに 問 は 其の 失 必ず 少し. 退いて 其の 私 を 見る に 至って は、 其の 寧 者の 實地掩 ふべ からず、 

^^^^r. 朋友 以て 知る。 是れ 進ん e 嚴師の 敎を受 け， 退いて 益友のお を受 くれば、 寧 竜に 間斷 


なくして， s 新の 功 初めて 謂 ふべき なり，^ 

ニニ 立 敎 

f ^一一  敎の說 を 論ず 

^3^,  ^曰 はく、 立敎と は、 古の 聖人 極 を 立て 人を敎 ふるの 法な り。 人敎へ ざれば 乃ち 道 

を 知らず、 道 を 知ら ざれば 离獸に 同じ、 故に 聖人の 敎を 立つ る や、 其の 來る こと 尤も 

重し。 中庸に 日 はく、 「s:) の 命 之れ を 性と 謂 ひ、 性に ふ 之れ を 道と 謂 ふ、 道 を修む 

、ん； T れ る 之れ を 敎と謂 ふ」 と。 是れ敎 の 出づる 所な り。 夫子 衞の庶 富に 加 ふるに 敎を 以てす 

H^^^ と。 又 曰 はく、  rf 人 蹈を敎 ふること 七 年」 と。 是れ皆 聖人 敎を 立てて、 以て 民 をし 

富めり、 又 何 

お i  、へ；^ て 其の 當然の 道 を 知らし むるな り。 

ん」 を 币曰. H  く、 人々 道 を 知らず、 是れ敎 の 立たず 化の 行 はれざる なり。 今 民人 罪 あれば 

(五) 論語 子  え  しばら  .， ノ 1 1 

律 を 以て 之れ を 刑す、 k 道 を 知らず 義を 知らず. 只 だ少く 刑戮の 重き を 懼れて 上 を 犯 

さず、 尤も かな。 故に 民人 皆 異端に 陷り 邪說を 信じ- 鬼 魅を崇 ぶ。 是れ 民人の 差 

にあらず、 敎化行 はれざる の.^.^ り。 教化の 梨る 所 尤も 重し、 慎まざる ベ けんや。 

チニ 致^5  一  .3 一 
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師曰 はく、 聖人 極 を 立てて、 其の 天下 國 家に 於け る や >  唯 だ 教化の み。 舜 契に 命じ 

(二  ) 

しと  な  つつし  き 

て 曰 はく、 「汝司 徒と 作り、 敬み て 五敎を 敷いて 寛に 在れ」 と。 一 に 命じて 曰 はく、 

ニー ご  (五) ：ク 

^  (En  き やうさん ぶつ 

「汝に 典樂を 命じ、 胄 子を敎 へし めん」 と。 周 禮>  大司徒 は 鄕三物 を 以て 萬 民に 敎へ、 

鄕八刑 を 以て 萬 民を糾 す。 是れ聖 君の 天下 を 治め 敎化 を專ら にす るな り。 況ゃ 後世 を 

(七) 

L やう じょ  みち  (八) 

や、 況ゃ當 今 を や。 凡そ 學 校の 設け 庠 序の 敎 盛なる とき は， 人々 道の 當然を 知り、 其 

の 親 を 遣れ 其の 君 を 後に する 者な し。 君臣 父子の 義 明かなる とき は、 乃ち 其の 令す る 

所に 心服して、 天下 平 かなり。 學 記に 曰 はく、 「古の 王者 は國を 建て 民に 君た るに、 

敎^ を 先と 爲す」 と。 又 曰 はく、 「古の 敎 ふる 者 は、 家に 塾 あり， 黨 に^あり. 術に 

序 あ- 

人 を敎ふ 

師曰 はく、 古の 敎を設 くる や、 小舉. 大學の 制 あり。 八 歳に して 小學に 入り、 十 有 

五に して 大學に 入る。 其の 敎 小人 • 大人の 差 ある も、 然も 只 だ 日用 事物の 間に 出で ず、 

其の 實は 他れ をして 人た るの 道 を 知らし む。 小 學の六 藝は皆 事物の 記 臆すべ く 習熟す 

を さ 

べき ものな り。 人の 少 弱なる や、 便ち 之れ を爲 めて 以て 之れ を輔け 之れ を 養 ふに 足る， 


國に畢 あり」 と。 IS はお 遂- に？ ベ 


に 五 百 

萬 二 千 五 百 .S! を遂と S す。 


故に 禮義は 其の 心 を 養 ひ、 聲音は 其の 耳 を 養 ひ、 采色は 其の 目 を 養 ひ、 舞蹈 降 登疾徐 

お i^ti 俯仰して、 以て 骨 節 を 習 はし、 周旋 を 養 ひ、 而る 後に 其の 成長して、 理を窮 むる に 足 

ひき 一む， き. るに 及びて、 身 を 修め 家 を 齊へ國 を 治め 天下 を 平 かにす るの 要領 を 全うす。 是れ 先王 

v.fo  ！ ^言- i- 

S  の敎を 盛な りと 爲す 所以な り。 

師曰 はく、 人を敎 ふるの 道 は、 其の 年 序 度量 氣象 を考 へ、 用捨 斛酌 あり。 敎 ふるに 

之れ を 以てせ ざれば、 乃ち 學者氣 質を變 化せず。 其の 教化 は 只 だ 日用の 間に 在り、 日 

用旣に 當然に 因る とき は、 風俗 厚く して 倫 叙 明かな り。 風俗 倫敍 正しき とき は、 遠近 

化し、 舉 ばざる の 輩 も 亦 習熟し 來る。 

師曰 はく、 書 を 以て 之れ を傳 ふる あり、 口 を 以て 之れ を授 くる あり、 是れ又 一 偏に 

すべから ず。 先づ 他れ をして 其の 心 志を定 向せ しめ， 而る 後書 を 以て 古 を稽へ 謀 を 

思 はしむ、 是れ 人を敎 ふるの 道な り。 今 只 だ擧者 書を讀 むこと を專ら にし、 其の H: 用 

口授 尤も 希な り。 故に 其の 志 半ば 倦みて 長 進の 益な し。 

(き 

に ，£L〕I 出 師曰 はく， 横渠は 人に 敎 ふるに 禮を 以て 先と 爲し、 明 道 は 則ち 然ら ず、 先 づ學者 を 

して 知識 あらしめ、 却って 敬より 入る。 愚 謂へ らく、 人の 日用に 於け る や、 混合して 
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而も 是れ禮 なり。 其の 由って 出づる 所、 各-巳む を 得ざる の 誠 あり、 唯 だ 禮を敎 へて 

其の 理を 窮め ざれば、 則ち 外面に して 實 なし、 外實 共に 備 はりて 道 是れ 全し。 先 儒の 

人を敎 ふるや、 各- 一 斑 を 窺 ふ， 以て 人を敎 ふるの 道と すべ からず。 

二) ほ 代の  敎 法 

,s,  « 行 も  I  r 

00 師曰 はく、 下學 して 上達す る は 聖人の 敎 なり。 出入 起居 日用の 間、 這の 上面に 就い 

稱な .9、 周^  な も  、  ほ， J いま ま  -ら  ォ  化つ 

地官の 中に 在 て 做し 將ち 去る とき は、 心の 放 なる 者、 性の 昏き 者、 自ら 著明な り。 舜契 をして 司 

-tE^frr  ニー  (二)  ニー 一) 

め 一 i) ひ^ I 徒たら しめ 敎 ふるに 人倫 を 以てす。 周 鱧に 師氏敎 ふる 所の 三德三 行、 皆 日用の 工夫な 

<.;t の 木) • 孝  s_  (W) 

«  is り。 夫子 曰 はく、 「吾れ 爾に隱 す ことなし」 と。 又 曰 はく、 「鄙 夫 ありて 我れ に 問 ふ、 

00^, 我れ 其の 兩端を 叩きて 焉 れを竭 す」 と。 額 子 曰 はく、 「夫子 術々 然として 善く 入 を！ 

it ビ -順 行 む」 と。 其の 人を敎 ふること 更に 高話な し。 

おに 事 ふ)  §  、 

師曰 はく、 子 貢 曰 はく、  r 夫子の 文章 は 得て 聞くべき なり」 と。 所謂 文章 は 日用の 

、さ 同一 $ 節 文、 至著l^^-顯にして、 人々 以て 用 ふべき 底な り。 是れ下 寧の 謂な り。 

c« 七 寒 

お SS 第 師曰 はく、 举 問の 全 體は、 H 用 細微 近卑に 過ぎず。 夫子の 聖、 諸子の 賢 を 以てして • 

5SW 十-. 音 豈舉 問の 全 體を殘 さんや。 寧數傳 して 後世に 及び、 人々 功の 速な らんこと を 欲し、 其 


の 高を悅 びて 近を忽 にし、 其の 大 なる を 慕 ひて 細 を 略す。 道の 全體を 立てて、 髙 且つ 

大 なりと 爲 し- 其の 敎 悉く 高遠に 驚す。 舉 者の 失、 其の 罪 教師に 在り、 豈敎の 法 容易 

にす ベ けんや。 

師曰 はく、 人に 敎 ふるの 師は、 他れ をして 明暗 邪 正なら しむる こと、 一 に 師に歸 す 

るな り。 (されば) 我れ 未だ 通ぜ ずして 切りに 好みて 師と爲 る は、 其の 罪遁 るべ からず。 

況ゃ 六經を 注解す るの 徒、 其の 志す 所 聖人の 道に 非ざる とき は、 聖人 をして 己れ が 意 

見に 陷れ、 後學 をして 己が 邪 說に惑 はしむ， 其の 罪惡言 ふべ からず。 故に 師は 門人 を 

して 愛子の 如くなら しめ、 心 誠に 之れ を 求 むれば、 中らず と雖も 遠からず。 

さしはさ 

師曰 はく、 我れ 師道 を 以て 之れ を 挾めば、 乃ち 討論 皆 怒り を 以てす、 是れ何 ぞ敎の 

實 ならん や。 舉 記に 曰 はく、 r 學んで 然る 後に 足らざる とと を 知り、 敎 へ て 然る 後に 困 

(八) 書經の  ミ かへ っさ う 

下れ 5- ほ しむ こと を 知る。 足らざる 事 を 知りて 然る 後に 能く 自ら 反 し、 困し むこと を 知りて 

ゥ， ^記の 承  ミ つと  (-さ め：. 

ES に 引かる 然る 後に 能く 自ら 强む。 故に 曰 はく、 敎學相 長ず るな りと。 說 命に 曰 はく、 『敎 ふる 

(九」 子 全  f た 一 

I ^卷士 一に 出 は學 ぶの 半ばな り』 と。 其れ 此れの 謂 か」 と。 張子 曰 はく、 「常人 小童に 敎 ふる も 亦 

( 一  G) 原典，  ほお  -5 

r 數に 作る 益 を 取るべし、 己れ を样 して 出入せ ざる は 一 益な り。 人に 授 くるに 數次 なれば 己れ も 

學ニ 致. 知  一 五 五 
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亦 此の 文義を 了る、 二 益な り。 之れ に對 して 必ず 衣冠 を 正し 瞻視を 尊く す、 三 益な り。 

f  二  . 

二) 康典、 嘗に 己れ に 因って 人の ォを壞 る を 以て 憂と 爲す とき は、 敢 へて 惰ら ず、 四 益な り 一 と。 

に 作る  . 、 

愚 謂へ らく、 聖人の 道 は 唯 だ 博く 衆を濟 ふに 在り、 大學の 道 は 明德を 天下に 明かに す 

2)  s« る を 以てす。 論語に 曰 はく、 「朋 遠方より 来る」 と。 是れ 人に 敎 ふるの 謂な り。 己れ 

首 S 

立ちて 人 を 立てず、 己れ 達して 人 を 達せざる は、 不仁 者な り。 他れ をして 此の 舉に因 

り 此の 道 を 知らし むる に、 他れ 少しく 知る こと あり 通ず る こと あり、 互に 相 切 礎し 來 

る、 是れ 夫子の 所謂 「亦樂 しからず や」 た"。 

師曰 はく、 凡そ 君 長の 下 を 御す るに 皆 人を敎 ふるの 道 を 以て 十れば、 臣僕 自然に 敦 

化す。 刑 賞 は 是れ勸 善懲惡 なり、 政令 は是れ 豫め敎 ふるな り。 人君の 人民に 於け る や、 

敎化を 以て 其の 極と 爲す。 今や 之れ に 反す。 故に 臣子君 父 を 鉱し奪 はずん ば li? かざる 

に 至る。 是れ唯 だ 利害 を 以て 下 を 御し、 情欲 を 放 にして 僕 を 使 ひ、 政令 正しから ず、 

賞罰 中らず、 上に 奢れば 下 怨みて、 竟に 好みて 亂を 作す。 

師曰 はく、 敎の 久しき や 自ら 風俗と 爲り、 人々 以て 自ら 習熟し 自ら 安逸す、 是れ敦 

化な り。 故に 家に 家法 あり、 國に國 法 あり、 天下に 政教 あり。 其の 定 むる 所 正しから 


ざれば、 因循して 正しから ず、 其の 定 むる 所 正しき とき は、 因循して 正し。 天下 國家 

の 人に 令す るの 道、 其の 一 百^ 法令 容易に すべ けんや。 身の 修 むる 所 は 只 だ 一人の み、 

ニニ)  ひた ひ る？ 

(3 宋の中 敎は他 を 惑 はすに 至る、 其の 害 尤も 重し。 司 馬 光 曰 はく 、「南方の 俗 は 題 を 雕るを 以て 

頃の 名お お  (En 

,s>^£,.， リ NnEf:  きゃ-っじ^1ぅ  し 力ば ね 

U マ ？1 お 美と 爲し、 戎の俗 は 尸 を 焚く を 以て 榮と爲 す、 習 ふ 所に 安んじて 其の 非 を 知らず」 

に 封 ぜ. りる 

(5 支那の と。 是れ敎 化の 繁る 所な り。 教法 は詳に 其の 道を盡 すに 在り。 人鳥獸 に敎 ふるに 曲藝 

境に 住む と 

族の 名  を 以てし、 此れ を 市街に 树 ひて 利 を 求む るに、 見る 者堵の 如し。 人 豈鳥獸 に 如か ざら 

んゃ。 只 だ 教法 其の 志 を 得ず して 厚から ず.、 一た び敎 へて 至ら ざれば 倦み、 再び 示レ 

て通ぜ ざれば 怒る。 是れ敎 其の 道を盡 さず， 其の 量を考 へざる の 致す 所な り。 

師曰 はく、 周禮 に、 司 徒 は 道德を 一 にして 以て 俗 を 同じう す、 是れ敎 化の 說 なり。 

聖人 上に 在れば 學校を 設け 爲し、 師儒 を 建立し、 義理 を 本と して 以て 敎條 と爲 し、 經 

•  みな 

書 を 著 はして 以て 敎 法と 爲し、 必ず 古昔に 則り、 必ず 先王 を稱 し、 天下の 人 をして 咸 

道徳の 必ず 因り 寧ぶべく、 吾が 道に 非ず して 其の 道と する 所 を 道と し、 吾が 德に 非ず 

して 其の 德 とする 所を德 とすれば、 政令の 必ず 禁ずる 所、 刑罰の 必ず 加 はる 所なる を 

知らし む。 此の 如きと き は、 人々 其の 行 ふ 所 を 同じう し、 家々 其の 習 ふ 所 を 同じう し 
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#~ 々其の 尙ぶ所 を 同じう 十るな り。 風俗 豈 同じから ざる 者 あらん や。 風俗 同じき とき 

は 異端の 敎 何れの 處 にか 隱 れんや。 入々 皆 異端の 道 を 道と して、 其の 非 を 知らざる は. 

- J  ： お：： 敎 法の 明かなら ざれば なり。 漢の董 仲舒武 帝に 言して 曰 はく、 「春秋 大 一統 は 犬 地の 

n: 巧. 二の 人  (S)  みち  ひ：  こ し.. 

ff^ir. 常經、 古今の 大；^ なり 、 今 師は道 を 異にし、 人 は 論 を 異にし、 百 家 は 方 を 殊にして 指 意 

ほ wi して-、  -  ■  で、 

H^^^^ 间 じからず。 是を 以て 上 は 一 統を持十るたく、法制數~變じて、 下守る所を知らずしと- 

，せし-^-はに- 

？^れはだ^の 

は 5":? 讀 書 

I- のお！！： も 亦 

w おも W て a 

二三 總 じて 讀書を 論ず 

なり。 - 一の S™ 

•• 十六 驚 件舒 

傅に 出， つ  師曰 はく、 讀書は 弟子 餘 力の 學ぶ所 なり。 出入 起居 事物 應 接の 急務 を 措きて、 書 を 

讀 むに 課程 を 立つ る、 是れ學 を 以て 讀 書に 在りと 爲 すたより。 近世 學 者の 弊 は 專ら這 裏 

に 在り、 是れ より 學と 日用と 差別し 來る。 古の 聖人が 寧 校 の^は、 常に 諫書を 以てす 

る こと 未だ 曾て 有らざる なり。 六經 世に 傳 はる こと ありて、 竟に科 を 立てて 專ら書 を 

瘦む。 古..^ を敎 ふるに 此の 書 を 以てせん や。 


rl)  の 

篇名、 下 SI に 

出， つ 

而篇 首章 「信 

じて 古 を 好む」 

同 第 卜 九 章 

「古 を 好み、 敏 

にして 以て 之 

れ を 求めた る 

g なり」 と 出 

づ 

へ i:)  ^ 

* の應用 力な 

きも * むる 意 

2) 

篇 J* 十隶 

(K:> 共に i!5 

Ire の 名、 周 

小 S の 文 £ 

の 后妃 閉門の 

化 を！： ムひ、 P: 

南の SJ は 諸^, 

大 夫の 妻の、 

文 王の 妃の化 

ん りて 德を 

成す を W へ り。 

iJS の 本！ E すべ 

こ 修身 齊 9^ の 

す 


師曰 はく、 書 は 古今の 事跡 を 載す る 器な り。 人 古今に 通ぜ ざれば 時宜に 昧く， 風俗 

を 知らず.. 人情の 過不及 を 察せず、 故に 餘カ 閑暇の 間 手に 卷を釋 てず、 上 聖人 を師と 

し 下 群 賢を舉 びて、 其の 善なる 者 を 撰び、 其の 不可なる 者を戒 む。 日に 月に 此の 如く 

き はま  ニー)  f  < 

なるとき は、 物 格り 知 致り て德を 成し 才を 全く 十.。 是れ說 命に 所謂 「古の 訓を學 ベば 

乃ち 獲る こと あり」 の 謂な り。 

師曰 はく、 凡そ 人 多く 事物に 應 接し 來れ ば、 格 致の 功 必ず 積む」 故に 宫を 得、 朝に 登 

V  、 事 を 執り 訴を 掌る の 徒 は、 其の 方 平 日 に 長ず る 者 多し。 今 の 弟子 事物- の 應接少 く 事 

を 掌る こと 希に して、 只 だ 父兄に 事へ 奴 僕 を 御す るの 間の み。 故に 讀書を 以て 古來數 

千載の 事跡 を 知り、 聖君 聖人の 言行 を師 とす。 是れ 坐ら 天 下の 萬 機に 應じ、 群 英の芝 

fill) 

に 接 十るな り。 學 者の 格 致 尤も 讀 書に 在り。 夫子 曰 はく、 「古 を 好む」 と、 亦是れ なり。 

師曰 はく、， 書を讀 むに 學の志 を 以てすれば、 讀む 所の 書篇 悉く 日用に 在り。 書を讀 

む を 以て 學と爲 さば、 玩物喪 志と 爲る。 夫子の 曰 はく、 「詩 三百 篇を誦 十れ ども、 之 

れに授 くるに 政 を 以てして 達せず、 四方に 使して 專對 する こと 能 はずん 、ば、 多し と雖 

たに  r  (五>  二へ)  まな 

も 亦奚を 以て か爲 さん」 と。 叉 曰 はく- 「人と して 周 南. 召 南 を爲ば ずん ば、 其れ 猶 

S 學ニ 致 知  一 五 九 


(一) 

見えす 1 

ilJ き 得 ざ る の 

wr 近よ h- 遠 

に- ほすべき 

も教へ たるな 


r.J 朱. ナ： *i 

纊 お 法 上に 出 
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一 1 >  ね 

ほ 正しく 牆に 面して 立つ がごと きか」 と。 是れ 皆學を 以て 讀 書と 爲 すなり。 書 を讀み 

て驗 ある こと 此の 如きと き は、 讀書 以て 日用の 道と 爲る なり。 今の 者 讀 まずと 云 ふ 

ことなく、 識ら ずと いふ ことなくして * 筆 を 落せば 詩 成り 文爲る も. 亦 一 物 も： る 所 

なく 一歩 も 行くべからず、 常に 面 牆 する が 如し。 況ゃ 之れ に授 くるに 政 を 以てし， 四 

方に 使せ しめば、 書を讀 まざる の 徒 も 以て 笑ぶべし。 是れ 其の 失何處 にか 在る、 只 だ 

志の 差へ ばな り。 

師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「某 嘗て 謂へ らく、 學を爲 す こと 老少 问 じからず、 年少 は 精 

カ餘 あり、 須 らく 用て 書と して 讀 まずと いふ ことなく、 其の 義を 究竟せ ざるな かるべ 

し。 若し 年 齒晚に 向と するとき は、 却って 須 らく 要 を擇 びて 功 を 用 ふべ し、 一書 を諫 

めば 便ち 後來 工夫して 再び 理會し 去る こと を 得難き を覺 ゆ。 須 らく 沉潛玩 索して、 極 

.4.- の處を 究めて 可なる べし。 蓋し！ K 下の 義理 は 只 だ 一箇の 是と 非と あるの み、 是は便 

ち是 れ是、 非 は 便ち 是れ 非、 旣に著 落 あれば 再讀 せず と雖 も， 自然に 道理 浹ム 化し， 省 

記して 忘れず。 譬 へば 飮 貪の 如く、 從容 として 祖嚼 すれば， 其の 味 必ず し、 大嚼： K 

咽 すれば 終に 味 を 知らざる なり」 と。 愚 謂へ らく， 讀書は 老少に 因って 同じから ざる 


の說， 實に然 り。 古人 小 學-大 舉の設 も、 亦 年 序に 因って 其の 說を 立つ るな り。 

師曰 はく、 薄志 淺學の 人 博 文多識 なるとき は、 聖人の 學 通ず. ベから ず、 是れ讀 書 を 

以て 學と爲 し、 船に 掠して 溪 曲に 留まるな り。 故に 讀 書の 道 專ら 窮め 盡さ ずん ば ある 

ベ からず。 書 を 以て 道 を 貰く 底と 爲 すに 多く 此の 弊 あり。 

聖人の 書を讀 むに 在り 

師曰 はく、 聖人の 書、 幸に 大學經 一 章の 全篇 あり、 是れ 聖學の 淵源に して、 古人 學 

を爲 すの 始終な り。 後學の 書を讀 むこと 之れ に 過ぐべからず。 論 isis は 門人の 記す 所、 

然も 聖人の 語意 容色 動 靜皆審 に視て 備に 之れ を錄 す、 其の 事に 卽 いて 宛然と して 聖人 

まの tj たり  した  た. つ 

の 目 に 在る が 如し。 毎に 讀んで 之れ を 味 ひ、 IW しみて 之れ を！！ ね、 推して 之れ を 行 

へば、 悉く 以て 證 とする に 足れり。 中庸. 孟子 も 亦 大學. 論語 を 以て 之れ を證 明す。 

n 二)  (En 

は 子 思 • 孟子 は是れ 其の 志 額 • 曾に 及ぶ ベ からず、 況ゃ 夫子に 於て を や。 六經の 如き も 

中 15 の 著 

？四) I. 亦 講習す るに 足る。 

子  P 一く つがう が 

(j*2、^;^ バ 師曰 はく、 聖人の 言 を 立て 敎を設 くる や、 太 だ 平易に して 奇字 異文な く、 佶 屈 》 牙 

女に， ぶ V ま なし。 唯 だ 平日の 事物の 間 を 首 ひて、 其の 意味深長 なり。 後世 聖經 をして 自家の 昆識 

二 致 S  1 六 一 
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杜撰に 落ちし めて- 其の 平易 を 喪 ひ、 之れ を 推して 高から しめ、 之れ を つて 深から 

しむ、 尤も 附會 の大 なる ものな り。 

師曰 はく * 讀書は 必ず 聖人の 書 を 以て 大本と 爲し， 檫 準と 爲す、 其の 餘の數 千^ 卷， 

皆 多く 利口に 涉る。 故に 詳に 作者の 言行 意志 を亂 して、 之れ を讀 みて 可な り。 聖人の 

書に 至りて は、 讀み來 り 讀み丄 り、 裏面 平易に して 教化し >  大本 竟に 立つ。 其の 餘に 

至りて は 太だ悅 ぶべ く 太 だ 進む が 如くに して、 而も 專ら 利口 捷徑 なり。 然れ ども 其の 

知識 應變 を^く る もの は、 亦釋 つべ からざる なり。 

<ー) i 師曰 はく、 書. 詩. 易 *禮 • 春秋 皆聖 作に 出づ、 尤も 擇び 執るべき なし。 而も 詩 書 

にして 特に ど  (V 一一 ニー 一)  *s- 

ベ 力 禮 li- は 夫子に 因りて 其の 所 を 得たり。 宰我曰 はく、  r 予を 以て 夫子 を 觀れば 舜に賢 

弟 1( ^ はチ、 れる こと 遠し」 と。 孟子 曰 はく， 「；^^！民ぁりてょり以來未だ孔子ょり盛なるはぁら ざ 

ネ は- r«、  »  二 

nl るな り」 と。 愚 謂へ らく、 夫子 は聖舉 の宗、 萬 代 綱常の 主たり。 焉れ より 上に して 伏 

に： *|£-ー  義. 祌 農-黄 帝 • 堯 • 舜 •  •  • 文 • 武 • 周 公の 道 も 之れ に敏 りて 明かな り。 孔子 

衆に € づ 

rj5 つ) に 六經を 明かに 十る こと あら ずん ば、 所謂 十 聖人 は、 世の 人 或は 其の 詳 なること を 得 ざ 

る 者 あらん。 孔子 身 を 以て 敎を 立て、 言 を 以て 敎を 垂れ、 下 後世 をして 此の 道理 あ 


= へ 
V 五 
1 W 

に 中 

出康 

づ第 


る こと を 知らし む。 君子 は 以て 大道の 要 を 聞く こと を 得、 小人 は 以て 至 治の 澤を 蒙る 

(五) 

を 得る、 一 に 皆 夫子の 功な り。 所謂 「堯舜 を 祖述し. 文武 を 憲章す るな り」。 故に 夫 

子の 聖教 は， 天地の 大、 日月の 明の 如し。 六 經も亦 夫子の 叙 十る 所な り。 大事の 一 章 

は 直に 夫子の 言、 論語の ー篇は 夫子の 言行な り。 學者 書を讀 みて 德に 入る に、 是れ等 

の 書に 於て 果然と して 工夫 を 下し、 句々 字々 涵： 冰 して、 己れ に 切に 看 得 透徹せば、 一 

生の 受用盡 きざらん。 

書を讀 むの 法 

師曰 はく、 書を讀 むに 法 あり。 初 舉の輩 は 專ら小 學の敎 を 守り、 詳に 文字 訓詁 象數 

名物 凡例 を 記 得す、 是れ 他れ を して 其の 才を 足らし 其 の 知 を 逞しう せし む る の 謂な り 

然ら ざれば 乃ち 其の 文義 多く 整し 来らん。 

師曰 はく、 書を讀 むに 當 りて は、 坐して 以て 直く、 敬 以て 持し、 心 志 をして 寧靜に 

心 平に 氣 定まり、 端 莊嚴肅 にして、 以て 聖賢に 交 はるが 如くなら しむ。 此の 如きと き 

は、 其の 徹する 所淺 からず。 或は 放逸に して 書に 對し、 冗忽 にして 書 を Hf- れば、 乃ち 

或は 陲を 引き 或は 見れ ども 見え ざらん ノ 是れ 只だ讀 書を以 て 入の 爲に 十るな り。 讀法 

聖學ニ 致 知  一六 一一 一 
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J- 鹿 ts"M 卷 お-. 二 十四  -^Iv 

おし、 ら气ば If し。 an,  8 を 以て 人 of 

正し 力ら f は 透 益  「I むと きは孔鬥の|に對十 る 力 

つ、 5 ば實舉 ならん や え^びお tE< 

ノ  MUB^  .、  nL  二  ：。 胃 >«*- て し。 

口  、£ 子 を 一 ぼむ とき は チはチ に對寸 るが 如し」 と ィて こ r 

如く 孟子 を r す  v,g>/、  ii- 隱ヰ择 する 所の 訓^ を詳 にす 

币曰 まく、 書 を躋 むに は、 先づ須 らく 本文 を考 へ II す す V し、 

ベ：：！^ 子 曰 はく、 「當に 先 霍說の 理に當 る 者 を擇 び、 反 驚 味して f 涵 

.  4  、ほ，， liinz お^ レて、 然る 後に 签 ありと。 

i 經は f 古 字 i 以てし， ill 詳 

r ふ 經 解の uril て I し- 1 人 if てす；； 

に 味 ふ 曰ヌ ォ.？ ^ff  、  a 、だ 本 MM の 正 一 K を W て檫 tr 

、、 J^^ititf, 本經正 言の 要 通す へからす に，.^.^ キび. 丄ー 

者 悉く 其の 註.^ を』 用せ ー  -ー  へ 。一一； S: 曰 まく 、「雀く 書 を 信ぜば、 お ほ 

と爲 し、 直 ま I 窮 して 以て 其の 要 を 知る へし 孟子 曰 r^, t --. ネ。 

なきに 如かす」 と 孟子の 话^. -マ  --Ity 靑 cdrvvr よく、 「呂 

币曰 ず、 の 書 a むに は、 則ち 句々 字々 理會 す、 へし 

us  i て 曰 はく、 『書 基む は 多くす ベ からず、 一 字 I み 得 は  一 f t』 

3^ 可卞は f  ^  1 トをーマ：^ゅんに.^かす』 

せミ と。 伊 H も I て 曰 はく、 『一. -を， 得ん より." 一 一 


と." 二 公の 意 正に 同じ Ir 愚 謂へ らく、 群 賢の 雑書 は 唯 だ 博 覽涉獵 に 在り、 多く を 貪 

る も 亦 可な り (と雖 も)、 其の 書 意味な く， 或は 事迹 を 述べ 或は 文章 を 利 十、 何 ぞ聖經 

i) 

で 一一) 朱 ..fss を 見る U 司 じからん や" 朱 子 曰 はく  、「經 書 を 看る と 史書 を 看る と 同じから ず， 史は是 

類卷十 一 、 

Jfs 下に れ皮 外の 物事に して 緊耍沒 し、 以て 劄 記して 人に 問 ふべ し。 若し 是れ經 書に 疑 あらば、 

這箇 は. 是れ 己れ に 切なる 病 痛な り、 人の 痛 を 負うて 身に 在る が 如く、 斯須 忘れ去らん 

と 欲すれ ども 得べ からず」 と。  . 

師曰 はく、 書を讀 むの 法、 記誦 博識 を專ら とすれば、 書を玩 びて 志 を 喪 ふ。 書 を 

、 みて 以て 理を 窮め、 當に 之れ を 身に 體寸 べし、 此の 如きと き は、 學の功 尤も 大 なり。 

(5- 

S) 前 a 二 或は 己が 生 質の 敏な るに 自 食し. 博識 を 以て 志 を 立つ る、 是れ 太だ讀 書の 病な り。 謝 

八 頁參照  ,  . 

顯道 g§ 、の 1 ぼ顯 I は 初め 記 問 を 以て 寧と 爲し、 該博 を 自負す。 明 道に 對 して. 史書 を舉 

げて篇 を 成し * 一字 を 遺さず。 明 道 曰 はく、 「賢 却って 許 多 を 記誦す、 謂 ひつべし 物 

を玩 びて 志 を 喪 ふと」。 謝 此の 語 を 聞きて 汗 流れ 背 を^し、 面 赤を發 す。 明 道の 語， 

博 寧の 士を接 引す るに 足れり。 

師曰 はく、 讀 書の 法 多く 走 作す る を， おむ。 多く 走 作す る 者 は、 必ず 內に 紛擾 雜亂の 

^學ニ  &知  . 一六 五 
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疚 あり。 書を讀 むに 當 りて は. 以て 其の 短き 所 を 省みる ベ し。 程 子 曰 はく- 「今の 

舉 者に 三 弊 あり、 文辭に 溺れ、 訓詁に 牽 かれ、 異端に 惑 ふこと なり」 と。 愚 謂へ らく， 

樂 者の 志 は 日用に 於て 則ち 其の 大本 立つ、 故に 書を讀 むこと 泥 著す ベ からず。 

師曰 はく、 聖賢の 書、 其の 切要の 所に 於て 詳に識 り 能く 誦して 記 臆すべし。 只だ讀 

み 了る とき は 久しう して 忘る。 今の 人 書を讀 むこと ^：;^ 簡 なる 所以 は、 書 皆 印本 ある こ 

と 多き に緣 るな り。 古人の 如き は、 一 々自ら 傳寫 して 得、 故に 其の 徹通 十る 所 太 だ 深 

し。 今人 は 印本 を 見る も 也た 自ら 厭 rj る、 何ぞ 古人に 及ばん や。 

或 ひと 讀 書の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 學 は是れ 日用の 間- 出入 起居の 道な り。 然 らば 則ち * を讀 まざる も 亦 

可な り や。 師曰 はく、 夫子 曰 はく T 行 ひて 餘カ あらば、 則ち 以て 文 を ぶ」 と。 H 用 

の 餘カは 必ず 文を學 ぶに 在り。 文に 因ら ざれば 禮樂 制度の 詳- 古今 時宜の 變、 聖人 敎 

を 立つ るの 本、 何 を 以て か 明かな らん や。 

或 ひと 問 ふ、 學を爲 め 書を讀 むは 是れ 身を修 むる の 事な り。 然 らば 乃ち 六經 四書の 

外 は； るに 及ばざる か。 師曰 はく、 聖經は 大本の 明鏡な り、 賢 傳史子 は 博識の 餘 村な 


5 つばり  たるき  ろ —-S じ S ト.. けって， つ 

り。 今大 M を設 くるに、 大木 を 杗と爲 し、 細 木 を 桷と爲 し、 構欞俾 儒- 根閹 一居 楔、 

て 之れ を 集めて 大成す、 是れ 氏の 窒屋を 成る 者な り。 只 だ 良 木美材 のみ を 以てする 

とき は、 乃ち 一間の 小屋 も 亦 成り 難し。 他の 史書 雜篇に 至る まで、 悉く 博覽 して 之れ 

を 約す るに 禮を 以てすれば、 乃ち 事物の 間通ぜ ざるな し。 或 ひと 曰 はく， 我れ に 大本 

の 卓 雨な く， 唯 だ雜書 を看來 らば， 却って 實理を 失 はんか。 師曰 はく， 聖人の 書に 非 

ざれば 大本 を 論ずべ からず。 故に 曰 はく、 賢 傳史子 は 博識の 餘村 なりと。 且つ 人 美 村 

ありて 以て 聖人の 道 を 知らざる の 徒， 世々 乏しから ず、 其の 村に 於て 尤も 取り 用 ふる 

所 あり、 故に 今 大本 を 以て 其の 村 を 御 十れば、 太 だ 行に 敏 にして 人に 利 あり。 是れ古 

人 書 を 讀むを 益 ありと する 所以な り。 

r ヒ >- 

或 ひと 問 ふ、 書を讀 むに、 何れの 書 を 以て 先と する や。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「大 

學の ー篇 乃ち 德に 入る の門戶 なり、 學者當 に先づ 講習すべし」 と。 愚 謂へ らく * 大學 

(八) 

は孔 氏の 遺書に して、 聖學の 徒 此の 一章に 始終す る 所以な り。 幸に 秦の火 を 免れて、 

萬 世の 悅び 此れに 出で ず。 學 者の 讀書 此の 篇を 除きて 何 を 以てせん や。 

或 ひと 問 ふ、 經 書の 註解 先 儒の 說を用 ふべ からざる か。 師曰 はく • 文字 訓詁 象數 1^ 

聖學ニ 致 知  1 六 七 
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物 凡例 は、 先 ii 博識 多 聞に して 太 だ 窮め 盡 せり、 今の 及ぶべき 處に 非ず、 只 だ 其の 六 

意極處 相違 ふの み。 故に 六經 四書の 訓詁 注解 は 多く 先 儒 を 用 ひ、 其の 大意 をして 聖人 

の 道に 翻 はし むれば 通ぜ ざると ころな し。 其の 間 先 儒 或は 鑿ち 來る あらん も- 聖人の 

言 尤も 奇說 なし >  直 解 を 用 ひ 字 注の 如くに して 通 貰す。 然れ ども 方言 あり 俗言 ありて、 

今 解し 難き 底 は、 能く 古人の 舊說を 窮め 盡 して、 以て 沿革す。 是れ經 書を讀 むの 道な 


(；) S*, 

字 は w-isr 侯 

官の 人、 Ksf 

t いふ。 古微 

h- とーパ ふ。 孝 

心 a. く， その 

や".；： すべ て鄉 

If の si な も， 

けられ、 tc さ 

れて仕 . 、や、 

濱 貧に it な 

(I し 全 

に 出，、 


或. ひと 問 ふ、 書を讓 みて 記識 なき は、 其の 失 何れの 處に 在り や。 師曰 はく、  5^ 識の 

淺深、 多く は氣 質の 厚薄に 在り。 其の 間 慮 平に 氣靜 なれば、 乃ち 記識 多し、 忽 冗紛亂 

なれば 乃ち 記識 少し？ 今 盲瞽の 記識を 能く 十る は、 是れ氣 の 紛亂自 ら 定まれば なり。 

宋の陳 ！^-： 記 性な きに 苦しむ。 一日， 孟子の 「學 問の 道 は 他な し-其の 放心 を 求む るの 

み」 とい ふを讀 み、 忽ち 悟って 曰 はく、 「我が 心 曾て 收め得 ざれば、 如何 ぞ書を 記し 

得ん や」 と。 遂に 門を閉 ぢて靜 坐し、 書を讀 まざる こと-白 餘 Hr 以て 放心 を牧 めて 却 

つて 書 を 護み 去る、 遂に 1 覽 して 遺る る ことなし。 

或 ひと 問 ふ、 張子 曰 はく， 「蓋し 書 は 以て 此の 心 を 維持す、 一時 放 下 十る とき i， 


一時 德性懈 る こと あり。 書を讀 めば 此の 心 常に 在り」 と。 師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「維.. 

持の 字 好し、 蓋し 書を讀 まざれば、 此の 心 便ち 用 ふる 處 なし」 と。 愚 謂へ らく、 張子 

維持の 說， 是れ浮 屠の 看經 なり、 聖舉豈 此の 說 あらん や。 書 は 皆 古今の 事迹な り、 講. 

讀し來 りて 是れ格 致の 切なるな り。 (然るに) 書 を 讀むを 以て 此の 心 を 維持せば、 書 は 

是れ 無用の 事な り。 其の 說 甚だ 差 謹す。 

或 ひと 問 ふ、 書を讀 むに、 一 經を必 と 十れば 倦み、 雜 書に 涉れば 厭かず。 此の 失 如い 

何。 師曰 はく、 是れ皆 人々 奇を 好み 新 を 求む るの 通 病な り。 經書を 看て 氣旣に 倦む、 

是れ 志の 立たず、 理會 する ことの 厚から ざるな り。 聖經を 以て 日用 を 正し、 句々 字々 

よろ-一  くら  ふさ 

講習 討論 するとき は、 內說ぶ 所 ありて 倦むべからず。 氣 塞り 眼 ほきと き は、 目 を 瞑 2? 

慮る こと を 平にして、 能く 其の 氣を 保養して 以て 休む、 是れ 乃ち 擧の 道な り。 聖經の 

滋味 は 一 旦に 窮め 盡 すべから ず、 日に 0: に累 精して 涵： 冰浹洽 の 後、 其の 大意 自然と 章. 

を 成す。 一章 一句と 雖 も， 容易に 看過 せんや。 

或 ひと 問 ふ、 餘カ あれば 書を讀 むこと を必 とし、 園 を 窺 はず 外に 出で ざれば、 是れ： 

世事 を闕 くに 似たり。 師曰 はく、 書を讀 みて 世 * を 措く は、 是れ 學と讀 書と 別にす る 

樂學ニ  ^知  一. I ハ九 
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なり。 山に 風し 水に 近遙 し、 柳に 傍 ひ 月に^  くも、 亦 今： H の 事な り。 古人， みく 書の 

あり、 故に 書を讀 みて 外 を 窺 はざる、 亦 誘るべからず。 其の 志す 所 聖人の 道に 非 ざれ 

ば、 其の IH む 所 只 だ 技藝の 間に 在る のみ。 喷、 書 を 讀むを 以て 一 技に K る、 是れ太 だ 

聖人 をして 痛ましむ るな り。  . 

(1) *00 

辭下傳 に出づ 

の奇 細，  0 書 

奇 は^、 偶 は 

？マ 掛  二 四 0? 讀む 

の にて、 -、  7 

の 5t 象 を か  原 易 

けて \ に 示す -  (二  ぶ VJ- 

ぶ 故に 卦 とい  師 E はく- 伏義は 古の 聖人な り、 仰いで 象を大 に觀、 俯して 法 を 地に 觀、 鳥,： の 文 

fp*)  ぎ  こ  - 一-一 

.?i< ^て と 地の せと を觀、 近く は 諸れ を 身に 取り、 遠く は 諸れ を 物に 取る。 是に 於て： めて 此 

とな b、  (二；  (ね ーヌ、 わ  サん， ゐ ばん 

巧に f い、 て ひ の畫 あり。 此の 時文 字な し。 畫は 只だ奇 にして 以て 錯綜して 八卦 成る。 是 れ千鎚 萬. 

.r- とな hv  W 

-ー#し£.^-1*れん  、巧) 

:-^十£ぉと 鍊の 功、 自然に 消長す るの 象な り。 聖人の 敎は 一 言に して 盡く、 況ゃ八 を や、 沉ャ 

な る  (- 五) 

(rsij!! 、は £ 六十 四补を や、 況ゃ 三百 八十 四爻を や。 

ぜ 師曰 はく、 伏羲の 补を晝 する や、 天地 萬 物の 象に ra: りて 這の 理 あり、 故に 大地の. K 


なる、 萬 物の 區 なる、 窮む ベから ずして、 易 を 以て 之れ を盡 すべし。 易の 象 數又盡 す 

ベから ずして、 天地 萬 物 を 以て 之れ を盡 すべし。 故に 易 は 1K 地に 先 だち 天地に 後る る 

なり。 天地 象 を 垂れ、 聖人 述作して、 聖學 全く 成り、 人物 生を遂 ぐ。 

(七 }  か 

師曰 はく、 聖人の 易に 於け る や、 辭を繫 け カを盡 す、 是れ易 は 天地の 精 微を盡 せば 

(八) 

なり。 聖人の 道 其の 本 は 天地 萬 物に 在り。 包犧 氏の 卦. を畫 する や、 天地の 理、 萬 物の 

£  一  (一 0 一  つく  うん あう 

情、 盡く 此の間に 在り。 文 王. 周 公 辭を觀 け、 夫子 十 翼を爲 る、 其の 奥 著明に して， 

聖學の 始終 全し。 萬 世の 文字 義理、 悉く 易に 在り。 易 は 六十 四 ^1 に 在り、 六十 四卦は 

八： に 在り、 八卦 は奇耦 ニ畫に 在り、 奇耦は 太 極に 在り。 故に 聖舉は 易に 盡く。 

師曰 はく、 易は變 易な り、 交易な り。 朱 子 曰 ふ、 「變易 は是れ 流行の 者、 交易 は是 

れ對 待の 者」 と。 愚 謂へ らく. 天地 萬 物の 代謝 流行し 消長 往來 する は、 是れ 生生 無恭 

の 謂な り。 然も 亦 止む こと を 得ず して 然るな り。 陰陽の 極、 易の 一字に 於て 其の 妙 旣- 

に盡 く。 

_、  二三 一 

師曰 はく、 卦畫は 伏羲、 卦の辭 は 文 王、 X 乂の辭 は 周 公 (の 作る ところ) なり。 錄^， 「知- 

、一 一一 一) £^ 

帝の S- の 人、 字 は 子國， 所謂 孔子の 奮 宅より 科 斗 文字の 1M 書. 孝 經 . 論語 を 紫ね 出で て、 その 訓解 をな せし i 稱 せらる る 人な り。 1€ 代 初期の fffe に 

多き 場 者な り 


(六) 易 は， 

不易の； 一； s あ 

h 'とい r- 

(七) 說朋 4 

加 ふるな. 5 

(八) 伏義に 

同じ 

(九) 卦爻の 

もとに as るの 

窓 

(10) 易 殺 

の おとなる 

べき 十 傳 をい 

ふ、 卽ち 上彖 

傅 . 下紫傳 • 

上 象 *下 象 

上 黎ぉ傳 • 

下 m,l 傅 • 文 

言 • 序补 • 說 

:SJ* 雑卦の 十 

ほ 末まで は大 

傳と 云へ り 

ニー) 宇宙 

の报源 

( 一 二) 朱 子 

語類 卷六 十五、 

易の 條に 出づ、 

但し 言 は異 

なる 
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七-: 


3  is. 

人， ネは 

られ、 帝に 

什 ：， 乂 s.^ 

*i.r な 教ふ i.- 

^Jsaiis しく、 

の ^13 解 あり 

(：•)  酒の 

«: の 人、 卞は 

BT  PS- 事の 中 

にも； 作； やり 

その他の 名著 

あり、 マ-十二 

にして 卒す 

(リ -) 

木 WBSe; 文 王 

の 條 に 出づ* 

其 は 文 上 も 《 

す 

(E) 明の BI 

江の 人， 字 は 

介 夫、 s» 

あ- 9、 慮 

も卞 t す, 0 の 

« 故に， * 者 

£  ，ま 4 醻 


二-ご マ  二-一一い ..-a- 

の 辭 は *-、.x.h の 後の B- なり」 と。 故に «融 •  ； 等 stn 一ぶ 乂の « は a?. ヘムに 出， つ is す。 .5_<^^.1::1はく 「其のws-にw!はれLt- 

き、  蓋し 易の 八卦 4;a して 六十 EI 卦. <ft す」 i- 蔡 靡齊； 《 はく、 「is- し G ー卞！ y なり、 * だ て 質し {;E はざる なり。 め， 

一？  51  、な 一 

SS は * だ：^ すし も 文 K  .  I？ ヘムの 作る！^ ならす i^..; -、 其れ K-s- 、の なり。. K« に 曰 はく， 其れ 袞 W のお か。 乂 曰 はく， 

る や、 其れ»の*世周 =:.^»德に當るか* 文-土と射との事に*5るかと-- 肢 ね 诗是 れ 疑の 辭 なり。 孔+が 其の 文 F- に S づるも ほふ 所 

、七. 一  つ，、 (八)  ヒ I お 

g1^i?ur『ft3s*s:rw^" 孔子 十 翼を爲 る。 班 固が 曰 はく、 「孔子 晚 いて 易 を：^ み， 之れ を 

諫 みて.； „ ^編 三た び 絶えたり」 と。 論 謌に曰 はく、 「我れ に 數年を 加へ て、 五ト 以て 易 

を學 ばば、 以て 大過な かるべし」 と。 ？好 力 § おに まひ ほ ま？ ^&-;^き：： 

れ れ、 aisrtisl ま 聖人 猶ほ 易の 窮 りなき こと を 言 ふ。 況ゃ 後世 易に 假り 

ザい  れん ん  (一： r  I- 一一 一) 

て 己が 意見 を發 する， 尤も 何ぞ贅 十る や。 夏に 連山と 曰 ひ、 殷に歸 藏と曰 ひ， 周に 岡 

易と 曰 ふ- 各.' 三代の 書な り。 後人 附會 し來 る、 皆聖 寧の 弊な り。 

-In ト 

師曰 はく， 包犊 氏の 大 下に 王たり しとき， 未だ 文字 あらず、 唯 だ畫を 以て 其の 情 を- 

-ぼす。  其の 畫は 先づ 一 を 以てし 次に 二 を 以てす。 一 は奇 なり、 是れ 陽な り。 二 は耦な 

り.、 是れ 陰な り。 犬 下の 間 陰陽の み、 是 れ伏義 豈作爲 せんや。 伏義の 大聖ぎ 裏に 始終 

の 體用を 含藏十 * 是れ 乃ち 畫 して 此の 自然の 成 あるな り。 

師曰 はく， 1K 地 萬 物 統領し 來れ ば， 乃ち 其の 數 三つ、 謂 大地 及び 萬 物な り。 故に 


睿 一は 三 を 以て 小成す。 三つ 錯綜して 乃ち 其の 交易 變易 する こと 其の 極 は- < なり、 是れ 

一 一.10 

八卦の 出生す る 所以な り。 而 して 後に 右 旋左旋 して 之れ を圓に すれば、 則ち 八方 其の 

位 を 得。 八 赴の 稱號 象數、 祭 然として 見るべし。 

S)  (5 

師曰 はく、 八：5^の生ずるゃ、 其の 次. 序 を 以てすれば 兩儀四 象 を 生じ， 四 象 八卦 を 生 

けんだ り I ん そん かん ごん こん  (一一 0) 

じて 乾： 兌 -離 • 震 •  ili- . 坎 . • 坤と 成るな り。 其の 象 は 天 澤火雷 風水 山地に し 

て， 八卦 は 八卦 を 得， 六變 して 六十 四卦と 成る。 其の 間 1K 地 萬 物の 情、 盡し 窮めず と 

いふ ことなし。 只 だ 夭 地 水火 山 澤雷風 を 以て、 或は 純に 或は 雜に、 或は 下に 居り 或 

は 上に 在り、 以て 變易 交易の 象 を 著 はす。 先王 君子 身 を 修め 家を齊 へ、 圏 を 治め-太 下 

を 平にす るの 用 這 裏に 出で ず。 故に 夫子の 象に 於け る や、 每卦 先王 君子 后 上 大人に 充 

て、 說补に 於け る や 事物に 充っ。 先王 君子の 身家國 1K 下に 於け る や、 一事と 雖も詳 に 

- ,  其の 象 を 窮め 其の 理を盡 し、 而る 後に 施し 用 ひて 萬 世の 法と 爲す、 以て 之れ を鑑 るべ 

W- ク-易 W 貧 

* の^りし 易、 殷時 これ を 用 ふと 云 ふ (一三) 周 代の 易の 名、 W 上 >!.-: 一一  易と 云 ひ、 周易 は、 伏 ft  • 文 王 • 周 公 • 孔子に よ り て 成 h- し i い； -說 普； 

な b 。され ど、 支那 日本 共に 界說 多し (Ira) 一一 ー爻 より 成る.，，？ -少 成の 卦 i いひ、 これに 對 して 六 爻 より 成れる も 大成の 對と いふ， 小 は少に 作る 4 

普： まとす 二 五) 陽 と 陰と も 三 筒 合せた る もの は 全部に て 八 種類 生す (一六」 卦は掛 なり、 萬 杓 を象徵 して 人に 示すな り (一 ヒ) 陰陽 を 

いふ (一八〕 直^  二  の s;^ 八； 1 せ は H 筒 成立す。 卽ち少 陽 "老陽， 少陰 *老 陰と 云 ふ。 後出 一八 六 頁 X 宇宙 現象と L て は 春夏秋冬 を 指す、 

■2 象の 事 は 下 節 原， 策の * 節 一 八 六 頁. S 照 二 九〕 この 八卦 は、 それく 德 や-. * 意味し、 乾 は 健- 坤は 順" _« は $r 巽 は 人、 i< は陷、 ^^は展、 R 

は i; 兌 は 說の. is あり i いふ (二  c) 八补 の. H 然 現象の 意. これ も 人 £ 上に： t や 来れば、 父母 六 子と す 


お W 下 

.R 八 にあり 

< 六；' 同 第 十 

一章 

< 七」 易小畜 

lis 「小畜 は 

なる、 密 SI 雨 

ふら. れ、 我が 

W 郊ょ h- す」 

も 云 ふ。 我が 

は 文に ちい ふ 

< 八) 後 « の 

i. 勅に よ 

h 'て？？ を 撰 

せし 人な り 

< 九) s«™ 

第 卜 六 章 

(iG  is 

« 註の 同上 章 

に出づ . 

(二) 夏 の 

時の 易 名、 砷 

IK 氏の 作 りし 

易、 夏時 これ 

も 用 ふ 

一) 股 ( 


S 學 二 致 知 


一 七 一一 一 


< 一) 卦の 1 

r ム ふ- S 爻乂 

は 瞎爻と ぶ 

<- 二) 朱の 中 

！? の 人、 邵雍、 

卞は さ-夫、 W 

に 節 先生と 

稱す、 殊に S 

A- 歉理に 精通 

せり。 この s: 

人に 司 ag 光の 

如き 人 ：t あ り 

(一一；) 先： 人 • 

後" <es 次 節 

本文に？. - なり 

S 1« の个 

の 一 なり， 

れ下次 H の ほ 

K4 で、 SK 卦 

1» の 第 Haf あ 

。引用 

(五) Wi: を 

する もの 

の 京 

< 六) 長 《- な 

(七) 至ら ざ 

るな く 養 ふこ 

(八) a£ し 
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し。 

師曰 はく， 六十 四卦の 全く 成れる も、 亦 整ち 来りて 附 益す るに 非ず、 唯 だ 陰陽 n 然 

の 謂な り。 所謂 易に 太 極 あり、 是れ より 兩儀を 生じ、 兩儀四 象 を 生じ、 四 象 八卦 を 生 

ずるな り。 而 して 八 は 十六 を 生じ、 十六 は 三十 二 を 生じ、 三十 二 は 六十 四 を 生じ、 自 

然 の 次序 絲毫の 智力 を 假らず して 成る 者 あり。 六 畫旣に 全きと き は 乃ち 之れ を 三に し 

て、 ニ畫を 充てて 天と 爲し 地と 爲し萬 物と 爲し、 ー爻を 充てて 事物の 用を詳 にす。 其 

の變六 六に して 三百 六十 を 得。 是れ 天地の 全數 旣に盡 く。 

ニニ  (一  II) 

師曰 はく， 伏 義の卦 位， 文 王の 卦位、 邵康節 之れ を發 明して， 先天の 易.' 後 1K の 易 

と 曰 ふ。 先天 後天. の 言 は、 易に 出で、 其の 說は邵 子に 始まれり。 所謂 說： に、 「天地 

位 を 定め、 山 澤氣を 通じ、 雷 風 相 薄り- 水火 相 射 はず、 八 Ifi- 相錯 はる。 往を數 ふる 者 

は 順にして * 來を 知る 者 は 逆な り、 是の 故に 易 は逆數 なり。 雷 は 以て 之れ を 動かし、 

風 は 以て 之れ を 散 じ、 雨 は 以て 之れ を 潤 ほし、 日 は 以て 之れ を is 一し、 灵は 以て 之れ を 

とど  K  よろこ  二ん  r>  . .) 

止め、 は 以て 之れ を說 ばし め、 乾 は 以て 之れ に 君たり、 坤は 以て 之れ を藏 す。 ^け、 お 

二  0  (七)  (2  t, 

tj  -  pitty  V 一 五) 1- ん  そん とと Q り ネ ひみ  えき  だ えつ げん 

1 だ f お！？ 帝 は 震に 出で、 SI- に齊 ひ， 離に 相 見、 坤に致 役し， 兒に說 言し、 乾に 


(； 一. 一 

ぶ t  S ひ、 &に 1 し. に 成 言す。 萬 物 は 震に 出づ、 震 は 東方な り。 巽に 齊ふ、 巽 は 東南 

(九) 陰 SI た  (一二) せ， 

f 一力 05 な 2 勞 なり。 齊 ふと は 萬 物の 絮齊を 言 ふなり。 離と は 明な り、 萬 物 皆 相 見る、 南方の：^ たり。 

ニー) 完成 聖人 南面して 天下 を 聽き、 ^に嚮 ひて 治む る は、 蓋し 諸れ を此に 取るな り。 坤とは 地 

する こと  せに う  よろ- - 

L 一き 一 や 5f なり、 萬 物 皆 養 を 致す、 故に 坤に致 役す と 曰 ふ。 免 は 正 秋な り- 萬 物の 說ぶ 所な り、 

一 1 潔 こ JF れウ  r ン 5' ん  あ ひせ ま 

故に 兌に 說言 すと 曰 ふ。 乾に 戰 ふと は、 乾 は 西北の 卦 なり、 陰陽 相 薄る を 言 ふなり。 

坎とは 水な り、 正北 方の 卦 なり、 勞卦 なり、 萬 物の 歸 する 所な り、 故に 坎に勞 すと 曰 

ふ。 艮は 東北の 卦 なり、 萬 物の 終 を 成す 所に して、 而 して 始を 成す 所な り、 故に 及に 

成 言す と 曰 ふ。 神と は 萬 物 を 妙に して 言 を爲す 者な り。 萬 物 を 動かす 者 は 雷より 疾き 

は莫 く、 萬 物を撓 むる 者 は 風より 疾 きは莫 く、 萬 物 を 燥 かす 者 は 火より 摸く は莫 く、 

萬 物を說 ばす 者は澤 より 說 ばす は 莫く、 萬 物 を 潤 ほす 者 は 水より 潤 ほす は莫 く、 萬 物 

を  およ  も. こ  . 

を 終へ 萬 物を始 むる 者 は より 盛なる は莫 し。 故に 水火 相逮び  >  雷 風 相 悖らず、 山澤 

氣を 通ず。 然して 後に 能く 變 化して、 旣く萬 物 を 成すな り。」 が 明 ほヮー J な は。 邵 

氏 曰 はく、 「先天の 學は心 法な り、 故に 圖皆 中より 起る。 萬 化 萬 事 心より 生ずれば なり 

後. 1K の舉は 入用の 位な り」 と。 朱 子 曰 はく、  r 邵 氏が 說 に據れ ば、 先天 は 伏羲畫 する 
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所の 易な り、 後天. は 文王演 ぶる 所の 易な り。 伏 羲の易 は 初より 文字な し、 U ハだ 一 S あ 

以て 其の 象 數を寓 す、 而 して. 大地 萬 物の 理- 陰陽 始終の 變 焉に兑 る。 文 王の 易 は- 

卽ち 今の 周易に して、 孔子 爲に傳 を 作る 所の もの 是れ なり。 孔子 旣に文 王の 易に 因り 

て 以て 傳を 作る とき は、 其の 論ずる 所、 固より 當に 專ら文 王の 易 を 以て 主と 爲 すべし- 

然れ ども 伏 義始甞 一の 易に 推し 本づ かずして、 只 だ 中半より 說き 起さば、 上の 根 原 を 

〈；) $^ 謝ら ざらん」 と。 愚 謂へ らく、 邵子 深く 易 数を曉 る、 程 朱 皆 此れに 從ひ、 朱 子 は 啓蒙 

述作ち f を 作りて 先大. 後天の 圖を 述べ、 後世 因循して 此の 說 あり、 今 又 之れ に從 ふ。 竊に案 

ずるに、 文 王 . 周 公 . 孔子に、 先 天 後 1K 方位の 差別 阖 說 なし。 邵 子の 數^ は、 本と 聖 

學の說 に 非ず.、 方位に 至りて は 則ち 夫子 說^ に 於て 其の 意を述 ぶ。 伏羲. 文 王 も 亦 方 

位何ぞ 異ならん や。 伏義の ー鬪 なる もの は、 唯 だ 象數を 以て 1K 地 萬 物の 情 を盡寸 のみ _ 

大 地位 を 定め， 山 澤氣を 通じ、 雷 風 相 薄り、 水火 相 針 はざる、 是れ 1K 地 萬 物の sr 八 

5^^相待對するの說なり。 方位 を必 とすべからず。 天地 は 上下の 位、 雷 風 は. 大に 屡し、 

山澤は 地に 1® し、 水火 は 犬 地 萬 物の 用な り。 此を 以て 方位 を 論ずれば 乾坤 を 上下 爲 

し， 水火 は 南北に 向 ひ *  |E 風 はおに 居り、 山 澤は两 に 居る。 是れ 陰陽の理 なり。 然れ 


ども 伏羲 の畫， 方位 を 以て 之れ を 論ずべ からず、 唯 だ 天地 萬 物 自然の 謂な り。 邵氏先 

犬. 後 夭の 方位 差別 を說 きて より、 伏羲. 文 王の 易兩般 にして、 後世 以て 附 益し 来る。 

夫子 未だ 之れ を 論ぜず、 何ぞ 後世 臆說を 以てせん や。 

原圖 A 

師曰 は- 


(に 一一 一 


£. つと 


易の 大傳に 曰 はく、  r 河、 W を 出し、 洛、 書 を 出し、 聖人 之れ に 則る 一 と 


<-;) いは ゆ 

乙 易の 十 8< の 

こ と & 以前 

は大 といへ 

b. 十お の 名 

は 後漢に 始ま 

る" ここにい 

ふ は St* 上傳 

第 十  一 ft に 出 

づ 

(三) 黄河よ 

h- 1 種の 0 も 

出し、 洛 水よ 

b  一  as- 害 を 

出す の 意。 共 

に 冶 世の 1?FiSf 

なり。 今 H を 

捕 ひて 本文に 

出せり。 白 丸 

は 陽、 m; 丸 は 

陰な. 9 

(四) 前 出 1 

七  一 H^AS 照 

「- 立) 書經周 

£I(T)^ 文 を 負 ひて 背に 列す、 數 ありて 九に 至る、^ 遂に 因りて 之れ を 第で て 以て 九 類 を 成す」 

照。 天下 も 冶  にに きん 

れ 、る ¥-1^ と。 劉 5^ が 云 ふ、 「伏羲 氏 天. に繼 ぎて 王たり、 河圖を 受けて 之れ を畫 す、 八卦 是れ なり。 

によりて. これ を 得+; h- とい ふ 二 ハ) ：ig 漢の * 頃の 人な り， 劉 向の 子に して、 字 は：. 1- 錢、 後の 名 は秀、 字は顥 ST 父と 共に 溥 SJ„r 漢 代の 名 餳 おり， 

お ffiJHI 錄 等の C. に 秀で， 官途に つきし .％ 後王莽 i 隙 ありて.：：；： 殺せ. 5 
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圔 


0 

書 


AV 
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孔安國 一  の" 曰 はく、 「河圖 

は 伏羲氏 天下に 王たり しとき、 

籠 馬 河に 出で、 遂に 其の 文に 

則りて 以て A 卦を畫 す。 洛書 

は^、 水 を 治む るの 時、 神 泡 
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目- i^gw お 

«範 に つ、 

. 、 二、 

d.  £、 五紀、 

丑、 s. 六、 

0. 八， 庶^、 

刑の 各 宜しく 

もの a" に 叶 ふ 

如くす る こ t 

九 類^ W じ 

(： 乙 1^ 

n 名、， W の 成 

1- の？ Ssi の 中 

に 「WH はお 

序 1^ 在 b」 と 

(： し aKK 

辭上 w お 十 一 

な 

第 八な， r.T-u 

はく、  gsS 至 

らャ、 河圃を 

出さ ャ、 香れ 

や 

11- み .d るかな」 

を iS す。 この 

お、 i..H: なく 

父 も C  M-t. の 

化， つ ベ， 


山 ^語； g 想 祭 三十 s: 

洪水 を 治めて ？ を 錫 は 


七 八 


法つ て 之れ を險 ぶ， 九 是れ なり。 河 岡 . 洛書 經緯を 

(二》  0  二.) 

相 爲し， 八卦 . 九 章 表裏 を相爲 す」 と。 愚 謂 へ らく、 河圃 . 洛 書の 說， 顧 命 • 繁 あ • 


論語に 此の 言 あり、 以て 疑 ふべ からざる なり。 聖人の 卦畫を 作る や、 是れ 天地 萬 物の 

情 を盡寸 なり。 聖人 は 百世の 秀精、 人民の 神靈 な. -。 卦畫は 萬 世の 規範、 文字の 宗元、 

聖舉の 始終な り。 聖人の 卦 畫を爲 らんと 欲寸る や、 天. 之れ に 感じ 地 之れ に應じ 、龍馬 

闘 を 食 ひ、 神 龜文を 載せて、 自然に 出現し 來り、 gvi..^ 之れ を 見る に 其の 5^ 數に 符合 寸、 

是れ 八卦. 九 嚷は天 之れ を與 ふるな り。 故に M 人竟に 此の 象 數卦畫 を 成し 來る。 大：^ 

に 所謂 「河、 岡 を 出し、 洛、 書 を 出し、 聖人 之れ に 則る」 なり。 聖 王の 世に 起る や、 

大地の 蓮、 理 氣の感 通、 已 むこと を 得ず。 河 岡 . 济 書の 說疑ふ ベから ざるな り。 夫子 

の 曰 はく、 「^鳥 至らず、 河 圖 を 出さず， 吾れ 巳ん ぬる かな」 と。 是れ聖 王の 瑞な きを 

以て、 夫子の 文章 其れ 已ん ぬる かなと 歎ぜるな り。 

S) 1 

師曰 はく、  1^ 辭に は、 伏 羲河圖 を 受けて 以て 易 を 作る を 言 はず。 後 儒 孔氏 氏の 

說に 因りて、 圖を以て八^^の圖を作ると爲十。 朱 子、 啓蒙に 於て 析合 補. S の 言 あり。 

ま？ ひ〕〕」 § ひ れい 四 其の 說太 だ錯 雜し來 りて、 其の 功 日用に 益な く當 世に 袖 


世の 衰 へたる 

% 默ぜ しなり 

(五) 孔^ « 

と刻飮 

<• 六) 宋の； t 

新 elsTi* の 著 

あり、 上 安 石 

i 政見 八；； はす 

して 致仕し 

1W に 終る、 六 

一 お 士と稱 す 

(七) 二  is 

^卷 九に 出づ、 

伊川の！ SS? にし 

て、 語 ^省略 

せ h- 

(八) 春秋 左 

0. 哀公 十 SI 

年 春 Tffi の 方 

大野に 狩す、 

叔孫 氏の 車の 

子饥 商， 酸 を 

樓 たり、 以爲 

へらく 不 な 

h- と、 以て"^ 

に 賜，"。 仲 

尼、 之れ * 叙 

. て 曰 はく、 賴 

なりと。 然る 

*5 に 之れ を, R< れ L 


ふなし。 舉者惑 ひて 術數 を-弁す る こと、 尤も 信用す るに 足らず。 聖人 豈 之れ 有りて 

f 而も) 言 は ざらん や。 

一六 1  (七) 

師曰 はく、 歐陽修 河 圖 • 洛 書 を 以て 信ずる に 足らずと 爲十。 程 子 も 亦 曰 はく  、「孔子 

麟に 感じて 春秋 を 作る- 轔 出で ずん ば 春秋 豈 作ら ざらん や。 大抵 須 らく 端を發 する 處 

あるべし。 八卦 を畫 する が 如き は、 河圖. 洛書を 見る に 因る と (云 ふ も) * 果して 圖- 

書な くと も- 八卦 亦須 らく 作るべし」 と。 因って 兎 を 賣る者 を 看！ 3=! して 曰 はく  T 聖人 

は河圖 • 洛書を„«^セ八^^を畫す、 然れ ども 何ぞ 必ずしも！；. 書の みならん や、 只だ此 

の 鬼 を 看ても 亦 八 15- を 作るべし。 數 便ち 中に 在りて 起 十べ し。 古の 聖人 は 口 (た 神 物の 

れる者 を 取る のみ」 と。 愚 謂へ らく、 先 儒 河 阖 • 洛書を 信ぜざる も、 父 之れ を 信じ 

て數を 起す も、 共に 過不及の 失 あり。 聖人 旣に言 ふ、 得て 破り 除くべからず。 聖人 言 

はざる もの は、 取りて 附會 すべから ず。 唯 だ 天地 感 應の瑞 * 其の 自然の 數， 大人 相 合 

ふ、 故に 聖人 決定して 此の I 畫. 九 疇の 成 あるな り。 夫子 鳳 鳥 河圖を 以て 連ね 言 ふの 

河圖、 必ず 易 を 以てせば 乃ち 夫子 何ぞ 出で ざる を 嘆 ぜんや。 唯 だ 聖人と 天地と 相 感ず 

iffi づ。 拔は 聖人に 因め るな り (九〕 (一  〇) 中 -.ils 意 (一一〕 A お.？ i た罕 篇第 八 意。 前 t:" に出づ 
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^^h^ る こと を 言 ふなり。 玉 海に 曰 はく、 「河 は 以て 大に 通ず、 济は 地の 中たり、 龍馬 はま 

.^^0^^ 健の 者な り、 靈龜は 至靜の 者な り、 以て 陰陽の 象を寓 十。 此れ 皆 自然の 理を主 どる。 

二十  一 £:、  二 あんばい 

la?: 十お ss% 安排 する 所 あるに 非ざる ものな り」 と。 

師曰 はく、 聖人の： 畫を爲 り 疇 數を爲 る、 何ぞ圖 • 書の 數を必 とせん や。 龍馬. 

神 龜も亦 物な り、 是れ 形より して 下な り。 聖人 仰いで 觀 俯して 察し、 遠く 求め 近く. 取 

る。 .大 や 地 や 萬 物 や， 其の 象數 文章 祭 然として 則るべし。 其の 規模 法 象 悉く 具 はりて、 

(二)  5» 辭上 

n  して 後. 大地 感 通して、 河 济の瑞 を 出す こと あり。 聖人 因って 卦 畫し來 る、 f 先れ 巧ち 

f5 きを 示し， 太 極 兩儀を 生じ、 兩儀四 象 を 生ずるな り。 

の収 扱に &:  つ 一一 

師曰 はく、 大傳に 曰 ふ、 「夭 一地 二、. 大三地 四. 天 五 地 六、 天 七 地 八、 .rK 九地 十。 大 

地 ははに して  (一 5 

ffl  の數 五つ 地の 數 五つ。 五位 相 得て 各-合 ふこと あり。 天 の數 二十； rA、 地の 數 は：： 一十。 

た-.) 一 . 三、  § 

.^»^^^.^ 凡そ 天地の 數 五十 有- A。 此れ 變化を 成し 鬼神 を 行 ふ 所以な り. 一 と。 愚 謂へ らく、 此の 

は： 一、 T、"、 一  節、 夫子 都て 河圖 . つ 沿 書の 數を發 明す る 所以な り。 ^5^2^%ののー.^^1?.^81?^,し^|- 

/ 十の 八" iSS 

fr*1 . 人廿 五- § ぴ錢 。我 而 して： 成る は 河 II に W る。 故に 今 詳に河 阖の數 象 を 一 百 ふ、： 向して 洛 

地：： ■ 十の 八 口 計  つ 

な h  磬 も 亦 之れ に盡 く。  そ 文字の 詳に 十べき なく、 言語の すべき ものな きとき は、 乃 


ち 象 あり 數 ありて， 以て 其の 蘊奥 を 著明す るに 足れり。 1K 地 萬 物の 言語 文字な き は， 

うへ (五) けんし 

皆 象數を 以て 其の 情を發 す。 故に 伏 羲の時 龍 河より 出で、 其の 馬 背の 上、 旋毛 圈子ー • 

より 十に 至る の象數 あるな り。 其の 象數 一、 六 は 後に 居り、 二、 七 は 前に 居り、 三、 

八 は 左に 居り、 四、 九 は 右に 居り、 五、 十 は 中に 位す。 其の 次， 序 生成 を詳に するとき 

は、 其の 背に する 所 を 以て 一 と爲 し， 其の 向 ふ 所 を 以て 二と 爲し、 其の 左す る 所 を 三， 

と爲 し、 其の 右す る 所 を 四と 爲 し- 其の 中座 を 以て 五と 爲す。 一 二三 四 五 は 先 儒の 所 

(七) 

謂生數 なり。 其の 方位 南 を 面に し 北 を 背に し、 東 は 左、 西 は 右に して、 亦 夭 地 自然の 

象な り。 凡そ 生 數は皆 一 なり。 北方の 一 是れ 根元に して、 南方の 一 、 根元の 一 を 得て 

二と 爲り、 二、 一  を 得て 三たり。 三、 一 を 得て 四たり、 四、 一 を 得て 中央に 位す、 是 

れ生數 相待對 錯綜す るな り。 北方 根元の 一、 中央の 五 を 得て 六と 爲り、 二、 五 を 得て 

七と 爲り、 三、 五 を 得て 八と 爲り、 四、 五 を 得て 九と 爲り、 五、 五 を 得て 十と 爲る。 

是の 六. 七 八^ 十 は 便ち 先 儒の 所謂 成數 なり。 生數は 其の 氣 あり， 成數は 其の 質 あり、 

故に 一 六 を 水と 爲し、 二 七 を 火と 爲 し- 三 八 を 木と 爲し， 四 九 を 金と 爲し、 五、 十 を 

土と 爲十。 是れ  一 二三 四 五六 七 八 九十^ 數， 生成して 水火 木金土の 五行 其の 象 竟に全 
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し。 大數 ニニ 五 七 九 合せて 二十 有 五、 地數ニ 四 人 八十 合せて 三十、 凡て 五.^ 有 五、 是 

れ 自然の 數 にして、 以て 變 化し 来りて、 犬 下の 萬 物 成り^ 祌行 はるるな り。 

n)  0 師 曰 はく.  書 は 北方 根 ー兀の 一、 中央の 五に 丙って 六 を 生じ、 一 六 相 合して 七と 爲 

R  り、 ヒ、 五に 內 りて 二 を 生ず、 二 七 相 合して 九と 爲り、 九， 五に 因りて 四 を 生ず、 S. 

九 相 合して 三と 爲り、 三、 五に 丙り て 八 を 生ず、 八 三相 合して 一 と爲 る。 此の 如く 循 

環して- 其の 奇數 主と 爲 りて 四方に 居り、 生ずる 所の？ I 數 退いて 四隅に 居り、 四方 四 

隅 相待對 して 乃ち 十と 爲り、 中央の 五 を 得て 五十の 數を成 十。 故に 洛 書に 十数な し" 

各. •.：：： 然の 妙に して 毫末の 營作を 待たず、 尤も tK 地の 象數 なり。  - 

0  師曰 はく、 河阛 運行の 序、 北方の 水より 東に 到る、 次に 南、 次に 中、 次に？：、 次に 

^ によ b 北に 復 りて 終りて 復た初 まる。 其の 出生の 次 を 以て 十れば、 則ち 對 待して 相 尅し來 り- 

金な、 4- より 

又左旋 して 相 生じ 來る、 是れ變 易 交易の 義 なり。 洛書 運行の 序 は、 北より して Ig: し- 

3 同じく、 右轉 して 水、 ^に克 ち、 火、 金に 克ち、 金、 木に 克ち、 木 *  土に い 兄ち、 一周して 土 

木 は キに、 土 

^<^^ た 水に 克っ。 其の 對待を 以てすれば * 則ち 四 九の 金 一 六の 水 を 生じ， 三 八の 木 二 七の 

リ-リ 》i  二. 二  nil ) 

こ、 金よ 木に  さ V- う-了- 

K> 火 を 生ず、 是れ相 生は已 に 相克の 中に (a: 十。 其の 數を 以て 十れば、 一 三の 三， 三 三の 


な? I 九. 三 九の 七. 三 七の 一 は左旋 して、 ま I 一鶴". ゆ 二 六の 二.  ニニの 四、 二 四の 八、 二- 

八の 六 は 右 旋し來 る。  ニニ は左轉 すれば、 七 九 は右轉 す。 二 四右轉 すれば 六 A は左轉 

す。 其の 交易 變易窮 りなく して 盡 十べ からず。 其の 極 唯 だ 五行 生 赴 象數 自然の 私すべ 

からざる に 在る たり。 

モ } 

5)  原蕃策  • 

hi もメ ドキ、  (七- 

1 1  ？  .^  ^  £  二 ハー  けいぎ  えら  ぽ ノぜぃ 

^ 世の. k 竹.' 師曰 はく、 洪範 の七稽 疑に 曰 はく、 「擇ん で 卜笨： の 人 を 建立し- 乃ち 卜筮 を 命ず」 と。 

(六) ^§  へ. んが 

害の ほ 名. 此 愚 謂へ らく、 人 疑 ふこと 無くん ば あるべからず、 疑 を稽へ 惑を辨 ずる、 是れ 卜筮な り。 

の 中に 九 S? あ 

龜をト と 曰 ひ、 笼= を 笼と曰 ふ。 靈 龜神蕃 以て 占 ひて 其の 志を定 む， 是れ 卜筮の 說 にし 

とい ふ  (3 

(七) i て、 夭に 從ふ 所以たり。 大傳に 曰 はく、 「君子 居る とき は 則ち 其の 象 を觀て 其の 辭を. 

呷に よ、 つ 一" お I  I. ここ 

^^r^^ 玩ひ、 動く とき は 則ち 其の 變を觀 て 其の 占を玩 ふ。 是を 以て 天より 之れ を祐 く」 と。 

S  sr£ 上 义曰 はく、 「數を 極め 來を 知る、 之れ を 占と 謂 ふ」 と。 是れ 聖人 天下の 情に 從ひ、 ヒ 

傅？ 1?  二 章 

Sfsi 同お 第 む を 得ず して 以て ト^ を 定む. 其の 制 尤も 至大 至 公な り。 

師曰 はく、 1^ 畫 及び 卦 爻の辭 は、 聖人 卜筮の 爲に 之れ を作爲 する に 非ず、 天地 萬 物， 

かんが  か 

の 情に 因って 其の 始終 を考 へ、 陰陽の 交 變 易を稽 へて 辭を 凝く。 今 疑 あるの 徒 卜筮 

聖學ニ 致 知  一八 一 一一 


A 鹿 語 «卷 第一 一一 十 s  一  八 s: 

n〕 ぉ辭上 を 以てすれば、 其の 卦 叉 成る。 是れ 占者の 氣感 通して、 此の 卦の應 あるな り。 乃ち 其. 

で ぼれ の^！^くる所の辭は占ふ所に相當る。 是れ感 應の極 自然の 理 なり。 大傳に 曰 はく 、「以て 

怖して、 金の  うら * ひ  (一一)  -、  (：：：). 

瞰 g な 避けし ト^す る 者 は 其の 占を尙 ぶ」 とい ふ、 是れ なり。 宋 の高宗 微行して 卜 を 善く 十る 者 謝 

なリ 

vw^^^ 石に 遇 ひ、 杖 を 以て 土 上に 於て 一 字を畫 して 之れ を 相せ しむ。 石&, ひて 曰 はく 、「土の 

^0^^ 上に 一 を 加 ふれば 王の 字と 成る、 殆ど 凡人に 非ざる か」 と。 疑 信して 問 ふ。 高宗 巧ち 

り、 

1— れ め-、 問の 字 を 作る、 筆勢 兩 直にして 飛 開す。 石が 曰 はく、 「左に 看る に是れ 君の 字、 右に f 

STUt^ るに 是れ 君の 字、 主上に 非 ずん ば 此の 術な し」 と、 遂に 拜 伏す。 凡そ 卜者 は 此の 如き 

ナに從 ま L、 

* や ％ 子 にあ の 事 多し， 是れ皆 其の 氣に 感ずるな り。 況ゃ 聖人の 制作 を や。 天地の 象 を 察し 萬 物の 

.り.^して«^友 

^H^^ 情 を觀、 ^*ーし來りて以て辭を繁く、 占者 詳に索 むれば 摘 ほ 符節 を 合する がごと し。 

8ft  S 他 あり、  つ- 

代 とし  師 E はく、 後世に 至りて 邵薩 節數舉 を專ら として、 先 1K の 旨を衍 ベ、 書 十 餘萬ー 百 を 

て ゝ  か：  (ran 

著 はして、 事物の 成敗 始終、 人の 禍福 條短、 算へ得 来り て毫髮 の差錯 なし。 ^^^仲默§ま§、 

子 、の 1： 入； i し ぉはぬる 九 洪範皇 極 內篇を 作る に、 洛書を 本と して 數學 を詳 にす。 况ゃト 筑の擧 者 は 皆 

河洛に りて 隐說を 著 はす。 焦 氏が 易 林- 靈棋經 等、 唯 だ 卜 眾の爲 に 之れ を 作る、 皆 

RK; せし とこ  {;0-  (二) 

ろに よりて 九 術數の * なり。 揚 子が 太 玄猶ほ 術数に 落ちて、 其の 餘の 諸子 も 數を言 ふこと 鬼神の 如 I 


« 先 =iJ と す 

阔卜 五鬪、 皇 

極 は 「.Jif 化の 中 

樞な るよりか 

く 名 づけし と 

£• ふ 

(六) 河 

** の^なる ベ 

し 

(七) 焦延 奪， 

代の 人な り、 

{1- は^、 昭帝 • 

儿 帝の i3_tw と 

なりて 治！？ 多 

し、 SS 代 易 

の 流、 術数 を 

キ とする こ i 

-- の 人よ h-asj 


しと 雖も、 其の 說奇 と爲 すに 足りて 責 用す るに 足らず、 豈 聖人の 卦畫と 年 を 同じう し- 

て 焉れを 語らん や。 

二  3 

たいえん 

師曰 はく、 大傳に 曰 ふ、 「大 衍の數 五十、 其の 用 四十 有 九」 と。 愚 謂へ らく、 是れ聖 ■ 

0 一一 一)  (：巧 

人蕃 策の 法 を 示すな り。 大傳に 曰 はく、 「1K 、祌物 を 生じて 聖人 之れ に 則る」 と。 叉 曰 

(一巧)  fi)  ナナ  (二  0 

はく、 「是れ 神 物 を 興して 以て 民 用 を 前む」 と。 叉 曰 はく、 「聖人 神明 を幽赞 して、 而 

し (一 W  § 

して 蓄を 生ず」 と。 先 儒 曰 はく、 「神 物と は 蓍を謂 ふなり。 凡そ 大衍 は河圖 中宮の 數 

めどき 

にして、 洛 書亦然 り。 所謂 五十 は 生數の 五、 成數の 十な り。 五 は 生數の 極、 十 は成數 

の 極に して、 此の 兩數 中宮に 在りて 四方 四隅に 屬 すべし、 而 して 五十 は 別に 之れ を 用 


ふること なし、 是れ 大衍の 謂な り。 洛書は 四方 四隅 相對 待して 十と 爲り、 中央の 五 相 

朱 子 


持して 各 と 十と なり」。 先 儒 曰 はく、 「大 衍の數 五十と 云 ふ は、 天地の 數 五十 有 五 

を 以て、 金 木 水火 土の 五 數幷に 天の 一 を 除き 出し， 便ち 四十 九 を 用 ふ、 數 家の 說 多く 


(八) 00 

の 撰、 十六 卷 

(九) ？ S 東方 

朔の 1£ と- -ム ひ. 

又 劉 {i "の 撰と 

一- ムへ ども、 K 

は 六 朝の 人の 

ぬ 作な りと 云 ふ。 拱 十-; 枚、 上 *中* 下の 文ネを 刻し、 それ も擲 ちて を 見爻詞 を； ffl.,;? ものと いふ (一 〇) ！ € 末の 人揚 雄. 字 は 子 ar 成 都の、；， 

して、 一代の * おなり (一一) 正しく は 太 玄經、 十卷、 易に ig したる 一種の 哲壤書 なり 。この 書の 外に 法 言の 名著 あり (一二) 整辭上 傳第 九 « 

衍は推 衍* 叛衍の 意に て、 - 大地の 數五 十五 も推衍 して 著も 一 數へ补 を 求む るに 用 ふるな り e 數は 端數を 除去した る 五十、 而 して 其の 中の 一は 空しく， 

て 用 ひざる 故に、 用 ふる は SI 十九と 云 ふ 意な り (ニー； J  K 辭上 « 第 十一 章 (一 S1) 同上 二 五) 民 用に 前 だっと. * 調む、 神 物卽ち 龜を. < 

り 用 ひて 、未然に 吉凶 を 知りて： の 用たら しむる ことなり (一六) 說 卦の萏 3 にあり (一七. >  S 草 を 用 ひて 卦を 求む るの 法 を 生ぜし を： ヌふ 

(一八) 中央の 意、 1 七 七 頁參照 (一九) 朱 壬 語類 卷七 十五 易 十一に 出.. つ 


學 二 致 知 


八 五 
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问 じからず * 此の 說 却って 分曉 す」 と。 愚 謂へ らく、 此の 說 尤も 差^ 十、 用 ふるに nif 

らず。 其の EI 十 有 九 を 用 ふる は、 一 より 四に 至り、 六より 九に！ る は、 是れ 生成の 用 

數 なり。 五と 十 を 除けば 乃ち 四と 九と は 生成の 極に して、 以て 用と 爲寸。 四 九 相乘ず 

ると き は、 乃ち 三百 六十と 爲る， 是れ； K 地 nz 巧の 用數 なり、 i% 策 は 之れ を 用 ひて 以て 

天地 萬 物の 情に 象るな り。 ：^，ll.fl，  s,iss。 

y»i  i 師ロ はく、  ！^辭に^法を言ふ、 大抵 只 だ是れ 其の 大略 を 解 やるな り。 朱 子 曰 はく， 

(二)  ナ 「(一 ぐ . J  た 

S? お 七十 五 5f 「想 ふに 5^ に文リ あらん、 今は兑 るべ からず。 ^ だ 『大 の數五 地の 數五』 の 如き は、 

十一に 出づ、 こ 

^3^.^ 此は 是れ舊 文に して， 『五位 相 得て 各 ~ 合 ふこと あり』 は、 是れ 孔子の 解 文な り。 『天- 

- 了^々 j  十： 

^Ki^ の數 二十 有 五、 地の 數三 +、 凡て 天地の 數五卜 有 五』， 此は 是れ舊 文に して、 『此れ 變. 

文 なり 

化 を 成して 鬼神 を 行 ふ 所以』、 此 は是れ 孔子の 解 文な り」 と。 愚 謂へ らく， 楚辭 は是れ 

0 一一. 一 

こ？ 易の： t 翼な り、 故に 文 * 解す るが 如き 所 ある も、 其の 本說詳 ならず。 ^将 して； を 水. 

むる の 法の 如き は、 先 儒 之れ を詳 にす。 今 之れ を^せ ず。 古 來易を 解きて 說を設 くる. 

もの 五十 七 家 あり、 多く 術數を 以て 十。 尤も；：； 1E 用す るに 足らざる なり。 

師曰 はく， 變 占の 說 あり、 是れ老 陽. 少陽. 老陰. 少 陰の 謂な り。 老少の 說は四 象- 


を 以て 之れ を 論ず。 所謂 陰陽に 各 》■ 陰陽 ありて、 陽 中の 陽、 陽 中の 陰， 陰 中の 陰、 陰 

中の 陽 あり。 陽の 陽を老 陽と 曰 ひ、 陽 中の 陰を少 陰と 曰 ひ、 陰の 陰を老 陰と 曰 ひ、 陰 

中の 陽を少 陽と 曰 ふ。 老陽老 陰 は變ず * 少陰少 陽 は變ぜ ず。 凡そ易の：^^畫皆變化して， 

萬 物の 用と 爲る。 故に 其の 爻皆九 六の 辭を繁 く。 九 六 は 老陽老 陰の 數 なり。 陽 は 進む， 

七 を 以て 少と爲 し、 九 を 以て 老と爲 す。 陰 は 退く. 八 を 以て 少と爲 し 六 を 以て 老と爲 

す。 一より 五に 迄る まで 生數 なり、 故に 之れ を 取らず、 六より 十に 迄る まで 成數 なり， 

故に 之れ を 取る。 老少の 數は唯 だ 六 七 八 九 を 以て 說を 立てて. 進 返 を 見る。 舊說 多し 

と雖も 取り 用 ふべ からず、 皆附 食し 來る なり e 

史 二 五 (割を讀む 

と 4 ひ、 師 曰 はく. 文 を 辜び 書を讀 み、 上 は 聖人 を師 とし、 下 は 群 賢 を 友と して. 以て 古 A? 

栄 以後 主と し 

て と稱せ の 事跡 を稽 へ、 自家の 身上 及び 當 世に 向 ひて 味ひ來 る、 是れ 古を稽 ふるな り。 尙書は 

各 * 史官 ありて 以て 其の 事 を識； ぺ- 十。 夫子 唐 虞より 以下 周に 訖 るまで を斷 り、 煩亂 を. 

けづ V.- 

^り 夷り 浮辭を 势り截 ち、 虞. 夏. 商. 周 四 代の 書と 定め 爲し、 堯. 舜 • 禹. 0|^文， 

^學ニ 致^  一八 七 


r) 雍陶の 

；; d な IE- る。 

„_ ^は 音 も 主 

人。 们： S 

は 山林^ 木 も 

NJ、  s は棄、 

g 氏。 «は や 

氏、 文お を 主 

る 

S 相 

(：.-) 周- $の 

！ Jew にして 乂 

？., -ぉ is 族の 

SK» に w せら 

„ て、 孔子の 

人な り 

-n^ 朱- ナ？ お 

se« 七 十八、 

の 中 

に つ 

S 孔 * 一 

(六) 妻の 博 

勝、 字 は 

-rK、 漢の文 

な 能く 

； むる \4 求 

む。 伏. 九 

十 ft にして It 

く 能 は：.^、  R 


f  I  > 

か 5 


了  II.  ,1  , 

序に 屮： 


(五 5 


, き： 

先代の _ 


山 ^語； g 卷 第三 十 g:  一  八 八 

(二  ) 

んき しょく せつ ぃゐん i) 

武 ：单. 夔. 益. 稷 • 契 • 伊 尹. 周 公， 君臣の 言 ふ 所行 ふ 所、 義理 明白に して、 句々 

以て 格言と 爲十。 寧 者の 文書に 於け る、 之れ を出づ ベから ず。 孔安國 曰 はく  、「三千の 

徒 並に 其の 義を受 く」 と 

師曰 はく、 朱 子の 曰 はく  、「書 に 古文 • 今 文 あり、 古文 は 乃ち 中の 書 11 は 至 

典 sev.- 滋し、 * を 焚き 《^ 坑、 にす。 •  入 下の ^卜： 難 を 逃れて^ 散す。 我が 先人 用て 其のお 害を X7fci^  -SKVfe.;  J0 

& 壁に 藏む。 SMh- て濟 南の 生年 九十な 過ぎて 其 C 本^も 失 ひ、 ロづ から w て 傅 校す と U  4^^^^-^^^ に 

なり」 と。 又 曰 はく、 「書に 兩體 あり、 極めて 分曉 なる 者 あり、 極めて 曉り難 き^あり， 

(さ 

盤 庚 • 大誥 • 多 方 • 多士の 類の 如き は、 是れ當 時 召し 來 りて 面り 之れ を 命ず。 是れょ 

二  9 

り當時 一 類の 說話、 ？ i 誥 • 微子之 命 • 君陳諸篇に}^.^り ては、 則ち 其の 詞命 を修 十」 と。 

乂曰 はく、 「典^^諸書、 恐らく は是れ 曾て 史官の 潤色 を經來 りしな らん。 周 is の諸篇 

i 

は 只 だ 今の 榜文曉 諭に 似て、 方言 俚語 地に 隨ひ 時に 隨 ひて、 各自 同じから ず」 と。 愚 

謂へ らく、 書 は 是れ壁 中の 殘 にして、 解し 難き 所 あり。 先儒强 ひて 之れ を 解し、 其の 

說 取るべからざる 者 あり。 朱 子、 書の ー經に 於て 獨り 訓傳 なく、 毎に 以爲 らく、 「錯簡 

た (一 さ 

脫 文の 處 多し、 强 ひて 通ず ベから ず」 と。 今惟だニ典.禹？^|.召|,川.洛邻；^.金條の解 

あり。 蔡九 5f 朱 子 のん 叩に 因 りて 書傳を 作り、 其の 明年 朱子歿 十。 化. 故に 其の ：4^^ 


そ-一な  二 o 

> "丄」 行い つて 是れ 巧に 傷へ り。 EC 東 萊書を 解す、 朱 子 之れ に 問うて 曰 はく 、「解し 去らざる 處ぁ 

： や r. しめ 二 

^^0^ り や 否や」 と、 日 はく  、「也た 無し」 と。 數 日の 後に 及びて 朱 子に 謂って 日 はく  T 書 也 

€£4^ なりと。  も さ  かん V- 

§ 大傳の 撰 た 是れ說 き 難し、 今 只だ强 ひて 解し 將ち 去る のみ」 と。 fi 讀。 先 儒の 說 並に 稽 ふべ し。 

ぉセ 55?" 師曰 はく、 丘 文 莊が曰 はく、 「唐 虞の 聖君 治を爲 すの 要は 一 心に 出で ざるの み。 故に 

に I づ、 &ャ： 朱 子 . re 東萊 及び 蔡 沈が 書 を 論ずる や、 皆 諸れ を 心に 本づ いて 言を爲 す」 と。 愚 謂 へ 

にして L ぶ 文と 

^ると i らく、 凡そ 書 を讀み 隠見 を 建て 以て 其の 說を求 むれば、 乃ち 字々 句々 意見に 落 在して 

t に S ヒ」 古人の 實を 得ず。 先 儒 書 を 論ずる、 是れ 諸れ を 心に 本づ くるの 説 を 以て HI- 來 ると は、 

求め 出さ. &し 

お， S ね S 書の 是れ 此れ を 謂 ふなり。 大 子より 庶 人に るまで 身を修 むる を 以て 本と 爲す、 身 を修む 

IS に は 周， P るの 要は 正 心 誠意に 在り、 正 心 誠意の 要は 格物致知に 在り。 先 儒の 說に 因れば、 唯 だ 

あり  5) 

の 館. ば， 心 を 澄まし 性 を 味 ふの み、 何 ぞ叉讀 書 博 文の 用 あらん や。 旣に四 代の 書 を 見る に、 是 

れ 乃ち 格物致知 なり。 謹んで 二 典 を-おず るに、 帝 堯の羲 和に 命じ. 四岳に^^：：：ふ。 帝舜 

所 SS 孔. V 國が 

先人の 璧 中より 求め 出で しとい ふ «F 多篇に 見 ゆる 名な り、 义微子 之， 君陳は 更に 東晉元 帝の 時、 梅^の 整理 捜 iy^ せ. L  t 〔多 51 の 中に 見 ゆる 篇 名な 

h- 、但し-; 領 -1 はな ほこの" W 多 篇 に： K する もの SISS あれ ど、 素行お， せし なるべし (一 一) 朱 子 語類 同上の つ.. つきに あり、 抄錄 にして 文意に s 點 

多し ニニ)  #經 の篇名 中の 大^ •  SS • も 指す (一三) iw 一 K 文 (In) さとし 文、 教； 1 の X  (一 五) IF 典 典 (二 ハ) 

f  § 一  八 ra 頁 參 照 (一 七) 書經 集傳又 * 傳と も稱 す、 I？ 書の 注解な り、 沈 は 父 元定の 依託 も 受けて 洪範皇 極 內篇を 成し 師朱専 の 依託 を受 

. ？-て i 傳 1« あす、 その 問 沈 《 十 数年に， 々ベり とい ふ、 この 書傳 も蔡 傳と稱 す、 伹し孔 安 國の孔 傳に對 して かく 呼べり (一八〕 朱 末の 舉者 呂祖 sr 

卜！！ 15,; に SS5 錄を 1 めり、 朱 子と 相 並びて 宋 S- の權 威な り (一 九〕 明 代の 人， g は^、 字 は 仲 深、 孝宗の 時、 文 淵閣大 as に 至り、 接 欲に 參す、 

人！^ -衍義 補 <^.^;„_« あり、 文莊は そのず  1 なり (二 〇) SS.1S«-.S3. 周 (*;  一〕  S 氏と 和 氏の 二人、 共に 唇 を W に 分 i.- 豊 に 便なら しむる こ. t 

ぁ.？ る (ニニ) せ 名、 宰相に： ぶふ  . 

，學ニ 致 知  一 八 九 


< 一) •  人文 t 

g にして： UH- 

•iws! ち 七 政 

もお ： る こ i 

(••) すべて 

の； t 々を 祭り 

3r ふこと 

(二) 五 年毎 

に 1 *!、 ：大 子 

出で て SiiK も 

■3^ る こと 

S 共 H の 

に りし 人 

幽 州に 流し、 

故 +,、  S. 

荆， 报.. ： 州の 

せ ISP 

に B し、 

asts 山に 死 

刑に *-L、 四 

*： 刑 §s の W 行 

% 云 ふ 

典に 出， つ 

(六) 格 W の 

こと をい ふ、 

ぁぉの^！！にぁ 

h-c この； S 用 

46 おにして « 
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(二  ニーに  ぶ * ね  (一一 一)  B  こと. s,\ 

のじ 政を齊 へ、 群 神に 偏 くし， 五 載に 一 たび 巡 守し、 四 罪して- 大下咸 く 服す。 是れ脊 

挤 致の 功に して * 洒落 脫然の 機な く、 性 を 味 ひ、 心 を 求む るの； 一 一； n なし。 先 言外の 意 

味 を 索め、 人心 道心の 說に 泥み、 悉く 事物の 盡 すべき を 措く、 是れ 後世の 樂 者の 弊な 

り 。 舉者四 代の 書を讓 み、 堯. 舜. 禹 •  =；! . 文 • 武 • 伊. 1- の 一一 一一 s 行を糟 へ 、 明德 を. 大 

下に 明かに 十 るの 道、 這の 格 致に 在る こと を 知る ベ し。 

師 n はく、 堯. 舜 •  •  の聖 王、 皆- 大に 則りて 極 を 建つ。 是れ 聖人の 道 其の W る 

べき 所、 以て 考ふ べし。 包犧氏 仰いで 觀、 ：WL て觀、 近く 取り 遠く 取る- 皆 V 地 入物 

に據 る。 是れ伏 義以來 の 人の 道に して、 其の： f は 一 なり。 


二 六 詩 を讀む 

i) 

^曰 はく * 書に 曰 ふ T 詩 は 志 を 言 ふ」 と。 是れ萬 世 詩 を 一 百 ふの 始な， 


詩の 大 序に IE 


はく、 「詩 は 志の 之く 所な り。 心に 在りて 志と 爲り、 言に 發 して 詩と 爲る。 故に 得失 を 

正し-大地 を 動かし 鬼神 を 感ぜし むる こと， 詩より 近き はなし」 と。 蓋し 以 ふに 人の 生 

け る や、 性情 を 中に 感じ、 志 趣 を 外に 昆、 必ず 其の 發 ：ID- 形に 著 はれ 聲に 出づ。 言 は 其の 


-. 、七) お 記の 

こ- リ割 

註 原本 は 註 

た り 

(八) 人？ sf* 

M  ^  HD: に^ 丄 

ふ ほ。 列 子 仲 

ipss 四の r 堯 

乃ち 微服 L て- 

ig© にせに ひ、 

兒 童の 謠ん聞 

く、 曰 はく、  《 

が^は を 立つ 

る、 © が 極に 

るな し、 

rsi.r す. W ら 

す、 帝の W に 

.從 ふと。 S 

ぶ 云々」 に 出 

づ。 謠 のなな は、 

は 衆 iw 堯の化 

に 浴す る を 云 

(九) 

お. 《の《 の欧、 

「股 J^;;r ふ 哉、 

元首 起る 哉、 

百： 丄熙 i る 哉」 

皐 陶 S 對 へし 

欲 「！ 兀首 な 

るお、 W^K.W! 

い af、  い ss」 

ぜし S- の f  一！ 1 なり ( 


心の 蘊む 所を發 して、 音 聲の詳 なるな り。 の 嬉笑 や， 童子の 謳吟ゃ  >  皆 詩の 理寓 

して 未だ 動かざる なり。 捋 くに 蒉を 以てし、 鼓つ に 土 を 以てし、 凝に 葺を 以てす。 皆 

(七) -たニ  0. 

詩の 用に して 未だ 文 あらざる なり。 琵 ひ)」 さ s。 康衢順 則の 識 * 元首 肱 

の 歌、 皆是れ 詩の 殆ど 成るな り。 故に 志に 厚薄 あれば >  言 必ず 短 長 あり、 心に 喜 怒 を 

^すれば 言 必ず 激歡 あり、 情に 動いて 之れ を 口に 發 すれば、 自然の 音響 あり。 IK 機自 

ら 動き 天籟 自ら 鳴る と何ぞ 異ならん や。 然して 詩の 成る や、 口に 應 じて 聲を 出し、 之 

れを賦 する 者 宜しき に隨 ひて 應 用し、 或は 之れ に 因つ て 以て 吾が 己む 容 からざる の 情 

を 申べ、 或は 之れ に 由って 以て 吾が 言 ふべ からざる の 意を發 し、 或は 之れ を假 りて 以 

て 吾が 顯 白し 難き の 事 を 明かに す。 章 必ずしも 定. ：？ あらず.、 句 必ずしも 定字 あらず、 

言從 ひて 理顺 ひ、 聲 和して； S 協 ふ。 其の 字 其の 句 其の 章， 音響 節奏、 已 むこと を 得 ざ 

るの 義 あり。 是れ 詩の 由って 成る 所な り。 凡そ 志の 物に 感じ 物に 動く と、 太 だ 速に 

(10; よ や はら 

して 疾し。 故に 天地人 物 鬼神 も 亦 感動 來格 十。 書に 曰 はく、 「八 音 克く諧 ぎて、 倫 を 相 

奪 ふこと なくば、 祌人 以て 和 せん。 石 を擊ち 石を拊 てば 百獣 率ゐ舞 ふ」 と。 

の 君民 一致ん 和 八 口 を：；； I ふ (10) 八 音 は、 金石 絲竹 土 革 木よ h- 出づる 音ない ふ、 この 詰、 甞^ tji 典， が 典樂 のお * やゆに ム S 

一 1) 同 «; に對 へし *s のせ a!* なり、 され ど の ifn にして は自！ HE! に 過ぐ とて、 錯簡の 疑 を. ff する 說も あり 


^學ニ 
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師曰 はく、 詩の 句 を 見、 其の 音 協 を 聞けば， 以て 其の 國風敎 化. <> 情 を 知るべし。 

i 王制に 曰 はく、 HK 子 は 五 年に 一 たび 巡 守して、 大師に 命じて、 詩 を陳ぺ て 以て 民の 風 

れ』 を觀 る」 と。 是れ詩 は 以て 民風の 厚薄 を昆 るに 足り、 民風の Is は 以て 國風敎 化の 3^ 

失 を 知る に 足れり。 

( 一一)  おも ひよ- -IJi 

へ：.； お 師曰 はく、 夫子が 曰 はく  三百 篇、 以て 之れ を蔽 へぼ 思 邪な し」 と。 愚 謂 へら 

政 篇 第二 a,  ,  > 

E  J  く  ± 「.^  おも ひ 

ーゾ tn> 「：!！^  く、 人の 思 裏面に 這の 邪 あれば、 乃ち 其の 言 之れ を發 す。 思 邪な きとき は、 乃ち 言の 

き 邪」 な り 出 づる所 皆 正し。 故に 夫子 思 邪な きを 以て 三 kn 篇を蔽 ふ。 惟れ 此の 一 言 以て 詩の 義を 

盡 すに 足れり。 思 邪な くして 詩 以て 言 ふに 足れり。 

師曰 はく、 先 儒の 曰 はく、 「詩 は 易 . 書經. 春秋 • 禮と 並べ て 五 經と爲 十。 其， の四經 

は 皆 9- 賢の 制作 刪述 より 出 で 、 聖君賢 相 大賢 君子 の 言行 事 功 を 紀し載 十 る 所以 な り 。 

はいらん 

惟 だ 詩は虽 4^ 田野 匹夫匹婦の 權悲怨 怒の 首 多 く、 甚 しき は！^ 佚 悖亂の 事に 至る こと も 

亦 或は 之れ あり。 顧 ふに IS 臣 賤^の 辭 をして、 堯 . 舜 . •  ：^;!  • 文 . 武 • 周 • 公 • 孔 

子の 格言 大訓 と、 並べ 列ね て 以て 經 たらしむ。 鳴 呼 3 お 其の 故な からん や」 と。 愚 謂へ 

らく、 昔 孔子 は. 既に 詩を删 りて 以て 經と爲 し- 而 して 時々 雅 一一 n して 以て 祭 者に 敎ふ。 


是れ 他な し、 博く 古人の 情 を 取り、 田 里の 鄙 語に 迄る まで、 以て 詳に考 へ * 能く 事物 

の 情に 通ぜ しむ。 是れ 君子の 擧、 聖人の 道な り。 小事の 敎に樂 を 以てする は、 古人 幼 

にして 歌 頌の聲 を 聞き、 舞樂の 詩を肆 ひ、 以て 進退 を 節し 音聲を 正して、 其の 思 をし 

て 淫逸 不 律の 邪に 至らし めず、 且つ 人情に 通じ 事物 を識 らしむ るたり。 其の 敎を設 く 

る こと 尤も 大 なる 哉。 

師曰 はく、 太史 公が 曰 はく 、「古詩 本と 三千 餘篇、 孔子 其の 重複 を 去り、 其の 禮義に 

(w>  . 

施すべき もの 三百 五篇を 取る」 と。 孔穎 達が 曰 はく、 「按ずる に書傳 引く 所の 詩. 見 在 

する 者 多くして 亡 逸せる もの 少 ければ、 則ち 孔子 錄す所 十分に して 九 を 去る 容 からず、 

(故に) 司 馬 遷の言 未だ 信ずる に 足らず」 と。 朱 子 曰 はく、 「三百 五篇、 其の 間 亦 未だ 必 

ずし も 皆 之れ を 禮義に 施すべき 者に あらず、 但だ 其の 實を存 して 以て In せ 戒と爲 さんの ■ 

み」 と。 愚 謂へ らく、 夫子の 剛る所 は 只 だ 信用すべからざる 者に 在り。 書傳に 引く 所 

の 詩、 皆 扱り 用 ふる 所 あり、 故に 見 在の 者 多き も * 也た 以て 逸 詩 少しと すべから ず。 

孔 氏の 言 も 亦 未だ 信ずべ からず。 且つ 上古の 事 今 究め 知るべからず、 知りて 亦 益な し" 

夫子 剛り 去りて、 今 三百 五篇見 在す。 學 者博覽 して 自家の 工夫 を 味 ふべ し。 

聖學ニ 致. 知  一九 一一 一 
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二) 六お の 

WT 內 t;t によ 

つて 分 せし 

な h- 

r-) 1. 

a 巷 c:i^ 謠ょ 

h- 主に 起る、 

一 人 e 事 一画 

に K る をい ふ 

の 如き. * の 

(五) §s 

摩の なり、 

K 下 f. 事 も 云 

ひて？： 方の _» 

も あに はす を 

云 ふ、 W は 正 

の fsT 王政の 

り、 K に 大小 

ある 故に 大 惟， 

-?. 雅 あり 

(セ) 0. 

«とサ に 住 * 

代 《 人の 

作 あり， せ it 

v.- ほめ ig 功 も 

！ t に lf3 ぐるの 

親な り 

0S 


師曰 はく、 大 序に 曰 は. 

5) 


、 1 > 

，「詩に 六義 あり _ 


に 曰 はく 風 >  二に 曰 はく 賦、 三に 口 は 

く：^. 四に 曰 はく iiT 五に 曰 はく 雅、 .1 ハに曰 はく と。 周禮に T 大師 六" 詩を敎 ふ、 

(き 

曰 はく 風、 曰 はく 賦、 曰 はく 比、 曰 はく 輿、 曰 はく 雅、 曰 はく 頌。 六德を 以て 之れ が 

本と 爲し、 六 律 を 以て 之れ が 音と 爲す」 と。 朱 子 曰 はく 、「風雅 頌は 聲樂 部分の 名な り. 

風 は 十五 國風 >  雅 は大. 小雅、 頌 は三頌 なり。 賦比興 は 風雅 頌の體 を 製作す る 所以な 

リ。 賦は 直に 其の 事 を陳べ 、 比 は 彼れ を 以て 此れに 狀 どる。 舆は 物に 託して 詞を與 す」 

と。 愚 謂へ らく， 六 義の說 は 風雅 頌を 以て 三 經と爲 し • 賦比興 を 以て 三 緯と爲 す。 凡 

そ 六義に 自然の 理 あり。 風は國 風に して， 國は 土地に 因って 其の 俗 あり、 上 は 以て 敎 

化して 其の 風 あり- 所謂 上 は 以て 下 を 風化し、 下 は 以て 上 を 風刺す る、 れ 1^、 に是れ なり „ 

詩の 十五 國風 以て 見るべし。 雅は 朝廷 德 政の 詩たり。 所謂 雅は 正な り、 詩の 大雅. 小 

雅是れ なり。 頌は 宗廟に 於て 奏 十る 所、 所謂 盛德の 形容 を 美と し， 其の 成功 を 以て 祌 

明に 吿 ぐる 者な り。 是れ國 に 風 あり、 朝に 雅 あり、 廟に頌 ある は， 皆 止む こと を 得 ざ 

るの 詩な り。 而 して 其の 詩の 成る や、 賦比與 を 以て 十。 故に 六義 は詩經 より 起る に 非 

ず， に 詩 ありて 以て 之れ を 一一 一一：： ふべき とき は， 此の 六義 あるな り。 


帥 曰 はく、 詩 を 讀み義 を 解す る こと 後世と 同じから ず。 先 儒 曰 はく、 一  之れ を大寧 • 

中庸. 孟子の 書に 考 ふるに 及び、 凡そ 三 書に 引く 所の 詩の 言 を 取りて 之れ を觀、 而も 

义 旁く 禮 記の 中の 事 記 • 表記. 坊記. 緇衣 等の 篇に 及び * 夫の 左 氏 春秋.. 劉 向の 說苑. 

、一 H0  かぎ 

韓詩外 傅の 諸 書と 一 々參考 して、 然る 後に 孔門 詩を讀 むの 法と • 後世 義 例に 拘 りて 局 

るに 訓詁 を 以てする 者と * 異なる こと を 知る。 曾 子 は 孔子の 意 を 述べて 大學を 作る に、 

凡そ 十た び 詩 を 引き、 子 思 は 曾 子の 傳を 得て 中庸 を 作る に、 凡そ 十二た び 詩 を 引き、 

孟 子 は 子 思に 學び て 書 七篇を 作る に 凡そ 十二 三た び 詩 を 引く。 其の 11 曰 義を究 むる に、 

多く 諸 儒 訓解す る 所の 詩の 意と 全く 合 はず。 是れに 由って 以て 聖 門の 人 を敎へ 詩を讀 

§〕 

むを觀 るに， 必ず 授受す る 所に して 義例 訓詁の 外に 出 づる者 あり。 三 子 者の 相傳 ふる 

こと- 必ず 自る所 ありし ならん。 而 して 左 氏が 賦 する 所- 漢懦 の說く 所、 蓋し 亦 因る 

所な きものに 非 ざらん」 と。 愚 謂へ らく、 古の 詩 を 用 ふること * 只 だ 其の 〔子 面 を 以て 

LK- 外 望.： 正しく 之れ を 引き 用 ふ。 後世に 至りて 訓詁 字解 以て 差 i_ いし， 意見 臆說 以て 違戾 して， 

の に 抑 へらる。 前 出^ 歆は その子な り。 向に はこの 外、 新 序 • 古 列女傳 等の j« 書 多し (In)  二十 卷- 君 道 .臣 術 • 建 本 • 立 節 等 二十 篇を 立て， 

説 あり、 次に 逸話 を 載せお り (一 五) ！ S の 韓^ の 撰、 十卷， 多く. IC 語. in 事 を ：3； き， ^.wを以て謂し、 經義と 合 はす， 故に 外 傳と稱 す 

(一六. - 盂子 ナ e 指す (- 七) 曾- 子 子 (一へ) 左 丘 明 (一れ〕 1-i 


(九) 六 に 

15 じ、 詩 の 六 

！ e の こと 

(一 0) や 

*  . 和 をい ふ 

(二) 十二 

の 中の 陽に 

！ Si する 六 音、 

け 族， 姑 洗 •  0 

賓 • 爽 則 • 無 

射 

( 一 二) 孔子 

の * 子 左 丘 明、 

教 の吏官 たり、 

師 孔子の 春秋 

の j-5lp-i らる 

る を »g! ひて 傳 

な 作り しもの 

なり、 .g して 

左 傅と 菊す 

2  -e 漢代 

の 人、 ネは子 

政、 の 名 は 

M. 宣帝 • 

ー兀帝 • 成 帝に 

仕へ、 忠 精な 


« 學ニ 致 知 


ん S 


二)  ！！ gis 

起 

(； ••) 

俗 政 Sf の 得失 

條% の 皮と す 

る こ-. J 

(En 衆人. V 

和して 群居す 

る 二  i 

十 章、 

！ mft は 孔,. ^の 

(六. - i««ES 

きの 文 

wi: の 化 を う 

た； - の。 

？ "is は， お 

の 夫人、 大夫 

の n;^ の 化 を 

W リて德 を 成 

すもうた へる 

もの 

f じ)  <1語 子 

(八」 sm 


ほろ 
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聖經の 本意 遂に 失す。 學者 漢唐宋 明の 注解に 因って 義例を 立つ， 故に 正經竞 に泯" V 

？ 一 a 詩 を 引く のみに 限らん や。 六 經の敝 鬼. 此の間に 在るな り。 


師曰 はく、 詩の 音 協 節奏 は 皆 古 I ベの 遣 音な り。 我が 邦 摘 ほ 律 M 昔 響の 實に昧 し。 故 


に 詩を讀 むこと 專ら 訓^の 舉な. 


〕) 


然れ ども 夫子の 曰 はく、 「小 子何ぞ 夫の 詩 を 舉ぶ莴 

S) 

(二)  (一一 一)  ぐん  ちか 

き や、 詩 は 以て 興るべく、 以て 觀る ベく， 以て 群 しつべく， 以て 怨む べし。 之れ を邇 

くして は 父母に 事へ、 之れ を 遠くして は 君に 事 ふ。 多く 鳥獸 草木の 名を識 る」 と。 义 

(w>  んち 20  *i 

伯 魚に 謂って 曰 はく 、「女 周 南 • 召 南を學 びた るか。 人と して 周 南 . 召 南 を爲ば ざれば、 


其れ 摘 ほ 正しく 墙に 面して 立つ がごと きか」 と。 叉 曰 はく 、「詩 三百 を 誦すれ ども， 之 

(A) 

れに授 くるに 政 を 以てして 達せず、 四方に 使して 專對 する こと 能 は ざれば、 多し と雖 

も 亦奚を 以て 爲 さん」 と。 愚 謂へ らく  > 弟子に 詩を讀 むこと を 示し、 其の 切に 近く 身 

に 取る こと 此の 如ければ、 詩何ぞ 必ず 音 協 節奏 を 以てせん。 唯 だ 曰 用事 物の 間、 身 を 

修め 家を齊 へ、 國を 治め IK 下 を 平にす るの 敎 のみ。 

二 七 春秋 を f!g む 


(九) »-臣* 

父子 • 夫婦の 

道 

二 〇) 膝 文 

公 下？ I 第 九 章 

二 こ 00 

if^ を！ g にし、 

S 臣 上下の 名 

分 を 明に する 

事が 主なる 記 

事故に、 天子 

の 行 ふべき 事 

記す と い ふ 

怠な り 

( 一 二) 史記 

太史 公. G 序に 

出づ、 但し 抄 

出に して 文字 

異なる ところ 

多し。 この 節 

終 迄 引用な り 

二つ：) 董仲 

( 一 £) 瞎公 

より 哀公に 至 

る 期 問、 春秋 

はこの 問の 歷 

史 なり 

( 一 五. - 史記 

の 原書 は 「天 

.ナも^-し、 諸 

侯 を^け、 大 

夫 も 討 じ：」 


師曰 はく、 春秋 は 魯の史 の 名な り、 孔子 因って 筆 削す。 是れ魯 史に假 りて 春秋 を 作 

り、 以て 聖人の 志 を 伸ぶ。 此の間 凡そ 書す る 所の もの、 三 綱 を 正し i; 倫 を 明かに する 

の 志に 非ざる はなし。 孟子 曰 はく、 「世衰 へ道微 にして 邪說 暴行 有た 作る。 臣 にして 其 

の 君を弑 する 者 之れ あり、 子に して 其の 父を弑 する 者 之れ あり。 孔子 懼れて 春秋 を 作 

る。 春秋 は 天子の 事な り。 是の 故に 孔子 曰 はく 、『我れ を 知る 者 は、 其れ 惟 だ 春秋 か， 

,  脇 文 公 下 むかし  -1? 

我れ を 罪する 者 は、 其れ 惟 だ 春秋 か』 と」。 又 曰 はく、 「昔 者、 禹 洪水 を 抑め て IK 下 平 

なり。 ^公 夷狄 を 兼ね 猛獸 を驅 りて 百姓 寧し。 孔子 春秋 を 成して 亂臣 賊子 潘る」 と。 

師 E はく、 夫子 春秋 を 作る は、 道の 行 はるべからず、 王道の 復 すべから ざる こと を 

知りて、 終に 自ら 天子の 事 を 作りて、 以て 諸侯 大夫を 褒貶し、 天下の 事物 を 評 正す る 

なり。 其の 微意 萬 世の 聖戒 なり。 司 馬遷曰 はく、 「余 之れ を董 生に 聞け り、 『周の 道廢 

して >  孔子 時に 用 ひられず 道の 行 はれざる こと を 知る や、 二百 四十 二 年の 中 を 是非し. 

つ a)  へん  たう 

以て- 大 下の 儀表と 爲す。 諸侯 を 貶し 大夫を 討 じて、 以て 王事 を 達する のみ』 と。 子 曰 

はく、 『我れ 之れ を 空言に 載せん と 欲す、 之れ を 行事に 見す の 深切 著明なる に 如かず』 

と。 春秋 は、 上 は 三 王の 道 を 明かに し • 下 は 入 事の 經紀を 辨じ、 嫌疑 を^ち- 是非 を 

學ニ 致； 5  一ん 七 


i 出づ 

( ；. 六) 史記 

の ほ 害に は經 

の卞 なし 

(一) 今 は疲 

ぉ經 の 終 

に 「11?:1, 君 

•rw レ始、 差 

若 ：-毫 - T 趣 

ありて、 瑪 £ 

に はこの S な 

は 太史 公の 引 

W なれば、 當 

^に は あ b-L 

.*G なるべし * 

^おは 「失-一之 

si, 一千 

all  J に 作り、 

少 I- く  K なる。 

.*;t は IKS の 

原 *<に 返しれ 

,3 ならん 

(： じ _«« 坤 

め 4j 文 sa 傳 

B£- に ri* お 

め 》、 死 の 

fe" に W らん」 

(£、  か 
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明かに し. 猶與を 定め、 善 を 善と し惡 を惡 とし， 賢 を 賢と し 不肖 を賤 しみ  >  亡國 を：；：； 

し 絶世 を 繼ぎ、 敝れ たる を 補 ひ廢れ たる を 起す。 (此れ) 王道の 大 なる 者な り。 亂世を 

撥め て 之れ を； 止しき に 反す は、 春秋より 近き はなし。 春秋 は 文 は 數萬を 成し， 其の 指 

は數 千、 萬 物の 聚散 皆 春秋に 在り。 春秋の 中 君を弑 する こと 三十 六、 國を 亡ぼす こと 

五十二 * 諸侯 奔走して 社稷 を 保つ を 得ざる 者、 勝げ て數 ふべ からず。 其の 所以 を 察す 

たが  あやま 

るに、 皆 其の 本 を 失へ るの み。 易に 曰 はく、 『差 ふに 毫^ を 以てすれば、 るに 千 甲. を 

以て 十』 と。 故に (曰 はく). 『Kf 君 を 弑し子 父を弒 十る は、 一 朝 一 夕の 故に 非ず.、 其の 

漸 久し』 と。 國を 有つ 者 は 以て 春秋 を 知ら ずん ば あるべからず。 (然らずんば) 前に？！ 1^ 

ありて 而も 晃ず >  後に 賊 ありて 而も 知らず、 人臣た る 者 は 以て 春秋 を 知ら ずん ば ある 

ベから ず。 經事を 守りて 而も 其の 宜を 知らず.、 變 事に 遭 ひて 而も 其の 權を 知らず、 人 

の 君 父と 爲 りて 春秋の 義 に通ぜ ざる 者 は" 必ず 首 惡の名 を 蒙り、 人の ほ 子と 爲 りて 春 

秋の 義に 通ぜ ざる 者 は， 必ず 慕弑誅 死の 罪に 陷 らん。 故に 春秋 は 禮義の 大宗な り」 と。 

師曰 はく、 古 は 列國皆 史官 ありて 時事 を 記す こと を 掌る。 漢の藝 文 志に 曰 はく、 「古 

f 五 J 

の 王者、 世 ~a„-{R あり て dit の擧は 必ず 書す、 事は舂 秋と 爲り言 はお 書と 爲る」 と。 子 


曰 は. 


T 王者の F,!:^ んで 1 亡び、 詩 亡びて 然して 後に 春秋 作らる。 晉 の乘， 楚の 檮杌， 


勅.？ つけて 攪 

せし？？ 書の 附 

:s なり 

(五) 8*<志 

•>f 文に は、 こ 

の M に、 「所以 

に 言行 を愤 み、 

法式ち 昭 にす 

るな り、 左史 

は  一一-一 0 を 記し， 

ム史は 事 も 記 

す」 の. 5 あり 

(六) 雜《 下 

*1 第二 十一 章 

(七) 巡狩の 

打絕ぇ てな き 

こと、 迹は帝 

王の 車の 迹な 

(八) 巡狩に 

ほ も陳. d る 

なる に、 そ 

'事 やみて 又 

も 亡ぶ るな 

h- (九) 當 時の 行事 を 記載す る もの (一 〇) 悪 木の こと， 其の. Si を 記載して 戒 とする m  (二) 事 も 記載す る もの、 以上 三つ 共に 記載 物のと 

i  (一二) 車 は 五 親の代 表た る 齊の桓 ヘム、 舊の文 公の 事 をい ひしな り、 その 尤 盛なる を 執りつ 「』 せ L のみな り (ニー  D その 記載の 文 は 、本."^ は史 

宫 が 接り たる 編年紀 n- の 文に 囚り てた せし なり (一四) ，ほ 謙の 意 (一 五) 周 公 n 一の 子 伯 の 封地に 就きし より 十 fll 代 E  二 六) 周お C- 十三 

代の王、 北狄犬戎の難を避けて都を«の方^„5邑に遷せり、 これより 1« 周と 稲す、 史上にて はこ i 王の 代より 春秋の 世 i よぶ に 至れ h-  二 七 J 魯， 

齊 楚 •{ お *衞*陳. 蔡 •  燕の 主宰者 .*」 云 ふ 二八) 朵 末の？ Jps、 字 は 貴與、 博 にして xai 通考の 名著 あり、 父廷 ® に 化へ て 

.H 孝な り (一九) « 下 この 節の 終 近く i で 文^ 通 *T の卷 十八 上 «籍考 九に 出づ。 始の 部分 は？ £は 「先 ヘム 曰」 と記 され、 父、 廷 iN の 語な り (二 C) 

i する 前 七 Bg- に 坐して ほせら る。 故に ここ は Si する に 近き も 云 ふ (ニー) 前 出 文^ 通 参. -、^ の つづ *.、  5!？ 嬙 臨の  一一 a  (ニニ)  * 秋の 註 

お 4SJ 公羊傳 • 敷梁傳 . 左 氏傳を 指す 


魯の 春秋 は 一 なり。 其の 事 は 則ち 齊桓. 晉文、 其の 文 は 則ち 史 なり。 孔子 曰 はく、 『其 

二  EI)  3 

の義は 則ち 丘竊に 之れ を 取れり』 と」。 愚 謂 へ らく、 孔子の 春秋 は 魯の隱 公元 年に 始ま 

(H0  つち 

る。 實は平 王の 四十 九 年な り。 此の 一 書の 中 十一 K ムニ 百 四十 一 一年の 事、 其の 褒 を寓 

し， 一字 も輕 易なら ず。 聖人 晚 年に 痛哭 流涕 して 此の 書 を筆爲 する、 豈薄 露地な らん 

や。 馬 端 臨 曰 はく T 夫子 麟に 感じて 作る， 作 を 獲麟に 起して、 文 を 起す 所 に^め， 再 

一- -0) 

歲を踰 えて 夫子 夢奠 す、 故に 歐陽 <ム が 謂 はく、 『此れ 夫子 旣に 老いて 之の 書 を 成す』 と。 

春秋 緯演孔 圖に云 はく * 『孔子 春秋 を修 十る こと 九月に して 成る』 と」。 又 曰 はく、 「春 

秋の 古經、 漢の藝 文 志に 之れ ありと 雖も. 然も 夫子の 修 むる 所の 春秋 は、 其の， 4 文 世 

の 見ざる 所に して、 漢 より 以來 編す る 所の 古經 は、 則ち 倶に 三傳の 中より 經文を 取 出 


學ニ 数 知 
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一一 〇〇 


( 1 ) この 1 

旬、 fflfite- 文 

S 通^に 

ら す、 出の 

故なる ベ し 

(二) 1. 

；, 丄傳ほ 公元 年 

にこの 地の 主 

.>! る の«乂 と 

ヘム is ひしお 

事 をい ふ 

(二)  g は 克、 

字 は « 父 

(en (五) 共 

に _»の 地名 

(六) 左 wis 

ヘム-一年の の 

條には TWB 

す」 i«i にあ 

りて、 傅に、 

R 氏 卒すと は 

S. ナな. 9 云 * 

と 記し、 BK ム 

の «-i せる も， 

ヘム 羊傳に は， 

尹 氏 *. す」 と 

あ. n- て 尹 氏 は 

天子の 大 夫な 

出づ， 馬 

纏 BR ひて、 

孔子の * は 尹 


して. 之れ を 名 づけて 正 經と曰 ふの み。 然も 三 傅に 載す る 所の 經文 (多く) 異同 あり， 

つ 二  § 

一 こ  ち It ぎ ほ 

則ち 寧 者 何れの 所に か 折衷す るな り。 し 事 同じう して 字 異なる 者に は、 郑の儀 父に 

(5 

及びて 蔑に 味に 盟 ふの 類 是れ. なり。 § ほ 11 おお ト。 事と 字と 倶に 異なる 者に は、 尹 

氏. 君 氏の 類是れ なり。 元と 未だ 嘗て 其の 事 を 書せ ずして、 意 を 以て 之れ を 摘 入す る 

者に は、 『孔子 生る』、 『孔丘 卒す』. 是れ なり。 き：：： 暇 ■gtlusg 豪！^ れ^ 

(七) す .T- 

の師 なり、 然れ ど. * 其の 始生は 乃ち 邑の大 夫の 子の み、 る史 未だ 必す しも 書せ チ、 夫.ナ.0ら其<?生年を紀すこと， ^!^して=^<の 

理なし。  而 して 左 (《) 哀公 十四 年 SSI の 後に 於て、 又 gsK を 引き， 以て 十六 年の raa に 至りて、 仲 尼 卒すと ** せ. 9。  8 ヘム 二十 一 

年に 書す る 所の 者 は、 公 .s 其の 師 S を *r ひて 之れ を«畫 せるな り。 哀 十六 年に 番 する 听の (fl< ；,' ゥ-ょガ.. つ ニー. »t,::',p_,c 

«  は、  左 氏 其の 師の 亡き も 痛みて、 之れ ％«s せるな り- 春秋の 本文に * ざる ゃ决 せりと。 」 タらは BC セ 二  135- グ 1^ よ 

り 取 出す 所の 經文旣 に增益 あり、 其の 間 左 氏 を 以て 優と 爲す。 

師曰 はく、 夫子 六經 を刪述 する に、 其の 五の 者 は 皆 前代 帝王の 作 を 述べ、 其の 已に 

成る の 典籍に 因り、 刪して 之れ を修 する 者な り。 舂 秋の ー經は 魯史に 因って、 乃ち 聖 

み.？ ら  (九) 

人 親 手 筆 削す。 凡そ 聖人の 志 意 皆 此の 書に 聚 まれり.。 何 休が 公 羊傳の 序に、 孔子 曰 は 

く、 「吾が 志 春秋に 在り， 一と。 愚 謂へ らく- 聖人の 道 は 其の 極廣く 衆を濟 ひ、 教化 を 天 

下に 5^ くす るに 在り。 故に 大學 の敎は * 明德を 天下に 明に する を 以てし * 額 子に 吿ぐ 

ニニ) .  (」 三)  一 

るに、 犬下仁に51&するを1^て寸。 公山 弗 擾* 佛肸、 子 を 召す、 往 かんと 欲して 且つ 東 


周の 嘆 あり、 道 竟に行 はるべからず、 故に 春秋に 於て 直に 筆 削し 來 り- 以て 天子の 事 

と爲 し- 魯國 の史に 於て 天下の 褒^ を盡 す。 是れ 聖人 止む こと を 得ず して、 言 を 垂れ 

敎を 設けて 萬 世に 示すな り。 春秋の 一 經は、 聖舉の 抑揚- 時世の 究理- 備 はらず とい 

ふこと なし。 

あだ 

, 師曰 はく- 諸 儒 春秋 を 以て 百 王法 度の 制に 中る と爲 し、 勸善 懲惡の 書と 爲 して、 聖 

學の& 致なる こと を 知らず。 周 子 曰 はく、 「春秋 は 王道 を 正し 大法 を 明かに するな り。 

孔子 後世の 王者の 爲 にして 修 するな り」 と。 程 伊川 曰 はく、 「五經 の 春秋 ある は猶 ほ^ 

(1UJ  (5 

律の 斷 あるが ごときな り」 と。 邵子曰 はく、 「春秋 は 孔子の 刑 書」 と。 胡 安國曰 はく. 

「春秋 は亂臣 賊子 を誅 せんとして 作る、 其の 法 尤も 亂賊 の. 黨に嚴 なり」 と。 朱 子 曰 は 

かたち  か  と 

く、 「春秋 は 形より して 下なる 者 を 以て、 那の 形より して 上なる 者 を說き 上げ 去る」 と。 

叉 曰 はく、 「春秋 は皆亂 世の 事、 聖人 二 切 之れ を 裁す るに 天理 を 以てす、 是れ 等の 春秋 

) 論語 顏淵篇 首章 ng 淵 仁 を 問 ふ。 子 曰 はく、 ，しれに 克 ちて 禮に復 る も 仁と す。 1 B ヒれ に&ー .V ，て に g, つ： -vr  -入下 二： す  一 0 


學ニ 致 知 


二 〇 
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を 論ずる もの 皆 唯だ亂 世の 王者の 事と 爲す」 と。 愚 謂へ らく-  ..i^ 下の 萬 機 滞 凝せ ず、 

1K の 時 惟れ 得. 地の利 惟れ 應じ、 人物 所 を 得、 政治 詳に具 はり * 用事 能く 通ず る 者 は、 

聖人の 期 十る 所、 道 寧の 極と する 所な り。 夫子 時 を 得ず して 其の 位な し- 然れ ども 其 

の 志す 所豈 此の 外に 在らん や。 故に 晚年 春秋 を 筆 削 十る に 空言 を 以てせず、 之れ を 行 

しめ 

事に きして、 太 だ 深切 著明なる なり。 今 聖德を 以て 天下 を 正さば、 猜ほ舂 秋の ごとく 

なるべし。 未だ 嘗て 聖人の 治 を 見ず と雖 も、 春秋 を 見れば、 其の 事物に 於て 然とし 

て 明白な り。 後の 聖學に 志 十 者 • 春秋 を 以て 聖人の 極致 を 知るべき なり。 

師曰 はく、 易 は、 聖人 相績 いで 以て 聖 道の 極 は 天地 萬 物に 因る こと を 明かに す。 故 

y 一) s^l 一  に 夫子 は 十 翼 を 作りて 以て 萬 世の 規範 を垂 る。 春秋 は 夫子が 魯史に 因りて、 道を實 

事に 布施して、 以て 綱紀の 正義 を 示す。 是れ 乃ち 知行 格物致知の 意な り。 易と 春秋と 

は 夫子 專ら 心を盡 せり- 是れ聖 寧の 始終な り。 後 儒 此の 義を 知らず して、 唯 だ 春秋 を 

以て 褒貶の 書と 爲し、 其の 心 を 著く る こと 尤も 淺薄 にして、 史官の 筆 戒と爲 十。 是れ 

聖學の 明かなら ざれば なり 。 

師曰 はく、 孔子 春秋 を 成して 亂臣 賊子 懼る。 凡そ 道の 世に 行 はれ. きの 時に 明かな 


っ稱る 
c す 所 こ: 
る の 

き t も本孔 
ほの 文 子 


作 


に 

*a る 文 

(E)  Ilsre 公 

冶お 篇第廿 BI 

章に 朴納 質賁 

も稱 せられし 

左 明と 同 1 

の 人と いひ 乂 

»; 說 もな す 

〔lfo 春 左 

« ると ころ 特 

に 長ぜり 

(六) 春秋 公 

や^ 

(七〕 春秋 

i. 公 * 傅 

と共に 《 舉の 

立 よりして 

特長 あ h 'とい 

ふ 

(<) 夂默通 

考に 「無い 師」 

と あ" て S の 

統 も，， 、物 も 

St ならす 

i 九 ) 同前の 

書に、 「未レ 有 

レ害」と あり、 . 

づ 


る は、 蘇 倫 を 正し 綱 條を紊 さ ざらん が爲 なり。 葬 倫 正しく 綱 條紊れ ずん ば、 天下 道 あ 

りて 亂臣 賊子 作らず。 聖人の 道 は 他な し， 人々 其の 親 を 遣れず、 其の 君 を 後に せず し 

て、 仁義の 理是れ 立つ ことなり。 故に 亂臣 賊子 懼 るるとき は、 仁義の 道行 はるるな り。 

是れ舂 秋の 一書， 聖學 の礙然 たる 所以な り。 先 儒亂臣 賊子の 說に 因って、 春秋 を 以て 

戰國の 戒と爲 し- 刑 書と 爲す。 是れ 聖學を 以て 日用 事物の 間に 究認 せざる の 失な り 。 

(二)  ニー 一) 

師曰 はく、 春秋の 經を 斷と爲 し- 傳を 案と 爲 し- 傳を 以て 經の 事迹 を考 へ、 經を以 

お)  {五 } 

て傳の 是非 を 別つ。 傳に四 家 あり- 左 丘 明經を 仲- に 受けて 傳を 作る。 十 公 羊 高、 

子 夏に 傳 へ て傳を 作る。 作， 穀梁 赤- 亦 子 夏の 弟子に して ま、 を 作る。 iLjl;JS。 

鄒氏 .夾 氏が 傳は， 王 莽が亂 に 遭 ひて 亡失す。 今 三傳存 す。 左 丘 明 は好惡 聖人と：！ W じ、 

親 り 夫子 を 見たり。 而 して 公 • 穀 は 七十 子の 後に 在り。 傳 へて 之れ を 聞く と、 親し 

く 見る と、 其の 詳略 同じから ざるな り。 今 世 左 氏 を 以て 優れり と爲す は是れ なり。 朱. 

(§ 

子 曰 はく 、「左 氏の 病 は是れ 成敗 是非 を 以てして、 義理の 正しき に本づ かず」 と。 又 曰 

(一一〕  -Je ず： 

はく、 「孔子 舂秋を 作る の當時 も亦須 らく 門人と 講說 したる ベ し、 所以に 公 . 穀 • 左 氏 

一の 他は詳 ならす (一 0) 朱 小 語類 卷 八十：.： - に 出， つ。 rw, 一成 敗-論， -是* 一」 に 作る。 この 方 解し Bp し ニー) 同 ヒに出 
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こ  くわ 4U>»J り hi- 

は箇の 源流 を 得たり、 只 だ 是れ漸 々に 訛 舛す。 當初 若し 全く 傳授 なくん. ば、 如：！； ぞ整 

空し 撰び 得ん， 一 と。 

§  二八 禮を讀 む 附六 M 六 M 註解  • 

siir 一. H 一一  師曰 はく、 禮は 人物の 節 文 制度に して、 自然の 理 なり。 1K 高く 垂れて 覆 ひ、 * 厚く 

*r「ff ふ、  f  - 一 

，：ぉ 載せて 品物 遂ぐ。 sl^r:^v ^M^^^ 君臣 • 父子 . 兄弟. 夫婦 • 朋友の 間- 飮食 . 

C に ほる、 55 器 服 . 家宅 . 用事の 制、 一 箇の微 一 箇の細 も. 未だ 嘗て 這の 禮 なくん-. H あらず。 夫子 

»« す-,, る  (二) 

"お S. 殷の 禮を稱 す。 子 張 十 世知るべき を 問 ふに、 三代の 禮を 以てし、 iVh に吿 ぐるに 

ns 達す，。 

i^::7 きな 禮を 以て 十。 是れ 聖人の 敎化禮 を 出で ざるな り。 

h-. 其 れ《 に 

^^^-.H 師曰 はく. 禮は 天地の 常經 なり。 其の 身 や- 其の 家 や、 其の 國ゃ、 其の 犬 下 や、 禮 

"f.l ふ を 以て 制度 品 節を定 むる とき は * 篡奪爭 論 自ら 止み、 禍害 憂 串 3 自ら 防ぐ。 世 表へ 道徵 

(三) 同 wffl  - 

tt^«.^^^ にして、 天下 聖人の 道 を 知らず と雖 も、 人々 君の 貴ぶべき を 知り、 親の 敬すべき を 知 

ぱ.^ て る。 是れ君 父上に 位し， 臣子 下に 在り、 言語 容貌 a ら崇 尊の 禮を存 すれば なり。 聖人 

iK る を 仁 lt«s  けんち 

す」  稽を 制し 度 や 定め， 其の 身 を撿榥 ^^h< し 其の 事 を 維持し- 千 萬 世の 後 をして、 


fsl) 前 出 1 

九 八 頁 » 照、 

^甞 の附 sr 

禮記 の條 なり 

(五) 中庸 第 

二十 七巧+ 「大 

なる 哉 聖人の 

道、 洋 々乎と 

して 萬 物 も S 

し、 峻 きこ 

と： 人に. 脉 まる、 

»々i して 大 

た-乙 ar  00 

一- -knlg 俵 三千 

I； ム 々」 と あ h-, 

に 「st: 禮 二百， 

曲 干」 と 

出づ 

f 六) 細かな 

^«ts 作法、 

終？ S は 大本 i 

なる 公の g 儀 

の 

(七) 周の 治 

w のつ， つきし 

年數 なり 


亂臣贼 子 以て 其の 惡を發 する ことな からしむ。 是れ禮 の繁る 所、 尤も 大 なる 哉。 故に 

禮儀 制度の 詳 なるや， 之れ をして 一世 を 維持せ しむれば、 一世の 人 安んじ. 百世 を 維 

持せ しむれば、 百世の 人 安んじ、 千 萬 世 を 維持せ しむれば、 千 萬 世の 人 を 安ん ぜ しむ。 

師曰 はく、 漢の藝 文 志に 曰 はく、 「帝王の 質 文 世-' 損益 あり。 周に 至りて 曲に 之れ が 

ふせぎ  I 一と 》.«■,..>  f 五) 

防を爲 し- 事く 之れ が 制を爲 す。 g 麵 j 細れ i 母 故に 曰 はく、 禮經三 巨 威儀 三千と。 周の 

衰 ふるに 及びて、 諸侯 將に 法度 を踰 えんと し、 其の 己れ を 害する こと を惡ん で. 皆 其 

そ, 1,1  やぶ 

の 籍を滅 し 去る。 孔子の 時より して 具 はらず、 秦に 至りて 大に 壌る」 と。 愚 謂へ らく， 

つぶさ つりあた 

禮の大 下に 行 はるる 者 は、 聖 帝の 教化な り。 禮 曲に 度 中な とき は、 人々 維持 撿报 して、 

かんが (六 J 

亂臣 賊子の 犯す ことなし。 夏 *殷 各- 禮 あり、 周に 到り 二 代に 監 みて、 曲 禮* 經禮の 

そな へ  (七) 

具 ありて、 天下の 敎化徧 し。 故に 衰世と 雖も猶 ほ 世々 を 維持して 八 百の 歷數に 及べり。 

諸侯 將に 法度 を踰 えんと し、 悉く 禮書を まてて 今 其の 說詳 ならず。 然れ ども 學者禮 書 

を讀 み、 其の 端 著 はるる に 因って、 聖人 禮を定 むる の 本 を 知り、 以て 類 を 推し 例を考 

へ、 博く 學び審 に 思へば、 乃ち 當 世に 於け る 其の 品 節 損益 以て 知るべき なり。 禮の本 

たる 其の 情 を 節し 其の 事 を 文に し、 更に 異様に 渉らず、 唯 だ 其の 誠に 因って 過不及 を 

聖學ニ 致 知  二 〇 五 


つ' 番， つ 類つ お-^ 

き ご • 
义 仉 八 US 

i ど Sij し 始十朱 前 
の 出 ft、 に 七 :f-  n 
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制して、 大 下の 人 をして 以て 內る ベく、 以て 行 ふべ からしむ るな り。 

は  i  一-  (.^11 

師， 曰 はく- 儀禮 十七 篇、 是れ禮 記に 所謂 經禮 三：， H、 中 魔に 所謂 禮傣 三百な り。 5::?- 

續， お SlIS おい"： SI あ！^ ps^ 漢 志に 所謂、 「漢 興り K 魯の ：} 高堂 生士禮 十七 篇を傳 

ふるな り」 と。 朱 子 曰 はく、 「禮 書の 儀禮の 如き は 尙ほ完 く 他 書よりも 備 はれり」 と 9 

高せ 《:r  一. 2  一七！ 

„5f は ムふ 字 は 义曰 はく、 「儀 禮は禮 の 根本に して * 禮記は 乃ち 其の 枝葉な り」。 又 曰 はく、 一儀 禮は 

S と、 £1 を  S 

經 なり、 禮 記は傳 なり」。 又 曰 はく、 「儀 禮讀み 難しと 雖も、 然も 倫 類 若し 通 ずれば、 

？れ I と 其の 先 後 彼此、 展轉參 照して、 以て 互に 相發明 十る に れ り」。 §f:5";<g- ん お 

r 化) ナ Si ふこと： SS~  »  く-!^ ISM じから す、 之れ も復 する に 4^-,.^.5り卜.；.42ぉュて.；44し-6$-す0^£:"^ム^"依- .^ 

山な し、 今に *c ふるに， に 之れ を ffl ふる なし。 if^'TJIt グ - JLf-w'r  ^  4-;  十卷 あり- 

ip-c^tw  <b 一  しょてん 

朱 S して 大小 戴 及び 他の 書傳載 十る 所の 禮に繁 る もの を 取り て、 之れ を附 入して 二 卜三卷 

fSS にあり と 文  .1 ク-  二-;  (一-ご 

六に 引け とす。 朱 子 自ら 家鄕- 邦國、 王朝の 禮を輯 めて、 其の 餘は 以て 其の 鬥人 黄榦 • 楊 復に 

^^^Aw 付し、 僅に W て 書 を 成せるな り。 名 づけて き傳 通解と 日 ふ。 

^^uh 師曰 はく、 禮に 大小 あり、 所謂 家 鄕郡國 犬 下 §1 の禮、 冠昏 喪祭の 類、 是れ 禮の經 

iiKS 通 もに 

s?rss にして、 其の 大 なる 者な り。 動容 . 周旋 . 進退 • 升 降 . 俯仰 . 捭遜 • 言語 • 視聽. 事 

物の 制度 は、 是れ 禮の緯 にして、 其の 曲 なる 者な り。 儀禮は 禮の經 其の 大 なる もの 


!0W 士に 至る、 

義疏な 以て 有 

名な り 

二  C つ 大戴 

一 ふ。 前者 は 

載德 の溪、 後 

>e は： に當 

る。 卽 ちん， -s- 

！ なり 

(一二 卞は 

小 限 卿、 朱 子 そ 

のお^の K きに 

めで 女 を 以て 

す、 ij^.,^ 病 

1* まり TS 道 

之 託 在 レ此」 と 

一ぶ ふ。 その 人 

となり 知る ベ 

レ。 地方 を 治 

めて 善政 あり， 

勉^ 稱 

す。 i 者に 經解 • 

文集 あり 

(一 二 ：- 字 は 

志 仁、 福 安の 

人。 先生 


にして 

たち ど 


天下 國 家の 常經 規模、 聖人の 物 則な り。 此の禮 一 たび行はる ると；^^は治平 

立 に 成る。 人須 らく 天地の 準繩、 人の 人た る 所以 を 知るべし。 故に 聖人 禮を 重んじ 

て 其の 制 を 知らん と 欲す。 儀禮の 如き は- 學者 必ず 讀 むべき 所以な り。 

つまびら か  (一四) 

師曰 はく、 禮の 曲 なること 周に 至りて 盡 さざる ことなし。 夫子 曰 はく、 「吾れ は 周 

に從 はん」 と。 其の 文章の 盛なる を 謂 ふなり。 文中 子 曰 はく 、「先師 を 王道 を 以て 是 

に 在るな り、 如し 我れ を 用 ふる あらば、 此れ を 執って 以て 柱かん」 と。 叉 曰 はく、 「吾 

れ 千載 已 上の 聖人 上に 在る 者を視 るに、 未だ 周 公の 若き は あらず、 其の 道 は 則ち 一 に 

して、 經制 大に備 はれり、 後の 政 を爲す もの 持循 十る あり」 と。 愚 謂へ らく、 周禮の 

一書、 經制 大に備 はる。 聖人 は 犬 地 萬 物の 情に 丙って 這の 委曲の 官制 を 立て、 天下の 

萬 機 一 として 其の 所 を 得ず とい ふこと なし。 其の 官に遭 ひ 其の 職 を 掌る の 徒、 此の 制 

度に 因る とき は， 勉め ずして 中り、 田 4 はずして 得， 宫職 其の 道-を 得る とき は、 天 下の 

_  民 其の 澤を 被る。 鳥獸 草木の 識な きも 亦 其の 生 を. 遂 ぐる こと を 得。 是れ P- 公の 才萬世 

最も 精し く 性 明敏、 書に 祭 ^.sfslH 等 あり (二-:) 正しく は 古^ 終傳 通解 i いふ (1™:)  ！ is 八情篇 «ト£ 章 「p 曰 はく、 周 は 二 代に s& み 

て、 節^ 乎と して 文なる 哉、 れは 周に 從 はん」 をい ふ (一 五) F: 通 • ネは 仲掩- 隋の にして 房玄齢 • 魏徵等 敎を受 く、 著書に 中說 あり。 門 

人 諡，」 て， 文中. 卜と-ぶふ 


ゃ學ニ 致 知 


二 〇. 


語 w 卷 第三 卜 四 


二 〇 八 


十  一 »、 

「如し 周 公の 

才の ft: ある *- 

一 ム 々」 i 出づ 

r.) 同 述. g 

» 第五 gfTt ナ 

口 はく、  ** し 

いかな « が i» 

へたる キ>  久 

しいかな， g 

れ a! た 夢に 周 

ヘム を 見す」 t 

あり 

お 文 の 

條ょ h 引^す 

ffl*. 門人 千 

おえ、 W ヘム 

す、 « 

*IW ん •«  く， 

今 s- れる もの 

十 B に 近し、 

-ー こ cttt は、 

tt なり 

R, ほ 十 

!« あ- 

(六>  今， K 


に 美に して、 周の 世の 治 三代に 優れるな り。 故に 夫子 は 唯 だ 周 公に 於て 卞の 美を稱 し， 

夢み ざる こと を 嘆ず。 周禮の 一書， 豈 容易に して 之れ を讀 まん や。 

周 S-  (！  5  R  - 

師日 はく、 同禮の 一書、 或は 以て 周 公の 作と 爲し、 或は 以て 非と 爲す。 け」 f さ？ 

(七-  <五) 

sg す、 >S の武 帝の 時 河 問 gK,  g 書の 路を 開き、 周官を 得、 五 «i ありて るお i^-i 胃"、 支 &台 ゴ.. a  DISS 

ー篇を 火す- 乃 るに 千金 i.- し 得 や、 IwrlsJ" を 取り、 W て 其の S を g ふ。 15;. け詐ぷ を：^ もス 、に传 

(.n 

なりと、 或は 謂 ふ、 成 周 理財の 書な りと、 或は 謂 ふ、 戰 圏 陰謀の 書な りと， 或は 謂 

(<)- . 

ふ、 漢儒 氰の說 なりと、 或は 謂 ふ、 末世 濟亂 不經の 書な りと。 或は 七 論 七難 を 作り、 

水心の 葉 氏 曰 はく， 周ち は晚に S でて 利歆<* に 之れ を 行 ひて 大に壊 る。 父 壊リ、 乂て クー！ 非 ふ. M^i 

王^1{石乂壊り、 千£百年に更にー--た.び大に壊れて、 是の害の存する1^幾：もなし、 lA マ. 2,*: を も r  に 

各  >  周 公の 書と 爲す。 朱 子 は 曰 はく  、「後人 皆 周禮を 以て 聖人の 書に 非ず と 十、 其の 間 

細 碎の處 疑 ふべ しと 雖も • 大體 直に 是れ 聖人に 非 ざれば 做し 得ず」 と。 愚 謂へ らく、 

二 さ  あま 

後 儒 其の 周 公の 書に 非ず と爲す 所以の もの は- 特に 其の 宫 冗り、 事 多く、 微細に して 

煩提 なること 病 ふるに 過ぎざる のみ。 是れ當 時の 攀者惟 だ 簡易 闕略を 以て 便と 爲し、 

1 言に して 期すべき を 以て 要と 爲し、 竟に 聖學の 極致 を 知らず、 性 心の 空言に 甘ん ず 

(5 

るな り。 凡そ 周禮の 書た る、 一事 あれば ー官を 立て、 王朝 國 土の 制より 米墜絲 某の 物 

に 至る まで 及ばず とい ふこと なし。 是れ 乃ち 聖人 民 を 治む るの 制度に して、 前代 未だ. 


阜 


知 


〇 
九 


•  おちいぶ  ならず 闺 公に 至りて 前 王 を 兼ね 往代 を監 み、 聖 制の 大成 を 集めて、 周 宫の定 を 

(七〕 W は fS 

む^ 立つ。 其の 規模の 镇細經 制の 煩密 は、 則ち 周 公の 志に して 聖 道の 極な り。 豈 後人の ムヒ £ 

ところな り くす る 所な らん や。 夫子の 顔 淵に 吿 ぐるに、 視聽 言動の 四 勿 を 以てし- 門人 夫チの 形. 

(ム) 附 〈"に  . 

f 九 1 一に 十 容を 記す に、 衣食の 微な るまで を 以てす。 是れ 聖人の 其の 身に 於け る や、 徵 細の 末に 

!„| 七難 i あり、 

?S の fss の 時 至る まで、 其の 道 を 用 ひざる ことなければ なり。 天下 は 一身の 大 なる ものな り、 其の 

のこと に 屑す  わす  --  (-さ - 

ね 一一』，；^ 入！ 木 g 小 其の 微も亦 遣るべからず。 周 公 這の 宫制を 立てて、 詳に 其の 敎化 を盡 す、 教成輔 相. 

お 大地に 參贊 すと 謂 ふべ し。 

りて 名 も 成せ  (ー-0 一  r  ；; 

しか ども； 韓 師曰 はく、 先 儒 云 ふ、 「古人 言へ る こと あり、 周禮の 一書 闕文 あり |1 馬 省 文 あり 1;^^ 

^』 の あ  1,-  (ニー 3  §  (二-も  (ニミ 

0 互 見 あり 兼官 あり §s』i1s?i&? 豫設 あり は § 、四 II¥、1K 常に 置かざる も. 

し 先生と 稱 す、  1!;,% つ 一へ-  - i  (ま) 

1-^ の あり gf^ 方 相 其の 大綱 を擧 ぐる 者 あり If 錢と 副 相 副. S 者 あり f 一はお お ま I、 じ 

(11) 前 出 一七 七頁參 IT ここ は 王； tS; の國 S となりて 新政 を It ひし を 指す なるべし、 この 政治に は大に 周. 糉をは 用して、 惡結 菜を來 せり 

ニニ」 北 周の 人、 字 は 合 掉， 宇 文 に 仕へ て忠- „r 昨 政 を 改革して 泰の事 案み 一？ せし も、 爭亂 佑 平せ すして 病歿す (ニー 一) 宋の； t 宗の 時、 新 

法 を 衆 出して 富 Ksg 兵 策 を？ S ぜり (一四) 朱. ナ 語.！ « に出づ として、 文 58 通 十八 上、 經藉考 の 中に 引用せ り (一 五) 以下 s??| 臨の 文 《J 通考と 

殆ど 同じ (二 ハ) 絲は生 案-， 麻絲 (一七) IBi 淵篇 1早. 顔 淵 仁 を S? ふの 問答に 於て、 「其の 目ち 請 ひ 問 ふ」 の 答へ に T^fl.s る 勿れ、 非 

聽く 勿れ， 非禮 5a ふ 勿れ. 非 £; 動く 勿れ」 と ある を 指す (一八) 論語鄉(；8|:¥?は>  孔子の 一 動 一 靜を細^^せしもの多し、 この 篇の 如きな 指すな る 

べし (一九) きりもりして 物 5 を 成就す る こと、 軸 相 はおす け 1M す こと。 易の 泰卦の 象に 出.. つ (二 〇) _& 宮司 馬の 條-軍 司 1&?**|、；5-!!1^.行：5-馬 

闕 文と なれる を 指す (ニー) 地 官の屬 (ニニ) 久 A 官考ェ 記の 中に 出， つ (二三) 天 官大宰 に、 九 職 • 九賦. 九 式. 九 * 等の 品 s を ぐ (二  ra) 

ヘム、 K せ、 に 官名  >  帝王に 近侍す る もの なれ ど-その 屍の 人數等 を 定せ. & ことか (二 五) 敎化を 掌る 役人 (二 穴) 以下 共に； siH の 2、  Ksss;^ 

W 下の 低き もの を 云 ふ (二 七) W 木 • ： 大官の にして 大 ft を. H- る官 (二八) 夏 官の屬 にして、 BJ 病 放 追の 神に 擬裝 して、 この is 式 を 行 ふ 役 

(二 九) 1 兩は廿五人、 百人も^*. 1{1百人を旅、 ニ千五百人も師>  一 萬 二 千 五き 人 も とする- -と、 S 官 1E 馬力 條に見 ゆ 


語新卷 紫-一一 一十 s: 


二  i 〇 


で) 

^?さt^;門に，.；ム 

f ポす る 11 1-, 

秋官大 Is- 寇の 

條 にで ゃ刑于 

^  5： 象 之 * 

-ん觀 お 一」 

i あり 

「じ 

も稱 して 前 

g4 亡ぼせし 

いづ わ も 

is 方の wss 人 

の稱、 =g は 南 

方に お • りて 革 

新 を 計りし 王 

るか 

(つし お 8 

ヨ i 雍 

.ses?  二十 八 

i〕 文 SIS 

あ， «ト 八の 上、 

條 に出づ 

六、 ほ はし、 

虐.、 る こ i 


0 常に 行 ふ 者 あり S ひ l^f 歡 常に 行 はざる 者 ありつ. ひ と。 今 諸 經を觀 るに、 

其の 措置 規模， 徒に 大地 を弼亮 し祌入 を和洽 する のみならずして、 盟， g 舞 伐、 凡そ 

世 を 待つ 所以の もの 備 はらざる なし。 若し 夫れ 後世 之れ を 用 ひて 往々 肷を 取る もの、 

豈是れ 寡の 過な らん や、 善く 之れ を 用 ひざる 者の 過な り.。 彼の 新莽 ニ刑舒 此れ を假り 

て 以て 其の 私を濟 す、 きん ぞ咽 ぶに 因って 食を廢 すべ けんや」 と。 謂へ らく、 身よ 

り 天下に 至る まで、 其の 極致 は 唯 だ 一 箇も所 を 得ざる ものな きに 在り。 世々 治平の 及 

ばざる は、 皆 簡易に 失して、 其の 微を盡 さ ざれば なり。 一身に 於て 之れ を 論ずれば、 

S 用事 物の 間 巨細 各 》■ 其の處 を 得、 大 にして は 則ち 綱領 を 提げ、 小に して は 則ち 條目 

5 一) 

を密に 十る こと、 聖人に 非 ざれば 能 はず、 故に 夫子 猜ほ舉 んで厭 はざる の 言 あり。 况 

や 1K 下の 大綱 領條 目盡 さざる ことなく、 究めざる ことなき も、 亦 必ず 脫！ « あり. て 民 物 

(En  す..  こや 

生々 を 遂げざる こと ある を や。 故に 博く 衆 を濟ふ は、 堯舜 も猶ほ 諸れ を 病めり。 周 公 

の 此の 書に 於け る や、 未だ 其の 琅碎を 究め 盡 さざる あるか。 之れ に 因って 後人 其の 疑 

感 あるな り。 後の 周禮を 寧ぶ 者、 此の 書 を 以て 綱領と 爲 し， 件々 條目， 猶ほ詳 に 究め 切 

に盡 して、 而 して 後に 聖人が 周官を 立つ るの 實を 知らん。 II ぼび， は 一 ssir^l 

ー.5  きざ 


；七 I 


f 七) -ヒ莽 が 

試みた，. - 新法 

なり， ，hm は 

^侯め W 地 を 

ヘム 有と して 一 

^53 收 し- ヒ 田 

法 ％ 布かん i 

せし-一と、 市 

法 は. 十： 室の 

S 潤 を 中， しに、 

し. た 都市の 

杓 © 統制、 貿 

上等の 規定 を 

いふな ぺし 

(八) に 安 石、 

金に 苦しめら 

れて國 力 日に 

赛 ふ， 0 によ. 9*  . 

兵の 新 

法 を宽 出せ， n -。 

--の 二 つ は そ 

の 一 例な り。 

お 苗 法 は 常 平 

C 充贯の HI 的 

-こ、 凜£^の便 

な JSC へて、 春 

磁を贷 し 秋 冬 

を收 めしむ > 


,.>。 王莽が 王田* 市 易、 介 甫が奇 苗 是れ なり。 後の 其の 效験 此の 如き を 見て、 是に て 其の 飲. 莾が 偽書に して 

； t ムべ からざる ものと 爲し、 或は W て^ 雌 • 銕趾の なしと はすと き は、 則ち 行 ふ 能 はす。 愚 俱に以  一. -* だ 然らす i 爲 す" 

： 0  (九) 

^曰 はく、 禮 記の 一書、 漢 儒に 雜 出す。 然れ ども 漢 儒の 言に 非ず、 本と 此の 書 あり、 

漢 儒輯錄 するな り。 而 して 帝王の 良 政、 聖賢の 言行、 四 ト九篇 の 中に 雜 出す。 凡そ 夭 

下の 事物 載せざる 所な くして、 專ら禮 を 以て 其の 書を號 十る は. 聖人の 大敎禮 に 出で 

ず、 人の 人た る は 此の 禮を 以てすれば なり。 故に 寧んで 禮に非 ざれば 異端と 爲し， 治 

めて 禮に非 ざれば 伯 者と 爲す。 人禮を 以てする とき は 安く、 禮 なきと き は危し e 國禮 

あれば 治まり、 禮 なければ 犯す。 事禮 あるとき は紀 あり、 否 なれば 紊る。 物禮 あると 

き は 成 器と なり、 否 なれば 廢す。 是れに 因って 之れ を觀れ ば、 禮の聖 寧に 於け る、 貫 

かずとい ふ 所な し。 是れ 此の 書に 名づ くる 所以な り。 

師曰 はく、 先 儒 曰 ふ、 「此の 書 は 乃ち 孔子 沒 して 後、 七十 子の 徒の 共に 錄 する 所 * 

中庸 は 子 思 作り、 大學は 曾 子 作り、 緇衣は 公孫 尼 子 作り、 月 令 は 呂不韋 作り、 王制 は 

文 帝の 時の 博士、 經 より 刺り て 作り、 河 間の 獻王 集めて 之れ を 上、 


(一 =1) 

劉 向 二百 五十 篇 


均 輪 法は货 物の, 無 相通ぜ しめ- 


物置 も 均 平にす る 施設な" 


(九) 詩 經國風 issi の 詩、 文-土の 后の 德 も. つ た ふ。 

祉は同 周 南！ i^r つ、 文 王の 子孫の 善に 化する もう- ti へり。 共に 風教に 貢献す るの 意なる べし 二 〇) 以下 列記せ る 書名、 篇名 はすべ て 1-. 記の 

なり ( ： ご * 歷 W ならす (一二) 秦代陽 &! の 人 、相と なり 始 M にお はる、 呂氏 春秋 も 著 はす (ニー 一) 前 出 一九 五- a:» 照 


學ニ 致 知 


(一) 

« 〔俗^ 大戴ヽ 

teas めた る 

«*- の 名ん f、 

sffi と 云 ふ 

(二)  の 戴 

6~  (俗 W 小 戴/ 

その ほめた る 

«!* の 名 も 小 

«!德 は 戴 S の 

.5^  乂 なり 

(：- 一) =ew 一 

(M) これ ケ 

B の おなり 

十五に 出 

づ、 おの！ 8 

ケ- せ. す るの 

に IM 翁せ 十七 

にも 兒ゅ 

(六) 朱 ま i 

SB お八 十七 小 

K« の 條に出 

づ 

(八) K 帝の 

*?冊に《し三 

策 をい 

仲. t 列 |» に， V 


m 鹿 語頻卷 第三 十四  二  一  二 

を 校定し， 大戴旣 に 八十 五篇を 刪し、 小 戴 又 四十 六篇を 刪す。 馬融 其の 31^ を 傅へ、 又 

月 令. 明 堂 義を附 す、 合せて 四十 九篇 なり」 と。 程 伊川 曰 はく T 樂 記.^ 記の 類の 如 

だんぐ う 

き は、 講 十べ き 者な し。 檀 弓. 表記. 坊 記の 類 亦 甚だ 至理 あり， 惟 だ 言 を 知る 者 之れ 

(五 } 

を擇" V- 王制. 禮 運. 禮 器の 如き は、 其の 書 亦 多く 古意 を傳 ふ」 と。 父 臼 はく、 「鼹記 

は 中^. 大葶を 除いて は 惟 だ 樂記を 最も 道に 近し と爲 す」 と。 朱 子 曰 はく、 「禮記 は 儀 

禮を 兼ねて 讀 むこと を 要す」 と。 又 曰 はく 、「或は 禮記は 乃ち 漢 儒の 說と謂 ふ も， 恐ら 

I  (<> 

く は然ら ず。 漢 11 の 最も 純なる 者は董 子に 如く は莫し * 仲舒が 文の 最も 純なる 者 は 三 

策に 如く は莫 し。 何ぞ 曾て 禮 記の 中の 說話 あり 來 らん」 と。 殿 謂へ らく、 禮記 は稚离 

にして 一家の 言に 非ず、 其の 裏面 專ら 取り 用 ふべき. ありて、 疑 闕の者 少し。 讀者詳 

に 味 ひて^^ あれ。 凡そ 易 は 道 源 を 言 ひ、 春秋 は實事 を-止し- 書. 詩 は 古人の 事迹 を 

述べ、 禮 記の 一書 は 載せざる 所な し。 是れ 聖人の 大敎 此の 禮に 在る たり。 

師曰 はく、 禮 記の 一書 を、 先 儒 四 科に 分ち て 類 を 以て 之れ を考 ふ。 禮 なり、 儀な り- 

樂 なり、 制度な り。 吉凶.： 車 • 賓. 嘉の 節目の 大 なる 者 を 以て、 之れ を禮 に： t して、 

應對 . 進退 . 坐 立 • 趣 行の 節目の 大 なる 者 を 以て、 之れ を 儀に 歸十。 聲律 . 歌舞 • 音 


容 . 節奏 は 之れ を 樂に歸 し、 封 井 • 宗學 • 宮窒 • 器 服 は 之れ を 制度に 歸す。 此の 四 科 

を 以て 此れ を讀 めば、 思 半ばに 過ぎん と。 愚 謂へ らく * 禮の 用た る、 身に 于 てし、 家 

に于 てし、 國に于 てし、 夭 下に 于 てす。 其の 分數は 天な り、 地な り、 人物な り、 器用 

なり、 法制な り。 此の 如く 其の 科 を 立て 來 りて、 以て 分類して 之れ を |演 めば、 H に 用 

ひ 常に 行 ふに 切ならん か。 

師曰 はく、 古禮の 世に 傳 はる や 三つ あり， 儀禮 なり * 周禮 なり • 禮記 なり。 儀禮を 

以て 經と爲 し、 周禮. 禮記を 以て 緯と爲 す。 夭 下國 家、 日用 事物の 間、 經を 以て 其の 

つまび. &か 

綱領 を 正し、 緯を 以て 其の 科目 を 曲 にす、 然る 後に 全體 成り、 聖道 明かな り。 後學 

聖 敎の禮 に專ら なること を 知らず、 唯 だ 簡易 を 以て 事に 處し • 放 ゆ を 以て 情を經 にす、 

もと 

是れ理 に 馳せ心 を 求め、 萬 事 を 見て 心に 耍め、 靜坐 無欲 を 立て、 洒 然として 脫„5^ する 

こと を 期す るの 弊な り。 偶-' 古 禮に復 らんと 欲する 輩 も、 唯 だ 古器 を^び 其の 形を模 

して、 禮の實 を 正さず。 故に 古 禮に復 らんと 欲する とき は、 今日に 氱 ぜず、 悉く 人情 

f 丸) lai に 違 ふ。 聖 寧の 要は 唯 だ禮に 在り。 額 子 仁 を 問 ふ、 夫子己れに克ちて|^に|?*<るを1^ て 

淵 篇 首章  , 

す。 人の 人た る 所以の 者 此の 裏面に 在り。 異端の 聖敎に 違 ふ も 亦 這の 禮に在 り。 寧 者 

二 妓知  ニー  ！ 一一 
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» もがせ 

忽 にす ベ けんや。 

師曰 はく、 先 儒 曰 ふ. 「古 六經 あり、 易. 書. 詩. 春秋 .禮.|^ なり。 易. 詩. *. 

春秋の 四つの 者 は 親り 孔子 刪定す る 所を經 たる 者な り。 而 して 禮と樂 と は 全書な し。 

後世の 所謂 禮經 は、 三禮の 書な り。 三 書 は 皆漢の 世に出 づ。 樂 書は傳 なくして、 樂 

の ー篇？ お 記の 中に 雜る、 其の 文雅に して 格言 多く、 漢 儒の 及ぶ 所に 非ず、 蓋し 亦古經 

の 遺な り。 今の所 謂五經 は、 易. 書 • 詩. 春秋. 禮記 なり。 『fl^ の？^ ほな に 言 ふ 所 は、 

詩 書 執禮、 皆雅に 言へ るな り』。 『詩に 興り、 禮に 立ち、 樂に 成る』 と。 是れ 夫子 六經 

を 論ずるな り。 後世^？子，莊子，楊子各^-六經を論ずる、 唯 だ 六經を 以て 一事に 落 在 

す、 是れ 聖人の 大義 を 知ら ざれば なり。 學者、 易を讀 みて 聖人の 大道 は. 大地 人物に 木 

づくメ J と を 知り >  春秋 を讀 みて 聖人の 大 下の 事を處 する を 知り、 禮を讀 みて や-人の 

用禮に 出で ざる こと を 知り、 書を讀 みて 古來 聖賢の 言行 • 治 道 •  i か 倫の 則る ベ く？ I す 

べき を 知り、 詩を讀 みて 國虱. 人情 • 萬 物れ 區を 知る。 是れ 便ち 格物致知の 用な り。 

六經の 外、 SI 書の 世に 行 はるる ありて、 以て 夫子の 道 流 を 知るべし。 各-聖^の 始終、 

率 者の 極致な り。  . 


カ^；；ぃ お  ぶー 一 

一  師曰 はく、 六經の 註疏 集 解、 先 儒の 說擧げ て 言 ふべ からず。 馬 端 臨 文 獻通考 を 撰し、 

悉く 註解の 作者 を 著 はす。 愚 謂へ らく， 字の 訓詁、 器物 草木の 名， 皆漢 唐の 說に 因り、 

其の 義理の 精微は 尤も 程 朱 を 主と す。 六 經の學 は漢に 興りて 唐に 專ら し宋 に 盛な り。 

然れ ども 唯 だ 書傳の 世に 行 はるる のみに て、 聖人の 道 漸次に 泯沒 す。 後 擧の經 を讀む 

ぢき 

者漢 唐の 訓詁 を詳 にし、 宋 儒の 義理 を 味 ひ、 直に 聖賢の 言に 因って 其の 實を 正さば- 

乃ち 久しう して 得る 所 あらん。 

二 九 .t 語 を讀む 

お i 

師曰 はく、 夫子 は 萬 世の 師 なり、 衆く の 聖人 を 合せて 以て 大聖と 爲十。 人々 の聖道 

を學ぶ は、 當に 孔子 を 以て 法と 爲 すべ し。 其の 言行 見る ベ き 所の 者 は獨り 論語の み。 

むね 

其の 辭 近く 其の 指 遠し、 直に ：o 用 平生の 事物 を 以て 門弟に 指示し * 仁の 一字 を 説きて 

聖學の 要と 爲す。 凡そ 聖人の 敎， 學 者の 志、 粲 然として 明白たり。 後 擧唯だ 論語 を以 

て 聖教の 的 所 L- 爲 さば、 乃ち 違 は ざらん。  、 

師曰 はく， 前 漢の藝 文 志に 、「論語 は、 孔子が 弟子 時人に 應 答し. 及び 弟子 相 與に言 

. 學ニ  ，ぉ 知  二 一  五 


二)  i-ss 

の 人、 字 は 平 

に 至る、 ！ « は 

析 世に S はる。 

ここ e  Si は 論 

_ei 集^の 序文 

に やっつ 。 金 3 

が „w  II 集 解 

も 上る ときの 

疏 文と は卽 ャ> 

これ をい ふ 

(二)  ii の 

n 名 

が 二 つ あると 

な. n- 

へ ra) 栄末元 

.WW 溪の 人、 

卞は 古南、 来 

* に S™ しく、 

龍灘 書院に S 

$r, 仁 山 

先生と 稱す、 

大 舉疏義 • ^ 

S . 論 Si 集 

n«r 饑 • 中 精 

檩註^^ぴ文集 

あり 

消 河の 人、 字 
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ひて、 夫子に 接 聞 十る の 語な り。 當時 弟子 各-記す 所 あり， 夫子 旣に 卒して、 門人 相 

與に輯 めて 論 4J 十。 故に 之れ を 論語と 謂 ふ」 と。 何 ns- 曰 はく、 「#:論 語 二十 耱 * 齊論 

語 は 問 王. 知 道 ありて、 凡そ 二十 ニ篇、 其の 二十 篇の中 章句 頗る 力 論より 多し。 古 論 

は 孔子の^ 中に 出で、 堯 曰の 下の 章 子 張 問 を 分ち、 以て 一 篇と爲 十。 兩子張 あり、 凡 

そ 二十 一 篇 * 篇次、 齊. 魯 論と 同じから ず」 と。 金履祥曰はく、「此の段は何c安が；^i.^ji 

だて まつ  < 五) 

集 解 を 進る の疏 文な り。 魯論 *齊 論 は 張禹に 至りて 始めて 合せられ、 都康 成に 至りて、 

則ち；？？ 論 を 以て 之れ を 齊論. 古 論に 考へ、 之れ が 註を爲 す、 三論 始めて 合して 今の 定 

本と 爲る」 と。 柳宗 元が 曰 はく T 諸 儒 論語 を 以て 孔子の 弟子の 記す 所と する は 然らざ 

S  わか 

るな り。 孔子の 弟子 は曾參 最も 少く、 又 老いて 乃ち 死す、 而 して 是の書 を 其の 將に死 

せんと するとき の 言 を 記す とすれば、 其の 孔子の 時 を 去る こと^だ 遠くして、 當 時の 

弟子 略ぼ存 する 者な し。 吾れ 意 ふに、 孔子の 弟子 嘗て 其の 言 を雜へ 記して、 卒に 其の 

書 を 成す 者 は、 曾 子の 弟子 樂 正子 春 ニナ 思の 徒な らん。 故に 是の 書の 諸 弟子 を 記す や. 

必ず 字 を 以て 十る に、 曾 子 は然ら ず。 有 子 も 亦 子と 稱 する 者に して、 孔子の 歿する や 

弟子 嘗て 夫子に 似た る を 以て 之れ を師 とす、 乃ち 避けよ と 叱せられ て S きたれば、 


固に 嘗て 師の號 ありし ならん」 と。 程 伊川 曰 はく  、「論語の 書 は、 有 子. 曾 子の 門人に 

成る- 故に 其の り 二子 を 子 を 以て 稱 す」。 g. っナ て は. 馬 端 臨 曰 はく、 

(ニー)  とも  0 三) 

「前史の 藝文 志倶に 論語 を 以て 經 類に 入れ、 孟子 を 儒家 類に 入る。 直 齋の陳 氏が 書 錄 

解題、 始めて 語 • 孟を 以て 同じく 經に 入る」 と。  . 

no  ,  (1 五)  一 

師曰 はく、 論語の 注解 太 だ 多し。 魏の何 晏の集 解 J  • 梁の 皇 侃が 疏、 £ 何 晏は七 家 

g| 謂. ^f. を 集め、 皇侃は 十三 家の 說を 取り、 尤も 後 學の宗 とする 所な り。 宋に. 4^ り 

て 二 程. 張 氏 及び 諸 儒 各 "注解 あり。 朱 子 初めて 集義 三十 四卷を 作りて、 二 程. 張 氏 

< 一 6  (一. a  つ 一-ヒー  (： 二)  (一一  一一)  il>  =8  (二  S 

及び 范孤禹 . 呂希哲 . 呂大臨 • 謝 良 佐 • 游 酢 • 楊 時. 侯 仲 良 . 周孚 先、 凡そ 卜 一 一家 を 

集む。 後に 集註 十卷を 作る。 大略 程 子に 本 づき、 通じて 注疏 古今の 說を 取り、 間復た 

わく もん 

斷 ずるに 己が 意 を 以てす。 集註 は 乃ち 集義の 精義な り。 叉 或 問十卷 あり。 愚 謂へ らく" 

朱 子は宋 儒の 秀 にして、 博覽 精義、 其の上に 立つべき ものな し。 故に 聖經に 於て 其の 


は 長. f , 宣帝 

に 仕 へ ん とし 

CS ^さず 卒す. 

に.^ け、 齊論 

も 王 4B  . 康 

に まなび、 ^. 

に 二 論な 八：； し 

て. S*f  . 問 王 

の 二  «f を 削 り" 

これ 4sg 侯^ 

S 敏玄、 

^2出ニ〇八頁 

(七) 奢 代の 

®- 愈と 

共に 文名 を 併 

稱 せらる 

(八) 曾 子 

<• 九) 楚正は 

姓、 子 春 は 名- 

子の 弟. ナ， 

^を 以て 聞 ゆ 

( 一 o) 有 若 I 

ffi の 人、 ssffi 

甘 語 孔子に 似 

て， 同門の 人々 に 敬愛せられ る。 孔子 残 後 は！ 15 門 これ を^と せし も、 事 を 問 ひて 答 ふる 能 はす、 弟- ナ 起ちて 曰 はく、 「有 一， fi 之れ な 避けよ、 その 座に^ 

す」 とて、 返 けられたり。 史記 仲お 弟. 十 列 傅に 出.. つ (一 こ 文 通 .IT 卷 十八 上に 出づ (ニー) 前^ 書、 史記 (一二) 朱 代- iiisc -、、 陳 

孫、 字 は 伯 玉、 號は 直齋， 古書の ES 究 にこと に名卨 く、 直齋書 錄 wii は 培微を 極む (IK) この 條- 文 獻通考 内容の 引 w なり (一； 南史は 

梁 書 は iSf 保に 作る。 篤 ffi- 至孝 を 以て 聞え. 門弟 子數百 人、 論： f-?. も； S あり (一 六) 伊川 論語 說十 卷、 s: 人の 5^? 丄" にか かる もの あり (一 七) 

0 & 0  (一八) 朵代華 陽の 人、 {-レ は ：.は 夫、 司 馬 光に 從 ひて SSS 通！！ も 編す、 德 望の 人な り (一九) 字 は 原 W 、二 程に m び、 徽宗 に壮， 、多 雜の朱 

に 力 も 致せり (二 G 前 出 sn 一一 頁 *照 (ニー) 前 出 二八 頁參 Si  (ニニ) 前 出 一四 九： a:»gi  (二三) ^M^rans^^  r.-n) お出 ー£ん 頁 

0m  (二 W) 宋 代、 晉 陵の 人、 if は 伯忱、 SIS' の 門、 な h -、 仕官せ す 


學ニ 致. W 


二 一  七 
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功 尤も 大 なり。 漢唐は 訓詁 を專ら とす、 宋儒 之れ に監 みて， 義を 精し くし 理を究 む， 

其の 經 書の 解 殆ど 備 はれり。 然れ ども 宋 儒の 聖學を 論ずる、 唯 だ理に 過ぎて 引いて 髙 

遠に 驚せ、 其の 精義 究理 聖人の 意に 非ず。 凡そ 書 を讀み 義理 を考 ふる は、 是 に似て 非 

なる 者 あり、 能く 其の 實を 究め 盡さ ずん ば 則ち 辨じ 難し。 論語 を 讀む者 文 字訓 ^を詳 

にし、 己が 意兒を 止め、 其の 言 85 答に 因りて、 直に 日用 事物の 間に 體究 せば、 巧ち 

諸 儒の 當否辨 ずべ し。 

師曰 はく、 聖人の 書の 如き は、 別に 模樣 なし、 唯 だ 平易に して 事無し" 然れ ども 凍 

み 來り讀 み 去って 優 游涵： 冰 識心 通して、 然して 後に 其の 微を 知り、 之れ を B 用 倫 

の 間に 體す るに、 亦 一箇の 異樣 なく、 一事の^ ぶべき なく、 而 して 其の 動容 周旋 竟に 

へし 形容： たべから ず。 學者 論語 を讀 むこと、 最も ましく 玩味すべし。 丘 文 莊が曰 はく、 「孔 

子の 說は譬 へば 人 平地の 上に 在りて 行く が 如く、 從容 自在な り。 後人の 說は \ の 平地 

m.^is を 行く こと を获 ひて、 却って 高山に 上り 大海に 泛 ぶが 如し、 是れ髙 深な りと 雖も 然も 

^A^>  f? 山  ささ .！「 

i^L 文お 崎 嶇險阻 多く、 平地の 以て 常に 行くべく して 礙 なきが 若くなら ざるな り。 所謂」。 问山火 

川 は 之れ を 地に = ^ずと 謂 ふ は 不可な り。 其の 平 ffl に 非ざる もの 遠き を 致す とき は、 恐 


.AT  く は 學を爲 すの 道に 泥まん。 當に讀 むべき 所の 書， 誠に 論語より 要なる 者 あるた し- 

書 を 讀む者 論語 を 以て 主と 爲 し， 以て 犬 下の 書 を 權衡し >  以て 諸 儒の 說を 折衷し、 其 

の贅 質の 近似に 隨ひ、 其の 一言の 明處に 因って、 以て 聖人の 全體に 達し、 然る 後に 之 

れを 推して 以て 天 下に 用 ふるな り」 と。 愚 謂へ らく， 丘潘 がー 百譬へ 得て 好き も、 一一 百 

の 明處に 因って 以て 聖人の 全體に 達すと は、 是れ佝 の言ぞ や。 初め 孔子の 說を 以て 平 

地の 如しと 爲し * 今 叉 明處を 索め 全 體を尋 ぬると き は、 太 だ 高 深 を 期 十るな り C 狗^ て 

宋明 の 諸儒少 しく 其の 理を謂 ふは^ち 可な り、 (然れ ども 理を 以て) 謂 ひ 下せば 則 ち 未 

だ 可なら ざ る なり。 

三 0 大學 を讀む 

師曰 はく、 攀 者の 學を爲 す 所以の 綱條 は、 大學に 過ぎず。 大學は 古の 己れ を 修め 人 

を 治め、 家 を 齊へ國 を 治め 犬 下 を 平にす るの 道な り。 聖々 相繽 ぎて 人に 敎 ふる 所以の 

法な り。 夫子 其の 綱領 を擧げ 其の 條目を 序で、 反覆 丁寧 論じ 來る。 聖擧に 志 十の 輩、 

始 より 終まで 此の 書に 因ら ざれば、 聖人の 道 を 知るべからず。 此の 書 之れ を 身に 本づ 

§-學 二 致 知  ニー  九 
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けて、 之れ を家國 1K 下に 輿し、 之れ を修齊 治平に 全う 十。 是れ 便ち 明德. 親 民 • ： 全 ま： 

の 謂な り。 之れ を卷 けば 退いて 密 なると ころに 藏れ * 之れ を撖 むれば 六合に 彌 る- 一 

身の 微 より 天下の 大に 到る まで、 通ぜ ずと. いふ ことなく 載せず とい ふこと なし。 其の 

經唯だ 二百 五 字、 其の 辭 平易に して 萬 世の 用盡 きず、 人々 舉 びて^り なし。 ^^の *r 

大 舉に賴 りて 以て 知りぬ ベ きなり。 

に) 大 師曰 はく、 大 學は禮 記の 中に 在り、 程 子 兄弟 始めて 之れ を 表 章し、 朱 子义之 わが 章 

(5  つ-、 

fj  i 句. 或 問を爲 る。 朱 子の 序に 曰 はく  T 河南の 程氏兩 夫子 出で て、 實に 始めて：^ の篇を 

尊信し， 之れ を 表 章す。 旣 にして 又 之れ が爲に 其の 簡編を 次で、 其の 歸趣 を發 十。 然 

して 後に 古の 大寧 人に 敎 ふるの 法、 聖經 賢傳の 指、 祭 然として 復た 世に 明かな り」 と。 

2g 謂へ らく、 程子禮 記の 中より 大學. 中庸 を 表出して. 始めて 大いに 世に 明かたり、 

- J  S0 其の 聖學に 功 ある こと 大 ならず や。 大舉は萬世聖舉の^！！準なり。 埕 伊川 曰 はく、 フ幼^ 

お. s» に出づ 

德に 入る の 門な り」 と。 此の 言 尤も 淺薄 にして、 大^の 實を 得た るに 非ず。 此の 書 は 

聖人 人を敎 ふるの 始終、 人の 人た る 所、 天下 國 家の 用盡 さざる なし。 故に 率 は 此の 

書に 始まりて 此の 書に 終る。 聖 家の 堂 窒門戶 以て 升るべく 以て 窺 ふべ し， -:ば初is^の^51^ 


德に 入る の 門な らん や。 聖人の 寧 を 論ずる こと、 此の 如く 深切 著明なる はなし。 此の 

書に 因って 論語 を考 ふるとき は、 聖人の 言行 以て 窮む べし。 中庸. 孟子の 如き は、 旣 

孔ゃ £ に傳 ふること 二三に して、 其の 說大學 • 論語に 比すべからざる なり。 

接 一 S せ 

U マ は 師曰 はく、 朱 子の 章句-或 問 を 作る や. 其の 說 大略 程 子を宗 とし、 衆 說を會 して 其 

^^.0^ の 中 を 折つ。 朱 子 嘗て 謂 ふ 、「某 一 生 這の 文字 を 看 得し 透り、 前賢の 未だ 到らざる の處 

なり。 後ャ： 二  二、 一  ことぐ 

に？ S7。 を 見得す。 溫 公通 藍 を 作りて 言 ふ、 『平生の 精力 盡く 此の 書に 在り』 と。 某が 大學に 於 

v  Ki .} チ -T-  0 一" 

IT 、十 i®f け る も亦然 り。 先づ須 らく 此の方に 通じ 他の 書を讀 むべ し」 と。 愚 謂へ らく、 大 寧の 

9  一書 子 初めて 之れ を 表 章して， 然も 猶ほ 未だ 大いに 世に 明かなら ず。 朱 子の 章句. 

_^|^ 溫ゅ 么 

^^0V 或 問 一た び 出づる や、 1K 下家-偉へ 人々 之れ を 誦して、 聖人の 舉 ある こと を 知る。 是 

^\  れ朱 チ聖 門に 功 あるな り。 幸に 經の 一章 錯簡 なし、 寧 者 之れ を讀 み、 之れ を玩， しむ は * 

になし 5? 

き ほ"；；？ ち 唯 だ 此の 一章に 在るべし。 傳のト 章に 至りて は、 錯簡闕 文 衍字 太 だ 多くして、 古本と 

新定の 差が りて 分明なら ず。 能く 經の 一 章に 通じて、 而る 後に 傳の釋 意 を 知りぬ ベ し" 

ち さ 

師曰 はく、 大 學の經 解、 唯 だ 文字 訓詁に 詳 にし >  心 を 虚しう し氣を 平にして. 直に 

ひき 

聖人の 言 を 以て 日用の 間 を 體窮す ベ し 。 若し 意見 瞭說 を 挾み て 讀 み來 らば， 句々 皆 引 

S 學ニ 致 知  -  ニニ 1 
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將ぷ つて 己が 屋 裏に 陷 らん。 古來の 註解 皆聖經 をして 意見の 間に 落 在せ しめ、 或は 儒 

を 陽に して 釋を 陰に し、 或は 似て 是 ならざる あり、 故に 其の 論辨 折衷 略 ぼ說き 得て 好 

おもむき 

きも、 亦 其の 本と 十る 所檫 寧と 十る 所- 竟に歸 を 殊に 十。 是れ 聖^の 甚だ 近く ±r た 切 

にして， 而も 學者 之れ を疏 遠に 十る 所以たり。 程 朱の 率に 切なる 十ら、 猶ほ 其の 本^ 

差 緣し來 る * 況ゃ後 寧 を や。  - 

0  三 一 中庸 を讀む 

師曰 はく、 中 慮の 一書 雜 りて 禮 記の 中に 在り， 程 氏 之れ を 表出 十る こと 大^に M じ Q 

，中.：. れ」  ヨ 

れぁ， -中 S  し 中と いふ は 虞 書に 始まり、 堯是れ を 以て 之れ を 舜に傳 へ、 舜是れ を 以て 之れ を！ 

お 文 .武* 周 公に 傳ふ。 孔子 群聖. の 大成 を 集め 六經 を刪述 して、 旣に 其の 投受 の霄 

SB" モの&  ニニ  (き  -三 

ほ、 に S„「SK 、は を 書に 載 十。 門人 叉 嘗て 言 ふ 所の 者 を 黍 論の 終篇に 記す。 中の 道是に 至って 大に著 は 

る。 中の 一 字、 人 々日用 事物の 間、 其の 言 ふ 所行 ふ 所 此の 裏面に 過ぎず。 後世 巾の (予 

に 其の 中ち W 

を 執りて 心性の 上に 說 出す、 其の 說く所 精密なる に似て、 其の 用， 入倫曰用の常に^?^ 

i^^ly 、こ なく、 芩く虛 遠 高尙の 事に 在り。 故に 中 ほの 一 たび 出づる や、 聖舉の 趣向 尤も 高し。 


gjl. 者 中庸 を讃ん で 乃ち 釋老 の 異見に 出入す。 慎ま ざ るべ けんや。 

師曰 はく、 子 思 孔子の 孫 を 以て、 親しく 業 を 曾 子に 受く。 曾 子 は 親しく 其の 師のロ 

傳面命 を 受けし 者な り。 子 思 乃ち 中庸 を 作りて、 其の 聖祖 嘗て 語る 所の もの を 載す る 

なり。 故に 中庸の 書た る、 大寧. 論語に 次いで 最も 正しと 爲す。 然して 孔門の 高弟 も 

聖 寧に 於て 多く 其の 氣 質に 從ひ來 る。 況ゃ曾 子. 子思旣 に再傳 す、 其の 書た る、 聖經 

に 比 十れば 乃ち 差 あるべし。 愚 謂へ らく、 學の敝 は 唯 だ 性 心の 說を味 ふに 在り。 一た 

び 性 心の 說を味 ふとき は、 其の 陷溺 する こと 猜ほ 淫聲美 色の ごとし。 是れ浮 屠 老莊の 

異端、 世に 盛なる 所以な り。 聖 學再傳 して 子 思に 至りて 以て 天命の 性 を 述べ、 三 傅し 

て 孟子に 至りて は、 口 を 開けば 性 心の 事 を 言 ふ。 聖 學三傳 して 旣に 夫子の ロ傳面 命に 

一木が 臨お 人、 如かず。 是れ より 千 有餘年 を經て 宋 に 至 り 、 專ら 心 舉理舉 の說を 立て， 大舉 . 論語 の 

と £^ し- 聖說を 措いて、 唯 だ 性 善 未 發已發 の 中を玩 び、 大學 • 論語の 言 を 摘みて、 性 心の 義に 

£ぱ" れ S も 降會 す。 故に 宋 明の 儒、 儒に して 釋 たる こと を覺ら ず。 中庸 を 讀む者 深く 味 ひ 遠く 慮 

あり。 ^ 责集 

解、-!?^^等ぁ りて、 而 して 後に 此の 理を 知るべき なり。 

わ 集. をと 

せ ほ  師曰 はく， 中庸の 書， 朱 子 章句. 或 問 を 作り、 叉 石 子 重が 集め 解す る 所 を 取って、 

^學ニ 致 知  ニー 二三 
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で.〕 S0 化の 繁亂を 刪り、 名づ くるに i: 略 を 以て 十。 其の 取 舍の意 は 則ち 或 問に 之れ を詳に 十" 

現行の も  ？れ がし 

J ば g ほき 良？ SfifiJ 画い ぜ I？ 赚； 3。 朱 子の 曰 はく、 「中庸の 一 篇某 己が 意 を 

(二  J 

fr.  ？ 以て 其の 章句 を 分ち たり、 是 の書豈 章句 を 以て 求む ベ けんや。 然れ ども^ 者の 經に於 

ける や， 未だ に 得ず して 能く 其の 意 を 通ず る もの あらず」。 

三 二 孟子 を讀む 附 四書 註解 

師曰 はく、 孟子の 一書 辨論 筆勢 六經 論語に 及ばず と雖 も， 七篇 其の 仁義 を 謂 ひ * 夫 

チの 言に 本 づきて 其の 性 心 を 謂 ひ、 子 恩の 中庸に 因って * 以て 聖 擧を贵 び、 孔子 を師 

として-^ 墨の 路を 塞げる を 岡く、 其の 大本 王 を崇び 霸を賤 しむ。 1  バ經の 外 書籍の！ K 地 

間に 在る 者、 論語の 外に は 孟子 あり、 又 以て 聖人の 道 を 言 ふに 足れり。 唯 だ 恨む-りく 

*^ は嘉. 「字 は 其の 辨に 過ぎ 論 を 好みて、 太 だ 平易なら ざるの み。 

い 化：？ る 1^  師曰 はく、 司 馬 遷が曰 はく、 r 孟 I： は 唐 虞 三代の 德を述 ぶ、 是を 以て 如く 所の 者 合 は 

.K な. にす、 » 

J^^^ ず、 退いて 萬 音い が 徒と 與に、 詩 書 を 序で 仲：^ の 意 を 述べ * 孟子 七篇を 作る」 と。 謂 

おき 5 へらく、 後^の 一 &ー岐 は 孟子 を 註し- 掀 つて 十 ra 篇と爲 十。 此れに 因つ て歷 代の 先 儒 


各-註解 あり。 朱 子 は 集註. 或 問 各. - 十四 卷を 作り 今の 世に 行 はる。 凡そ 孟子 は大 

學. 論語. 中庸の 註 脚な り。 寧 者先づ 大學. 論語に 於て、 聖 事の 的 意 を 立て、 而 して 

たが  ちか 

後に 中庸 • 孟子 を 讀 まば、 其の 差 はざる に庶 からん。 

(七) 

師曰 はく、 宋の馮 休、 刪 孟ニ篇 を 作り、 孟子の 經に叛 違す る こと ある 者 を 論ず。 休 

より 前に 柯を 非る 者荀 卿、 柯を 刺る 者 王充。 休より 後に して I： を 疑 ふ 者 司 馬 光， 1^1. 

(10)  (11)  そし 

柯を 辯ず る 者 蘇東坡 なり。 李 泰伯は 常 語 を 著 はして 孟子 を 非る、 其の 當に齊 • 梁の 君 

ョ 一一 

に勸 むる に 王 を 以てすべ からざる こと を 謂 ふの み。 晁說之 . 鄭叔友 も 亦 孟子 を 非る。 

愚 謂へ らく、 孟子の 學 夫子より 三 傳し來 る、 故に 其の 論辨 夫子の 門人に 如かず、 之れ 

に 因って 後 儒 之れ を 非る こと あり。 然れ ども 其の 七篇 專ら聖 學を以 て 之れ を 論 出す。 

(一一 一一)  (m)  n さ 

其の 公 劉の 詩、 蒸民の 詩を釋 する に、 只 だ 兩三字 を 加へ て 意義 祭 明な り。 是れ學 を^ 

(一 .10 

S  。 孫に 受 くるの 餘波 なり。 後世の 及ぶべき 所に 非ず。 韓愈曰 はく  、「孔子 沒 してより 獨り 

！ y も.^ 多し。 

李覯の Sti 著 を輯 めし 盱江集 世 七卷の 中に 常 語壹卷 入れ h-  (一  二) 宋 代の 人、 字 はれ 道、 司 馬 光の 人と な h- を 慕 ひ景； t;i と號 す、 東 坡の薦 によりて 名 

あり、 * 博く、  8 に 巧に、 詩 も 亦 秀でたり、 儒 言 •  ssS 氏 客語 等の 著 あり (一 三) 周の 祖先 1« 接の 曾孫、 詩^^-大雅公！5の篇に 「乃ち 積し 乃 V- 倉し， 

乃 娘 權も裹 む、 囊に に、 践 めて 用て 光い にせん. 0 と 4 思 ふ 云. *r」 もい ふ." 孟 +梁惠 王下篇 第五 章に 出づ。 王 も货も 好みて かく あれとの 意な り 

(10 詩 經大雅 民の 篇の詩 「天， 民 を 生す、 物 あれば 則 あり、 民の 秉れる ®、 是の 5i 德を 好みす」 を蘀 して 孔子 曰 はく、 此の 詩 を 作りし 者 は、 

其れ 道 を 知れる かと、 故に 杓 あれば 必す則 あり、 氏の *を* る や、 故に 3:_4！ の^ 德を W むと 云へ. 9、 告 子上篇 第一 ハ章 に出づ (一 五) 子 思 (一 六) 

栄八 大家 文卷 ra 、「王 «も 送る 序」 の 中に 出づ。 朱 子の 孟 集註 卷頭 にも 引用 せらる 


へ 七 ) この 1 

く 同義 同文 

1.-^ す ベ し 

(ぺ) 孟 

同時代、 性惡 

說も卞 張せ し 

,,、 

(九) 後漢の 

人、 字 は 仲 任、 

班 S に 師事し、 

お衡 • 性書 の 

まり 

(一 〇) 論語 

說 中に 論す 

ニー) 李 親， 

来 代、 南 城の 

\. 泰伯は 字、 

盱江 先生と 稱 

す、 俊辨 能文， 

范仲^^に醻め 

-りれ て 太壤助 

0. 大壤說 書 

に. まる。 從ま 

の士驟 しく 著 
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孟 I： 氏の 傳其 の") 小 を 得たり」 と。 

師曰 はく、 程 伊川が 曰 はく Tff^ 子 世に 大功 あり、 其の 性 善 を 言 ふ を 以てな り」 と。 

叉 曰 はく 、「孟子 性 善 養氣の 論， 皆前聖 未だ 發 せざる 所な り」 と。 謂へ らく > 孟チの 

學 其の後 寧 をして 惑 はしむべき 所 は、 唯 だ 性 善 養 氣の說 に 在り、 是れ 聖^ は 子 思より 

に 高遠に 篇す るの 敝 なり。 孟子に して 後に 之れ を 論ずる は 可たり、 後^ 這 裏に 泥 著 

せば、 靜を 好み 性 を 求む るの 病 あらん。 是れ 孟子 辨論を 好み、 前聖 未だ 發 せざる 所 を 

謂 ひ、 以て 學者 を贅 するな り。 性 善 養氣の 論、 詳に 其の 理を 究め ざれば 乃ち 惑 はん。 

^者 玩讀 すべし。 

師曰 はく. 孔孟の 時 巳に 六 經の說 ありて、 四書の 名 は宋に 始まる。 所謂 四書 は. t 

語 . 大舉. 中庸. 孟子な り、 聖學の 始終 は 此の間に 盡く。 舉者 聖人の 道に 志 あらば、 

必ず 先 づ大寧 を 譲み て、 論語 を 以て 聖人の 言行 を 見、 中庸. 孟子 を 以て 其の 門人 相 序 

づ るの 由 を 知るべし。 此の 如きと き は、 夫子の 道大段 見つべし。 而 して 後に 六 經に因 

つて 致 格の 功 を 究め、 身 を 修め 家 を 齊へ國 を 治め 天 下 を 平に 十る の 間、 入物 萬 優の 應 

用、 ^！！得せずとぃ ふことなし。 而 して 聖 門の 人と 謂 ふべき なり。 


師曰 はく、 凡そ 六經. 四書 を 解す る こと、 必ず 煩 辭を爲 さず 簡潔 を責 ぶ。 近世 經を 

解す るに、 議論 太 だ 多く、 推測 尤も 廣 し.， 是れ 聖人の 大義 を 知らず、 意兑を 以て 附會 

す。 聖人 元と 曾て 此の 意 あらず、 古の 人を敎 へ、 人の 道 を學ぶ は、 唯 だ 日用 平生の 常 

に 在り、 故に 其の 言語 遠からず、 其の 問答 各- - 卑近 なり。 後學 聖人の 語 をして 引いて 

之れ を 高遠なら しむ。 是れ道 は 人に 遠から ざる こと を 知らず して、 實理を 失 ひ、 一 向 

教ー 跟頓紊 するな り" 聖人の 言語 は、 尤も 易簡 にして 其の 敎隱寸 ことなし， 何 ぞ勞擾 底 

あらん。 


二 致 知  ニニ 七 
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聖學三 . 雜子 

も. -ム .1 

論. ナ 

0SS  三 三 儒家 者 流 

(i) ： 入 {R 大 

い の條 師曰 はく、 凡そ 子 類の 書 尤も 多し、 儒家 者 流 あり、 道家 者 類 あり、 法 家 . 名家 • 墨. 

f 巧. J  L っ^ 

一： つづつ 揃へ 家. 縦横 家. 兵家. 雜家 あり、 球， IKts:.*?. 各  >  一家の 言 を 立つ。 其の 間 一 術 

る もの、 1 曰、 

^^0.^, 1 技に 長ず るの 類、 其の 書 其の 事 又 以て 博識 を 助け 一 事に 益 あるに 足れり。 是れ格 物 

i レ 資 ー1ぉ、 致 知の 用な り。 子 夏日 はく 、「小道と 雖 も亦觀 るべき あり」 と。 是れ 諸子に 於て 未だ 曾 

曰、 レ道  す 

^^^^u-. て廢 せざる なり。 聖人 旣に 遠く、 寧 を 承く る こと 殊 なり 易く、 百 氏の 家た る、 盡くー 

； I- レ SS  .4^ レ，. 

^^^^^ に? す こと 能 はざる も、 亦理の 然る 所以な り。 其の 間 儒. 道. 法. 名家 は 少しく 之れ を 

吏 W レ冶 得レ： ST 

:i 曰. 一 1 認レ 曰ぶ 論ずべ し。 其の 餘は道 を 以て 之れ を論說 すべ からず、 唯 だ 自ら 一 家の 言た るの みなり- 

お レ" - 師曰 はく- 漢の藝 文 志に、 儒家 者 流 あり。 周 禮に曰 ふ、 「大宰 は 九兩を 以て 邦 國の民 

.  雜 t  .  ニニ 九 ■ 
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に鬆 く。 (其の 中) 三に 曰 はく、 師は賢 を 以て 民 を 得、 四に 曰 はく、 儒 は 道 を 以て 民 を 

(二  i 得と。 大司徒 は 本 俗 六 を 以て 萬 民 を 安ん ず。 四に 曰 はく、 師儒 を聯 ぬ」 と。 是 れ古來 

官の 長お、 今 

M ぱ 師儒 を 立てて.： K 下の 心 を 正し， 天下の 俗 を 明かに 十るな り。 隋 の經籍 志に 曰 はく 、「儒 

は 人君 を 助け 教化 を 明かに する 所以の 者な り。 聖人の 敎は家 ごとに 至り 戶 ごとに 說く 

I： ほ I 一^ f ものに 非ず、 故に 儒者 あり、 宣 ベて 之れ を 明かに す。 其の 大抵 は 仁義 及び 五常の 道 を 

ナ 本と す」 と。 謂へ らく、 聖人の 道 は 別に 師を 立て 儒 を 置く ことなし、 唯 だ 其の 長 其 

の宰 以て 敎戒 すべし。 是れ古 來選擧 の 道 正しき を 以てな り。 其の後 il 夷」 亂 して 聖人 

(.--; S, の 道疲缺 十、 故に 周に 師儒 を 立てて 以て 敎を設 く。 是れ 蓋し 司 徒の 官に 出づ るな り。 

W は w、 

^^.t^^^. 後世 專ら 儒^の 名 を 借り、 堯. 舜* 文. 武. 仲：^ の說を 表に し * 己が 意見 を 裏にす。 

^  ，令と な 竟に 儒者の 說 大いに 惑 ひて 其の 說を 異にする なり。 

り、 もの 地に 

卒す。 仃 t4J 

も； g-..iw す  メ- ーづ 

^^B^ 師曰 はく、  ^子 は、 SE,gl な 自得 ありて 討論せ ず、 專ら 己が 意見に 從ふ。 其の 齊 

？ に 作  (ran  £) 

(".sflls 性 を w て 惡と爲 し. ^い 人 へな f 、-射 禮を 以て 僞と爲 し、 諫諍を 非と し、 

S れい ャ：？ 竹 灾=i に 傲り、 强霸の 道を尙 ぶ。 學術を 論ずる とき は、 子 思 • 孟子 を 以て 邪說を 飾り 姦 


學 


雑 

子 


かざ  I  ^  . ミー， ir  (七) (八)  こ  そし 

首 を 文る と爲 し、 ,g ^ヽ孟 ま は？ 1 墨賴. 惠 施と 同じく 焉れを M る。 人物 を 論ずれば， 

f.5  ほ ひつ  二  0J 

平原 . 信 陵 を 以て 輔拂 と爲 し- 伊 尹 • 比 干と 同じく 焉 れを稱 す。 其の 論ずる 所 自得 あ 

るに 似て、 人の 履を蹈 まず。 然れ ども 其の 歸を耍 むる こと、 聖人と 異なれり。 先 儒の 

論 尤も 得たり。 

師曰 はく、 苟子 己が 心 上 を 認め 來 りて、 竟に性 を 以て 惡と爲 十。 是れ 性の 欲に 隨っ 

たおち 

て 然る こと を 知らず。 禮を 以て 僞と爲 す は、 情に 從 ひて 徑に行 ふことの 戎狄 たる を 知 

ら ざるな り。 聖人の 道 は 唯 だ 這 箇の禮 に 在り。 道を說 きて 以て 其の 要 を 知ら ざれば * 

乃ち 其の 說き 得て 好き も、 皆 取る に 足らざる なり。 

賈 誼 

(二)  (ニー) 

師曰 はく、 賈誼 は西漢 の英ォ なり。 著 はす 所の 新書 は、 朱 子の 曰 はく  T 平日の 記 鋒 

藁 草な り、 其の 中細 碎 なり」 と。 愚 謂へ らく、 賈生 自ら 其の 器 を 抱負す、 故に 其の 文 

I...  I 章 多く 衧 管喰悶 あり、 其の 學ぶ所 尤も 正しから ず。 其の 言に 曰 はく  T 孔子. 墨 種の 賢 

は魏 M ふ i 魏 

の昭 王の. ナ、 信 陵 君に 封ぜ. ，： 'る * 食客 三 于 人、 その 賢 を 以て * 11園ょり兵を加へられ^^、 秦に 勝ちて * 威 を H す、 後奏 の！^ に 遇 ひ、 逸樂 して 病 

死す (一 〇) 同^1>「5-尹 .箕子は諫と|1ふべ し、 比 千 • 子« は爭と 謂 ふべ し」 に 出づ。 伊 尹 は 殷の湯 王 創 栗の 大 功臣、 湯 王 S 後、 太 £• の 無道 も 求 

めて 後 王位に つかしめ て 之れ を輔 けし 人。 比 千 は殷の 最後の 土 を諫戒 して 死せ し臣 なり (一 一) 前 漢文 帝の 時の 人、 政治 上の 功多く、 治安 策 • 

新 S の あり， 一一 一十一 一一 歳に して 長逝す (一二) 十卷 五十六 «r 中 s: 卷"： 十二 篇は赏 世の 策、 後の 六卷廿 EI 篇は 修身 及び 治世の 本な 說け. リ 


(六) 文 は 

！ S なる もま 十 

二子 *| に出づ 

(七) 後出 

(八) 苟子當 

時の 梁の 相 

(九) 子 e 

お SIT 平原 君 

C 趙に s; ける 

ゃ輔と as ふべ 

し、 信 陵 a の 

魏に 於け る や 

拂と SI ふべ し」 

CLft す。 拂は 

節に 同じ。 平 

® 君は戰 國 の 

人、 趙勝、 M 

文. 七， の 弟に し 

て、 趙の國 難 

を 救 ひ s と 八 a 

力し て！ #! を 防 

ざ， 東武 城に 

封 ぜられ たり、 

史記 にも ffi 世 

の 佳 公： ナと稱 

せり。 信授君 

は：！ ！：時 代の 人 

にして、 本名 


s. 保 は， 

wir  « 六、 

ぬャ ザに： iw ぜり 

つ •〕 义 や-に 

事 巧の？？ なる 

な w.,、 て、 そ 

のお 策 を 3 ぜ 

しなり 

1® 卷ぉ： 二十 七 

二： ir づ 

fs)  SS 仲 《d、 

の 時、 K 

川 のん" その 

SJB によりて 

0 一  な はかり 

L は， 特 il- す 

べき 事な り" 

春 》: に *tL  く， 

あ り. 

r*n  W 帝め 

ぉ策 におへ、 

め， りれ て 江 

の な. 9、 

次い， 帝の ：>? 

_T 土に 仕へ L 

»ら る。 こめ- 

s は JT 上に g 


山 鹿 語類 卷 第三 十五  二三 二 

あるに 非ず」 と。 其の 識量 以て 見るべき なり。 年 二十 餘歲 にして 超遷 して 太 中 大火に 

至り、 正朔 を 改め 禮樂を 興さん こと を 請 ひ、 且つ 後に 治安 策 を 上る。 其の 英才 焉れを 

取る に 足れり。 朱 子 曰 はく、 「戰 國縱 橫の學 なり」 と。 

董 子 

師曰 はく、 董 子が 寧、 先 儒 以て 源委 ありと 爲す。 其の 言に 曰 はく、 「『仁人 は 其の 誼 

を 正して 其の 利 を 謀らず、 其の 道 を 明かに して 其の 功 を 計らず』 と。 此れ等の 言 は 諸 

子に 度 越して、 漢の醇 儒たり」。 愚 謂へ らく、 三 策說き 得て 正しき も、 未だ 大道の 全 

(七) 

きを 窺 ふこと 能 はず、 故に 或は 災異の 術に 流る るに 至るな り。 「命 は 天の 令な り、 性 

は 生の 質な り、 惰は 人の 欲な り。 命 は 聖人に 非 ざれば 行 はれず、 性は敎 化に 非 ざれば 

成らず、 情 は 制度に あら ざれば 節せず」 等の 語の 如き は、 說き 得て 好し と雖も 全から 

ず。 性は敎 化に 非 ざれば 成らざる の 一語 太 だ 精し く、 唐宋の 儒の 言 ふべき 所に 非ず、 

性 を 以て 生の 質と 爲すは 乃ち 不可な り。 

師曰 はく、 董 子が 春秋 繁露は 其の 言 辭細碎 にして 通ぜ ざる 所 あり。 或 ひと 曰 はく、 

「後人 取りて 附 著す」 と。 愚 謂へ らく、 董 子が 三 策 は 取る 所 ある も、 繁 1^ の 如き は 多 


へし 文中に あ 

り。 >w 害卷五 

十六、 列傳第 

二十 六に 出づ。 

この 語の 下に 

rttl を W て 仲 

，んの 門 五 尺の 

童 も 五 伯 ％稱 

する を 差づ」 

と あり 

(.： ハ) ； の 

策 問 に： • "度お 

へ しも 指す. - 

天人 感應 の說、 

古 S* 人の 行跡、 

冶. S 勉舉 L て 

i« を 布き、 K 

庶を 教化す る 

f 子の ことなり。 

Je* が， 傳に出 


く 正しから ず、 是れ學 全體を 窮め ざれば なり。 然れ ども 後の 聖人 を 言 ふ もの 董 子の 上 

に出づ るな し、 漢の醇 儒と 謂 ふべき なり。 

(九 1  二 0 一 

師曰 はく、 或 ひと 曰 はく、 「諸 |a? 誠 之が 云 ふ、 仁人 は 其の 誼 を 正して 其の 利 を 謀らず、 

其の 道 を 明かに して 其の 功 を 計らず と は、 仲 舒說き 得て 是 ならず、 只だ怕 らく は是れ 

誼なら じ、 是れ 誼なら ば 必ず 利 あらん。 只だ怕 らく は是れ 道なら じ、 是れ 道なら ば必 

ず 功 あらん」 と。 朱 子 曰 はく、 「才に 此の 如くならば、 人 必ず 功利 を 求めて 之れ を爲 し. 

をし へす  ォ 

訓と爲 る 所以に 非ざる なり。 固に 是れ道 誼 を 得れば、 則ち 功利 自ら 至る。 然して 道 Is 

したが 

を 得て 而も 功利 至らざる 者 あり、 (故に) 人 將に惟 だ 功利に のみ 之れ 拘 ひて， 道 を 顧 

み ざらん とす」 と。 愚 謂へ らく、 功利 は 夭の 命ずる 所、 人 更に 私すべからず * 道 誼 は 

人の 勤む る 所に して、 夭亦與 すべきな り。 董 子が 言 尤も 得たり。 道 誼 を 得れば 則ち 功 

利 あるの 說は醇 ならざる なり。 

揚 子 


(七； - 第二次 

の對 策に 出で、 

raisfwsc の 中 

に え、 朱 子 

！！！？：顿卷ぼ：ニ十 

七に も出づ 

(o 十卷、 

に 本 づき 

て- >論 す，， "も、 It-S に閱 は. n- なき 事 も 多し， 宋の擧 者 は 偽書な. りん i 疑へ りと いへ ども、 唐 W 後の 書に は あらす と辭 源に 云へ り (九) 朱 子、 朱+ 

語類 卷 la:-: 十七、 戰國 唐 諸子に 出づ (10」 名 は 干 能、 朱 代， -SESS の 人、 淳 照の 進士、 陸 象 山に も 朱. f にも 敎を 受けし とい ふ、 され ど睦象 出に 

ffi けり (二〕 同前 語類の つづき (ニー) 漢の揚 雄ぶ" は 子 g- 成 都の 人 


§^學三 雜子 


s に MP する も 

の 十： m 

お c-ws を n て 

«敎 な 38 き， 

お な g: へたり 

つ ご 又太玄 

stiw す， BP 

に 报 して 作り 

1行# なり， 

Isse*. 特に こ 

れ ％ 貴び、 こ 

の 鑌 みて 

8f し ap- からん 

i 一 K ひ、 孔子 

に 次ぐ も^  i 

(■••) 太 la- 

cs!) so 

！-畫 

？ 一-; 1:1 

の！  •： 寶 


(六. - SC* 

におる 

(七) ； SK に 

(八. - 片賈 の 
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師曰 はく、 揚 子に 法 言 あり、 太玄 あ； 


程 子の 曰 は. 


二三 四 

「揚子 は S 得な き 者な- 


まんえん 

故に 其の 言蔓衍 にして 斷ぜ ず， 優柔に して 決せず。 其の 論に 則ち 曰 ふ、 『人の 性 は善恶 

さくけ ふ  あや ** 

混ず』 と。 蓋し 雄の 規矩 窄狹 なり。 道 は卽ち 性な り、 性 を 首 ふこと 已 に錯れ り、 更に 

何の 得る 所 あらん」 と。 愚 謂へ らく、 揚 子の 寧 其の 淵源 皆 老莊に 本 づけり。 故に 曰 は 

く、 「老子 道 德を言 ふや 則ち 取る こと あり」 と。 蓋し 聖人 の^は 道德を 以て 要と 爲し、 

其の 言行 唯 だ 道德の 間に 在り。 道德須 らく 取る こと あるべき とき は、 則ち 聖人の 說な 

り。 揚 子が 此の 一語、 是れ 大義 を 知らざる なり。 

帥 曰 はく、 揚 子が 太 玄經 は是れ 易經に 準ず、 當時已 に 其の 艱深 を誚 る。 先 儒 曰 はく、 

ニー ご  § 

「易 は 一 よりして 二、  二より して 四、 四より して 八、 八より して 十六、 十六より して 

i 一一.： '二， 三十 二より して 六十 四。 太玄は 則ち 一 よりして 三、 三より して 九、 九より し 

て 二十 七、 二十 七より して 八十 一 。 其の 起數の 法、 旣に 天 地の 正に 非ず、 义强 ひて 曆 

一 ー贊は 一 晝 夜に 當る。 八十 一 首の 赞を 合せ 


【六 SA- (七) 

の 日に 合 ふこと を 求め、 貧 毎に 九贊 あ、 


て、 凡て 七 百 二十 九， 僅に 以て 三百 六十 四日 有半に 當 るに 足れり。 外に 一 の，；^ 贊を增 

して 以て 半日に 當て、 乂  一  一  f 赞を 立てて 以て 四 分 曰の 一 に當 つ。 勞 して 且つ 拙し • と。 


な) や 愚 謂へ らく、 子 雲 玄を著 はし、 桓譚は 以て 絶倫と 爲し、 張衡は 以て 五 經に擬 ふ。 吳の 

&こ t  "、  ニー)  (一二)  (i)  neo 

0^^^^ 范望叔 明 は 注 十卷を 作り、 司 馬 君實は 集註 を 撰す。 溫公 玄を說 いて 曰 はく、 「班 固 は 諸 

られ、 iss す。 

^^ij^ 儒を稱 し、 或は 揚雄を 幾る， 聖人に 非ず して 經を 作る こと、 狼 ほ 春秋 吳楚の 君！^ 號レ 

二  C .} 後 *^ 

に、 Mtt"  (一  五)  ひそか  つ-、 

^^sp て 王と 稱す るが ごとしと。 余 も 亦 私に 雄が 易を贊 せず して 別に 玄を爲 りし こと を 怪し 

に >S じ 安帝の  キじ 

S. せ し太史 み、 細に 之れ を讀 むこと 數十 過， 參 ふるに 首尾 を 以てして、 稍 や 其の 梗概 を 窺 ふこと 

合と なる。 周  き ザ ， 

の 著ぁ を 得、 然して 後に 喟 然として 書 を 置いて 嘆 じて 曰 はく、 鳴 呼 揚子雲 は眞の 大儒 か、 孔 

ニー) 文！ S  (一 さ 

通き にこの 引 子沒 して 後 聖人の 道 を 知る 者 は、 子 雲に 非ず して 誰ぞ。 孟 • 苟 殆ど 擬す るに 足らず、 

用 ある 外、 傳 

rf?:) 太玄 況ゃ 其の 餘を やと」。 竊に 按ずる に、 溫公亦 英傑に して 其の 學の 正しから ざる こと 何 

經 解十卷 

(一： -:) S. ぞ 此の 如き や。 凡そ 易 は 止む こと を 得ず して 作られし なり。 包 犧氏は 文字の 杞 すべき 

光 撰、 太玄集 

1 なきが 故に、 卦を畫 して 以て 其の 情 を 著して、 天地人 物の 理を盡 十。 文 王 . 周 公 . 孔 

Mr^^^ 子 是れに 因って 文字 を 以て 其の 辭を繫 けて 卦畫の 情を發 するな り。 今揚 子が 太 玄は易 

通ち にす ベ て 

^^^^L* に 準ずと いふ、 其の 說旣に 謬り 来れり。 易に 何の 足らざる こと ありて 此の 太 玄を用 ひ. 

の の ^出な り 

だ 5  V* んゃ。 易の 書た る や 至れり 盡 せり。 別に 此の 玄を 以てする、 是れ贄 の又贅 なり。 聖人 

s?y ハ) の 言 を 發し書 を 著 はす は、 皆 其の 誠に 因る。 揚 子が 太 玄は 別に 設け 言 を 巧に し， 隱語 

聖學 一一 一 雜子  ニー 一一 五 


ニー 二 六 


(一) 

奪 へ るゼ莽 に 

仕 . 、しも 栴す 

お « 五に 出づ、 

はだ 「揚 子」 

と ありて、 ま 

の卞 たし 

(：•) 成 帝の 

S.9S: されて K 

も «: せし とい 

ふ 3138! なり， 

校 》 は辭 照に 

は as に 作る 

It 代の. 

\. 卞は. ナ *, 

實帝 •  帝 • 

rt* に让 ふ、 

OS あり." 新 ネ 

はお 

ケ -ig*-,- たる 

もの、 十卷 あ 

り。 說 《J は-: 

1: 十 ほ &; w む、 

のこ «c 外に 

古 や 女 if あ." 


作爲 す、 豈 聖人の 易に 準ぜん や。 聖人の 道 は 平易に して 唯 だ 日用 事物の 間に 在り。 之 

れを 推して 以て 宇宙 を 包ね 人物 を 貫き、 幽明 竟に 通ず、 是れ 天地 隱す ことなき なり。 

揚子默 して 深 湛の思 を 好み 造作し 來る、 其の 言 ふ 所 皆 正しから ずして、 淸 靜淵默 等の 

語の 如き、 專ら 老子の 意思に 本づ く。 是れロ 吃して 剣談 する こと 能 はず、 沈思 あるの 

弊な り。 

師曰 はく、 揚子 出處の 際に 於て 正しから ず、 其の 擧を爲 す こと 明かなら ず、 故に 己 

れを 修め 人 を 治む る こと 共に 得べ からず。 程 子 曰 はく、 「漢 儒の 中 吾れ 必ず 揚子雲 を 以 

(一一 一) 

て 賢と 爲す」 と。 此の 說 未だ 審 ならず。 子 雲が 賢、 稱 すべきな し。 甘 泉 • 河 東. 校獵. 

長 楊の 四賦、 以て 風す る、 是れ少 く 人臣の 志 あり。 

§ 向 

師曰 はく、 劉 向 は 新 序 並に 說苑を 撰す。 先 儒の 曰 はく T 秦 よりの 後に 文 を るの 士 

き やう  ほ ち 

にして 世に 補 ある 者、 向と 揚 雄と を稱 して 最と爲 す。 雉が 言 は 孔孟に 步趁 せず とい ふ 

ことなく、 向が 言 は 皆諸聖 を概ら ず。 故に 議 する 者 多く 雄 は 向に 優れり と 謂 ふ。 其の 

行事 を考 ふるとき は 是れに 反する は何ぞ や。 今 其の 書を觀 るに. 蓋し 向は雜 博な りと 


rr. と a 穿 子孔さ 
い 行 • 上 子 5 
ふ も 子 も I  • 

こ ^158  • 子 七 
の め 1R 子 ほ、 卷 
說 しの 高极 、 


雖も、 而も 自得す る 者 多く、 雄 は 精 深な りと 雖も、 而も 自得す る者少 きが 故たり。 然 

らば 則ち 向が 書は遵 つて 行 はるべき こと 殆ど 雄に 過ぐ」 と。 愚 謂へ らく， 劉 向 は博學 

け づ 

の士 なり。 其の 書 百 家の 正 辭美義 を 刪り 取る、 故に 取り 用 ふるに 足れり。 然して 其の 

學は只 だ 多 聞廣識 にして 取材す る 所な く、 終に 廢祠 再舆し 方術 神仙の 說 以て 盛なる に 

-v-n- はかる 

1  洫 多し  到る。 是れ 其の 才 全から ず、 其の 理を燭 す こと 明かなら ざれば なり。 若し 其の 世に 逢 

fv^sl?- 七 ひ 合 はんこと を 希 ひて 之れ を爲 さば、 乃ち 論ずる に 足らざる なり。 

(八〕 朱 子 語 

類同 前に 出づ  凡 i*fl^ 

(九) 孔 家  子 養う 

？ひほ 丁は マ  币ョょ 、、 (.^^)*_5 楚の孔 SS す。 S 、字 は f.s 、孔 世の り. よ fc^ チ： A 曰 く、 「孔 養子 ま鄞 

の 首 語 行事、  曰 はく  議 NJ 簾 pvi 仕-,、 て 士 となり， 目疾に 託して 退く  S タ IT- 力 LLL  ,r  、 - 孑？ W-IJ-^DIPP 

門人との 問答  S  f5 

m0^,i の甚 しきな り、 理旣に 取る に 足る ことなくして、 詞 も亦觀 るに 足らず」 と。 又 曰 はく 

は 世に出で 「家 語 は 只 だ 是れ王 肅が古 錄雜記 を 編む ところな り、 其の 書疵 多し と雖も 然も 肅が作 

二 〇) 魏の 

^0^.^ る 所に 非ず。 孔叢子 は 乃ち 其の 註す る 所の 人 偽り 作れり。 其の 首 幾 章を讀 むに、 皆 左 

お 傳の 句に！? る、 己に 之れ を 疑 ひて 其の後 序を讀 むに 及んで、 乃ち 謂へ らく、 『渠 れ左傳 

ニー) 朱 子 を 好む』 と。 便ち 見るべし」 と。 又 曰 はく、 「多く 東漢の 人の 文に 類し、 其の 氣 軟弱な り 

SMSfr 叉 全く 西漢の 人の 文に 似ず」 と。 si 謂へ らく、 叢が 言た るゃ聚 なり、 事の 雜 りたる を 

聖學三 雜子  二三 七 
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取聚 むるな り。 嘉祐 中に 宋咸 之れ が 注を爲 る、 其の 書雜 .蚊 にして 信ずる にもらず。 

文中 子 

師曰 はく * お) 中子， は隋 末の 大儒な り。 其の 志す 所 太だ大 にして 

„IN 周の 事業 を爲 さん こと を 要 十る も、 其の 學高 きを 好む に 過ぎて、 竟に老 氏の 意思 

(五 )  I たくら (六) 

に 落 在し、 自 貪して 以て 古人 を 蔑 如し、 中說を 以て 論語-に 方べ、 董常を 以て 顔 子に 比 十 _ 

(匕)  ミ ま  へ/) 

朱 子 曰 はく、 「文中 子 時事 及び 文史を 論ずる 處 *  觀 るべき もの あり。 文に 於て は 機 

を 取り、 史は 陳壽を 取る。 曾て 陸 機が 文 を 將ち來 りて 看れば、 也た 是れ平 正たり」 と- 

5>  ニー) 

又 曰 はく、 「文中 子 天下に 志 あり、 亦 三代の 制度 を識 得す、 之れ を 房. 魏諸 公に 校ぶ 

るに、 lii は、、 土 叉些の 本領 あり。 本 原 を 論ずる こと 只 だ 莊 • 老 の 中より し來 る」。 

周 子 

f 一  さ  ren  0W) 

師曰 はく、  溪の周 子、 通 書 及び 太 極圖を 作る。 朱 子 通 書の 序に 曰 はく、 「通备 は 

^溪の 夫子の 作る 所な り。 夫子 少 より 卽ち舉 行 を 以て 世に 聞 ゆる こと あり、 而も 其の 

師傳の 自る所 を 知る もの あるな し。 獨り 河南の 兩程 夫子 嘗て 舉を 受け、 孔孟 不傳 の. 止 

お.； む  か §  § た； L み れ ね 

統を 得、 则ち 其の 淵源 固に 槪ね 見るべし。 然れ ども 夫の 仲 尼 • 顏 チの樂 を 指し〕 して、 


其の 呤風： fc- 月の 趣を發 十る 所以の もの、 亦 得て 悉く 聞くべからず。 著 はす 所の 書 又 多 

く 放 失す。 此の ー篇 本と 易 通と 號 して 太 極 圖說と 並に 程 子に 出で て 以て 世に 傳 はれり。 

而 して 其の 說 たる や 實に相 表裏す」 と。 愚 謂へ らく、 秦漢 より 以後 文 學の士 世に 乏し 

からず- 其の 書 を 著 はし 說を爲 す こと 各 "正しから ず、 周 子獨り 奮然と して 孔孟 を 尊 

敬し- 額 子の 樂を晞 ふ。 是れ より 程 朱相繽 ぎて 理學 を專ら とし 學者 少しく 根ざす 所 あ 

り。 後世の 學者理 學を言 ふこと、 周 子 を 以て 據と爲 すなり。 

師曰 はく、 孟子 沒 して 世衰へ 道微 にして 聖舉傳 を 失す。 儒士 の學、 宋に^^^るまで殆 

ど三變 す。 周窒微 にして 列國^ し、 亂臣 賊子 止まず、 天下-„^のごとく憤ぇ、 . ^皆 法 を 

i くし 利 を專ら にして、 聖人の 道 を 以て 迂遠な りと 爲十。 故に 法 家. 縱橫 家の 舉 徒に 

儒 を 以て 鳴る 時に、 漢 天下 を 一 統 して 古制 を糾 さんと 欲す。 然して 聖經 多く 秦の 火に 

てら 

失 はれ、 舉者聖 寧の 大義 を 知らず、 只 だ 遺書 を 弄して 世に 街 ふ。 其の 間 孔孟 を 尊敬す 

老子 (一一.：) * の 周^ 頭、 { 千 は 茂叔、 齊道 の 人、 ^獄 して 人 F 名 あり、 地方に 知と して 名 あり、 後 ぁ 机屮 運花峯 下に 家 SE し、 前の 溪 

も 名づナ _\^»«と雜 す， 奥！ ff 因って ーゅ溪 先生と 稱す、 青に の 開祖な り (一四) ー卷 ra 十 si、  -VIS 應 用の 方面の みち 記せり、 その：： n も 

&:维，&.1友.顏子.孔子^.>-の如し (1 五) ー卷、 右の 现論的 方面な り、 宇 W に秩然 たる 條瑰 あ-り.： 天 》 萬 杓の 本-源 も 63 す、 之れ を 太； と 云 ひ、 

あり 後に 說 ある も 以て かく 名 づけた h- (一六) s« 顴 W 道、 頤 伊川 (一七) ！ JI 語 ほ- 而 *S 首章、 「SHW 方より 來る あり、 亦樂 しからす や」 同 

羞叫篇ャ.*-章、「*^-食を飯ひ水4飮み、 肱を曲げて之れを枕とす、 樂も^其の中に在り」 (一八) 同 雍 ^ 篇第九 章、 「s« なる 哉^ 也、 iSfS 食 145 の 

k 、陋 S に 在り、 人 は 其の に堪 へす、！ 5 や 其の 樂ち 改めす」 (一九 ：- 法治 主義の mf*  (二  C)  ^勢か-^て 政策^ 遊說 する 人、 蘇« の 八：： 縱 as, 

儀の 衡說の 如し 
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る こと を 知らざる に は 非ず、 而も 其の 大全 を 隙ず、 文學 利口の 徒 世に 鳴る。 ^^？に及ん 

で 訓詁 文 義の說 殆ど 盡 せり。 宋に 至りて 悉く 訓詁 專門 名家 を排 して、 其の 學を理 寧と 

曰 ひ 心 學と曰 ふ、 其の 端 は 漆 溪の周 子より 以て 來る なり。 是れ 夫子 沒 してより 今に： ヤー 

りて 旣にニ 千 餘歲に 向と し、 學三變 し 来るな り。 竊に 案ずる に、 世衰 へ道微 にして 異 

端の 說 世に 充塞し、 人々 皆淸談 虚靜を 好み、 心性 を 味ひ理 高き に 過ぐ。 是れ 異端の 世 

を 誣ひ民 を 惑 はし、 而 して 聖學の 差 謬す る 所以な り。 周 子の 擧、 其の 本 づく所 は 成^ 

無欲 を 以てして、 其の 宗 とする 所 は 胸中の 洒落に 在り。 故に 孔門の 敎に 非ず >  聖人の 

寧に 非ず、 多く 儒 術 を 表に して 異端 を 裏にす。 聖經に 於て 嗜む 所の 言 句 を 執りて、 ，し 

が 意見に 同じく す。 其の 門人 高弟の 統、 皆 靜虚を 好み、 口に 之れ を 言 ひ、 身に 之れ を 

行 ふ。 是れ より 周孔の 道疎澗 にして、 聖人の 寧 見るべき なし。 宋に 至りて 大變 す、 

其の 說 異端に 同じ。 尤も 歎息すべき なり。 

師曰 はく， 山 谷の 黄魯 直が 曰 ふ、 「茂叔 の 人品 甚だ 高く、 胸中の 洒落なる 光風 tJT 月の 

ニー)  つね 9 んが： お も  きん そ-、 

如し。 ほ。 止 書を讀 むこと を 好みて 雅に林 を 意 ふ。 初めょり人の爲に^^„5束せられず、 

ねん ごろ  もと 

名 を >5?^ るに 短に して 志 を 求む るに 惠に、 福を徼 むる に 薄く して 民 を 得る に 厚し 身 を 


に 同じ 

S) 来 代の 

人、 {+ は愿 中、 

の 人に し 

て延 やに 住す， 

朱： 十の 師 にし 

て、 延平問 

は、 その 師弟- 

, か往來 翠 の 論 

も 集めし もや 


(五〕 この 二 

.3、 左 思の； 

に；；. 引け 


ニニ) 

うす  た 乃 I," けいり  たつ 上 

奉ずる に菲 くして 燕 は^ 嫠に 及ぶ。 世 を 希 ふを陋 として 友 を 千古に 尙ぶ」 と。 延 平の 

さかもり ひとりもの 

李 個が 曰 はく 、「黄 山 谷 謂 ふ、 『周 子 は 洒落なる こと 光風 霽月の 如し』 と。 此れ 善く 有 道 

者の 氣象を 形容す」 と。 朱 子 曰 はく、 「山 谷が 周 子の 洒落 を 謂 ふ は、 只 だ是れ 一箇 行 ふ 

所 を 疑 はざる 淸明 高遠の 意 を 形容す、 若し 一 毫の私 文：： の 心 あらば、 何處 にか 更に 此れ 

等の 氣象 あらん や。 只 だ 此の 如き 有 道 者の 胸懐 表裏 亦 自ら 見つべし」 と。 愚 謂へ らく I 

山 谷 は 周 子を稱 して 唯 だ 一 箇脫 落の 隱逸 道士 を 形容せ るな り。 有 道 者の 氣象は 山 谷 何 

ぞ 知らん や。 凡そ 聖人の 道 は 執りて 之れ を玩 ぶこと なく、 民 得て 稱 すべきな し。 洒落 

と 曰 ひ、 光風 霽月と 曰 ふ は、 仙 風道氣 ある も * 豈有道 者の 氣象 ならん や。 論語の 鄕黨 

まじ 

は 夫子の 言 行 を 形容し 宛然と して 見る が 如し。 其の 手足 動容 言 語の 事に 應じ 物に 接 は 

るに、 一箇の 洒落な く、 叉 光風 霄月 なく、 唯 だ從容 として 道に 適 ふの み。 周 子の 氣象 

高潔に して 尤も 利祿に 薄し、 是れ 人の 難しと する 所、 世の 稱美 する 所 なれ ども、 隱逸 

わらぐつ  (2) 

仙 家 道士 釋 門の 徒、 或は 萬 鍾を蔑 如し 天下 を蹤 として 衣 を 千 似の 岳に 振 ひ 足 を 萬 里の 

流に 濯 ふの 氣節 風流、 世々 乏しから ず。 聖人の 道に 於て は 萬 分の 一 にして 猶ほ： らざ 

るが ごとし。 周 子 は 家に 百錢の 儲な く、 襟 懷飄洒 雅に高 趣 あり、 尤も 佳 山水 を樂 しみ、 
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意に 適 ふ 處に遇 ひて は 或は 桐 作と して H を 終 ふ。 縢 山の 麓に 溪 あり、 源 を 蓮華 察 下に 

しも K んかラ  えい あら 

發し 潔淸紺 寒な り、 下 は.？^ 江に 合 十。 周 子 纓 を 濯 ひて 之れ を樂 しむ。 因って 寓す るに 

據溪 の號を 以て 十。 其の 志 趣 切に 隱 逸の 士の 如し。 其の 愛 莲說を 作る、 以て 見つ ベ し。 

ニー 一) 

(二)  けうげ べつでん  たた 

師曰 はく、 先 儒 曰 はく  、「周 子 初め 黄 龍の 南 禪師に 敎外別 傅の 旨を扣 く。 南、 周 子に 

論 十。 後 又 東 林の 總禪師 . 竹林の 壽 涯禪師 • 麻衣の 道 者に 問 ふ。 東 林 人に 敎 ふるに 惟 

だ 靜勝を 務めし む。 周子晚 年に 悉く 文字 を屛 けて 惟 だ 靜勝を 務め、 而 して 卒に道 率の 

傳を 得」 と。 愚 謂へ らく、 周 子 初め 釋 氏に 入りて 以て 道を扣 く、 是れ博 問の 一助な り。 

後に 專ら 儒に 歸 して、 其の 宗 とする 所虚靜 無欲に 在る は、 是れ^ 來の 致す 所 か。 

師曰 はく、 程 明 道 曰 はく、 「再び 茂叔に 見えて より 後に、 吟風弄 月 以て 歸る。 吾れ は 

點に與 せんの 意 あり」 と。 又 曰 はく T 茂叔 i 前の 草 を 除かず。 之れ を 問へば 云 ふ、 『-; n: 

家の 意思と 一般な り』 と」。 愚 謂へ らく、 曾 點が氣 象 是れ後 儒の 期 十る 所に して、 ？ 0- 

聖人の 極處 ならん や。 茂叔意 前の 草 を 除かず、 自家の 意思と 一 般 なりと 謂 ふ は、 是れ 

殆ど 道 を 知らざる なり。 庭前 は 草 を 除くべき の 地な り、 草 は 以て 一 理を具 ふ. V- 雖も， 

n^^ の 意思 を 謂 ふ ベ き 物 に 非ず 。 是れ釋 氏 の 道 を 問 ふ 者 に 指示 して 滿； n の 靑出看 る に 


は 春 服 a に 成 

る、 冠 五六 

a 子 六 七 

人、 に 浴し 

舞 零に 風し、 

IS ^じて 歸ら ん」 

と 云 ふ、 夫チ 

1" 然として 嘆 

じて 曰 はく， 

「s れは點 に 

與 せん」 と 

(八) 二 

Jg 卷 II に出づ 

(九) 誡幾德 

第：：； に 在 り 


<-lc) 周. ナ 

の說な .5。 通 

書 《第£ に 出 

づ 


ニー) 道 第 

六に 出づ 


一任す と 謂 ふ 所以の 意な り。 其の 胸懐： ま 落 生 意 息むな きこと は稱 すべく して、 而も 身 

を 修め 人 を 治む るに は 益な し。 唯 だ 一 箇の經 々乎た る 小人なる 哉。 

師曰 はく、 周 子が 通 書取るべき 所 あり、 取るべからざる 所 あり。 其の 意志 尤も 1=€ ふ- 

聖舉の 書に 非ず。 必竟虚 靜無爲 無欲 を 以て 宗と爲 す。 此れ等の 語意 * 聖人 論 出して は 

て 宗と爲 るな し、 唯 だ 老莊釋 氏が 說く 所な り。 

師曰 はく、 通 書に 曰 ふ 、「誠 は 無爲」 と。 此の 語 似て 是 ならず。 周 子 は 靜寂を 以て 無 

爲と爲 す、 故に 曰 はく、 「誠 なれば 無事」 と。 中庸の 誠を說 くと 大いに 異なり。 凡そ 聖 

人の-太 下の 大經 を經綸 し， -大 下の 大本 を 立て、 天地の 化育 を 知る 所 は- 是れ 至誠より 

推 出し 來る、 以て 萬 世の 宗と爲 すべし。 只 だ靜寂 無事 を 以て 至誠 を 見ん と 欲する こと、 

豈 聖人の 誠な らん や。 且つ 誠. 祌. 幾 を 以て 聖人と 曰 ふ。 聖人 は 人の 集めて 大成せ る 

ものな り。 周 子が 所謂 誠. 祌 • 幾 は 皆 理の寓 する 所に して、 其の 事物の 間、 形 方す る 

所 明かなら ず。 是れ 聖人の 道 を 知ら ざれば なり。， 

師曰 はく、 通 書に 曰 ふ、 「&sl 人の 道 は 仁義 中正の み」 と。 謂へ らく- 仁義 中正の 

說 明かなら ず。 先 儒 或は 體用 なりと 曰 ひ、 或は 仁義 禮智 なりと 曰 ふ も、 皆 附會し 来る。 
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<■:)  .3師 

第 七に H づ。 

*+ の « は そ 

の #i に え、 

に出づ 

r:)  の 

(つじ 通 *s 

第 九に 出づ 

同前に 

「さ i 上 

w 第 九 W に， 

S &」 i 出づ 

(六. - S 擧第 

■■ 卜に 出づ 

(七) iM 

,.:*3S 十五 章、 

「<» か、 おが 

せ は 1 以て 之 

れ * 貫く. t。 

w- ナ！ n はく， 

-ナ 出づ、 

S: 人 M ひて 曰 

はく、  w の H 

SV や t。  8 子 

：： はく， 

の «- は *s の 

み」 * おす 


M^^. 且つ 日 はく T 性は剛 柔善惡 中の み」 と。 是れ性 を 知らざる な. 


の 差別 あらん。 朱 子 は 「所謂 氣禀を 以てして 言へ るな り」 とする も， 是れ 义附會 なりつ 

t- 一)  おも ひ えい  な  二 I 一) 

洪範に 曰 はく、 「思に 睿と曰 ふ、 睿は聖 を 作す」。 周 子 曰 ふ、 「思 ふこと なき は 本な り」 

巨  ， 

と。 是れ審 上 別に 本 を 立つ るな り。 「思 ふこと なくして 通ぜ ざるな きを 聖人と 爲す」 と ( 

g) 

洪範の r 審は聖 を 作す」、 且つ 易の 「思 ふこと なきな り、 爲す ことなき なり」 とに 違 ふ „ 

師曰 はく、 通 書に g^ll 舉を 論じて 曰 はく 、「一 を 要と 爲す。 一 と は 無欲な り、 無欲 は靜 

虛動 直な り。 靜虚 なれば 明かな り、 明か なれば 通ず、 動 直 なれば 公な り、 公 なれば！？！ 

し。 明 通 公博 は庶 いかな」 と。 敏謂 へらく、 周 子聖學 の耍を 以て 一 と爲 |!、 一  を 以て 無 

い やん  むね  (七)  ん 

欲と 爲す。 其の 辭易簡 にして 其の 宗 異端に 在り。 曾 子 一 貰 を 唯して、 門人に 吿 ぐるに 

忠恕 を 以て 十。 忠恕の 字 尤も 簡 にして 其の 含蓄 太 だ 博し。 周 子が 無欲の 字 も亦簡 にし 

つづ ま 

て 其の 弊 太だ大 なり。 是れ聖 寧の 實 を理會 せず して、 以て 其の 說を約 やかに 十。 其の 

約なる こと 皆理に 過ぎ 心 を廿ん ずるに 至るな り。 凡そ 欲 は 情の 發動 なり、 人生れ て 未 

だ贫て 此の 情欲な くんば あらず。 聖人の 敎は 其の 意 を 誠に 十、 是れ 其の 欲 を 節して、 

動 靜に禮 を 以てする に 在り。 性、 いは 元と 活物な り、 欲な からん こと を 欲 十る とも * 竟 


卷 九十 四、 

周 子 之 書、 es 

筝の條 に 出 づ、 

ra: し文卞 少し 

s なれり 


(九) 二 gjs^ 

錄卷 二に 出づ 

二 〇) 孟子 

心 上 篇第四 

十 一 章に 「君 

躍如 也」 i 出 

づ . 射 を敎ふ 

乙 に 「,？ 一 引き 

滿 つるの 法 は 

授 くる も， 矢 

をな.. C して 敎へ 

ざる ごと，、， 

妙 機 は. R 得せ 


に 得べ からず。 强 ひて 力めて 除かば、 心 日々 に戰 ふなり。 聖人の 異端 を 担む は、 異端 

は 無欲 を 立てて 宗と爲 す を 以て、 天地の 大經に 違へば なり。 周 子の 說 尤も 差 譯す。 朱 

(八) 

子 曰 はく  、「無欲と 敬と 一般な り、 敬の 字に 比すれば 分外 分明な り。 之れ を 要するに、 

はいだ つ  し 

敬 を 持す る は 頗る 力 を 費す に 似たり、 無欲に して 擺脫 する に 如かず。 人 は 只 だ 欲 ある 

が爲 に、 此の 心 便ち 千 頭 萬 緒な リ」 と。 是れ朱 子 も 亦 無欲の 說を爲 すなり。 人 は 只 だ 

欲 あるが 爲に 人たり、 欲 あるが 爲に敎 あり。 此の 欲 は 惟れ 知識の 全きに 因ってな り。 

草木の 知る こと 無き、 鳥 の 知る こと 寡き は、 其の 欲 尤も 人より 薄し。 草木 鳥 獸を以 

て 聖學の 要此に 在りと 爲 すか。 周 子が 無欲の 說取 るに 足らざる なり。 

師曰 はく、 通 書の 顔 子の 篇に曰 はく、 「夫れ 富貴 は 人の 愛する 所な り、 顏子 愛せず 求 

めず して 貧を樂 しむ 者 は、 獨り 何の 心ぞ や。 天地の 間に 至責至 愛の 求むべく して 彼れ 

に 異なる 者 あり、 其の 大を 見て 其の 小 を 忘る るの みなり」 と。 愚 謂へ らく、 程 子 曰 ふ、 

「昔 學を周 茂叔に 受けし に、 毎に 仲 尼 -顏 子の 樂 しむ 處を 尋ねし む、 樂 しむ 所 は 何事 

(一 S  はな 

ぞ やと」。 朱 子 曰 はく、 「程 子の 言 を 按ずる に、 引いて 發 たざる ものな り。 蓋し 寧 者 深く 

思 ひて 之れ を 自得 せんこと を 欲す。 今敢 へて 妄りに 之れ が 說を爲 さず」 と。 竊に按 ぶ？ 

§mf 三 雜子  .  •  二 四 五 


(一) 屮： 二 

二 九な 註 (一 

八) si! 

つ 一) 

大 《?篇 に 出 づ。 

お 山 は 足 

趾な きを 以て 

無趾 とい ふ も、 

1 ^杓な 

す。 化： ナ曰は 

く  Tf^sii ャ、 

す こと &の 

如し • 今 * る 

と^も W5V 及 

ばん」 と。 無 

耻 U はく、 「s 

だ K を 知 

して、 m 

1- て しく 

巧 が ひ、 

れ； a ち U て 

今-ム：：れ^る は、 

JS ほ； よ り 尊. 

すれ， i な り .11 

云」 


山 鹿 語類 卷第 一一： 十五  .  二 四 六 

るに、 周 子が 顏子篇 は說き 得て 正しから ず。 顔 子何ぞ 富貴 を 愛せず * 富貴 を 求め ざら 

んゃ。 只 だ 能く！ K 命の 私すべからざる こと を 知りて、 其の^ 巷に 窮 せざる なり。 然し 

て何ぞ 陋： « の 貧を樂 しまん や。 其の 問を設 くる こと 旣に 當ら ず、 且つ 其の 樂 しむ 

所と 富貴 貧賤と を 以て、 大小の 論を爲 す、 是れ 何と 謂 ふこと ぞゃ。 顔 子の 樂 しむ 所と 

富贵 ft 賤と * 其の 向 ふ 所 は 年 を 同じう して 一 百 ふべ からず。 若し 大小 を 以てすれば 少く 

比 校 十べき に 似たり。 猜ほ叔 山 無趾が 足より 尊き 者存 する ありと 謂 ふが ごとし。 後 儒 

竟に周 . 程 . 孔. 顏の樂 みの 話 を 舉げて 以て 工夫と 爲す。 是 れ又樂 者の 惑 を 益す のみ 

なり。 ^は 只 だ 日用 事物の 際に 在り、 學 者博學 審問 思辨 するとき は 其の 理 乃ち 明かに、 

其の 事是れ 正し。 而 して 其の 說く 所樂 しむ 所 自然に 洋？ 故す。 率 問 思 辨を盡 さず して、 

切に 孔 額の 樂みを 事と す、 是れ 終日 竟夜思 ひて 益な きなり。 周 • 程が樂 所の 問答、 引 

いて 發 たず。 或は 曰 はく、 「道 を 以て 樂 みと 爲す」 と。 或は 曰 はく  、「顏 子 をして 道 を：：；、 

て樂 みと 爲さ しむれば、 顔 子に 非ず。 顔 子が 心 は 少しの 私欲な く、 1K 理渾然 たり、 然 

して 後に 樂 しむ」 と。 是れ 皆正說 ならず。 顔 子の 樂 みは * 顔 子に して 而る 後に 一一 m ふべ 

し。 や 仲：^ の 樂みを や。 夫れ 聖人の 道 は 平易に して 其の 味 淡し。 故に 夫子の 道に 於 


(； •")  « き官 

位 

S 微少 幌 

(五) 二 程に 

Ms? して 後 仕 

nL. 晚年 W 

ら！！？^^！を敎ふ 

(六) 着、 

お 味 未 S も 正 

すの 意， 内容 

は 太 和 

卜 七篇、 0^ 

の 典 .5 精な り 

(七) 卞は巽 

之， 張 載に 《 

ぶ、 仕 ほ して 

功多く、 戶 部 

待郎 にて 終る 

「八) 呂大 防、 

微仲、 正愁 

i 認す、 « 郡 

公に 封ぜ られ 

しも W て 汲 公 

と 云 ふ。 朱の 

英 i-"-, 神宗に 

仕ぶ、 八 年 1 

日の 如く 私な 

L。 兄 晉伯及 

び 二 弟 張戰 

の I： 弟な り 

(九) 朵 末の 人、 


け る、 只 だ 平常の み。 顏子は 未だ 聖人の 地に 足らず- 其の 差 這 筒の 樂 みに 在り。 樂し. 

む 所 あれば. 道と 世と 間隔す。 學者 何ぞ孔 顏の樂 しむ 處を 求め 尋ねん や。 

(5  (巧ー 

師曰 はく、 通 書の 富貴の 篇に、 「軒 覆 を銖視 し、 金玉 を塵視 す」 と。 是れ又 軒 冕 金玉. 

に激 十る 所 あり、 不平の 辭 なり。 軒 冕 尤も 貴ぶべし- 金玉 尤も 寶 とすべし。 君子 焉れ 

を 厭 はず、 道義 を 以てせ ざれば、 之れ に處ら ざるの み。 

師曰 はく、 周 子の 太 極 圖說用 ふるに 足らず、 且つ 無 極 而の三 字 を 以て、 太 極の 字 上 一 

に 層ぬ、 甚だ 聖人の 罪人、 後舉の 異端な り。 . 

張 子  ， 

(ttt)  (.1、-  (七. - 

師曰 はく、 張子 觀 I 先 §は$ びつ 正 蒙の 書 を 撰ぶ。 門人 范 育が 序に 曰 はく、 「張 夫子の 此 

(八) 

の 書 を爲る や、 六經の 未だ 載せざる 所、 聖人の 未だ 言 はざる 所 あり」 と。 呂汲 公が 曰 は 

く、 「先生の 云 はく、 『此の 書 吾れ 年 を 積み 思 を 致す の 得る 所な り』 と。 其の 言 殆ど 前 

聖に合 ふか。 大要 端を發 して 人に 示す のみ、 其の 充ち廣 むる こと は學 者に 待つ あり。 

正に 老木 一 株の 如く 枝 別 固に 多し. 少き 所の 者 は 潤 澤の華 葉の み」 と。 楊 龜山曰 はく. 

i,*^ は 中立， 名 は 時、 龜山は その 號 なり。 二 程の 門人に して 朱 子の 先 W なり， 宋擧の 正統 を 正しく 傳 へし 人な り 
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*» せ 十五に 出 

づ 

r£ 朱. 

IS  IS 前に 出づ、 

但し その 1« 點 

W  ^ 木に は 

「止 *i ノ論道 

と あり。 今 原 

本に 從ふ 

(六) 0^^. 

(七) 近 S 

後 序に は 六 百 

二十 二 條十は 


「正 蒙の 書は關 中の 寧 者 之れ を 尊信す る こと 論語と 等し、 其の 徒 未だ 嘗て 輕 しく 以て. 

人に 示さず。 蓋し 未だ 信ぜざる 者に は、 惟に 益た きのみ ならず.、 徒らに 其の 鄙慢を I," 

さん こと を 恐 るれば なり」。 朱 子 曰 はく、 「橫渠 正 蒙 を 作る 時、 或は 夜裏默 坐して 曉に 

徹す、 其の 勇める こと 此の 如し。 故に 其の 書の 規投 廣大 にして、 盡く萬 物の 理を 窮め 

んと 欲す」 と。 愚 謂へ らく、 伊川の 曰 ふ 、「横 渠の言 誠に 過ぎた る 者 あり、 乃ち 正 蒙に 

(一二) 

在り。 子 厚 は淸虚 一大 を 以て 夭 道と 名づ く。 是れ器 を 以て 一 百 ふ ものにして、 形より し 

(ほ) 

て 上なる 者に 非ず」 と。 又 曰 ふ、 r 淸虚 一大 を 立てて 萬 物の 源と 爲す、 恐らく は 未だ 安 

も 0  もら  まさ 

からず、 須 らく 淸 濁虚實 を 兼ねて 乃ち 言 ふべ し。 祌道 物を體 して 遣さず、 應に方 所 あ 

るべ からず」 と。 朱 子の 曰 はく、 「正 蒙に 論ずる 所、 道 體は覺 り 得て 源 頭 は 未だ 是 なら 

ざる 處 あり」 と。 程 朱の 辨は 張子 を 貶 十。 然れ ども 朱 子 は 周 • 程 • 張の 書 を拔ひ 取り 

て 近 思 錄と爲 す。 凡そ 六 百 一十 ニ條、 正 蒙より 來る者 二十 六條、 又 正 蒙の 中に 於て 两 

銘を表 章して 自ら 一書と 爲す。 是れ 張子の 寧に 於て 因る 所 あれば なり。 竊に 按ずる に， 

張子 志氣 群なら ず、 學 ばざる 所な し。 昔 京に 在りて 阜皮 §i 皮に 坐して 周易 を說 く、 聽 

從寸る もの ii- だ 衆し。 一夕 二 程 至りて 易 を 論ず、 次の H 虎の 皮 を撤し 去りて ire に歸 


卷と あり 

(八) 張子の 

塾の 東西 二 窓 

に、 東に e 愚、 

西に 訂 S の 二 

銘を 作りて！！ e 

iH- を戒 む。 そ 

ラ訂 頃な •€ 銘 

と^し， 彼の 

倫 «說 のお. * 

よく 衷 はれし 

ものな り 

(九) 二 I 

錄 卷 十七に も 

張子 全 Ss 卷十 

五に も 出づ 

(一 〇) 0^ 

全書 卷ニ、 正 

？ の 太 和篇に 

出づ 

全 « 卷ニ、 正 

„?<J の 篇 名。 「形 

^後 氣 質 

之 性 ff« 反レ 之、 

則 X 地 之性存 

sr 故氣 S 之 

性、 君子 有-弗 

レ ー焉」 を 

指す なるべし 

にあり (一 五) 

朱 代、 臨：； d の 人 

靜 srjy 牛-と 稱す 


る。 其の カ學 此の 如し。 然れ ども 其の 學ぶ 所雜駁 にして 其の 本と する 所 老子に 在り。 

故に 淸虚 一 大を 以て 萬 物の 源と 爲す。 聖人の 所謂 道體 源頭豈 此の 如くな らん や。 其の 

(き  二 一一 IBH-wf 

.^を八冊，、：>、、〕&胃>* 張 一十の 曰 はべ、 大虚に 由って： 太の 名 あり。 に 由って 道の 名 あ り。 文 一 か 1:^  D  4t ご BE 

f を？ し丄を 一一 -5 こ 虚と氣 i を 八 n して 性の 名 あり。 性と 知覺と を 合して 心の 名 あり。 15^は秦賀の：^を謂 

(二-太 和 «™  とも  (ニー 一)  Jf 化 笃 

ひ、 或は 死して 亡びざる 者 を 知りて、 與に性 を 言 ふべ しと 謂 ひ、 或は 谷 神 死せ ずと 謂 

ひ、 或は 思慮 知識 あれば 則ち 其の 夭 を 喪す と 謂 ひ、 或は 有無 一 なりと 謂 ふの 類、 尤も 

明かなら ず。 且つ 盡く萬 物の 變を 窮めん と 欲す。 故に 其の 首辭雜 博に して、 妄言 綺語 

の 如き あり。 fiJI5c る 何ぞ 論語. 孟子に 準ぜん や。 其の 間 言 ひ 得て 好き こと ありと 

雖も、 其の 要 論 皆 相違 ふ。 眼力 を 費すべからず。 

s) 

師曰 はく. 朱 子 嘗て 靜 春の 劉 氏の 說を 述べて 曰 はく、  r 宋に 四篇の 文字 あり- 太 極 

阖. 西 銘* 易傳 序. 春秋 傳序 是れ なり」 と。 yig? 愚 謂へ らく、 張子の 西銘は 其の 理 

其 だ 高遠に 過ぎ、 唯 だ 仁の 體段を 言 ひて、 日用 事物の 上に 及ぶべからず。 天 下の 人 を 

して 此の 如く 爲し 得せし むる こと、 竟に 得べ からず。 然 らば 乃ち 公共 底なら ず、 取.^ 

一 二) 張子 全 * 卷ニ、 正 蒙の 篇名。 「{s! 亦 吾體、 散 亦 吾 ST 知，， 死 之 14 レ 亡者 T 可，， 與言 P 性 笑」 と出づ (一 三) (一 St) 張子 ゃ：* 想 二 

同 害 卷三 「有無 虚 實 通爲 一 物 者、 性 也」 も 指す か ( 一 六) 同書 卷ニ、 參. ゆ 》| 「地 有1, 升 降 f 日 有-.. * 「短 I 云 々」 も-いふか 二 七〉. 

々ナ は. 个澄， 孝 宗* 光宗に 仕へ、 時事 を 論 奏し、 後 S 州に 知と なる。 朱； 十に 從 ひて義 ™f の « を 奉じ、 a^if  «^%3«»f  t V 

* 心 ff  く  • 親族に It く  L て i« 名な り 
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四 九 


二)  asff 全 

番€ー  の 西 <B 

s» の 章に 出 

づ 

(二) 以下 の 

は 孤 中 の^は 

して， ISig に 
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用 ふべき 所な し。 張子の 舉專 ら理に 厚く して  >  其の 理亦 正しから ず。 是れ周 子 . 明 道. 

の&^ 2:〕 なり。 朱 子 曰 はく、 「天地の 間理 一 のみ、 然して 乾 道 男と 成り- 坤道は 女と 成る = 

ニ氣 交感して 萬 物. を 化生 十る とき は、 其の 大小の 分 親疎の^, 十 百 千 萬に して 齊 しき 

こと 能 はざる に If.: る。 賢 聖の者 ありて 出で ざれば、 孰れ か 能く 其の 異を 合せて 其の： E 

じきに 反さん や」 と。 西銘の 作意 蓋し 此の 如し。 程 子以爲 らく T 理 一 にして 分 殊を明 

(二  > 

かにす」 と。 一言 以て 之れ を蔽 ふと 言 ふべ し。 蓋し 「乾 を 以て 父と 爲し坤 を 以て 母と 

爲す、 有 生の 類 物と して 然ら ずと いふ ことなし。 所謂 现 一 なり。 而 して 人物の 生、 

脈の 屬、 各-其の 親 を 親と し、 各-' 其の 子 を 子と 十れば、 其の 分 も 亦 安ん ぞ 得て 殊な 

ら ざらん や」 と。 竊に 按ずる に、 ！K 下の 萬 物 皆 天地に 本づ く。 其の 一 筒の 微芥も 亦 其 

の理を 具へ ずと いふ ことなし。 是れ 人々 皆 知る 所 一再 ふ 所な り。 分 是れ殊 なる に 至りて 

は， 竟に千 差 萬^ し來 りて， 聖人に 非 ざれば 其の 用 を 窮め 盡す こと 能 はず。 其の 用 は 

禮を 以てせ ざれば、 乃ち 人々 其の 所 を 得ず、 事物 其の 所 を 安ん ぜず。 故に 聖人の 敎は 

悉く 分殊の 間に 在り、 而も It 、を 離わず。 君臣 父子 (夫婦) の 三 綱、 仁義 禮智 (は) の £. 

敎 合せ ずべ からず， ち 分此に 立ちて-大地 位し- 雲行き 雨 施して 品物 生を遂 ぐ。 是れ. 


聖人の 眞 なり。 今 張子 理 一 を 論じ、 萬 人 を！ ffi じて 一 人と 爲し、 孝 を 以て 仁 を 論ず、 其 

の 分 殊に 於て は 執るべき 所な し。 張子の 說の 如くん ば、 則ち 五倫 亂れ 五敎 分たず して， 

堯舜 をして 之れ を 天下に 行 はしむ とも、 竟に遂 ぐべ から ざらん。 是れ理 一 に 非ず、 分 

殊に 非ず、 只 だ 廣く說 き 高く 言 ひて、 其の 實を 窮めざる なり。 是れ 張子の 學蔽 にして 

宋 儒の 嗜む 所な り。 六經の 書. 周 孔のー 百 は、 一句の 此の 如きに 至る ことなし。 凡そ 理. 

1 . 分殊は 犬 地の 萬 物に 於け るが 如く、 易經の 卦畫を 生ずる が 如くに して、 夭 地 は 萬 

物に 於て 論ずべ く、 乾坤 は 諸卦に 於て 備 はるべし。 若し 張子が 西銘に 因らば、 乃ち 天 

地 を 一 百 ひて 萬 物 を 措き、 乾坤 を 論じて 諸补に 及ばざる なり。 且つ 仁 は 聖人の 大德 にし. 

f  一二)  ass て、 孝弟 は 仁 を 行 ふの 本な り。 唯 だ 孝 を 言 ふの みに て 仁 何ぞ盡 きん や。 先 儒 I 山の 揚 

ra 頁參 照。 こ 

M^^^ 時が 程 子に 上る 書に 曰 はく、 「竊に 謂へ らく、 道の 明なら ざる や 知者 は 之れ に 過ぐ。 西 

銘 の^りに 附  * か  tran 

賊 せらる  銘の書 は 其の 過ぐ る ものに 幾き か。 昔 仁 を 孔子に 問 ふ 者 多し、 顔 子. 仲 弓の 徒と 雖も、 

(.so 孔子の  —ぶ 

f ほ?^ し .ilt 之れ に吿す 所以の もの は li を 求む るの 方に 過ぎざる のみ。 仁の 體に 至りて は 未だ 蒈て 

し刊 111 孑 H" 

十： 4c 中德 It キ  < 五一 

W て稱 せらる 一 百 はざる なり。 孟子の 言 はく、 『仁 は 人の 心なり、 義は 人の 路 なり』 と。 仁 を 言 ふの 最 

(£ 吿子上  ちか  レた つ. --が 

|_  一  * も 親き こと 此の 如き 者な く、 然して 亦體用 雨 ら 之れ を 言 ふ。 未だ 西 銘の說 の 如き を- 

聖學 一一： 雜子  二 五一 
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山 鹿 語類 卷 第一 一一 十五  二 五 二 

聞かざる なり。 孔孟 豈隱す こと あらん や。 (蓋し) 敢 へて 之れ に 過ぎて 以て 後 舉の弊 を 

(一)  なみ 

起さざる なり。 且つ 墨 氏が 兼 愛 は 固に 仁者の 事な り。 其の 流 遂に 父 を 無す るに 至る、 

墨 氏が 罪な らん や" 孟子 力めて 之れ を 攻め、 必ず 罪 を 墨 子に 歸 する 者 は、 其の 本 を 

正すな り。 故に 君子 言 ふとき は 必ず 其の 終る 所 を 慮り、 行 ふとき は 必ず 其の 敝ふ所 を 

稽 ふと は、 ： 止に 此れ を 謂 ふの み。 西銘は 聖人の 微意 を發明 十る こと 至って 深し、 然り 

..^し て 體を言 ひて 用に 及ばず、 恐らく は 其の 流 遂に 兼 愛に 至る とき は、 後世 賢の 者 

ニー 一) 

rj  .^.r ありて 出で- 本 を 推して 之れ を 論ぜば、 未だ 罪を橫 渠に歸 する； 0 と を 免れざる なり。 

^^^^u^s 時竊に 妄りに 意 ふに、 此の 書 西 人 共に 守りて 謹みて 之れ を 行 ふ 者な り、 先生の 一言 を 

得て、 其の 用 を 推 明に し、 西銘と 並び 行 はんと 欲す、 庶 はく は體用 兼ね 明かに して、 

s^"" 攀者 をして 流蕩を 免れし めんこと を」 と。 程 子の 曰 はく、 「西 銘の論 は 未だ 然ら ず、 横 

づ いて S づ 梁が 言、 誠に 過ぐ る 者 あり、 乃ち 正 蒙に 在り。 西銘の 書た る、 理を 推して 以て 義 を；！^ 

し、 先聖の 未だ 發 せざる 所を擴 む。 孟子の 性 善 養氣の 論と 功 を： 1: じうして、 二者 亦 前 

聖の 未だ 發 せざる 所、 豈墨 氏の 比な らん や。 西 銘は理 一 にして 分殊 なること を 明に す。 

B?.^ 氏 は 本 を 二に して 分な し。 老幼 及び 人、 理は 一な り。 愛に 差等な き は 本 二な り。 分 


殊の敝 は 私 勝って 仁 を 失 ひ、 分な きの 罪 は 兼 愛して 義 なし。 分立ち て理ー を 推し 以 

て 私 勝つ の 流 を 正す は 仁の 方な り。 別な くして 迷 ひ、 兼 愛して 父 を 無す るの 極に 至る 

(六) 同前に は 義の戎 なり」 と。 龜 山の 第二 書に 曰 はく、 「辱く も 西 銘の微 旨 を 示さる。 時、 昔 明 道 

.gz づ  t  >ん き 

,  に從 ふ、 卽ち授 くるに 西銘を 以てして 之れ を讀ま しめらる。 尋釋 する こと 累日に して 

乃ち 得る こと あるが ごとし。 登敢 へて 妄りに 其の 失 を 疑 ひて 墨 氏に 比 同 せんや。 前書 

論ずる 所の 西銘の 書、 民 を 以て 同胞と 爲し、 其の 長 を 長と し 其の 幼 を 幼と して、 驟^ 

-„ ^蜀を 以て 兄弟の 吿 ぐるな きものと 爲す。 蓋し 所謂 理 一 を 明かに するな り。 然して 其 

S  の辭、 親 を 親と する の なく、 明 者が 言 意の 表に 嘿識 する に 非 ずん ば、 烏ん ぞ 所謂 理 

一 にして 分殊 なること を 知らん や。 故に 竊に 其の 流 遂に 兼 愛に 至らん こと を 恐る。 西 

銘の書 は 兼 愛の 爲に發 して 墨 氏と 同じと 謂 ふに は 非ざる なり。 古の 人 大いに 人に 過ぐ 

. る 所以の 者 は 他な し、 善く 其の 爲す所 を 推す のみ。 『吾が 老を老 として 以て 人の 老に 

章の おなり 及ぼし、 吾が 幼 を 幼と して 以て 人の 幼に 及ぼす』、 所謂 之れ を 推すな り。 孔子の 曰 は 

S 論語 公 く、 『(| 一 者 は 之れ を 安んじ 少者 をば 之れ を懷 けし めん』 といへ ば、 則ち 推す を 事と する 

冶長篇 第二 十 

S  ことなし。 推す を 事と する ことなき は理 一 なる が 故な り。 理 一 にして 分殊 なり 故に 

0S 雑 子  一一 五ーーー 


出 鹿 語類 卷 第三 十五  二 五 四 

聖人 物を稱 りて 施 を 平に 十。 兹れ 仁の^、 義の盡 と爲十 所以なる か。 何 を か 物 を稱る 

と 謂 ふ。 遠近 親疎 各. - 其の 分に 當るは 所謂 稱る なり。 何 を か 施 を 平にす と 謂 ふ。 之れ 

を 施す 所以 其の 心 一 なり、 所謂 平な り。 時、 昔日 竊に意 ふ、 西銘の 書、 施 を 平にす る 

の 心 ありて 物を稱 るの 義 なし、 故に 『體を 言 ひて 用に 及ばず』 と 曰 ひしな り。 蓋し 仁 

義を 指と して 說を爲 すなり、 故に 仁の 過ぐ る や 其の 敝は 分な し， 分なければ 義を妨 ぐ。 

(1) 饜+と 義の 過ぐ る や 其の 流 自ら 私す、 自ら 私 十る とき は 仁 を 害す。 仁 を 寄 するとき は揚 氏の 

同じ 時 代に、 

1 は キー" い 爲我 なり。 義を妨 ぐると き は 墨 氏の 兼 愛な り。 西銘 の旨隱 奥に して 知り 難し. 固に 前 

た る^^^ し 丄？^ 

fcv-  UU  \  4  .^  「ニー  ト. 

^^.^  «. 聖の 未だ 發 せざる 所な り。 今 先生の 開 諭 丁寧 を 得て 之れ を 寧 者に 傅 ふ、 自ら 常に 釋然 

(一 に 程 + 

として 惑な かるべし」 と。 ^按ずる に、 揚龜 山の 兩書西 銘を疑 ふ、 其の 說 因るべき 所 

あり。 先 儒の 曰 はく、 「两銘 は 仁の 體を 形容す」 と。 仁の 體 何等 を 指して 之れ を 示す や。 

1J ばら 

西 銘は只 だ 姑く 宏闕 廣大の 言を爲 して、 萬 民 を 以て 一 體と爲 十。 是れ豈 仁の 體 ならん 

や。 -y 他の 差異 を 知らず、 ft 倫の 序 を 分たざる 者 は 夷狄な り。 禽獸 なり。 聖人の 仁 何 

ぞ 此の 如く 形より して 下た らん や。 楊時物を稱り施を平に寸るを以て^！；ほし來り、 ^銘 

の 書 施 を 平に 十る の 心 ありて、 物を稱 るの 義 なしと 爲す。 是れ施 を 平にす るの 文 未 


だ通ぜ ざれば なり。 遠近 親 竦の 差を稱 ると き は、 其の 施 十 所 亦 差等 あり。 施し 差等 を 

亂さ ずして 而る 後に 平な りと 謂 ふべ し。 遠近 親疎 を稱ら ずして 其の 施 を 均しく すると 

き は、 施す 所 皆 平なら ずして くる 所 安から ず， 故に 物を稱 りて 施 を 平にす る は 聖人 

の敎 なり。 西 銘は物 を稱ら ず、 何 ぞ施を 平にす るの 心 あらん や。 張子好んで高遠を：^?^ 

き 宏大 を 言 ふ も、 皆 異端の 說く 所に して 聖人の 學に 非ず。 程 朱 各-前 聖の 未だ 發せざ 

る 胜を擴 むる とい ふ を 以て 之れ を稱美 十る も、 先聖 此の 如きの 惑 を 說き來 らば 聖人に 

非ず。 聖人の 言 はず 行 はざる こと を 言 ふ は 乃ち 異端な り。 孟子 口 を 開けば 性 心 を 言 ふ , 

後舉 動もすれば 此れに 惑 ふ。 や 張子が 說 世人の 惑 を 益す に 足れり。 西 銘を讀 む者尋 

緯 累日 十と 雖も、 曰 用の 際に 签 なし。 異端 平等の 說に 至らん か、 後 學附會 して 言外の 

微旨を 言 ふ、 信用す るに 足らざる なり。 凡そ §1- 人 は體用 兼ね 存十。 異端 は 體を說 きて 

用 を 知らず、 體も亦 正しから ず。  . 

"-) まの 師曰 はく、 子 厚、 禮を 以て 寧 者に 敎ふ、 是れ 其の 取り 用 ふべき 所な り" 聖人の 敎は 

S)  ii 禮を 出で ず。 夫子 非禮を 以て 仁の 目 を 論ず.、 非禮 なき は禮 なり。 先 儒 は 橫渠の 禮を敎 

^ ほ？ S 章  ； 

へ しこと を 以て 輕 易に.^ 1 過す、 是れ禮 の 要た る こと を 知ら ざれば なり。 

學 一: 一 雜子  二 五 五 


《一) 北 *、 

神宗 S 年 ST 

以下の 記事 及 

川の 序 

文 は 朱 ーナの £ 

；ナ に 

a ゆ 

<-:) *、 仁 

宗 より 行ぶ に 

至る £朗 に； y 

ふ、 の 任 

お 十 年、 モ の 

；^卜！：^？；に閱ぇ、 

，《 に L て io 

ハ しむ、 富 

飽， .H-B? 光 等 

■0 友と， J て 

し、 « へ" « あ 

かなら ね «s 

九十； 二に 

„,S;?G み出づ 


山 鹿 語類 卷 第三 十五  二 五ナ、 

二 程 子 

師 ni はく、 1 一 程驪ニ 3:^1〕  画れ は 攀を周 子に 受く。  { 木 朝に 初めて 四書 を 表出し 

六經を 註解し、 孔孟 を 崇め 儒 敎を責 ぶこと、 二 程 を 以て 祖と爲 す、 聖 門に 功 ある 尤も 

二)  ニー) 

大 なり。 宋の 元豊八 年伯淳 卒す。 文彥博 其の 墓に 題して 明 道 先生と 曰 ふ。 正叔 之れ を 

序して 曰 はく、 一周 公沒 して 聖人の 道行 はれず、 孟 i: 死して 聖人の^ 傳 はらず。 道行 は 

れ ざれば 百世 善 治な く、 舉傳 はら ざれば 千載 眞儒 なし。 善 治な きとき は 士祸ほ 以て 夫 

の 善 治の 道 を 明かに し、 以て 諸人に 淑 くして 以て 諸れ を 後に 傳 ふること を 得る も、 眞 

(一一 一)  ゆ  しい s ま 

11 なければ、 1K 下貿々 焉 として 之く 所 を 知るな く、 人欲 fit にして 天理 滅ぶ。 先生 千 

四百 年の 後に 生れて、 不傳 の舉を 遣經に 得、 斯の文 を 興起す る を 以て 己れ が 住と 爲 し" 

ひら 

^^^端を辨じ邪說を閥き、 聖人の 道 をして 焕 然として 復た 世に 明かなら しむ。 蓋し 孟子 

よりの 後 一 人の み」 と。 敏謂 へらく、 明 道 は德に 近く、 伊川 は. iv に 近し。 明 道 常に 篤 

實 にして 言 く、 專ら周 子の 風 あり。 故に 其の 論說 尤も 高し。 朱 子 曰 はく、 「明 近の^ 

話渾 然として 煞だ 高く、 舉者看 難し。 伊川 は 文理 密察 にして せへの 說話 親切な り。 能く 

文辭 に； li 十。 明 道の 意志 は釋老 の隱れ たる あり、 其の好む所；^^く所皆姥：：點が氣象なり。 


伊川の 意志 は 又 明 道に 異なり、 其の 才活達 融通な り、 惜しい かな 聖擧の 要 を 窮めず、 

其の 棰 とする 所 唯 だ定靜 洒落に 在る こと を」。 

師曰 はく、 明 道 は 十五 六の 時より、 汝 南の 周 茂 叔が道 を 論ずる を 聞く。 遂に 科舉の 

S  § 業 を 厭 ひて、 慨然と して 道 を 求む るの 志 あり、 坐して 泥塑 人の 如し。 其の 鄠 ^ に 在り 

i ハ) S. て簿を 作る 時の 詩に 云 はく T 雲 淡く 風輕 くして 午 -大 に 近し、 花に 傍 ひ 柳 こ 遣 ひて 前 川 

S 淡 風 fe 近. 

を 過ぐ。 時の 人 は 識らず 予が樂 み を、 將に謂 はん 閑 を 倫み て 少年 を學 ぶと」。 此の 樂の 

-,41 予、 じ 架、 

S 揚 閑#少 字、 是れ孔 顏の樂 みより 脫 出して 力 あるに 似たり。 聖人の 道 は 別に 樂 みの 味 ふべき な 

し。 簿を 作る とき は 乃ち 能く 其の 職 を 平にして 事な きのみ。 明 道 常に 自得 を 立てて 天 

みぎり  .A 

地の 生 意 を 味 ふ。 故に 書聰の 前に 草 あり、 茂りて 砌を覆 ふ。 或 ひと 之れ を _ ^らんこと 

を勸 む。 明 道の 曰 はく 、「不可な り、 常に 造 物の 生 意 を 見ん と 欲す」 と。 叉 盆 池 を 置い 

て 小魚 數尾 を畜 へ、 時々 之れ を觀 る。 或 ひと 其の 故 を 問 ふ。 曰 はく  T 萬 物の 自得の 意 

を 觀んと 欲す」 と。 此れ等の 好事 は 論ずる に 足らずと 雖も、 明 道に 於て は 便ち 其の 失 

あり。 是れ 道と 日用と 間隔す る こと あり。 明 道の 學を師 とする 者 は、 必ず 這箇 底に 慣 

れて、 竟に 放蕩 風流に 到る。 明 道の 此の 如き も 亦 周 子の 意志に 因るな り。 

車 • 學；： 一 雑 子  二 五 七  j 


山 鹿 語類 卷第… 十五  一一 五八 

y』 卜 li^g  師曰 はく、 伊川 年 十八に して、 書を闕 下に 上りて、 仁宗に 王道 を 以て 心，^ はし、 生 

あり  靈を 念と 爲し、 世俗の 論 を 胤け て、 非常の 功 を 期寸る こと を勸 む。 其の 志氣 以て はつ 

(：) y^ml  つ,)  (一一 一) 

1 出 _ つ-^ I べし。 王 謀が 言 はく、 「明 道-伊川、 太 中が 漢 州に 知た るに 隨 侍し、 一 の 僧寺に 十。 

一)  明 道 門に 入りて 右す。 從ふ者 皆 之れ に隨 ふ。 川 門に 入りて 左す、 獨り 行いて 法 <0=： の 

父、 垧、 {-f 

は Isrsl 上に 至って 相 食す。 伊川 自ら 謂 ふ、 此れ は 是れ頤 が 家兄に 及ばざる 處 と」。 3! 謂へ らく、 

に .《 となり  (力) 

はリぉ S 、な 伊川の 舉は 理を闡 する こと 太 だ 精し く 書を讀 むこと 尤も 詳 なり。 然れ ども 聖舉の 大要 

は Si 頭に-マナ 

ん從 * せしめ に通ぜ ず、 其の 篤實明 道に 及ばず。 其の 舉の弊 少きは 明 道に 優れり。 二 程が 寧に 志す 

し は こ の 父の 

な ー投 こと 又 後人の 及ぶ ベ き 所に 非ず。 張子- 邵 子と 曰 を 同じう して 語る ベ か らず。 

廿五， 附錄 師曰 はく、 程 子 遣 書 あり。 朱 子が 二 程 門人の 聞 見 問答す る 所の 語 を集錄 して、 行狀哀 

お/、 卞後 詞 祭文の 屬 を附錄 す。 明 道 は 早く 卒しぬ。 伊川の は 解 言 辭太だ 多く、 其の^ 要考 ふべ し。 

河 M の 人と な ，i  二 

A-0 化な せャ、  ft- 

外 IS .  S  ヱ 、一  ？-. 

JsiE.*: あ 師曰 はく、 邵堯夫 皇極經 世 書 を 撰す。 先 儒 曰 はく、. 「其の 寧 挺 之 

に 出づ。 ぽ&£ぉ？ュ放は^^2，歐|&,^§ね。 蓋し 數舉 なり。 ！ 會運世 を 曰 ひ、 元 を 以てき 

？ * し，， -す^ 代、  『か』  (5.- たべ 

^.^^x.  M を經し 運 を 以て 世を經 十。 帝 より 五代に 至る まで 、天下の 離合 治 亂舆^ 得失 邪 正 


.c 外 法に も 

く はし 

. (八) 朱 代、 

^州の 人、 

は 伯 s、 古文 

も 作りて 名高 

く、  ^asaf と 

.稱 す， 文集 あ 

(九) 朱 代、 

seee の 人、 字 

は 名 逸、 沈默 

-壤を 好む、 母 

を泰 sffi する 事 

一 I 一十 年、 後； J,- 

ほし、 晩年 作 

品す ベ て！，？ 棄 

十と 

-ニ〇) { わ 代" 

!_s 源の 人、 字 

は 岡 なら 

扶搖 -.^ と號 し- 

易な おみ、 仕 

へやして 卒す < 

高^ 架 • 釣潭 

集 等の 著 あ h- 

(一 一) 十二 

:lg を 一 日と 爲 

し、 .：-; 十 W 一 

R; も tS し、 十 

二  HM 年 も 爲 

し、 つ； 十 年 一 

世 を はし、 十 

二世 一 運を爲 

し、 十 運 一 

食, ぬし、 十一 


の迹、 犬の 時 を 以て 驗む。 太の 時 は 陰陽 剛柔を 以て 聲 音律： w を 窮め、 以て 萬 物の 數を 

盡す。 末の 二 卷は書 を爲る 所以の 意 を 論ず。 H 月 星；^ 飛 走 動 植の數 を 窮め、 以て 天地 

萬 物の 理を盡 し、 皇王帝 霸の事 を 述べて、 以て 大中至 正の 道 を 明かに す。 書 は 之れ を 

皇極經 世と 謂 ひ、 篇は 之れ を觀 物と 謂 ふ。 gifsfi^MM:: 。所、 其の 子伯溫 之れ を 解す」。 

愚 謂へ らく、 康 節の 易 を 論ずる は、 唯だ數 術に 落 在す。 邵 子-天質 數に 通ず る 所 あり、 

故に 前 知の 說 あり。 其の 學 夫子 を 貴ぶ こと を 知り 七、 聖人の 大義 を 知らず。 聖人 を 論 

ずる も亦數 術に 落ち、 莊苟を 以て 之れ を 辯に 失する と爲 す。 莊_:^ 唯 だ 辯に 失せん や、 

聖人の 道に 通ぜ ざれば なり。 揚雄を 以て 天地の 心 を 見る と爲す は、 是 れ太玄 の 作數術 

に 出で、 邵 子が 攀揚 子に 似 たれば なり。 老子 を 以て ：11^ の體を 得たり と爲 し- 孟子 を以 

て 易の 用 を 得たり と爲す は、 是れ邵 子の 天質 高 划精爽 にして 高き に 過ぐ。 故に 其の 意 

志專ら 老子に 似 たれば なり。 邵子 天地人 物の 消長 盛衰 を說 くに 尤も 的 意 あり、 道德の 

論に 於て は雜駁 にして 純なら ず.、 且つ 數術も 亦 六藝の 一 にして、 小人の 詳に 十る 所な 

り、 況ゃ士 口 凶 を 曉り前 知 を 謂 ふ、 豈 聖人の 學 ならん や。 堯夫曰 はく、 「今年 雷甚 れの處 

なん 

にか 起らん」 と。 伊川 云 はく、 「堯 夫怎ぞ 知らん、 某 便ち 知る」 と。 又 問 ふ、 「甚れ の 

1 ： 兀も爲 す 。元は 十-: 萬 九 干 六 百年な. 9  (ニー) 原本 上澜に 註す (一一 一一) 莊子 子 -; 程： S5i 錄卷卜 七に 出づ 

聖學三 雑 子  二 五 九 
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處 にか 起る」。 伊川の 云 はく、 「起る 處に 起る」 と。 堯夫 愕然たり と。 或 ひと 朱 子に 問 

ふ、 「先生 須 らく 邵子 先知の 術 を 得べき か」。 朱 子 久しう して 曰 はく、 「吾れ の 知る 所 

の 者 は 迪に惠 へば 吉 なり、 逆に 從 へば 凶な り、 滿は損 を 招き、 謙 は 益を受 く。 是れ明 

日 晴れん こと、 後日 雨らん ことの ごとき は、 吾れ 又 安ん ぞ 能く 知らん や」。 

師曰 はく， 邵 子の 先知の 數、 其の 奇なる こと は 貪に 奇 にして、 而も 犬 下 後世に 益な 

く、 却って 敏者 不肖 者 をして 其の 奇に惑 はしめ、 其の 害 太 だ 多し。 且つ 先知の 術 唯 だ 

能く 無用の 事 を 知る こと 多し。 他の 晴 ft 雷 起 は 知り 得る も 益な く、 知らざる も 亦 弊な 

し。 邵 子塋徹 にして 能く 事物の 變を盡 さん こと を 欲し、 却って大體にt^:し。 

師曰 はく， 邵子 大いに 思 を 易經に 夏く し、 夜寢 を^け ず、 H に 再び 食せ ず、 三年に 

して 舉以て 大成 十。 ？_,5 に 居る こと 四十 年、 貧に 安んじ 道を樂 しみ、 居る 所寢 息の 處を 

あんらく くわ 

安樂？ f と爲 し、 自ら 安樂 先生と 號す。 年 六十に して 始めて 隱 者の 服 を爲 し、 降恶盛 

:B に. ほ 1. 語 に は 門 を 閉ぢて 出で ず、., て 尤も 詩 を爲る こと を 喜ぶ。 朱 子 曰 はく  T 邵子は 四 を 以て 

ま srtf* 數を 起す、 易 ありて より 以後- 人 一物 を 做し 得て 此の 如く 整齊包 is し 一し ことな 

文な  か 

々せ a れ し。 想 ふに 它れ 一 物 を 見る 毎に 便ち 四片と 成し/る。 謂 ふこ ころ は 花を兑 るが 如し、 


まさ ば * ら •  まさ 

方に t^is 十る とき は 其の 將に 盛な らんと する を 知り、 旣に 開く とき は 其の 將に衰 へ ん 

とする を 知る。 其の 理 此の 如きに 過ぎず。 謂 ゆる 今日の 成 時の 如き、 此れより 推 上げ 

去って、 未だ 天地 あらざる の 始に至 り、 此れより 推 下げ 去って、 人 消し 物盡 くるの 時 

に 至る。 蓋し 理は數 の內に 在り、 數又理 の內に 在り。 皇極經 世の 書 は 乃ち 一 元 十一 一食 

を 統べ、 ー會 三十 運 を 統べ、 一 運 十二 世 を 徒べ、 一世 三十 年 を 統べ、 一年 十二月 を統 

. バ， 一月 三十日 を 統べ、 一日 十二お を統 ぶ。 是れ 十二と 三十と 迭 ひに 用を爲 すなり。 

ニニ  (三) 

(-:) 蔡： 兀ぉ、 故に 季通は 十二 萬 九 干 六 百の 數を 以て 日 分と 爲 す」。 愚 謂へ らく、 程 子 曰 はく、  r 邵子 

ネは季 通、 朱 

^^ph, の數は 是れ加 倍の 法」 と。 其の 學傳 はらず して 知るべからず。 數を 以て 利 を 得る とき 

と尊. ひ て 交 は 

... ®* の禁 は數を 樂 しむ、 是れ 癖す る 所な り 。 學者隅 ま ざ るべ けんや。 

お- r>. 道 州に 

K;^"; れ。 師曰 はく、 邵子 初めて 先天. 後天 を 言 ふ、 尤も 後學の 惑な り。 ぽ？ ほ。 

义 節と 諡す、 

S0i  師曰 はく、 邵 子の 詩 多く 閑靜樂 的の 意 田 わ あり、 是れ 自得 ありて 以て 學 的と 爲し， 自 

* 十 種に 近し、  - 

It と稱 負張皇 すれば なり。 故に 其の 詩句 風月の 言の みに 止まらず、 皆 理を味 ふ。 其の 詩を讀 

(一二)  二 程 t- ！ 

錄卷卜 七に 出 めば 乃ち 風流の 人傑の 如し。 唯だ邵 子の 天質 高敏 にして、 其の 學は數 に 癖し、 竟に未 

づ 

だ 聖人の 道 を 得ず、 意見 を 以 て 天性 閑靜 安樂 を 謂 ふ な り 。 
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師曰 はく、 先 儒 邵子を 論じて 曰 はく T 能く 天下の 事理に 通ず」 と。 朱 子 も 亦 曰 はく， 

に) i 「f 川の 凤ん 大體の 上に 於て^ 徹 なり、 小々 の 節 HI の 上に 於て は、 摘 ほ 疎なる 處 あるが ご 

^^^^^^^ 

t  >  sf  二—，.'  あきらか 

？ つ とし。 康節は 能く 事物の 變を盡 し 得て、 却って 大體の 上に 於て、 未だ 塋 ならざる 處ぁ 

り」 と。 3^ 謂 へ らく、 大體と 小節と 其の 意思 更に 差 はず、 能く 大體を 知る とき は、 小々 

あきらか 

の 節目 通ぜ ずと いふ ことなし。 能く 事物の 變を盡 すと き は、 大體 の上瑩 ならざる 處な ■ 

つて し。 是れ 1K 地 萬 物皆理 一 にして 分殊 なれば なり。 大體を 知りて 小節 を 疎に すると、 小節 

.V; -聲 な宣 ベ、 

を詳 にして 大體を 知らざる と、 共に 其の 實を 知らざる なり。 邵 子が 所謂 事物の 變 なる 

の^ *y 收めこ 

，？ 者 は、 逮く飛 走 動植の 上に 在り。 今日 平常 人間 世の 事に 應じ 物に 接し、 身 を 修め 家を齊 

^0,^^. . へ國を 治め 天下 を 平にす るの 際 は、 小々 の 節目と 雖も、 逑珠 の^あるが 如く、 金聲り 

下 <8i.M 巧に、  ，  を さ  ぁづか  ぎ よべつ 

て 玉 之れ を 振む るが 如きな り。 匹夫匹婦 も 其の 澤を與 り 被らざる 者な く， 草木 魚 も 

入 rtT 大. S 

^.^0 其の 生 を 遂げず とい ふこと なし。 一 筒の 事、 一物の 微も、 其の 始終 先 後 相 紊らず 、是れ 

(.-•)  f を 千 萬 世に 施して、 人々 行 ふべ く、 當に 然るべきの 底， 是れ聖 の现 一 にして 分 殊に、 

お ：-!^s ゆ 辆 を舉げ て目條 ある 所以な り。 邵 子が 事物の 論 は、 言を勞 して 今 H に 益な し。 何ぞ事 

x.u^  物の 變を盡 すと 謂 はんや。 唯 だ 五行の 生尅を 以て、 數算 除， f し來 るの み。 漁 機 問答 


!g 氏 類；： と ^ り 
中 門 卷ぉ程 O 
の 人 百 明 
條 第三 朱 道程 
に 一、 + 伊 
出 李羅語 川 


J  i£ffl 、て删 ssiM 奥 陽 は 其の 說 正しから ず、 取るべき あり、 取るべからざる あり。 

-ク- の 人に 就  c.r  ： 

^せし こと 5?  fj?  nj 

日：； J- なれ ども  s_  (Id) 

n 師曰 はく. 李 侗③延 の學は 之れ を豫章 願赌 章 職；' に 得たり。 豫章は 之り 

r 五) a3 先 れを龜 山に 得、 龜山 は實に 之れ を 伊洛に 得， 伊 洛の擧 は 又 膝溪に 得たり。 李 侗は羅 氏 

生 楊 S- の 弟子  てい  い 

にんて、. f 秋 に從學 して 第 を 山里に 結び、 世故 を 謝絶して 四十 年に 餘る。 食飮 或は 充た ざれ ども 怡 

然として 自得す。 朱 子 焉れに 師事し、 其の 平 曰の 間に 答 ふる を 述べ て 延平答 問と 號 

す。 愚 謂へ らく、 李恫が 學專ら 自得 を 貴ぶ。 朱 子 曰 ふ、 「先生 人に 强 ひて 行 ふこと を 要 

めず、 須 らく 見得の 處 ありて 方に 行 ふべ しとす。 所謂 應然 たる 處も 然も 猶ほ 偏在す る 

しゃらく  まこと 

-っ  あ-.^、 魔 落に して 行 ふ は 固に 好し、 未だ 魔 落の 處に 到ら ざれば 成らず」 と。 是れ 李恫. 

i 八』" s$、 自得の 處を 立て、 學の長 進 を 示すな り。 聖人の 學は 自得 を 以て 期せず、 少しく 自得 あ 

(九) 晦庵先 れば學 は 乃ち 停留して 進まざる なり。 

生 朱 文 公文 集  (八) 

卷九 十七に 出  師曰 はく、 李侗 常に 黄 太史が 嫌溪の 胸中- 激落 にして 光風 輝 月の 如くなる こと を稱す 

yfiBsti る を 喜び、 善く 有 道 者の 氣象を 形容す と爲 す。 愚 按ずる に、 李 恫の擧 其の 意志 見る ベ 

も 一-の 引用 出  もと  £^  (一  0 一 

づ  し， 唯 だ 專ら應 落 底 を 要め、 周 子 • 明 道に 類 十。 朱 子 作る 所の 行 狀に云 はく、 「終日 危！ 
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坐して 以て 夫の 喜 怒 哀樂の 前の 氣象 如何と 爲 すか を 驗 みて、 而 して 所謂 中と いふ 者 を- 

求む」 と。 是れ 等の 意志 太だ髙 くして 日用と 交涉 する ことなし。 

師曰 はく， 延平は 靜坐を 好む、 朱 子猜ほ 以て 然 りと 爲 さず。 辛 侗の寧 其の 意志 閑靜. 

底に 在り、 朱 子と 又 同じから ず。 水 ゃ侗は 一見 處を 以て 卓爾 として 道を說 くも， 其の 實. 

未だ 聖人の 道に 通ぜざ るな り。 

p.^^^ 師曰 はく、 朱 子の 祭文に 曰 はく 、「道 喪び て 千載、 兩程 勃興 十。 的た る 其の 絡 あり、 

たり。 ？,  P 

"マ！ な U 是れ 承く。 鼴山 南に 之く や、 道 則ち 與に倶 にす。 覺 たる 其の 徒 あり 、 門 を みて 以 

^0^^^ て! §>  ^れ 時に 豫 章- 傳 へて 其の 宗を 得たり。 二 m 一瓢、 德然 たる 高風。 先生、 

3 朱 isi  (ネ く)  ふたつな が  と 

Is 一に ャ： 果して C ら師を 得。 身 世 兩 ら 忘る、 惟 だ道是 れを資 る」 と。 謂へ らく， 道絲の^^^ 

に 朱 子 以て 之れ を 1 じ、 先 儒相續 いで 此の 說を成 十。 二 程の 門人 其の 宗を 得る 者 W: 與叔 

^  ^^^B  . i 定夫 •  i 顯道 • 尹 和靖各 其の 大段を 得たり。 楊 中立 犬資 高く 朴に 

5ri;a、 實 簡易に して 兑る所 一 定す。 晚 年の 出處 未だ.；^ ならず、 然れ ども 唯 だ是れ 小節な り。 

^.^^wws»  かた」 

0  I. 若し 道の 行 はるべき を 得ば、 何ぞ 小節に 拘 らん や。 楊 中立 は 羅仲素 を 得て、 以て 率 を- 

れ  II.!- 一. >r.-  a- へ、 仲 素より；^^. 朱 子に 至る。 故に 程 門の 數 子の 中、 唯 だ 31 時 を 以て 正統 を 系ぐ- 


なり。 (然れ ども) 楊 中立. 羅仲素 は 俱に聖 門の 域に 臨まず、 只 だ從學 因循し 來る なり。. 

道 統何を 以て か 論 出せん や。 

朱 子 

師日 はく、 朱 子：？ て 一れ f な f し 延 平の 李 倔に 從 ひて 學ぶ。 平 昔 著述す る 所の 諸經. 

7、)  二  0ー  (二) 

(0 易 本義- の 俥 解， 四書の 注解， 及び 綱目 • 小舉 . 楚詞 等の 書， 後世の 學者 之れ を宗師 とす。 愚： 

a- ゆ 啓お . 0 

謂へ らく、 宋朝 理學心 學の說 甚だ 盛に して、 其の 源 は 周 • 程に 出で、 其の 全き は 朱 子- 

^If  I に 成る。 竊に 按ずる に、 周 子 先に 無 極の 說を唱 へ、 程 • 張 和して 虚靜を 言 ふ。 程 門の 

章  ち I ゆう 

學者皆 未 發の中 を 味 ひ * 靜坐を 好み， 曾 點が風 を 事と し- 其の 極羅. 李に 至りて 殆ど- 

.§ 盛な り。 其の 言 を 立て 行 を爲す こと 更に 隱士釋 門に 異ならず。 朱 子 其の 間に 勃興し、 

む」) I 其の 敎辭を 違へ ずして、 以て 折衷 辨 論し、 近く 日用 平常の 際に 取り、 It 倫の 上 を 論じ" 

集 許 

大學. 中庸 を 章句し、 論語. 孟子 を 集註し、 詩. 易 を 注解して、 竟に 四書 を 以て 人々 

わく もん  ひら  (ニー) 

^^じ 文 ヘム 讀 むべ く舉 ぶべき の 書と 爲し、 或 問 を^け 微ー 百を發 き、 家禮を 定め 綱目 を 編み、 小學 

を敎 へ、 啓蒙 を詳 にす。 其の 聖 門に 功 ある こと、 孟柯の 後 唯 だ 朱元晦 のみな り。 聖學 

へい  .tf かき す  とほき  ひくき を  たかき 

の傳、 宋に 到って； 母に 過 高の 病 あり、 故に 學者 近を舍 てて 遠 を 求め、 下に 處 りて 高き 
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窺 ひ、 心 を 空 妙の 域に 馳す。 陸 子が 徒專ら 世に 鳴り、 周. 程. 張. 揚* 羅. 水，^ 多く IT 

なか 

を 表に して、 其の 標的 は 高尙に 在り。 朱子微 りせば^ 者 悉く 报を 左に するな り。 

師曰 はく、 朱 子の 舉は 初め 佛 氏に 入り、 專ら心を求め心を兒る ことを；^^！き、 而 して、 

後に？^ に 其の 非なる を覺 え- fslwlstnM お i^sfs^ 睦 子と 相 氷炭し 來る。 架 を 

李恫に 受けて * 實は延 平と 意思 を^に す。 故に 朱 子 は 周 子の 無 極 を 解して、 ^に 無 極 

あるに あらず と爲 し- 靜坐を 論じて 益な しと 爲す。 是れ朱 子の 意志 諸 先生に 超えて、 

寧と 日用と を 以て 兩截 と爲 さず、 之れ を句讀 文義の 間に 求め、 之れ を視聽 一一 一 n 動の 際に 

謹み、 步々 分寸. 濟り 攀ぢて 以て 義理の 實を 知るな り。 其の 意志 文 寧の 功， 近世の 大成 

なり。 先 儒 曰 はく、 ー秦 火の 餘六 經旣已 に爛脫 して、 諸 儒 各  >  己れ が 兑を 以て、 妄りに 

して 說を爲 し- 未だ 嘗て 道 を 知る 者 あらず。 周. 程. 張子 其の 道 明かな り， 然れ 

を さ ただ 

ども 經の 一一 -c に 於て は、 未だ^め 正す に 暇 あらず。 先生 大典 を總 裁して 一 家の 言 を成寸 

こと、 曰の 1K に 中す るが 如し 一 と。 愚 謂へ らく、 六經 四書の 註解 古今に 乏しから ず、 

唯 だ 朱 子 は^を 以て 日用 を 論じ、 下 早して 上達す るの 工夫 あり。 是れ 其の 意！ 一 心の 聖^- 

に 功 ある 所以な り。  惜しい 哉、 先 儒の 餘流を むに 內 つて、 猶ほ 本然の 善 を 尋ねて， 


夭 命の 性に 復 らんと 欲し、 持 敬； 4: 心の 弊 あり。 此を 以て 其の 下學 上達の 言 辭交涉 する 

•  ことなし。 論 出し 来れば 乃ち 又 性 心の 工夫 は 上帝に 對 越す るに 至る。 其の 標的 正し か.. 

ら ずと 雖も、 其の 學志 は 聖舉に 遠 からざる なり。 

師曰 はく、 聖人の 道， 夫子 沒 して 後明 かならずと 雖も、 子 思 • 孟^ 少しく 其の 傳 あ- 

り。  漢 唐の 間 は 人 皆 聖人の 貴ぶべき を 知る と雖 も. 其の 學雜 博に して 純なら ず、 宋に 

至って 周 • 程 • 張子 皆 曾點が 風流 を嗣 ぎ、 聖人の 微旨 殆ど 絕ゅ。 朱 子 近く 日用の 間に.. 

於て 其の 舉を詳 に 十、 是れ孟 柯 の 後 唯 だ 朱 子 一 人の 功な り。 

程 朱門 人 

3  ^出 二 

お 二 師曰 はく、 程 子の 門人に して 聖學の 要に 至れる 者 尤も 多き も、 其の 要は 高遠 嘿識 に： 

山、 1 ヌ. 3§1 き 

(五) 前 出！ 在り、 言語 は 唯だ渾 厚底 を專ら とし、 行狀は 常に 虚靜に 在り。 是れ皆 自得 を 立つ るの 

(六) im  JSE^^  )  o  ^  f  DHJA^^fc^o*  {+ は 直 卿、 朱 子 •  { ^一 じ. f£ 字 は *M 通、 •  一 i^-it 字 は 仲默、 九 - 11^ 一 古子 字 は 安 卿. 

1 - ^1  iE-lw な .f  女 も 以て 妻す •  1<* デ ik 文節と！ Si す • 杏.^ 峯に！ i ほ-す 北溪先 * 

flrlw€ れ稱 • 李 方 子 な の 如き、 各.' 或は 老 友たり、 或は 高弟たり。 皆 文義讀 書に 精し- 

お、 し? 1^  く、 經傳を 注解し， 數書を 著 はして 後世に 益 あり。 六經 四書の 舉朱 子より 大いに 變じ 

まの 《 あ，， て 深切な り、 又 高遠 虚靜を 言 ふ ものな し。 愚 按ずる に、 夫子 を 以て 師と爲 して、 高 AJ^ 
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其の 士み 甚だ 厚く して、 而も 聖 門の 要 を 得た る もの 亦 少し。 況ゃ 周. 程 等の 師弟 何ぞ 速： 

に 聖鬥の 大義に 到らん や。 其の 自得と 曰 ひ、 聖人の 大義 を 知る と E ふ は、 皆 唯 だ虚靜 

高 妙の 說 のみ。 其の 高遠なる 者雞 きが 如くに して 易く、 日用の 應接理 に 中る 底 は、 易 

きが 如くに して 難し。 

ニー  . 

張. WI 

師曰 はく、 朱 子の 張栻 |g 輯と 龍れ て . yM^gls^ あり。 張 栻は胡 文定公 

T  _  、  (一一 一)  (《n 

が 季子 胡宏が 門人な り。 §1S あ sgf。 胡宏、 知 言 を 撰ぶ。 朱 子語錄 に、 K つて 湖湘の 

^者 胡子が 知 言 を 崇高す る こと を 論じて 曰 はく、 「知 言 固に 好き 處 あり、 然れ ども 亦大 

いに 差 失 あり。 性 を 論ずる が 如き、 却って 善惡を 以て 辨 ずべ からず、 是非 を 以て 分つ 

たんすん 

ベから ずと 曰 ふ。 旣に 善悪な く 又 是非な きとき は、 是れ吿 子が 瑞 水の 說 のみ。 (又)^ 

惡は 性な りと 曰 ふが 如き、 君子の 好 惡は道 を 以てし、 小人の 好惡は 己れ を 以てすと す。 

刖ち是 れ好惡 を 以て 性を說 いて、 而 して 道 は 性の 外に 在り。 知らず 此の 理 却って 何れ 

よ" 出づる や」 と。 愚 謂へ らく、 南 軒が 論說 する 所 尤も 其の 理 あり。 然れ ども 其の 從 

ふ 所 正しから ず、 只 だ 一 文士な り。 MM?g^i*も亦博率多識の士なり。 疏を抗げて姦人^^. 


へ 六) $^ 

朱. f 語 頹卷百 

二十 二、 呂伯 

恭に 出づ 

< 七) 蔡兀？ r 

ls;.s 先生と 一 W 

ふ。 前 出 二 六 

一 頁 ま 照 

へ 八) 樂 律の 

翁に.. して、 二 

卷 あり、 朱. ナ、 

ー几定 の 築 律に 

精通せ るん 一推 

稱 せる ものな 

(九) 蔡沈、 

元定の 子な り、 

前 出 一八 

に 基き、 }i< 夂 

も «- へ地现 を 

察し、 人物 占 

今の 變 を觀、 

一 M のお 黎も 

立てし ものな 

b. 論 H 篇十 

五 岡 あり 

.( 一 一) 代、 

城の 人、 眞 

.$< 字 は as 

元、 より 

定年 問に a.. 


顯 -i^ し、 ^所に 死す。 又 凛 然の風 あり。 ？ I， 文鑑百 五十 卷を 撰す、 尤も 祖 謙が 道に 

, ら  (六)  ひろ 

昏き 所な り。 朱 子 曰 はく、 「編し 得て 泛 し- 然れ ども 亦 見得て 淺し」 と。 南 軒が m はく、 

「文鑑 を 編す るが 如き は、 何ぞ治 道に 補 あらん >  何 ぞ後學 に 補 あらん。 徒らに 精神 を 

して 繙閱に 困し ましむ、 亦怜 むべき のみ」 と。 

(蔡季 通) (蔡 仲默) (眞西 山) (元 明 儒 子) 

(七)  (八)  f.s  (； 0.1 

師曰 はく、 蔡季通 は 律呂 新書 を 撰し、 蔡仲默 は 洪範皇 極 內篇を 撰す。 各-朱 子を師 

として 旣に 高弟たり。 其の 意志 聖人の 道に 在らず、 其の 談論す る 所 皆術數 なり、 信用 

する に 足らず、 叉 博識の 一助な り。 後に 眞西山 あり、 專ら朱 子の 學を宗 として 大學衍 

義を著 はす。 其の 志 治 道 を 補 ふに 在り。 

元に 許衡 號！！ -吳澄 g:5^lgl ほ あり。 明に、 丘 港 s^il 麵埔 5 糊お .蔡 

淸 S まき, 1? . 薛 一  f?l。 人 sgfsl? あり 。各- 朱 子を宗 とす。 然れ ども 聖擧は 元 

明に 到りて 細琪を 弄して 大義 を 失す。 其の 間 宋に陸 九 淵 ssl^f  . 揚簡 あり。 

明に 王 守 仁 あり、 以て 聖人の 道を亂 る、 儒の 異端たり。 

. 政に 與 り、 ^知 政事に 至る、 文 忠と諡 し、 IS 山 先生と 稱す。 唐 * な 疑， 0^..  wst 集 編 J, 小 あり (一 二)  £ 十三 卷、 大^の 註解 
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道 統の說 を 論ず 

師曰 はく、 道 統の傳 、孟子 旣に 之れ を. 11 じて 曰 は. 


二 七 0 


, 堯舜 より？；！ に 至る まで 五 百 有 


餘歲、 \a  . 阜陶の 若き は 則ち 見て 之れ を 知 わ、 の 若き は 則ち 聞きて 之れ を 知る。 =^ 

(二)  " 

より 文 王に 至る まで 五 百 有 餘歲、 伊 尹. 萊 朱の 若き は 則ち 兒て 之れ を 知り、 文 王の 若 

(一一 一) . 

き は 則ち 聞きて 之れ を 知る。 文王ょり孔子に；^^なまで五百有餘歲、 太公望. 散せ 生の 

若き は 則ち 兑て 之れ を 知り、 孔子の 若き は 則ち 聞きて 之れ を 知る。 孔子より して 而來 

今に 至る まで 百 有 餘歲、 聖人の 世 を央る こと、 此の 若く 其れ 未だ 遠から ざるな り。 聖 

£1  ヶ、 

人の 居に 近き こと、 此の 若く 其れ 甚 しきな り。 然れ ども-傲の ごとき こと 有る こと 無け 

れば、 則ち 亦. 爾の ごとき こと 有る こと 無し」 と。 _f ひい tjsjfilssjs ほ 朱 子の 集註 

に 曰 はく、 「- おず るに 此の 言 は、 敢 へて 自ら 已に 其の 傅 を 得と 謂 はずして、 後世 遂に 

其の 傳を失 はんこと を 憂 ふるが 若しと 雖も、 然も 乃ち 自ら 其の 得て 辭 せざる 者 ある こ 

と を 見 十 所以な り」 と。 朱子圈 外に 於て、 程 正叔の 首を紀 して 曰 はく 、「先生 千 四百た 牛 

の 後に 生れて、 不傳の を 遺經に 得」 と。 是れ又 明 道 を 以て 孟 1: の傳を 得たり と爲 十。 

是れ より iif 子に 至る まで や -贤 相 体へ 相續 ぐ。 を 好む 者、 竟に道 統の系 を 作り、 正統 


庶流 を辨ず c 朱 子の 後 黄躲を 正と して 以て 金 展祥に 至り、 元の 許衡を 以て 之れ に繫 ぐ。 

是れ只 だ 文舉相 績の絲 にして、 道統を 以て 之れ を 論ずべ からず。 愚 謂へ らく， 夭 地 あ 

れば 此の 道 あり、 人 は 一 日 も 此の 道に 由ら ざれば 乃ち 立たず。 道の 天下に 在る 者 は、 

未だ 嘗て 亡びず。 夫れ 犬 高く 地 卑し、 造化 運行し、 品物 遂げせ ァ りて， 君臣 父子 昆弟夫 

けっき 

婦 朋友の 倫 自然に 具 はり、 仁義 禮智の 道 周流 充塞して 更に 缺虧 する ことなく、 世の 治 

亂與 亡を麼 ると も、 亦 天. 地是れ 位し、 ョ 月是れ 明か なれば、 乃ち 道 は 常に 天 下に 在り。 

故に 道の 大統は 大地 人物の 際に 在り。 此の間 聖人 勃興して 其の 過ぎた る を 抑へ、 其の 

及ばざる を 揚げ， 節 文 制裁して 名分 を 定め、 敎令を 立て 赏罰を 明かに し、 iK 地 人物. 已 

むこと を 得ざる の 道に 由り て、 當然 の敎. を設 く。 是れ 天に 繼 ぎて 皇極を 建つ るな り。 

此を 以て 上 聖の敎 未だ 嘗て 日用 扉 倫の 中 を 離れず、 其の 文 敎名號 只だ已 むこと を 得 ざ 

るの 義を 以てす。 其の 道 尤も 簡易な り。 伏羲. 神 農 • 黄 帝 • 堯* 舜 •  ！？•  文. 

武. 周 公の 十 聖人、 其の 道 ふ 所 更に 新奇 ま 妙の 論ずべき なく、 叉 人の 稱 美すべき たき 

なり。 周衰 ふるに 及び 壞亂旣 に 窮まりぬ。 -大 仲- を 生じ， 身 を 以て 敎を 立て、 言を以 

て敎 を,^ れ しむ。 先聖 後 聖が天 常 を 開き 人紀を 立つ る 所以の #、 其の 始終 條理煥 然と 

ms 雑 子  二 七 一 


二 Site さ 八 i  ^-^km til ^ 
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p» ,4} ； -. jft m 出め »  ' B 九 Ift 

二十 《；2  二る の一 « 章お 
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して 世に 明かな り。 百 王に 儀範と して、 萬 世に 師表たり、 儒道の 宗、 綱常の 主な り。 

孔子 沒 して 賢人の 統 殆ど 盡く。 曾 子 . 子 思 . 孟子 因循し 來 ると 雖も * 夫子に 於て は 企 

(二  (二) 

< こ 驚 せれ て 望むべからず。 其の後、 漢に董 子 あり、 唐に 韓子 ありて、 其の 任に 當 らんと 欲すと 

< 二)  ©整 

雖も、 其の 曾 子 • 子 思 . 孟子に 於け る 十ら 口 を 同じう して 之れ を談 ずべ からず。 其の 

おもむ  -1 ん/ \ えん  かぎ 

間 孔子 を 崇め て 儒 流に ：！  くの 學者泛 々焉 たる も、 或は 章句 文詞の 習に 局り、 或は 老子. 

釋 氏の 一 百 を雜 へ、 皆意兑 に 私して 猜ほ 5r がざる 舟の ごとく、 夭 常人 紀の祭 然として 疑 

<:. し i. ふべ からざる こと を 知らざる なり。 宋に 及びて 周. 程. 張. 邵の 大儒 相賴 いで 起る。 

•  0  .  へ. 

f -1  * 易に 因って 太 極を談 じ、 其の 淵源 を盡 さんと 欲 十る も， 竟に高 過の 病、 ありて、 H 用と 

交涉 せず。 聖人の 學此に 至りて 大いに 變じ、 舉者は 工夫 を 立てて 靜坐 を專ら とし、 犬 

常人 紀を輕 易し、 未 發已發 の 中、 寂然 不動の 話 を 舉げ、 無 極. 太 極. 性 善. 養 氣の句 

(wn  へ 五) 

に參 して、 默識心 通 を 欲す。 故に 寧者覺 えずして 釋氏 異端の 兑に陷 り、 顔の 樂、 點に 

與す るの 意 を 味 ひ 来る。 道統 の傳、 宋に 至りて 悉く；^ 沒す。 周. 程 • 張.. 邵の 儒を以 

て 世に 鳴る ありて、 其の 間, -講 筵に 侍 十る ありと 雖も、 宋に漢 唐の 治な く乂 恢復の 

謀な し。 唯 だ 朱 元 海の 學先 儒を壓 十、 然れ ども 餘流を 超 出 十る を 得ず。 若し 元晦 をし 


3 ほ f  て 周 子の 地に 生れ 餘 流の 染 たからし めば、 必ずや 不傳 の統を 承くべし。 孟子の 後、 J: 

-. 七、 孑ゴ  \ 

ぉて5^^- だ 朱 子 少しく 聖 道の 學 あるな り。 凡そ 道の 人に 託し 世に 行 はるる は、 皆 夭 に 在り。 其 

i. 後世 卞に  ，  - 一-一 あう 

扎： f の 祭典 を れ 孰れ か强 ひて 此に與 からん や。 

れ お  儒 師を崇 ぶ を 論ず 

て、 これ を も  (マ 、)  f 六) (ヒ) 

l^^^h, 師曰 はく、 師儒 を崇 びて 以て 道 を 重んずる 者 は、 明 世の 君な り。 禮經 に旣に 先聖 先 

ム n±-*  r に 1  せき てん  (九 1  (-0- 

jj\ 一！：， r 師 に釋奠 する の說 あり。 唐の 貞觀 中に、 始めて 左 丘 明 等 二十 二人 聖經に 功 ある を 以て 

CIS 左 丘 

S. 子？ 公 先師と 爲し、 先聖の 廟 庭に 從祀 す。 宋の 神宗に 至りて、 i 句况. 揚雄. 韓 愈を從 把に 進 

羊 高 .穀 梁 赤 • 

む。 此の 三人 は 其の 功 叉 一 經 に專ら ならず。 其の後 徽宗は 王 安 石 を 以て 配享 し、 及び 

鼠 《^^4^1: 王： 旁を祀 る。 是れ群 惑の 私意と 雖も、 然も 亦 三 經義を 作る の 功 ある を 以てな り。 理宗 

^J^^^ は理學 を崇尙 して、 周 子. 張子. 二 程 • 朱 子. 南 軒. K 祖 謙の 七 人 を 從祀に 列ね、 叉 

I- 几 M^ii. 兼て 司 馬 光 • 邵子を 秩づ。 蓋し 此の 九 儒 は 聖學に 功 ある を 以てな り。 夫れ 唐人の？ is 儒 

s。  i  ぎ  一.^ に i  - 

を列祀 してより、 苟 卿が 性惡、 揚 雄が fi 身、 王弼が 虚無、 賈逵が 識緯、 戴聖 がき 殘、 

り、 主に 害 註釋 上の 功模 なり (一一) 来の 王 安 石の； ナ、 字 は- 兀瀵、 使»^未冠にして著*ぁり、 父 安 石の 陰に ありて、 時の 政 も 張りし 秀 やなり。 

:- 一十： 一一に して 卒す (一二) 周^ 新義 • 毛 詩義 を 指す。 JSC: の 意見 も 立てて、 ftlv:^ かすと. J ろ 多し (二-一) 王莽に 屈せし も 指す 

記. 又 未 * に SI する 幻想 的 思想 二-上 ：- 小戴*ぉ.5-作りし功ぁれど， «:貧欲にして8^5;々なりし缺點もー1^ふか。 漢書、 只だそ，ぃ功な.：ムへ 

,る のみ 
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馬 融が荒 鄙、 杜預が 短 喪、 多く 罪を聖 門に 得る 者の 如き. も 亦列祀 十。 其の 間 董仲舒 が 

(二  > 

い 5 しょく  (一一 一) 

如き は、 i5 食す る こと を 得ず、 元の 天曆 中に 至りて 始めて 秩祀 す。 明に 至りて 揚 雄が 

(ran  (五) 

,屺 を 去り、 吳澄 を從， C し、 後 又 胡 安國. 蔡 沈. 眞德秀 を 以て 列祀 す。 愚 按ずる に、 凡 

そ 孔子の 廟堂に 從祀 する 者 は、 必ず 其の 人 聖人の 統を 得る 者に して、 然る 後に 以て 焉 

れに與 かるべし。 唐宋元 明の 先 儒 を褒祀 する は、 皆 其の 實を亂 る。 是 れ聖舉 明かなら 

ず、 世袞 へ道微 にして、 從祀も 亦 意見に 出づれ ばな り。 

三 四 道家 者 流 

師曰 はく、 道家 者 流 は、 漢の藝 文 志に 道 者 あり、 隋 の經籍 志に 曰 はく、 「黄 帝より 而 

下、 聖哲の 土の 言 ふ 所の 道 者 は 之れ を傳 ふる も、 其の 人世- 師說 なし、 漢の 時、 宵參 

始めて 蓝公を 薦め、 能く 黄 老を言 ひ、 文 帝 之れ を宗 とす、 是れ より 相俾 へ て 道^ 多し」 

と。 愚 謂へ らく、 黄 老の說 は淸虚 以て 自ら 守り、 卑弱 以て 自ら 持し、 無爲を 以て 極と 

爲す。 其の 說 老子 を 以て 本と 爲す。 尤も 聖人の 道に 非ず、 隱士脫 落の 徒、 狂娟を 以て 

世に 鳴るな り。 


f.: ハ) s 邦の  老 子 

^下にして s«  q 

iSSy 師日 はく、 老子に 道德經 あり。 一へ.，？ fif ち。 先 儒 日 はく、 「古の 君子 

父お 政に^ タノ 

> つ しつ (け 一い、 世に 應 ずる や、 或は 知 或は 愚、 或は 勇 或は 怯、 惟 だ 其の 之れ に 當るを 貴と 爲し、 初よ 

( 七、 t  1 

ばれ- f し II り 一 曲に 滞らず。 成敗 生死に 至りて は 則ち 以て <ま あり、 人力の 能く 及ぶ 所に 非ず と爲 

人 を， 1^,^ す。 智を 其の 間に 用 ひて 以て 全き こと を 求めず、 特だ 其の 遇 ふ 所に 隨 ひて、 之れ に處 

|に， お li 傅ば する に 道 を 以てする のみ。 是を 以て 禍福 得 喪に 臨みて、 未だ 嘗て 憂 權の心 あらず。 今 

老子の 書 は 蘭ち 然ら ず、 明の 暗くな り 易き を 長る、 故に 守る に昏を 以てし、 寵の 必ず 

失 ふこと を 長る、 故に 辱 を辭 せず。 剛の 折かん こと を畏 るれば 柔を 致し、 直の 拽か 

ん こと を 長 るれば 曲 を 致す。 厚く して 亡びん こと を畏 るる や、 則ち 敢 へて 多く 藏 めず、 

盈 るの 溢れん こと を 長る る や、 則ち 其の 已 むに 如かず とす。 旣に贵 ければ 其の 咎を長 

る、 故に 退く。 功 成れば 其の 去る を 長る、 故に 居らず。 凡そ 雄 を 知りて 雌 を 守り、 白 

を 知りて 黑を 守り、 懦弱 謙 下 を 以て 道と 爲十 所以の もの は、 其の 意 蓋し 言 ふ 、『是 の 如 

くなら ざれば、 將に咎 を 免れ ざらん』 と。 此れ を 用て 之れ を觀れ ば、 豈 所謂 全 を 求む 

るに 非ず や」 と。 嗟 夫れ 人 惟 だ 全 を 求む るに 意 あり、 故に 中に 憂を懷 き、 事に 先 だつ 

s# 學ー 一一 雜子  二 七 五 
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へ ご 老い ナ上 て以. て 謀り、 而も 敢 へて 爲 さざる 所 あり。 敢 へて 爲 さざる 所 あれば、 其の 蔽大 たり。 

i 不：^ レ ^55」 此れ 老子の 舉深約 博大な りと 雖も、 卒に百 家に 列す る を 免れず して、 1K 下の 速 道たら 

t あり、 乂第 

At* の 「水 は ざる 听以 なる か。  - 

丄く K 物 を 利 

師曰 はく， 老子の 經、 唯 だ 首章の 間に 在り。 其の 學、 無爲 無事 を 以て 要と 爲十。 故 

で；) 同 as に爭 はず、 鋭 を 挫き、 象、 を 守り、 光 を 和らげ、 黑を 守る の 言 を 以てす。 其の 意志 一箇 

<„* に、 「$;-- 其 

llif*^ ち の 道と すべく 名と すべき を 立てざる に 在り。 其の 言辭混 厚に して 尤も 朴 素たり。 然し 

あり  ^と 

た.：) て 唯 だ 身 を 保ち 生 を 全うする こと を 要む るに 足りて、 之れ を國 及び 天下に 用 ひて は、 

十八 章 「其の  か. r/\ こ 

4?r-.^b て 其 乃ち 其の 道德の 經々 乎た るに 在り。 豈 聖人の 大道な らん や。 

の M も 守る」 

fisit- き 師曰 はく、 身 を 保ち 生 を 厚う する は、 己れ を 利す るな り。 君子 は 身 を 殺して 以て 仁 

きを 守る 京、  (六) 

卑く& 5 て を 成す、 何 ぞ唯だ 生 を 厚う 十る こと を專ら とせん や。 李 老も亦 然らずんば あらず、 .€ 

人と ts?- は ざ る 

む" しとす る も 其の 言 辭の弊 竟に仙 家 引導の 說に陷 り、 道家に 因りて 長生 不老の 術 を 求む。 是れ 完 

(「„4.JGS"J* からざる の敎 にして、 人 をして 迷 却せ しむる の 至りな り。 

お  i.  S)  ここ 

れゃ 師曰 はく、 老子の 言 婉曲に して 正しから ず。 (卽 ち) 「夫れ 惟 だ 居らず、 是を 以て 去 

0.  知り  、- <)  f 九- 

つ，  なほ  2C  ら ず」。 I 無 爲を爲 十と き は 則ち 治らず とい ふこと なし」。 「犬 地 不仁、 聖人 不 JJ. なり」。 


「私 無き を 以てする に 非ず や、 故に 能く 其の 私 を 成す」。 「衆人の 惡む 所に 處す 一。 「大 

(ニョ 

道 廢れて 仁義 あり、 智惠 出で て大偽 あり」。 r 聖を絕 ち 智を棄 て、 仁 を 絶ち 義を棄 つ」。 

nen  二 五 i  つち  わ へノ 

r 學を 絶てば 憂 無し」。 「曲 なれば 則ち 全し、 杆 ぐれば 則ち 直し」。 「大制 は 割たず」。 

§  (一八)  (一 さ 

「道 は 常に 爲十 ことなし、 而も 爲さ ずと いふ ことなし」。 「上 德は德 あらず」。 「太白 は 

けが  一 *TJ  f-.o)  むな 

辱れ たるが 若く、 大方 は 隅な し」。 「大成 は缺 けたる が 若く、 大 盈は冲 しきが 若く、 大 

直 は 屈する が 若く、 大 辯は訥 なる が 若し」。 r 學を爲 せば 日に 益し、 道を爲 せば： n に 損 

す」。 「生の 徒 も 十 有 三、 死の 徒 も 十 有 三」。 此の 如きの 文詞、 皆 事 あり 物 ありて 無事 無 

爲に. 非ず。 學者 をして 言外の 意 を 味 はしむ るな り。 聖人の 敎豈 此の 如くな らん や。 

師 in はく、 「老子 を讀 み、 言外の 意味 を 以て 之れ を 推し、 聖人の 道を附 するとき は、 

けて、 賢を尙  、 

ばす、 得難き の貨を 貴ばす、 欲すべき を 見す、 卽ち レ尙、 不レ 貴、 レ a は 卽ぞ， 無？ S なり、 無爲 なれ. は、 ：1£4 ら fv とい ふこと なしとの なり (九) 

第！ の &1« なり、 下條に 「萬 物 を 以て？ W 狗， tc. し、 百姓 を W て S 狗と爲 す」 の 語 あり、 天地 も 聖人 も、 草に て 作りし 狗 人形の 如く、 茛 姓を自 

の 44 に 放任す るの 意。 但し この 請 解に は異說 多し (一 〇) 第七韋 の 末節、 天 地の 無私 麵. 欲の 如く、 聖人 も 無私 無欲な り、 卽ち 聖人 は f: 私の 故 

によく 身 も 保つ とい ふ 意な り (一 一) 第 八 章. 「上 善 は 水の 若し、 水は善 く 萬 物 も 利して 而も 爭 はす、 衆人の 惡む 所に 處る」 とい ふ、 惡 む 虔は卑 き 

地 をお す (一二) 第 十八 章の &;5、 この 下に 「六親 和せ すして 孝 慈 あり、 國 s^sf 亂 して 忠臣 あり」 の 句存す (ニニ) 第 十九 IS  、「聖 も 絕ち智 を * 

っればぉの利百倍す。 仁を絕ち義も棄っれば、 民孝^^に復る」 の略なり (一 5 第二 十 章の 首 句 (1 五) 第二 十二 章の 首 句 (一六) 第二 十八 

ま！ * の 末節、 大き- 、こなして、 細かに さかざる a  、末 棺： S にせざる こと (1 七) 第三 十七 章 首 句 (一八) 下篇 首章の 首 句 (一九) 同 第 四袁>  3S 

S 併せ 呑み， 敢， 、て その 白 を 誇ら ざ る こと、 四角の 大 なる は 角な きが ごとしの 意 (二 〇) 同 第 八 章. 「大成 は缺 けお るが 若く にして、 其の ffl 弊れ す、 

.i,.-® は 冲しき が 如くに して、 其の 用 窮まらす」 、のぬ、 下 二 は 本文の 通りな り (二 1 ) 同 第 十一 章の 首 (ニニ) 生命 を完- つすべき む 

^下 i 人 も 十 中二、 死地に 人るべき 强»* 奢侈， 驍亢の 徒 も 十 中 三との 意 


も 守れ tf, 天 

下の とな 

るの ななり 

(五) 

3へ ム *ss 八 S 

(六) 老 Jf、 

姓 は 李 氏 

(七) 老 jf 上 

の 功 IS の 上に 

^な 据 ゑて、 

,M«; す る 如き 

ことな t、 故 

に-！^くその眞 

の 位 K も 失 は 

ざ 7.- こと ％得 

る の 

(八) 同 第： 一一 

tIS の 末節な. 9。 

上文の？ 级を受 


學 M 雜子 


二 七 七 


二) 宋代、 

.編^?の人、 宇 

乂は竹 §8 と W 

す。 お 

に 巧な り。 n 

ほ^^：止附篇ゃ" 

の SC あり 

(..•) 「至大 

M レ外、 flM 之 

大 一 -」i 莊子 

に /  . り 

flJ も. ナ上 

ttsr: 十五 章 

2) 

(六； I 上 *s? 

は相^^.:し、 難 

« は 相 成し」 

(じ) 上 *3? 

； 神 はおに し 

て なな *- の、 

a に m へたり 
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乃ち 其の 文詞 失な きが 如し」 と。 是れ林 希 逸が ロ義 等な り。 然れ ども 其の 說附 會にレ 

て 李 老の實 に 非ず。 老子の 說話は 太 だ 高く 渾 厚底に して、 竟に 虚無 を 以て 犬 下の 要と 

ニー ご 

爲し、 禮義を 以て 外と 爲す。 故に 其の 文 義に從 ひて 理會 し來れ ば、 淸靜大 一 を 好み、 

其の 言行 放蕩 荒漫 す。 列 子 • 莊 子が 徒 以て 之れ を 見つ ベ し。 

あ ひみつ 

師曰 はく， 聖人の 道 は 天 地と 相參 たり。 老子の 敎は、 1K 地の 長久 を 以て 生 を 厚う す 

る こと を 論じ 、「物 あり 混成し、 天地に 先だって 生ず」 と。 其の 道 を 論ずる に 過 髙の病 

ありて、 日用の 間に 益な く、 天下 國 家の 法 用な し。 凡そ 天 地 人物の 常變 は、 唯 だ虛靜 

《五 ^  ^  MV 

返^^ 讓 のみ を 以て 全 成せん や。 天， 蒸民 を 生ず、 物 あれば 則 あり、 聖人 理を め 物 を 

はか 

稱り、 而 して 後に 其の 施 用 尤も 平な り。 签 なく 用な きとき は、 乃ち 是れ辨 を 好み 口 を 

利して、 工夫 を勞擾 するな り。 

師曰 はく、 老子， の敎は 有無 を 以て 相 論じ、 動靜を 以て 相議 して、 竟に 虚無 靜 を以 

一七) 

て 用と 爲す。 其の 間、 谷 神 死せ ず、 死して 亡びざる 底 を 以て、 H 夫の 主意 を 立て 來る 

(八) 

なり。 八" ー篇の 綱要 第一章に 在り、 其の 言論 謂 ひ 得て 本源に 透徹す るが 如し。 然れ 

かぎり  . I 

ども 虚無 靜寂も 亦 天地人 物の 際 萬殊の 一 にして、 必 とするとき は 泥 著 底な り。 虚 


の 五 55 用 文語 二 

m  、類せ istii 《一 
に 老卷り 通に 乙: 
見莊百 。-ち 出 
ゆ 列 二 朱 に つ' 朱 
子 十 子 引 と 子 


名， * 常 名 、丄 

名： 人 地 之始、 

l;::;>pffi 物 之^, 

故 《£ 欲 w 觀 

其 妙、 故 常 有 

欲 WIS お激、 

此 同 出-. m 

異名、 同 謂 之 

玄、 玄之 又玄， 


に- 周 代の 

, 人 る官 

(一 〇) 老子、 

下 篇 第 一 章に 

ST つ。 忠信の 

心^れて 礎の 

制せら るる も 

一 K ふなり 

ニー) 前 出 

1. 横《 先 

生な り 


靜無有 は處に ra: りて 主と 爲る。 天地 能く 覆 載し， 日月 能く 旋轉 し， 人物 能く 動静し- 

能く 虚實 にして 而 して 後に 乾坤 人物 其の 處を得 >  何ぞ 必ず 虚無 靜寂を 事と せんや。 且 

つ 虚無 靜寂 にして、 而 して 天下 國 家の 事、 身 を 修め 人 を 治む るの 用、 那箇か 通 徹せん 

や。 老子の 虚無 靜寂 底の 若き は、 是れ 夭 地 能く 運動 旋轉 し、 人物 能く 動作 言行し 來り 

て、 而も 虚無な り靜 寂な りと 爲す は、 老子 言外の 意味に して、 後人の 附會 なり。 然ら 

ば 乃ち 直に 聖人 の 敎を學 ぶに 如かず。 何ぞ 婉曲 不正 の敎を 事と せんや。 

師曰 はく、 孔子 禮を 老子に 問 ふ。 老子 曾て 柱 下 史と爲 る、 故に 禮容は 自ら 是れ 理會 

(一 0 一  うす  はじめ  か 

し 得た るな り。 老子の 書 を 見る に 曰 はく T 禮は 忠信の 薄れて 亂の 首な り」 と。 是れ他 

れ 只 だ 高き に 過ぎて 禮の實 を 知り 得ざる が 故に 是に 及ぶな り。 朱 子 曰 はく T 某. 切め の 

間は兩 筒の 老嚼 ある を 疑 ひ、 橫渠も 亦 其の 此の 如くなる こと を 意 ヘリ。 今看來 れば是 

れ 此の 如くなら ず、 他れ 曾て 柱下史 たり、 故に 禮は 自ら 是れ 理會し 得た るな り」 と。 

師曰 はく、 或 ひと 云 ふ 、「老子 は 乃ち 時を燸 むる の說 なり」 と。 朱 子 曰 はく 、「某 を以 

て 之れ を 観れば、 是れ 時を矯 むる にあらず、 只 だ是れ 實理を 見ず、 故に 禮樂刑 政の 出 

づる所 を 知らず して、 之れ を， 去らん と 欲するな り」 と。 愚 謂へ らく、 老子 は 虚靜無 一 

聖學 三： 雜子，  一一 七 九- 


(一) 4 

文中；.！， は その 

ST 前 出 •： 三 


s" せ s; に 出， つ 
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を 以て 大 用と 爲 し- 仁義 禮知を 以て 勞擾 と爲 す。 是れ 老子の 見る 所 高き に 過ぐ るな り。 

故に 老子の 道を宗 とするとき は， 淸談を 以て 相尙 び、 虚無 を 以て 相 論じ、 禮樂 を棄て 

仁義 を捐て て 淡泊 を 事と 十 。 其の 弊 は國を 亡ぼし 家 を 失 ふに 至る。 文中 子 曰 ふ、 r 淸談 

盛に して 晋窒衰 ふ、 老莊の 罪に 非ず」 と。 竊に 按ずる に、 老莊は 知者の 過ぎた るな り。 

老莊 をして 天下 を 治めし め ば 、 天 下 治平す ベ し 、 (然れ ど も) 其 の 治平 の 實な る 、 敎化 の 

篤き は、 他れ 何ぞ 能く せんや。 其の 實 なると 其の 篤き を 得 ざれば、 治平の 極と 謂 ふべ か 

ら ざるな り。 是れ 事理に 切ならず、 形 器 法度 を Z ^て！^ 狗と爲 し、 視聽 言動 を 以て 性 命の 

理に 非ず と爲 し、 思 を 玄談淸 論の 高き に 寄せ、 風流 を 以て 相尙 ぶ。 皆 老莊餘 流の 弊な り。 

師 H はく、 程 子 曰 ふ T 老子の 谷 神 死せ ずの 一章 尤も 佳な り」 と。 愚 按ずる に、 周 程 

の^、 其の 道體 を論說 する こと 殆ど 老莊の 如く 釋 氏の 如し。 故に 老莊の 道體を 形容す 

るの 語に 至りて は、 程 子 儘 取り 用 ふ。 老莊數 萬 言の 間、 其の 比 談論に は 其の 好き 處 

ある も、 道 德を言 ふが 如き は， 一 も 聖人の 敎に 似れ， る ことなし。 若し 程 子の 說に 因り. 

道體說 き 得て 好ければ、 乃ち 末 說餘論 少しく 差 ふ も 亦 るべ からざる なり。 

莊 子 (列 子) 


名 は 寇、 S 

ss の 人 

想せ s  二十 五、 

老チ せの 條に 

(•.fo 同じ 所 

に沈莊 仲と し 

て， 朱， f. との 

間さ， にこの 

つ。 低 し宋 

一. 几^ 室に は 沈 

仲莊に 作る， 

仲莊は 字、 名 

は M を 正しと 

す..，、 し。 朱 子 

の 門人に して 

地 W に！ i し 


(六) 二 程 語 

卷 II に S づ 


<■ じ) 朱 rfSS 

類卷百 二十 m 

に 3r つ 


師 S はく * 1 莊のニ 書 は 老子の 註解な り。 其の 寧旣に 列莊に 至りて 專ら 放蕩と 爲れ 

(3  や  や 

り。 朱 子 曰 はく T 莊子は 老子 を 以て 宗と爲 す、 然れ ども 說き 得て 較ゃ開 閥較ゃ 高遠、 

却って 較ゃ 老子の 意志 を 虚しく 走し 了る。 若し 老子 當 時に 在りて 看來 らば、 也た 甚し 

く は 他れ 此の 如く 說 くこと を 喜ば じ」 と。 周莊 仲が 曰 はく、 「老子の 學は尙 ほ 出で 來り 

て 世に 應 ずる こと を 要む * 莊子は 却って 此の 如くなら ず」 と。 愚 謂へ らく、 莊子 はせ E 

時の 犬なる 秀才たり、 言論 謂 ひ 得て 世 を 驚かし 人 を 喜ばしむ る も、 其の 意思 は 唯 だ 世 

間に 脫 落し、 利 祿を蔑 如し、 無 何 有の 鄉に 逍遙し >  無用の 用を樂 しむ， 生 を 全くし 世 

を 遊る るの ー隱 逸な り。 老子 は 道德を 自得し 來る、 其の 說渾 厚な り。 莊子 は辣濶 にし 

て 利口に 度り、 老子に 及ばざる こと 尤も 遠し。 

師曰 はく、 程 子 曰 ふ 、「莊 生 道體を 形容す るの 語 俊 好き 處 あり」 と。 愚 謂へ らく、 道 

體に 通せざる 1^* 何ぞ 能く 道體を 形容 せんや。 程 子の 學高 きに 過ぐ、 故に 莊 生が 說取 

る 所 あり。 莊 子の 談論 數語は 甚だ 好く 理會 する 底 あり、 其の 才 其の 識. 後人の 及ぶ ベ 

きな し。 唯 だ 性 命 道德の 論； 百 は、 大いに 聖人の 敎に 違へ り。 

(七 

I  9 一- 


師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「莊老 の 

聖學 一一- 雜子 


1 解 注す る 者 甚だ 多き も， 竞に 一 人 も 他れ の 本義 を 

二八 一 


. I*  W レ ゝ 
お t',  » お は 

K-  f-\ 前？ f 老 IT 

お - 出- -. /•  r, 
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,  ,  >  それがし ねん，'. S つ  ， 

〔に、 一」 S ポ 說 得し 出すな く- 只 だ 他れ の 臆 說に據 る。 某 若し 拈 出せば 便ち^ ならん も、 只 だ是れ 

グ 代： 

s,^^^ 欲し 得ず」 と。 愚 謂へ らく、 老莊 諸家の 註解、 皆附會 し來り て 其の 實を 得ず。 諸 儒の 注 

^^ur. 解す る 者 は、 老莊を 以て 眞 儒と 爲し、 釋 氏の 注解す る 者 は、 他れ を 以て 老 比丘と 爲し說 

{け はぬ 裙 W  ^ 

).  (二  (二)  (- 一一) 

(-し i き來 る。 豈老莊 の 意志な らん や。 魏の 王弼、 老子 略 論 一 卷を著 はし、 宋の司 馬 光、 論 

00 卷 おの  (En  (五)  (六)  (七)  ミ,^  ？ き、 rlss 

^fu. 著 ニ卷を 撰し、 呂大臨 • 蘇 子 由、 老子 を 注し、 呂 吉甫. 王元澤 *  元雜， 莊子を 

き i い" fi, 注す。 朱 子 雜舉の 辨に曰 はく 、「蘇 侍 郞晚て 老子の 注 を 著 はし、 吾が 儒 を 老子に 合せて， 

以て 足らずと 爲し、 父 釋氏を 井せ て 之れ を彌 縫す、 ：w: れ りと 謂 ふべ し。 ら 

U^^^^^^-^^M^ 然して 其の 自ら 許す こと 甚だ 高く して. 當世 一 人の 與に 此れ を 語 

るべき 者な しと 謂 ふに 至る。 而 して 其の 兄 東 坡公も 亦以爲 らく、 意 は ざり き、 晚年此 

「4^〕  の 奇特 を兑ん と は。 予を 以て 之れ を觀 るに、 其れ，. sij なき 者と 謂 ふべき かとい ヘリ」 と。 

s、 卞は， ナ由、 

Ki-fffii つお (ケ， さ  (二) 

^^^^^ 高 氏の 子 略に 曰 はく 、「太 史公 殊に 列 子を傳 せず、 莊周 載す る 所の 許 由 • 務 光の 事の 如 

^r^tl き は、 漢- 古 をよ る こと 未だ 遠からずして、 許 由 *務 光 は往々 稽 ふべき も、 遷^ ほ 之 

して 退けら わ 

, - ト.' ヒ  (コ 0  (i)  ここ  なん 

、が.： れを疑 ふ。 所謂 御 が說， 獨り 寓言に 見る のみ。 遷此に 於て； ゆ』 ぞ疑を 致さざる を 得ん 

T  一一 e:、lli, 、てき fix 滑) (；さ  (；； 0  つい 

a や。 周の 末篇 に、 墨 «  • 禽桁 • 愼 到 • 田 拼 • 關， の 徒 を 叙で、 以て 周に 及んで， 寇 


雜 

子 


八 


し、 蘇 チ由注 

*^3チ：卷ぁり 

(六) 呂ぎ甫 

ia 莊 子十卷 

(七) 王元遂 

注莊子 十卷、 

王！！ S 几？ S 前 出 

二 七：：； las* 照 

(八) 晦庵先 

朱 文 公文 集 

卷 七十 •： 蘇 黄 

門 子 2" に 出 

づ 

(九) 朱の 高 • 

似 孫、 字は續 

古、 疎 寮と S3 

す。 餘姚の 人、 

官 校 書. M に 至 

る。 子め-は 經， 

史 • チ • 集の 

中、 子 部の み 

も抄記 撰述せ 


(1-0 

獨り 其の 列に 在らず、 豈禁寇 は 其れ 亦 所謂 鴻蒙列 缺の者 か。 然れ ども 則ち 是の 書と 莊 

子と 合へ る 者 十七 章、 其の 間 尤も 淺近迂 僻なる 者 ある は、 後人 會萃 して 之れ を 成 十に 

(一 さ 

出づ るの み。 『西方の 人に 聖者 あり、 言 はずして 自ら 信に、 化せず して 自ら 行 はる』. 

に 至りて、 此のが 佛に 及ぶ こと あり、 而 して 世 尤も 之れ を 疑 ふ。 夫れ 天 毒の 國は 山海 

(ニー) 

ぢ，、 けん  (1;: つ  §  あら は 

に紀 し、 竺 乾の 師は柱 史に問 ふ。 此れ 楊 文 公の 文な り。 佛の敎 たる こと 已に是 れに見 

る、 何ぞ 此の 時 を 待たん や。 然れ ども 其の 疑 ふべ く 怪しむべき 者此に 在らざる なり」。 

愚 謂へ らく- 列 子の 書 は 老莊に 比すれば 乃ち 類せ ざる 所 あらず， (ただ) 其の 自得 尤も 


下れる 者な、 


篛 冠 子 


(■  S 

ffl 固 載せて いふ、 鷂冠ふ は楚の 人、 に 居りて siS を以 feaD?^^cg. 

て 冠と 爲す。 書 一 篇を著 はし、 因って 以て 之れ に名づ くと @itj?spl& に ま、 


しもの なり  師曰 はく、 鶬冠 子の 

( 一 〇) ； isae 

3 のこと、 老莊 列傳を あげて、 列 子 を 人れ ざる も 指す (一 1) その 著 莊子 雜篇、 讓王 第二 十八に、 許 由 * の 謂 を 受けす して 潁 陽に 樂 しみ、 整；^ は 

？! の讓 を辭 して、 石 を 負 ひて. B ら& 水に 沈みし を 云 ふか。 莊 に は 警尤に 作り、 史記伯 爽 列 傅の 中には 務 光に 作れり、 著し 同一人な り (一 二) 

史お伯 is; 列 傅 第一に、 「孔子、 古の 仁 s*s« 人 を 序列す る、 s!f の 太 伯. 伯 *1 の 倫の 如き も SI なり。 余の 聞く 所 を 以てすれば， 由， 光の 義 至って 高し。 其 

の义梓 少しも^ 見せ ざ る は何ぞ や。」 と、 孔子 程の 人の 文献に 見えざる を W て 疑を存 し、 假說の 人物に あらざる かも 喑に 示せり (一三) 列 子 は莊子 

の 中に はじめて その 名 見 ゆる も， 莊 子に 窻言 多ければ 假托の 人物 かと 疑.、 るな り (一円) 史記の ffif 林 傅 及び 孟子， P. 卿 列 傅に W 下の 人人れ り 

二お) si- 子の 弟子、 或は 子 W の 門弟と いふ、 禽 滑き • 禽滑黎 骨 •、 等 文字 種々 なり 二 六) 戰國趙 の 人、 十二； a を 著 はし、 名 づけて ふと 云 ふ 

(一七. >  老子に 道" も 求めた る 閼 令 尹 喜 (一八) 天地 自然の 元氣 又は 電光の 如き もの かの 意 (一九) 列 子 仲 ほ篇 に出づ (二 〇) 印度の こ 

i,  .5 海 は 山海！^ のこと (ニー) 佛の 異名 (ニニ) 老子の こと (ニニ)  代、 沛 城の 人、 楊 憶 •  {.ナ は大 年、 Si して 文と いふ。 幼より 詩文に 長 

じ^ 健に して i€tS  、文集 一 百 w 十九 卷 あり (： 四) ？w 書の » 文 *5 に 載す るな り (二 五) 5 鳥の^ 
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ふくの ふ 

n)  S の * 其の^ 問篇を 選す るを稱 愛し， 而 して 柳{ や 兀は、 其の 多く 賈 ftfi が 臓賦を 取る を 以て 之 

者 お # を 著  メ 

Jti?? が れ を！； り iit く。  l;;ils 释 r め" 〔 愚 謂へ らく、 其の 書黄老 刑名 を雜 へ、 妄りに 王政 を 

の訓 il ず、 唯 だ 利口 辯 舌の 論に して、 正 要 を 知らざる なり。 

をお り、 S 

.C-J 校合して »a 

f ナな {!.^ むと い 

ふ  三 五 法 家 者 流 

(：•)  3 の 

の じく  * 

-v-a^^.^t  J  (二)  5 しな 

師 H はく， 管 子 は 法 家 者 流の 書な り、 劉 向が 定 むる 所 凡そ 九十 六篇， 今 十 篇を亡 ふ- 

逸、 {.f は 1^ 則。  nil)  (ran 

^^^J 世に 稱す、 齊の管 仲 撰す と。 ほょ8ぉ^,，||^は|ま|;？ 先 儒の 曰 はく、 「1^ 子 は 

ヽ 1 に • つ，.  S うし や -リ 

一人の 筆に 非ず、 亦 一時の 書に 非ず、 誰が 爲る 所なる か を 知る もの 莫し。 其の v^ll. 

は 文 S 通. に ォ： -L  f 六 一 

JTJe されし も 西 施- 吳王叙 を 好む と 言 ふ を 以て 之れ を 推せば、 當 に是れ 春秋の 末年なる ベ し。 又 

のなる ベし  ，ゾ  (-0  (九 一. 

,」， .. ， 、  f ヒ」 a  t, や ふき やす  ひレ」  L よ-り れい したが 

ほ〕 『滿を 持り、 解 を定ん ず.』、 『人の 客と 爲ら ず』 等 (の 語). 亦 種 の；？ -ひ用 ふる 所な 

tti*}c^tH<  もこ  (一 0、 

了； 5 なれ れば、 其の 時 固より 師傳 あるな り。 而 して 漢の 初め 學 者の 講習 尤も 著しく、 賈誼 *晃 

ビ，？.1^々」と."  . 一， 

錯 以て 經の 本と 爲十。 故に 司 馬遷謂 ふ、 『管 氏の 書を讀 むに、 詳 なる 哉 其の 之れ を 言 ふ 

くるば ぼ 象ね や』 と。 篇目 次第 最も 整 比すと 爲す。 乃ち 漢の 世に 行 はれし 書、 成 丄&に 至りて は、 


年の 人な り 向. 飮群籍 を 論定して、 古文 大いに 盛な り。 學者疑 信 未だ 明かなら ずと 雖も、 而も 管 

(プ) Ci: 七臣  --3  (i  t«- ぞ  (-さ 

.s^^^ 氏-申. 韓 此れに 由り て 稍ゃ絀 くと。 朱 子 曰 はく、 「管 仲當時 齊國の 政に 任じ、 事 甚だ 

みて 3:士 死な  ひま  2) 

んす」 I 多く， 稍ゃ閒 ある 時 は 又 三 歸の溺 あり、 決して 是れ閒 工夫して 書 を 著 はす 底の 人に あ 

ふ。 年代 はこ  . 

れ J 春秋の らず。 書 を 著 はす 者 は 是れ用 ひられ ざるの 人な り。 其の 書 想 ふに 只 だ是れ 戰國の 時の 

L はで、. -ii! 一  人、 仲が 當 時の 行事 言語の 類を收 拾して 之れ を 著 はすな り」 と。 愚 謂へ らく， 管 仲 は 

の 越 語 下に 范  (一 6  ；: i 

して 一世の雄 才 にして、 九 合の 力 * ー霸の 功、 人の 及ぶべき に 非 ざれ ども * 其の 學は 雜. がべ 

-; 乩 されたり 

穴〕 勢 にして 正しから ず、 其の 器 尤も 小に して 大 ならず、 其の 知 甚だ 陋 にして 明かなら ざる 

： こ 「-人 

UH^^ なり。 故に 其の 書 太 だ 卑し。 管 子の 書 全く 其の 手に 出で ずと 雖も、 其の 言行 必ず 此の 

勿れ」 と 出で、  ぬナ  のっと  CB- 

： 人の 利 災難 如くな らん。 其の 書 功 を 貪り 利を苟 み、 萬 世の 法るべく、 人君の 鑑む ベく、 -犬 下の 則 

の應- 起ら ざ 

^H.^^ とすべき なし。 是れ管 仲 は 功業に 於て は稱 十. べし、 器識に 於て は局陋 たるな り。 

も攻 むる こと 

勿れ I なり。 師曰 はく、 聖 寧に 因ら ざれば、 道德を 知らず、 禮樂を 知らず、 故に 君を輔 けて 功 を 

これ も の 

1^ ば? I ゆ J 建つ る こと、 多く 刑法 を 以てす。 管 仲" 桓 公に 相と して 敵に 勝ち 政を輔 け、 諸 を 九 

れた. 9  (九) 越 王 句 踐の名 相 文 種と 范 翁の 略 二  0)  の 人、 官は 御史大 夫お り、 5*- 楚七國 の亂を 起せし めし 黄に よって 斬らな ニー) 

itj-tsasi 列傳 G 終に 出-つ (一二) 成帝丄 帝 ニニ)  向 歆 父子 (一 四) *不 害、 著に. a. 子 あり (一 五) 韓 韓 ナを あら はす。 後 

出 二八 七ほ參 照 二 六) 朱+ 語類 卷百 二十 七， 戰 の Si 子の 條に 出づ (一七) 異姓の 女 三人 もめと る- oi  、論語 八悄 «| 第-; 十 章に 「皆.. 1* 

に： 歸 あり」 丄孔. 十 これ も せり (一八) 諸侯 も糾 へ：： L  、お 公 1* して 五 の 1 人たら しめし こと 二 九) * 子 も 亦 語 M にかく-: ム へり 

聖舉三 雜子  二八 五 


f1) ヘム 孫 

awsM の 人、 

はじめ IS に e- 

r 後 « に 人 

りて 孝 公に 仕 

r 法 を^め、 

赋 改 制し、 

政に §-る こと 

ト年、 ffift: に 

W ぜられ しが、 

餘 せらる。 自 

ら 制せし 法律 

に. n ら n れ し 

な り 

め 人、 ^«卿に 

從 * し、 秦の 

始. V： に 代へ て 

.^ffi な. 9、 

isais 制 も. y 

め、 »MSH の 合 

も 下す。 後趙 

高 も！ S らんと 

し、 始 .M の 詔 

.V ビ^め- »! 策 

あ. r- ん とし、 

却つ 一. - 高の e 

に は He 市に 

WW せらる 

miss 十八 S 

に出 づ 
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きびし  ( ！ 1 

合し、 盟會 を專ら とし、 名 法 を 正し、 竟に法 を緊く 十る を 以て 要と 爲す。 商^が 毒、 

李斯 が禍、 皆 此の 餘流 なり。 

3) 

師曰 はく、 孔門の 髙 弟子 路* 子 貢、 管 仲が 不仁 を 問 ふ。 孔子^ ふるに、 「其の 仁に 如 

なか 

かんや、 其の 仁に 如かん や。 管仲微 りせば 吾れ 其れ 髮を 被り^ を 左に せん」 とい ふ を 

(5  (W) 

以てす。 先 儒 論じて 曰 はく、 「桓公 は 兄な り、 子糾は 弟な り、 仲 事 ふる 所に 私して 之れ 

を輔 けて 以て 國を爭 ふ は義に 非ざる なり」 と。 愚 謂へ らく， 聖人の 道 は專ら .大 下國家 

を 以て 大任と 爲す。 道 を 行 ふの 本 は 身を修 むる に 在り。 其の 輕重を 謂 ふとき は. 大下國 

家に 在り。 是れ身 を 殺して 仁 を 成すな り。 管 仲が 子糾に 忠なる は 一 人の 勤な り， ；5： 公 

に 功なる は 天下の 重なり。 此の間 管 仲が 輔 くる 所 は 正 不正の 論ずべき なし。 其の 功業 

大 ならず、 民に 被らし むる の 賜 遠から ざれば、 事と する 所の 者 正しう して 一 人の 義是 

%) 

れ全 きも、， 亦 小 信な り小義 なり。 故に 夫子 匹夫匹婦の 諒を爲 す を 以て 之れ を 決 十。 先 

儒の 論 甚だ 煦々 >v 々を 執 ふ。 唯 だ 恨む らく は、 管 子が 功業 尤も 卑しう して. 鰭 樂の興 

るべ く 政令の 度と すべき ものな きこと なり。 

商 .愼* 韓 


r£)  0.^ 

(£〕 核 公と 

-ナ糾 と は 兄弟- 

に して  五に 國 

も fT かんとし 

て ws- ふ。 S- 

仲 はじめ 户糾 

に 仕 ： 一」： »! 公 

i 戰ひ、 抖敗 

■ 死して 粗 公に 

仕へ L なり 

(六) 小；！； S の 

論語 ili 問 

*™ 第 十八 章に 

(七〕 史記商 

«列傳の5^^に 

a へるな り 

(八) 韓 *i 子 

卷，； ハ、 老子の 

說を 解す るの 

解老 の 

.Mat にあ り、 

事例 を 引證し 

て 老子の 意 を 

述べし なり 

(ー〇) 0 

老莊. E. 韓列傳 

の韓 子の 末尾 

に .：ム へり 


師曰 はく- 商 子 ？ 愼子雜 g-韓 子 各. - 刑名 を 好む の學 なり。 秦の孝 公 政 

を 商鞅に 委ね、 遂に 富强を 致す も， 後に 反する を 以て 誅 せらる。 其の 政令 甚だ 刑に 

嚴 なり。 太 史公旣 に 曰 ふ、 「刻薄に して 恩 少し」 と。 申 • 韓 亦 法 を尙び 刑名 を厲 しく 

する の 徒な り。 韓 子が 辨 論十餘 萬 言、 解老. 喩老篇 あり。 故に 太史 公以爲 らく，  r 大 

要 皆 道德の 意に 原づ く」 と。 是れ 等の 書， 刑法 を專ら として 其の 實理を 知らざる な 


師曰 はく、 衰世の 政 は 多く 緩漫に 失す。 其の 間 君 を 輔け世 を 政 する に 志 あるの 士. 

先づ緩 漫を嚴 にし 其の 刑法 を 正す、 故に 戰國 の游士 多く 刑法 を 以て 時 君を輔 く。 是れ 

商 狭. 申. 韓が學 の 一時に 鳴る 所以な り。 縵漫の 民 は 刑法 を 以て 一 に緊 束し 來る、 其 

の 政令 驗 あるが 如し。 時 君 も 亦 此の 說に惑 ふ 所以な り。 然して 其の 學宗 とする 所な く- 

其の 終り 歸 する 所な く、 犬 下の 民 安ん ずべき なくして 喜ばず。 故に 人 恨み 主 怒りて 其 

の說 全から ず。 是れ商 . 申 • 韓の學 只 だ 一 時の 利口に して、 其の 實 邦家 を 覆へ すなり。 

學者 詳に識 得せ ずん ば あるべ からざる なり。 

名家 者 流 

聖學三 雜子  二八 七 


二) ヶの山 

潴縣北 

にあ h-lME 下。 

齊の直 干； 文 # 

の 士を喜 

ぶ。 S 衍 . ほ 

七十 

-パ、 上大 夫と 

なる。 いは ゆ 

る 1 下の * 士 

なり。 

も のぞんで 3S 

* II 下に 集る 

(-;) この 事 

も^£;せする|« 

あり、 尹 文，.！， 

め 人に して" 

ヘム 孫 iro よりも 

後の 時代 とす 

るな h- 

，•) 来の 供 

W の！ K なり。 

邁字は esr 

お * は * の JK 

なり。 S* は 

！ W*  ニニ *• 

せて 七.！"  e;l»、 

w お. ナ * より 

お 《 なり 
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れ： -/.A ん 

師曰 はく、 名家 者 流 あり。 漢の藝 文 志に 曰 ふ、 「蓋し 禮. {R に 出づ、 古 は 名 位 同じから 

ず、 禮も 亦數を 異にす」。 愚 謂へ らく  > 漢 志に いふ 名家 者 流 は 尹 文 子の 類な り。 IJ?.^ 

はおり、 其の 書 大道 を 言 ひ、 叉 名分 を 言 ふ、 多く は 術数の 衆 技の 流に 

-5  二， ご 

して、 老子. 申. 韓を雜 へ、 尤も 聖人の 實を 知らざる なり。 容齋隨 筆に 曰 はく、  r.^ 

文 子の 文 僅に 五 千 言、 議論 亦 純なら ず、 詳に 其の 言 を 味 ふに、 頓る 流れて 兼 に 人 

る」 と。 

墨 家 者 流 

師曰 はく、 墨 家 者 流 あり、 墨 子の 一 書 之れ が 始を爲 す。 IMg はお ST 七？ Tglssls-- 愚 

謂へ らく、 楊 • 墨 は戰國 の邪說 にして、 孟子 之れ を闢 くこと 尤も 明かな り。 皆 是れ： .」 

が 臆說を 以て 道 を 立てて、 天下の 大道 を 知らざる なり。 

先 儒の 曰 はく， 晏子も 亦 墨 家な り、 墨儉を 好み、 晏子 も儉を 以て 世に 名 あり。 其の 

書 皆 墨 子に 出で、 其の 旨 多く 尙 ぶこと 兼 愛に ：！^ じく、 樂を 非り 用 を 節し、 厚く 葬り 久 

しく 喪す る 者 を 非り、 又 孔子 を 非り、 んで鬼 事 を 言 ふ。 g^lg ；!， 劉 向. 飲， 1 

彪* 固 父子より して 皆 之れ を 儒家に 錄 する は、 數チ 之れ 詳 にせざる なり。 


にく 公宗: ^の 主 じに « る 
し、 晏武 7t  e 人 。Pi 的 對 5 

す 子 W. ' たせ 快し の 
m も 後栄？ 5 りし 樂て » 
番 «  'のの rs) 說 '愛子 
の ^多 S 柳 時す e 利 我 、 


(七) 

か， つ" 


縱橫家 者 流 

師曰 はく、 縱橫家 者 あり、 漢 志に 曰 はく、 「蓋し 行人の 宫に 出づ」 と。 鬼 谷 子の 一書 

是れ たり。 g ぽ； む^な。 先 儒 曰 はく、 「其の 書 智謀 • 術數. 變譎. 辭談、 蓋し 

戰 II 諸人の 表に 出づ」 と。 愚 謂へ らく、 其の 書取り 用 ふる 所な し、 尤も 智者の 書に 非 

ず、 戰國 利口の 擧術 なり。 戰國策 も 亦 此れ 縱橫の 流な り。 

雜家者 流 

師曰 はく、 雜家者 流 あり、 漢 志に 曰 はく、 「蓋し 議宫に 出で て 儒 墨 を 兼ね、 名. 法 

を 合するな り。 叉 小 說者流 あり、 蓋し 稗官 II お^ _^んゅ| ？，  g で lisg  ，に 出づ。 雜 

家 は 一 y 子計然 籠き £  •  5^?子春秋，^?^不 • 、置 じ 子 誠 き§?3、なほ . 一お) 華 子 マお" 1. . 

つ さ  (一-一一) 

抱朴子 等な り。 各-皆 一 時の 利口に して、 舉の實 を 得ざる なり。 小說は 列國の 

一書に して、 談林 夜話の 小說、 以て 識る ベく 以て 怪しむ べきの 事 記に して、 要 書と す 


撰. IPK 固の 父 

(七) 賓客 を 

接待し、 列國 

2 使命 を泰 す 

る官 

(<) 今 山 西 

お SS 州府 に！ S 

する 站 なり 

(九) * の 高 

似 孫の Ja 

.(10) 戰 n 

の 十二 國、 周 

の^！-王ょり泰 

の 始皇迄 一一 百 

™; 十五 年間の 

&國遊 士の策 を 記せり， Ss-M, か 内容に よりて かく 命名し、 集成 整现 せる たり 2  3 十五 卷 * 范蟊の 肺計然 、姓 は 辛、 名 は 文 子と"！ s§ との 問き 

番 ないひ、 尙 ほ諸說 あり。 文献 通考經 籍考に St なり (一 二) 實は呂 HHSf の 賓客の 集成す る 所 t いふ、 十二 紀、 八覺、 六 論より 成り、 In に、 道 • 墨 

も 加味した る ものな h-  (ニー 一) 思想 は 老子に 近く、  にも 出 人し、 古今の 治 亂 興亡 等に 及び、 諸人の 論 も 集成 統一した る ものにして 奏 fg*! 作 中の 

俊 なる ものな り (Ira) 孔子と 同時代の 晉の 人と いふ 說 なれ ど *  W の 来 嫌 以後、 後世の 偽書と 見る 者 多し、 內容は 寧ろ 墨 家 も 斥けて *f に 近し 

( 一 五 .>  葛洪、 字 は ffi  , 抱 朴子は その SS なり。 句 の 人、 少 より 儒 • 道* 神仙 を 好み、 動めら れし 仕官 も辭 して S 州に： a き、 羅ゃ 山に 止まりて 丹 

.も！8 る こ i 七 年、 この 書の 外に 神仙 Jt 十 if あり 


架學三 雜子 


二八 九 
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るに 足らず。 此の 外 家 者 流 • 陰陽 • 天文 • 五行 • 刑法の 書、 唯 だ 博識に 在" 


スー) S- 代の 

,ボ« な 1? るな 

(二) 

八 政 は、 

.5- 效 •  SC  • 師、 

師は卽 

も. 5- る 〔：： な b 

^«第 七お 

(£)  行の 

.-As* を す 


三 六 兵家 者 流 

師曰 はく、 漢の藝 文 志に、 兵家 者 流 は 蓋し 古 司 馬の 職より 出で、 王宫の 武備な り。 

(二)  ニー 一) やさ 

洪範の 八 政の 「八に 曰 はく 師」 と。 孔子の 曰 はく、 「画 を爲 むる 者 は 食 を 足し 兵 を 足 

す」 と。 愚 謂へ らく、 文武 は 左右な り、 陰陽な り、 偏 魔すべからず。 其の 書 其の 事 

其の 用、 文事に 對揚 し、 一 舉 して 究 むべ からず。 古今の 書 甚だ 多き も、 错 一 技 に^り 

て 神武の 實を 致さず。 其の 辨論は 兵書に 著 はして、 今 之れ を 貧せ ず。 

三 七 史 類 

總 じて 史を 論ず 

師曰 はく、 古 は IK 子 諸侯 必ず 國史 ありて 以て 言行 を 記す。 後世 務 多くして- 其の 道 

彌>繁 し。 夏 殷已上 は 左 史言を 記し 右史 事 を 記す。 周に は大史 ，小史. 內史. 外史. 

御史 其の 事 を 分ち 掌る。 而 して 諸侯の 國も亦 史官 を 置く。 後 又 合 て 之れ を 撰し， f ぬ 


じて 書紀を 成す。 其の後 陵 夷 義亂し 史宫放 絶す。 秦、 先王の 典 を 減して 遣制存 十るな 

f 五 J 

し。 漢の武 帝の 時に 至り、 始めて 太 史公を 置き、 司 馬談に 命じて 之れ と爲 して 以て 其 

^A^^-^  ,メ に 

む "る  の 職 を 掌ら しむ。 時に 天下の 計 書 皆 先 づ太史 に 上り、 副に. ^〈相に 上り、 遣 文 古事 畢く 

S  $  if ら ざるな し。 談 乃ち 史記を 作る。 凡そ 古の 史は書 を 以て 本と 爲し、 後に 左 氏. 國語 

f 七)  、な 

S  あり、 皆 是れ史 の遣體 なり。 司 馬 氏の 史 記に 到りて は、 上 黄 帝より 炎漢に 迄る まで、 

の I  - と は 

おお!!；^ 諸史の^；！^を合せて以て全史を成す。 後世の 史 類是れ より v:^ 々乎たり。 

師曰 はく、 史官 は 唯 だ 明かに 當 世の 事 を 記す。 君に 臣に 家に 國に犬 下に 隱す 所な し。 

詳に 其の 言行 始終 を 著 はすの 職 なれば なり。 或は 文章 を W てし 或は 簡辭を 以てすれば. 

過不及の 間 或は 繁冗 にして しからず、 或は；？ fl^^ して 明かなら ず。 是れ 史官 事 を敍づ 

< 八) RI るの 弊な り。 後の 史を 記す もの、 多く 作者の 意見 を 以て 評議 增滅 す、 故に 其の 記す 所 

S 禹の父  5 と 

正しから ず。 是れ皆 夫子の 舂 秋に 則る。 彼れ 何ぞ 聖人の 道 を 知らん や。 聖人の 道 を 知 

さ叔第五^^蔡 

，5S の 周 ら ずして は、 其の 褒ぉ 是非 悉く 臆說に 落つ。 是れ後 儒史を 記す の 弊な り。 

公 K も 疑ひ亂  (八)  £ ん 

4 せる 人な 師曰 はく、 東 萊の呂 氏が 曰 はく、 「史官 は 萬 $i 是非の 權衡 なり。 ^も 餘を褒 むる 能 は 

/一一) 直 公  (一 0)  おと  てう-にん  (二) 

二 年に 出： つ ず、 管 . 蔡も周 公 を 股す 能 はず、 趙盾も 素 狐が 書を改 むる 能 はず。 stgJSSSI れ飞 

§m チー 一一 雜子  二 九 一 


め^ 卷 第三 十五 


し 


趙 ほの 首 

r:)  M.f の 

首 

(二) めの s« 

け， 莊公 とそ 

の 外 投 

す、 た^-^し 

て：：： はく 「« 

It 其 c« を试 

す」 と。 53 氏、 

太 5,- を投 す、 

その «„«1ギ- て 

おす、 乂 枝す、 

そ の す、 

SV- 之れ も舍 

,、。 南史氏 こ 

れザ き 竹簡 

りて；，：： く。 

K に *9 せりと 

W きて 郎 +.復 

ると い t~ 

ヨ i_rG 史 

れ にして 外に 

^る =« 

き 文 鲁、 

乂は K 史 をい 

ふ。 ^ 

竹 を 火に あぶ 

h-、 汗 もお さ 

しめて 味 も 

人. 9、 この t 


寸ん  ニー  -ニ： 

« 出奔す。 已 に-」 て趙？ を； ^ し、 盾^に 復 る。 isa-al して 曰 はく、 r 趙盾 其のせ をお す」 と。 H はく r 然ら す」。 對 へて 曰 はく， 

フノ 正 卿 i£; り、 亡げ て 境 もお えす、 復 りて ^を 討ぜ す、 ； 十に して 誰ぞ」 と。 孔 -4':11 はく Tsg. は 古の OS 史 なり、 法备し 

sp; 氏 も 南 史が簡 を 奪 ふ 能 はず。 。公 是公非 は 大下を 舉げて 之れ を 能く 

移す ことなし」 と。 愚 謂へ らく、 古人の 史官 を設 くる は、 是れ 君の 出入 起居 を 戒めて， 

(五) 

世の 公是公 非を隱 さず、 汗 簡に播 して 萬 世の 幾を始 十な り。 實に筆 下の it 官 なり。 故 

に 君の 無道 臣の 犯叛、 皆 史官 を惡 みて、 竟に 史官の 設 止む。 後世の^/をぉすもの何ぞ 

古の 史官に 如かん や。 ^代の 實錄編 年 も 亦 作者の 意に 因りて 正しから ず。 溫 公の 通鑑 

P- ん 

久しう して 書 を 成さず。 或 ひと 言 ふ、 溫公 餐錢を 利す、 故に 遲々 たりと。 況ゃ 後人 多 

く 其の 家譜 を實 にし、 時世の 口占 を 信じて、 以て 編錄 し- 贿に り 好みに 因って^ 益 

し來 る、 古史の 意 を 得べ からざる なり。 

師曰 はく、 史に 正史 あり、 所謂 馬. 班が 史. 漢 及び flil 正統の 史 なり。 編 年 あり、 

是れ 年月に 列ね 紫け、 要 を 擧げ總 を 撮るな り。 乃ち 悅 が漢紀 等是れ なり 。 ま隨 Igli* 

a も W み * 班 E,.fie 書. 文 it にし 一. し IS きを 以て、 Eg 人 ，1 り i 一お 苡 *  .;;^,4JDSrTTT^_J;F..^: ご」、 ひち 

のお 4S にへ S じて、 ヶ； 》。《i- を 作り、！ €紀 二十 篇と 《3 す。^ 2 の _^錢 《;v:r y ^ 目； ip^-a- にし マ ヌ. ち 

古の 春秋 左 氏の 遺體 なり。 起居 注 あり、 人君の 一 百 動 止の 事を錄 す。 隋 の經籍 志に 所 

(一一 11)  -1 -」 

「舂秋 傳に曰 はく、 『君の 擧 必ず 書す』 と。 周 {n 內史は 王の 命 を 掌り、 遂に 其の 副 を 


な 史ば那 勒：： i*:;^ 班:;^ 
'> は 今 を So 害 5 固 6 

卽の以 K  y の の 
ち 二て 史 略史 (ft 司 

そ 十い、 所 記 m 
れ 五へ 支 謂 • 遷 


きしょ b 云 ふ 

(六) 来の 司 

光の *K 冶 通 

Kk 气ム ふ。 二 

百 九十 四 卷、 

.If  ^ 歷代史 の 

1W に ^3 ぐる を 

_g にして 治 道 

に ほし、 君 王 

の 讀 み 易き を 

期した. i« な 

(七) 天子よ 

りお 下に 賜 +*- 

る 賄お 


書して 之れ を藏 む， 是れ 其の 職な り。 漢の武 帝 禁中の 起居 注 あり、 後漢の 明德馬 后、 

明 帝の 起居 注 を 撰す」 とい ひ、 馬 端 臨が 所謂 穆 IK 子 傳. 唐の 高祖 實錄？ ぶ ffivi  • 同 太. 

宗實錄 撰す、 凡そ 帝王の 實錄 詔令 等の 史た り。 (又) 雜史 あり、 雜傳 あり。 馬 端 臨 

曰 はく、 「雜史 雜傳は 皆 野史の 流に して、 正史の 外に 出づる ものな り。 雜史は 博 達の 士 

各.' 聞 見 を 記し、 以て 遣 亡に 備へ、 自ら 一書 を爲 す。 或は 人皇より 起し、 或は 之れ を 

近代に 斷っ」 と。 漢の 初め 戰國策 を 得、 ？ l^fssi、 其の後 陸賈 楚漢 春秋 を 作る、 叉 越 

絶 あるの 類な り。 雜 傳は隋 志に 曰 はく、 「類に 先賢 耆 舊、. 孝 友 忠節、 列藩の 良吏、 高 逸 

の 科錄、 家傳の 文士、 倦靈 高僧 鬼神 列 女の 別 あり。 又霸 史僞史 あり、 帝王 敏を失 ひて 

くんち や, 5 

九州の 君 長 省の 中原に 據る者 甚だ 多くして、 當 時の 臣子も 亦 各-' 記銖 し， 或は 諸蕃の 

士心、 皆是れ なり。 又史 評史抄 あり、 以て 前史 を注釋 し、 辨 疑論析 する • 是れ なり。 史 

(一一) 後 IS の 人、 字 は 仲豫. ffi 帝の S -、 官_秘 窨監待 中たり。 勒な 奉じて  >  を 要約せ しな リ、 高祖より 王 tS に 及ぶ 編年史な り、 後世 大いに 重ん 

ぜらる (一 二) 五十 九卷， 朱 子の 子趙師 淵の 手に 成る ところ 多し。 ？ J 公の 資佑 通^に 據 り" 鋼と 目と を 設け、 綱に は 大綱 4 あ^、 目に 分 註して 

j:E な s にせり。 綱 は 朱 子、 H は趙 なり (一一- -) 春秋 左 氏傳莊 公二 十； 一-年の « に 出づ、 曹制 9 王 を 諫めし 一一 a にして、 この 次に T 書して 法なら す 

ば-後 嗣 何も か 觀ん」 とぁリ 二  £) 名将 a- 接の *、 德- 後宮に たり (一 五) 文獻： 通考 十八の 上 藉 W  二十 二、 史の 起居 注の 條にー K へり。 B 

K."^ は 周の S1 モの 西遊 を せ， oi>*s^ 不 g の， と ste 解題に 載せ， 陏产 i に は， 六卷、 書、 郭瑛 S と あり (一 六) 同前 經籍 二十 二に 出.. つ、 主 

に 臨が 隋 志の 引用 をな せるな り (一七) の 高祖に 仕へ て 武功 あり， 後 をす すめて、 新語 を 著 はす (一八) 越？ 十六 卷子 S 撰と 隋 志！. i 

見 ゆ， 馬 端 臨 して. 于 貢に * す、 «;*K-W とせり 


學ー 一一 雜子 


二 九 一一！ 


(1) 文 i« 通 

十八 上經 s 

十八に 出づ 

(二) "止史* 

古史 • 雑史， 

おお . 起 as 注 - 

«れ • 刑法 • 

の 十： 一； 門 

(：•) この 條 

の 内界 殆ど 賠 

？, いに 出づ、 x 

卞も g ぼ：！ 5 じ ■ 

(ej  # 秋 左 

氏 傅な り 

(五) ん As 

の 撰、 tit 秋 時 

代 C WW の 事 

atw 別に Si 

せし も，：； なり、 

はせ W 左 氏 

の .sft 物 か 

とも す， .s 

に «5£ す、 せ 

一 « 

にあり、 »^ 

の « なり 

(七〕 


「隋 志に 史の類 十三 門 あり、 唐 以後の 
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記の 音義. "索隱 の 如し」 と。 馬 端 臨が 曰 は 

志 は 皆 之れ に 丙る」 と。 

(5  ,  .  -  (WE) (五) (六ー 

師曰 はく、 史記 1^5^ は漢 の太史 公司 馬談 天 下の 書 を 以て 左 氏. 國語 • 世 本 • 戰國 

策. 楚漢卷 秋に 據 りて 一家の 言 を 成せり。 談 卒して 其の 子遷 又大史 令と 爲り、 

<  つ，、  (七)  いた 

§ ひ 命 父の 書を績 ぎて 創めて 義 例を爲 る。 黄 帝に 起り、 武の獲 麟の歲 に 迄る ま 

で、 十二 紀を撰 成して、 以て 帝王 を 序で、 十 表 以て 十 年の 歲月を 貫き、 八 書 以て 政事 

を紀 し、 三十の 世 家 以て 公侯 を 叙し、 七十の 列傳 以て 士庶を 志す。 上下 二 千 sr,.:n 一十 

三年の 書、 凡そ 五十二 萬 六 千 五 百 言と 爲し、 七 年 を 以て 成る。 遷沒 して 後に、 景武 

紀. 禮. 樂. 律 書. 三 王の 世 家、 漢 興りて より 以來 の將 相の 年表、 H 者 1^ 策傳. 靳 

(一 0)  (二)  く はふる 

が列傳 等の 十 篇を缺 く。 元. 成の 間、 祷少孫 追 補し、 及 益に 武 帝の 後事 を 以てする も 

辭 旨淺陋 にして 遷が 書に 及ばず。 

師曰 はく- 馬 遷が史 記 尤も 者讀 むべき 所以な り。 三千 年に 向と する の 事、 此の 一 

史に 在り。 後代の 編年史 類 各-此の 裏より 出来す。 讀者馬 遷が議 する 所を必 とせず， 


帝に 至る まで 

(八) 是 紀， 

武紀 

(九) ^新* 

蒯 成の 略 

(一〇) IS の 

元 帝 • 成 帝の 

頃 

ニー) 親 川 

の 人、 博士と 

なりて 儒に 精 


(一 二) 南北 

朝の 閔喜の 人、 

史 記の S をな 

せり、 史記集 

解と 稱す 

(ニー 一) 文 帝 • 

景帝、 武 帝の 

前に 立ちし 二 

帝な り 

( 一 £) 李陵 

3 奴に 降る を 

武 * 袁 怒す、 

遷、 陵が 忠も. 

Ig: 一 C し、 帝の 

怒に Si れて刑 

せら. ^ レな り 


唯 だ 上古より 漢 におる までの 時勢 地理 人品 政務、 君臣 士庶の 秀才 格言 篤行 を 知りて、. 

之れ を 今 世に 考へ、 之れ を 自家の 身上に 體 して 究理し 來 らば * 乃ち 大いに 日用の 間に 

益 あらん。 馬遷は 夫子の 貴ぶべく 聖學の 重んずべ きを 知る と雖 も、 其の 學博覽 に 在り. 

て篤實 ならず、 其の 識 高遠に して 自ら を 務めず、 故に 其. の 議論す る 所、 褒貶す る 所、 

駁 にして 純なら ず。 

師曰 はく、 班 固 常に 畿る、 「遷 大道 を 論ずる とき は、 黄老を 先にして 六經を 後に し、. 

遊俠を s£. づれば 處士を 退けて 姦雄を 進め、 貨殖 を述 ぶれば 勢 利を崇 びて 貧賤 を羞 とす」 „ 

後世の 遷を 愛め る 者、 多く 此の 論 を 以て 然ら ずと 爲す。 斐駟が 曰 はく、 「遷 特に 當 世の 

失する 所 を 感じ、 身の f はふ 所を愤 りて、 之れ を 書に 寓し、 激 する 所 ありて 此の 言を爲 

ひち ゆつ 

すの み、 其の 心 所謂 誠に 然るに 非ず。 武 帝の 世に 當 りて、 儒 術 を 表 章して 百 家 を罷黜 

す。 宜な るかな、 大治 にして 奢 を 窮め 侈 を 極め、 海內调 弊して、 反って 文. 景 の黃老 

を 51： び、 時の 人 恭儉を 主と し、 夭 下饒 給す るに 若かざる や。 此れ 其の 黄老を 先にして 

すな は 

六經を 後に する 所以な り。 武帝法 を 用 ふること 刻 深な り、 群臣 一言 も 旨に 忤 へば 輙ち 

吏に 下して 誅す、 而 して 刑に 當る者 償 を 以て 免る る こと を 得。 遷が李 陵の 禍に遭 ふや. 

聖學三 雜子  二 九 五 


mis 語類 卷 第一： 一十 五  一一 九 六 

へ ご tew に { ^貧に して 賄の 自ら 噴 ふなく * 交 游も救 ふこと なし、 卒に 腐刑に 陷る。 其の 雄き • 

:e し 

お ./g む 進む る は、 蓋し 遷 時に 朱 家の 倫な く 己れ を禍 より 脫 十る こと 能 はざる を 歎ずるな り 

大{« の 11 なら  そし 

ん  故に 曰 はく、 『士は 貧^に して 命に 委 する を 得』 と。 此れ 豈 人の 所謂 賢 豪の者 を 非るな 

らん や。 其の 貧賤 を 羞づる は、 蓋し 特に 貧の 故 を 以て 自ら 刑戮 を 免る る 能 はざる こと 

r-o 富 * の を 傷むな り。 故に 曰 はく、 『千金の 子 は 市に 死せ ず』 と は、 S 言に 非ざる なり。 故に 其 

子の 1-と1«ぃ  よ 、 

れい^ば 15 の 心 を 察せず して 驟~ 之れ を 裁る は 過な り」 と。 愚 謂へ らく、 班 固 嘗て 遷が 失を議 す。 

1^ こば 死 4 一 *i 程 子 E はく. 「後人、 前人 を議 する こと は 固に 甚だ 易し」 と。 此の  一一 ーー乂 おれり。 班 ra: 遷 

の こと チ. し 

£ ひ S お を畿 りて. H ら聖學 に通ぜ ざる こと を 知らず、 故に 史を 撰ぶ の 徒、 唯 だ寶事 を 以て 之れ 

ゆ  -- めら 

を 記して、 意見 を 以 て 斷裁 を 見 はさず ば 乃ち 可な り。 

師曰 はく， 馬遷 聖人の 大義 を 知らず、 然れ ども 聖 門に 於て 太 だ 功 あり。 夫子の 世 家 

を紀 し、 孟子の 傳を 列ね、 七十 子の 傳を編 次 十。 後來 夫子の 年表、 孟 1： の傳 * 只だ史 

記に 丙 りて 以て 5； 必然たり。 其の 間 論辨は 馼雜す * 唯 だ 其の 事實を 取りて、 之れ を考ふ 

べきな り。  . 

師 E はく、 程 子 曰 ふ， 「紀を 作る が 如き は 尙書を 本と す。 位し 其の 間 書の 意 を曉り 得， 


s) 朱+語 

赝代 1 に 出づ 

(*0 遷の字 

(六) 同前 語 

K に出づ 

(七) 晦鬼 先 

生 朱 文 公文 集 

卷七 十二に 牧 

(八) 蘇 糖の 

こと、 前 出 二 

八- i 照 

C. 九) * の S 

ST  は 漁 仲、 

>  £ の 人、 博 

承に して、 至 

らざ るな し、 

a 年柩 密院編 

saw; となる。 

だ 所に よりて、 

世に夾^？-先生 

tJM し、 d ら 

は：溪巧逸；！^と 

K せ り 

( 一 0) 父 司 

R 談の言 を 引 

いて 史 太史 

ヘム 序 中に 遷 

が Si せる ISS な 

り。 ffi: し晚 文. 

あるな 今 asM 

に 人れ て 補へ， 


*=. や？  (H)  (tfn や- 

ざる あり、  錯 つて 用 却す る處 あり」 と。 米 子 曰 はく 、「司 馬子 長 動もすれば 孔子 を以 

しばら  二  0 

證と爲 す- 知らず、 是れ 見得す る や。 亦且く 此の 如く 說 くや 一と。 又 曰 はく、 「司 馬遷ー 

た  (七) 

才 高く 識も亦 高し。 伹だ 粗率な り」 と。 朱 子が 古史の 餘 論に 曰 はく、 「馬 遷淺陋 にして 

學 ばず、 疎略に して 輕く 信ず」 と。 亦 馬遷が 失に 中れ り。 其の 本末 を 顧みれば 乃ち 大 

いに 相應 せざる 者 あり。 愚 謂へ らく、 馬 遷何ぞ 道 を 知らん、 唯 だ 博 覽多識 にして 論 を 

(八) 

爲す こと 高き に 過ぐ るな り。 後の 史を 作りて 遷を畿 る こと 子 由が 如き も， 亦 大いに 相 

應 せざる 者 ある あり。 是れ 其の 攀の從 つて 入る 所の 者 旣に已 に 未だ 其の 正 を 得ず、 或 

は 老莊浮 屠の 說を 以て 宗 源と 爲し來 るな り。 朱 子 之れ を辨 ずる こと 明白な り。 い 十一？ I 

が 語 好し と 雄 も. X 自ら 病處 あり、 帝王の  . 

道 は 無爲を 以て i- ポ と« すと 云 ふ 類の 如し。  - 

f*3)  しもつ かた 

師曰 はく、 夾> 凌の 鄭 氏が 曰 はく、 「司 馬 氏 父子の 書、 百 代より 而下 史官 をして、 其の 

け ふさ.；. 

法 を 易 ふること 能 はず、 畢者 をして 其の 書を捨 つる こと 能 は ざら しむ。 六 經の後 惟 だ 

二 0 一 

此の 作 あり、 故に 謂 はく  * 『周 公より 五百歲 にして 孔子 あり、 孔子より 五 百 歳に して 

たづ 

(能く 明 世に 糾ぎ、 易傳を 正し、 春秋 を繼 ぎ， 詩 書 禮樂の 際 を 本ぬ る あらんと は  >  先 ：- 

人の 意) 斯に 在る か』 と。 是れ 其の 自ら 待つ 所以の 者 已に淺 からず。 然れ ども 大ぃ！ iL 

要學三 雜子  二 九 七 


山 鹿 語類 卷 第一 一一 十五  一一 九 八 

著述す る 者 は 必ず 博雅に 深く して、 盡く IK 下の 書 を兑、 然して 後に 恨な し。 遷が 時に- 

(1) りて、 一書の 律 初めて 除かる る も、 書 を 得る の路 未だ 廣 からず *  一二 千年に 亙る の *C 

番の蔡 令 €  く  r  きょ： やき 

f 「/ひな"、 籍 にして 七 八 種の 書に K 蹐す。 遷が爲 に 恨むべき 所の 者 は 博 足らざる なり。 凡そ 書 を 

の^ 5 著 はすに、 ^人の 書を雜 ふと 雖も、 必ず， HI ら 一 家の 言 を 成す。 左 氏は楚 人な り、 H ルる 

の *SI  (一一 一) 

^^^^00 所 多くして 而も 其の 書 は皆楚 人の 詞 なり。 公 羊は齊 人な り、 聞く 所 多くして 而も 其の 

I..T  書皆齊 人の 語な り。 今 遷が書 全く 舊文を 用 ひ、 間 俾俗を 以てする は、 良に 採摅 未だ 備 

S) .= ら作 よらず、 笨削遑 あらざる に 由るな り。 故に 曰 はく、 『余敢 へて 先人の 言を墮 さす 乃ち 

SS する  f  一  ff  、3  § 

故事 を 述べ、 其の 傳を 整齊 す、 作る 所に 非ざる なり』 と。」 ？，^ 知 幾 も 亦 其の 多く 舊記 

卞はチ 玄、 特  が，、 

に史ィ あ-,、. を聚 めて、 時に 新 言 を 插むを 幾り、 r 遷が 恨と 爲 すべき 所の もの は雅 足ら さるな り」 と 

S.SII な^ t、  つ * 

愚 謂へ らく， 史書は唯だ明かに其の事を^£づるのみ。 史官 は詳に 時論 を 舉げて 隱さざ 

i ルの 怒に ii れ るな り。 ^が 博 もらず、 雅 足らざる の 論 は、 皆 多識を 欲し 文章 を 善くす るに ra: つて 

* 州に.？ せら  まの あな 

rt?^i^Ga なり。 凡そ 世の 事變、 事の 有無、 人の 列傳、 多く 差違 あり、 親 り 見聞す る 所 も 亦 其 

新：. -代史 をい の ロ說、 しず 多端 あり。 唯 だ 其の 舊 記の 正に 據る とき は、 多識を 以て 十.、 へ からず- 歐陽 

お" れ が 五代 史 蓋し 此れ を 以て 文 を 作る、 ^つて 實を 失ふ處 あり、 何ぞ 文章の 雅を 好まん や „ 


先 儒史を 評する、 皆 己れ が 好む 所に 因ってす、 公論に 非ざる なり。 

(A) 

西 漢書 

師曰 はく  > 西 漢書 は 後漢の 班固孟 堅、 司 馬 遷が史 記を績 いで、 十二 帝 紀。 八 年表， 

十本 志 . 七十 列 俥 を 撰ぶ。 高祖に 起り て 孝 平 • 王 莽が誅 に 終る。 二百 三十 九 年. 凡そ 

つ  一)  (ニー〕  (ニー 一) 

八十 餘萬 言， 永 平に 詔 を 受けて より 建 初 中に 至りて 乃ち 成る。 班 昭が傳 に 曰 はく 、一八 

(一 3  5) ，  つ 

表幷に IK 文 志 未だ 竟へ ずして 卒す。 和 帝昭に 詔して 東觀の 蔵書に 就いて、 踵いで 之れ 

を 成す」。 或は 章 帝の 時と 爲すは 非な り。 唐の 大宗の 子 承 乾、 額師古 をして 衆 說を考 へ 

(ーヨ  1 

て 之れ が 注 を 作らし む。 先 儒 曰 はく、 「班 固 は 浮華の 士 にして 全く 學術 なく、 專ら irs 竊 

を 事と す。 肅宗問 ふに、 禮を 制し 樂を 作す の 事 を 以てし、 固對 ふるに、 在京の 諸儒必 

ず 能く 之れ を 知らん とい ふ を 以てす。 倘し臣 の 隣 も 皆 此の 如きと き は、 則ち 何れ か焉 

れを 取らん こと を 顧問す。 諸 儒 各- 陳 ぶる 所 あるに 及んで、 惟 だ叔孫 通が 十二 篇の儀 

して 

圃の殁 ，£-ュ その 《s なほ 九 年を經 てな り (一 三) 字 は laf.5 斑、 固の 妹に して 曹 SS の 菜な り、 故に 曹 大家と 稱す >  召されて 後宮に 入り、 后妃 公 主の 師と 

な リ>  Xsi-M の 列 女傳を 注せり (Ira)  ra 代 《 帝 永- 兀 EI 年 固 歿す (一 五) 漢 代せ ：： 中の 文庫 (一六) 顏箍、 卞は師 占、 陪末 《 初の 缪者、 唐の 太 

宗 觀中 監弘文 館舉士 たり、 博 a.s™ 致の 名 あり。 漢會評 林 一 百 卷卽ち これな り (一七) 以下 文 獻通考 よりの 引用に して 三 〇 一 H 十 行： H に 至 

る" 先！！ は * の綁 機な り (一八) 後 文に よれば 和 帝の こと 4 稱 せし なるべし (一 九) 薛の 人、 博士 も拜 し、 港嗣 君と 號す。 前漢の ^業に 際し 奏 

の 儀. はも 去って 簡略に し、 朝 儀 を 起せし 人な り 


(八) 义 前！ * 

番 ともい ふ、 

百 「十卷 

(九) M 固、 

卞は孟 ST 明 

帝の S: の 人， 

校 寄郞 よ-, M 

御史に _4.！ り、 

六十 一 にて S 

す。 は 貨 

は EE の 父〉. I の 

志 も 完成せ し 

ものな り 

(10)  0^ 

a 後の 王 孝 平 

帝 及" ひ王莽 の 

篁 位 を 指す 

(一一) 後！ € 

の SST: 代 W 帝 

の 年號- この 

年 號&稱 する 

こ i 十八 年 

二  二)  g 帝 

の 次代、 卽ち 

二 代 章 帝の 年 

ST ビ の年號 
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<■!)  {,1- は 伯 

«r 妹 立ちて 

おとなり， 

權比 なし、 5W 

w:w を «v 'て 

功 ありし も、 

1«? やきて 卻け 

.,3 る 

(二) 後 》 の 

人、 ネは亭 伯、 

W8?5S5; あり、 

S  く 文な 作り， 

w-wi 名な ひ 

i しらす 

(：_•) 莊 子に 

「« 公 ^% 好 

む i 閱き： 人 能 

あら はれし に、 

R 公 K きし を 

れて、 怖 も W 

t に す、 湘 

に似て 能に * 

.0 もの も 好む 

な"」 i いへ 

るよ h.w でて、 

* に似て 4Ji な 

7- もの 4-: ムふ 

fn) まお の 

中の、 «i 

紀 二； 

* 冬 項 S 

本紀， すな 


を竊 み、 以て 白 を 塞ぐ のみ。 肅宗 其の 淺陋を 知る、 故に 資憲に 語りて 曰 はく、 『公、 班 

二 ご  (三) 

さい いん ゆるがせ  i- ふ-!, T 

固 を 愛して « 駟を忽 にす、 此れ 葉 公が 龍 を 好むな り』 と。 闲當 時に 於て は已に 定價ぁ 

り、 此の 如き 人才に して 將に 何ぞ 著述 せんや。 史 記の 一書 功 十 表に 在る こと、 祸ほ衣 

裳の 冠 冕 あり、 木 水の 本源 あるが ごとし。 班 同 旁 行に 通ぜ ず、 却って 古今の 人物 を以 

て强 ひて 等差 を 立つ。 且つ 謂へ らく、 『漢 は堯の 運を紹 ぐ、 (故に) fi: ら 當に堯 を繼 ぐべ 

(En  しる  そし 

し』 とて、 遷が史 記 を 作りて 泰. 項 を 厠 十 こと を 非る。 此れ 無稽の 談 なり。 是れに 由 

つて 漢を斷 じて 書を爲 る、 是れ周 • 秦 相 丙らざる こと を 致し、 古今 間隔 を 成す。 高祖. 

より 武 帝に 至る まで、 凡そ 六 帝の 前 は、 盡く遷 が 書 を 竊んで W て 魁と 爲 さず。 昭 帝よ 

り 平 帝に 至る まで、 凡そ 六 世の 後 は、 賈逵. 劉 飲に 資り、 復た 以て 恥と 爲 さず。 沉ゃ 

< 七】  „  i  . 

<_.. うたい こ  つ，、  とん 

又曹 大家の 終篇 あれば、 則ち 同が 自ら 書 を 爲るは 幾 ど 希に して、 往々 固が 胸中より 出 

づる者 は 古今の 人 表の み。 他の 人に は 此の, なし。 後世の 衆 史書 を修 する もの、 道 旁. 

(八) 

に窒を 築き、 人の 文 を 掠め、 鈴を竊 みて 耳を掩 ふ、 皆 固が 俑を 作れるな り。 遷の 固に 

於け る や、 龍の 猪に 於け るが 如し。 劉 知 幾が 徒、 班 を 尊びて 馬 を 抑 ふ。 且つ 善く 司 馬 

遷 を^ぶ 者 班彪に 如く はなし。 彪、 遷が 書を續 ぎて 曰 ふ、 『武 • 昭 より 後漢に 至る まで. 


< 五〕 六 帝に 

(おする 前半 

B  は！ W 

伯、 g. 帝 • 和 

. 帝の ra、 

ことにす ぐれ 

て 道 用 せらる、 

ゾに氏 傳解話 • 

國！ SS 解詁 等の 

？ IE 名； おし 

(八) 孟 

惠£ 上 «| 第 SI 

亲 に 「仲 尼 曰 

はく、 始めて 

を 作る 者 は 

其れ 後な から 

んか」 と 出づ。 

M は 木 偶、 人 

形な り。 これ 

も 作りし 者 は 

.< ^に 殉死せ し 

.め る こ i も S 

ふるの 基 も 開 

きし を 孔子 惡 

- めるな h-- 

に悪の^^の意 

に 川！！ 

. (九) 武帝 • 

昭帝 

<1〇) 堂に 

久 るの 意 


後人の 己れ を續ぐ こと， 己れ が 遷を續 ぐが 如く.' 旣に 衍文な く、 又絕 緒た く、 世世 相 

承け 一手に 出づ るが 如くせ しめんと 欲す』 と。 善い かな 其の 繼志 や。 (おれ ども) 其の 

書 得て 見るべからず。 見るべき 所の 者 は、 元. 成 二 帝の 贊 のみ。 皆 本紀の 外に 於て^ 

(一 0) 

に 聞け る 所 を 記せり。 深く 太史 公が 奧閫に 入る と 謂 ひつべし。 凡そ 左 氏の 『君子 曰 は 

く』 と ある は、 皆 經の新 意な り、 史 記の 『太 史公曰 はく』 と ある は 皆史の 外事に して > 

褒貶 を爲 さざる なり。 問」 狭^ ある 者 は 精 先生の 徒 之れ を雜 ふるのみ。 且つ 紀傳 の中旣 

に褒 善惡を 載す る は、 此れ 乃ち 諸 生 科 を 決する の 文に して、 3： ぞ 著述に 施さん、 殆 

ど遷. 彪が 意に 非ず。 況ゃ 贊を爲 ると 謂 ひて、 豈褒詞 あらん や。 後の 史家、 或は 之れ 

が 論 を 謂 ひ、 或は 之れ が 序 を 謂 ひ、 或は 之れ が 经を謂 ひ、 或は 之れ が 評 を 謂 ふ は、 皆 

はかり  . 

班 固に 效ふ、 故に 固 を 劇論せ ざる を 得ざる なり」 と。 愚 謂へ らく、 馬史は 古今 を說き 

(ニー 一) 

て 以て 漢を， 諷し、 班 史は漢 一 代を說 きて 古 を 論ず、 各-' 史の 一 體 なり。 廣史專 ら剽竊 

を 事と する の說， 尤も 公論なら ず。 史 は古傳 あるとき は 則ち 之れ に 因 りて 作文 を^ 

せざる は 古来の 儀な り。 夫子 述べ て 作らず、 班史の 古文 を 借る、 何 ぞ剽竊 と 謂 はん 

や。 人 表の 如き は 其の 分數 する 所 少しく 資 るべき 所 あり、 古人 を 以て 之れ を^く、 其 

架學 一一 一 雜子  一一 一 〇 一 


ク' 二 踵：: 

の - 
書; J おじ 
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に』. W し の <f する 所-止しから ざ る も、 其の 大綱に 於て は 思 あり と 謂 ふべ し。 李 方叔が 師友 t ^お 

-  一.? K 

S 記に 曰 はく、 「左 氏傳 春秋 二百 四十 二 年、 其の 書 十九 萬 言に 止まる。 太史 公が 史記は 三 

S 千餘 年、 止 だ 七十 萬 言に して、 班 固が 漢書 は 卜 二 帝の 間 二百 三十 年、 乃ち 一 百 萬 言， 

一.， 一は) 方 ^ リ 良史 にして 善く 事を敍 すと 稱 すと 雖 も- 按 噴の 文， 卑陋の 事に 至る まで、 悉く 皆 之れ 

代 * 州の 人、 

^Mm^ を 載す、 其の 春秋の 旨 を 失する こと 遠し。 春秋 は 蓋し 萬 言の み. 一 と。 愚 謂へ らく. 李 

if^slM 氏の 班史を 論ずる は 太 だ 之れ を 失せり。 左 氏傳は 魯史の 春秋 を傳 するな り。 其の 事 唯 

ぁリ 

だ 公事 を專ら として 私事 を 除き、 他 邦の 說は 悉く 載せず、 ir? の史を 以て 旣に 十九 萬 言 

に滿 つ。 史記 三千 年の 間 を 載す と雖 も、 秦漢 より 以前 は 尤も 詳 ならず、 唯 だ i の 事 

を 委しく す。 故に 其の 年 序 は班史 を出づ ベから ず。 班 史は前 漢に詳 にして， 傳紀を 益 

す。 故に 其の 言繁 塞な り。 夫子の 春秋の 如き は 其の 綱 を 以て 其の 意 を 作す， 豈史 記. 

漢書に 比せん や C 凡そ 戰 國 には史 絕ぇ紀 失せて 全書な く、 治世に は 文筆に 乏しから ず I 

事 を 記す るに 暇 あり。 戰國に は奇功 謀計の 士 多く、 治 國には 文藝危 行の 徒 多し。 是れ 

時勢の 止む こと を S£ ざるたり。 .B^ を 作り 史を讀 む もの， 此の 思な くんば あるべ から ざ 

るな n  0 


はえ: 七つ こ九づ 
す 四 じお の 七 C 
集贞 九卷 引; H 

に 十 用 ま; 511 
出 出 八义照 出 


師曰 はく * 班 史は史 記に 據 りて 以て 之れ を 作る、 其の 文章 其の 評論 少しく 須 らく 史 

記より 優なる もの あるべし。 程 子 曰 はく、 「後人、 前人 を議 する は 固に 甚だ 易し」 と。 

け ふさい (一二  (一一 一) 

師曰 はく * 夾 深の 鄭氏曰 はく、 「杜預 左 氏 を 解し、 顥師古 漢書 を 解す。 忠臣の 名 を 得 

る 所以の 者 は、 其の 之れ を 盡すを 以てな り。 左 氏 未だ 杜氏 を經 ざるの 前 は、 凡そ 幾 {豕 

ぞ。 一 たび 杜氏 を經 るの 後、 後人 一 辭を 措く こと 能 はず.。 漢書 未だ 顏氏 を經 ざる 前、 

凡そ 幾 家ぞ。 一 たび 顔 氏を經 るの 後、 後人 其の 說を易 ふること 能 はず。 縱ひ辭 を 措き 

說を易 ふる 者 ある も、 朝月曉 星の 如く、 其の 明 ある こと 能 はざる なり。 此の 如きの 人- 

まさ  あら  あ キリ 

方に 以て 經を 解すべし。 苟も 文 言 多くして 經旨見 はれず、 文言簡 にして 經旨遣 ありと 

爲し、 我れ 說 きしょり 後、 後人 復た說 く 者 あらん も、 皆 葉釋の 手に 非ず。 傳 注の 學 

惟 だ 此の 二人に 起る。 其れ 殆ど 庶幾い かな。 其の 故 は何ぞ や。 古人の 言明 かにし 難き 

^^-  0  . 所以の 者 は、 書を爲 るの 理意 明かに し 難き に 非ず、 實に 書を爲 るの 事物 明かに し 難き 

蘀〕" る なり。 古人の 文 言明 かにし 難しと 爲 るに 非ず、 實に 古人の 文 言 今に 通せざる 者の 明か 

？ S に 至る 11 の にし 難き こと ありと 爲 すなり。 能く 爾雅 の^る 所 を 明かに するとき は、 以て ま 注の 當 

人の 手に よ 

； n ぱふ に 然るべき 所 を 知るべし。 葡雅の 作る 所 を 明かに せ ざれば、 養 注の 旨歸 を識ら ざるな 

§  ゃ學三 雜子  三 〇 三 


< 1 ) 

典に ある «K 

i 和 氏、 人文 

Ig を. S る もの 

の な h- 

<•;) ： 入 4 は 

かる、 觀棚乂 

は 抽測 する こ 

<••:)  W 上鄭 

氏の 文 

許 林の i ほ 

< さ 卞 はお 

み r  TO^S 人、 

部郞 i な 

h- しも.， L_a に 

?s ひ、 反.！ -碟 

h, て.： K せらる。 

-se- 能文の 士 

たる を 失 はす 

< 六) ？ 1 求の 

C 後？ f 紀 •  V 

^お ゥ？ 

の • « 
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り。 i& いかな 二子の 颇雅に 通ず る こと や。 額 子の 通ず る 所 は 訓詁、 杜氏が 通ず る 所 は 

星 暦. 地理， 其の 額 氏が 訓： tS を理 むる に當 りて や、 古人と 對談 する が 如く、 其の 杜氏 

の 星曆. 地理 を理 むる に當 りて や、 羲. 和の 歩 天 を 知り、 の 水 を 行る が 如し。 然れ 

ども 亦 短き 所 あり。 杜氏 は蟲 魚鳥獸 草木の 名 を識ら ず、 顔 氏 は 犬 文 地理 を識ら ず」 と „ 

愚 謂へ らく、 史を 解す る こと 唯 だ 音釋. 訓： • 物 名. 方 曾に 在り、 史の理 意 は. 止 文に 

在りて 含 奥な し。 含蓄 蘊奥 は 作者の 是非に 在り。 大抵 遷史 • 班 の 類、 那 筒の^ 

奥 あらん や。 杜氏. 顏 氏が 左. 漢に 於け る、 文辭 簡易に して 烦 ならず， 其の 間 杜氏が 

解 叉 及ぶ ベ きものな し。 

後漢窨 

きふ 

師曰 はく、 宋の 范啤後 漢書 を 撰す。 帝紀を 十に し、 列傳を 八十に す。 f ま fglir セ 

お， お な ，^ 先 儒 曰 はく、 「諸. -の 序論 筆勢 放縦に して，. K に. 大 下の 

『九)  おと  ただ 

奇 作、 往々 にして 過秦 論に 減らず。 常に 此れ を W て 班 氏に 擬し、 ^に 之れ を愧ぢ ざる 

のみならず、 其の 自負 此の 如し。 然れ ども 世 多く 啤が 創めて 皇后 紀を爲 り、 及び 風俗 

通の 中の 王 ckr 抱朴 子の 中の 左慈等が説^^ の 事を采 り て 、 之れ を傳に 列ね、 乂  辭兆巧 


にして 史の體 を 失 ふこと を 幾る」 と。 愚 謂へ らく、 東 漢書 は 其の 文 華英、 序論 赞齢を 

作る や 郁々 乎たり。 然れ ども 博識 多 集 を專ら として、 史の體 を 失し、 古事 小說に 類す。 

班史旣 に遷史 より 華 あり、 況ゃ東 漢書より 以後、 多く 博雅 を專ら として 史の實 を 失 ふ。 

三國志 

師曰 はく、 晉の陳 壽三國 志 を 撰す。 llgf い 紀先儒 曰 ふ、 「餽を 以て 紀と爲 し、 漢. 吳 

= a  (1 S 

を稱 して 傳と曰 ふ、 叉漢を 改めて 蜀と曰 ふ、 世-頗る 其の 失を畿 る。 廬 陵の 貢 士蕭常 

が嘖後 漢書の 序に 曰 はく、 『陳壽 身 は蜀の 人たり。 徒 だ 仕へ て けられ、 父 も义諸 


A しなり 

(七) 一名 w、 

後 の 人、 

字 は 秋 孫、 0 

太后の？ S によ 

b て 東 觀 の 諸 

* な 校定す。 

父 5^5 によりて 

雄武 の 名 

お を 作り、 

この 外 iS 名 三 

ト篇 あり 

(八) 前 出水 

心 1» 氏の 説な 

らん、 文獻通 

考 に その 1 部 

も 引用せ h- 

(九) 前 >r 

pi  の 文章の 

1, もと 新 

裳の 一 篇 たり 

しも 文選に 收 

めて、 過 論 

と S? せり、 秦 

が も ，1 口に 過ぎ C 義を 修めざる を 咎めし なり (一 〇) 風俗 通義の 略稱、 後！， の應 の 撰、 王 S は 後 IS の 神 術 も 行 ひし 人な り、 奇怪の 行 もな す 

二 一) 前 出 二八 九 H 參照。 左 慈 は 後漢虚 江の 人、 字 は 元 放、 山 居して 六 甲祌術 も髂- 得すと 云 ひ、 u 操 再三 これ も 殺さん とする も、 或は 壁 中に 消 

え， 或は 群羊 中に、 りて、 得べ から ざり しと 云 ふ。 奇異の 人な り (一 二) 字 は 承祥、 巴- €： 漢 安の 人、 蜀に 仕へ、 亡びて S に 仕へ、 著作 郞と なる。 

七 5 の 外に、 古國ャ 5 . 盆 都 *«J 傅の 撰 あり (一三) 三國の 中魏も 正統と したるな り、 この 問題 毀 眷相 半せ り (Ira) 地方より 政府に 薦められ 

し S 能の 人 (一 五) * の 人、 父の. »朋 、魏も 正統と して、 蜀の卻 けらる i も 病み、 これを改めんt^^^し、 S 成らす して 卒す、 卽 ちその 志 をつ. さ 

て、 害 し、 蜀を 正統と せるな り (一 六) 周 必大、 * 代 ■ ：： ば is の 人、 字 は 子充， 一字 は洪 道、 孝宗， 光宗 • 寧 宗に 仕へ、 直言 多し、 自ら. 平 

S 老斐 と稱 す、 平 ffl« 二百 卷ぁ h- (一七) « も 剃る 刑罰の 名战 二八) 蜀 IT 土 ® 備、 E は 諸 葛 孔^ % いふ (一九) 奥の 孫權 (二 G 祖先の 

•<tef  (ノー〕 切の 順！ It  、中央 太祖、 左に 、右に ®  、卽ち 祭 紀の條 のこと もい へり 


(§ 

こん 


葛 亮が爲 に せ られ、 劉 氏の 君臣に 於て 憾な きこと 能 はざる を 以て 三 國志 を 著 は し て 、 

(一. a 

魏を 以て 帝と 爲し、 漢を 指して 蜀と爲 して、 孫 氏と 倶に 之れ を 主と 謂 ふ、 心を設 くる 

かたよ  か. j| さい  (ニー)  —る 

こと 巳に 隔れ り。 故に 凡そ 當時 高祖 を 給 祭す るより 以下、 昭穆の 制度 皆 略して 書さず、 


*f 學三 雜子 


一二 〇 五 


i: 1« 接す tt 十  >：： 後 i  S 
す >  の 

m 梁 *»  '» 帝 後 CT 
代 の »喬《»  »» 

、 沈一 等の 百 の 
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三 0.1 ハ 


；. . ド. 雷 

g,  ； SSS に 仕 

へ、 その * 望 

.ty 抱け るな is 

して 春秋 

な 著 はす とい 

(二) 瑰 の 蘭 

操、 sgs 劉備 

(三) * 代の 

人、 卞は 表； iT 

srasi その 才 

めて {0 光 

Ig*-,*; に. まる。 

S 統：： 篇を指 

すなる ベ し。 

その他 孟 4- の 

性？ £4 宗 とし 

て 救世 七 《 あ" 


曲 城 C 人、 a. 一 


方に 且つ 米 を 人に 乞うて 佳 傳を爲 らんと 欲すと、 私意 此の 如し。 其の 死して 未だ 幾く 

f  T 1 

しふ さくし 

ならざる に、 習 鑿齒、 漢晉 春秋 を 作る、 漢の 光武に 起り、 晉の悠 帝に 終り、 蜀を 以て 

A-a  〔二) 

正と 爲し、 魏を篡 へりと 爲す。 是れ 蓋し 公論な り。 劉 知 幾が 云 ふ、 曹は 逆にして 劉 は 

しりぞ  0  二) 

順な りと。 本朝の 歐 陽修、 正統 を 論じて 魏を黜 けず。 其の 賓客 章 望 之.' 朝 統論を 著 は 

して 之れ を 非る こと 國史に 見 はる。 近世 張 栻の經 世紀 年 は 直に 先主 を 以て 獻 帝に 上げ 

繼 ぎて 漢と爲 し * 魏. 吳を 下に 附す。 今續後 漢書 旣に 其の 名 を 正 十』 と」。 愚 謂へ らく" 

陳壽 私の 憾を 以て 史筆 を爲 す、 其の 思 ふ 所 太だ陋 し。 陳壽私 を 以てすと も、 亦 天下 豈 

公論な からん や。 唯 だ是れ 等の 史、 事跡 を 見る に 足る のみ。 


師曰 はく、 晉. 宋 以下の 史皆 前代の 舊史に 因る。 隋 書に 至りて は， 席の 魏徴. 長 孫 

(九)  (一 0  一  2-L  Jtfp  -L に 

無：. お 之れ を 撰し， 額師古 • 孔穎達 詔 を 受けて 總修 す。 先 儒 云 はく、 「隋志 は 

れ、 之 無 極めて 倫理 ありて 本末 兼ね 明かな り。 以て 憾 なかるべし。 遷. 固 以來皆 及 

ばざる なり」 と。 五代 史は歐 陽 氏 之れ を 記す、 最も 春秋の 法 を 得たり と爲 す、 然れど 

も 文に 過ぎて 古史の 體に 非ざる なり。 


資 治通鑑 ■ 

師曰 はく- 溫 公の 資 治通鑑 iig^ 上 は 戰國に 起り 下 は 五代に 終る * 凡そ 一千 三百 六十 

二 年。 公 自ら 謂 ふ、 「精力 此の 書に 盡く」 と。 祌宗名 を 資治通 鑑と賜 ひ、 御製の 序を以 

(二)  (ニー)  すな 

て 其の 首に 冠せ しむ。 先隱曰 ふ、 「其の 大抵 を 見る に 俊偉 卓 異の事 を采ら ず、 屈 原が 沙 

(1 一一 一)  二-玉) 一 

し かう  fm)  えう そう  , 

を懷 いて 自沈し、 四 皓が儲 君に 羽翼し * 嚴 光が 足 を 帝の 腹に 加へ、 姚崇が 十 事 を開說 

する の 類の 如き は、 皆 削り 去って 錄 せず。 然して 後に 公の 忠信 餘り ある こと を 知る」 

と。 又 曰 ふ、 「通鑑 は 正史の 外を采 りて. 其の 雜史諸 書 を 用 ふること 凡そ 二百 二十 二 

(一七)  S 

家な り」 と。 (叉 曰 ふ) 「公 嘗て 謂 ふ、 『吾が 此の 書 惟 だ 王 勝 之 嘗て 讀 むこと 一 遍 せり、 

餘人 は數卷 なる 能 はずして、 巳に 倦み 睡る』 と。 公の 此の 書 は 英宗. 祌宗の 二世 を經 

て、 凡そ 十九 年に して 書 成れるな り」 と。 叉 曰 はく 、「此の 書 成る こと 蓋し 人 を 得 たれ 


律 疏義の 著 あ 

り (九) 前 出 一九 三 頁 (一 〇) 文獻 通！！ i? によれば， 鄱^ の 言な り ニー) 文献 通考 によれば、 朱の，？ ヘム 武、 字 は 子 止、 鉅 野の 人 世に 招德先 

生と is す (一二) 戰國楚 の 人、 名 は 平 . 壞 王. 襄 王に 仕へ、 再度 fSg にあ ひて 流され、 石ち 懐きて 汨羅に 投じて 死せ る をい， 1 (ニー 一) 漢の 高祖の 

時、 商 山に SIS れ 居りし 四 人の 白髮の 老人の 意。 卽ち東 園 ヘム . 綺里季 • 夏黃公 • 巧 里 先生な り。 高祖に 召されて 出です 太子 惠 帝の 時いで て 仕  <  しもい 

ふ (一四) SI 子 陵、 後 jf 光武帝の «f 友な b  、光武 卽 位して その 資を 愛で 招け ども 至らす、 帝.， S を訪 ひ、 X 召して 共に 臥す 子 陵 帝の 腹に 足 をば 

せたり とい ふ (一 五) 唐 代；！ f 石の 人、 字 は 元 之、 玄宗に 用 ひられて、 事 を 謀る。 密に十 事 4 奏せり とい ふ、 公 W の 治に *f さる をい ス (一六) 

^通考 によれば 宋の高 W 孫の 緯 略に 云へ るな り (一七) 馬 端 臨の 父娃 の 言な り， i て 文^ 通考に 引用せ り。 公と は？. I 公な り (一八) 王 盆 ま す 

代の 人、 父の 曙- 兄の „«恭 共に * に 名 あり。 铨柔 字 は 勝 之、 カ學 怠らす、 文 を 能くす。 神 宗の時 用 ひられて 應 天府に 知たり。 司 馬 光の 通 11% 謅了せ 

しも 以て 知らる (一九) 司 馬 光の 子、 康、 ネは 公休、 その 友 a ヘム 武に 語りし t いふ 言な り、 文 ^通考 に出づ 


はお 成、 t 初 

より 仕へ 太宗 

に 信任せられ 

て 光 太夫に 

進み、 後 太子 

太師 となる、 

S2:a よく 帝の 

5«: るる 虔 とな 

h- て、 唐貞觀 

の 治 ar 彼れ 

の 力に W ふと 

C ろ 多し 

(八) 字は輔 

sr 害 史に博 

® して 名 あ. 9* 

太宗^！：；觀の治 

に與 りて 太子 

* 師に继 み、 

高 宗の胡 太 尉 

となる" 後； i 

ひられて 流さ 

れて 卒す。 隋 

产 いの 外に、 唐 


^學三 雑 子 


nlc 七 


h-t- はん 

二)  s. 

.w. は P 父、 司 

s 史 編3£ 一とな 

h. 光 i 同じ 

(二. >  w 恕、 

If にして «食 

.* 忘 >J。 司 B5 

光の^ 史に、 

して 加 ： 

I. つす，' 外に 

わ 年 通 B" 

金 等 e« あ 

(：--) 文 S 

*.,*:m に 作り、 

に 作る >  «^祖 

K なり • a 林 

♦  L に まり、 

s  we 項 

let* の 都下 

i も HM せし 

十六の、 
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ばな り。 史記. 前後 漢は 則ち 劉 貢 父、 三國 より 九 朝 を て隋ま では 則ち！^ 道 原、 ^よ 

り 五代に 迄る まで は 則ち 范純甫 なり」 と。 -Ig ば KflKIKS い。 

師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「溫 公の 通鑑 凡そ 智數險 詐に涉 る 底の 事 は、 往々 にして 載せず， 

f 故に) 却って 當時 の 風俗 を： a 得ず。 陣平 が 高祖 に說 いて 楚を 間す るの 事の 如き も 亦、 

上の 一 段 を 載せず。 若かず、 全く 載せ 了って 以て 當 時の 事情 を昆 るべ く、 却って 其の 

下に 於て 論破して 佳なる に は」 と。 愚 謂へ らく、 左 氏 以後、 編 年の 史紀 にして 溫 公の 

通鑑に 及ぶべき ものな し。 溫公 尤も 學に 優れ 識叉 高し、 故に 論辨 他の 及ぶべき 所に あ 

らず、 竟に 一 家の 言 を爲し * 通鑑を 以て 一 生の 工夫と 爲十。 凡 そ 史官 は 公是公 非の 大 

論 を 知りて、 其の 綱 を擧げ 以て 褒貶し 來る とき は、 則ち 損益 增滅 其の 筆 下に 在り。 通 

鑑の 如き は、 其の 綱 條を詳 に 記し、 如し 意見 あらば、 其の 下に 於て 論破 節 裁 十、 是れ 

實紀 なり。 意 iGJ- を 以て 或は 文 を 省き 或は 事 を 除かば、 是れ 古史の 意 を 失するな り。 故 

に溫 公の 通鑑， 後人の 評 あり 來る なり。 朱 子の 陳 平が 論、 四始 が； 許、 年 序の 說， 尤も 

其の 理 あり。 

師曰 はく、 溫 公 孟子 を 取らず、 揚子を 取りて 王伯異 道な しと 謂 ふに 至る。 朱 子 曰 は 


(七) 

項 s と沛 公の く、 「夫れ 王 伯の 伴し からざる こと， 猶ほ赋 砍の美 玉に 於け るが ごとし」 と。 愚 謂へ 

長所と 短所 を 

^^^^M らく、 通 鑑は歷 代の 治亂と 君臣の 功業 を 記す、 是れ 其の 大要な り。 王 伯の 異を詳 にせ- 

す。  ^：治 通 11  しる 

f.  ざれば、 其の 論じ 書す 所竟に 信用す るに 足らず。 王 伯 は 聖學俗 寧， 君子 小人の 差別な 

の 太 祖 一一 一年 冬 

むれ り、 豈 容易に 之れ を 論破 せんや。 

ら^ 然す ベ し  (八) 

(六，) ，揚 雄  師曰 はく、 司 馬 公の 通鑑、 周の 威烈 王に 始まり、 韓. 魏. 趙を 命じて 諸侯と 爲し、 

(七) 玉に lis しも S  なん 

巧つ" 下 五代に 訖る。 劉恕 嘗て 光に 語りて 曰 はく、 「揭ぞ 上古 或は 堯舜に 起さざる や」 と。 光 

0/) 周 i?  二 

卜 二  4.^0 お、  ノ  か  (一 QJ 

？八 sir 答へ て以 へらく、 「事 春秋 を 包ぬ る は 不可な り、 又經績 ぐべ からざる を 以て、 敢 へて 獲. 

ト； Tss.: 麟に 始めず」 と。 恕ぎに 謂 ふ、 r 闕 漏す」 と。 因って 外 紀十卷 を 撰す。 

主の 習； _sl を诚  sa-kia-JT 

ぼ」 て-  一一？ 5^  通鑑 綱目 

各 ~» 立せ し 

を、 おじて 諸 師曰 はく、 朱 子通鑑 綱目 を 撰す、 是れ溫 公の 通鑑に 因る。 司 馬 光に 目 錄擧要 あり、 

侯と なせ し に 

、る j; 其の後 胡 安 國又修 して 擧要 補遺 を爲 る。 朱 子 因って 別に 義例 を爲り 綱目 を 著 はして 自 

れを戰 3^ 代 

<,:-ss とし、 ら 其の 序を爲 る。 大書せ る 者 を 綱と 爲し、 分注せ る 者 を 目と 爲す。 綱 は經の 如く、 目 

光の 大義名分 

論より すれば、 かかる 名分 を 破りし は， 三 { ^にます して、 天子. E ら e を 壊り、 名分 を亂 りしな. 9 といへ h-,  R 治 通 II 周 書 一 に出づ (九) 1? 亡びて 

* 起る 問に 五 朝立ち 五十 年 を 經て宋 の 世と なれり、 この 時 を史に 五代と 稱す (一 〇) 孔子が 春秋の 筆 を 止めし 時 もい ふ (一一) 通 鑑外紀 十卷目 

STrft 卷、 劉 S 病みて 手動 かす、 -.^ 義 仲に 口述して、 威烈土 W 前 包教氏 W 来 を 記せり、 卽ち 前紀 なり、 體裁 • 目 すべて 通 S3 に 准ぜり (一 二) 前 3! 

as. 三 雑 子  三 〇 九 


山 鹿 語類 卷 第三 十五  三 一 〇 

： ■  (二  (二)  はた は  うれ  n 一 ご 

む I  ffl や は傳の 如し。 自序に 云 ふ、 r 晚に 本書の 太だ詳 にして 目錄 太だ簡 なる を 病 ひ、 更に 舉要 

^isr- 通 暦 八い 卷 1^ 光 を 著 はし， 胡 文 定公擧 要 曆補遣 若干 卷を修 成す。 今輙ち 同志と 兩 公の 四 

(一") 文^ 通  いん： わつ  な 

K に は： き 書に 冈 つて^に 義 例を爲 り、 增損讓 括して 以て 此の 篇を就 十。 蓋し 歲を表 はすに 首 年 

一  を 以てし， 年に 因って 以て 統を著 はし， 大書して 以て 提要し • 分注して 以て 備 言す」 

M^»_s  .  M  そな 

1」。 愚 謂へ らく、 朱 子の 綱目 は、 經傳の 意 を 具へ， 條貫 至って 明かな り。 前後の 編 年 

やおす  5 

紀事 は、 此の 書に 及ばず。 朝野 雜 記に、 「昔よりの 注 書、 首尾 多く 相 照さず、 資治 通^ 

00. と 雖も亦 或は 未だ 此の 病 を 免れず。 姑く 一  事 を 以て 之れ を 論ずる に、 漢の景 帝 四 年中 

や， *s 撰。 の 四 年 皆 冬 十月 日食 を 以てす。 今通鑑 並に 夏 秋の 後に 書す、 蓋し 編輯 十る^、 本 志の 

iT か 臨^に 南 

ソ 中より 摘出して、 漢の初 は 十月 を 以て 歲 首と 爲す こと を 思 はず、 故に 誤って 之れ を^ 

i^f おに 係く るの み。 朱 文 公の 綱目 は條貫 至善な り。 唐の 肅宗の 朝に 於て、 直 だ 二 年の 事 

廿ハ こ、 {*:.iu.- 

0^.^^. を I す， 亦 門人の 緩^に 由って、 前後 相 顧み ざれば なり。 又 唐の 武德八 年より 以後 大 

n の淋稱 す，， -  す A  たが 

* めと い. V  ii の季に 至る まで. 甲子 並に 差へ り。 其の 故 を考へ 求む るに、 蓋し 通鑑は 歳の 名を以 

懼-心 W は，  ゆるがせ 

一 i は^ U て 之れ を 書 十。 而 して 文 公の 門人 大抵 多く は 史舉に 忽 にして 熟せず. 故に 此の 誤 あ 

部！ t 郎にャ る、  そし 

^--m り」 ど。 愚 謂へ らく、 年 序 或は 差 ひ、 紀事 或は 脫落 ある もの は、 之れ を 非る に 足らず？ 


« • 春秋 g 等 

の 好 だ 多 

し 

(七) 高祖の 

最初の 年號な 

り。 その 八 年 

は太宗 rt? 觀の 

前 二 年に 當る 

(八) 哀帝 卽 

ち 泉 後の 天子 

の 治世、 e: 年 

にて 終る 

(九) 朱 子 語 

1© 卷百五 論 自 

注 *» に 出.. つ 


(1〇) 同 ii 


正統の 論， 國 家の 大事 は、 年序紀 事の 一 個を脫 する も、 亦史の 大要 を 失するな り。 其 

の 餘の忽 卒は息 ふべ からざる なり。 綱目の 本 志 は、 唯 だ 三 綱の 正、 道學の 明に 在り • 

是れ 其の 極な り。 然れ ども 事毎に 論評す るに 至りて は、 乃ち 聖 寧の 大義 を 知る 者に 非 

ざれば、 究め 盡 すべから ざるな り。 

師曰 はく、 或 ひと 綱目の 主意 を 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 「主 は 正統に 在り」 と。 問 ふ、 

「何 を 以て か 主 正統に 在り や」。 曰 はく、 「三 國は當 に 蜀漢を 以て 正と 爲 すべし、 而し 

て 溫公は 乃ち 云 ふ、 『某 年 某月 諸葛亮 入寇す』 と。 是れ冠 履 倒置す、 何 を 以て か 訓を示 

さん、 此れに 緣 つて 遂に 意 を 起して 書 を 成さん と 欲す。 此の 意 を 推して 修め 正す 處極 

二  S  fc が ひ 

めて 多し」 と。 叉 曰 はく、 「綱目 は正较 なき 處に 於て は、 之れ を 並 書して 相に 主客と せ 

ず， 通 鑑は統 なき 處に 於て、 一箇 を 立てて 主と 爲す を須 ふ。 某叉史 法の 善き もの を參 

(王) 

取す るに、 權臣命 を 擅に する が 如き は、 多く は 某 人 を 以て 某 主 • 某 公と 爲 すと 書す る 

に、 范啼 却って、 曹公 自立して 魏公 と爲 ると 書す。 綱目 も 亦 此の 例 を 用 ふ」 と。 愚 謂 

へらく、 正統 は、 史の 大要、 帝王 受命篡 奪の 繫る 所な り。 綱目の 主意 此に 在り、 是れ 

亂賊を 戒め 纂奪 を懲 すなり。 其の 主意 尤も 得たり。 

聖學三 雜子  三 一 一 


( 1 ) * 代 «f 

B の 人、 ^- は 

xit 夫に も 作 

る、 Jxlii 得と 

も稱 す、 この 

武の sie 引 ffl 

t-w  く  WES じ、 

« ぉ廿 七に あ 

.r じ 則人武 

お 》f を 《 りし 

を-ぶ ふ 

(！ -:) た 《昭 

ヘム 廿五 年れ 下 

S にす、 

は 地 《、 今： a 

ん縣、 

w 八ム、 内 

はお 下 t の 折 

八；； あしく、 外、 

0  •  ftj などと 

の あしく， 

R 年な お 《 に 

邐 り 住みて 遂 

に *- せり。 ほ 

の 高 宗の死 

中宗 立....，、 R 

E の はに 表せ 

もれ， .-4、  £ 
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唐 鑑 

師曰 はく、 唐鑑 は范祖 醇夫 撰す。 酵 夫は溫 公が 通鑑局 編修 官 たる こと 十五 年， 唐 

(二 ) 

史を 分掌し、 其の 自得す る 所 を 以て、 此の 書 を 著 成す.。 武后 朝に 臨む こと 二十 一年な 

.  つ  (=nA ん こう 

る を 取りて、 之れ を 中 宗に繁 ぐ。 其の 言に 曰 はく、 「此れ 春秋の 公 乾 侯に 在る の義 なり、 

(巧)  (五) 

罪 を 君子に 得と 雖も辭 せざる 所 あり」 と。 先 儒 曰 はく 、「此れ を 観れば、 お 夫が 公に 從 

ふこと、 決して^も 同ずる 者に 非ざる を 知る，」 と。 愚 謂へ らく、 客、 伊川に 見 ゆる 者 

あり， 几案の 間 他の 書な く， 惟 だ 印行の 唐鑑 一部 あり。 曰 はく、 「il ごろ 方に 此の 書 を 

(七) 

見る に、 三代 以後 此の 議論な し」 と。 朱 子 曰 はく、 「范が 唐鑑諫 まずん ば あるべ から 

3  まどか 

ず」 と。 又 曰 はく 、「唐 鑑の 第一 段、 臣節 を 守る こと を 論ずる 處圓 ならず、 一書 を 做し 

て 之れ を 補 ふ を 要する も、 曾て 做し 得ず。 范が 此の 文字 草々 の甚 しき、 其の 人、 資質. が 

すべ (九) 

厚に して" 說き 得る こと 都て 此の 如し。 只 だ 是れ疎 多くして 理に 入らず、 Hi 節 を 守る 

處に 終る。 此に 於て 亦須 らく 些の處 置 あるべし。 豈 便ち 此の 如くして 休 了 十べ けんや。 

此の 如く 議論せば、 豈 英雄に 笑 はれ ざらん や」 と。 又 曰 はく、 「唐鑑 は 疎なる 處 あり、 

孫 之 翰が igilgiig 精細に して、 利害 を說き 得る こと 身 親しく 之れ を歷 たるが 如し。 伹 


ヘム IK に 移り 

しと 同 1!；$ に 解 

せしたり 

(四) ヘム 武 

の か， 文 g 

通 考に見 ゆ 

(五) 司 馬 a 

(六) 二 程 語 

35 卷 十七に 出 

づ 

(七) 朱子譜 

類卷百 3 十、 

本朝の 條 にも > 

推 稱の言 あ 

れど、 文字 は 

これと れり 

(八) 文献 通 

の；； Kffl によ 

れば 「朱 子 語 

35 曰」 と あ. 9 

(九) 「如此 

平 正」 と 通考 

にあり 

(一 0)  * 代、 

陽 a" の 人、 孫 

甫、 字 は 之 $s。 

B? 史記 • 文集 

等の 著 あり、 

侍 *3た り 

ニー) 三 0 

七 W 參照 (一 


し理は 唐鑑に 及ばざる のみ」 と。 又 曰 はく、 「唐鑑 多く 說き 得て 散開に して 收殺 するな 

し。 姚崇十 道 使を擇 ぶこと を 論ずる が 如き は、 未だ 人 を 得ざる を 息 ふ、 他 は 自ら 說ぃ 

て 意 を 得たり。 知らず、 范氏 何故に 却って 其の 說を 貶す や， 一。 叉 曰 はく、 「唐 鑑 白馬の 

禍、 歐 公が 論 此に 及ばず」 と。 愚 謂へ らく， 范 氏の 唐鑑 議論 尤も 詳 なり。 唯 だ 其の 說 

大義に 於て せず、 事々 琪細 あり。 是れ 是非 利害の 比較 を 知りて、 本 原の 處を 知らざる 

なり。 武 后の 臨 朝 を 取りて、 之れ を 中 宗に蘩 けて、 春秋の 義を 例と す。 范が 意趣 其の 

ここ  しばら 

大此に 在り。 凡そ 古史 評論 は 之れ を讀 むに 且く寬 に 看よ、 若し 一 々責 むる に 全き を以 

てせば、 後世 復た  一 .G, 入の 言 ふべ きな からん。 中宗の 一 段 も 未だ 大義 を盡 さず。 

師曰 はく、 凡そ 歷 代の 史祭 然として 世に 明かな り。 然れ ども 人 一局 を 擅に して、 代 

一 制 を 成し、 卒に 集めて 一 大成す る 者な し。 司 馬 氏が 通鑑- 獲 麟に權 ぎて 威烈に 起し、 

五代に 迄る まで * 年 を 編し 事を敍 し、 君臣の 禮、 興亡 治亂、 掌 を 指す が 如し。 朱 子 通 一 

鑑を 取り、 著 はして 綱目 を爲 り、 而 して 諸史の 折衷 益-大いに 備 はる。 彼れ 其の 綱 は 

春秋 を祖 とし- 目 は 左 氏を宗 とす。 故に 前史 悉く 此の 二 書に 於て、 正 公 精 核な り。 上 


；) 十 道の 按察使 を 置， 


J なり， 或 人 上 一一 一 la して、 地方 官の煖 i- を 防がん 爲に按 察 使 を 止めん とせし を、 お 姚崇抗 辯して 赏 現せ. 


聖學三 雜子 


三 一 三 


f  ：  )  c 治 通 

(-:) ； 几の 金 

s^. お出 二 

1 六 Hols: 

s)  ss* 

前 出 二 C 八 K 

(五) g 王の 

出奔 後， 他 王 

が 共 S1- て 行 

ひ ！>. 十 EI 年！ I 

も 指す 

(n 正ち、 

長 ST 五 お： 

十 《>  -- € 外、 

六 期 通 M ゅ議 

なほ X** 

し、 .50 は ssffi 

侍 郞に： やる 

(七) -兀 .Kg- 

_w の 人， 秦化 

の 人に して g- 

の 輪 林 il^ と 

なる 

« の 中"： 十パ 

« は ^€歷 お 

にして、 Jn 編 
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に 春秋 • 左 氏 あり、 下に 通鑑 及び 綱目 あり、 史の 首尾 尤も 少しく 全し。 綱目 も 亦通鑑 

の 綱目な り。 司 馬 氏の 功 世に 優る る こと 以て 之れ を 見るべし。 この 二 書 上古 を 措き， 

ここ  (二)  (II 一) 

. 太 代に 止まる。 是を 以て 仁 山の 金 氏、 書に 據 りて 陶. 唐より 以て 威烈の 前に 接する ま 

で を 斷じ、 名 づけて 通鑑 前編と 曰 ふ。 原の 劉 氏、 叉 三 皇本紀 に 起し、 周の 共和に 止 

まる。 名 づけて 通 鑑外紀 し-曰 ふ。 是 れ通鑑 以前の 史 なり。 宋は 則ち 李文簡 ひ： のネ入 は. 

が通鑑 長編、 元は 則ち i 子！ llifwifi が 通 鑑績編 皆 以て 溫 公の 後 を 補 ふ。 明の 商 素 

^1*  Kfe  (10 一 

號? が宋元 綱目 叉 朱 子の 綱目に 因る。 是 れ通鑑 以後の 史 なり。 後世 史を 作る こと 

二 一) なら 

乏しから ず、 然れ ども 上 は 春秋. 左 氏を師 とし， 下 は 司 馬 氏の 通鑑、 紫 陽の 綱目に 憤 

ふ、 是れ史 の 大要 此の間に 在れば なり。 

钢 鑑  ， 

ニニ) 

師曰 はく、 綱 鑑の書 作られて 古今の 史便覽 すべし。 然れ ども 其の 書 作者の 意見に 從 

ひて、 舊史の 事滅益 十る あり、 或は 史斷 を詳 にして 事 類 を 略し、 或は 諸史を 集めて 斷 

裁に 疎な り。 故に 必ず 一 家 を 取りて 衆 史を斷 じ 難し。 其の 間 元 • 明の 作者 は、 多く 辯 

{ニーー)  二 さ 

論 を專ら として- 新 意 を 立つ。 是れ 利口  口 給の 說 なり。 袁了 凡が 曰 はく， 「紫 陽は孔 


二  s 

氏の 素臣 にして、 凍 水 は 朱 氏の 伯兄. 金.劉-李-陳.商§丄議，；|,&|^ 諸 公 は、 又 

馬. 朱 二 氏の 玉 友な り」 と。 又 曰 はく、 「劉 友 益が 書法， 尹 起 莘が發 明、 信なる 哉、 

fe.su り 力 一。 劉 友 Aa, 宋の永 新の 人、 綱 H 書法 五十 卷を著 はし、 尹 I 胃/ちく、  .us-tjlc-fe& 火、 i 

舞子の. R-m なり」 起 莘は宋 の 遂昌の 人、 綱 五十 九 卷も著 はす。 眉 らく  .tt^^^l-y £ 

明が 左傳、 萬 世 史書の 淵源な り。 春秋の 一 書 は、 後史を 以て 之れ を 比すべき なし、 何 

ぞ朱子 を 以て 素臣 と爲ん や。 後世の 史、 唯 だ 其の 書法の 嚴を慣 ふの み。 大義に 於て は 

未だ 通ず ベ か らず、 各-己れ が 意 を 以て 提擧 し來 るな り。 

本朝の 史を 論ず 

(： 九) 

. -、 じ ほんぎ 

師曰 はく， 本朝 歷 代の 史 あり、 舊 事本紀 は、 聖德 太子. 蘇 我 馬子 大臣 之れ を 撰 十。 

(一： S 

古事記 は 大納言 安 萬 侶 之れ を 撰す。 是れ皆 開 闘以來 神代より 推 古 帝に 迄る までにして、 

其の 說 差異 あり。 舍人 親王、 日本 紀 三十 卷を 撰し， 今 此の 史を 以て 宗と爲 す e 其の 文 

易簡 にして 煩し からず、 編年敍 事、 尤も 體 あり。 然して 本朝 は史 編の 詳 なるな く、 唯 

だ紹運 正編 を 存し. 少しく 君臣 世事の 見るべき あり。 續 日本 紀に 至りて は、 史文 尤も 

1 同に 二  SU 明の 袁黃>  字は坤 儀、 嘉 善の 人、 萬 磨の 進士， 兵 部 主事たり、 兩行堂 集の 著 あり ( 一 五) 朱 子の， 切の 號、 崇 安に 在. 

りしと き 紫 陽 書 堂と 榜 せし を 以てな り (二 ハ) 司 馬 光 をい ふ、 その 生地の 名な り (一七〕 宋 末の 人、 國亡. び el 棲し、 門 を 閉ぢて 出です、 三十 年 

も 《; して 通！！ 糊 H* 法 を 著 はす (一八) 字 は 耕 道、 同じく 退いて 仕へ す、 資 治 通 11 綱 明ち 著 はす (一九) 異； し (二 〇) 大胡臣 安 萬 侶 

の f% 、なり つ J 歷 代の 正史 (ニニ) 主として 奈良時代の 政治 記錢 なり。 文武 天皇の 元年より、 桓武 天皇の 延« 十 年 十二月 迄 を 含む， 菅野 眞道. 

等 撰す 


なれ ビ， 哲 は 

全く 朱 子の « 

目の 如しと い 

(九) {* は弘 

載、 太子 少 

とな,...' 

二 〇) ！ 

とい. r  二十 

セ卷， 宋の太 

！ m よ h- 元の 終 

りの 順 帝に 至 

る 年代 を 八.；： む、 

勅 な-.' 

ニー) 朱 子， 

t. 膀 して 紫暖 

書 堂と いひ レ 

よりかく いふ 

(て ご 歷史 

綱 SI 補と 同 じ、 

と •： ム ふ も， 

原木に は 王 世 

真との 共著と 

記せり、 書 

又 網 ^食 s«- と 

も 云 ふ 


聖學三 雜子 


三 一 五 


(1) « 武大 

c! の ssae 十一 

年より jjh 和： 人 

W: の 人 S 十 年 

！-リ に ま，？ も 

SSM な h -。  SK 

ぬ-も す 

(：) む 明： 大 

01 の 御 tr- の 記、 

す 

(：o 文德 «f 

雜 1» 時 

平 J*!^ を^す 
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英爽 にして、 人臣の 傳略處 々に 之れ を 載せ、 專ら 異朝の 史に 準ず。 日本 後 紀." i 一 H 本 

(一一 一) 

後紀 あり、 又實 錄國史 あり。 其の 餘 各- 一家の 私記 あれ ど- 取り 用 ふるに 足らず- 只 

だ 博覽の 一助な り。 本朝 は 太 だ 文書に 乏しく、 又 家 記を祕 す。 故に 古來 の記傳 多く 滅 

却して、 補闕 十べき なし。 且つ 聖學 泯沒 して、 人々 多く 異端 を 信じ、 奇5^^を喜ぶ。 乎 

者 詩文に 富みて， 明 經の實 なく、 史傳皆 其の 綱目 を詳 にせず * 是れ 大義 を 知らず、 

春秋の 說を盡 さざる なり。 况ゃ 史斷. 史論の 見るべき なし、 何ぞ 褒貶 嚴戒 に涉 らん 

や。 

東 鑑 

師曰 はく、 東鑑の 一書， 尤も 古史の 體を存 せり。 其の 文章 は俗陋 にして- 単： 語 誇 

あり。 然れ ども 武將の 言行， 權 臣の諷 ft 事 令、 脫！！ せず して 之れ を備 ふ。 見る 者、 恐 

愤戒愼 せず とい ふこと なし。 唯 だ 正 . 大義 を詳に 究めず、 編 年敍事 極めて 俗陋 なり。 

若し 良史の 筆に W: らば、 乃ち 炳然 たるべし。 武家の 5„< 編， 柬鑑を 以て 最と 十べ し。 

史法を 論ず 

師曰 はく、 凡そ 史に 載す る 所、 惟 だ國の 興亡、 世の 治亂， 帝王 將 相の 賢 否、 一. 1^ 妃世 


子の 錢立、 土地の 分 併、 制度の 沿革、 災祥の 人事に 驗 あると、 夫の 行事の 善くして 法 

と爲 すべく、 惡 しくして 戒と爲 すべき 者と を 以てする とき は、 則ち 之れ を備 はれり と 

するな り。 是れ 史官の 知る 所に して、 後世の 通鑑 . 綱目 . 綱鑑、 皆 之れ に 因る。 

愚 謂へ らく、 史の 載せ 擧 ぐべき 所の ものに、 君 道 あり、 臣道 あり、 民政 あり、 地 制 

あり、 定法 あり、 時勢 あり、 災祥 あり、 器物の 用 あり、 H< ^下の 大義 • 大 用 あり。 所謂 君 

道と は、 君の 賢愚、 身 を 奉じ、 雜親を 親と し、 き.？ 

？ぉ" "賢 を 賢と し、 If 驢 其の 崇敬す る 所 * 其の 好惡 する 所、 是れ なり。 臣 道と は、 忠 

義-勇 功 •  ma 諫. 人品 • 霧賊 II . 廢徒 "る ほ 陵 • 自殺 •• 害に 遇 ひ • 節に 死す . 戰死 • 

宰臣守 令の 酷 順 邪 正、 是れ たり。 民政と は、 撫育-教導 漏：驩ノ 憐民 11 お g?， 

其の 行 歸 |:^:麵， を擧表 十、 是れ なり。 地 制と は、 建國. 建 都 • 田野. 山川. 海 

陸 •  m 澤の 制、 是れ なり。 定法と は、 卽位 • 改元 . 崩 葬 輔.？ J . 朝會 か . 

羊 賜 詩-任官- 赏祿. 賜 姓 字 •  •  £4=,-  «a-3a-s-s  .  Ksay 囚 •  Jss  • . Iffi^fe . 太子-. 召 别 

奢與 殊^,^ 聘* 子孫 * 錄す •  ，.^=« ^將 • 戰 討 • 勝 員. 師名 ^f- 諸 王 -國 除 F4m, 

• 祭祀 i 腕： II-. 行幸 か 諸 ss ；， •  4 校 等な り。 時勢と は- 

時務な り。 災祥と は、 夭 地 人物の 靈妖 なり。 器物の 用と は、 衣服. 家臺. 食 鍾. 文武の 

架學三 雜子  ： 一一 一 七 


f  一 )  {4- 代、 

窗、 宁は M 仲、 

5R せ は そめ W 

なり。 5 却 

4t 郞にま り、 

«Jf を 兼ね。 

fih. この 文 

ilsHlK 法に 

(二 X 二) 共 
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器. 阖 書. 玩 好の 用. 鳥獸. 草木. 魚 ®M の 制な り。 天下の 大義 大 用と は、 正統,？ 

I  . 風俗 i5J:g 嫌： sg. 是れ なり。 史を 作る に、 此の 凡例 を 知ら ざれば、 其の 載す る 所 

铳 なし。 覽る者 摘む 所な く、 記す る者脫 十る 所 あり。 

讀史法 を 論ず 

師曰 はく、 人 皆 是非の 心 あり、 故に 古来の 史斷 • 評 論 一決せ ず。 史を讀 む 者 多く 之 

れに惑 ふ。 詳に 其の 事迹 を稽考 し、 其の 人品 時勢 を 校 量して、 聖人の 大意 を 期し， 而 

る 後に 評斷 初めて 定まるな り。 稽考 未だ 悉 さず、 評論 未だ 定まらざる もの は、 間 己れ 

が 意に 出づ、 信用す るに 足らざる なり。 

師曰 はく、 先 儒 曰 ふ、 r 史を讀 むに は、 先づ 一代 一 君 各-' 統體 ある を 看よ」 と。 胡 致 

堂 曰 はく、  r 史を讀 まんに は、 先 づ統體 を 看、 一 代の 綱紀 • 風俗 • 消長 • 治亂を 合せて. 

之れ を觀 よ。 泰の 暴虐. 漢の 寛大の 如き は、 皆 其の 統體 なり。 復た須 らく 一  君の 統體 

2)  ニニ)  (皆) 

を識 るべ し。 文 帝の 寬. 宣 帝の 厳の 類の 如き は、 統體 蓋し 大綱たり。 一代の 統體寬 に 

在れば、 ー兩君 稍ゃ嚴 なる ありと 雖も、 其の 寛た る を 害せず、 一 君の 統體嚴 に 在れば. 

1 兩 事の 稍 や 寛なる ありと 雖も、 其の 嚴 たる を 害せざる が 如し" 史を讓むは^111ら意を 


以て 之れ を 食して 可な り。 戰國 三分の 時に 至りて は、 旣に IK 下の 統體 あり、 復た 一 國 

の統體 あり、 之れ を觀る こと 亦 前例の 如し。 大要 は先づ 一代の 體を識 つて、 然る 後 

に 其の 中に 就きて、 一 君の 統體を 看、 先づ 天. 下の 統體 を識 つて、 然る 後に 其の 中に 就 

きて * ー國の 統體を 看る とき は、 二者 當に 相關 すべきな り。 旣に統 體を識 らば、 須ら 

く 機 括 を 看るべし。 國の與 る 所以、 衰 ふる 所以、 事の 成る 所以、 敗る る 所以.、 人の 邪 

なる 所以、 正なる 所以、 幾微 萌芽の 時に 於て、 其の 然る 所以 を 察する、 是れを 機 括と 

謂 ふ」 と。 

師曰 はく、 蘇 東坡、 史の歷 代の 世變を 評して 曰 ふ、 r 秦は 暴虐 を 以て 詩 • 書 を 焚きて 

.  たっと 

亡ぶ。 漢 其の 弊に みて， 必ず 寬德 を尙 び、 經 術の 士を崇 ぶ。 故に 儒者 多く， 未だ 聖 

人 を 知らず と雖 も、 然も 學は經 の 師を宗 とし、 義理 を識る こと ある 者 衆し。 故に 王莽 

(5  § が亂 に、 節 を 守る の士 多し" 世祖繼 いで 起り、 經 術を崇 ばざる を 得ず、 名 節の 士を褒 

光武..^^ 秀な 

るべ し  尙す。 故に 東 漢の士 に 名 節 多し。 名 節 を 知りて >  之れ を 節する に禮を 以てする こと 能 

は ざれば、 遂に 苦節に 至る。 苦節の 士は、 死 を視る こと 歸す るが 如き 者 あり。 苦節 旣 

たっと  し. S- 

に 極まる、 故に 晉. 魏の 士變 じて 曠 i? おと 爲り、 浮 虚を尙 んで禮 法 を 亡 ふ。 禮法旣 に 亡 

聖學三 雜子  三 一 九 


二)  ita 五 

胡 十六 《ear 

五 S は 2奴， 

(二) 太宗 の 

«觀、 玄宗 の 

S 元の 治 もい 

ふ 

(：！ 一) 玄宗上 

な h- て、 

もの 映 年， S 

宗の iliffl せる 

李 輔9、 帝の. 

lR8«lg めて、 

上 Is も ％ 武 £ 

に «t> 上皇、 

八， 上ハ仲 面白 

からすな りし 

事 か 

(£〕 如 位の 

K 時 は ^*錄 山 

R の s 中に し 

て、 ぬ 世の 半 

はもの 平 i 七と 

C 中に、 大都 

反せ いふ 

(《0 讓8 

ま Isn 十！ 一一 
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びて 夷狄と 同じ。 故に 五 胡 華を亂 る。 夷狄の 亂已に 1=^ しければ、 必ず 英雄 出で て 之れ 

を 平にす る こと あり。 故に 隋. 唐 天下 を 、泥す。 is は V 下 を 一 にす と 謂 ふべ からず、 第 

だ 能く 驅除 する のみ。 ュ：^ 犬 下 を 有ち て、 貞觀. 開 元の 間の 如き、 治平と 號 すと 雖も、 

然も 亦 夷狄の 風 あり。 三 綱 正しから ず、 父子. 君臣 • 夫婦な し。 其の 原 は太宗 に 始ま 

ニニ) 

る。 故に 其の後 世子 孫 皆 不可な り。 玄 宗の才 をして、 肅宗を 便ち 叛 せしめ、 肅 まの 才 

をして、 永 王瑛を 便ち 反せし む。 君 君たら ず、 E 臣 たらず、 故に 藩鎭 .M せず、 權ほ^ 

(五) 

CSJ 陵 夷して、 五代の 亂 あり。 漢の治 は 唐に 過ぐ。 漢の 大綱 正に 十 世 を 問うて 知るべき 

に 因って、 遂に 此の 數論を 推す」 と。 愚 謂へ らく、 歷代の世變多くは前代の简魔にゅ<^ 

む。 周と 雖も、 二 代に みて 郁々 乎たり。 故に 泰 *漢* 晉. 魏. 隋. *r 皆 沿革 損益 

し- 各-少しく 得る 所 ありて、 其の 短 弊なる 所 を 知らず * 竟に陵 夷し 来る。 唐の 太宗 

は、 中興の 良 君な り。 身 を 修め、 人 を 治め、 1K 下 を 平にす るの 志 尤も -tei: く、 能く， 颯諫 

を 納れ、 賢臣を 擧げ、 聖 經を崇 び、 道學を 重んじ、 其の 言行、 後世 能く 及ぶべき 所に 

非ず。 然れ ども 其の 化教 からず， 其の 俗 正しから ず。 其の 弊 何く にあり や。 先 儒 唯 だ 

もと  あやま 

其の 原 太宗に 始まる を 以てす。 然れ ども 太宗 初に 過る と雖 も、 後 を 悔いて 戒め 守らば、 


おする W 知る 

べきな り.' 周 

は K の？ S に 因 

る， W 盆す る 

所 知るべきな 

り。 其れ 周に 

逮ぐ； If: あらば、 

百世と 雖も知 

るべき なり。」 

をい ふ 

(六) W 殷 


(七) 高 句 魔 

も征 して 敗 第 

せし ことな ど 

も 3ra せる か 


便ち 敦 化して 其の 命 を 新に すべし。 太宗の 知、 前 過 を 知らざる に 非ず、 便ち 唯 だ 其の 

原 は 太宗に 始まる を 以てする も、 亦 一端に して 完 からず。 竊に 案ずる に、 太宗 知に 厚 

うして 實 ならず、 德に 志して 篤から ず、 其の 言行 似て 未だ 是 ならざる なり。 其の 知 は、 

賢才の 學ぶ ベく、 聖 德の據 るべき を 知りて 戒愼 す。 故に 其の 言 ふ 所 其の 納 るる 所 太 だ 

お ほ 

感動すべく、 人の 耳目 を 驚すべし。 然れ ども 皆是れ 知の 過ぎて、 人の 見聞 を盖 ふなり。 

其の 知る 所審 ならず、 其の 學ぶ 所聖 道なら ざる は、 是れ 知の 實 ならざる なり。 諫を納 

(七) 

れ欲を 止めて、 其の 德に 志す は、 以て 見つべし。 然して 良 觀の治 終りに 全から ず、 其 

の 身を修 むる 亦詳 ならず、 是れ 篤から ざるの 弊な り。 能く 實に、 能く 篤ければ、 其の 

化豈淺 薄な らん や。 故に 侍臣の 諫を 奉り 疏を 上る や、 或は 賞 賜 を 厚く し、 或は 褒譽を 

まの. S た 

爲す。 皆 之れ を銜 ひて 以て 仁 言 仁 聞を廣 くし、 親り 成し 難き の 行を爲 し、 以て 譽名を 

盈 たしむ。 是れ 知に 過ぎて 實 ならず、 德に 志して 篤から ざるな り。 大宗の 志 惟れ 篤く. 

其の 知 惟れ 實 ならば、 便ち 侍臣 何ぞ强 諫を銜 ひ、 風俗 何ぞ 夷狄に 至らん や。 故に 人君 

かんぜん 

の 天下に 於け る、 其の 心 を 用 ふること 太宗の 如き も、 亦 間然すべし。 況ゃ 其の 餘、 仁 

言 仁 聞の 求む るな く、 遊樂 を專ら にし， 放逸 を必 とする の 徒 を や。 

聖學三 雑 子  三 二 一 


S 代 ir ナ e  "I: 代 帝 つつ 莊 故 論務孝 人 W1 2 
C な き 布»中 に後 じじぁ衍 と に な に ；^: 、代 
OK きかに し 、 ！）*4諡^好》に'さ • 
宋 t) 、にて て 後 31 五 補す す み す 仕 は？ 9  Jr. 

、 し 治 、お 、周 代代 の'、、 。へ 仲 111 も' 
m 時の $も 五の の 名大 文典 議 iSSfSR の 、 


山 鹿 語類^ 第三 十五  =1 ニニ 

( 一  > 丘 着 山 

師曰 はく、 先 儒、 天下 分 合の 勢 を 論じて 曰 はく、 「周の 衰 ふるや、 分れて 舂秋. 戰國 

と爲 る、 終りて 之れ を收 拾す るに 秦を 以て 十.。 是に 於て か漢 興る。 漢の衰 ふるや、 分 

れて三 國と爲 る。 南北朝 終りて、 之れ を牧 拾す るに 隋を 以てす。 是に 於て か 唐 興る。 

(二)  (10)  か  まさ 

唐衰 へて 五 季紛亂 し、 世宗 其の 間に 於て、 治 を 以て 亂に易 ふ、 氣勢將 に 合せん とする 

(wn  ひら  (五)  二；：) 

なり。 有宋繼 ぎて、 閬 くに 文 を 以てす。 宋衰 へて 女眞 分裂し- 蒙古 其の後に 乘じ、 夷 

(七)  はら  かへ 

を 以て 華を亂 り、 壞亂已 に 極まりぬ。 我が 朝、 亂を撥 ひて 之れ を 正に 反す。 -ぬ. 0  . 

虞の 後より、 帝王の 興 代、 必ず 三者 • 三才の 道な り、 天. 地 • 人の 統を 異にし- 忠 . 

質 • 文の 迭に尙 ぶ 乙と、 之れ を始 にして は、 夏. 商. 周 を 以てし、 之れ に繼 ぐに 漢. 

g きの まり 唐 二 木 を， 以てす。 終りて 復た 始まる。 而 して 我が 朝の 與る や、 商. 周の 夏に、 麼. 宋 

(五) 東北 方  なぞ. 0 

な：：、 の 漢に視 ふか」 と。 愚 謂へ らく、 天下の 分 合 亦 自然の 勢 あり、 久 治の 後 は 必ず 久亂ぁ 

tt^* , 金と 

t  V  0  :.  よよ 

^^^^0 り。 是れ 久しく 治まる とき は、 君臣 奢 を專ら にし、 家 を 世に し祿を 世に し- 人々 治に 

住める ッング  な 

-ス 族な b 狎 れて危 きを 思 はず、 列國皆 久しく 續 いて、 功臣. 知士 なく、 統紀 自ら 亂れ、 禮法自 

(六) A マの i  ん.， 

？^、 1  へ^ ら錢 し、 朝聘. 交 質 竟に罷 み、 人々 亂を 致し 易し。 故に 其の 亂 敷-起り て 久しく.^ ま 

1* を い ti、  0  しの  こ こ 

の-凡に f  す。 凡そ 世 戰亂に 到れば、 乃ち 强は弱 を 陵ぎ、 知者 は 愚將に 勝つ。 此に 於て、 列國 の！ 


へのへ 下 五：;^ 國に 
ニ統 三位 等 5 の附 

' . g をの こお! 


權 いぎ f お, 
左 ： 夭 -：. の 侯 
丘 下最の 


せ 族 もて を 族れ 支 元 指で 
しの 追' 、を 臨 邪が す i 
を fnt ひ 又 H/j おしの 百。 
す 大ぃ稷 、 、5« 配て 中年 gn;i 
る ふ に i$ 元 起せ 05 夾の 胡 

小 侯 復 丄ら室 り し！ ^ら に 族 も 


(八)  £) 

諸侯、 附庸小 國の諸 男. 身 を 修め、 人 を 安んじ、 知 を 逞しう し、 才を 足らして、 互に 

相 侵奪 せんと 欲す。 其の 知 及ばず、 其の 德を 顧みざる の 侯伯 は、 皆幷吞 せらる。 此の 

間 豪傑 英雄の 將士、 世に 乏しから ず、 其の 集めて 大成して 以て 天 4, 叩 を 得る の 徒、 奮然 

として 四海 を 合せ、 名號を 立つ。 大下 一 たび 革 まりて 以て.；： K 久を 致す に 足れり。 或は 

(10) 

二 時の 勇 知に 因り、 或は 時勢の 幸に 因りて、 神器 を 得ば、 便ち 其の 知德 正しから ず、 

其の 敎化行 はれず、 天 下 を 以て 己れ の 身に 奉ず。 人 は 舊を棄 て 新 を 欲する も- 亦 倦み 

て亂 忽ち 起る。 漢. 唐 丄秉. 隋の分 合、 以て 之れ を鑑 むべき なり。 

師曰 はく、 先 儒 古史 を 評して 曰 はく、 「古史 は、 書. 春秋に 如く は莫 し。 孔子 刪修し 

一二)  (m 

S の 春秋 左 氏 て、 篇 寡く 字嚴 なり。 左 氏 之れ に繼 ぎて 辭義 精詳 なり。 遷 • 固 博く 采り、 簡吹省 縮な 

$  一 

一の 一 L^! 藝 り。 以上の 五史 は、 讀む者 曰 を 刻して 了るべし。 其の 册 挟んで 行くべく、 箱に して 徒 

固の (ニー 一) . 

(一一へ ー〕ぶ 出、 すべし。 後の 作者 は、 本、 三 長に 乏し」 と。 魄 S ま 愚 謂へ らく、 

二 九 八 Kii 照  まった  t ミ I  %  EH  r 

古史 は 文 約に して 意完 し、 是れ 字句の 英莘を 事と せず、 實 を專ら にし 言 を簡に すれば 

(一 5 前 出 なり。 唯 だ 綱目の 全篇、 尤も 書法 あり。 尹 起 莘が曰 はく、 「正 例變阅 あり、 .1 列は始 

111 1 五 54 照  ^ 』 と . 

終. 興廢- 災祥 . 沿革 及び 號令 . 征伐 • 殺生 • 除拜の 類、 義 固に兒 るべ し。 其の 變の 

聖學三 雑 子  三 ニー 一一 


山 鹿 語. i 卷 第三 十五  三 二 四 

<1〕 若き は、 善、 法と 爲 すべく、 恶、 戒と爲 すべき 者 * 皆 特筆して 之れ を 書す。 張. R 秦に 

れ ^ぽ 在りて 書して 韓人と 曰 ひ、 陶潛宋 を 去って、 書して 晉士と 曰 ひ. 揚雄漢 に 在りて、 書 

にぬして  (3  一  五) 

S 伐 V？ して 莽大 夫と 曰 ひ、 リ；：ーぃ 一 統の. £に 在りて、 以て 分注して 其の； ゃを紀 し， 武氏 號を尤 

ソ： I  た  二へ)  あら 

、』』、£ 宅に 改 むる も、 而も 止 だ 中宗の 嗣聖に 書す るの 類、 是れ皆 文を變 じて 意 を a はす 者な 

Ass に 仕へ- 

« に.， 一」、 り」 と。  -, 

？ き"、 eK、  大 一統 • 正統 を 論ず 

師曰 はく、 史に大 一 統 • 正統 あり。 大 下！^ 一  して 諸侯 朝聘獄 訟皆歸 し， 四海 其の 號 

帝と^？す 湘  < 七)  (，o 

g^lT に：^ 令を受 く、 是れ 大ー稅 なり。 春秋、 王 を 正 の 上に 加 ふ。 公 羊 以て 大 一統と 爲 すなり。 

？ njlll  iSir 政 様 gvsp. はま； け、 周窒衰 へたり し- 雖も、 天命 未だ 改まらず、 普-太 率土 

音- 110 稱せ し 

，ま、 一草 一お 皆 周な り。 故に 春秋 は 王窒を 尊んで 王を繁 くるな り。 正統 は、 大ー 銃の 末-:: 

へ、. ふと 雖も 世を繼 ぎ名號 あるな り。 其の 間 土地 分裂し、 或は 夷狄 少しく 犯し， 或は 世 系 

新 を 建て L に  を か  (； 0) 

i りかくい へ なくして、 國 を^し 號を 立て、 或は 女主 垂雕 の權 を專ら にす る は、 皆 正統なら ず。 朱 

^  ^  5  )  y5  ひつ さ  (二)  0  二) 

ic^.ws" 子の 網目の 主意 は、 一 に 正統に 在り。 故に 綱目の 統を挈 ぐる 者 は蜀. 晋に 在りて、 統 

(五) iSS の 則  (i)  f  en  .  ,  .  c  . 

K 武" の禱制 を 抑 ふる 者 は、 秦の 昭襄、 の武 氏な り。 已 むこと を 得ざる に 至り、 始皇 のョ六 年 を 


も大 《5 上よ 

b-ns こ、 中 iij 

の 治 とみて 

その の 年 

:ig 下に かける 

をい. i 

(六) 中宗の 

時の 年號 

f 七) 例へば 

几 年 を、 

「元年 春 王 正 

n -」 i いふが 

如く？ i せるな 

(八) 公： Sfit 

に 「王 正：： T 也、 

何 fC 乎 王 正： 5-, 

大 1 統也」 と 

冒 ^に 記せる 

な い ヌ 

(九) 後 JS の 

何 休、 その 著 

春秋 公 卞解詁 

の 中に いへ る 

ならん 

(一 〇) 女 小 

にして 政治 を 

とる こと (一一) 

承く ると 見た るな 


以て 始めて 周に 繼ぎ、 漢は高 帝の 五 年に 始まりて * お を 降す に 始まらず。 晉は sK を 干 

ぐるに 始まりて、 泰始に 始まらず、 唐 は 群 盜旣に 夷ら ぐの 後に 始まりて、 武徳の 元 を 

/だ  のつ と 

降せ しに 始まらず、 又 春秋の 大 一統に 法る 所以な り。 凡そ 正統 は、 皆 天命 人心の 公に 

出で、 私 を 以て 統を 立つべからず、 天 順 ひ 人應じ 以て！. 此ー あり。 然れば 則ち 五 帝 三 HI 

の 後、 皆 正統の 變 なり。 然 らば 乃ち 五三の 後， 竟に 正統な きか。 縱ひ 夷狄の 人り 犯す 

も、 亦 人 應じ天 順へば、 則ち 天下一と 爲る。 是れ大 一統に して、 世 系 を相續 して、 以 

せんこ- - 

て 正統たり。 天 下 一 日 も 君な くんば 非ざる なり。 正統の 君衰 へ、 ^國の 諸侯 太 だ强き 

せんせ つ c<v  うば 

も、 亦 正 銃 を 論ずる とき は、 必ず^ 竊を 外き て、 此の 統を^ はしめ ざる、 是れ 春秋の 

(5 

大義に して、 統の 在る 所 は、 割據の 地、 强 梁の 力、 ^偽の 名 を 以てする も、 之れ を改 

むる を 得ず。 是れ 君臣の 綱常な り。 若し 分裂 割據 して、 親と 謂 ふべき ものなければ、 

乃ち 祸ほ 綱目の 五代に 於け るが ご ときな り。 5Sf 飾， 


劉 氏な 正統と して、 一一 ー國の 中の 蜀を 正統の 天子と 見る ことなり (ニー) 魏 主，^ 位せる &: 炎 立って 蕾 を 起す， 蜀！ € の 正統な 

(一 三) 秦の昭 王、 周の 報 王 を 亡ぼし、 周の 有 地 三十 六邑を 併せて 八 百 六十 餘 年の 周 S: 絕ゅ、 後一 一一 十五 年に して、 始 皇帝に- 

5 り、 秦を 正統と して 記せる をい ふ (一 11) 則： 大武 后、 前節の 終に 出. つ (一 五) 項 あが 壞 下に 敗れし 五 年 を 以て IS の 高祖の 初 政と 兄て、 その 五 

年 以前、 秦王. 十 嬰の 降りし 時 も 以てせざる の 意な， 9  (一六) 武帝 a ら 帝と 稱し 泰始の 年號を 立てし より 後 十六 年 太 成 元年に 王 降り、 初めて 天下 

一統す、 この 年より 彗の 世と 見るな り (一七) 6? の 高祖の 年 |g  (一八〕 正 もさす (一九」 通 n 綱 = は 正統に は 年 號な附 し、 正統に あら. さ； 

*- の は 年 なく  に 干支に て 示せる 年の 下に 割 註に て 記す 


犁學 一一 一 雜子 
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師曰 はく > 本朝 天下の 正統 は、 開 開より 今日に 至る まで、 一 日の 褒 十るな し。 其の 

大義中|^-も亦企て望むべ からず。 寧 校の^ 久しく 絕ぇ， 敎 化の 戒論 未だ 全から ずして， 

しば ノ  - 

人々 猜ほ 綱常 を^し、 亂臣贼 子の 數> 起る ことなし。 是れ 武臣 權を 握り 威 を專ら にす 

る も、 亦 正統 を 立てて 命 を 犬 子に 育 け- ^位 を 王朝に 拜 する の餘治 なり。 其の 風俗 自 

然に敦 化して、 父子 君臣の 倫 正し， 是れ 本朝の 大義な り。 

史 舉は挤 致た る を 論ず 

師曰 はく、 史を讀 み 事 を 評し， 以て 身づ から 其の 時に 虚して、 其の 事に 遇 ふこと を 

期す、 是れ 格物致知の 要な り。 鶴 林の 羅氏曰 はく、 「昔 溫公^ 治 通鑑を 作る、 治 道に 補. 

ありと 謂 ふべ し。 識る 者尙ほ 其の 一 生の 精力 を托げ 費せ しこと を 惜しむ」 と。 5?^ 謂へ 

らく * 舉 者の 要と する 所 は、 身 を 修め 人 を 治む るの 問に 在り。 擧んで 以て 此に 至ら ざ- 

れば、  則ち 記 謡 詩 章の 徒な り。 溫 公の 通鑑を 撰ぶ * 古今 を 採り 斷 論し 來る、 其の 志す 

所 太 だ a 用の 事物に 厚し。 夫子の 舂秋を 作る、 -大 子の 事と 爲す、 是れ 聖人の 志  一 H も 

夭 下 を 忘れ ざれば なり。 後世の 學者 世事に 於て 一 も 通ず るな く、 治國平 天下の 用 更に 

知らず、 唯 だ 高 尙を談 じて 心理 を玩 び， 口 を 利し 世を树 ひ、 以て 民 を ひ 人 を 成 6 はす. 


へへ へへ まへ ホ银へ 

九 八 七ブ； お 五 手. 望 【 円 

世 に 百 
1¥^1\:杜李の朱出13朱 
»:庭南1^!年のづ十子 


尤も 聖 門の 舉 にあらず。 故に 其の 一 生の 精力 を枉げ 費す こと を 惜しむ の說 あり。 只 だ 

恨む らく は、 溫公 大義に 通ぜ ず、 聖舉に 精し からず、 故に 其の 書 博識 細 評の 助 ありて， 

公大の 至論な きこと を。 

三 <  詩 を 論ず 

師曰 はく、 詩 は、 志の 之く 所な り。 內に志 あるとき は 言 必ず 動く、 是れ 詩の 由って 

おも ひ 

起る 所な り。 古の 詩 は， 徒らに ェ 拙の 撰な く、 只 だ 其の 趣向の 邪 正を視 る、 是れ思 邪 

かう か  もと 

S  it 共 なきの 謂な り。 詩 社中の 人 言 ふ、 詩 は皆廣 歌に 原づ くと。 今 唯 だ 其の 源流 を 論じて、 

にうた. 1 軟 

其の 實は 泯絕 して 跡な し。 

師曰 はく、 詩 を 作る こと を學ぶ は、 亦小擧 の 一 なり。 旣に 韻字 制 法 を 知らば * 思 情 

を 費さず、 意思 を 平易に して- 數> 吟；^ し來 る、 是れ 古詩の 體 なり。 工夫 を 費し、 好 

つ ひえ  (En 

^ き 詩 を 欲すれば、 詩擧 弊と 爲る。 朱 子 曰 はく、 「近世の 諸 公、 詩 を 作って 工夫 を 費し、 

f  もと  (五)  ベ 

何の 用 を か 要む る。 元祐の 時、 限りなく 事の 理會す 合き あり。 諸 公 却って 盡日 唱和す 

堅  (六) (七)  (ro 

坂 るの み」 と。 愚 謂へ らく、 唐の 李. 杜、 宋の黄 ニ穌、 各 》■ 世に 鳴る に 詩 を 以てし. 其 

聖學三 雜子  三 二 七 


(一) 故事 出 

典のお- 

(二)  S 德秀， 

来 代の 沛 城め 

人、 {,!.は《-： 几、 

お、 0* 知 政事 

に*^り、 文忠 

« 山 先 か-と 稱 

1。 大ゅ衍 義* 

S  • 文章 正 

あり 

(2  s^. 

中の，、 卽 ち 

の砍、 頌、 

德な する 

欲ない ふ 

(EJ お 《の 

中の wifflis 

m をい ふ。 用 

Jm は 文 土の 妃 

の 淑德 な述ぶ 

るに 始 まり、 

南 はお ヘムの 

S の 善 佑 45 

たへ ども、 共 

に 人の こと 


山 鹿 語類 卷$ お 三十 五 .  三 二八 

の學 皆遊談 酒色の 門と 爲る。 學者 戒めざる ベ けんや。 

師曰 はく、 詩に、 用^. 屬對. 比 事. 遗辭 あり。 是れ詩 は： i 聲の 和に して、 其の 

辭 婉 にして 章 あり。 尤も 已 むこと を 得ず して、 協 韻 合 律の 事 あり。 古人の 詩歌. 樂府 

皆然 り。 其の 間 H 拙 ある も 亦 自然な り。 詩 を 言 ひて 用 韻 華詞を 事と せざる も， 亦 古詩 

の體 ならず、 其の 格 律 字句の ng ある、 是れ皆 後世の 校 様な り。 

師曰 はく、 好き 詩 は、 其の 辭 平易に して、 力 を 費さず、 其の 語意 深長に して 成す。 

「しが 博識に 任せ、 多 聞に 自負して、 奇字出 處を用 ひ、 讀者 をして 苦しまし む、 尤も：^ 

き 詩なら ず。 其の 志 或は；^ 諫を し >  或は 事義を 論評し， 或は 其の 好 風流、 其の (ま 節 

を 謂 ひ、 或は 自警し、 或は 世事に 涉る、 皆 好 詩趣な り。 此の 如きと き は、 ，In 然の 風雅 

あり、 溫 * 敦厚の 氣充 ちて、 聞く 者 をして 感動 興起せ しむ。 西 山の 眞氏曰 はく、 「古 は 

雅頌を 間 燕に 陳べ、 二 南 は 之れ を 房中に 用 ふ、 邪 僻 を ぎて 中正 を 養 ふ 所以な り。 衞 

の武公 抑の 戒を 作りて W て e ら警 しめ、 卒に 時の 賢 相と 爲る。 楚の靈 王の 無道 を 以て、 

二： 、 、 

1 たび 祈招愔 情の 語 を 聞き • 德 然として 之れ が爲に 寧から ず。 詩の 人 を 感ぜし むる こ 


r_?0  と 此の 如し， 


祈お 愔は、 周の 《.ェ 

ヘム が 作る W なり" 


師曰 はく、 經書 を專ら とせず、 義理き 講ぜず して、 詩 を m たび、 多く 作りて 其の ェな 

らん を 欲する は、 是れ陷 溺の甚 しきな り。 李. 杜. 黄. 蘇の 如く 作り 得る も、 亦稱す 

(八) 

ベから ず。 朱 子 曰 はく 、「今の 人、 義理 を 講じ 去らず、 只 だ 詩文 を學び 去る、 巳に 第二 

かうて い  か 

義に 落つ。 況ゃ叉 好 底 を學び 去らず、 却って 只 だ學び 去って、 那の不 好 底 を 做す を や P 

詩 を 作る に 六 朝 glffig:- を學 ばず、 又 李. 杜を擧 ばず、 只 だ 那の嶢 崎 底 を舉ぶ は、 

今 便ち 寧び 得て 十分に 好し といへ ども、 後 把り て 甚麼の 用 を か 作す」 と。 

師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 「11^ 學 ぶべき や 否や」 と。 程 子 曰 はく、  r 旣に舉 びて 時須 ら- 

く 是れ功 を 用 ふべ  し，  方に 詩人の 格に 合 はん。 旣に功 を 用 ひて は、 甚だ 事 を 妨げん。 

古人の 詩に 云 ふ、 『五箇の 字を吟 成して， 用て 一 生の 心 を 破る』 と。 又 謂 ふ、 『惜しむ 

べし 一生の 心、 用て 五 字の 上に 在る こと を』 と。 此の 言 甚だ 當れ り。 某 素より 詩 を 作 

らず、 亦是れ 禁止して 作らざる に は 非ず、 但だ 此の 閑 言語 を爲す こと を 欲せず」 と。 


へ， I の條 

に s, つ、 衞武 

ヘム 齢 九十 五に 

してな ほ IS に 

せしめ、 

ぉ戒を 作りて 

ら しむと- 

£ ルは i» 經の大 

雅 抑の *! をい 

ふ も 抑の 篇の 

S? 一  章 は、 「抑 

々咸儘、 維德 

之 隅、 人 亦 有 

®. 庶人之 愚、 

亦 職 維疾、 Sa 

人 之 愚、 亦 維 

斯戾」 と、 ほ 

ら戒 むるな. 9 

(，： ハ) §^ 

公 十二 年の 終 

に ST つ。 se は 

「祈 招 之 惜愔、 

^.i 式 如 

レ S 式如レ 金、 

形-ほ 之 h-r-m 

無， お 胞之心 一」 又 盧疎齋 が 文章 宗旨に 云 ふ、 「大凡 詩 を 作る に は、 須 らく 三百 篇と離 驟とを 用 ふべ し。 

とい 二な り，" 

この 後に、 孔子の？ an を 引きて 「：： 楚の 王 若し 能く 是の 如くな りせば、 豈 それ 乾谿に 辱められん や」 t あ b -。 乾 谿は王 S 猪の 地な り" この 祈 招の 

SS は、 今の 詩經に 逸せり i いふ (七) 周の 卿士、 祭 公 は父蔡 ヘムに も 作れり (八) 朱 f ナ 語類 卷百 四十 論文 下に 出，. つ (九) この 問答、 二 es? 錄卷 

十一， 伊川の 3? 錄 中に 出， つ (一 〇) 元 代 尿 州の 人、 盧擎、 字 は n 道、 « 齋は その 找、 仕へ て 翰林 擧士 たり。 元 初の 詩人と して 名 あり。 «齋 集 あ hv 

2  C お， -の屈 原が 作りし K 々國の 韻文、 之賦 にして、 楚辭の 起源 をな せる もの  - 


聖學三 雜子 


三 二 九 


山 鹿 語類 卷 第三 十五  三 三 〇 

言、 世 敎に關 せず、 義 * 比舆 を^せ ざる は、 詩 も 亦 徒 作な り」 と。 愚 謂へ らく， 人の 

文 を 祭ぶ、 日用^^倫の間に切にして、 專ら格 致の 功を詳 にす。 是れ 聖人の 敎 なり。 然 

れ ども 亦 人に は閣靜 . 燕 居 . 優悠 . 自得の 時 あり、 君臣 . 父子 . 兄弟. 夫 . 朋友 • 

同 游の席 あり、 未だ 嘗て 禮を 以て 之れ を 正し、 樂を 以て 之れ を 和せ ずん ば あらず。 故， 

に 詩 を 作って 懷を 適り、 之れ が 風景 を稱し *  M 諫比 與を爲 して 其の 情を發 する、 是れ 

古人の 詩な り。 世敎を 事と し， 比 興を必 とすれば、 乃ち 其の 一一 iC 辭迫 切に して 從容 たら 

二  > 

yJJJ^fs ず、 其の 意思 唯 だ 利口に 在り。 花 を 兌、 月に 吟じ、 沂に 浴し >  lr% に 風す る も、 亦 今 

r に い？" 曰の 事な り。 專ら世 敎を談 じ、 比 興を必 とする を 以てして、 其の 餘を閑 言語と 爲す も， 

し L 引けり。  ゆたか 

お 1 の名ノ 亦 君子の 心 澗く體 ^ならず。 語 默動靜 皆 道の 寓 十る 所に して、 若し 一 简の 別法 を 立て 

ゆ ば、 乃ち 日用と 涉 交せざる なり。 

る小^^き所に 

^ を^る こと  師曰 はく、 詩 を 作る こと、 必ず 五經. 四書の 文字 を 事と し * 道德 仁義の 說を言 ふこ 

と、 亦 詩の 一 病な り。 用 ふべき の 字句 は、 乃ち 用ひ來 りて 力 を 費 さ ざれ、 唯 だ  一 2 に 

たかき  (二) 

(.」 I. 經 書に 因って 言 を 立つ る は、 是れ 詩の 髙に 過ぐ るな り。 象 山 • 陽明并 に宋. 明の 儒士、 

甚だ 詩 を 以て 道學の 自得 を述 ぶる は、 亦 多く 詩の 實を 知らざる なり。 


師曰 はく、 臨 川の 吳氏曰 はく、 詩の 變ー なら *ro 虞廷の 歌は邈 なれば 論ぜず.^ 余 三. 

(En  (五)  f 六、 

百 五 篇を觀 るに、 南 は 自ら 南、 雅は 自ら 雅、 頌は 自ら 頌、 變風は 自ら 變風 なり、 以て 

(七)  (八) おこ 

變雅に 至りても 亦然 り。 各-同じ からざる なり。 詩 亡びて 楚騒 作り、 騒 亡びて 漢の五 

おこ  いた  (九) (一 S 

言 作る。 魏* 晉に訖 りて. 顏. 謝より 以下、 五 言 を 曰 ふと 雖も、 魏. 晉の體 已に變 ず， 

(一 一) 

ここ  ？ i とん  ちんす こう 

變 じて 陳- 隋 に 極まる。 漢の五 言是に 至って 幾 ど 亡ぶ。 廣の陳 子昂顏 • 謝より 以下 を 

is 尖- (梁) 唐  ニニ 一 (ーコ 一) 

變 じて、 上 は晉. 魏. 漢を復 し、 沈. 宋が體 を 別に 出 十。 gi^^f. 李. 杜 之れ に 繼ぎ、 

子 3 卯に 因って 變ず。 韓. 柳 は 水 手 • 社に 因って 叉變 ず。 變ぜる 中に 古體 あり、 近體 あり。 

體の 中に 五 言 あり、 七 言 あり、 雜言 あり。 詩の 體ー ならず、 人の 才も亦 一 ならず、 

つ さ 

各-' 其の 體を 以てし、 各 > 其の 才を 以てし. 各 >  一家の 言 を 成す。 宋 氏に は 王. 蘇. 

黄 三 家 各. -杜が 一 體を 得たり。 

三 九 文 を 論ず 

師曰 はく、 文 は、 言辭の 書に 著 はるるな り。 聖賢の 言は已 むこと を 得ず して 發 す、. 

£ 北朝 時代の 〈木の 意なる も、 南 胡 梁の 人に して， 字 は 休 文、 宋書の 撰者な り、 その S 年 は 梁の 武 帝天監 十二 年な り， 音 SB に 
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f!) 

J& 下 wss  二  « 
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a» を 兄て、 

これ を 人事に 
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つじ 辭を轚 

け て. J-I:w もト 

すなな り、 同 

前 《 1 « 及び 

上 w€ はじめ 

數《 にわた b- 

て ST つ 

中の SSH とな 

る 我に して、 

上ド * 傅 . 上 

下 SSf 傅 . ヒド 

(G  .St 

速ね て ts;wi 

すなこと、 I 一 

こに て は M 辭 

の さか 

(五； i_d 

S ヘム 篇 Kf  二十 

§ 巧- £ 

レ is j  Mat W 


m 鹿 語類 卷 第一 一一 十五  一一！ 一 ニニ 

m  (二) か 

既に 其の 言 あるとき は、 其の 意思 悉く. 说す。 卦畫は 伏羲の 文な り。 其の 辭を くる は， 

文 王 • 周 公の 文な り。 十 翼 は 孔子の 文たり。 日月 星お 雨雲. 縣は 天の 文な り， 山川 野 

^^險肌は地の文なり、 詞華 言葉 以て 其の 情 を 通ず る もの は 人の 文な り。 故に 古人の 文 

皆 自然の 體 なり。 

師曰 はく， 文， 法律 を 論じ. 屬對 を專ら とする こと、 皆 後世に 出づ。 今の 文 を 作る 

や. 出處 を- ri:: し. 奇句を 用 ひ、 文字 は 放曠不 鶴に して、 誠に 愛すべく、 讀み 来れば 乃 

(五) 

ち 快活な り。 然れ ども- 文 質に 過ぎて 眞を 離れ 正 を 害す。 孔子の 所謂 一 百 を 巧に するな 

「さ 

り。 和^の 尹 氏 曰 はく、 「程 先生に 聞く に 云 ふ、 『聖人の 文章 は 六經に 載せたり、 左 丘 

明傳を 作りて より、 文章 始めて 壞れ、 文、 質に 勝てり』 と」。 愚 謂へ らく、 文辭 必ず 卑 

陋を 以てすべ からず、 唯 だ 文章 を 弄する ことの 失 は 過」 貰に 在り。 凡そ 內に誠 あれば、 

乃ち 外 其の 容貌 辭氣 に發 す。 一花 一葉の 微 にも， 其の 草木の 全 體旣に 具 はる、 沉ゃ文 

辭は皆 S より 出 づるを や。 其の 文章 を 看れば， 其の 人物 祭然 たり-。 時に 其の 文章 を-: i: 

ぶと き は、 一世の 盛衰 も 亦焉れ に屬す 。故に 內に委 麼繁英 あれば， 乃ち 言に 華 あり， 

内 に 奇險ぁ れば、 乃ち 言 に 奇險ぁ り 。 豈谨ま ざるべ けんや。 


師曰 はく、 文辭 は、 平易に して 簡略なる を尙 ぶ。 故に 文 を 作る に 綱目 を考 へて、 我 

れ 其の 要領 條目を 統べ、 文理 ありて 亂れ ず、 之れ を 結ぶ こと 乃ち 易簡 にして * 其の 論 

(七) 

說 する 所婉章 あり、 是れ 聖賢の 文な り。 夫子の 曰 はく、 「辭は 達する のみ」 と。 

師曰 はく、 先 儒專ら 文章 を 先にす るの 弊 を 論ず。 周 子の 通 書に 曰 はく、 「文 は 道 を 載 

(九)  もち 

する 所以な り、 輪轅 飾られて 人庸 ひざる は、 徒 飾な り * 況ゃ虚 車 を や。 文 辭は藝 なり * 

道 德は實 なり。 其の 實を 篤く して 藝 ある 者 之れ を 書す、 美なる とき は 愛し、 愛する と 

きは傳 はる。 賢者 は 以て 舉んで 之れ に 至る こと を 得、 是れを 敎と爲 す。 故に 曰 はく、 

首 の 文た-き は、 行 くこと 遠からずと。 道 德を務 むる こと を 知らず して 第 だ 文辭を 以て 

二 0)  いや 

能と 爲す者 は、 藝 のみ」 と。 叉 曰 はく、 一 彼の 文辭 のみ を 以てする 者は陋 し」 と。 或 ひと 

問 ふ、 「文 を 作る は 道に 害 あり や 否や」。 程 子 曰 はく、 「害 あり。 凡そ 文を爲 るに 意を專 

ら にせざる とき はェ あらず、 若し 意 を 専らに すれば、 志此に 局る、 叉 安ん ぞ 能く 天地 

(ニー)  もて あそ 

と 其の 大を 同じう せんや。 書に 曰 はく、 『物 を 玩んで 志 を 喪 ふ』 と。 文 を 爲るも 亦 物 を 

二三)  クナ レバ 二  B)  ノ  二 シヌ  レバ (115 一一  テ ス -I  "ッテ 

s-si  玩ぶ なり。 呂與叔 詩 あり、 云 はく、 『學如 一一 元 凱 一方 成 1 癖、 文 似 二相 如 一 始類レ 俳、 獨立 一一 

(一 5 育の 

杜預、 前 出 二 七 照 (一 五) Is- 馬 相 如， 前 漢の武 帝の 頃の 人な り。 帝に 命ぜ-つれて 音樂に 合せて 歌 ふ 所謂 樂府體 の 詩 賦に長 じ， 奪 • 想 につ.！ レ 

モの詩 a の 展ん -W て 一世に 名 あ h- 


ljr5: 章 「巧 

-; .S 合 色、 » 矣 

仁」 の！ S 

(六) 尹捧、 

0M. 前 出 四 

wis- 

(七) is 

g 公篇第 四 十 

章 T+ 曰、 辭 

達 矣」 

(八) 文辭第 

二十 八に 出づ 

(九) 興 車の 

輪と 

二  0) 通 書， 

解 第一 一； 十 er に 

出づ 

二  一)  二 程 

語 卷十 一 、 

伊川 語 錄に出 

づ 

〈一二) 周 書、 

la™^  r 玩 

- 人喪レ 德>  玩 

レ 物喪レ 志」 に 

出づ 

二三) 伊川 

の 弟子、 呂大 

臨， 前 出 ei 一一 一 


楚學三 雜子 


(一) isra の 


(二)  row 時 

代の 楚の 人に 

して、 ：！lsiK 

K の 弟ナ、 師 

の はに 九 辨 も 

作り、 なほ 他 

の赋も 亦 名高 

(二)  i£ 北 s、 

囊樣の 人、 宇 

は- ナ？ r 又チ 

_ei« す-梁 

へ 文 *t を て 

名 あり 

(E)  8. 

tt-s 
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孔門 一 無-! 一  事； 只 轍, -ー額 氏 得 二心 齋 I』 と。 此の 詩 甚だ 好し。 古の 學者 は、 惟 だ 務めて 情 

性 を 養 ひて、 其の 他 は 則ち 學 ばず- 今の 文 を爲る 者、 專ら 章句 を 務めて、 人の 耳目 を 

悅ば しむ。 旣に 務めて 人を悅 ばし むる は、 俳優に 非ず して 何ぞ」 と。 朱チ曰 はく、 「孟 

1: 氏沒 して 聖學傳 を 失 十。 天下の 士、 本 を 背いて 末に 趨り、 道 を 知り 德を 養うて、 以 

て 其の 內を充 たさん こと を 求めず、 汲々 乎と して 徒らに 文章 を 以て 事業と 爲寸」 と。 

愚 謂へ らく、 先 儒の 論 尤も 的當 す。 然れ ども 必ず 文を排 十れば、 情 を- >E し辭を 託する 

の 由な し。 人々 聖賢に 非 ざれば、 筆 を 落し 詞を 吐く こと 古文の 如くなる ベから ず、 故 

に 文章 も 亦 小學の 一 なり。 學者 平生の 文簡 書札、 皆是れ 文章な り。 何 ぞ唯だ 題. 策. 

賦.銘 を 事と せんや。 文 は 浮華 を 以て 陋と爲 十。 先 儒、 宋玉 . 相 如. 褒. 揚 雄の 徒 

の 浮華に 過ぐ る を 以て、 實の言 ふべき ものな しと 爲す、 以て 鑑みるべし。 

師曰 はく、 聖 門の 學は只 だ 日用 事物の 間に 在り、 其の 文章 も 亦 iSs 裏に 在り。 若し：：！ 

用挤 致の 功を詳 にせず して、 一生の 精力 を 將て意 を 文章に 專ら にし、 歸敍 轉換- 其の 

ェ巧を 極めて、 以て 世に 矜り 時に 鳴る、 其の 志 趣 尤も 汗と すべし。 故に. V 章の 老師 も 

亦邪說 異端の 爲に蔽 塞 せらる るの 類、 唐 宋の間 乏しから ず、 世に 韓. 柳. 歐. 蘇を稱 


.  つ ひ  つ ひ 

して 四 家と 爲す。 各-精神 を 弊 やし、 歳月 を麼 やすこと、 又 前世 諸人の 爲す 所より 甚 

しきもの あり。 其の 文章に 於け る、 殆ど 自由 あり、 然れ ども 其の 舉根 なく 實 なくして 

百 Jli^^ 恃 むに 足らず。 朱 子 曰 はく、 r 歐陽 公の 如き は、 初 間 本論 を 做る、 其の 說已に 自ら 大^ 

文 上に 出， つ、  > . (七) 

文字 此 (か 異な 拙 了な り。 然れ ども 猶ほ 是れ 一片の 好 文章、 頭 尾 あり。 他れ 封建. 井田と 冠婚. 喪 

おに？ 祭 田 • 燕 饗の禮 と を 欲する に 過ぎず、 民 をして 朝タ 事に * おに 從 つて、 t^ii も H 夫 

は 八 家 文に 出 > bp - 1  , 

づ  の佛 氏に 0 き 去らる る ことな からしめ ぱ、 自然に 變ず べしと。 其の 計 拙し と 謂 ふべ 

(七) 以下の  ヘス 

お 張！ し。 然れ ども 翁 ほ 正當の 議論な り。 晚 年に 到り 得て、 自ら f ハ 一 居士が 傳を i る、 其の 

り  fi 

(A) 欺 修 得る 所 を 空しく、 如何 ぞ却 つて 只だ說 く、 書 一 千卷 • 集古錄 一 千卷 • 琴一張. 酒 一 

き ら六 -I と號  とも 

く 壺*棊 一局 あり、 一老 人と 與に 六と 爲 すと。 更に 說話を 成さず、 分明に 是れ 自ら ^謎 

、 失 子 Ida 

想に I のお を！ S るるな り。 東坡が 如き は、 一生 天下の 書 を 讀み盡 し * 無限の 道理 を說 き、 晚 年に 

に 作り、  (き  つ，， 

得" M れい Ms  ^り 得て、 海 を 過ぎて、 昌 化峻靈 王の 廟の碑 を 做る。 引く ところ、 『唐の 肅 i 示の 時、 一 

つ J^a^KfJ  恍惚と して 天に 升り て 上帝に 見 ゆ、 寶玉 十三 枚 を 以て、 之れ に 賜うて 曰 はく- 中國 

と講 ませたり、 だ 、ざ- 

,j べきに 似 大灾 あらんに は 此れ を 以て 鎭 めよ、 今 此の 山 此の 如し、 意 ふに 其れ 必ず 寶 あらんと』。 

東 f 江の 地 更に 議論 を 成さず、 喪心の 人の 說 話に 似たり。 其の 他人の 無知なる は、 此の 如きの 說 

聖學 一一 一 雑 子  三 三 五 


(一) i.f は德 

施， 武 * の 長 

子、 聰 g 知、 

元服の J« 政な 

愛. 近お よ h- 

尺に , は ざ る 

な L、 ： 一； 十一 

にして、 g 明 

太子の まま， 

郎 位に S らャ 

して ufw す、 

gins  <c あり 

今傳は 

らすと 、、ュ 

(二) お 文 合 

*. 六十 《、 

» 人の 工作 あ 

b て、 註 ほせ 

る » 世に 行 は 

れ、 わが 奈 0! 

平 * の 二 胡 こ 

とに 愛 *5 せら 

る。 .e- にも 文 

a 六お 注 行 は 

る 

(マー) K 州の 

\. せ は：. 5« 

Jsl!;w に. せる、 

*0-« なりし 

小 やぬ に ほ 

せり 

S  ，通に 
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なんち 

もお ほ 妨げず。 傰 平日 自ら 視て 如何と か爲 す、 道理 を 說き盡 して 却って 這般の 話を說 

き 出す、 是れ 怪しむべき や 否や」 と。 愚 謂へ らく、 文章 を爲す こと 韓 • 柳 • 歐。 蘇が 

如き も、 亦 實學を 知らず。 然 らば 乃ち 平生の 精力 盡し 得て 皆無 用の 赞言 なり。 其の 實 

聖擧に 篤く して、 其の 言 自ら 卑しから ざる は、 是れ 文の 本な り。 

師曰 はく、 文章の 變、 古今 太 だ 多し。 六 經の文 は、 其の 言 正しくして 平易な り。 お. 

官 述作の 人 唯だ當 時の 言 を 以て、 當 時の 實を 記す。 戰國に 及びて、 文旣に 質に 過ぐ。 

然れ ども 列國往 來應對 の辭、 猶ほ 深淳溫 厚の ごとし。 妻 *漢 に 至って 策 論 あり、 に 拙 

の 異なる ありて、 以て 文章 を 弄す。 唐に 至って、 文章 を 以て 大家 を 立つ るより、 古作 

** ろ 

遂に！^ ぶ。 古人の 文章 は、 道 德の餘 光に して、 道德を 論ずる が爲に 此の 文 を 以てす。 

後人の 文章に 於け る や， 文に 鳴らん が爲に 其の 道 を 一 百 ふ。 其の 志 趣の 變 此の 如し。 梁 

の i^) 統 がお 選 . i う が „5) 粹 一" 鼓 •  ぎがお 苑英華 . 肌 謙が お鑑 . 眞德秀 がお 

章 正 {!. 小、 凡そ 文集の 世に， 行 はるる もの 甚だ 多し。 然れ ども 皆 治 道に 補な し， 何ぞ 後學 

に 益 あらん や。 

f 凡 一  i じめ 

師曰 はく、 韓 文の 水 ゃ漢が 序の 頭 一句に 曰 はく、 「文 は 貫 道の 器な り」 と。 朱チ曰 はく. 


「這の 文 皆是れ 道の 中より 流出す、 豈文 反って 能く 道を茛 くの 理 あらん。 文 は是れ 文， 

道 は是れ 道、 文 は 只 だ 飯 を 喫する の 時、 下 飯の 如きの み。 若し 文 を 以て 道 を 霞 かば、 

却って 是れ本 を 把って 末と 爲し、 末 を 以て 本と 爲す * 可な らん や」 と。 愚」 ずるに、 

あや. 5 

李漢 * 文 を 以て^ 道の 器と 爲寸、 尤も 其の^ 大 たり。 朱 子 文 を 以て 道 を 載す るの 器と 

爲す も、 亦 正しから ず。 文 は 唯 だ 人の 意志 を 載す るの 器な り。 聖人の 意志 を 載 すれば. 

道 乃ち 祭然 たり。 古今の 事物 遣 跡 を 載 すれば、 * 物 遺跡 凝然 たり。 何ぞ 必ず 文 は 道 を 

載 十る に 限らん や。 古今の 舉者、 文を爲 りて 以て 道を談 ずと 爲す。 然れ ども、 其の 首 

針 唯 だ 己れ が 意志の みに して、 道 を 知ら ざろ の實 明白な り。 東 波が 言に 曰 ふ、 i, 吾が 所 

謂 文 は 必ず 道と 倶に すると き は、 是れ文 を 以て 道 の 極と 爲す た り 。 凡そ 文書 は. 言語 の 

遺跡， 言語 は 意思の 迹 なり。 故に 文書 を 見て 以て 其の 人の 實を 知るべし" 誠の 搶 ふべ 

からざる こと 此の 如し」 と。  . 


« 文 稱し， 

ほ 人の JfS 文 を、 

文苑 英 華より， 

更 に？ せる 

ものな り 

§ ネは^ 

sr 南^ 末よ 

り宋 初の 人に 

して、 太宗に 

仕へ て 相と な 

も， 文 正と 諡 

す、 文集 五十 

卷 あり 

(六) 一 干卷， 

勒を泰 じて 揖 

ばる。 文 に 

英、 百 華の 精 

を 集む るの 意 

i いふ、 太 (ポ 

の 吟 に 成る、 

せ 末よ る a 迄 

の 集成に して、 

文選に 次ぐ、 

後人の^^訂に 

より、 贵« な 

る審の^53文4 

gfi せり (七) 正しく は宋文 gl、 一  百せ 十卷  >, 初め 聖宋文 海と いひ 、更に 皇胡文 sit 云 ひ， 三度 改名して 文 si!t す。 詩文 集と いへ ども、 頃る 賽 

義 にして、 奏 a 等 政治の 大 節に 係る お 多く、 朱 子等 も 之れ を推稱 せりと (八) 二十 卷、 ー卷、 集 二十 卷、 正編 は辭 命. 議^ 事た SK、 

S5 は 載 論 *敍 事の 各 _s に 分ち， 古文 中の 现を 云へ る 4 主として a り、 之れ に 自ら 注 を 施 し、 他の 詩 W 集 i 撰 異なり、 偏した る Si ありと いふ つな) 

00 ^ S. 李 jS は韓文 公の-女 瞎に當 る。 字 は 南紀， 愈に 事へ て 古？ 《寧び， 性情 又 愈に 似たり、 文宗， 宣宗に 仕 ふ。 朱 子 語類 卷ー百 三十 九 論文 上 

tfs く  ( j  00  S 典 同前 (一 こ 副食物 


^樂三 雜子 
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師曰 はく、 古今 文章の 優劣、 先 儒の 雅 博なる、 旣 に論說 す、 今 之れ を賛 十べ からず。 

愚 按ずる に、 文章の 優劣 は 決し 難し。 便ち 莱人は 優れ 某 人 は 劣る と說 けど も、 ^未だ 

必ずしも 信じ 得 及ばず、 須 らく 是れ 自ら 看 得すべし。 世の 文章 議論 は、 皆 ロ給辨 佞に 

して、 悉く 大義 を 知らず。 大義 通ぜ ざれば- 餘 流の 波満辨 論し 得る も. 亦與し 難し。 

唯 だ 這の 一事の 辨は 這の 一事より 優る とい ふ 底の み。 

(1) ^^？ 師曰 はく、 文人の 中、 韓子 . 歐子 • 蘇 子 尤も 聖 門に 志 あり。 然れ ども 韓 子が 原 道 . 

に 素八 ま  *  ..k 

^0^^ 原 性の 如き は、 略 ぼ 似て 實は是 ならず。 故に 晚 いて 怫 者の 爲に轉 動す、 是れ眞 に 未だ 

(-ー) rssi 必ずしも： a 得て 到らざる なり。 程 子 曰 はく、  r 韓愈も 亦 近世 豪傑の 士 なり、 原 道の 中の 

ss^t* 1 に 出 "つ 

言語の 如き は、 病 ありと 雖も、 然も 孟子より して 後、 能く 許 多の 大 見識 を將て 尋ね 求 

eg  と むる 者、 辙に 此の 人を兒 る。 斷 じて 『孟子 は _ ^乎と して 醇 なり』 と 曰 ひ、 乂 『^と 楊 

と は 擇んで 精し からず、 語って 詳 ならず』 と 曰 ふが 如きに 至って は、 t 右し 是れ 他れ 見 

得する にあら ずん ば、 豈千餘 年の 後便ち 能く 斷じ 得る こと、 此の 如く 分明な らん や」 

と。 子 曰 はく、 一  古より 人の 說き 得て 端 M なる ある こと： やなり、 惟 だ 退 之の！ 5§ 道 虎 幾 

W せれ 十六に 

つ  はく は 之れ に 近し」 と。 愚 謂へ らく、 原 道の ー篇 lin ひ 得て 好し で 然れ ども、 聖人の ゆ 


(五) 同前 ノ 

但し 二 句 別 A 

の 所に 見 ゆ 


(.； ハ) 蘇東坡 

も 指す 


(七) 王 安 石 


(八) 戰 SI の 

！ S 横： が蘇奏 i 

お 儀 を 指す i 


路を 知らず、 其の 原頭 を 知らず して、 始終 大いに 明かなら ず。 其の 著途辨 論 は、 文 入 

の 得る 所な り。 释 子の 舉醇 ならず、 竟に佛 者に 陷る も亦宜 ならず や。 

師曰 はく、 歐 陽子 は韓 愈. 孟子 を 推して、 以て 孔子 を 尊び、 且つ 曰 ふ 、「聖人の 入に 

敎 ふる、 性 は 先と する 所に 非ず」 と。 其の 言 辭略ぼ 似て、 其の 實只だ 文人 を 以て. H 负 

fa)  K ん 

するな り。 朱 子 曰 はく、 「晚年 は 筆力 衰ふ、 六 一 居士が 傳は、 意 凡に 文弱し」 と。 

師曰 はく、 東坡は 博識， 議論 尤も 詳 なり、 文章 亦 一世に 奇 なり。 只 だ 大義に 通ぜ ず， 

竟に 老釋を 以て 轉 動し 來る。 先 儒 具に 之れ を 評す。 蘇. 程が 學， 二 家當時 自ら 相排 *i 


に 六 


す。 蘇 氏 は 程 氏 を 以て〉 益と 爲し、 程 氏 は 蘇 氏 を 以て 縦横と 爲す。 朱 子 曰 はく、 「他れ 放 

肆を 好む、 端 人 正 士の禮 を 以て 自ら 將ゐる を 見て、 却って 他れ 來 つて 檢點 せんこし-を 

恐る、 故に 您 く詆 背す。 荊 公、 仁宗實 錄を修 する こと あり.、 言 はく 『老 蘇が 書、 大 

抵皆縱 横 者 流な り』 と」。 愚 謂へ らく、 人の 學を責 ぶ は、 道 を 學ぶを 以てな り。 蘇 が 

學 古今 を 涉獵 すと 雖も、 實は 蘇. 張が 緖餘を 拾 ひ、 晚 いて 怫 老の糟 粕に醉 ふ。 故に 怫 

老の 徒、 韓. 蘇が 大儒 猶ほ 我が 宗に歸 する を 以て、 後 儒に 矜る。 後 儒の 粗なる、 亦 m 

惑し 來る。 是 れ韓. 蘇が 聖門を 害するな り。 韓. 蘇が 舉皆 文人の 一家に して、 門に 
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あ、』 

於て は： W を M じ う し て ：^li る ベ か 、りず 。 其 の 言談 の理に 中ら ざ る こ と 先 儒 各 „ 出す 

まど 

未だ 概舉し 易から ず。 學者格 致の 功 薄き とき は、 乃ち 爲に歧 はさる るの み。 

帥 曰 はく、 本朝の m,- 生專ら 詩文に 長ず、 其の 詩集. 文粹亦 尤も 多し、 而 して i^,: だ^ 

/一)  ご 二  かみ 

n)  事に 疎な り。 愚 按ずる に、 明經 の科變 じて 紀傳の 儒 登用せ ちる、 是 れ上游 を^び 

つじ IU  p^vis; を 事と する の炸 なり e 故に lii  士皆 聖人の 率に 暗く、 文苑 詩 華 を 以て 英と爲 し、 

秀句 奇文を 以て 世に 街 ふ。 眞 儒の 實舉、 竞 に絕泯 す。 

« . スに 

-、 はしき な 
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四 0 中 を 論ず 

ぶめ た  ；|) 

CO 中 * 第  師曰 はく、 中 は 倚らず して 節に 中る の 名な り.。 子 思の 曰 はく、 一  喜 怒哀 f 、の 未だ 發せ 

. ざる、 之れ を 中と 謂 ふ。 發 して 皆 節に 中る， 之れ を 和と 謂 ふ。 中 はデ、 下の 大本な り。 

7 ビ 和 は！ K 下の 達 道な り」 と。 子 曰 はく、 「道の 行 はれざる や-我れ 之れ を 知れり。 . ^者に 

之れ に 過ぎ、 愚者 は 及ば ざれば なり。 道の 明かなら ざる や- 我れ 之れ を 知れり。 賢者 

3  十 は 之れ に 過ぎ、 不肖 者 は 及ば ざれば なり」 と。 叉 曰 はく、 「中立 十れ ども 而も 奇ら ず。 

C  にう  二へ 一 

ぶー， 一 き 一 强 なる 哉、 矯 たり」 と。 子 思 曰 はく、 「唯 だ 天下の 至誠の みは、 能く 天下の 大 經を經 綸 

Bkl 巧せ し、 H< 下の 大本 を 立て、 1K 地の 化育 を 知る と爲 す。 夫れ 焉んぞ 倚る 所 あらん」。 愚竊 

き や：.. つ  に 謂へ らく、！ 允 こ "秋の 中 を 執れ」 とい ふ は、^ の 舜に授 くる 所以な り。 「人心 惟れ 危；、 

學四 中  •  一 一 一四 一 
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道心 惟れ 微 なり。 惟れ 精 惟れ 一 、 允に 其の 中 を 執れ」 とい ふ は、 舜の t,I に授 くる 所以 

たり。 中の 一字、 其の 至れる 其の 盡 せる、 以て 兑 つべき なり。 屮は、 中立して 偏： W せ 

ず、 過不及な きの 謂な り。 子 思旣に 夫子の 言 を 舉げ、 其の 傳 ふる 所の 意 を 述べて、 以 

て 言 を 立つ、 中の 解 尤も 切なり。 凡そ 人の 情、 未だ 喜お 哀樂 に涉ら ざるの 前 は、 只 だ 

無事 洪然 * 一物 一箇の 偏 僻 著 意な く、 這 筒の 流せ 一! 底な し。 此の間 已に發 して 喜 怒 哀樂 

に 及び 来って、 竟に偏 倚 あり、 過不及 ありて、 節に 中る を 5t ず、 這 箇の中 失 却し， ；る„ 

• 故に擧 者， 喜 怒哀樂 未だ 發せ ざるの 前に 於て、 敎に 因り、 道 を 修め、 性に 率 ふとき は" 

其の 情發 して 節に 中る の說， 竟に爲 十べき なり。 是れ 先聖- M の 中 を 執りて 受 授を爲 十 

所以な り。 

おも 

師曰 はく、 先 儒 喜 怒 哀樂の 未發を 以て、 情の 未 發と爲 す。 愚 謂へ らく、 (未發 と は) 

情の 已に發 して、 未だ 喜 怒哀樂 に 渉らざる (を 云 ふ) なり。 人の 情は少 くも 發 せ ざ る こ 

となし。 是れ 天. 道の 流行して 生々 息む こと 無き の 謂な り。 語默 動線 行住坐臥 寤寐の 際 

も、 其の 情 は遷轉 流行し 来る。 只 だ 喜 怒 哀樂の 四 者 は、 情の 事物に 及びて 其の 形迹ぁ 

るな り。 他の 之れ に 遇 ふとき は、 邪 正 • 是非 • 中 • 不中底 あり。 故に 子 思 は、 喜 51 わ」 お 


ォ: 


樂を 以て， 未 發已發 を 論ずるな り。 若し 此の 說を 以て、 情の 未 發と爲 さば、 便ち 或は 

. ま の 中 を 執れと 謂 ひ、 或は 中 魔を擇 ベと 謂 ふ も >  情の 未だ 發 せざる. 何ぞ 之れ を執擇 

す る こと あらん。 學者 深く 味 ふ ベ し 。 

師曰 はく、 情の 未だ 發 せざる とき は、 宜しく 其れ 意 を 著け て 推 求す る こと を 待た ざ 

るべ し。 一た び 之れ を 求む るの 心 あるとき は、 是れ已 發と爲 り. 固に 已に 得て 之れ を 

見るべからず、 况ゃ從 つて 之れ を 執らん と 欲せば， 是れ 情の 發 なり。 先 儒 此の 說を詳 

にせず して、 竞に 未發の 前に 於て H 夫 を 立て、 其の 已に發 する こと を 知らず。 且つ 人 

情 は遷轉 流行して 更に 息まず、 何れの 時 を 以て 未 發と爲 十 や。 眼 を 開けば 萬 象 遷轉し 

目 を 閉づれ ば思盧 流行す。 是れ 便ち 自然の 理、 已 むこと を 得ざる なり。 此の際 偏 著な 

く、 過不及の 謂 ふべき なく、 只 だ 無事にして、 申々 如たり、 夭々 如たり。 是れ 乃ち 中 

なり。 能く 厥の 中 を 執りて 窮 理し來 ると き は、 喜 怒哀樂 の發、 皆 節に 中るべし。 

師曰 はく、 中 を 以て }K 下の 大本と 爲す。 這 筒の 偏 倚 底な く、 能く 究め 盡し來 ると き 

は、 情の 喜 怒 哀樂に 於け る、 皆 節に 中るべし。 是れ中 を 大本と 爲す 所以な り。 若し 此 

の 中、 天地 萬 物の 理該 ねざる 所な しとせば、 未だ 是 ならず。 這箇 の. 偏 倚な きの 中、 是_ 

«學 四 中  一一！ 四 三 
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れ 事物の 定理 たれば なり。 此の 中 を 以て 本と 爲し、 時々 究め 盡し來 つて、 其の 應用悉 

く 節に 中る は、 是れ 時に 中す るな り。 故に 曰 はく、 「和 は 天下の 達 道な り」 と。 達 道 

は是れ 時に 中して、 時々 究理し 來 つて 節に 中るな り。 未 發の前 を 中と 曰 ひ、 e 發の後 

を 節に 中る し r 曰 ふ。 ^！：じく中の字を以ひて、 應用底 を 言 ふとき は、 皆 節に 中る を 以て 

巾」 -爲 十な り。 皆 節に 巾る とき は. 事物 能く 和 順して 戾違 せず、 是 れ^な り。 中と 和 

と は 其の 理 一 にして、 其の 用 別な り。 若し. 促 合せば 不是 底な り。 中 は 大本に して、 和 

は應接 底な り。 中の 用 は、 和に 於て 初めて 明白な り。 達 道 は、 古今 上下に 達し、 公共 

底の： お 现>  人々 離るべからざる の 道な り。 

師： n はく、 堯曰 はく、 「允に 其の 中 を 執れ」 と。 夫子 曰 はく、 一 其の 兩端を 執りて、 

其の 中 を 民に 用 ふ」、 「中 を擇 む」 と。 是れ 聖人 究め 盡し來 つて， 切に 工夫 を 下す の 

(！ 5 

謂な り。 チ思曰 はく、 「中和 を 致す」 と。 亦 這 裏より 説き出せり。 愚 謂へ らく、 這简 

の 中 は、 詳に 窮め 揮み 執ら ざれば、 太 だ 差 了す。 古今の 學者 疑惑し 來る 底， 悉く 此の 

衷 面に 在り， 竟に 未發已 前の 中 を畢げ て、 話頭と 爲し、 公案と 爲 して、 工夫 を 著く。 

是れ g*- 賢の 敎に 因らず して、 意！！-^；^^を立っ れば なり。 


-: 、な &IS 

(-ノ  51： 第 七 

(： 二) 


にョ 屮 蕭第  帥 曰 はく、 子 曰 ふ 、「天下 國家は 均しう すべきな り.。 爵祿は すべきな り。 白 S は 蹄 

九 

むべき なり。 中庸 は 能くすべからざる なり」 と。 愚 謂へ らく、 中 街と は， 平生 應事接 

物の 際 * 悉く 節に 中る ことなり。 天下 國 家の 均しから ざる を 均しう する は、 甚だ 難し 

と雖 も、 古今 因循して 平均 相續 ぎ、 聖人の 治に 及ばず と雖 も， 亦 均しう 十べ し。 爵祿 

門 i は、 人の 欲 十る 所に して、 門 荷篠の 徒、 隱逸 遁世の 士の 如き、 世々 乏しから ず。 白 

まゾ贫 

は、 人の 長る る 所に して、 愿士 の輕く 趣く 所な り 。各-只 だ 一事の 爲し 難き ことに 

して、 勉强 十る とき は、 其の 一途 を 得べ し。 當時知 仁 勇の 一 偏 を 得る の 徒、 枚舉 十べ 

からず。 是れ 此の 中 Si の說に 至りて は、 乃ち 大 細の 事 皆 節に 巾り、 動靜 語默 悉く 這箇 

の 巾 を 得、 故に. 犬 下の 至難に して、 聖人の 世に出で ざる 所以たり。 中 iEi を 能くす る 底 

は、 大下國 家の 平均、 爵祿の 受辭、 C 匁の g 不^、 各-只 だ 節に 中って、 稱十 べきの 

名な きなり。 今時の 學者 >  術 を 弄して 治平 を談 じ、 節を高くして^^祿を辭し、 名譽に 

因って 命 を輕ん ず。 是 れ形迹 ありて 成し 得と 雖も、 一箇の 事な り、 更に 他の 事物に 及 

ぶべ からず。 先 儒 曰 はく、 「中^！に至りては、 乃ち 天命 人心の 當然、 资察 勉强を 以て、 

力めて 之れ を爲 すべから ず」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 中庸 を 以て 古问 話頭と 爲十 なり。 然 

^m-N. 屮  .f 二 四 五 
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らば 便ち 先 儒の 所謂 中庸 は、 亦是れ 一事な り。 凡そ 中席 は、 平 B 爲す所 節に 中る の 謂 

なり。 事物 應接皆 節に 中る 底、 豈凡 民の 能くすべき 所な らん や。 

師曰 はく、 舜 は,； W に授 くるに、 「惟れ 精 惟れ 一」 を 以て * 中 を 執る の 工夫と 爲し、 夫 

(一) 子 は、 「其の 兩端を 執って、 其の 中 を 民に 用 ふ」 を 以て、 舜の大 知と 爲し、 顏子 を稱す 

五 _af ず 大  ニー) 

p^^^. るに、 中庸 を 擇んで 之れ を 失 はざる を 以てす。 是れ 各-中和 を 致す の 究理な り。 這 やお 

tf^^i^T  ：ム  いた 

A  の 中和、 詳に 窮め 盡し 極ら ずん ば、 致 十べ からず。 若し 意 を 著け て 推 求し teE 了 底 を 待 

r:)  3W«E ハ  こ 5 

つて、 以て 中と 爲 さば、 意見に 落 在し- 至大 至 公の 中に 非ず。 夫子の 曰 はく、 「君子の 

章お 6S  f  . 

屮浙は 君子に して 時に 中す。 小人の 中庸 は、 小人に して 忌み 憚る ことなき なり」 と 

f„« ；も us- ゆ 愚案ず るに、 時の 字 太 だ 重し、 中の 工夫 究理、 此の間に 安頓 ふ，。 所謂 時と は、 「時^ ふ」 

の 時な り。 時として 中なら ずと いふ ことなし。 是の 時の 字、 許 多の 究盡底 を 含蓄 十。 

無二. 13^^ 一の 三 字 は、 時 中の 反な り。 小人 は、 只 だ 意の 發し來 るに 從ひ、 情の 動き 欲す 

るに 隨 つて、 恐 懷戒愼 する ことなく、 欲 を f にして 妄りに 行 ふ、 故に 爲す 所^ 節に 

中らず。 是れ 中庸に 反するな り。 君子 は、 時々 に理を 究め、 中和 を 致す、 故に 爲す所 

悉く 節に 中る。 是れ 君子の 中庸な り。 先 儒 皆 謂 ふ、 一時に 中 十と は、 是れ 中の 定？ § なく， 


2) 中 1 

* "せ 上 第二  St 

二 程 語 

;»卷 十 一 に 出 

づ， 川の l;E。 

「如 乙-過 i; 

門  一 f レ人、 在 V 

禹楼 之サ：  一 n 

レ 中、 0. 

^レ 中ケ： 

お- 巷 I 在 ：1 

レ中， 若 過 一一 

せ： 門 -不レ 人、 

則 * レ中 也」 の 

1» 約な り 

字 は 平 仲、 為 

代 心お 朱 ゆ 者 

al- 澄と 共に-几 

代の ニ大 IS? と 

せら，， - 

(し) 殷のニ 

仁卽ち S ゲ . 

微小 . 比： 十 

(<) と 

孟子 


時に 隨 つて 在りと 爲す」 と。 然 らば、 時の 字 尤も 輕. し。 程 子 曰 はく T 猶ほ門 を 過， ぎて 

入らず、 時として 陋 *J に 居る がごと し」 と。 許 魯齋が 曰 はく、 一時に 萬變 あり、 事に 萬 

譬 めり、 而 して 中に 定體 なし。 此の 時に 當 りて は 此れ を 中と 爲す も、 彼の 時に 於て は 

(七) 

巾に 非ず。 故に 堯. 舜 .n 細. 武の 征讓 同じから ずして、 中に 於て は 同じ。 三 仁の 生死 

(ro 

同じから ず、 顏 . 孟 の語默 同じから ずして、 其の 中に 於て 同じき は、 則ち 一 なり」 と。 

是れ 等の 說は、 時 を 以て 時節と 爲 すなり。 語意 尤も 輕し。 只 だ 時々 這箇の 中和 を 究め 

盡し來 ると き は， 時に 萬變 あるの 間、 皆 節に 中るべし。 這箇の 中和 を 窮め 盡し 来らず 

して， ロハ だ 其の 時に 當 りて 合當を 欲せば、 豈 時に 中 せんや。 攀者 中和の 思 を 致む る、 

此の 時に 中す るに 在り。 

師曰 はく、 中に 體用 あり、 喜 怒 哀樂未 發の中 は、 是れ 大本な り、 體 なり。 發 して 節 

に 中る の 中 は、 是れ達 道な り、 用な り。 未 發の中 は、 只 だ 大本の み。 是れ 至大 至 公， 

.大 地 人物に 通す るの 中、 聖人の 建つ る 所な り。 道 箇の中 用ひ來 つて、 皆 節に 中る、 是 

ぁ ひだ 

れ天 下の 達 道に して、 人生 平日 邀 倫の 際、 須臾 も 離るべからざる の 道な り。 大本 達 道 

並び 行 はれて、 中 SI 是れ 能くす。 大本 を 謂 ひて、 達 道を闕 くと き は、 大本 も 用な し。 

^學四 中  三 四 七 
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道 を 謂 ひて、 大本 を i ると き は、 達 道 も 基な し。 曰  1^ れ體用 を 合せ、 本末 を 一として， 

道の 立つ 所以な り。 

師 曰 はく、  ^は、 平 曰 平常の 謂な り。 中 を 平日 平常の 際に 用 ふる、 是れを 中^と 曰 

ふ。 所謂 須臾 も 離るべからざる な.^。 後世 庸の字 を 以て 一定の 理と爲 し、 中の 外、 ^ 

に 一 筒の 工夫 を 立つ る は、 尤も 差 了せ り。 秦德庸 言 等、 皆 平日の 德言 なり。 中^は * 

平 H 平常に 中 十る の 謂に して、 训に庸 の 謂 ふべき なし、 說き 得る も 亦 中 C ー體 なり。 

四 I 或 ひと 中の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 中庸 は、 未發に 於て 唯 だ 中と 曰 ひ、 e 發に 於て 皆 節に 中る と 曰 ふ。 巾 

と 曰 ひ， 節に 中る と 曰 ふ、 比 校し 来れば、 節に 中る は 究理の 功 あるに 似たり。 中 はず： 

を 著くべき の 地な し、 意 を 著け ざれば、 中 何 を 以て か存 養し 得ん。 此の間 詳 にし 難し 

と。 師曰 はく、 人の 情 は 已に發 すと 雖も、 未だ 喜 怒哀樂 に涉ら ざれば、 偏 倚す る 所な 

く、 能く 遷轉 流行して、 一 筒の 留停 する 所な し。 一た び 喜 怒哀 樂に涉 ると き は、 君子 

小人の 機已に 別つ。 故に 未だ 喜お 哀樂 に涉ら ざるの 前 は、 君子 小人 更に 別つべからず Q 


這 裏に 於て 偏 倚せ ざるの 意味、. 此れ 中、 是れ 天地 公共 底なる こと を 知り、 究 し si 來 

れ ば. 發 して 皆 節に 中るべし。 中の 字、 口に：^ ひ ー に从 ふ。 口 は 四方 四 維を該 ぬ、 此 

の 中央に ー竪 ー を安頓 十。 "曰.^は、の§|^1?1^^ほ^.- 是 れ方處 たきの 地に、 偏 倚な きの 象 を 

立てて、 以て 主と 爲す。 是れ 中の 字の 制な り 。情 e に發 して 未だ 喜 怒哀樂 に.^ ケ X ざ、 る 

の 前 は、 只 だ視聽 言動 思の 應用 のみ、 尤も方處の定むべ きな^^、 能く 遷轉し 能く 流行 

す。 此の間、 公共 底の 现に據 りて、 以て 主と 爲十、 是れ 中の 大本た る 所以な り。 都て 

人の 情、 未だ 喜 怒哀樂 に涉ら ざるの 前 は、 人々 皆 公共 底- - して、 更に 偏 塞 あるべ から 

(一一  へき  ，ばら 

<n き や 上 ず。 孟子の夜氣 . ^^：心以て見っ ベ し。 只 だ 小人 は 已に喜 怒 哀樂に 辟レ來 る、 故に 少く 

fes 第 八 S に 出 

.^00^. 安閑 無事の 時 ありと 雖も、 不善 を爲 して 至らざる 所た し。 喜 怒 哀樂に 辟せ ざるの 後、 

Mi"p 燕居悠 安の 曰、 其の 公共 底 以て 知りぬべし。 君子の 情 未 發已發 各- 是れ 究理し 來る、 

間 は、 、レ、 物 

0^^^ 是れ 時に 中す るな り、 故に 未 發已發 共に 節に 中る。 未 發の前 は、 當に 節に 中る と 謂 ふ 

r;S:  な ら す 

^^v  靜 ベ からず、 只 だ是れ 中に して 偏 倚な きなり。 

^M^^  . 或 ひと、 中と， 節に 中る との 同異 を 問 ふ。 師曰 はく、 方處偏 倚の 論ずべき なき 故」 

一" - .  中と 曰 ふ。 究め 盡し 得ざる とき は、 則ち 偏 倚 過不及に 落 在す、 故に 節に 中る と n: ふな 

^學 1： 屮  ，  一一 一四 九 


山 鹿 語飄卷 il^::; 卜-: ハ  II 一  五 〇 

り。 時に 中す ると. 其の 中 を 民に 用 ふると、 及び 中庸 を擇 ぶとの 中 は， 皆 節に 屮 るの 

謂な り。 節に 中る は 是れ達 道な り。. 情の 喜 怒 哀樂に 於け る や、 偏 倚 過不及し P 力し。 ゆ 

は 究理して 節に 中る を 以て 十る に 在り。 情の 未だ 喜 怒 哀樂に 及ばざる は、 偏 倚 過不及 

と 謂 ふべ からず、 只 だ ：4+.-大 至 公 底 を 以てする に 在"。 故に 這箇の 中と、 節に 中る と、 

少しく (別の) 意味 あり、 熟讀 すべし。 

或 ひと 問 ふ、 中，^ は、 體用 本末の 謂 か。 師曰 はく、 旣に 大本 達 道と 謂 ふとき は、 體 

用 本末と 謂 ふに 似たり。 愚 謂へ らく、 人の 情未發 と已發 と兩般 にして、 已發を 以て 

來る とき は、 未發は 本た るが 如し。 然れ ども 凡そ-. K 下の 用、 人情の 間、 喜お 哀樂の 匕 

に發 する に 因って、 君子 小人の 差 あり、 治亂 存亡 安危の 成る あり、 而 して 喜 怒 哀樂の 

發已 むべ からず。 見來 れば已 發是れ 人情の 要たり。 故， 各 二 咼下を 以て 之 を 論ずべ 

からず。 動靜 互に 根ざし、 語默 物に 從 つて、 節に 中る より 究理して 曲に 盡す とき は、 

未發の 中な り。 未發の 中是れ 究め 盡す とき は、 已に發 して 皆 節に 中る。 是 れ未發 rj 發 

互に 根ざし、 君子 時に 中す る 底たり。 先 儒 は 中の 字 を W て-大命の 性と 爲し、 . 大地 萬 物 

の理 該ね備 へずと いふ 所な しさ 爲す。 是れ 中の 字 を 重んじ、 和の 字 を輕ん ず、 に 先 


儒の 所謂 體用 本末 は、 優劣 あり。 本體を 以て 貴と 爲し、 末 用 を 以て 本體 より 流出し 來 

ると 爲し、 竟に靜 寂の 際、 中を存 十る の 工夫 を 立てて、 厥の 中 を 執る の 說と爲 す、 尤 

も 聖教に 違 ふ。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 便ち 子 思が 大本と 謂 ひ、 一箇の 大の字 を 下して • 本の 字に 屬す 

る、 是れ 何の 謂ぞ や。 師曰 はく、 事物 應 接して， 情 未だ 喜 怒哀樂 に涉ら ざるの 時. 這 

箇の 公共 底 を 以てする とき は、 太 だ 無事 無 物にして、 申々 如たり， 夭々 如たり。 廣大 

-, r-ら か  よろこば 

寛 平にして、 心に 愧忤 する ことなく、 其の 容舒 なり、 其の 色 偸し。 那 筒の 閑居 無事 底 

初めて 至大 至 公の 中を覺 ゆ。 未 發の前 は 君子 小人の 同異 見る ベ か ずして， 唯 だ這箇 

の 中、 是れ 1K 壤所を 易 ふるな --。 已に發 する に 及びて は， 君子 小人の 異- 謂 はずして 

昆る べし。 故に 中 を 以て 大本と 爲す は、 是れ喜 怒哀樂 未發の 時、 君子 小人の 機、 太 だ 

明白なる 所 なれば なり。 

或 ひと 問 ふ、 子の 未發を 論ずる、 情の 已に發 して 未だ 喜 怒哀樂 に涉ら ざる 謂 ふ、 

是れ皆 已發を 以て 十べ く、 未發を 以てすべからず， 且つ 情 未だ 發 せざる の 前、 論ぜず 

して 可な らん や。 師曰 はく、 子 旣に喜 怒 哀樂の 未 發已發 と 曰 ひて * 情の 未 發已發 と 

§ -學 ra 中  三 五 一 
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曰 はず。 喜お 哀樂 は、 iE の 事物に 及びて 尤も 形迹 あるな り。 情 は 喜 怒に 及ばす と雖 も、 

未だ 嘗て 發せ ずん ば あらず.。 先 儒 皆 這 箇の意 を 味 はず、 喜 怒 哀樂の 未發を 以て、 都て 

情の 未 發と爲 。 愚 謂へ らく、 人情 は少 くも 留まらず、 發 せざる ことなし *  M の.^ を 

以て 情の 未發 と爲ん や」 寐 夢の 間閉 息す るが 如しと 雖も、 夢 裏の 知^ 底、 是れ意 情の 

流行な り" 今 言語 動作の 人物に 及ぶ を 以て、 已發 と爲す も， 猶ほ閣 暇 無事の 情 あり。 

や ！  ，：！ に 喜 怒哀樂 を W て、 專ら 情の 未 發已發 を 論ずる、 其の 差 了 太 だ 直し。 チ ffl^ は 

唯 だ 喜 怒お 樂を 以て 論じ 来るな り。 道箇の 情の 未發を 論ぜず、 若し 切に 来發を 求め 丄 

夫 を 下さば， 3- ち 異端に 落 在 せん。 Is 聖人の 敎 ならん や。 

或 ひみ 問 ふ、 未發の 巾-しに 大本たら ば、 未發の 前、 是れカ を-い 杏け 這 is の 中 を し 

^n-t^^ 來 らん や。 師曰 はく、 子 思已に 一中 和 を 致 十」 と 曰 ひ、 は 「允に 厥の 巾 を 執れ」 と 

3-「 W  n 中 . 

£§!r  & 曰 ふ、 舜の 「惟れ 精 惟れ 一」、 夫子の 「時 中」， 「中！ i を 搾ぶ」， 兒 来れば、 未發 より 已 

がに % ラ、 發に 至る まで、 唯 だ 究め 盡し存 養して、 這 筒の 中 を 失 はざる に 在り。 子！ n はく、 「：！ が 

人となり や- 中庸 を^んで 一善 を 得る とき は、 則ち？^ 服 1: して 之れ を 失 はず」 と。 

^子の 明敏なる も、 ほ 力 を 著. t て 能く 擇び 能く 守る。 夫子の 大聖なる も、 是れ を以 


て 其の 人と たり を稱 十。 聖 門の 敎 * 唯 だ 格物致知し 來 るに 在り。 是れ 執擇存 養の 謂な 

<:o 中 唐 首 或 ひと 問 ふ- 閑暇 無事の 間， 那箇 か是れ 中の 究理なる や。 師曰 はく、 「其の 隙ざる 所 

に戒愼 し、 其の 聞かざる 所に 恐權 十、 隱れ たるより 見 はるる はなく、 微な るより 顯な 

る はなし。 故に 君子 は 其の 獨を愼 むたり」 と。 愚 謂へ らく、 情 は 未だ 視聽 見顯に 及ば 

ずと 雖も、 其の 機 已に發 し、 其の 情已に 動く。 未發を 以て 之れ を 論ずべ からず、 其の 

發 動の 機 は、 尤も 幽微に して 未だ 形 迹を必 とせず。 此の 時 究め 盡し擇 び 執れば， 則ち 

. び^  i 至大 至 公の 中、 卓爾 として 立つ 所 あり。 所謂 「中立して 而も 倚らず」 とい ふ、 是れ なり。 

子 思愼獨 の. 二字 を擧 ぐ。 是れ情 未だ 喜 怒哀樂 に涉ら ざるの 時、 幽暗 閒暇 細微の 事、 跡 

未だ 形せ ずと 雖も、 情は已 に遷轉 流行す、 人知らず と雖も 己れ 獨り 之れ を 知る。 是れ 

情の 已發に 於て 其の 敎戒を 立てて、 中 を 開示す るの 深切 著明なる なり。 敎に， 因って 道 

を 修め、 道 を 修めて 天命の 性に 合 ふ、 是れ 大本 達 道な り。 

^^^^^^^^ 或 ひと 問 ふ、 惟れ 精 惟れ 一 と は、 舜の 禹に授 くる 所以、 是れ 厥の 中 を 執れの 究理に 

お S 一  の 大禹  【さ 

？ス， * づ して、 惟れ 精 惟れ 一 、 如何 か 功 を 用 ひん。 師曰 はく" 朱 子 曰 ふ、 「i^ は 是れ精 察する 

聖學四 中  一一 一 五一 一一 
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r  _  (二) 

こと 分明たり I は是れ 守り 得て 離れ ざらん こと を耍 十るな り。 精なる ときに、 夫 Q 

二者の 間 を 察して、 雜ら ざるな り、 一 なるとき は、 其の 本心の 正 を 守りて， 離；； ざる 

なり」 と。 愚 謂へ らく、 精と は、 理を 究め 來 りて 盡 さず とい ふこと なきな り」 精の 字 

米に 从ひ 靑に从 ふ。 米の 潔白に、 其の 靑 色に 至って 盡く。 凡そ 物の 純 至なる 者 を 皆 精 

と 曰 ふ。 是れ 事物の 間 窮め 盡 して、 其の 至善に 到る の 謂たり。 一 は 古今 上下 * 異なら 

ず變ぜ ざる. の稱 なり、 至大 至 公 底な り。 舉は動 靜云爲 の 間に 於て、 少 くの 間 斷 なく 究 

理し 来れば、 乃ち 這 箇の巾 を 得べ し。 其の 窮め 盡十 こと 詳 なら ざれば、 竟に意見臆；^佤 

を 以て 斷 然として 其の 極と 爲 さん e 是れ 精し からず して 致す 所な り。 其の 至極と 爲る 

所、 至 公 底 を 以てせず して、 R だ 己れ が 私に 合せ 來る， 故に 古な？' に 通ぜず * 上下に^ 

らず。 是れ 一 ならざる の 致す 所な り。 精一 の ェ.： r 聖々 授受の 大要 * 天下の 理、 豈以 

て 此れに. g ふること あらん や。 も 儒 精 を 以て 雜ら ずと 爲す。 雜ら ずと は、 是れ唯 だ 天 

理の ままに して、 人欲 を；^ 雜 せざる の 謂な り。 人欲 を促雜 せざる i^、 如何にして 功 を 

用 ひん。 是れ 中の 的當を 謂 ひて、 允に 執る の 謂に 非ず、 一 を 以て 固く 守る の義 し」 爲十。 

HJ に^の 中 を 執る と 曰 ふ、 何ぞ义 固く 守る を 以て 義と 爲ん や。 精一 にして 固く 守る、 


〈：，) --i 

ss 卷卜 ； 及プ 

ほ  一 S 第三 節 

, 條に出 づ。 

s^tt-g は i« 代， 

小；； 功の 人、 季 

W は おは 

s^、  二 程に 師 

*_? し、 太 常 博 

, ^となる. - 中 

によれ 

に、 この-問 は 

と は 明 

wtK ふとの 

の 中に て， 

他の 三者が 

W へ る もの の 

如し 

S)  *i 

問に も、 中康 

略 第 一 章 三 

怖に も、 この 

想 は あれ ど 

この 句 は見當 

らす 

2) 前の 蘇 

ISi に つづ いて 

< 六) ik. 


是れ 一, 惟れ 精 惟れ 一 、 允に. 瞰の中 を 執る」 の 謂な り。 

(15 

或 ひと 問 ふ、 蘇季 明、 喜お 哀樂の 前に 於て 中 を 求む るの 可否 を 問 ふ" 程 子 曰 はく、 

不！. E- たり、 旣に 喜お 哀樂未 發の前 を 思 ひて 之れ を 求む， 义 却って 是れ思 ふたり、 ： ほに 

思へば、 卽ち是 れ已發 なり、 田^と 喜 怒 哀樂と 一般な り。 に發 すれば 之れ を 和と 謂 ひ， 

(ran 

之れ を 中と 謂 ふべ からず」 と。 朱 子 曰 はく、 「程 子の 『織に 思 ふ は、 卽 ち是れ 已發』 の 

一 句、 能く 子 思 i 百 外の 意 を發明 十。 蓋し 言 ふこ こ ろ は、 『喜お 哀樂 の發す る を 待たず 

して、 但だ思 ふ 所 ある は、 卽 ち是れ u 發』 と、 此の 意已に 極めて 精微 なり 一 と。 此れ 

等の 說 如何。 師曰 はく、 备-' 思 はざる の 前 を 以て 未 發と爲 十、 故に 是れ 等の 問答 あり „ 

i) 

程 子 曰 はく、  一 喜 怒哀樂 未發の 時に 存養 十と 言 ふ は、 則ち 可な り。 若し 中 を 喜 怒哀樂 

未發の 前に 求む と 言 はば、 則ち 不^な り」 と。 愚 謂へ らく、  h 養 も 亦 思な り、 求む る 

も 亦 思な り。 求め 得て 後に 存 養す、 共に 是れ 已發 なり。 思 ふこと なく、 知る ことなき 

の 前に、 存 養すべき 底な く、 中 を 論ずべき 底な し。 聖人 思 邪な きを 以て 三百 篇を蔽 ふ。 

思 ふこと なきの 前 を 謂 はず、 是れ思 ふ こ と なきの 前 は、 論ず ベ きの 地なければ な り 。 

は  (七) 

宋儒太 だ 高く や "せて、 竟に 程. が 問答 多く 異端の 見に 至れり。 夫れ 情は少 くも 留 

.M0 中  一一 一 五 五 
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，「！！ 一 i 百.；、.！，、 せず、 能く 流行 遷轉 す， 其の 間 這 箇の中 を 以て， として 倚らざる、 是れ 大本の 屮 

一一 〔r»b 之 曰  / 

fLt お」 程と なり。 中 惟れ 中なる とき は、 喜 5； ゎ哀 發 して 皆 節に 中る， 是れ 今日日 用事 物應 接の 中 

人 臨" 中 *f 

lls^i^ 、如 にして、 古今 上下に 達し、 離るべからざる の 道な り。 故に 達 道と 曰 ふ。 乃ち 「惟れ 

、- '朱 惟れ 一 、 允に 厥の 中 を 執る」 の 謂な り。 意 を 幽微の 間に 著け、 工夫 を 意 情 未發の 前に 

s*!s 出で 凝ら チ。 旣に 著く と 曰 ひ 凝ら 十と 曰 ふ、 是 れ已發 なり。 子 思 子の 所謂 未發 は， 喜怒哀 

たり， ：x 中^ 

l^if" お 樂 の未發 にして、 意 情の 未發に 非ず。 若し 意 情の 未 發底を 論ぜば、 是れ  一 の 死物な 

sf り "。 ん々 皆 生々 無 息の 誠 を 具へ、 尤も 活物に して 能く 遷轉 し來 る。 何 ぞ意情 未 發の前 

f . )  ； t 大 臨、 

Mf"i『J を 以てせん や。 眼 を 開き 目に 觸 るる もの、 皆 意 情の 感ずる 所、 目 を 閉づれ ば 思慮 這 裏 

fjE に：： て、 に發 十。 何の 時 か、 意 情 未發の 地な らん。 

- -の條 •  .BIP  一二  ，  二 

a おお 或 ひと 問 ふ、 藍 田の 呂 氏が 曰 はく、 「喜 怒哀樂 の未發 は、 則ち 赤子の 心なり、 當に其 

「.) .§ の 未發を 求むべし。 此の 心至虛 にして、 偏 倚 十る 所な し、 故に 之れ を 中と 謂 ふ」 と。 

is は n お £ 

^子 曰 はく、 「喜 怒哀樂 未だ 發 せざる、 之れ を 中と 謂 ふ。 赤子の 心 は、 發 して 未だ 中に 

一 £ 一  ^V.L  ^^からず、 若し 便ち 之れ を 中と 謂 はば、 是れ 大本 を識ら ざるな り」 と。 朱 子 曰 はく、 

,r. 朱 文 公文 集  「(で •  I 

«^  +  ^-  « 「赤子の 心 は動靜 常な きも、 "；？ 然 不動の 謂に は 非ず、 故に 之れ を 中と 謂 ふべ からず。 


著。 條に 出づ 


(五) 同前の 

終の  一 W なり 

(六) 

2f 「致-中和 T 

人 地位 焉、 萬 

物 育焉。 」 

(お 中庸 第 

二十 章 


然れ ども 欲 を 營み巧 を 知る の 思な し、 故に 未だ 中に 遠からずと 謂 ふ。 未 發の中 は、 丰 

體 0 然 にして- i お、 め 索むべからず」 と。 師曰 はく， 呂氏は 赤子の 心 を 以て 之れ を 中と 

謂 ひ、 程 • 朱 は 未だ 中に 遠からずと 謂 ふ、 太 だ 差 了し 來れ り。 愚 謂へ らく、 赤子 は氣 

質 未だ 全から ず >  故に 意 情 未だ 通ぜ ず、 何の 處を 以て 中と 爲 さんや。 若し 此の 說を信 

ぜば、 知識の 靠薄底 を 以て 中と 爲十、 彼の 昆蟲の 欲を營 むこと { 暴き、 dlj^: の 巧 を 知る 

に 薄き， 皆 未だ 巾に 遠からずと 謂 ふべ し。 大本の 中， 此の 如く 形より して 下なる 者た 

らん や。 且つ 凡人の 情、 未だ 應 接に 涉ら ざる 時 は、 皆 之れ を 中と 謂 ふべき や" 是れ唯 

だ 本然 性 善の 說を 認め 来りて、 這の 差 謬を爲 すなり。 中 は 天地人 物の 大本、 至 公 至大 

底. 中立して 而も 倚らず、 卓爾 として 立つ 所 あり。 赤子 嬰 兒の心 を、 比 校して 焉れを 

論ずべ からず。 赤子 兒の心 は、 唯 だ氣質 未だ 全から ず、 知識 寡き に. 内る のみ。 且つ 

< 五一 

朱 子 曰 はく T 未 發の中 は 本體の 自然にして、 窮め 索むべからず」 と。 是れ性 善より 說 

き 下すな り。 故に 中 を 以て 性と 爲し. 本然の 善と 爲し、 犬德 自然にして * 而も 衆理を 

具 ふと 爲十、 尤も 差 S し來れ り。 中究 索す る ことなし とせば * 乃ち 子 思何ぞ 「中和 を 

？) 

致す」 と 謂 ふや。 夫子 旣に 「善 を 擇んで 固く 執る」 と 曰 ふ、 皆 究理 格 物して 中席 を究 

§«學 四 中  三 五 七 
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： 一 五八 


二) 

.S お 上 一  ケ.， 

X  • 節に €r つ 


(1 ご 

進 十八な J 

に、 「-4-3、 la 

也 其 照 乎、 K1- 

中」 と 

(：.-) *4— に 

は 曰な t に 作 

る， 乃ち 

?1 でし、 や 

きに 由って 

る 後に：：」 

i なる 

「象」 に 作る 

»K 上 Hf«s 七 


索す るな リ。 ^者 詳に經 書を玩 ひ， 嗜に 意味の 深長 を覺 るべ し、 後 儒の 說を師 と 十る 

こ と 勿れ。 

或 ひと 問 ふ、 iii„ 化 田の 呂氏曰 はく、 「人、 理義 の當. (及び) 過な く不 及た きの 屮 たる 

こと を 知らざる なくして- 未だ 中なる 所以に 及ばず- 喜お 哀樂 未發の 前、 吾が 心に 反 

ニー  1  > 

り 求めて、 果して 何 を 爲すぞ や。 fl^ や 其れ 庶 からん か、 激~ さし』 と。 惟れ. おしく 

して、 然る 後に 以て 中 を 見るべし。 而も. S しき は 中に ざるな り， 必ず 事 あり。 喜 怒 

哀 梁の 未發、 私意 小知 其の 間に 撐る ことなくして、 乃ち 所謂 {t^- しき か。 曰 はく、  {仝 し 

うして 然る .fel に 中 を 見る。 實 つると き は 則ち 見えず。 子 貢が 朗 見を聚 むる の 多き が 若 

き は、 其の 心 已に實 つる こと as: 殖の 如く、 蓄 ふる 所 素 あり.、 應 ずる 所 限 あり、 富有と 

w ふと 雖 も. 亦 時として 窮まる こと あり。 故に 億 ると き は ®  >. 中り て 未だ 皆 中なら 

ざるな り。 『搖 ありて 然る 後に 輕重を 知り- 度 ありて 然る 後に 長短 を 知る、 物皆然 り， 

心 を しと 爲十』 といへば 則ち 心の 物 を 度る は、 機 度の 審な るよりも 甚し。 其の物に 

たが ひ 

應す る こ と當 に^$3髮 の 差な かるべし。 然して 人 は 物に 應 じて 節に 中らざる こ と 常 に 多 

し。 其の 故何ぞ や。 中 を 得て 之れ を 執らず、 私意 小.^； y (の 間に 投る こと あるに 由る) 


故に 现義 當ら ず、 或は 過ぎ 或は 及ばず。 辆ほ權 度の 法 精し からざる とき は kn 物を稱 量： 

して 餘兩分 小の 差な きこと 能 はざる がごと し。 此れ 所謂 性 命の 理、 - 大道の 自然に 出で 

て、 人の 私 知の 能く 爲す 所に 非ざる なり。 故に 曰 はく、 『喜 怒哀樂 の未發 之れ を 中と 謂 

(七 J  f 八. 一 

ふ』 と，， 一。 朱 子 曰 はく、  一  c::氏の^^^尤も疑ふべ きこと多し。 さし、 wtl^- 及び 心 を 

甚 しと 爲すを 引く が 如き は、 其れ 彼此に 於て、 蓋し 兩 ながら 之れ を 失 ふ。 其の 『穴 r; し 

きに 由って 後に 夫の 中 を 見る』 と 曰 へ る は- 是れ前 說の心 を 虚しう して 以て 之れ を 水 

むるな り、 其の g£ りて 浮；^ に 入らざる 者 幾 どへ：^ し。 蓋し 其の 病根 正に 未發の 前に 於て？ 

夫の 所謂 中なる 者 を 見て、 之れ を 執る こと を 求めん し 一 欲 十る に 在り。 是を 以て 場-之 

れを言 ひて、 病 愈-:^ し」 と。 . 朱が 說 如何。 師曰 はく、  in: 氏 は 過不及な きを 以て 

中」 -爲 十、 其の 詞 尤も 說き 得て 好し。 然れ ども Z みく 說き 下す に 至って は、 不是 底な り。. 

是れ皆 中の 的當を 知らず、 推 求して 意兒 に從 ひ來れ ばたり。 其の 說專ら しき を 以て 

中 を 見る と爲 十、 是れ 天道の 自然に 出で て、 人の 私 知の 能く 爲す 所に 非ず の 一句 を 本 

とす。 此の 一句 是れ性 善の 說 なり。 朱 子 は、 氏の 說條理 紊亂し 援引 乖剌 する こと を 

論ずと 雖も、 亦 中 を 以て 性」 -爲 し- 未發の 時- 此の 心 明鏡止水の 如く、 偏 倚 十る こと. 

^學 W 巾  一一 一 五 九 


め^ 語 额卷さ  一二 十六  三 六 〇 

あてて 

あらず と爲 すと き は、 其の 期す る 所は呂 が說に 同じう して * 辨論 少しく 用捨 あるな り。 

呂 氏の 所謂 r 權 度の 法 精し からざる とき は、 百 物を稱 量して、 差な きこと 能 はず」 と、 

此の 語 尤も 可な り。 今以爲 らく、 過不及な き是れ 中な りと。 何 を 以て 其の 權度を 定め， 

過不及 を稱 景- せんや。 呂氏 天道の 自然 を 以て 說 いて 權 度と 爲す も、 這 筒の 天道の 自然 

人 だ 知るべからず。 今日 n;! 用の 間、 那箇 が是れ 天道の 自然なる や。 曰 はく、 之れ を談 

n)  i ずと 雖も、 心 未だ 過不及な きの 中に 通ぜ ず、 故に竟に空を以て^！虚と爲し、 ^^.-之れ 

を 言 ひて 病 愈-^ し。 是れ說 き 得て 好きに 似て， 說き 下して 不是 底なる 所以な り。 

r:) 集 if に  或 ひと 問 ふ. K 氏 曰 はく、 一中 は卽ち 性な り」。 程 子 曰 はく、 「中なる もの は 性の 體投 

は 4i の卞な t  t,-- 

を狀る 所以な り、 ^ほ 天 は 圓く地 は 方な ろを稱 して、 方 圓は卽 ち 天地な りと 謂 ふべ か 

づ  f-1 ； 

rc  * 代、 ら ざるが ごとし。 中の 義 たる、 過不及 無き よりして 名 を 立つ、 而も 中 を 指して と爲 

レぃ Si の 、、 

に は fii, す， 可な らん や」 と。 朱 子 曰 はく、 「喜 怒哀樂 未だ 發 せざる は、 則ち 性な り」 と。 潜窒 

^1 の陳 氏が 曰 はく、 一四つ の 者 未だ 發 せず、 此の 境界に 當 りて、 卽 ち是れ 人生れ ながらに 

す， で？.  t 

して 靜 なる 處 なり， 故に 朱 子 此れ を 指して 性と 爲す。 藍し 發 十る とき は 情と 爲る。 中 

な 巧； if  かた ノ. - 

y  を 以て 性と 爲 すに：！ J^. ざるな り。 中 は 只 だ是れ 其の 未發の 時の 體段 を狀る こと 此の 如し。 


若し 中 を 以て 性と 爲 さば、 是れ 圓を稱 して 大と爲 し * 方なる を稱 して 地と 爲す、 可な 

、 らん や」 と。 是れ 等の 說 如何。 師曰 はく、 呂 氏 中 を 以て 指して 性と 爲 し， 程. 朱 各- 

0^t 中 を 以て 性の 體 段と 爲 して、 方圓に 比して 之れ を 論ず、 尤も 其の 說 明白な り。 愚 謂へ 

朱 子に 至ら L らく、 性 は 生々 息む たく、 能く 知識 感 通す。 中 は 偏 倚せ ず 中立 十る の 謂な り。 這&の 

めし 人な り。 

中 を 致し 究 むる、 是れ 格物致知 なり。 格物致知 は是れ 性の 知識が 理に喩 るに 因るな り。. 

一 ft* 第： 節に 

3r つ  性 . 中 併せ 論ずべ からず、 而 して 叉 相 離れず。. 程 . 朱 中 を 以て iii の體 段と 爲十 とき は、. 

(七) 下の-: 

g え 1* に は 性に 方形 ありと 爲 すなり、 故に 方圓を 以て 之れ を 比す。 性 3 ざ-方形 あらん や。 方 圓は天 

ご， 「き 地の 方形に して、 方圓を 以て 天地の 中 を 論ずべ からず。 

f 九) 論 先  つ、， 

tii は， f . 或 ひと 問 ふ、 龜 山の 楊 氏 曰 はく、 「$ だ 喜 怒哀樂 未發の 際に 於て、 心 を 以て 之れ を驗 

9K レ之 «、：：  t あら  (七 J 

*, 一.； <ん 之 むる とき は、 則ち 中の 義 自ら 見 はる， 精一 に 非 ざれば、 焉んぞ 能く 之れ を 執らん」 と。 

g  一.， m 誰ぬ」 

^,541^5: 叉 曰 はく、 「執って 失 ふこと 勿れ、 人欲の 私な くんば、 發 して 必ず 節に 中らん。 發 して 

節に 中れば、 中 固に 未だ 嘗て 亡びざる なり。 孔子の 圃. 孟子の 喜、 其の 働すべく 喜ぶ 

政， 孟子 曰、 

0^^^ べきに 因る のみ。 孔 • 孟 に 於て 何 か あらん や。 其の 慟ゃ、 其の 喜 や、 中 固に 自若たり „^ 

¥/f  鑑の 物に 於け る、 物に 因って 形 を 異に 十. 而も 鑑の明 未だ 嘗て 異ならず。 莊 生が 所謂 

學 S 中  三 六 一 
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ニー  i 

f 、二  ， お，" 『5^3を出せどもぉらざれば、 則ち 怒 は 怒. りざる より 出づ、 爲を 出せ ども 爲 せ ことなけ 

、.^ に たし お 

r れば、 則ち 爲は爲 ザ こ と なきより 出 づ 』 」 - は、 亦 此の 意な り、 若し gl- 人に して 

喜 怒 哀樂 なくん ば， 則ち 天 下の 達道廢 れん。 一入べ 下に 横行 十ヒ も， 武王亦 必ずしも. 

i; ども、 3  5 

ざる とない 恥お ざ. りん。 故に 是の四 者に 於て、 其の 節に 中る. '一節に 屮. しざる を 論ずべ； して、 

^^^^^ の 有無 を 論ずべ からず」。 义曰 はく， 「須 らく 是れ喜 怒哀樂 未發の 際に 於て、 能く 所謂 

おお f£ さし. 屮を體 し， き 怒 哀樂 已發の 後に 於て、 能く 所謂 和 を ST へ し」 と。 朱 子 曰 はく、 「楊 氏の 

S づ るに 本， つ  ，ー， 一.，  1-7 

所謂 之れ を驗み 之れ を體し 之れ を 執る と *  ^ち 亦 n,: 氏が 失な り。 其の 働 其の 喜、 巾间. 

rn; lys 巾 に 自若たり と n ふ は、 疑 ふらく は， 程 子 一 K ふ 所の 『和 を 一一 一 ii: ふとき は 中 其の 巾に 在り』 

r^^^ つづ 

^.^.^ とい ふ 者と 相似たり。 然して 細かに 之れ を 推せば、 刖ち程 子の 意 は 正に 謂 ふに、 喜^ 

- 上) につ げん 

氏に 出. つ  哀 樂已發 の 處 に し て 、 未發 の 理發兑 して 、此の 一事 一物の 中に 在り、 各-' 偏 倚 過 不„< 

の 差な く、 乃ち 時 中の 屮 にして、 ？；^然として中に在るの中に非ざることをは？.：^^。 楊 

氏の、 屮 同に 自若たり と； ぶ ひて、 而も 义莊 周が 一 百 を 引き、 以て 之れ を 明かに 十る が i.!^ 

おもへ 

き は、 是 れ以爲 らく  *  人 方に 喜 怒 哀樂の 時に 當 つて、 其の 心 漠然として^ 石に！ i:^ 

うして、 姑く 外 に 此の 如き の 形 を 示 十 とな り 。 凡そ；： ム爲す る 所 皆復た 中心の 誠 を 出で.' 


ざるたり。 大抵 楊 氏の： 百 多く 佛老 を雜 ゆ、 故に 其の 失 類ね 此の 如し」 と。 師曰 はく、 

楊 氏が 「心 を 以て 之れ を ま. み， r 「執って 失 ふ 勿れ.」、 一中 を體 す」 等の 語、 尤もお あり 9 

朱 子 以て ほ 氏の 失と 同じと 爲す。 然れ ども 屮驗み ざれ ぱ知 るべ からず、 執ら ざれば 守 

るべ からず、 體せ ざれば 立つべからず。 是れ各 i 厥の 屮を 執り、 固く 守りて 主と 爲す 

の 謂に して、 其の 中の 義 自ら 見 はる。 「人欲の 私な くんば >  發 して 必ず 節に 屮. りん」 

の 語に 及んで は、 放 にして 詳 ならず。 四 者 朱發の 際に 於て、 心 を 以て 之れ を驗 むと 

雖も、 其の 極 を 究め 盡さ ざれば、 乃ち 中の 義 んぞ 自ら a はれん や。 旣に中 街を擇 び-， 

執って 失 ふなき、 是れ 人欲の 私な きなり。 且つ 四 者の. 發、 究理し 來 りて、 其の 則 明か 

にして 節に 中るべし. 只 だ 人欲の 私 を 以て 之れ を 論ずる， 尤も 的當 せず。 人欲の 私な 

き 者 は、 屮 の本體 にして， 應事接 物の 時 中 は、 格物致知に 非 ざれば、 事物の 中 を 得べ 

からず。 楊氏莊 周が 語 を 引きて 之れ を證 す。 朱 子 其の,^ 一お を 論ずる は、 尤も-や- 當 たり- - 

凡そ 一 K 爲 する 所、 內外 更に 別たず * 中 同に 自若と して、 外 姑く 其の 形 を 示 十。 是れ四 

者に 於て、 四 者の 形と 中 固に 自若た るの 心と あり、 一事の 發に這 筒の 兩樣 を；；^ し來 る 

Aj と は  >  竟に 得べ からず。 中心の 誠豈然 る こ と を 得 ベ けんや" 其 の 說太 だ 差^ 十 " 其 

^學四 中  一. 一一 六！. 一一 
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の 「聖人に して 喜 怒哀樂 なくん ば、 則ち 天下の 達道廢 れん」 と 曰 ふ は、 說き 得て 好し 

ともがら 

と雖 も、 未だ 徹せざる の 語な り。 聖人 も 亦 人な り、 re そ血氣 あるの 徒、 未だ 嘗て 此の 

情な くんば あらず。 gi- 人 は H< ^下の 達道廢 れんこと を 思 ひて、 此の 情を發 せんや。 此の 

情 は "大 下の 通 情に して、 節に 中り 來る、 是れ！ K 下の 達 道な り。 唯 だ 其の 節に 中る と 節 

に 中らざる と を 論ず るの み。 楊 氏が 其の 「中 否 を 論ずべ くして、 其の 有無 を淪ず ベ か 

らず」 と 曰 ふ は、 至論に 似て、 其の 謂 ひ 下 十 所、 皆 未だ 道に 通ぜ ざるの 語な り。 

或 ひと 問 ふ， 程 子 曰 はく、 一  偏せ ざる 之れ を 中と 謂 ひ、 a, 力らざる 之れ を 庸と謂 ふ。 中 

は！ K 下の 正道、 ^は..^ 下の 定理」 と。 此の 註解 當れり や 否や。 師曰 はく、 中立して 而， 

も：^ らず、 過不及な き 之れ を 中」」 曰 ひ、 偏らざる 之れ を 中と 謂 ふなり。 中 を 以て 犬 下 

の 正道と 爲十 こと は 未だ 審 ならず。 道は須 5- も 離るべからず。 今 曰 日用の 問、 各-未 

だ 嘗て 道に 由ら ずん ば あらず、 然して 其の 正 を 得る と 正 を 得ざる と は、 究め 盡し來 る 

の 功に 因る。 這 1^ の 中 は、 事物 當然 の理 にして、 道 も 亦 這 裏 を 離るべからず。 若し 道 

と 曰 はば 差 あり、 正 理と曰 はば 是れ 可な り。 正现は 乃ち 大本な り、 達 道 は 皆 中 を 以て 

的 と 爲す。 故に"^^下の正道と爲すは、 衣 だ" I ならざる たり。 


ニー ) 

<. 二) 第- 5  或 ひと 問 ふ、 朱 子の 章句に 曰 はく 、「中 は 不偏 不倚、 過不及な きの 名な り」 と。 此の 

の 分 註な り 

章句 當れり や 否や。 師曰 はく、 不偏 は、 程 子の 言に 因り、 不倚 は、 中立して 而も 倚らず 

に 因り、 過不及な き は、 藍 田の M 氏の 註に 内れ り。 各. -當停 底な り。 是れ朱 子の， Ifii. 

孟に 於て 中の 字を釋 する や、 但だ無 過不及 レー 曰へ る も、 今 は 所謂 未發の 中と 時 中と あ 

つ ぶ さ 

故に 不偏 不 倚の 四 字 を 添へ、 體用を 兼ねて 言 ヘリ。 其の 說 尤も 具な り。 愚 謂 へら 

ニー 一) 

に5 中 if 首 く、 子 恩 之れ を釋 して 曰 はく、 「四 者 未だ 發 せざる 之れ を 中と 謂 ふ、 發 して 節に 中る 之 

(En  (五)  ( L  -、) 

一 f) 同 第一 一 れを 和と 謂 ふ」 と。 夫子の 曰 はく、 「時に 中す」、 「中立して 而も 倚らず」、 「道の 行 はれ 

へ 40  怎卜 

a  ざる や、 過と 不及 なり」 と。 是れ 聖賢 已に 中の 字 を 註 脚す る こと、 太だ詳 なり。 竊に 

(六) 同 第 s; 

fc  其の 意 を 取らば、 乃ち 中 は 倚らず して 節に 中る の 謂 か。 倚らざる は、 是れ 公共 底の 大 

本、 節に 中る は、 是れ 日用の 達 道な り。 聖人の 道 は、 唯 だ 大本 達 道の み。 故に 中和 を 

致して 夭 地位し、 萬 物 育 十。 大本 達 道の 功 以て 35^? べし。 不倚 は是れ 中立して 而も 

ら ざるな り。 節に 中る は、 是れ發 して 節に 中るな り。 無 過不及 說き 得て 好し と雖 も、 

事物に 因って、 過不及 を 以て 謂 ふべ からざる もの あり。 節に 中る の 字、 曰 用の 應 接， 

此の 一言 を 出で ず。 子 思の 註 脚 其の 的當 尤も 明かな り。 且つ 節 を 知らざる とき は、 過 
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と 不及 と 分 つ ベ か らず、 猶ほ權 度 の 法-:^ しからず して、 百 物の 稱量知 る ベ か ら ざ る が 

ごとし。 節 は 是れ權 度の 正 法な り、 之れ を 知る とき は、 la 物の 應接， 其の 過不及、 0 

然」 I- して 明白な り。 故に 無 過不及の 語 は 節に 中る の 一 に 如かず、 以て 熟 味す ベ きな 

<1) €w 二  .tf ひし-問 ふに 平の^ 恫が曰 はく、 「其の 未だ 發 せざる に 方り て は、 是れ 所謂 巾な り 

一 i>£ 

性な り、 其の 發 して 節に 中る や、 之れ を 和と 謂 ふ。 其の 節に 中らざる とき は 不， あ 

和 不和の 異、 皆 旣に發 して 而 して 後に 之れ を 見る は、 是れ 情なり、 性に 非ざる な 

り。 孟子 故に 性 は 善な りと 曰 ふ」 と。 义曰 はく、 「情 は 以て 善を爲 すべし」 一は、 其の^ 

蓋し 子 思に 出，. つ. I 」 -。 師曰 はく、 水 や 倔が 事、 專ら 情の 未 發を味 ふ、 故に 情の 未 發を指 

して 本然の 善と 爲し、 51 に 此の 意味に 達せん こと を 欲す。 是れ宋 儒 性 善に 泥む の 弊な 

り。 聖人に は 性 善. 情 不善の 論な し、 唯 だ 其の 節に 中る を 要する のみ。 凡そ 中 は 未だ 

發 せず、 故に 中と 曰 ふ。 已に發 す、 故に 節に 中る と 曰 ふ。 共に！： 一理に して 其の 分殊 

なるな り。  、 

it 七^ づ 或 ひヒ問 ふ， 周 子の 曰 はく、 「惟一れ 中 は 和な り、 節に 中るな り： 大 下の 逮 道たり、 聖 


ffl さ 


ニー 一) 

*| 人の_5^-なり」 と。 朱 子 曰 はく、 「子 思の 所謂 中 は 未發を 以て 一 百 ふなり， 周 子の 所謂 屮 

は 時 中 を 以て 言 ふなり。 舉者 涵： 冰 して 之れ を 別ち 識り、 其の 並び 行 は れ て 相悻ら ざ る 

を 見れば 可な り」 と。 周 子の 說 如何。 師曰 はく、 周 子の 舉 多く 老莊 虚無の 見に 7^ れ、 

其の 言條理 なく、 專ら 混合し 來る。 故に 中和 . 中. 節 • 達 道、 或は 合 一 し 或は 支 離 十。 

(ran  ニュー 

,m  ^SK^SS 舉 者の 惑 日に 盛な り。 子 思 a に 曰 はく、 一未 發 之れ を 

れ." 中と 謂 ふ、 發 して 皆 節に 中る、 之れ を 和と 謂 ふ」。 其の 條理 節目 幷 せて 之れ を 田い) ふべ 

し。 未 發已發 同 一 理， 而 して 中和と 曰 ふとき は、 其の 用 未だ 嘗て 差な くんば あるべ か 

らず。 合し， 脑じ來 る、 是れ 異端 無差別 地の 工夫に して、 M 聖人の 敎な らん や。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 中和 は 果して 二 物な り や。 師曰 はく、 其の ー體 一 用の クロ を觀る 

とき は、 安ん ぞ 二なら ざる を 得ん。 其の ー體ー 用の 實 を 察する とき は， 此れ は 彼れ が 

體 たり、 彼れ は 此れが 用た るな り。 耳目の 能く 視聽 し、 視聽の 耳目に 由る が 如く、 初よ 

り 二 物 あるに 非ず。 是れ米 子 二 物にして 二 物に 非ざる こと を 論ずるな り。 愚 謂へ らく、 

動靜は 本と 一 なり、 而も 動 を 以て 靜と爲 し， 靜を 以て 動と 爲 十べ からず。 中和 本と 一 

にして、 而も 中 を 以て 和と 爲し、 和 を 以て 中と 爲 十べ からず。 未だ 喜 怒 哀樂に 涉らざ 
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る、 是れを 中と 曰 ひ、 巳に 四 者に 涉る、 是れを 和と 曰 ふ。 尤も 其の 用 別な り。 一身の 

血氣 流行 生々 無 息 は 同一 にして、 流行して 目に 在る を 視と曰 ひ、 耳に 在る を 聽と曰 ふ" 

巳に 視聽と 曰 ふ、 其の 用 遙に隔 りて 同じから ず。 中和の 說亦 此の 如し。 四 者 未 發の時 

は、 節の 謂 ふべき なく * 已發の 時 は、 節の 見るべき あり。 中と 中， 節と、 詳に味 ふべ 

し。 中 を 以て 體と爲 し. 和 を 以て 用と 爲す、 其の 說 尤も 可な り。 愚案ず るに、 未發の 

用 は是れ 中な り。 已發の 用 は是れ 和な り。 然 らば 則ち 中和 共に 日用の 極致、 未 發已發 

是れ 日用の 事な り。 中和 旣に致 十と き は、 則ち 動 靜云爲 各-天地に 合して、 一毫の 差 

なし。 或 ひと 曰 はく、 中和 是れ 用なら ば、 乃ち 其の 的と する 所是れ 何等 ぞ。 師曰 はく 

<1) -大 *i 聖人の 舉的、 是れ上 1K に對 越し 来るな り。 能く 上帝に 配す る、 是れ德 の 盛な り。 道箇 

S に «1 する-一 

^.h^.i^ の德 其の 用に 因り 其の 名 を 異にす。 是れ理 一 分殊の 謂な り。 或 ひと 曰 はく， 然 らば 則 

ち 中和 を 以て 體 用と 爲 すの 說は非 か。 師曰 はく、 未 發已發 を 以て 之れ を 論ずれば 體用 

と爲 る、 然れ ども 體を 以て 道の 全 體と爲 十 は、 乃ち 未だ 可なら ざるな り。 道の 全體と 

爲し來 る 故に、 中 を 以て 性と 爲し 天命と 爲し、 專ら手 を 下して 其の 淡 靜を味 ふ、 太 だ 

差 «t 一せ り。 凡そ 道の 人,. J 體 は. 尸、 地 を 以て 的し- 爲し， 學問思 して 而る 後に 初めて 得る 


に 程 第 おさ. 

nci  -"  二  ^ 

づ ilS 節 上 
卷 及第 中 
十び 一康 
一二 章 集 


年齊正 致^ 

:x 家 心 知 c; 
T  •  •  • 

抬條 Sfi 格 
B 身; ® 物 


たり。 是 れ大學 の八條 目より 明 二 明 德-に 到るな り。 宋懦 直に 性 心 を 指して 道の 全體の 

具 はる 所と 1 し、 切に 工夫 を 加へ 性 善 を 味 ひ、 竟に中 を 以て 道の 體 段と 爲し、 情の 未 

發に 於て、 其の 中 を 推し 求む、 皆 性 善に 泥む の 誤な り。 

或 ひと 問 ふ、 其の 未 發に當 りて、 此の 心至虚 なること、 鏡の 明かなる が 如く、 水の 

止まれる が 如ければ、 則ち 但だ當 に 敬 以て 之れ を存 して、 其の 小 をして 偏 倚 あらしめ 

ざるべし。 事物の 來 るに 至って、 此の 心發 見して、 喜 怒哀樂 各， - 當る砍 あれば、 叉當 

に 敬 以て 之れ を 察して、 其の 小 をして 差 4.".3 あらしめ ざるべき のみと。 此の 說當れ り や 

た *  。  § 

否や。 師曰 はく、 是れ 乃ち 程 子の 說 なり。 或 ひと 曰 はく 、「喜 怒哀樂 未發の 前、 動の 字 

を 下す や、 靜の字 を 下す や」。 程 子 曰 はく、 「之れ を靜と 謂へば 則ち 可な り。 然れ ども 

靜中須 らく 物 ありて 始めて 得べ し。 這 裏 便ち 是れ 難き 所な り、 擧者 自ら 先 づ敬を 得る 

こと を理會 する に 若く は莫 し。 能く 敬 するとき は 自ら 此れ を 知らん」。 或 ひと 曰 はく、 

「敬 何 を 以て か 功 を 用 ひん」。 程 子 曰 はく、 一  主 一 に く はなし」。 是の 問答 未發の 前、 

工夫 を 下すべき 所な きを 以て、 一箇の 敬 を 安 頓し來 るな り。 愚 謂へ らく、 其の 「此の 

心至虚 なること、 明鏡の 明かなる が 如く、 水の 止まる が 如し」 と 曰 ふの 說、 未だ 正論 
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にあらず、 是れ性 善 を 認め 來る なり。 究理 極 功せ ざるの 心、 3; ョ- 明鏡止水に： E じからん 

や。 此の 說に 因れば、 人々 ral つの 者 未發の 時、 皆 天地 至大の 中、 這 裏に 存 せんや。 尤 

さき f 一 ) 

ハー) 《 ；大臨 も 差 謬の 甚 しきな り。 且つ 未 發に當 りて 敬を存 する、 是 れ已發 なり。 程 朱 先に on 氏が 

Jsi^ 真 I ゆ 一一 說を難 じて、 「綠に 思 ふ は 卽ち是 れ已發 なり」 と 曰 ひ、 今 「當に 敬 以て 之れ をお すべ 

し」 と 曰 ふ。 敬の 存 する 是れ 思に 非ず や。 且つ 究め 盡し 來ら ずん ば、 則ち 敬 を^す る 

も 亦沉默 底に して、 其の 中と 中レ 節と、 何 を 以て か 分明に 致し 得べ けん。 其の 「敬 以 

て 之れ を存 し、 敬 以て 之れ を 察し、 敬 以て 存養 省察す」 と 曰 ひて、 中と 和 を 分ち 來る 

は、 少しく 舉 者に 益 あるに 似たり。 然れ ども 唯 だ 敬 を 曰 ひて、 格物致知 を 謂 はざる と 

き は， 其の 存養 省察 共に 靜寂 無事に 陷る。 是れ宋 儒 切に 靜坐を 好み、 主 一 を 謂 ひて、 

全く 聰明 を 蔽ひ恩 慮 を 厭 ひ、 竞に 異端 を惡ん で 異端に 入る 所以な り。 故に 宋 一 ^を宗 と 

.2) 以下の  . ， , 

K お する の 徒、 其の 學者、 一箇の 沉默謹 厚の 小人に して、 其の 成に 至る も 亦蛵々 乎たり。 

* 成 照お 首、 

？ gsc 條 是れ 大本 達 道の 中和に 通ぜ ずして、 唯 だ 其の 文義を 弄する のみ なれば なり。 

こ-比 づ 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「易らざる 之れ を 庸と謂 ふ、 庸は 天下の 定理な り」。 朱 子 

るな りて 21 はく、  r 賺は 平常な り」 と。 或 ひと 此の 異を問 ふ。 朱 子 曰 はく、 「唯 だ 其れ 平常 >  故 


ス チ：^！？ぉ— の 中 類:: •： 

ひ 章 i な し 條银卷 

る 文に  一 
同 中 字 出 '十 朱 
第 庸 稍つ' 綱 二子 


に 常なる 、、〈くして 易 ふべ からず、 世 を 驚かし 俗を駭 かす 事の 若き は、 則ち 暫くすべく 

して 而も 常と 爲す こと を 得ず。 ニ說殊 なりと 雖 も- 其ん 默 i 一  なり。 但だ 之れ を 易ら 

ずと 謂へば， 則ち 必ず 久しう して 後見ん こと を 要す。 之れ を 平常と 謂へば、 則ち 直に 

今の 詭 異なる 所な きを 驗 みて、 其の 常久 にして 易 ふべ からざる 者、 兼ねて i ぐべ し」 

ぶと あ はか と。 師曰 はく、 程 子 は 定理 を 以て 庸と爲 す、 故に 不易の 字 を 下す。 是れ萬 古 常 然として 

易 ふべ からざる の 謂な り。 朱 子の 自說程 子に 同じと 謂 ふと 雖も、 其の 義 又^な り。 朱 

, 子の 所謂 平常 は 怪異に 對 する の說 にして、 跪異 する 所な き、 是れを 事理の 當 然とぎ る 

や なり。 不易 は是れ 平常の 道、 平常の 事、 萬 古 不易な り。 是れ 不易と 平常と- 少しく 意 

0 味の 差 あり。 朱 子 曰 はく、 「之れ を飮 食に 譬 ふれば、 五穀 は是れ 常な り、 がら 易 ふべ か 

章の 孔子の ii らず、 珍異の 常に 得ざる 物の ごとき は、 則ち 暫く 一食すべき も- 焉んぞ 能く 久しう せ 

れ れる If んゃ」 と。 此の 比喩 尤も 適せり。 愚 謂へ らく. 夫子の 曰 はく、 rItfQ) 子の 中庸 は、 君子に 

^ 同 第 七 して 時に 中す」 と。 此の 時の 字と 庸の 字と 表裏す。 庸は 平常な り、 此の 中 を 平日 常時 

せ? 中お g、 の 際に 用ひ來 つて、 時として 中せ ざる ことなし。 是れ 中庸な り、 是れ 時に 中す るな り、 

く  是れ 民の 能くす る鮮き 所以な り、 期 月 も 守る こと 能 はざる 所以な り。 或は 一 事の 中 を 

^學四 中  三 ヒー 


山 鹿 語媒卷 第：： 一十 六  -  _ 

= 守- 或は 一物の 中 を 得、 或は H に 月に 至る。 各-究め 盡十 底の 厚薄に 因って、 其の 差 

あり。 其の 平生 道 箇の中 を 得る に 至りて は、 聖人に あら ざれば 得べ からず。 是れ子 思 

<n き の 「i- 和 を 致して 大地 位し、 萬 物 育す」 と 曰 ふ 所以な り。 i 各 > ま卞 £ て 中の 

タ  字に 對し、 不易. 平常 を 立てて- 大 下の 定理と 爲す。 然れば 乃ち 中の 外、 乂 ておの^ 底 

あるな り。 聖人の 敎は i*: だ易簡 なりに.： „ ^數般 の理 あらん や。 且つ 曰 はく、 「堯. 舜.. .「 

3  S. 子 は 只 だ是 れ庸、 ^  . 齊が爲 す 所 は 都て 庸 ならず」 と。 然 らば 則ち ！是れ 節に 中る 

S 底な り、 節に 中る 乃ち 庸 にして、 亦 中和の 謂な り。 聖人 重言して 中 Si と 言 はん.. - V. 

3  i 曰 はくん g を 驚かし 俗 I かす こと をせ ざる、 是れ まり」 と。 愚案ず るに、 i 

I かし 俗 を駭か 十べ きとき は、 世俗 を驚駭 す、 是れ 節に 中る 底な り。 五穀 は 平常 まべ 

し、 珍異の 常に 得ざる 物の Si き.^、 亦 食 ふべき あり。 堯 -舜- 孔子 は 大^な り、 ^. 

6  I 齊も1 仁 を 求めて 仁 を 得たり、 各 4 一時の 中な り。 若し 平常 を必 とせば、 是れ偏倚 

00 ない、 過不及な り、 天下の 定理と 貢 ふべ からず。 天下の 定理 は、 唯 だ動靜 事物の 際、 

な- 其の 極 を 究め 盡 して、 其の 節に 中る に 在る のみ。 何ぞ 平常 を 必と せんや。 且つ 經書 に 

づる听 の浙の 宇、 皆 平 庸の義 なり。 庸德. 庸言 とい ふ も、 亦 平日の 德と 言と を 之..^ 


(五) 中 庫 第 

七 <s 「中 膝な 

揮んで、 期 n- 

も 守る こと 能 

はす」 同 第 八 

章 「巾 な 揮 

んで 一 善 を 得 

れば， 

々服^して 之 

れを失 はす」 

二ハ) 朱 子の 

中 に、 

朱： ナ isrissft 

この 問^も な 

せり、 それ も 

指して  一 K へる 

な る ベ し 

(七) 中庸 成 

M の 首に 出づ 

(八) 或 問に 

r 此」 卞 なし 


(九 J 中庸の 

原本 は 「君子 

の 中庸 は 君子 

にして 時に 中 

す。 小人の 中 

i? は 小人に し 

てお 惲 する こ 

i 無き なり」 


行 ひ 之れ 謹む こと. 平常の 謂な り。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 則ち 中庸 を擇 ぶの 言合 當せ 

ずと。 師曰 はく V 是れ擇 執して 中庸なる の義 なり。 庸 は是れ 一 箇の 定理に して、 中と 

相對 せば、 堯舜何 ぞ庸の 字 を 脫！！ する、 夫子 何 ぞ只だ 時 中と 言 ふや。 席 は是れ 中と 義 

を 同じう す、 則ち 衍ー百 重言な り。 聖人 豈 之れ を 用 ひん や。 學者 尤も^ 味すべし 

或 ひと 問 ふ、 中庸の 首章、 先づ 中和の 義を 明かに し、 次章に 乃ち 中庸の 說に 及ぶ、 

其の 篇に 名づ くるに 至って は、 乃ち 中和と 曰 はずして 中庸と 曰 ふ は- 何ぞ や。 師曰は 

そ. S かみ  (七〕 

く- 昔日 も 此の 問 あり。 朱 子 曰 はく、 「中庸の 中 は、 實に體 用 を 兼ね、 中和の 中 は- 其 

の 義然ら ず， 且つ 其の 所謂 庸は， 又 平常の 意 あり。 此れ 之れ を 中和に 比すれば、 其の 

該 ぬる 所の 者 尤も 廣し」 と。 愚 謂へ らく、 中庸の 首章に 所謂 中和 は- 中の 註 脚な り。 

(また) 「道 は 須臾 も 離るべからざる なり、 離るべき は 道に 非ざる なり」 とい ひ、 戒桌 

恐懼して 其の 獨を愼 むと は、 是れ 平生の 敎戒、 時 中の 用に して、 乃ち 庸の 註解な り。 

此の 一章 至れり 盡 せり。 中庸の 說 別に 言の 容 るべき なし。 次章に 「君子の 中庸 は 時に 

中す」， 「小人 は 中 に 反し、 「お 憚す る こと 無き なり」 等の 語， 皆 中 を 日用 平常に 用 ふ 

るの 謂な り。 故に 篇に名 づけて 中庸と 曰 ふなり。 

中  三 七三 


さ に はは Rhj: に はし 則 善 «i  AQ^^ra:^ づ之 ra つ »1?1：： 
'は 代^! « 'おな i 富し と 下 上 C すて そ， 4 なな 意 SrSra じ 我 •  a  m 
にに'、, I'iSi' '、り 《(i 文の W に 、 ""-之 得 煤 0 つ H の 或 一 
ト: に 、 ' ' >v  、降 あ'; •：  B8 叫 出 (» れ * れひ' キ 「el 中 同 前 次 Sfl 中 n 侯 
"'i こ WW  —  'M おり 所; 5 とづ S« を 服ば 、 、の * 出 に七庸 九 仲 
uiHiR 宗 'さ卞 代の *  "US  、翻 I* 失 、一中 人 第 H 出 章 或 a& 
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£  (二) 

或 ひと 問 ふ. 河 東の 侯 氏 曰 はく、 「中庸 豈擇 ぶべ けんや、 揮ぶ とき は 則ち 一 一 つ なり」 

(11  一)  (En 

と。 師曰 はく > 擇の字 太 だ 重し • 輕 過すべからず。 是れ 厥の 中 を 執るな り、 其の 兩端 

を 執って 其の 中 を 民に 用 ふるな り。 聖人の 寧 格物致知の 功に 在る こと 以て nwh? ベ し。 

堯*舜 の 大聖なる も 亦 其の 中 を 執り、 其の 兩端を 執って 中 を 用 ふ。 顏 子の 亞聖 なる も" 

亦 中庸 を擇 ぶ。 是れ 究め 盡し 推し 求めて、 其の 中 を擇び 執るな り。 後世の 儒生の 如き. 

黄口の 俗學 も、 亦 繙に意 を 著 くれば 是れ 未發に 非ず 等の 高話 を 曰 ひて、 靜坐 を；： 

と號し • 默坐を 省察と 號す、 彼れ をして 經 筵に 侍し、 仕官 を歷 しむれば、 則ち 器識太 

だ狹 く- 度量 尤も 陋 しく、 其の 才は 事物に 及ばず、 偶然と して 爲し 得る も、 或は 姑息 

の 仁に 流れ、 或は 文 藝の學 を專ら とす。 故に 進んで 一 家の 全 を 成さず、 退いて 萬 世の 

道 を 述べず、 古の 學 者と 年 を 同じう して 語るべからず。 是れ 併しながら 覺 えずして 異 

ゆるがせ 

端の 髙 見に 陷れば なり。 舉者 之れ を忽 にす ベ からず。 

或 ひと 問 ふ、 王 陽 明が 曰 はく、 「中 は是れ 天理な り」。 曰 はく、 「何者 を か 犬 理と舄 

す」。 曰 はく. 「人欲 を 去り 得ば 便ち 天理 を識 らん」。 「何 を 以て か 之れ を 中と 謂 ふ」。 

曰 はく， 「偏 倚 十る 所な し 一。 曰 はく、 「偏 倚す る 所な き は、 是れ 何等の 氣象 ぞ」。 曰 は 


や.. -"" く、 「明鏡の 如く 然り。 全體^ 徹して 略ぼ繊 塵の 染著 なし」。 曰 はく、 「偏 倚は是 れ染. 

&」 ^£錄 著す る 所 あり、 色 を 好み、 利 を 好み、 名 を 好む 等の 項 上に 著 在す るが 如き は、 方に 偏 

1 本 は 「大 用」  ，-5  (陽 W) 

る 上陸 倚 を 見得す る も， 未發の 時の 若き は、 美 色 名利 皆 未だ 相 著せず」。 「然れ ども 平日 色 を 

ffol 終 I 習 好み 利 を 好み 名 を 好む の 心、 原と 未だ 嘗てな くんば あらず.。 旣に 未だ 嘗てな きに あら 

錄卷 下、 

巧-所 M  (一  C ざれば、 卽ち 之れ を 有と 謂 ふ。 旣に 之れ を 有と 謂へば、 則ち 亦 偏 倚な しと 謂 ふべ からず。 

七 條>- に 出つ。  も 

^M^i 之れ を 良 を 病む の 人に 譬ふ、 時 ありて 發せ ずと 雖も、 病根 原と 曾て 除か ざれば、 丽ち 

(一一) 天地 

もさび しくす 亦 之れ を 病な きの 人と 謂 ふ を 得ず。 須 らく 是れ 平日 色 を 好み 名 を 好み 利 を 好む 等の 項 

る こと 

(に Jyiji、  j 應の 私心 を 掃除 蕩 維して、 復 た繊毫 の留滯 なく、 而 して 此の 心の 全體廊 然として、 

は 黄 省 %、 i  ら是れ 天理なら しむべ し、 方に 是れ 天下の 大本な り」。 問 ふ、 「未 發 未だ 嘗て 和なら 

は勉 之、 ssf 

fJi 一- ずん ば あらず、 已發 未だ 嘗て 中なら ずん ば あらず、 譬 へば 鐘聲の 如し、 未だ 叩か ざれ 

のき おり。 ども 無と 謂 ふべ からず、 旣に 叩く も 有と 謂 ふべ からず、 畢竟 箇の 叩く と 叩かざる と 如 

何」。 陽 明が 曰 はく、 「未だ 叩かざる 時、 原と 是れ 驚天動地 的、 既に 叩く 時、 也た 只 だ 

m^su 是れ？ I 天寞地 的な り」。 叉 if ふ、 fi" は是れ 心の 本體 と。 知らず 大 故に 遇 ひ、 哀哭の 時- 

*«喾 あ り 

で I じ 為 に 於て、 此の 樂 還た 在り や 否や」 と。 陽明曰はく、「須らく是れ大哭 一 番し/りて方に- 

^^！：學四 中  三 七 五 


出 は し Kfirf; 
つ 'そ 書 wi«5 

め - 4- 、 

. ： 二  JSJ  ("■) 
せめ！ K« の 
に せ 
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卷上. gs^sfss 

所お S  二 

1«^條、 に 出 づ。 

卞は a? 中、 沙 

ssis: す、 & 

挑の 人に I て、 

そ の 离弟 なり 

(二) 蒲 菊と 

£ ひて 其の 味 

S; しと 

(：.：) 0S 

せ 上， 陣》» 

SS 七 六 

條、 に出づ 
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樂 しむべし、 si- せ ざれば 便ち 樂 しからず * 哭 すと 雖も 此の 心安き 處は、 卽ち是 れ！^ な 

り。 本體は 未だ 嘗て 動く こと あらず」 と。 陽 明 又 曰 はく、 「未 發の中 は、 專ら靜 の 時 を 

指して 言 ふに 非ず、 發の 時に 就きて、 此の 心 喜 怒哀樂 の爲に 牽引 汨 橈せられ ず、 明か 

に 寂然 不動の 體を覺 る、 卽ち 所謂 動 も亦定 なり」。 劉 觀時問 ふ、 「未 發の中 は 是れ如 

何」。 陽 明 曰 はく、  r 汝^ だ附 ざる を 戒慎し、 聞かざる を恐灌 して、 此の 心 を 養 ひ 得て、 

純ら 是れ. 大理 ならば、 便ち 自然に 見 はれん」 と。 觀時略 ぼ 氣象を 示されん こと を 請 ふ。 

,  (二) 

く こ  なん ぢ ため 

陽 明 曰 はく、 「啞子 苦 瓜 を K する も、 儸の與 に說き 得ず。 倆 此の 苦 を 知らん と 要せ は、 

還って 須 らく 僳 自ら 十べ しと」。 又 曰 はく、 「一時 一事に 在りても、 皆 亦 之れ を 屮，^ 

と 謂 ふべ し。 然れ ども 未だ 之れ を 大本 達 道と 謂 ふべ からず。 人の 性 は 皆 善な り、 屮扣 

ちと  %© 

は是れ 人々 原 有る 的な り、 豈 無しと 謂 ふべ けんや。 但だ 常人の 心 は、 旣に lif: 蔽 十る 所 

あれば、 則ち 其の 本 體は亦 時々 發見 すと 雖も、 終に 是れ暫 明教滅 にして、 其の 全體大 

用に 非ず。 中なら ざる 所な くして、 然る 後に 之れ を 大本と 謂 ふ、 和なら ざる 所な くし 

(惟) 

て、 然る 後に 之れ を 達 道と 謂 ふ。 唯だ大 下の 至誠に して、 然る 後に 能く 1K 下の 大本 を 

立つ」 と。 求是 編に 曰 はく、 「平時 喜れ わの 心 ある ことなき もの は 中な り。 時に 臨んで 亦. 


s)  ££ 

«丄 上 篇 第 七 

«. 齊の宜 王、 

ssw の 牛の 堂 

下ん： 過ぐ る 4 

見て 之れ を 

み、 羊ち 以て 

代へ しめた h -、 

孟チ、 王の 此 

の 心 r$ て 王. 

るべ しとい へ 

るな り 

* 械. ナ tes^ 第 

八に やつ つ。 熒 

惑 心 を 守る。 

心 は 朱の 分野 

なり。 as 公 S 

ふ。 ISM 子韋 

移す ベ しと 一； ム 

ふ。 公 曰 はく、 

相 tts れの股 

肱な り、 S は 

ほ を 待つ、 歲 

飢. つれば；：^ 困 

しむ、 .S れ誰 

が にせ おら 

んとー K ひて 相 • 

^  • 歲の い.， つ 

-れ にも 移す を 

肯んぜ す。 子 

« 曰 はく 、君， 

人に せ.；. i るの 一一：：：： 一 

(h?) 一： 位な！ W 


能く 節に 中る 者 は 和な り。 中 は卽ち 性な り、 和 は卽ち 情なり。 性情 は卽ち 道な り。 道 一 

は 一 のみ。 全體大 用に 在りて は 固に 此の 道な り、 初より 加 ふる 所な し。 一 時 一 事に 在-, 

りても 亦 あの 道な り。 初より 損する 所な し。 (然るに) 陽 明 乃ち 謂へ らく、 『一時 一事. 

の 中和 は、 未だ 之れ を 大本 達 道と 謂 ふべ からず。 必ず 中なら ざる 所な くして、 而 してに 

後に 之れ を 大本と 謂 ひ、 和なら ざる 所な くして、 而 して 後に 之れ を 達 道と 謂 ふ』 と。 

是れ首 J を 以て 二 ありと 爲 すなり。 齊 の宣， 牛 を 易 ふ、 一事の 中和に 過ぎざる のみ、 而 

して 孟子..^ て 是の心 以て 王た るに 足れり と爲 す。 宋 の景、 人に 君た るの 言 三つ、 一言 

(ヒ) 

の 中和に 過ぎざる のみ、 而 して 熒惑 之れ が 爲に舍 を 退く。 然 らば 則ち 大本 達 道 は 何 

ぞ ふず 中なら ざる 所な く、 和なら ざる 所な くして、 而 して 後に 可な らん や。 之れ を 石 

を擊 つの 火に 譬 ふれば、 只 だ 星々 子の みなる も、 糈に引 著せば 便ち 以て 原 を 僚くべし。 

^に 星々 の 火 は卽ち 原を撩 くの 火に して 小なる に 非ず、 原 を 像く の 火 は卽ち 星々 の 火 

にして 大な るに 非ず。 火 を 知れば 則ち 中和 を 知る。 故に 事に は 所謂 大 なし、 傳禪も 亦 

常な り。 亦 所謂 小な し、 一介 も卽 ち千駟 なり。 時には 所謂 久しき なし、 天地 も亦須 

. 動くべし と ある を 指す。 燹感は 火 、心 はサ 八！ w の 一な り (七) ii 一度 a-s. を 動きし とい ふ (八) 0. 


つ あ 

,、f 


熒感 宜しく 動く ベ しと あるな 指す。 熒感は 火 KT 心はサ 八！ W の 一 な， 

81!- 學四 中 
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二)  つ 一) 

ざん  しゃう し  はう たん  つね おも  (三) さ 

なり。 亦 所謂 暫 なし、 薙子も 卽ち彭 射な り。 陽 明 每に以 へらく， 『藩雜 を 剖き て昭嚒 を- 

觀る』 と。 自ら 其の 識を 停む る 者に して， 見此に 及ばざる は何ぞ や」 と。 又 曰 はく， 

< 五一  もつ ば 

「未 發の中 は 純ら 是れ 天理、 寂然 廓 然として 偏 倚す る 所な し。 陽 明が 『其れ 明鏡の 

3)  一  k-t  た々 へ 

倚の 卞： is,. 如く 然り、 全體瑩 徹して 略ぼ繊 塵の 染著 なし』 と 曰 ふに 似たり。 且つ^ を 病む の喩を 

*. 求； *j 編 や  たち ま き  まこと 

se 本に 以て 十。 蓋し ま-乍ち に發り 乍ち に 止む， 乍ち に 止み 乍ち に發 ると き は、 則ち 發 固に^ 

に 作る 卽ち 

』！fi;J^tJ なり、 其の 發 せざる の 時 も亦瘧 なり。 今 乃ち 發ら ざるの 癒 を 以て、 未發の 中に 況ふ。 

なるな 止 Li  ひと  けいげん 

に 是れ未 發の中 は、 特り 其の 色 を 好み 利 を 好み 名 を 好む の 心 未だ 形昆 せざる 者の み。 此- 

(五) 求是編 

の 文な の 如くん ば 何 を 以て か 天下の 大本と 爲ん や。 何ぞ 其の 明鏡の 言と 自ら 相 屍れ る や。 鏡： 

(六) 二 

七 五 K*£ は 本と 塵な くして、 塵は染 より 生ず。 人 は 本と 痣な くして、 瘧は 病より 生ず。 心 は 本 

と 偏 倚な くして、 偏 倚 は 意より 生ず。 故に 未 發の中 は、 卽ち疾 なきの 人、 塵な きの 鏡 

p^^w なり。 癖 を 病む を 以て 之れ に瑜 ふ， 豈 引喩の 當を 失する 者に 非ず や」 と。 此の 論 如何； 

か辨析 せん。 師曰 はく， 陽 明の 學專ら 異端に 陷る、 其の 宗 とする 所、 明鏡の 繊 塵の^, 

著な きを 以て 十。 是れを 以て 天理と 爲し、 是れを 以て 天性と 爲す。 故に 未 發の中 は、， 

其の 無聲無 奥の 地 を 期 十、 其の 指す 所 太 だ 高し。 是れ浮 3^ 禪 家の 舉 する 所な り。 今屮， 


を 以て 天理と 爲す こと、 這 裏より 說き 出し 來る なり" 偏 倚 を 以て 染著 する 所 ありと 爲. 一 

し， 染著偏 倚 一致に して、 染著は 偏 倚の 太だ顯 はれ 習來 する 底是れ なり。 未發の 時、 

喜 怒の 事物に 涉る なく、 何 ぞ染著 を 以て 之れ を 論ぜん や。 聖人の 敎は、 專ら 人情 已 む-一 

を 得ざる の 誠に 從 つて、 其の 意思 をして 正しく、 其の 情欲 をして 節に 中ら しむる に在丄 

り。 美 色. 名利 是れ 人情の 大欲 存 せり。 之れ をして 正しく 節に 中ら しむる、 是れ萬 代 

不易の 定論、 古今 人情の 通戒 なり。 彼の 明鏡 は 本と 情なし， 故に 歷來 退去 共に 知覺せ 

ず。 人心 は 活物な り、 何ぞ 明鏡の 如くな らん。 死に 至る まで 修め 力む と雖 も、 竟に得 

ベから ず。 是れ 異端の 樹 下石 上 を 好み、 人家 を 遠ざかり 世間 を 去り、 耳目の 及ぶ 所 を 二 

しば ら 

淸 くし、 身 體の觸 るる 所 を 潔くして、 少く 此の 情 を 除かん こと を 欲す、 然れ ども 猶ほ. i 

巳む 能 はざる を 以て、 坐 禪觀法 を 立てて、 拂 拭し 来る 底な り。 陽 明が 宗、 一向に 這 裏" 

(八) 

ス) W 出 一一 一 に 落 在す。 慮 を 病む の喩、 求是 編に 之れ を闢 くこと 尤も 詳 なり。 陽 明が 一未 だ 叩か ざ- 

七 五 頁 鐘 を 叩  ラマ  ， 

る 時、 , と 驚天動地 なり」、 「._ ^哭 一 番し 了り て 方に 樂 しむ」 等の 語、 太 だ 聖人の 敎に 

b 五 省 

t^sKi 違 ふ、 其の 罪遁 るべ からず。 未 發は是 れ未發 底、 已 發は是 れ已發 底、 更に 這般の 模樣ー 

なし。 鐘聲の 如き， 能く 鍊 鍍鑄 出して、 則ち 未だ 叩かざる とき は、 是れ 未だ 響 あら ざ！ 
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るな り、 已 に 叩かば、 則ち 鍊锻鑄 出 底の 聲 あり。 未だ 叩かざる 時 • 原と 是れ犬 地 を 驚. 

動し， 已に 叩く の 時、 只 だ是れ 天地 寂寞な りと は、 皆 一種の 高話 を拈 出し. 言外の 寫 

味 を 表 章す るな り。 已に S. 人 すれば 樂 しむべからず- 樂 しめば S 尺すべからず。 哭 すべく 

して 哭 十る、 是れ 節に 中るな り。 哭に當 つて 本體 未だ 嘗て 動ずる こと あらず と は、 是 

flj  i れ形哭 して 內哭 せざる なり、 中心の 誠と 謂 ふべ からず。 先の 楊 時が 中の 說と略 ぼ 相似 

つ 二  おお  (二)  こつね う 

m  たり。 陽 明 未 發の中 を 以て、 四つの 者の 爲に 牽引 汨橈 せられず、 明かに 寂然 不動 を覺 

. -•《 だす 

ると 爲す。 是れ 一箇の 明覺を 立てて 主と 爲し、 不動 を 以て 守と 爲 し- 形哭 して 內哭せ 

ざるの 謂な り。 且つ 未發の 中、 啞子苦 瓜を樊 する を 以て 之れ に ふ、 是れ禪 の 悟了 底 

！？) *f お. なり。 陽 明 一時 一事の 中和の 說、 求是編 之れ を拆 け、 齊宣- 宋景の 事 を 以て、 一事 一 

0: ： 言の 中和と 爲す、 未だ 一 t ならず。 愚案ず るに、 齊宣牛 を 易 ふる は、 仁の 端な り。 宋景 

の 三 言 は、 省修の 謂な り。 If つながら 中和 を 以て 之れ を 論ずべ からず。 凡そ 物の 感ぁ 

る は、 薄微の 細事と 雎も、 其の 純一 能く 他 を 感動す、 是れ 天地の 妙 用な り。 忠孝の 鬼. 

神 を 感ぜし むる は理の 當然， 而 して 魔魅 狐 a- の 人心に 感ずる、、 愛 著 紫 念の 不測に 通ず 

る、 豈屮和 を 得と 謂 ふべ けんや C 石 を 打つ の 星々 皆 火に して、 引 著して 原 を撩く * 是 


れ 火の 成たり。 星々 も 火なら ずと いふ ことなくして， 暫明慙 減の 火 は、 火の 成と 謂 ふ 

ベから ず。 故に 一時 一事の 節に 中る、 中和に 非ず と 謂 ふべ から ざれ ども、 推して 他に 

及ば ざれば、 其の 全體を 得と 謂 ふべ からず。 一 時 一 事の 得 来る、 大本 達 道と 謂 ふべ く 

して 可な り。 大本 達 道と 謂 ふべ からざる も 亦 可な り。 四つの 者發 して 或は 節に 中る 底 

は、 凡人 も 亦 偶 >■ 得る こと あり。 其の 中に 到りて は、 乃ち 未 發の前 中立して 倚らざる" 

凡 入の 少 くも 得べ からざる 所な り。 宋 明め 儒生 中 を 以て 静寂 無事の 時と 爲十、 故に 人 

人 未 發の前 皆 中 ありと 爲し、 竟に盜 賊も亦 未 發の時 は、 中 ありと 爲 すに 至る、 太 だ 差 

謬し 來れ り。 若し 先 儒の 說に 因れば、 中 は 吾人 各自に 之れ を 固有す、 節に 中る は、 是 

うち 

れ 日用の H 夫に して、 節に 中る 底、 這箇の 中の 裏より 發 し來 らんと 欲するな り。 愚 

按ずる に、 中と 節に 中る と は、 共に 格 致の 功に 在り。 節に 中る 底 は、 已 むこと を 得ず 

して 世と 與に 推移る の 情、 自然に 須 らく 節 を 得る の義 あるべし。 大本の 中 は、 凡人 更 

に少 くも 得べ からざる の 地な り。 學者抚 索す ベ し。 

或 ひと 問 ふ、 明 儒 未發を 以て 不發に 作る， 此の 說 如何。 師曰 はく、 太 だ 差， J 十。 未 

の 字 意味 あり- 已發を 含蓄す。 四つの 者 情の 形迹 あり、 情 已に發 して、 其の 事物に 及 
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ぶ や、 必ず 竟に四 者に 至る。 未だ 發せ ずと 雖も， 其の 機 已に具 はるな り。 

或 ひと 問 ふ、 陽 明が 曰 はく、 「四つの 者 未 發の時 は、 廓然 大公， 此- 一の 私意 _ ^滞 を 須 

つ ことなくして 卽ち 中と 爲る。 此の 中 は 蓋し 愼獨 より 来る。 未發 便ち 是れ 中と 謂 ふに 

非ず」 と。 是れ 未發の 時， iiw 獨 底に 中を存 十る の 趣な り。 (如何)。 師曰 はく、 廊然大 

公 は是れ 中の 的當 なり。 中立して 何 を 以て か 的 當と爲 す、 廓然 大公に 在り。 廊然 大公 

を 以て 中と は爲 すべから ず。 中 は、 倚らず して 節に 中る の 名な り。 愼獨は 貪に 是れェ 

夫の 要路、 如何 か愼獨 して 未發， の 中 を 知り、 中 を 知って 如何 か廓然 大公 を 期せん。 是 

れ格 致の 用、 擇 執の 功、 這 裏に 落 在す。 先 儒 只 だ 未發を 以て 廓然 大公と 爲し、 廓然大 

公 を是れ 中な りと 爲す。 其の 言 尤も 近くして 取り 用 ふべき 攸 なし。 是れ學 者！！ 泊して 

異端の 說に陷 る 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 伊川 は 「當に 喜 怒哀樂 未發の 前に 於て、 中 を 求むべからず」 と 謂 ひ， 

延平 は、 「攀者 をして 未發の 前の 氣象 如何 を 看る」 を敎 ふ。 陽 明日 はく、 「^是 なり。 

伊川 は 人の 未發の 前に 於て、 箇の中 を 討ね、 中 を 把り て 一物と 做し 看ん こと を 恐る、 

吾が 向に 所謂 氣の 定まる 時 を 認めて 中と 做す が 如し。 故に 只 だ 涵養 省察の 上に 於て、 


功 を 用 ひしむ e 延平 は、 人の 未だ 便ち 手 を 下す 處 あらざる こと を 恐る。 故に 人 をして 

時 々刻々 に 未發の 前の 氣象を 求めし む。 皆 古人 已 むこ と を 得ず して 人 を 誘 ふの 言な 

り」 と。 此の 三說 如何。 師曰 はく、 中の 的 意 を 知らざる とき は、 伊川. 延平. 陽 明が 

說 共に 取るべからず。 其の 的 意 を 知る とき は、 說々 叉 之れ を 見る に 足れり。 然して 三 

子 各 ~ 意見に 因って 中の 說を 私す、 其の 間 延平專 ら高尙 に 驚す、 故に 其の 謂 ふ 所 此の 

如し。 伊川 其の 學太 だ密 なり、 故に 其の 說く所 此の 如し。 陽 明 全く 禪 流に 入り. 自ら 

以て 二子の 見に 超えん とす、 故に 其の 謂 ふ 所見る ベ し。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 は 曰 ふ、 「天地 ありて より 以來、 時として 生ぜず とい ふこと たく、 

生 人 ありて より 以来- 時として 發せ ずと いふ ことなし」 と。 陽 明 は 曰 ふ、 「人心の 常 

に發 する 者 は 明覺生 意な り。 時として 未だ 發 せざる こと ある は、 喜 怒哀樂 なり。 中庸 

は、 喜 怒 哀樂を 指して 言 ふとき は、 未發は 實に是 れ未發 なり、 之れ を 天地に 譬 ふるに、 

常に 發 する 者 は 生 機な り、 時 ありて 發 せざる 者 は 雷- S 風雨な り」。 今 子が 所謂 未發の 

說 も- 亦此に 同じき か。 師曰 はく、 四つの 者 未發の 際、 亦 生 意 ある は、 是れ 生々 無 息 

の 謂な り。 凡そ 血氣 ある 者皆然 り。 愚案ず るに、 喜 怒 哀樂未 發の前 * 情 已に發 して 千 
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態 萬 變只だ 未だ 四つの 者に 涉ら ざるの み。 之れ を 犬 地に 譬 ふれば、 其の 生 機 は 犬 地理 

け ：. 

氣の妙 用な り、 未だ雷^：^風雨に涉らずと雖も、 雲行き 霧 渡り、 日月 代謝す。 其の 相 形 

十る とき は、 雷.：； y 風雨 あり、 大地 常に 廓 然として 大公な り。 日月 運り 四時 行 はる、 萬 

物 之れ に當 つて 各 "其の 節を遂 ぐ、 是れ 中な り、 節に 中るな り。 先 儒以爲 らく、 雷"： is;- 

風雨と 雖も、 日月更に^^：からず、 雲上 常に 明かな り。 是を 以て 四つの 者發 すと 雖も、 

本然の 中 常に 明白なる に譬 ふ、 尤も 差 護な り。 竊に 謂へ らく、 天 は 地 を 離れず、 犬 地 

相對 するとき は、 雪 霧 あり。 何れの 地に 行き， 幾ば くの 高に 上る も、 亦 雲.！？^ あるべし 〈 

然 らば 乃ち 夭 は 雲霧な しと 謂 ふべ からず。 天. 地 雲. お 萬 象 ある を 以て 用と 爲し、 明，：：： 淸 

つら/  、 

^を 以て 本と 爲 さず。 寧 者 熟 味ひ玩 索す ベ し。 

四 二 道 を 論ず 

師曰 はく、 道 は、 1K 地. 人物. 事 上. HI 用の 間， 共に 由り 當に行 ふべ き 所， 其の 條 

理 あるの 謂な り。 .大 能く 運り、 地 能く 載せ、 人物 能く 云爲 する、 各 ~ 其の 道 ありて 違 

ふべ からず。 故に 日月に 運動 あり、 山川に 地 脈 あり， 人物に 經絡 あり、 日用の 攀上這 


二) 上經 ％ 

の 象 

(二) 同坤の 

文 言 

S 同お 辭 

上^ 
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貌 
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の 道 ありて、 少 くも 離るべからず。 日月 • 山川. 人物 • 自然の 脈路 は、 是れ理 氣妙合 

の 用に して >  更に 戾 るべ からず。 唯 だ 人々 事物 應 接の 間 * 尤も 作爲 多く > 智已に 整ち 

来り、 動もすれば 其の 實地を 失 ひて、 其の 捷徑に 鷲す。 是れ 君子 小人の 差別し、 是非 

邪 正の 紕終 する 所" なり」 

あやまる 

師曰 はく、 道 は 上下 事物に 通ず るの 言に して、 天. 地の 道 あり >  人の 道 あり、 事物の 

道 あり、 君子の 道 あり、 小人の 道 あり、 故に 道 は 所と して 在らず とい ふこと なく、 物 

として あらず とい ふこと なし。 一箇の 些子 あれば、 乃ち 一箇の 道 あり。 易に 曰 はく. 

一 ran 

(二  (二)  (1 一一)  び. -ん  (五)，.  ， ， 

一 乾 道. 坤道」 と。 又 曰 はく、 「天地の 道を彌 輪す」。 叉 曰 はく. 「天道 あり、 人道 あ 

り、 地道 あり」 と。 彖に曰 はく， 「君子の 道 長 じ、 小人の 道 消す， r 大學に 曰 はく、 「財 

(七)  (八)  ふきら 

を 生ずる に 大道 あり」。 中庸に 曰 はく、 「君子の 道 は >  闇然 たれ ども 而も 日に 章 かに、 

小人の 道 は的然 たれ ども 而も 日に 亡ぶ」 と。 是れ皆 都て 其の 由る 所 あるの 稱 なり。 

(ー〇) 

師曰 はく、 道 は 行 ふ 所 ある を 以て 之れ を 道と 曰 ふ。 夫子 曰 はく、 「道 は 其れ 行 は ^-ざ 

r ご  (ニー J  , 

るか。 道の 行 はれざる や， 我れ 之れ を 知れり。 か 能く 出づ るに 戶に 由ら ざらん。 何 

(二 II)  ご こ 

ぞ斯の 道に 由る ことなき や」。 孟子 曰 はく、 「夫れ 道 は 大路の 若く 然り」 と。 愚 謂 へら 
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く、 事物の 問に 於て 行 ふべき 所 あり、 之れ を 道と 謂 ふ。 天地 や、 人物 や、 都て 萬象紛 

羅- 皆 是；' 形迹 にして， 其の 間 必ず 行 ふべき の 道 あり-。 易に 曰 はく、 「形より して 上な 

る 者， 之れ を 道と 謂 ひ， 形より して 下なる 者、 之れ を 器と 謂 ふ」 と。 器と は 事物に し 

て習來 あり、 乃ち 形より して 下たり。 道箇の 事物 此の 道に 因って 其の 誠 を 得來る • 是 

れ 道の 形より して 上なる なり。 

師曰 はく、  0? に 曰 はく， 「一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ。 之れ を 繼ぐ者 は 善な り。 之れ 

を 成す 者 は 性な り」 と。 又 曰 はく * 「形より して 上なる 者、 之れ を 道と 謂 ふ、 形より 

して 下なる 者、 之れ を 器と 謂 ふ」 と。 愚 謂へ らく， 是れ 夫子 易に 於て 其の 道と する 所 

かたよ 

を述 ぶるな り。 一 陰 一陽 は、. 大の 流行に して、 一片に 倚らず、 陰陽 互に 根ざす。 故に 

(S 

大の 能く 遷轉 流行 十る や、 一 陰 一陽に 因る。 說卦に 曰 はく、 「大？ 道 を 立つ る や、 陰と 

陽と 曰 ふ」。 一 陰 一陽の 道、 ：n 用事 物の 上に 來る、 之れ を 善と 曰 ふ。 此の 善 を 成し 得 

る 者 は * 道 箇の 性に 因るな り。 然 らば 乃ち 人々 日用の 道、 其の 善に 止まる、 是れ 道な 

り。 大 率の 道 は， ：4^ 善に.^ まる を 以て 極致と 爲す も、 亦 同一 意な り。 

師曰 はく、 聖.^ 志す 所の 道 は、 人道な り。 易に. 曰 はく， 「人の 道 を 立つ る や、 仁と 義 


i_  f」o 

2)  „^:仁3 と 曰 ふ OJ 論語に 曰 はく、 「道に 志す」。 中庸に 曰 はく、 「子 曰に く、 道 は 人に 遠からず、 

l«n  •  (ヒ) 

f 勺) お 十.,； 人の 道を爲 して 人に 遠き は、 以て 道と 爲 すべから ず」。 子 思の 曰 はく、 「性に 率 ふ 之れ 

«  f，o 

(七) sMf* を 道 ふ-謂 ふ。 道は須 も 離るべからず、 離るべき は 道に 非ざる なり。 和は大 下の 達 道 

ー访 一一 節 

一  ?! ぜ なり」。 义日 はく > 「誠に 天の 道な り >  之れ を 誠に やる は 人の 道な り」。 义 日 はく、 「誠 

0  £  ミ ちび  (二 J  *f か 

二  0) 第二 は 自ら 成る たり、 而 して 道 は 自ら 道くな り」。 孟子の 曰 はく、 「道 は邇 きに. ffi り、 而し 

十五 章 

に 十 f 一? て 諸れ を 遠き に 求む」 と。 愚 謂へ らく、 古昔 聖賢 此の 道 を 指示 十る の T 寧 反 なる. 

以て 之れ を 見るべし。 凡そ 道の 事物に 於け る， 須5< も 離るべからず、 而 して 其の 達 道 

は 古今に 通じ 上下に 用 ひて 變 易すべからざる の理 なり。 故に 道 は、 其の 極 を 究め 盡し 

て、 其の 至善に 止まり、 其の 實地 大路 を 行 ふ、 是れ 聖人の 道な り。 作爲 造^ 十る に 在 

らず、 外に 取り 遠き に 索む るに 在らず， 已 むこと を 得ざる の 誠に 因り、 人情 當然 の理 

を 推して、 其の 則 を 用 ひて、 條理 を紊ら ざるな り。 若し 高 明 を 極めて 中庸 を 忘れ、 .5^ 

知 を 失 ひて 偏 倚に 惑 ひ、 或は 高く 驚せ て 情 識を拂 ひ、 或は 近く 惑 ひて 形 迹を必 とす。 

. 皆 人に 遠ざかりて 性に 率 はず。 豈實 地な らん や。 

師曰 はく、 道 は 只 だ 焉れを 行 ふに 在り * 知る こと 惟れ 易く、 行 ふこん 惟れ 難し。 日 

，學 ra 道.  一一 一八 七 
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とど  t 

月の 行 道、 ：.^ 道の 度 數>  能く 流行して 住まらず。.： 故に 四時 行. はれ， 1^ 物 生る。 聖人の 

- ま は、 其の 極 を. 究め、 其の 善に 止まり、 日用 省察して、 之れ を 條理に 合せし むれば， 

身 修まり 家齊 ひ、 之れ を 行 ひて 其の 效を 待たず、 是れ 其の 道を盡 すと 謂 ふなり。 大の 

運動， 日月の 流行 は、 四時の 行、 百 物の 生 を 期せず、 唯 だ 各. - 其の 道を盡 すに 在り。 

各-其の 道を盡 すと き は. 條理 明かに して、 四時 百 物 自然に 遂ぐ。 父子 君 の 倫理、 

t)  * &； 正 心 誠意の ffl， 省 此の 問に 在り。 易に 曰 はく、 「天の 神道 を觀 るに、 四時 心 はず、 §.^人， 

神道 を 以て 敎 を^. t て， 大下 服す」 と。 

飾 曰 はく、 當初 此の 道 を 命く る こと- 是れ 路上より 意 を 起し 來る なり。 -ナ思 ZI はく、 

^^,^^10 「君子の 道 は、 辟へば 遠き に 行く に は 必ず 邇 きょりす るが 如く、 辟へば 高き に 登る に 

ひ-、  ニー 一) 

ゆ た1 は、 仏ず 卑 きょり 十る が 如し」 と。 是れ 能く 近く 譬を 取るな り。 孟子 曰 はく、 「夫れ 道 は 

大路の 若く 然り、 2 豆 知り 難 からん や、 人の 求めざる を 病 ふるのみ」 と。 是れ道 を 以て 

尺 路に比 十るな り。 凡モ 人の 行かん と 欲する、 必ず 其の^ 路 あり。 其の 路に小 あり * 

大路 あり。 大路 は、 都 城 王 幾の 路 にして、 車馬の 大 なる 者 衆なる 者， 人物 器用の 交.' 

雜 はれる、 其の 柱來相 通じて. 更に 障礙 する 所な し。 天下の 人民、 各-此の 大路に 出 


でん こと を 欲 十。 是れ 路の路 たるな り。 小徑の 如き は、 吾 入 利 十る 所の^ にして、 甚 

だ 狭く  だ陋 し。 其の 往來 する 所 jM^ 尤も 多く， 蓬 茅是れ 塞がる。 然も 山澗險 曲少く 

^ぶべ くして、 車馬 人物 通らん と 欲すれば * 障礙 屈曲して、 更に 得べ からず。 是れ 民. 

間の 私 往來、 或は 山上に 祠を 設け、 或は 溪閒に 鬼 を 祭り、 之れ を 崇め 之れ を 敬して、 

其の 艱苦 を 甘な ひ、 參詣を 欲する の 小路に して、 都 械王畿 の 大路に 非ざる なり。 故に 

聖人の 道 は、 ：大 下の 由る 所に して、 其の 人 を 撰ばず、 其の物 を 厭 はず、 能く 通じ 能く 

載す。 是れ； 0 姓 H に 用 ひて. 大下 共に 行ぶべく、 至大 至 公に して 古に； 《| り、 大地と 其の 

流 を 同じう し- 人々 以て 私すべからず、 以て 竊 に^ぶべからず。 大山. 廣河 ニぉー 海- 

(ほ) 屮 な 

giigh お § 墙野， 悉く  て丑ハ はるべし。 彼の 山澗の 小景 險 曲の 呼 ふべき 底 は、 iD^ 來れば 乃ち 一 拳 

(五) ir 一掬の 太だ微 にして、 天下の； 3- るべき 所に あらず、 隱士 閑人の 私する 所な り。 古人 字 

^n^-^^ を 制する 尤も 意味 あり。 朱 子 曰 はく  > 「道 は 路に訓 ず。 大概 人の 共に 由る 所の 路 なり 

は i 扉 と說 く」。 康節 がー K はく、 「道路の 道の 如く、  5 一 然として 千億 萬 年 行 ふの 人 をして、 其 

ち」 一」 S. 嘆せ おもむき 

の歸を 知らし むる ものな り」 と。 言 ひ 得て 好し と雖も * 孟子が 大路 を 以てする の說に 

伊 ws^^i^ の f  一  J  <  、-ソ ド 0 

り  若く へ 力ら 寸  ： 

^學 四 道..  一:： ベ 九 
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師曰 はく * 今 其の 地に 至らん と砍 十れば、 必 f 其の 道路 あり。 其の 道路 を 行き 盡さ 

ざると き は、 其の 志す 所に 至らず。 道路 必ず 條理 あり * 遠き に 行く には邇 きょりし， 

f!)  高き に 登る には卑 きょり 十。 是れ 其の 條理 あるな り。 大 M マの 道 は  >  綱領 條目 を：：；、 てす。 

十-: 章の ニー  ，.キ ， 

^M^^ 君子の 道 は， 费 にして 隱 なり。 條理に 違 ふとき は- 乃ち 差 を 跪え て 進み， 科に 盈 てず 

は ia-  一二 

の 本 ぉの竊 お して 行く。 孟子 曰 はく、 「條理 を始 むる は智 のまな り * 條理を 終る は *  gii- の * なり」 と。 

にして；^ 人の 

く 能く 

I-  8 き-と 

m  四 三 或 ひと 道の 說を問 ふ を辨ず 

、> つ 或 ひと 問 ふ、 道 は 君子の 行 ふ 所に して * 而も やん の爲十 所に- 皆 道に 違 ふべ し。 然 

二  •  )■ 莊 子お 

^-^ ^.^ るに 子 推して 之れ を 道と 謂 ふ、 其の 說 得て 聞くべき か。 師ほ はく、 道はべ下の^3にし 

は-、、 IE 

^^^9ぁるか て、 君子 小人 を 分つべからず- 各-其の 道 あり。 子の 位に 到る に は- 便ち 君子の 道 

io  は-、、 

ゾ；； 钔 あり、 之れ を 行 は ざれば 君子の 位に 到るべからず。 小 入の 地に 到る に は 便ち 小人の 道 

i* からん や 

-ム云 Jl」 ある あり. 之れ を 行 はざる とき は 小 入の 地に 到るべからず 0 唯に 君子， f 人の みならず、 凡 

サソ… -  § 

^H^M: そ大 下の 事物 各  >  其の 道 あり。 莊 周が 所謂 盜を爲 十に 道 ありと いふ も、 亦 其の 一一 一一 I： 相 通 

(五 >  第-一十  ョー  sy^^ 

e  ず。 大毕に 所謂 「时を 生ずる に 大道 あり」 し」 • 以て a るべ し〕 屮廠に 口 はく  、「上： 獲 


ら るるに 道 あり- 朋友に 信ぜられ ざれば 上に 獲られず。 朋友に 信ぜら るるに 道 あり • 

親に 順なら ざれば、 朋友に 信ぜられず」 レ/。 是れ皆 各，；：：： に 道 を 離れざる なり。 故に 愚 

謂へ らく、 道 は條理 あるの 謂な り。 其の 所謂 道 は 各. -條现 を 具 ふ.^ 條理棄 るるとき は、 

1 筒の 事 も 亦 成らず、 是れ道 は 尸、 下の 由る 所 なれば なり。 天下 事物の 間、 聖人の 道 を 

以て 重し と爲 す。 是れ 大本 達 道 ありて、 兆民の 由る 所、 古今 損益せ ず- 贵賤增 減せ ず、 

共に 須臾 も 離る ベ からざる の 大道な り。 

或 ひと 問 ふ、 道 は 大路の 如く 然り、 虫 貝 賤美惡 常に 往來 し， 淸淨： チ：： 穢 共に 止まらず， 

でバ) 迎の 這の 明鏡止水 能く 物 を 照らし、 來 るに 應じ、 更に 將迎 なく 更に 蔽^ なし- 是れ 道の 本 

體>  1K 地の 皇極 か。 師曰 はく、 此の 說 殆ど 異端の 虚無 さ 寂より 出で 来れり。 孟子の 所 

風 伐 w«l にや： 謂 大路 は- 祸ほ逹 道の ごとく、 古今 上下に 通じ， 兆民 共に 由る 所の 謂な り。 贵賤 • 美 

づ， W は 斧の 

f;,, お I- に 恶 • 淸淨. 汚 様、 . ^來 自由にして. _ ^援 せず 留停 せざる 底 は、 謂 ひ 得て 好し と雖 も. 

にて 伐 リ、 

その 唯 だ 是れ心 を 以て 死物と 爲し、 其の 活 澄の 處を 除却す るな り。 聖人の 道 は， 只 だ 人の 

にして 斧の M 

"5'" ほ y に 道 を 謂 ひ、 更に 人に 遠からず- 更に 髙明を 極めず、 夫婦の 愚 も、 以て 與り 知るべし。 

て と  (七」 

b との 夫婦の 不 も 以て 能く 行 ふべ し。 「柯を 伐り 柯を 伐る、 其の 則 遠からず」 と。 同に 衆 

sspra  M  一一 一九 一 
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«  W-'ft!  11)； 

に 中 m 


(：) f, しく 

し.. つかに して * 

もの 5 兆の な 

»- こ と を い ふ、 
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\ 離るべからず。 若し 務めて 髙遠 にして 行 ひ 難き の 事を爲 さぱ、 道た る 所以に 非ず。 

道 筒の 活物 を 以て、 一箇の 死物と 爲 さんと 欲して、 無心の 明鏡. t 水に 比べ  >  道路 染著 

なきに 喩ふ、 尤も 差^の： in^ しきな り。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「道 は卽ち 性な り、 若し 道の 外に 性 を 尋ね- 性の 外に 道 を 

尊ぬ る は、 便ち 是 ならず」 と。 師曰 はく、 子 思 曰 はく、 「性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」 と。 

今 直に 性 を 指して 道と 曰 ふ、 其の 說く所 相 戾れ り。 易に 曰 はく、 「一 陰 一 陽 之れ を 道と 

謂 ふ」。 又 曰 はく、 「人の 道 を 立つ る や、 仁と 義と曰 ふ」。 是れ 夫子 道 を 論ずるな り。 

宋儒 は、 R だ 陰陽 仁義 を 以て、 性の 固有 十る 所と 爲す、 故に 以て 仁義 卽ち 性- 性卽ち 

仁義な りと 爲す。 是れ 冲漠無 股， 萬 象 森 然として 已に具 はるの 謂な り。 愚 謂へ らく- 

性 を 以て 道と 爲 さば、 人々 舉ば ずして 聖人の 道 を 行 はんや。 仁義の 極 其の 理を 究めず 

して 的當 せんや。 其の 說 尤も M. れり。 夫子 旣に道 を 以て 形より して 上なる 者と 爲し、 

の 道 を 立つ ると 爲十。 子 思 率の 字 を 以て 性の 字に 加 ふ、 是れ 聖人の 大道 以て 究理し 

來 ると 爲 すなり。 只 だ 性 を 以て 道と 爲 さば、 乃ち 人々 志す 所に 從ひ 欲する 所に 任せて、 

* 物の 理を 究め 盡さ ずして 各-放 し 来らん。 是れ 形より して 下なる 者な り、 何ぞ聖 


( - iit\        も ya 

fhJJiiTi 九 >*!^ 

'-mm  • : 
九 、近， ゆ 

I  'li-  Ili4  "I 

丑 ィ-錄 M の 
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在 eSSS た と 

あし 

(ひ この 1 

句 の？ 3 め 

の？. W 人 か 
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人の 達 道と 曰 ふべ けんや。 程 子の 所謂 道 は卽ち 性な りと は、 性の 宇、 仁義 を 指す。 是 

れ 性の 本然 善なる に 泥む の說 なり。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 r 冲漠 無眹、 萬 象 森 然として 已に具 はる。 未だ 應ぜ ざると 

き是れ 先に あらず、 已に應 じて 是れ 後に あらず。 百 尺の 木の 根本より 枝葉に 至る まで 

皆是れ なる が 如し。 上面 一段の 事、 形な く 兆な く、 却って 人の 旋安排 を 要して 引 

入れ 來るを 待って. 轍に 入らし むる と 道 ふべ からず。 旣に 是れ塗 轍. 却って 只だ是 

れ 一 筒の 轍， 一 と。 此の 說 未だ 審 ならず。 師曰 はく、 塗 轍 は、 是れ 車の 行く 處 にして. 

人の 當に行 ふべき 所の ものに 比して 之れ を 言 ふ。 朱 子 曰 はく、 「未だ 君臣 あらず して 

(七) 

已 に先づ 君臣の 理 あり、 未だ 父子 あらず して. 已 に先づ 父子の 理 あるが 如き， 元と 此 

の理 なく、 直に 君臣 父子 ある を 待って、 却って 旋 道理 を將て 入りて 裏面に 在りと 成さ 

ず。 涂」 轍 却って 只 だ是れ 一 筒の 涂」 轍 >  是れ 這の 一 筒の 事、 便ち 只 だ是れ 這の 一 筒の 道 

理 * 精粗 一 K にして 元と 兩樣 なし」 と。 愚 謂へ らく" 朱 子の 程說を 解す る こと、 以て 

It- るべ し。 是れ朱 子 程說を 以て 不. ？ なりと 爲 して、 而も 附會 する 底な り。 程 子 は 性 を 

以て 道と 爲し， 性 は 衆 理相具 はると 爲す。 故に 人の 安排を 待たず して、 能， 

^學 w 道  三 九 一一 一 
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今：：： の 當は， 是れ 新に 停せ I す るに あ ら ずへ 本然 停當 底な り、 故に 今： "能， 、；^ 當す る 

たり。 今日の 涂 t 轍 は旣に 是れー 筒の 塗 轍な り、 未だ 應ぜ ざる，：. き. 是れ にあらず. - 

已に應 ずる- 是れ 後に あらず- 竟に -.c 乂 の，^ を 以て 之れ に譬 ふ。 說き ほ て：^ きに 似て、 

未だ 理會 せざる なり。 彼の 、の 水. 其の 枝葉 根本、 ー點 子の 棂實 裏に 含 茶し 來 る- 

是れ太 極の 儀な り。 根本より 枝葉に 4^- るまで、 皆是れ 一 貫 十る は， 是れ 一 體分 支の 謂， 

生々 相互に 十るな り。 人民 藻 倫の 達 道 は- 今：：： 究理し- 明：：： 义 究め 得て、 H に 新に； a 

日に 新に して、 而る 後に 其の 至善 を 致す。 其の 極. 知る こと を 得 * 行 ふこと を 得べ し， 

是れ 道の 道た るな り。 理を 究めて 其の 極に 至る とき は. 則ち 人の. m り 4- まる 所な し、 

初めて 安頓 十べ し。 此の 極、 元と 相 具 はると 謂 ふべ からず。 宋 儒 皆 一 百 ひて >  1?」 の： や： 極 

は 人々 相 具 はれ ども、 人欲に 敝 はるる に 由って， 焉れを 知らず し- 爲十 * 故に 是れ 等の 

說 あるな り。 311!; 挤 致の 功 を闕 きて >  u 新の 益 あらん や。 

n)  <bH の  或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「道の 外に 物な く、 物の 外に 道な し。 是れベ 地の 適く と 

ノ  1 して 道に 非ず とい ふこと なし 一 と。 師曰 はく • 大地 あれば V 地の 道 あり- 入物 あれば 

；  人物の 道 あり。 物の 外に 道な きの 語 尤も 的 當十。 道の外に物なきの：^！气 未だ. ，ならず。 


(二) 伊川、 

前の つづきに 

出， つ 

§ 一作 敬 

i 一； お： に 

出， つ 

(巧) 二 句 中 

康苜章 二 節の 

引用： S— 


で ±>  .,1 出 中 

壤 - 章 


(六 一 一本 親 

敬- レ 作る 


天地の 間 事物 皆 道 あり、 凡そ 行く こと あるの 唐. 悉く 道に 由れ り e 其の 間 唯 だ 達 道  一 \、 

以て 的と 爲 すなり。 

(二  一  ニー： 

或 ひと 問 ふ， 程 子 曰 はく、 「父子に 卽 して 父子 親しむ 所 あり 、 君臣に 卽 して 君臣 嚴に 

十る 所 あり、 以て 夫婦たり、 長幼たり * 朋友た るに 至って、 爲す 所し 一して 道に 非ず と 

いふ ことなし。 此れ 道の 須臾 も 離るべからざる 所以な り」 ， --。 師 d はく- 道 は 須臾 も 

離るべからず， 離るべき は 道に 非ざる なり。 離の 字 太 だ 眼 あり、 所謂 離るべからざる 

もの は. 道の 人に 遠ざから ざるの 謂な り。 百姓 日用の 間、 只 だ 此の 道より 來る。 聖人 

敎を 立て 其の 道の 極 を 究め、 億兆の 民 をして、 知り 易く 行 ひ 易から しめ- 古今の 人情 

をして 變 易せ ざら しむる の 道な り。 若し 日用 を棄て 人情に Is, 、り、 高遠に して 行 ひ懇き 

の 事を爲 し， 槁木 死灰の 論 を 立つ るの 徒 は、 人に 遠ざかる の敎 にして、 日用 を 離れ 來 

る。 是れ 離るべき の 道な り、 以て 道と 爲 すべから ず。 故に 子 思 は 「敵るべき は 道に 非 

ず」 の 言 を 以てす。 程 子 は 「爲す 所と して 道に 非ず とい ふこと なし、 此れ 道の 離る ベ 

からざる 所以な り」 と， 此の 說 少しく 差 あり。 學者詳 に 味 ふべ し。 且つ 父子 君 10- の 親 

嚴は、 父子 君臣の 間に 於て、 究理 底の 極路 なり。 父子 君臣 は 物な り。 物 あれば 必ず 其 

學四 道  三 九 ff- 


'つ ベ * つ *D 昏， 

' ' ft:  、.-  0 せ J 

：  jfi  ；1',  iF. 'Jit 
Kt に 子 づ *  S. 


山 鹿 語； « 卷 第三 十六  一一 一九 六 

の 道 あり、 究め 盡す とき は * 則ち ネと忠 とに 在り。 是れ 致し 究む るの 道な り。 忠 及び 

术， 又 之れ を 行 ふの 條理 あり、 是れ 道な り。 此の 如く * 物  一^の 欠缺 なく， 其の 條理 

i ど 

を 礼し， 其の 大路に 由る とき は、 事物 各！ 其の 處を 得、 犬 理竟に 流行して、 少 くも 住 

まらず。 

( 一 1  かたど 

C ご 或 ひと 問 ふ、 張橫、 染曰 はく 、「道 は 久し かるべく 大 なるべき 所以な り。 其の. 大地に 

奮 *1 ト s: に 出 

づ  りて 雜ら ざる を 以てな り」 と。 師 曰^ く、 張子 道 を 以て 久大 と爲 す、 尤も 其の 說 好し- 

而 して 雜ら ざるの せ、 其の 意 太 だ戾れ り。 道の 久大 なるべき 所以 は、 只 だ. 大地に 則る 

を 以てな り。 須 も 離るべからざる、 是れ久 なり、 ！ K 地 ^？: し^ 物 育 十 * 是れ大 なり。 

古に： り-り 今に 互り， 億兆の 人物に V： る、 其の 久大謂 ふべ からず。 雜ら ざる は是れ 太虚 

(二) 

^ の 謂な り。 張子 S はく、 「太虚に 由り て. 太の 名 あり、 氣 化に 由り て 道の 名 あり」 と。 乂 

^ 曰 はく 、「太虚 は 自然の 道な り、 1K 地の 道 は If^ 虛を 以て 實と爲 すに 非ず とい ふこと なし- 

. 人須 らく 虚 中に 於て 實を 求め 出すべし。 g*- 人 は虛の f1、.- りなり、 故に 善を擇 びて c ら精 

〔四 一 

に しう す。 心の 虛 なること 能 はざる は、 物の 礙 あるに 由って なり。 金 鐵も時 ありて 腐 

(&J 「ハ <«」  だ  (五>  ■ - 

sr にな L ち、 山岳 も 1^ ありて 摧く。 凡そ 有形の 物卽ち 壇れ お" し、 ^ だ 太虚の 處動搖 なし、 故に 


<■ 六) » 陽 風 

le^w もい ふ 


(七) 呂大 臨、 

この 語 中 f 

IE 第； « 第 1 

節に 出づ 

(八〕 謝 良 i^、 

前 出 二八 Ms 


；, t;; 實と爲 す」 と。 愚 謂へ らく、 張， の 識見 太 だ 高く、 其の 言 尤も 弊 あり。 今 張す 1K 地 

を 以て 太虚と 爲る は、 - 大地の 理を 以て 太虚と 爲 すか。 夭 地の 形 を 以て 太虚と 爲 すか。 

其の 理を 以て 十れば. 則ち 乾 道行く こと 健に して、 生々 息む ことなく. 虛を 以て 論ず 

べきな し。 其の 形 を 以てすれば、 則ち 日月 星-おの 在る あり、 風雲 六氣 の往來 あり、 這 

箇の 人物 事變、 皆. 大地の 固有に して、 虚を 以て 謂 ふべき なし。 金鐵 山岳の 有形 は壞れ 

易き なりと， 是れ 一 箇の微 を 執りて 論じ 來る なり。 金鐵 山岳 も 亦 天地と 與に 長久な り。 

一箇の 金纖 山岳 は、 時 ありて^ 摧す。 夭 地の 金鐵 山岳 は 時として あらず とい ふこと な 

し。 一 筒の 聞 を 以てすれば、 則ち 日月 ー晝 夜に して 新に、 天 亦 一周 囘 にして 改まる。 

日月 是れ舊 日月な り や、 -大. 地 是れ舊 天地な り や、 又 知るべからず。 何ぞ只 だ壞れ 易く 

動搖し 易き を 以て、 虛實を 論ぜん や。 此の 言に 據 つて、 聖人の 道 太虚 を 以て 極 處と爲 

さば、 學者渺 i 汇 として 手 を 下す 所な からん か。 故に 久大 の說は 可な りと 雖も、 言 ひ 下 

せば 則ち 皆 聖人の 敎に 非ず。 

或 ひと 問 ふ、 お 田の 呂 氏が 曰 はく、 「人 は 天地の 中 を 受けて 以て 生ず、 良心の 發 する 

所、 首 非ず とい ふこと なし」 と。 上 蔡の謝 氏が 曰 はく、 「聖人の 道 は顯微 なく- K: 外 
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かみ 

なし。 掃應對 進； 551 より、 上 は 天道に 達する まで、 本末 一 を 以て 之れ を K く」 と。 師 

曰 はく，  M 氏が 說は性 善に 泥み て 據と爲 十。 謝 氏が 說 は- 本末 一鼓、 を W て 之れ に據 る。 

愚案ず るに、 性 善に 泥むべからざる の 論- 先に 之れ を盡 せり。 本末  一^の？ は- 

謂 ひ 得て 允に 然り。 -Miw 應對 精義 神に 入る の 謂たり。 但し 其の 指す 所の  一 S 卞^ るべ 

からず。 若し 應： g の輕 きも 亦 天道の 極 を 具 ふと 爲 さば， 未だ 可なら ざるな り。 其の 條 

理 とする 所 は 精義 神に 人る たり。 之れ を 推して 言 ふとき は、 乃ち 異端の； たり。 

二) 尹、  二) 

I 出 EBI:M* 或 ひと 問 ふ， 尹和靖 が 曰 はく 、「吾が 道 は 甚だ 平易 明白な り」 と。 師曰 はく、 逍は性 

に 率 ふなり、 難 至險に 非ず。 尹 和 靖が言 尤も 可な り。 然れ ども 、「須 らく：：；： うて 內外 

まさ 

なく 思慮た きに 到って- 方に 得べ し」 と、 此の 語是れ 異端の つ；，』 たり。 須 、離る ベ か 

ら ざるの 道な り、 故に 平易な り。 已 むこと を 得ず して 然り、 故に 明白な" e 內外 なく 

思慮な き • 是れ 乃ち .± 難至險 なり。 何 を 以て か 平易 明白と 爲 さんや。 

I  (二) 

。J^ 一 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「道 は 卽ち理 なり」 と。 又 曰 はく、 「事^ 當 然の现 なり」 

約 *  . と 。义曰 はく、 r 人の 共に 由る 所 を 以て 言 ふとき は、 之れ を 道と 謂 ふ。 其の 各 > 條理ぁ 

る を 以て 言 ふとき は、 之れ を 理と謂 ふ。 其の 目 は * 君臣. 父子. 兄弟..^、^. 朋友の 


(三) 朱+語 

想 *1 六に T 道 

は れ統 名， 

は &J れ 細！ 《;」 

t 出づ 


S)  二  is 

.JS 卷 十七に 出 

. つ 

(五) 二  語 

錄には 兄弟の 

次に 「w 友 . 

*-5#」 i あ- h- 


間に 出で ず  >  .,1 して 其の 實はニ 物な し」 と。 師曰 はく. 道 は 事物 應 接の 間、 行 ふべき 

の義 ありて >  其の 條理 紊れ ざるな り。 直に 理を 指して 道と 謂 ふ は、 是れ 程說の 「道 は 

卽ち 性な り」 とい ふに 同じ。 凡そ 理は 道の 用な り。 故に 道と 曰へば * 其の 間に 其の 條 

理 あるな り。 道 は：；；： ふべき の處に 充て、 理は 其の 條理に 極まるな り。 物 あれば 其の 道 

あり、 其の 道 條理を 以てし 來る なり。 君臣 父子 は是れ 物な り。 此の 物 あれば、 須 らく 

其の 道 あるべし。 其の 道 あるとき は、 詳 に：！^ ハの理 を 究め 其の 極を盡 し、 其の 至善 を 行 

ふ， 是 れ條理 あるな り。 故に 道と 理とは 一 致に して、 其の 分 混合す ベ からず。 唯だ理 

は 之れ を 思 ふに 在り、 道 は 之れ を 行 ふに 在り。 其の 本と し據る 所、 少しく 差異 あるな 

、一-一) 

り。 朱 子 曰 はく， 「道 は 是れ統 目、 理 は是れ 細目」 と。 此の 言的當 す。 朱 子 又 道 を以. 

て 道理と 爲 して 曰 はく、 「事々 物々 皆箇の 道理 あり * 道是れ 道理な り」 と。 愚 謂 へら 

く、 道と 理， V 尤も 差 あり. 混合して 道理と 曰 ふ は 可な り、 道 を 指して 道理」」 曰 ふ は、 

不町 なり。 

或 ひと 問 ふ、 ij 曰 伊川に 問 ふ もの あり、 如何なる か是れ 道と。 伊川 曰 はく 、「行 ふ處是 

れ なり」 と。 又 明 道に 問 ふ， 如何なる か是れ 道と。 明 道、 君臣. 父子. 兄弟の 上に 於 
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て 求めし む-米 子 曰 はく * 「明 道の 說 固に 此の 如し， 然れ ども、 君臣. 父子. 兄弟の 

問、 各. -當 然の理 あり、 此れ 便ち 是れ 道な り」 と。 此の 說當れ り や 否や。 師曰 はく、 

諸 先生に 來り問 ふの 道 は、 須 らく 聖人の 道 を 指すべし。 然 らば 乃ち 行ふ處 其の 極に 至 

る， 是れ 道な り。 君臣. 父子. 兄弟の 上、 其の 行 ふべき の 極を究 むる， 是れ 道な り。 

伊川 • 明 道の 答， 少しく 不 及の 地 あり。 朱 子當然 の理を W て 十る 尤も 詳 なり- 然れど 

も 其の 理を 究め 盡さ ざれば、 則ち 其の 當 然と 爲す 所， 又 差 謬 あり。 

に」』 ゆ S  或 ひと 問 ふ、 論語の 集註に 曰 はく、  r 往く者 は 過ぎ 、来る 者 は 續 ぐ- 一息の-お まる 

1^十 ブ £  r^ll 

ことなき、 巧ち 道體の 本然な り」 と。 師 曰 はく、 汎く 天 地の 間を觀 るに， 陰陽 理氣相 

.5-*: かす」 の 

，註に *. つ 對し、 3^ 降 循環 端な し、 是れ 天道の 其の 理を究 むるな り。 日往 き月來 り、 寒往き 來 

り、. 四時 行 はる、 是れ： 大道の 流行な り。 其の 然る 所以 は、 乃ち 天 地理 氣の妙 用 * 肉然 

にして 已 むこと を 得ざる の 謂な り。 天地の 道、 天地 是れ 究理し 來 つて 然 らしむ るに 非 

ず、 唯 だ 其の 間 已むを 得ず して 然るの みなり。 若し 道路の 往 來相續 いで 停まる ことな 

f:)  ！？ r きを 以て. 本然に 比せば. 乃ち 是れ 然ら ざるな り。 

き £  .  或 ひと 問 ふ、 南 軒の 張 氏 曰 はく、 「當に 其の 可なる ベ き、 卽 ち是れ 道な り」 と。 師曰は 


く、 張 南 軒の 定 むる 所の 可、 尤も 知るべからず、 無 星 無 寸の秤 量 を 以て 之れ を 計らば、 

其の 可何ぞ 中らん。 且つ 曰 はく 、「道 は 天命の 全體 流行して 間な く、 古今に 貫き 萬 物に 

適ず る ものな り」 と。 此の 言 其の 本源 を 謂へ るに 似て、 未だ 其の 實を 知らざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 陸 九 淵が 曰 はく T 此の 道 宇宙に 充塞す、 天地 は 此れに 順って 動く， 故 

あやま  たが 

に 日月 過らず 四時： P 心 はず、 聖人 は 此れに 順って 動く、 故に 刑罰 淸 くして、 民 服す」 と。 

師曰 はく、 陸の 學は、 道 を 以て 一箇の 悟と 爲す、 故に 其の 語 多く 放蕩し 来る。 天地 あ 

れば 乃ち 其の 道 あり、 人物 あれば 乃ち 其の 道 あり。 道 は 事物 あるに 由って 其の 名 ある 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 黄 餘が曰 はく 、「三才の 植 立、 萬 化の 流行、 一息より 終へ 究む ベから ざ 

るに 至り、 一毫より 限り 量るべからざる に 至る。 綱 維 主宰す る 所以の 者 は 道の み。 道 

は 他に 非ず、 天理の 當然を 行 ひて、 雜 ふるに 人欲の 私 を 以てせざる のみ」 と。 師曰は 

く、 道 は條理 あるの 謂な り。 子 田ね 已に 大本 達 道と 曰 ひ、 今黃榦 混合し 來 つて、 道を以 

て 高話と 爲す、 是れ太 だ過當 す。 道 は 唯 だ 事物の 上に 於て、 其の 理を 究め、 其の 當に 

行 ふべき の 地 を 知る のみ。 夭 理の 當然を 立てて、 人欲の 私 を 去る を 以て， 道の 的當と 
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< し—) so 爲 さば， 其の 趣く 所 必ず 淸淨 潔白の 一途に 到る。 且つ 那箇 か是れ 天理の 當然、 那简か 

^^*^^A. 是れ 人欲の 私、 更に 分^し 易から ず。 其の 極 を 究めず して 論說 すれば、. 乃ち 意見^^ 

〈. ^は 伯 IT 一 

卞は 仲兀、 炎 に 落 在す。 

に ST ひて y 

或 ひと 問 ふ， 或 ひと 曰 はく、 某 山に 在る の 時、 饒師魯 の 言 を 聞く。 道 必ず 三 節 あ 

^1-^ リ， J^lg 應對の 如き は、 是れ事 必ず 當然 の理 あり、 叉、 仏ず 然る 所以の 故 あり、 事を以 

A 紀！ i  ，近 ™^  ，  ： 

て當 おに 對 すれば， 則ち 事是れ 粗く、 當然 なる 者是れ 11^ し。 當然を 以て 然る 所以に 對 

(---) 胡 泳な  (一 |ご( 泳 力)  だ 

るべ L  。宋代 すれば、 則ち 當然 は是れ 粗く、 然る 所以の 者 は是れ 精し。 遂に 胡 文 伯 量に 求め 質す。 

Jwu 人、 {+ は 

なほ マ ^ 胡 文 一 _ 一はく、 一  朱 文 公香て 云 ふ， 心の 祌靈、 衆理に 妙に して、 事に 宰 たる 者な り。 此 

仕/; i -、  ^ 

門 e<* ぶで れ 乃ち 精 中の 精， 粗 中の 精な り」 と。 精 中 之 精、 粗 中 之 精の 八 字 は， 朱 文 公の 語な り。 

なる- 

：; 一 hp お 此れ を 以て 之れ を 論ずれば、 則ち 師荐が 言 は 未だ 然ら ずと 爲 さず、 今敢へ て 以て 之れ 

ぽ^^ S を 先生に 質す と。 黄餘 答へ て 曰 はく 、「昔 人の 道 を 言 ふや. 惟 だ 道 を 以て 器に 對す。 

tsa は』 や. - 體を 用に 對し， 道 を 器に 對 するとき は、 器 以て 用 を 包ぬべし。 洒掃 應對， 卽ち義 を 精 

^ れ： JUJi しう して 神に 入る の 類是れ なり。 體、 用に 對 するとき は， 用 以て 器 を 包ぬべし。 巾 腐 

S  AKi の^ 隱を言 ひ、 f£ 子の 仁義 . 糟智 . 惻隱 . 羞 • 恭敬 . 是非 を 言 ふの 類、 是れ なり 。 


一. 乂何ぞ 嘗て 三 節に 分たん e 道 も 亦？ a 粗 を W て 首 ふべ. t んゃ。 今 師魯の 言 旣に是 ならず、 

I.I ぺ 伯 I: が 例を舉 ぐる も 又 類せ ず- 二者 皆 之れ を： せり。 粗 中 之 精、 精 中 之 精の 八 字に 至 

つて は. 柱々 文 公の 意 亦 此の 如くなら ず。 前の 一 段 恐らく は 魂魄 を 以て 粗と 爲し、 

義理 を 精し- 爲 し- 後の 一 段 は 則ち ，5 りぬ 又 能く 此の 理を 運用す る 者なる を。 微 言 

の 絶えて 大義の 乖 くこと， ロハ だ IC 前に あり。 溜るべき 哉」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく.. 

•  饒師魯 が 道の 三 節は說 、き-得て 密な るが 如き も、 只 だ 其の 分 を 知らざる なり。 洒 掃應對 

は 事な り、 此の 物 あれば 此の 事 あり。 物と 事と 相 合し 來 りて、 其の 至 理を究 む- 是れ 

理 なり。 道 は 乃ち 其の 統目 なり， 事物 道理！^ 合して 之れ を 言 ふ， 故に 其の 語 差 十。 

伯 * の 例を擧 ぐる- 是れ 直に 未だ 體認 せず、 n  (だ 文 義に據 つて 辨析 す、 尤も 取る に：： え 

らず。 黄 餘が曰 はく、 「道 亦 豈粗を 以て 言 ふべ けんや」 と、 是れ叉 未だ 審 ならず。 it 人 

(七) 

(七) 前 出 一-一 の 道 を 言 ふ 各-精粗 あり、 易に 君子. 小人の 道 を 謂 ふ、 以て るべ し。 故に 道 は 事物 

八 五 WW 下さ 

お  の 間、 行 ふ 所の 通稱 なり。 一箇の 粗 物 疎 器に も、 是れ亦 其の 道 あり、 此の 道 尤も 粗な 

"。 然して 其の 據る所 を 推せば、 則ち 須らく 精に 人るべし。 ：„OT:W 應對 は、 小舉の ー桌 

にして- 大 學に對 するとき は、 精 を W て. 百 ふべ からず。 而 して 其の 義を 精し うし 其の 

^學四 道  四 〇 三 
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理を究 むる とき は、 乃ち 須 らく 神に 入るべし。 器 は是れ 形より して 下なる 者- 粗 を以 

て 言ぶべし。 人物 あれば 乃ち Igiw 應對 あり、 人物 は 器に して、 ： ゆ 應對は 道な り。 道 

其の 當然を 究め ざれば、 乃ち 其の 極 を 得ず、 然れ ども 亦 未だ 嘗て 道と 言 はずん ば あら 

ず。 玆に 於て 尤も 精粗の 論 あるべし。 只 だ 道 を 以て、 粗 を 以て 首 ふべ からず と爲 す、 

太 だ 偏 23- なり e 且つ 是れ 等の 問答、 專ら 文義に 因って 論說 す、 其の 討 習す る 所 細密な 

るに 似て、 只 だ辨を 好み 理を： 弁して- 日用 切 礎の 益に 在らず。 後世の 儒生. 動 も すれ 

ば 此の 類 を 以て 論說 して 日 を 終 ふ。 豈 聖人の 敎 ならん や。 

或 ひと 問 ふ、 夫子 曰 はく、 「朝に 道 を 聞く」、 「邦に 道 ある、 道な き」 とい ふ. 是れ ：！： 

の 道 を 指す や。 師曰 はく、 道 は 上下に 通ず るの 稱 なり。 故に 其の 語意 を熟諫 十る とき 

は、 其の 輕重 以て 考ふ べし。 凡そ 道 は 其の 條理 ありて、 公共 底是れ なり。 近く 取る と 

二 一一)  s_  £) 

き は 人の 道な り。 或は 「士道に 志 十」. 「道に 志し、 德に據 る」 と 曰 ひ、 或は 「有 道に 

就きて 焉れを 正す」 と 曰 ふ- 皆 聖人の 道 を 指すな り。 道を擧 ぐれば 天地人 物斯の 問に 

在り。 道の 包括 太だ洪 にして、 其の 細目 を 謂へば、 乃ち 條理 あるの 謂な り。 

或 ひと 問 ふ， 如何なる か是れ 道。 師曰 はく、 入物 共に 由る 所の 路 なり。 或 ひと ョ ふ， 


如何 か是れ 人物 共に 由る 所の 路。 師曰 はく- 公共 底是れ なり。 或 ひと 曰 ふ、 如何なる 

か是れ 公共 底。 師曰 はく、 性に 率 ふの 謂な り。 

或 ひと 問 ふ、 道 は 形の 言 ふべき あり や。 師曰 はく， 形より して 上なる 者是れ 道な り。 

或 ひと 曰 ふ、 形の 上下、 何の 地 を 指す や。 師曰 はく、 形より して 下なる 者 は、 形質 是 

れ具 はり、 其の 質に 因って、 其の 偏 倚定局 あるな り。 所謂 人物 は是れ 器な り。 形より 

して 上なる 者と は、 道 は 人物に 涉り 大小に 通じ、 有らず とい ふこと なし- 所謂 上天 之 

れ 形より して 上なる 者な り。 或 ひと 曰 ふ、 道の 全 體は聲 もな く a- もな きに 非ず や、 上 

大 の 載も然 り。 師曰 はく、 聖人の 敎は只 だ！！ きょりし 卑 きょりす るに 在り， 故に 易 は 

形 を W て 道 を 論じ 來る。 無聲 無臭の 語は稱 歎の 辭 なり、 執著して 之れ を 論ずべ からず。 

日日 或 ひと 問 ふ、 何 を 以て か 形と 言 ふ。 潛窒の 陳氏曰 はく、 「道 は 卽ち器 中の 理 なり、 

器 旣に形 あり、 道卽ち 因って 顯 はる。 先聖 後學を 開悟 せんと 欲 十る も. 指して 人に 開 

き 示す こと を 奈何と もせず。 俱に形 を 言 ふ 所以 は 本と 是れ 一 物なる こと を 見すな り」 

と。 愚 謂へ らく、 形の 字 聖人に 非 ずん ば 下し 得べ からず。 聖人 は 正しく 形の 字 を 言 ふ、 

然れ ども 尙ほ道 を 以て 無形の 理と爲 す。 聖人の 敎 悉く 這の 形氣に 就きて 論じ 出す。 形 
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氣の 外， 道の 言 ふべき ある は、 是れ 8,1! 人の^に 非ず。 天地 や 人物 や * 各-形 氣の 器に 

して， 只 だ 這の 裏面に 在り 來る なり。 

四 四 瑰を 論ず  .  . 

師曰 はく、 理 は條理 あるの 謂な り。 凡そ 事物の 間 一 箇の微 も 亦 此の 理 あり. 是れ 一 

物 一理な り。 然して 其の 理 大小 精粗 あり、 詳に盡 し 明に 究め ざれば、 其の 理全 から 

ず。 其の 盡し究 むる 所、 又 其の 條理を 正す に 在り。 條理紊 ると き は 其の 理 明かなら ざ 

るな り。 

師 曰 はく、 其の 條理の 極， 何 を W て か 期し 来らん や。 唯 だ 這 筒の 公共 底、 是れベ 地 

已むことを得ざるの^^^-理なり。 事物の 窮理 此の 極 を 得 ざれば- 其の 理 固陋に して 通ぜ 

ず、 必ず 意見に 泥み 來る。 今時の 舉者、 各 >  一端 を 執り 意見 を 立てて- 其の 理を 辨忻 

十。 兒來 るに 其の 所以 あるに 似て、 然も 大 下に 通じ 古今に 達する の理に 非ず、 以て 之 

れを宗 と 十べ からず。 其の 理 甚だ 密 にして、 亦 日用の 際に 益な し、 故に 之れ を 取る に 

2i! らざ るな り。 


云 肉 も 食す i^sgs 十 '2 傳：: 

へ 食い をる^ 第 ^ し fiiv_^  W 

り の ふす 牛 七 の 

m  'る や-草お； >H。1  — "^i  K 
W  gp  A- 、食 子 挽 » 辭 
をち 豕穀を 上卦 の 上 


(六) ？ 大 

出づ 7.- 二  5-4 

引 S せり 


師曰 はく、 易に 曰 はく. 「易簡 にして 1K 下の 理得」 と。 說 針に 曰 はく、  r 理を i§ め 性-. 

を盡 くす」 と。 叉 一 £) はく、 「將に 以て 其の 性 命の 理に順 はんとす」 と。 孟子 曰 はく * 

「1 一義 の 我が 心を悅 ばし むる こと、 摘 ほ 絮 の 我が ロを悅 ばし むる がごと し」. と。 是. 

L さり 

れ备， -條理 を 指すな り。 古人 ロハ だ 道 を 曰 ひて、 多く は理に 及ばず。 後 儒 切に 理を謂 ひ 

て數 * 道 を 言 はず。 是 れ又聚 人の 敎を 去って、 專ら 淸談を 尊べり。 理は思 ふべ く 言 ふ 

くく， 道 ま 由るべく 行ぶべし。 理と 道と は 知行に 在り。 道を擧 ぐると きは理 其の 屮に 

在り。  . 

師曰 はく、 理 は善惡 上下に 通ず るの 稱 なり。 討論 するとき は 事物 更に 理を 離る ベ か 

ら ずして、 理の 要は 其の 極 を 窮め 盡 すに 在り。 其の 極 を 窮め 盡す とき は、 其の 知已に 

致つ て 其の 理 自ら 明かな り 。 

師曰 はく、 天. 下の 萬 物 各. - 一 用 を 具 ふ。 其の 一 用 必ず 條理 あり， 故に 其の 用 は是れ 

理 なり。 「1^! 一 蒸民 を 生ず、 物 あれば 則 あり」. 其の 則 は 是れ理 を 窮め 來る 底な り。 先 儒 

各し 大理を 以て 之れ を稱 して.、 人々 這 筒の 天理 を 具 ふと 爲し. 竟に 己が 心に 感知 十る 

所 を 以て 1K 理と爲 す。 是れ 理を窮 むる の 至善に 至らざる なり。 己が 心 必ず 習來に 因つ- 
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て 多く：. t 染 あり， 其の 感知す る 所、 皆 利に 喩り 欲に 放 なり。 此の 心 を 以て 此の 理 を.^ 

窮 むれば * 便ち 悉く 私意に 落 在し 了る。 豈 之れ を 窮理と 謂 ふべ く、 之れ を 至善と 謂 ふ 

ベ けんや、 太 だ 差 謬す。 只 だ 天地 公共 底 を 以てし， 聖人 至善の 理を 以て， 之れ を 究め 

る に 在り。 

師曰 はく、 夭 下の 事物 悉く 條理 ありて 棄 るべ からず。 暴行： 謝爲 すれば， 便ち 條理を 

失 ひ、 少く爲 す こと あるが 如き も、 終に 遂 ぐべ からず。 竹 を 破り 木を截 るが 如き も， 

三  (二)  § 

(1) 昔お V 其の 文理 脈路 を辨ぜ ざれば、 數>勞 して 成らず。 泡 丁 牛 を 解く が 如き も- 其の 大郤大 

： わん  § つきぐ か 

に 竅を 知ら ざれば， 乃ち 族 庖は月 刀を更 ふ、 折 るれば なり。 故に 事物の 間、 其の 條理を 

5 「大きな 詳 にせ ざれば、 竟に 全く 成るべからず。 凡そ  一 is の 器 * 其の 用 を 成す も 亦 條理を 出で 

る *;. と 肉との 

J- ながる と 一- ざるな り。 

i  師曰 はく、 凡そ 理と氣 と相對 す。 此の 氣 あるとき は 此の 理 あり、 此の 理 あるとき は 

SA  此の 氣 あり、 先 後 を 論ずべ からず。 理氣 は是れ 陰陽の 相 根ざして、 或は 象 あり 或は 形 

ありて、 有無 共に 具 はるな り。 形而下なる を 指して 器と 謂 ひ、 形而上なる を 指して 道 

と 謂 ふ。 道 は條理 あるな り。 


四 五 或 ひと 理の說 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 天地人 物の 然る 所以、 是れ理 なり や 否や。 師曰 はく、 夭 地 人物の 然 

所以. - 是れ理 氣の妙 用な り。 其の 然る 所以、 理氣を 以て 之れ を 謂 ふとき は、 乃ち 可な 

り。 凡そ 理は 條理 あるな り。 夭 地の 道、 人物の 道、 未だ 嘗て 條理 なくん ば あらず- 是 

れ 所謂 理 なり。 

或 ひと 問 ふ、 天理 は 是れ理 の極處 か。 師曰 はく、 夭 道 自ら 條理 ありて 紊る ベから ず，. 

故に 四時 行 はれ 百 物 生ず。 其の 天道 條理 ある を 指して 天理と 曰 ふ。 人 皆 天道 を 以て 天 

理と爲 し- 錯 雜し來 る、 尤も 正しから ず。 然して 今日日 用の 間、 其の 極 を 究め 得る の 

公共 底、 是れ理 の極處 にして、 天道の 條理 あると 異ならず、 故に 之れ を IK 理と謂 ふ も 

3  下の 亦戾ら ず。 都て 萬 物の 極 を 究め、 各 ~ 天地の 至大 至 公 を 以て 寸- 是れ 聖人の 敎 * 萬 代 

a,  二 程 語 3«  .  一六) 

卷卜， 伊^ の 不易の 道な り。 程 子 曰 はく 、「天理 は 自然の 理 なり * 物 自ら 天理 を 得る 者 あり、 蜂 嘆の 

語 中に^ づ  - まも  (七」 たつ 

y„2 し 仰：： ^ 其の 君 を衞る こと を 知り、 豺 獺の 祭 を 知る が 如き， 禮も亦 人情に 出づ るの み」 と。 愚 

いふ  謂へ らく、 天理 は、 究め 盡 して 其の 至善 を 得る の 謂な り。 天地の 道 は、 天地 更に 究め 
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盡さ ずして 自ら 然り。 是れ 大地に 萬 の 父母- 其の 理氣の 皇極を 得來れ ばな り。 然れ 

ども 亦 地に 山 澗森兀 の 差 あれば" 則ち 四時の. 某- 溫， 萬 物の 化生、 各-均し からず。 是 

れ： 大地の 冲を得 ざれば なり。 唯 だ中國 のみ 人物 尤も 其の 全き を 得 • 是れ -大 地の 秀 精な 

れば なり： 何ぞ 自然 を 以て 之れ を 論ぜん や I 蜂蛲豺 獺の 理を 得る は. 少く 其の 類の^ 

來に 因り、 又 其の 理氣の 秀づる 所に 因る。 ".i^ 理を 以て 焉れを 論ずべ からず。 宋儒皆 性 

善 を，？ I めて， 以て 理 と爲」 「* 故に 其の： 説く 所 此に至 るな り。 

或 ひと 問 ふ、 程チ • 米 子 共に 曰 はく. 「萬 物 各 ~ 一  理を具 へ 、 ^理！ ：§： じく 一  原に 出 

づ」 と。 師曰 はく •  ^^物各~ 一  理 あり， 是れ 其の 用條理 あるな り。 其の 條理， お 砦 や；. 

り、 是れ理 一 なり。 其の 本 を 推す とき は， 公共に して 私せず， 是 れ萬理 此れ を 本と す 

るな り e  t 右し 一 原 を 以て 一 箇の 工夫し. -爲 さば、 乃ち 理の 外に 一 原の；；^ 十る あるな り。 

其の 言 伺 じくして 趣向の 異なる あり、 詳に味 ふべ し。 

fl) 1^ 或 ひと 問 ふ， 五常 是れ 一 理か， 又 其の 理を 別にす るか。 師 H はく、 米 千：！： はく、 「之 

六に 出づ  か 

れを 一 理と謂 ふ も 亦 可な り. 之れ を 五 理と謂 ふ も 亦 可な り、 一 を 以て 之れ を 包ぬ ると 

き は、 則ち 1 なり * 之れ を 分つ とき は刖ち なり」 と。 愚 謂へ らく、 ビ に 五常と 臼 .1 


買 十 出 *-.r:> 
- - づ fi] 

- 全 /； 古 

3£ 集 竜 本 下 
PM 第 に大 の 


とき は- 1. 理とは 謂 ふべ からず、 五常 各-' 其の 用 を 異にす。 各-其の 由り 行 ふ 所の 俾 

理 あり、 以て！ ^仓 すべから ず。 或 ひとの 曰 はく、 然 らば 乃ち 五常 各  >  其 の理を 異にし， 

理に分 差 あり て 一 貫せ ざる か。 師曰 はく、 其の 源 は 一 貫し 來る。 或 ひと 曰 はく  * 其の 

源  一^し 來る、 是れ理 に 非ず や。 師曰 はく， 五常 は旣 に是れ 日用の 理， 其の 分殊 なり 9 

其の 本源の 理. .rm も 五常の 理 と；^ 合すべからず。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 理に 精粗 

(二)  S. 本末 あり や。 師曰 はく- 理 尤も 精粗 本末 あり。 故に 易に 窮理の 一 百 あり、 大學に 格 物 致 

一  巧 を&'  ハ ： 

知の 敎 あり。 這 箇の究 格の 字. 是れ 精粗 本末に 繁る なり。 後 儒 切に 萬 物 を 以て 一 理と 

る」 なさ 1 爲し泥 合し 來 る- 故に 殆ど 異端の 說に 幾し。 i,: 人の 敎專ら 分 殊に 於て 其の 理 を^む。 

- 大地 旣に M け. 人物 旣に 生ず、 .大4 て 地と 爲 すべから ず. 下 以て 上と 爲 すべから ず。 

分是れ 定まる とき は、 其の 道 甚だ 異なり。 其の 道 甚だ 異なる とき は >  其の 條理 の用袁 

合一 ならん や。 父子 君臣の 間 * 慈と 云 ひ 孝と 云 ひ、 仁と 一 K ひ 敬と 云 ふ、 其の 用 混 一す. 

ベから ず。 是れ 大地-化 十るな り。 

或 ひと SE-"> 人の 君と 爲 りて は 仁に 止まり、 人の子と 爲 りて は 孝 に^まる. 是れ先 

儒 以て 现と爲 十。 然りゃ 否や。 師曰 はく、 人の 君と 爲 りて は須 らく 君の 道 あるべし > 

^學 n  0  四 一一 
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人の子と 爲 りて は 須 らく子の 道 あるべし。 其の 道 を 究め 其の 極を盡 すと き は、 則ち 仁 

なり、 孝な り。 仁 孝 は理を 究めず して 自然に 出で 来らん や。 故に 止の 字 を 以て 此れ を 

結ぶ。 朱 子 曰 はく、 「天下の 事 を擧げ て、 理 あらず とい ふこと なし。 且つ 臣の 君に 事 ふ 

る， 便ち 忠の理 あり、 子の 父に 事 ふる、 便ち 孝の 理 あり。 目の 視る、 便ち 明の 理 あり、 

耳の 聽く、 便ち 聰の理 あり、 貌の 動く、 便ち 恭の理 あり、 一 百の 發 十る、 便ち 忠の现 あ 

り」 と。 £A 謂へ らく、 朱 子 は 其の 用の 精 を 以て 理と爲 す。 此の 精密 は、 只 だ 其の 理を 

究む るに 在り。 直 だ 其の 精 を 指して 理と爲 さば * 理は只 だ 其の 極 を 謂 ふの み。 凡そ 臣 

の 君に 事 ふる、 總 ベて 其の 道 あり。 其の 道 其の 條理 を究 むる とき は、 這の 忠 あり。 忠. 

も 亦 道 あり、 之れ を 行 ふに 條理を 以て 十。 子の 父に 事 ふる も亦然 り。 目 耳 容貌 言語 必 

ず 其の 道 あり- 其の 理を究 むる とき は、 明 聰恭忠 の 用 あり。 明聰 恭忠义 其の 條理の 用 

あり、 而 して 目の 視、 耳の 聽，？ 0、 貌の 動き、 言の 發 する も、 亦理 なり。 理は 其の 用 を 

指し 來 る， 又 町な り。 

或 ひと 問 ふ、 目の 視， 耳の 聽く は氣 なり、 其の 此の 視聽を 能くす る 所以、 是れ理 な 

.n。 先 儒 一 K はく、 「惻隱 の 如き は氣 なり、 其の 是の 惻隱を 能くす る 所以の 者は现 なり」 


と。 師曰 はく， 目 耳 は形氣 なり、 旣 に視聽 する、 是れ理 なり。 目の 動き 耳の 通ず る、 

各" 氣に屬 す、 其の 視聽は 耳目の 用に して 乃ち 理 なり。 其の 然る 所以の 者 は， 理氣妙 

合の 自然にして、 理と言 ふべ からず、 是れ 生々 無 息の 大本な り。 惻隱の 如き、 是れ乃 

ち理 なり、 氣と言 ふべ からず。 其の 動く 所 ある、 是れ氣 に似て、 已に發 して 惻隱 する 

は、 乃ち 理 なり。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 曰 はく、 「理 に能然 あり、 必然 あり、 當然 あり、 自然 あり。 此の 理 

-ー  あら は  ほか 

ありて 然して 後に 能く 諸れ を 外に 形して 是の 事を爲 す。 外に 是の事 を爲す こと 能 は ざ 

れ ば- 則ち 是れ 其の 中に 是の理 なし、 此れ 能 然の處 なり。 叉 赤子の 井に 入る が 如き、 

之れ を 見て 其 の 中惕 然として 自ら 以て 已 むこと 能 はざる こと あり、 此れ 必然 の處 なり。 

赤子の 井に 入る が 如き は、 合當に 之れ が爲 に惻隱 すべし、 其の 之れ を 待つ、 理 當に此 

の 如くなる べし、 然ら ざれば 是れ 人類に 非ず、 此れ 當然 の處 なり。 當 然も 亦 二つ あり、 

i さ 

一 は 合に 做すべき 底の 事 上に 就いて， 直に 其の 大義 を 言 ふ、 此の 如き 是れ なり。 一 は 

ひろ  えら 

泛く事 中に 就いて、 又 細かに 其の 是非 を揀び 別ち、 其の 正 を 得て 理と爲 す、 此れ 亦當 

然の處 なり。 叉 井に 入りて 惻隱 する が 如き は、 皆 夭 理の 直に 流行 發見 する、 ま 然 にし 
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て然 り。 一 か i« の 人爲の 其の 間に 預ろ こ. V あるに 非ず、 此れ 自然の 處 なり」 と。 朱 f 亦 

此の 說を 以て 太だ備 はれり と爲 十。 師 E はく、 理に、 能然. 必然. 當然 •  .1:1 然 ある は、 

一 百 ひ 分ち 得たり。 然れ ども 皆 其の 言の 細密に して、 一 も 今日の 工夫に 益な く、 其の 說 

难細 にして 其の 知 は 整に 近し。 5^" 人の 敎は太 だ易簡 にして、 無用の 詞華は 更に 焉ゎを 

< 1 ) i  一一 一一 E ふ ベ か らず 。 今 赤子 の 井に 入る を W て 之 れ を 響 ふ。 孟子 は 此の 義を 以て 人々 仁心 

の 發端を 說き來 る、 尤も 深切 著明な り。 蓋し 理 此の 中に ありて、 其の 事 外に 發 十る を 

能 然と 爲 さば、 赤子の 井に 入る を て 惻隱を 生ずる も * 亦 中に 此の 情 あり て 中に 發个。 

必然と 能 然と 何ぞ 別たん や。 井に 入る を； て當 に惻隱 すべきの 理， 是れ 人々 珂 の，：：： 然 

な"。 當 然と 自然と 叉何ぞ 別 たんや。 ？？？ i き 来れば 皆 一義に して、 更に m 用の 間に ハ 徒な 

し。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「大 下の 理は獨 なく 必ず 對 あり、 動 あれば 必ず 靜 あり、 陰 

あれば 必ず 陽 あり。 we そ 物 皆然ら ずと いふ ことなし」 と。 是れ理 の 必然 か。 師曰 はく、 

•  犬 あれば 地 あり、 一 はこに 對十、 是れ V 地の 道- 已 むこと を 得ざる の 謂な り。 此ゎを 

以て 理 し- 爲十も 亦 町な；^。 然れども相對：l^vるは是れv地自然の本にして， も は 人に 


. 火 は 水に 因り. 理は 事に 對し、 事 は 物に 對十。 各-' 已 むこと を 得ざる の 道に し 

て- 是 れ條理 あるな り。 

或 ひと 問 ふ- (I 淳が曰 はく、 「道と 理と只 だ是れ 一 件の 物、 然れ ども 析 ちて 二字と 爲 

す- 亦須 らく 分^ あるべし。 道 は 是れ离 古 通行す る 者な り、 理は是 れ萬古 不易 の^な 

り。 理 に形狀 なし * 如何 ぞ見 得せん。 U ハ だ是れ 事物の 上 一箇 當然の 5^ 便ち 是れ なり。 

^  f  一一 一)  ^ 

P は是れ 準則 法則， 筒の 確定して： はらざる 底の 意 あり」 と。 師曰 はく 北溪 Sc を以 

て 浬 レー 爲す， 故に 以爲 らく、 理は萬 代 不易の 者な りと。 愚案ず るに、 則 は是れ 道な り。 

其の 則 ^ず理 あり。 其の 極 を 究め 盡 せば、 便ち 條理 ありて 紊 るべ からず. 是れ理 なり。 

つり  , 

そ^: g 各-其の 直 あり、 是れ物 あれば 則 あるな り。 此の 則 條理を 含 も 是れ理 なり 

先 isiia 道理 及び 大、 皆 以て 理と爲 す、 故に 太 だ：^ 合して 學者竟 に 疑惑す。 朱 子 曰 はく" 

「1 は 是れ統 名、 理 は是れ 細目、 道 は 便ち 是れ 路、 理は是 れ那の 文理 * 道の 字 包ね？：： 

て 4< なり。 现 は是れ 道の 字の 裏面 許 多の 瑰脈」 と。 是れ 等說き 得て 尤も 當れ り。 只 だ 

ょ條 ある を 以て 之れ を名づ くるな り。 道 は 其の 行 ふ 所 由る 所 を 指す の稱 なり。 道 

と理と w;^, つ て 支 離す ベ からず、 亦 混合 十べ からず。 占 入 事物 を 論ずる  >  . 皆 道 を 以て 
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して、 理を言 ふこと 少し。 今の 人口 を 開けば 皆 理を曰 ふ、 是れ道 を 以て 理と爲 すか。 

然ら ざれば、 道 は 行 ふ 所に 在り、 理は思 ふ 所に 在らん や。 尤も 詳に 分训寸 べし。 

或 ひと 問 ふ、 理、 天に 出づ るか、 夭、 理 に出づ るか。 魯齋の 許 氏が H はく、 r 大卽ち 

理 なり、 有る とき は 一時に 有り， 本と 先 後な し」 と。 又 曰 はく、 「此の 理 ありて、 而し 

て 後に 是の物 あり。 譬 へば 木の 生ずる が 如し、 其の 誠に 是の理 ある を 知って、 而 して 

後に 木の 一物 を 成 十、 表裏 精粗 到らず とい ふこと なし」 と。 此の 說然り や。 師曰 はく ^ 

理氣相 合して 天. 地 あり、 1K 地 乃ち 是れ 理氣の 其の 象 あるな り。 凡そ 理と氣 と 更に 先 後 

を 論ずべ からず。 許 衡は木 を 以て 譬ふ。 木の 生ずる や 這箇の 種子 あり 來る、 種子 乃ち 

這 简の則 あり、 其の 條理 紊れ ず、 故に 茂 長して 其の 天 年 を 終 ふ。 種子 是れ 生じ 來 ると 

雖も、 其の 條理紊 るるとき は、 中道に して 天枯 す。 天 蒸民 を 生ず、 物 あれば 則 あり、 

是れ理 氣の相 H つて 離る ベ からざる なり。 何 ぞ先後 を 論ぜん や。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 各- 理を 以て 至極の 理と爲 して、 論說 問答す。 子今理 は條现 ある 

の說を 以てす、 理太 だ說き 下せり。 師曰 はく. 理の字 詳に味 ふとき は >  只 だ條理 ある 

の 謂な り。 聖人の 道 條理を 以てし- 1K 地の 道 自ら 條理 あり. 是れ 理の說 なり。 其の 理 


に 於て 詳に 其の 極 を 究め 盡さ ざれば、 條理 必ず棄 る、 其の 極 は 窮め 盡 すの 功に 在り。 

唯 だ 理を曰 ひて 究め 盡 すの 功を闕 くと き は、 其の 理何ぞ 其の 極に 到らん や。 先 儒の 說 

尤も 差 謬す。 

或 ひと 問 ふ、 學 問の 極 は 窮理に 在り 来れり。 何 ぞ大學 は 究理と 謂 はずして、 之れ を 

格 物と 謂 ふや。 師曰 はく、 物と 謂 はずして 理と謂 ふとき は、 窮 むべき の 地な し。 大學 

の 格 物 は、 是れ 事々 物々 の 上に 對し、 其の 極處を 窮め 竟 すの 謂な り。 故に 究理 は、 格 

物の 註解に して、 物に 因って 其の 理を 格す。 是れ 實處に 就いて 其の 條理 を盡す も、 而 

も 究理と 謂 ふべ からざる なり。 

四 六 德を 論ず 

師曰 はく、 德は 得な り、 知 を 致す の 久しくして、 內に 得る 所 あるの 謂な り。 之れ を 

くら 

心に 得、 之れ を 身に 行 ふを德 行と 謂 ふ。 其の 德 公共に して 天地に 通じ 萬 物に 昧 から ざ 

る、 是れを 1K 德明德 と 曰 ふ。 

師曰 はく、 篤く 之れ を 心に 得、 之れ を 身に 行 ふ、 皆德 なり。 淺 露薄輕 にして 篤實な 
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らず、 只 だ 見聞 覺 知の 間に 涉 つて、 其の 實地を 蹄 まざれば、 德と謂 ふべ からず。 禮； 

の樂 記に 曰 はく、 「德は 得な り」。 文 言に 曰 はく、 「飛 龍 天. に 在り、 乃ち 天德に 位す」。 

辭に曰 はく、 「物 を 雜へ德 を 撰み て、 是と 非と を辨 ず」。 大學に 曰 はく、 「明徳 を 明か 

(ran  f 五) われ 

にす るに 在り」。 論語に 曰 はく、 「政 を爲 すに 德を 以てす」。 又 曰 はく、 「天 德を予 に 生 

ぜ り」。 又 曰 はく、 「泰伯 は 其れ 至 德と謂 ふべき のみ」。 叉 曰 はく、 「鄕愿 は 德の贼 なり」。 

又 曰 はく、 「道に 聽 いて 塗に 說く は、 德の棄 つるな り」。 子 思 曰 はく 、「知 仁 勇の 三者 は、 

(一 01  ぎょう 

天下の 達德 なり」。 叉 曰 はく、 「苟も 至德 にあら ざれば、 至 道 凝せ ず。 故に 君子 德性を 

あつまらす 

尊べ ども、 而も 問學に 道る」。 又 曰 はく、 「小 德は川 流し • 大 德は敦 化す」。 又 m はく、 

つ 二) 

「天德 に 達す」 と。 各- 是れ 等の 語 を 以て 其の 說を究 むべ し。 

師曰 はく、 德の字 大小 吉凶に 通じて、 皆 德と曰 ふ。 易に 曰 はく 、「古人 は 則ち 吉德を 

爲し， 凶 人 は 則ち 凶 德を爲 す」、 中庸に 曰 ふ、 「小 德大 德」、 是れ なり。 凡そ 一 茵の事 

物 も 亦 得る 處 あり 来る、 是れ德 なり。 唯 だ 聖人の 至德 は是れ 公共 底に して、 上帝と 對 

越す。 德此に 至って 天 德た り、 至德 たり、 明德 たり、 峻德 たるな り。 

師曰 はく、 行 身に 篤く、 德 心に 得、 其の 知能く 萬 物を窮 むる、 是れを 明徳と 曰 ふ。 


二三) s 

券 伯 篇第 十 一 

お 3 「頃 公の 才 

の^^^！ぁるも， 

驟 且つ 各なら 

しめば、 其の 

餘は觀 るに 足 

ら ざるの み」 

t 出づ 

(一 5 第三 

十 一 章 

二 五) 孔子 

も 指す 

二 六) 下に 

臨む 怠 

(一七) 衆人 

を K: るる こと 


明の 字 尤も 味 あり。 謹 厚篤 實の徒 も 亦德を 身に 得た るな り。 其の 明辨 * 智に 於て、 少 

しく 通ぜ ざる 處 あらば、 德の 明と 謂 ふべ からず。 故に 曰 はく、 德は 得な り。 身心の 間 

に 於て 得る 所 ある、 皆 是れ德 なり。 

師曰 はく、 身心の 間に 得る 所、 詳に 窮理し 来ら ざれば、 臆 說に落 在す。 異端の 悟覺 

底、 皆 得る 所 あるより 引接し 去る。 象 山. 陽 明の 崇ぶ 所、 亦 此の 得る 所に 在る も  >  其 

の 得る 所 太 だ 差 了す。 故に 同じく 經 書を學 び、 聖人の 敎を 志して、 其の 派 流竟に 異端 

に陷 る。 是れ 得る 所の 的當 相違へば なり。 先 儒の 所謂 德は 其の 的と する 所 亦 知る ベ か 

らず、 詳に思 ひ 熟 味 ひて、 其の 公共 底 を 以て 論 討し 来らば、 初めて 實地を 得べき なり。 

師曰 はく、 聖人の 德は 必ず 才を 兼ぬ、 德 中に 得る こと ありて、 而 して 才能く 用に 著 

はる。 身 を 修め 心 を 正しう する 者 は 德に屬 す。 天下 國 家の 均齊は 才に屬 す。 故に 夫子 

(一 三) 

泰 伯を稱 する に 至德を 以てして、 周 公を稱 十る に才の 美なる を 以てす。 是れ大 學に只 

だ 德と謂 はずして、 明 德と稱 するな り。 明德を 明に するとき は， 內身を 修め 外 家を齊 

0巧)  flHO 

へ國を 治め 天下 を 平にす。 聖人の 全德は 一 筒を闕 くべ からず。 中庸に 所謂 「天下の 至 

(二 0  § 

聖の みは、 能く 聰明 赛知 にして、 以て 臨む こと あるに 足れり、 寬 裕溫柔 にして 以て 容 
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f  I ) 

二て に J け るる こと あるに 足れり、 發疆 剛毅に して 以て 執る こと あるに 足れり， 齊莊 中； 止に して、 

I  以て 敬す る こと あるに 足れり、 文理 密察 にして、 以て 別つ こと あるに 足れり と爲 す」。 

蓋し 聖人の 德 は包蓄 せず とい ふこと なし、 若し 一 の 足らざる あるとき は、 以て 聖 とい 

ふに 足らざる なり。 今の 人徳と 曰 ふ、 多く は數 般の才 用を闕 いて、 一 茵 の默靜 底に し 

て， 言 必ず 信 あり、 行 必ず 果すを 德と爲 す。 豈 聖人の 德に 比せん や。 

四 七 或 ひと 德の說 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 德は 之れ を 得て、 而 して 後に 之れ を 守りて 失 はざる の 謂 か。 師曰 はく， 

< 二)  ia 朱 子、 論語の 「德 に據 る」 を 註して 曰 はく、 「據は 執 守の 意 >  之れ を 心に 得て、 之れ を 

^  ••、 专 

がー) ism 守りて 失 はず」 と。 是れ朱 子 乃ち 據の 字より 說き來 るな り。 凡そ 德 は- 之れ を 口に 言 

ひて 未だ 之れ を 身に 得 ざれば 德に 非ず。 之れ を 身に 行 ひて 未だ 之れ を 心に 得 ざれば， 

德と謂 ふべ からず。 之れ を 心に 得、 之れ を 身に 行 ひ、 之れ を 口に 言 ひて、 其の 德 初め 

て 全し。 然して 乃ち 守りて 失 はざる 者 は 得る の實に 非ず。 得る の實に 至りて は、 自然 

すわ ぜん  あら  ぁ ふ 

に胺 然として 面に 兒 はれ 背に 盘る、 四體に 施せば 四體言 はずして 通ず。 是れ有 德の全 

つやく 


だ、 朱 * の きなり。 論語 小 註に 曰 はく 、「胡 氏 は 通じて 必ず 心に 得て 失 はざる の說を 主と し、 ぎ冰. 

〇 一一 Hi 伯 * が 記す 所に 膠り て 謂 ふ、 先生 因に 扇 を 執って 語って 曰 はく、 『德の 宇須ら く 失 は ざ 

るの 訓を用 ふべ し  >  此の 物 を 得る 如き を 得と 謂ぶべし。 If に 之れ を 失 ふとき は 得に 非. 

ざるな り』 と。 此の 句 兩意を 含む。 一 に 謂 はく、 有 生の 初めに 得る 者 * 之れ を 有 生の 

後に 失 ふべ からず。 一 に 謂 はく、 昨日に 得る 者、 之れ を 今日に， 失 ふべ からず」 と。 愚 謂 一 

へらく- 是れ朱 子が 學 者の 爲に 言を設 くるな り。 其の 說を 信ぜば 甚だ 差 あらん か。 

おき 或 ひと 問 ふ、 「政 を爲 すに 德を 以てす」 の德 は、 何等 を 指す や。 師曰 はく、 此の 德の 

字 甚だ 重し。 世 懦只だ 言行 篤實を 以て 德と爲 し， 且つ 北！ K 動かざる を 以て 之れ に 比 十。. 

其の 說 尤も 淺 薄な り。 此の 德は是 れ德行 明德を 兼ね 來る。 政を爲 すに、 其の 德 惟れ 正 

しく 其の 行 惟れ 法ら ば、 其の 事物の 究理 惟れ 明かな り。 故に 紛擾せ ず玻碎 ならず して， 

天下 國家 以て 治め 齊ふ べし。 北 K の 衆生に 於け る、 其の 繁る所 此の 如し、 故に 北 M 少 

しく 動いて 1K 度 能く 轉じ、 衆 星紊れ ず" 條理 尤も 明かな り。 德の 至れる 此の 如くして- 

天 德と謂 ふべ し。 

或 ひと 問 ふ、 天德 の說、 先 儒 皆 曰 はく、 「自家 元と 是れ 天然 完全 自足の 物」 と。 師 si 
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はく、 天 德は、 德 上帝に 配す るの 謂な り。 人々 の 天德， 豈 究め 盡 さず して 具 はり 來ら 

んゃ。 先 儒 切りに 性 善の 說を認 む， 故に 天德を 以て、 自家の 天然 自足の 物と 爲 すなり。 

或 ひと 問 ふ、 此の 道理 講習に 因り、 後に 是れ 我が 固有す る 所と 兑 得す、 是れ 得の li 

か。 師曰 はく、 我が 固有す る 所 は、 唯 だ 理氣の 妙 用の み、 道理の 極に 至りて は、 今日 

窮め 盡 すの 功に 在り。 其の 極 を 窮め 盡 して、 心 能く 之れ に感 通し、 之れ に 知識して、 

動かず 惑 はざる、 是れ 得な り。 其の 得に 至りて は、 動容 周旋 勉强を 待たず、 各-其の 

節に 中るな り。 勉强 底是れ 未だ 全德 にあらず。 或 ひと 曰 はく * 然 らば 乃ち 其の 得る 所、 

皆 外より 入るな り、 以て 自得と 謂 ふべ からず と。 師曰 はく、 聖人の 敎 悉く 事物の 間に 

於て、 其の 應接 をして 其の 節に 中ら しむるな り、 人々 rtj ら 其の 節 あり 其の 道 あり、 究 

め盡さ ざれば 只 だ 情欲に 從ふ。 而今 詳に 窮め 具に 計りて、 其の 情 をして 節に 中ら しむ 

るな り。 節に 中り 來る こと 久しう して， ：.f: 冰優悠 自ら 悅懷 の處 あり、 是れ 自得な り。 

其の 自得 底 は勉强 助長 を 待たず、 積 累し練 得 十る の 間、 一 且 豁然と して- n 得するな り 9 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「德 は是れ 夭 に 得る 者に して、 を 講じて 之れ を 得る は、 

s 家 本分 底の 物事 を 得た るな り」 と。 師曰 はく、 人物 都て 是れ 大地の 迭化、 皆 天に 得 


二) 第. 一十 

章 「• 人 下の 這 

道 五， 之れ 4 

行 ふ 所 W の 

二。  n はくせ 

臣 なり、 父子 

なり， 夫 ® な 

り， ほ なり 

W 友の 交な. 9_ 

M つの は ：大 

下の 速 な. 9_ 

知， 仁 ，勇 の 

三つの « は、 

fK 下の 達德な 

b」 を 指す 

(二) 前 出 一一 

六 八 買參照 

(三) 禽^ の 

*1 名 

(gl)  終 は 

六德 H 德 介せ 

て 九德と い へ 

> て 栗、 ま 

> て 立、 0 


一に 廉" 剛 

にして 塞、 0 

にして 義」 な 

S 論語 恵 

問 SI 第三 十五 

0. 騎 は 馬の 

上 善なる 


るな り。 何ぞ 必ず 德に 限らん や。 是れ叉 天德を 以て、 自家 本分 底の 物事と 爲す、 是れ 

釋 氏の 所謂 自家の 寶藏 なり。 

或 ひと 問 ふ、 道と 德と 其の 差 あり や。 師曰 はく、 中庸に、 達 道. 達德を 分つ。 凡そ 

德と謂 ふ は、 其の 理を 究め 盡 して 之れ を 得るな り。 凡そ 道と 謂 ふ は、 事物の 間 行 ふべ 

きの 道 を 指す。 故に 父子. 君臣 以下 を 天下の 達 道と 爲し， 智仁勇 を 天下の 達 德と爲 す 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 東 萊の呂 氏が 曰 はく、 「今の 人 德の字 を識ら ず、 往々 一事の 善 を 見れ 

ば、 之れ を 德と謂 ふ。 殊に 知らず、 此れ 乃ち 行なる を。 實 己れ にあり 之れ を 德と謂 ひ、 

諸 の 行事に 見 はるる 之れ を 行と 謂 ふ」 と。 師曰 はく、 一事の 善 亦 其の 實を 得れば、 

乃ち 德と謂 ふべ し。 阜陶謨 に 六 德三德 の 分 あり、 小犬 精粗 同じから ずして、 各-其の 

t  i) き 

理に適 ふ、 是れ德 なり。 然れ ども 全 德と謂 ふべ からず。 夫子 曰 はく、 「驥は 其の カを稱 

せず、 其の 德を稱 するな り」 と。 是れ驟 も 亦德を 以て 之れ を 謂 ふ。 故に 德は、 中に 得 

る ありて 外に 見 はれざる なり。 中に 得る ことなき とき は、 必ず 外物の 爲に 動かされ 惑 

はさる。 是れ德 の 字、 得の 字の 上に 在り。 尤も 味 ふべき なり。 
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(一) 乾の 彖、 

r 大哉乾 元、 

萬 始」 坤 

の彖 T 至 哉坤 

元、 萬 物 生」 

i 出， つ 

(二) 乾の 文 

言 


i5g5y,!d 仁 仁義 五常 

ssti 誠 忠信 敬 

四 A 仁の 說を 論ず 

つと  をし 

師曰 はく、 仁 は 人の 人た る 所以、 自ら 彊 めて 巳まず * 人に へて 倦まず、 各-其の 

至善 を究 むる の 謂な り。 天地 は 元 を 以て 行 はれ、 人 は 仁 を 以て 立つ。 仁の 德 尤も 大な 

( I 】 

けんげ，) こんげ，)  (ニー  ちゃう 

る 哉。 易に 曰 はく、 「乾 元坤 元」 と。 文 言に 曰 はく、 「元は 善の 長な り、 "gml^^M ，君子 


仁を體 して 以て 人に 長た るに 足る」 と。 凡そ 理氣妙 合して 天地 旣に 位し、 乾德 自ら 彊め 

て已 まず、 萬 物資って 始め- 雲行き 雨 施して 品物 形 を 流く。 地勢 は坤 にして、 德是れ 

こと/ とほ 

厚く 載せ、 萬 物資って 生じ、 乃ち 夭 に 順 承し、 含弘 光大に して 品物 咸く亨 る。 竊に 察. 

する に、 星辰の 蓮る 所、 日月の 紫る 所、 氣候相 通じ、 之れ を 鼓す るに 雷靈を 以てし， 

之れ を 潤 ほす に 風雨 を 以てす。 其の 高 明 厚博， 其の 運行 循環、 古に 1 り 今に 1 りて， 
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其の 序 差 はず、 於穆 として 止まず， 其の 悠久 無疆 にして、 人物 各-' 其の 生を遂 ぐ。 是. 

れ 1K 地 生々 の 大德行 はるる 所以な り。 人 も 亦 1K 地の 大德を 得て、 以て 此の 形貌を 生ず， 

四 支 百骸の 次序、 血氣 脈絡の 榮衞、 一 呼吸の 微、 一 動靜の 問、 更に 違" おせず、 少 くも 

2) 中 wis  や. 1& せず、 以て 生々 の 道 を 全うす。 夫子 曰 はく、 「仁 は 人な り」。 孟子 曰 はく 、「仁 は 人 

二十 章 「仁 は 

の 心なり」 と。 這 筒の 形 貌氣血 全く 成る と雖 も， 曰 用の 問、 犬 人 同 一 の 仁に 因らず- 

りと ねす」 

r;)  *チ上 其の 大道に 本づ かざれば、 動靜應 接の 用 悉く 情の 欲する 所に 從 ひて， 先 後 を 失 ひ 次序 

tt 第 十 一 S 

^^^^^u を紊り * 暴 倫の 道竟 に泯沒 す。 故に 聖人、 仁の 說を 立てて 人の 人た る 所以 を 明かに す。 

其の 開示の 切要なる、 以て 見つべし。 

師曰 はく、 程 子 曰 ふ、 「古より 曾て 人の 仁の 字義 を 解す る もの あらず」 と。 愚 謂 へら 

く、 夫子 曰 はく， 「仁 は 人な り」、 孟子の 曰 はく、 「仁 は 人の 心なり」 と。 是れ 聖賢 旣に 

仁の 字 を 解す る こと 尤も 深切 著明な り。 仁 は 人た る 所以 を 指すな り。 人と して 人たら 

ざれば 离獸に 同じ、 豈 人と 謂 ふべ けんや。 仁 は是れ 人た るの 道を盡 す、 是れ 仁の 德廣 

S  W 辭上 大 なる 所以な り。 易に 曰 はく、 「一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ、 之れ を 繼ぐ者 は 善な り、 之 

れを成 十 者 は 性な り。 仁者 は 之れ を 見て 之れ を 仁と 謂 ひ、 知者 は 之れ を兒て 之れ を 知 


(£)  i» 

第 六 ft* 

(五) 子路篇 

第 廿七章 

(六) 0.S 

第一 二 *r  S 

第 十七 章 直 

(七) 衞 s スム 

篇 第 八 章 

(八) 翁の 大 

夫、 この 答 

公治 lK«f 第 七 

章に あり 

(九) £r 

姓 は 仲、 名 は 

由 

(一 〇) 冉求 

卽ち冉 有な h- 

(一一) 姓 は 

公 西、 卞は子 

華、 前 出 一 一一 一 

1 一一 一!«* 照 

( 一 二) 公冶 

長篇第 十八 章 

に 出 づ、 子 張、 

姓は躕 孫、 名 

は師， 子 張 は 

その 字な. 9 

二 一一 一) 楚の 

CR 名、 上 卿の 

政 を 執る もの.. 


と 謂 ふ」 と。 論語に 曰 はく、 「子 曰 はく， 道に 志し * 德に據 り， 仁に 依り、 藝に游 ぶ」。 

(£"  (六)  |( 七) 

叉 曰 はく、 「剛毅 木訥 は 仁に 近し」。 叉 曰 はく、 「巧言令色 鮮 いかな 仁， 一。 又 曰 はく 、「志 

士 仁人 は、 生 を 求めて 以て 仁 を 害する ことなく、 身 を 殺して 以て 仁 を 成す こと あり」 と。 

(八) 

門人の 仁 を 問 ふに 到りて 其の 說 尤も 明かな り。 孟武伯 問 ふ 、「子 路 仁なる か， 一と。 子 曰 

はく、 「知らざる なり」。 又 問 ふ。 子 曰 はく、 「由 や、 千 乘の國 其の 賦を 治め しむべきな 

二  0) 

り、 其の 仁 を 知らざる なり」 と。 「求 や 何 如」。 子 曰 はく、 「求 や 千 窒の邑 百 乗の 家、 之 

れが宰 たらしむべき なり、 其の 仁 を 知らざる なり」 と。 「赤 や 何 如」。 子 曰 はく、 「赤 や 

束帶 して 朝に 立ち， 賓客と 言 はしむべき なり、 其の 仁 を 知らざる なり」 と。 子 張 問う 

て 曰 はく、 「一.^ P 尹 子 文 三た び 仕 へ て 令 尹と 爲れ ども 喜べ る 色な し、 三た び 之れ を已 めら 

るれ ども 慍れる 色な し、 舊き令 尹の 政 は 必ず 以て 新しき 令 尹に 吿ぐ、 何 如」 と。 子 曰 

はく、 「忠 なり」。 曰 はく、 「仁な り や」。 曰 はく、 「未だ 知らず、 焉んぞ 仁なる を 得ん」 

と。 「1^ 子齊の 君を弑 せり。 陳文 子馬 十乘 あり、 棄 てて 違る。 他 邦に 至れば 則ち 曰 はく、 

猶ほ 吾が 大夫德 子が ごときな りと、 之れ を 違る。 一邦に 之けば 則ち 叉 曰 はく， 猶ほ五 『 

(1 五) 齊の大 夫， 名 は杼、 齊 君は莊 公. 名 は 光， この 事左傳 S 公廿五 年に 出， つ 


( 一 四) 姓 は IF 名は彀 於！ 子 文 は 字な 

六) 齊の大 夫、 名 は須無 

聖學五 仁 


四 二 七 


二)  #1: 忠南 

樊通、 人 

にして、 名 は 

(二) 雍也 « 

第- • 十八 竜。 

子 et, 姓 は fS 

木， 名は朋 


(：.，) 述€篇 

第 十 

(四) 顔湖篇 

首章 


S 二 章。 5-* 

牛， 名 は 耕、 

*!• は 子牛 

(六) ttiM 
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が 大夫拔 子の ごときな りと、 之れ を 違る。 何 如」。 子 曰 はく、 「淸 し」。 rn はく * 「仁な 

り や」。 曰 はく、 「未だ 知らず、 焉んぞ 仁なる を 得ん」 と。 樊遲仁 を 問 ふ。 子 曰 はく、 

「仁者 は 難き を 先にして 獲る こと を 後に す、 仁と 謂 ふべ し」 と。 子 貢 曰 はく、 「如し 博 

く 民に 施して 能く 衆を濟 ふこと あらば 何 如、 仁と 謂 ふべき か」 と。 子 曰 はく、 「何ぞ 仁 

を 事と せん， 必ずや 聖か、 堯舜も 其れ 猶ほ 諸れ を 病めり。 夫れ 仁者 は、 己れ 立たん と. 

欲して 人 を 立て、 己れ 達せん と 欲して 人 を 達す。 能く 近く 譬を 取る、 仁の 方と 謂 ふべ 

きのみ」 と。 子 貢 曰 はく、 「伯 夷. 叔齊は 何人 ぞ や」。 曰 はく、 「古の 賢人な り」 n は 

く、 「怨みたり や」。 曰 はく、 「仁 を 求めて 仁 を 得たり、 又何ぞ 怨みん」 と。 顏淵仁 を 問 

ふ。 子 曰 はく、 「己れ に克 ちて 禮に復 る を 仁と 爲す、 一日 己れ に克 ちて 禮に 復れ ば、 天 

下 仁に 歸す。 仁 を爲す こと 己れ に 由る、 人に 由らん や」 と。 顏淵曰 はく、 「其の 目 を 請 

ひ 問 ふ」。 子 曰 はく、 「非 禮視る こと 勿れ、 非禮聽 くこと 勿れ、 非禮言 ふこと 勿れ、 非 

禮動 くこと 勿れ」。 顏淵曰 はく- 「11:、 不敏な りと 雖も請 ふ 斯の語 を 事と せん」 と。 司 

H。 

馬 牛 仁 を 問 ふ。 子 曰 はく. 「仁者 は 其の 言 や. _g うす」 と。 曰 はく、 「其の 言 や！ S うする 

は、 斯に 之れ を 仁と 謂 ふべき か」 と。 子 曰 はく、 「之れ を爲す こと 難し、 之れ を 一一 n ふ C 


と！^ きこと なき を 得ん や」 と。 *^遲 仁 を 問 ふ。 子 曰 はく、 「居處 恭しく、 事 を 執りて 敬 

し、 人と 忠 ならば、 夷狄に 之く と 雖も棄 つべ からざる なり」 と。 憲問 ふ、 「克伐 怨欲行 

はれ ずん ば、 以て 仁と 爲 すべき か」 と。 子 曰 はく 、「以て 難しと 爲 すべし、 仁 は 則ち 吾 

れ 知らざる なり」 と。 子路曰 はく、 「枳 公， 公子 糾を 殺す、 召忽 之れ に 死し、 管 仲 は 死 

せず。 曰 はく、 未だ 仁なら ざる か」 と。 子 曰 はく、 「：51 公 諸侯 を 九 合する に 兵車 を 以て 

せ ざり し は、 管 仲が 力なり。 其の 仁に 如かん や、， 其の 仁に 如かん や」 と。 子 貢 仁を爲 

さん こと を 問 ふ。 子 曰 はく、 「ェ 其の 事 を 善く せんと 欲する とき は、 必ず 先づ 其の 器 を 

利に す。 是の 邦に 居る や、 其の 大 夫の 賢者に 事へ、 其の 士の 仁者 を 友と す」 と。 子 張 

仁 を 孔子に 問 ふ。 孔子 曰 はく、 「能く 五つの 者 を 天下に 行 ふ を 仁と 爲す」 と。 之れ を 請 

ひ 問 ふ。 曰 はく、 r 恭. 寬 • 信 • 敏. 惠、 恭 なるとき は 侮られず、 寬 なるとき は 衆 を 得- 

信なる とき は 人 任じ、 敏 なるとき は 功 あり、 惠 なるとき は W て 人 を 使 ふに 足れり」 と- 

曾 子 曰 はく、 「堯舜 天下 を帥ゐ るに 仁 を 以てす」。 叉 曰 はく T 一  家 仁 なれば 一 國仁を 興 

す」。 叉 曰 はく 、「仁人 能く 人 を 愛し 能く 人を惡 むこと を爲 す」 と。 中庸に 曰 はく、 「知 

仁 勇の 三つの 者 は、 天下の 達德 なり」 と。 孟子 曰 はく、 「仁者 は 敵な し」。 又 曰 はく、 

學五 仁  四 二 九 
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にに 卜 f!^ 上 「仁 は 人の 心なり、 義は 人の 路 なり、 其の 路を舍 てて 由らず * 其の 心 を 放ちて 求む る 

十 一 耷 

十^ I 下 こと を 知らず、 哀しい 哉」。 又 曰 はく. 「仁と は 人な り、 合せて 之れ を 言 ふとき は 道な 

felF  ニニ) 

一一?? £ り」。 叉 曰 はく、 「君子 は 仁 を 以て 心 をお し、 禮を 以て 心を存 す。 仁者 は 人 を 愛す」。 又 

おつ； g? 曰 はく、 「三代の 天下 を 得る や 仁 を 以てし、 其の 天下 を 失 ふや 不仁 を 以てす」。 又 曰 はく、 

ヽ i  ノ  (五)  MO 

p^^^fl 「夫れ 仁 は 天の 尊 舞な り， 人の 安宅な り」。 又 曰 はく、 「仁者 は 射の 如し- 射 者 は 己れ 

を 正しう して 而る 後に 發す、 發 して 中ら ざれば、 (己れ に 勝つ 者 を) 怨みず、 反って 諸 

一ね . ^ぼ 第 れを 己れ に 求む るの み」 と。 叉 曰 はく、 「子 貢 曰 はく、 夫子 は 聖者 か。 孔子 曰 はく、 聖 

は 則ち 吾れ 能 はず、 我れ は學 びて 厭 はず、 敎 へて 倦まざる なりと。 子 貢 曰 はく、 畢び 

て 厭 はざる は智 なり、 敎 へて 倦まざる は 仁な り、 仁に して 且つ 智 なれば、 夫子 は旣に 

れ は * 上 聖 なり」 と。 又 曰 はく、 「孔子 曰 はく， 道 二つ、 仁と 不仁との み」 と。 又 曰 はく、 「惻 

(九〕 ヘム 孫 f±^  (； 0ー 

上 CK 六， 隱の心 は 仁の 端な り」。 又 曰 はく、 「天下の 爲に人 を 得る (者) は- 之れ を 仁と 謂 ふ」 と。 

( 一 r ノ)  文 

f.fi0s 是れ 聖賢 仁 を 論ずる の 極な り。 學者、 聖賢 仁 を 言 ふ 所の 處を將 て、 類聚して 之れ を觀、 

其の 乖： 戒を 詳に盡 し- 其の 語意 を熟讀 して、 初めて 聖門仁 を 示 十の 大要 を 知るべし。 

若し 後 儒の 隐說に 因る とき は、 仁の 極 を 知る ベ からず。 


師曰 はく、 夫子の 所謂 仁 は、 仁義 禮智信 を 兼ぬ るの 言な り。 故に 孔門 仁 を 以て 極處 

と爲 す。 門人 各. -仁を 問 ふ、 唯だ顏 子が 問 ふ 所、 夫子の 答 ふる 所、 尤も 深切 著明な り。 

し ふつ 

愚 謂へ らく， 仁 は 己れ に克 ちて 禮に復 る を 以て 綱領と 爲し、 四 勿の 敎を 以て 條 目と 爲 

.  す。 此に 於て 仁の 綱目 體用 殆ど 盡 きぬ。 其の 說く所 誠意 正 心より 格物致知に 至り， 修 

身より 平 天下に 至って、 天地 位し 萬 物 育す。 是れ 仁の 極な り。 孔門の 學者顔 子が 如き 

も、 亦 三月 仁に 違 はず、 其の 餘は 則ち 日月に 至る のみ。 仁の 難き こと 以て 見るべし。 

ニー) 說卦 師曰 はく、 易に 曰 はく 、「人の 道 を 立つ、 曰 はく 仁と 義」 と。 是れ 夫子 仁義に 對 して 

之れ を 謂 ふなり。 門人に 開示す るに 至りて は、 皆 仁の 一字 を 以てす。 其の 鬚る 所 尤も 

n  二) 

(ニー) 知で 重し。 愚案ず るに、 仁 は、 唯 だ 仁 を 以てする あり、 又 仁義の 仁 あり、 三 德の仁 あり、 

仁 を  (ニー 一) 

一； lis 第遽 五常の 仁 あり。 「仁者. 不仁 者」， 「仁に 里る」、 「過 を 觀て斯 に 仁 を 知る」 等の 語 あり。 

凡そ 夫子の 仁 を 曰 ふや、 其の 語意 間 答の 節を詳 にして 熟 味すべし。 唯 だ 仁 を 曰 ふとき 

ョ? f は、 多く 聖に對 す。 故に 子 曰 はく、  r 聖と 仁との 若き は、 則ち 吾れ 豈敢 へて せんや」。 

章  f 一  S 

二 五) 雍也 叉 曰 はく、 「何 ぞ仁を 事と せん、 必ずや 聖 か」。 是れ 等の 言 を 以てすれば、 li の 義太だ 

SR  二十 八 W 

深し。 仁義の 仁に 至って は， 其の 說旣に 親愛の 義 あり、 三 德の仁 も亦然 り。 故に 子 曰 
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はく、 一知 者 は 水を樂 しみ、 仁者 は 山を樂 しむ。 知者 は 動き 仁者 は靜 なり。 知者 は樂し 

み， 仁者 は It し」。 「仁者 は 仁に 安んじ、 知者 は 仁 を 利す」。 樊遲仁 を 問 ふ。 子 曰 はく、 

「人 を 愛す」 と。 知 を 問 ふ。 子 曰 はく、 「人 を 知る」 と。 子 曰 はく、 「知 之れ に 及ぶ と 

も 仁 之れ を 守る 能 は ざれば、 之れ を 得と 雖も 必ず 之れ を 失 はん。 知 之れ に 及び、 仁 能 

く 之れ を 守る とも、 莊 以て 之れ に 泡 まざれば、 則ち 民 敬せ ず。 知 之れ に 及び、 仁 能く 

之れ を 守り、 莊 以て 之れ に^むと も、 之れ を 動かす に禮を W てせ ざれば 未だ 善から ざ 

き 

るな り」 と。 又 曰 はく 、「仁 を 好め ども 學を 好ま ざれば、 其の 蔽ゃ 愚な り」 と。 大^. 

中席 • 孟子に 所謂 仁 は、 多く 是れ 義に對 して 說き來 る、 其の 語意 親愛の 說に 因るな り。 

五 帝の 仁の 如き は、 專ら溫 和 慈愛 を 指す。 唯 だ 夫子の 所謂 仁 は、 其の 包括す る 所 高 明 

博 厚 悠久に して、 聖 門の 大敎 なり。 

師曰 はく、 聖人の 敎、 必ず 學者 をして 仁 を 求む るに 汲々 たらしむ る 所以、 是れ 仁の 

德 たる、 其の 大 なること 知りぬべし。 子 曰 はく、 「苟も 仁に 志せば 悪しき ことなし」。 

又 曰 はく、 「君子 仁 を 去りて 惡く にか 名 を 成さん。 君子 食 を 終る の 問 も 仁に 違 ふこと 

なぐ、 选次 にも 必ず 是れに 於て し、 顚 ft にも 必ず 是れに 於て す」。 又 曰 はく、 「能く 一 


二篇ニ ほ 二 ほ ニ篇ニ w 二ぬ 二 
5  /v5 七^ 六 H;e お 四^ 二 

耷ニ章  章 
憲竜子 赛里貧 里 


九 


日 も 其の 力 を 仁に 用 ふること あらん か、 我れ 未だ 力の 足らざる 者 を 見ず。 蓋し 之れ あ 

S  ^.s らん、 我れ 未だ 之れ を 見ざる なり」。 叉 曰 はく、 「仁 遠 からん や. 我れ 仁 を 欲すれば ぎ 

二十 九 章  ，.？ 

0^.^^ に 仁 至る. 一。 又 曰 はく、 「：li< の 仁に 於け る や 水火より 甚し。 水火 は 吾れ 蹈 みて 死す る 者 

(二) 同 第 を 見る、 未だ 仁を蹈 みて 死す る 者 を 見ざる なり」。 叉 曰 はく、 「仁に 當 りて は師 にも 讓 

二十 五 章  コ1 一 

^^ー，ー處^預 ら ず」。 又 曰 はく、 「人に して 1^ 仁なら ば. 禮を 如何せん C  . 人に して 不仁なら ば、 樂を 

」  一  二 さ  f  一  en を 

如何せん」。 又 曰 はく， 「不仁 者 は 以て 久しく 約に 處 るべ からず、 以て 長く 樂に處 るべ 

S  0  5 を  を 

からず」。 叉 曰 はく、 「仁に 里る を 美と 爲す、 擇 びて 仁に 處ら ずん ば、 焉んぞ 知なる を 

仁  (.S 

伯 得ん」。 又 曰 はく、 「君子 親に 篤き とき は、 民 仁に 興る」。 叉 曰 はく、 一如し 王者 ありと 

路 も 必ず 世に して 而る 後に 仁な らん」。 又 曰 はく、 「仁者 は 必ず 勇 あり、 男 者 必ずしも 仁 

R あらず」。 叉 曰 はく、 一. 君子に して 不仁なる 者 あらん か、 未だ 小人に して 仁なる 者 あら 

七 ず」。 是れ 等の 聖語 各-仁 を 示 十の 切なるな り。 

師曰 はく、 仁 を 求む るの 道、 學者詳 に 究め 盡さ ずん ば あるべからず。 凡そ 仁 は 其の 

お f^l ス 51 は" 體を 指示す る あり、 其の 用 を 指示す る あり <  克己 は 其の 體 にして 復禮は 其の 用な り。 

(一二)  淵  (一一 S  (一二) 

お 第二 章 ： 「克己 復禮」 は 其の 體 にして、 「居處 恭しく、 事 を 執りて 敬し. 人と 忠なる」、 「門 を 出 
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でて は 大賓を 見る が 如， 、し、 民 を 使 ふに は 大祭 を 承る が 如くし、 ，」 れの 欲せざる 所 は 

人に 施す こと 勿れ」、 是れ 其の 用な り。 額 子 仁 を 問 ふに、 夫子 旣に體 用を舉 ぐ。 颜子 

尙ほ 其の 目 を 問 ふに、 夫子 四 勿を詳 にす。 聖人の 敎 ふる 所 其の 條理紊 わず、 其の 問に 

,  隨ひ、 益 を 請 ふに 因りて 其の 目 を盡す こと、 以て 見つべし。 門人 多く 仁 を 問 ふ も、 唯 

だ 夫子の 一 語 を 聞いて、 益 を 請 はず、 究め 盡 さず。 顔 子 初めて 其の 問 を詳 にす、 其の 

高 明. ¥ 思の 質、 他の 及ぶべき に 在らず。 仁の 道 を 求む る こと. 額 子に 於て 具 はれり。 

つぶ？ 

仁 を 求めて 其の 本 原 を 聞く と雖 も、 其の 行 ふ 所用 ふる 所 を 具にせ ざれば. 其の 說く所 

太 だ髙， 、して あて」 むべ からず。 故に 子 罕に仁 を 言 ひ、 其の 行 ふ 所用 ふる 所に 於て、 

來問 底の 病 痛に 因って 之れ を敎 ふ。 舉者 深く 聖經を 味 ひ * 仁 を 求む るの 志を詳 にし、 

" "J  あら は 

仁の 本 を.. め、 仁の 行に 發 して 用に 昆 るる こと を 具にして、 竟に仁 を 求む るの 要 を 知 

二)  sra るべ し。 北 溪の陳 j はが 曰 はく、 「仁 は、 理を 以て 言 ふ 者 あり、 心 を 以て 言 ふ. ic あり、 事 

1 mil 

を 以て 首 ふ 者 あり。 理を W て 言 ふとき は、 U ハ だ是れ 此の 心の 全體， 天理の 公に して * 

2;*  文 公の 所謂 心の 德>  愛の 理の 如し。 此れ は 是れ理 を 以て 言 ふ 者な り。 心の 德は 乃ち 專 

か.. 二つ 

ら 一一 一一 n ひて 其の 體 なり- ^の理 は 乃ち 偏 言 ひて 其の 用な り。 心 を W て 言 ふし-き は， 比 


の 心 純ら 是れ 大理の 公に して、 絶えて 一毫 人欲の 私 以て 之れ を 間つ る ことたき を 知る „ 


r し 一) 

雍也篇 第 

五 巧に 出づ 

s に 出 づ。 

e: し 55 欲 は 私 

も JS に 作 る 

S) 述_.§ 篇 

第 十 ES 

(六) 箕子 • 

お. f  • 比 千、 

に 作る 

(七〕 $^ 

文、 出 e:  二 

七 H さ 照 

< 八) 公教 文 

iwc 大夫， 

名 は； «•  00 

fflffif 十九 twi に、 

- しれの 身分 を 

^_;れて资を簾 

めし こと 出づ 

(九) 二 程 語 

^卷十 一 に 出 

づ、 この 語 は 

伊 語な り 


夫子の 『11 が 心 三月 仁に 違 はず』 と稱 し- 程 子の 『只 だ是れ 繊毫の 私欲な く、 少しも 

私欲 あれば 便ち 是れ 不仁な り』 と 謂 ふが 如し。 事 を 以て 言 ふとき は、 只 だ是れ 理に當 

一 s>  ニニ  (七) 

りて 私心な きの 謂に して、 『夷 *齊 仁 を 求めて 仁 を 得， r 『殷に 三 仁 あり』， 及び 子 文の 

(八) 

忠、 文 子が 淸、 皆 未だ 知らず、 焉んぞ 仁 を 得ん 等の 類の 如き、 是れ なり J と。 愚^！^^ず 

るに 陳 が 謂 ふ 所 太 だ 細密に して、 叉 仁 を 求む るの 益な し、 且つ 其の 衷折 する 所 差る 

り。 寧 者 熟讀」 「べし。 

師曰 は，、， 漢 唐の 儒士 は， 皆 仁 を 以て 愛の 字に 作して 看 了す るに 過ぎず。 { 木に ザ ノン 

て 二 程 始めて 分別し 得て 謂 ふ、 「仁 は是れ 性、 愛 は是れ 情」 」】。 程の 言 一た び 出で てよ 

り  >  門 めて 仁の 字 を理會 する こと を 知りて、 敢 へて 只た 愛と 作して 說 かず， は 

生 意 L 爲し、 或は 知覺を 以てし、 或は 虛靜を 以てして- 仁の 說 暫く 其の 大要に 通ず る 

に 似たり。 然れども各 ，-;^^く所專ら意兑臆說に任せて>  曰 用事 物の 功を忽 略し， 直に 

仁の 地に.，？. • つ て瑩徹 豁然 を 欲す。 故に 養 倫應 接の 益 少く、 學問日 新の 功な し。 只 だ 愛 

の 卞を離 了し， 懸{ 人玍揣 摸して  >  聖人の 敎を缺 く。 其の 說く 所竟に 恍惚 驚怪に 至って， 
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其の 工夫 太だ髙 ^とたり、 4 口 ど 異端に 陷る。 是れ宋 儒の 仁 を理會 十る も 亦 弊 ある を 免 

わず。 是 れを漢 の 所に 比せば. 漢唐は 只 だ 愛の 字に 作して 看 却す、 其の はる 所 

ひき  し 

尤も 下く して、 其の 弊宋 明理會 する 所の 害を爲 すに 及かざる なり。 5^15 へらく、 漢^$ 

宋 明の 儒生、 或は 過 了し 或は 不 及して、 各-聖人の 仁を說 くこと を 知らず. 一向 や- 惠 

に 落 在す。 其の mi や 愚なる に 至り、 直に 夭 理 流行 底を說 き 下して、 工夫 實を^ むなし。 

道の 行 はれざる こと、 R だ 過不及の 間にある こと、 尤も 熟 味 十べ し C 

帥 曰 はく、 朱 子 n ふ、 「a^f の 仁 を 言 ふこと， 本末 甚だ 備 はれり、 今 其の 大要 を 撮 

るに 數 言に 過ぎず。 一 i し 曰 はく、 『仁 は 生の 性な り、 而 して 愛 は 其の 情なり、 ポぁは 

其の 用な り。 公 は 仁を體 する 所 IT 猶ほ 己れ に克 ちて 禮にー R る を 仁と 爲 すと 言 ふが ご 

とし』。 舉者 前の 三 言に 於て は 仁の 名義 を識 るべ く、 後の 一言に 於て は、 以て 其の 力 

を 吊 ふるの 方 を 知るべし」 と。 愚 謂へ らく、 程 子 仁 を 解す る こと 其の 說太 だ.：^ なり > 

然れ ども 唯 だ 仁の 名義 を 曰 ふの み- 而も 學者仁 を 求む るの 功人 て 望むべからず。 夬子 

の 仁 を in ふ、 皆 H 用の 問に is- にして >  身 を 修め 物に 應じ 事を爲 すの 用、 專ら 仁に 依ら 

ん こと を 欲 十。 後 無味の 地 を 味 ひ、 或は 生 意 を 以て 仁の 體を 論じ * 或は 公の 〈十 を以 


(一) -i, 

卷十 1 に iJ 一 

の JS の 1 部 一 

づ  一 


て 仁の 用に」 允つ， 其の 指す 所 正しから ずして， 皆聖 門の 敎に 非ず。 其の 說を 熟讀 玩味 

すと 雖も、 日用 錄 倫の 節、 家國 天下の 事、 這 筒の 仁 只 だ 意味に 在りて、 事物の 上に 發 

せず。 是れ 豈實の 仁な らん や。 聖賢の 語 を 鑑みて 初めて 其の 差異 を覺 ゆべ し。 是れ宋 

儒の 專ら 仁の 體を謂 はんと 欲する の 弊な り。 仁の 體. 聖人 何ぞ 之れ を 言 はざる ベ けん 

や。 其の 敎唯だ U 用の 間に 在りて、 其の 目 甚だ 近く、 人々 以て 用 ふべ く、 事々 以て 離 

るべ からず。 經 書に 出 づる所 此の 如し。 然れ ども 宋儒虛 遠に 驚せ 高く 望み 遠く 竟む， 

是れ 衰世の 民、 覺 えず 異端の 敎に陷 るな り。 

師曰 はく • 仁 を 以て 9、 と 爲すヒ き は、 五常の 一 にして、 情の 惻隱 に涉 るな り。 惻隱 

も 亦 情の 一 なり、 豈 含蓄 弘大の 仁と 爲 さんや。 仁 を 以て 生 意と 爲す とき は、 天地の 間 

人物 各- 理氣の 妙 合に 因つ て 道 箇の生 意 あり、 禽獸 草木 金玉の 品、 皆 聖人の 大德を 具 

ふるな り。 仁豈 然るが 如くな らん や。 是れ性 善の 說に據 つて、 此の 生々 息むな きの 理 

(二  >  , 

を 味 ふなり。 易に 曰 はく、 「天地の 大德を 生と 曰 ひ、 聖人の 大寶を 位と 曰 ふ。 何 を 以て 

か 位 を 守る、 曰 はく 仁」 と。 是れ 生と 仁と 差別す る 所な り。 且つ 生 意 を 味 ふと 雖も， 

其 の 道理 を 究め 盡さざ る とき は. 只 だ 空言 にして 益な し" 故に 速に 這箇 の 說を閣 き， 

S 學五 仁 .  四 三 七 
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直に 聖經に 依って 己れ に克 ちて 禮に 復り來 る、 是れ 仁の 大要な り。 程 子 曰 はく、 「i- は 

2)  § 

是れ 性。」 又 曰 はく、 「惟 だ 公の み 之れ に 近し」 と。 朱 子 曰 はく  、「仁の 字 只 だ是れ 筒の 

(巧ー 

-が淪 底の 道理」 と。 張 敬 夫 曰 はく、 一仁 を爲す こと 己れ に克 つなり 要なる はなく、 己 私 

に 旣に克 つと きは廊 然として 大公な り r 是れ 等の 語 太 だ 高き に 過ぎて、 執り m ふ ベ き 

所な し。 聖人の 道竟 に泯沒 す、 尤も 歎 嗟すべし。 後 儒の 謂 ふ 所の 如き は- 未だ 嘗て 孔 

孟の語 一句の 此に 及べる もの あらず。 賢-:; 0- 之れ を隱 さんや、 尤も 後 寧の 痛 K なり。 

四 九 或 ひと 仁の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 古人 各. '親愛 を 以て 仁の 名義と 爲十。 是れ 孟子の 所謂 「側 隱の心 は 41 

なり」 * 「仁者 は 愛せず とい ふこと なし」， 一 人 皆 忍びざる 所 あり、 之れ を 其の 忍ぶ 所に 

達する は 仁な り。 人 能く 人 を 害せん と 欲-十る ことなき の 心 を 充てば、 仁 勝げ て 用 ふべ 

からざる なり」 と。 是れ 等の 格 首 皆 親愛の 說 たり。 師曰 はく- 孟子 仁義 を 1^ せ 一一 目 ふ、 

^^^^^^ 故に 仁 を 以て 惻隱 と爲 すなり。 夫子が 顔 子.！!： nt> 等の 高弟に 答 ふる 仁の 說 は- 更に 親 

愛の 義に 與ら ず。 子 文が 忠. 崔 子が 淸 も- 未だ 其の 仁 を 知らず とい ふ を 以てし- い； 


怨欲 行 は れ ざる をば * 猜ほ仁 は 則ち 吾れ 知 ら ずと 爲十。 是 れ 聖人 の 敎， は 仁 を 以て 極 レー 

爲 し" 其の 用 は 只 だ カ行して 已 まず- 其の 至善 を窮 むる-」 在る の 謂な り" 仁義の 仁の 

如き は、 其の 德 尤も 大 なりと 雖も >  唯 だ 親愛の 一事に して- 叉 義の對 てる あり。 故に 

包括す る こと 少し。 夫子の 仁 を 曰 ふ が 如き は、 五 帝 kn 善 悉く 具 へ て， 其の 應 接條理 を 

紊 さず.。 是れ 善の 長な り、 人の 道な り. 聖に _セ るの 要路な り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 所謂 仁の 說は太 だ 近くして >  仁の 字の 名義 相通ぜ ざるに 似たり。 

師曰 はく， 夫子の 所謂 「仁 は 人な り 一、 孟子の 曰 ふ- 「仁 は 人の 心たり」 と。 聖賢， 仁の 

名義 を 論ずる こと 尤も 著明な り。 古 は 仁と 人と 通用 十， 是れ 人の 人た る- 此の 仁 を 全 

うする を 以てな り。 此の 仁 何 如に して 全き。 是れ 己れ にい ちて 禮にー るの み。 後來唯 

だ 仁愛 を 以てし 生々 を 以て 十る も、 其の名義^4： "安頓せゲ 。 人 を 以て 仁 を 首 ふとき は. 

仁の 說 殆ど 明かな り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 乃ち 道德 中和- 皆 仁の ー體 なる か。 師曰 はく- 夫子 

の 所謂 仁 は、 其の 包括 廣大 にして 闕 くべ からず、 故に 道德 中和 各 ~這 裏に 在り。 是れ 

1 日 己れ に克 ちて 禮に復 ると き は、 -4< ^下 仁に 歸 十るな り。 凡. V 仁の <は ぬる 所、 身を修 

チ五 仁  四  一一！ 九 
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むる に 始まりて 大下を 平に 十る に 到り、 其の 間 事物の 用 は 這箇の 仁に 出で ず。 » ；. 者忽 

略すべからず。 

m  或 ひと 問 ふ、 唐の 韓 愈が 原 道 篇に曰 はく、 「博く 愛する 之れ を 仁と 謂 ふ」 と。 程 子 之 

き  そ」 おもへ 2 一  . 

「あ)， ：| れを 非り て以爲 らく、 「仁 は是れ 性、 愛 は 自ら 是れ 情. 愛 を 以て 仁と 爲す は、 是れ情 を 

お 十 1 に S  (一一 一) 

. つ-語 M はヒ 以て 性し. -爲寸 なり」 と。 宋の周 子 曰 はく、 「愛 を 仁と 曰 ふ は、 是れ亦 博愛す るの 說と異 

下 あり  (巧) 

0 ならず」 と。 而 して 朱 子 曰 はく、 「愛 を 仁と 曰 ふ は、 猶ほ惻 隱の心 は 仁の 端な りと 曰 ふ 

づ  がごと し。 是れ 愛の 處に 就きて 仁 を 指 出 十、 博く 愛する 之れ を 仁と 謂 ふの の 若き は- 

便ち 是れ 博愛 を 把って 仁と 做し 了って、 終に 同じから ず 一 と。 此の 說何 如。 師曰 はく- 

S) 

S  i 韓 愈の 所謂 仁 は、 仁義の 仁に して 親愛の 情なり。 韓子は 煦 々を 仁と 爲し. >v 々を義 と 

行ュ こと 

爲十を 以て， 老子の 見る 所と 爲す、 故に 竟に 博の 字 を 加 ふ。 乃ち 子 貢が 所謂 「博く 民 

に 施して 能く 衆を濟 ふ」 の 博の 字に して. 其の 說く所 尤も 由 あり。 然して 只 だ 博愛 を 

以て 仁と 爲寸 とき は、 博愛の 用 通じ 難し。 那筒を 以て 博と 爲し 愛と 爲す や。 異端の 兼 

愛 平等の 說 も亦辦 ずべ からず。 故に 韓 子の 說に 因って 仁 を 求めば • 其の 的 意 分明なら 

ず、 再び 言 辭 をお けずん ば 通ず ベから ず。 是れ韓 子 直に 聖人の 仁に 徹せず、 己れ が兑 


る 所に 從 つて 其の 說を爲 し、 m や 者 をして 趣向に 惑 はしむ るたり。 周 子 は 愛 を 仁と 曰 ふ、 

是れ 五常の 仁に して 只 だ 一 片に落 在し- 聖人 的 意の 仁に あらず。 朱 子 其の 說を 開く と 

雖も 未だ 具 はらず。 各. - 未だ 仁の 極を盡 さざる なり。 

(八) 

S  :ii  或 ひと 問 ふ， 周 子 曰 はく、 「愛 を 仁と 曰 ふ」 と。 程 子 曰 はく、 「愛 は 自ら 是れ 晴、 仁 

Meh 一、 伊 

^^0^ は 自ら 是れ 性。 豈專ら 愛 を 以て 仁と 爲 すべ けんや」 と。 程 子 は 周 子に 學ぶ 者な り、 何 

故に 議論. 別 十 る や。 朱 子 曰 はく. 「善く 性 を 言 ふ 者 は 必ず 情に 驗る あり 、 故に 孟子 は 

糊隱を 以て 仁の 端と 爲し、 周 子 は 愛 を 以て 仁と 言 ふ、 皆 是れ情 を 借りて 以て 性 を 明か 

に 十。 若し 便ち 愛 を 以て 仁と 爲 さば * 是れ情 を 指して 性と 作すな り。 語 死して 圓 なら 

ず。 韓 子が 博く 愛する の 仁是れ なり」 と。 師曰 はく、 擧ニ 程に 至りて 性情の 說を詳 に 

し、 仁愛の 義を 分つ。 周 子 も亦漢 唐の 解に 隨 つて、 仁 を 以て 愛と 爲 すなり。 二 程已後 

各 >■ 仁の 字 を 味 ひ、 性情の 別 を 分つ。 愚 謂へ らく、 性情 互に 根ざして 更に 支 離す ベ か 

らず、 性、 情に 內ら ざる レーき は感通 知識の 發 十るな し。 仁の 事物に 於け る、 是れ 情の 

節に 巾るな り。 仁 は 情 を 離れて 言 ふべき なし。 只 だ 愛 は 情の 一事に 落 在せ る ものに レ 

て、 仁 は 情の に 於け るな り。 各. -是れ 情に して、 更に 性情 を 以て 分つべからず。 

^學五 仁  TO: 四 一 
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宋儒性 善 を 認めて、 情の 節に 中る を 以て 同 有の 尺 性と 爲し、 竟に 仁義 禮 IT を 以て 性と 

爲し. 發 して 中らざる を 以て 情と 爲十 e 故に 朱 f の辨^ も 亦 此の 如し。 仁義 は 情 

の 節に 中る 底の 名な り。 學者 究理の 功少 く、 涵： 冰存 養の 思 を闕 いで， 3； に 這 裏に 向つ 

て 仁義 禮智を 1^ めば、 竟に 得べ からざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 伊川の 曰 はく  、「萬 物の 生 意 最も 見つ ベ し」。 ij^ 子 曰 はく、 「生の 卞を 以て 

仁を說 く， 生 は 自ら 是れ 當來， 天地 我れ を 生ずる 底の 意な り- 我れ 錢ゲ須 らく 肉 ら體 

■M し 得ん こと を 要すべし」 レー。 程 子の 生 意 を 說く處 の 如き は、 是れ生 意 を 以て 仁し ー爲 

十と 說 くに 非ず、 只 だ是れ 生物 は 皆 能く 發 動し， 死物 は 都て 能 はざる こと を說 く。 師 

ニー 一、 

曰 はく- 生 意 を 以て 仁の 本 體と爲 す こと 程 子より 始まれり。 周 子 窓 前の 草 除き 去らず、 

卽ち 是れ謂 ゆる 生 意に して、 自家と 一般な りと。 是れ周 子 旣に生 意の 說 あるな り- レ 愚 

謂へ らく、 程 子 曰 はく T 物を觀 るに 靜 中に 於て は 皆 春 意 あり。 切 派して 最も 仁 を體す 

べし」。 叉 曰 はく、 「雞雛 を觀て 仁を觀 つべ し」。 又 曰 はく 、「仁者 は？ W 然として 物と 體を 

i:^ じうす 一 と。 或 ひと 問 ふ 、「切 脈して 仁 を體十 とは义 如何 一。 朱 子 答 へて 曰 は，、、 「脈理 

一身に 贯 通す、 仁の 理も亦 是れ活 地な り  一。 乂問 ふ、 「雞雛 如何な ろか 是れ 仁.^ 楊^ 人 


(，o  曰 はく、 『先生 嘗て 謂 ふ、 初めと 嫩き 底と 便ち 是れ なり』 と」。 朱 子 答へ て 曰に，、、 「此の 

(hj  ) .1^..^ せ！！  や  ，，ん た、 

r も 九十?" 如く 看ば 較ゃ 分明な らん * 蓋し 是の 時に 當 りて 飮啄 して 自ら 未だ 所謂 爭鬪侵 陵の 患 あ 

抑^:<っ，っきに 

S づ  ら ざるが 如き 者 は、 只 だ是れ 便ち 仁な り」 と。 是れ 等の 說專ら 仁 を 以て 生 意と 爲し、 筒 

の和柔 底の 物事と 爲す。 物の 初めて 生ずる に 自ら 軟らかに 嫩小 底の 如しと 爲十 は、 是 

れ 仁義の 仁 を 推して、 親愛 を 以て 生々 の 意と 爲 すなり.。 凡そ 聖 門に 仁し-曰 ふ は. 之れ 

を 民生 日用 蘇 倫の 外に 求む る こと を 待たず。 程 子の 所謂 仁の 說は、 其の 高き こし-孔孟 

に 過ぎて- 之れ を詳に 十る とき は 益な し。 切 脈し 雞離を yl- て 此の 仁を體 す、 是れ禪 の 

頓 機たり。 理會 すと 雖も 亦理を 甘んじ 味を玩 びて 用な し。 天地の 生 德を言 ふとき IT 

萬 物 皆 生々 して 息むな きの 具 あり、 豈 必ず 脈絡 雞雛 のみに 限らん や。 仁の 實を 謂へば、 

乃ち 又 切 脈し 雞雛 を觀 て、 何ぞ 聖人の 仁を體 せんや。 且つ 生 意 は是れ 親愛の 出 づる所 

にして、 仁義の 仁な り、 以て 仁の 極と 言 ふべ からず。 生 意 又 認め 得る とも、 日用の 間 を 

(一 0 )  ？ 究め 盡さ ざれば、 只 だ 生 意 を 言 ひて、 流行 底の 用 を 知らず、 皆 淸談を 好み 利口の 學 なり。 

は 1 ト：： に  i  ，- 

1, つ， - ,,: 或 ひと 問 ふ、 張子 曰 はく T 虛は 仁の 原、 虚 なるとき は 仁 を 生ず」 と。 師曰 はく、 朱 

Igg;^ き 九 卜 九  ニー) 

§  子 曰 はく T 虛は只 だ是れ 欲な し、 故に 虚 なり。 虛明 にして 欲な き、 是れ 仁の 由って 生 

^舉五 仁  四 四 三 
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^^^^^ ずる 所な り」 と。 師曰 はく • 張子の 寧 は專ら 虚靜を 主と 十。 故に 曰 はく、 一教 厚 虛舒は 

,  仁の 本な り」 と。 又 曰 はく、 一 一大 淸虚ー と。 是れ 皆虛を 以て 無欲の 地と 爲寸、 周 子が 

說に本 づけり。 愚 謂へ らく、 無欲 は是れ 情なき なり， 情 は 人の 砍 なり、 情なき し」 き は 

仁 何 を 以て か發； せんや。 且つ^ 然虚 明に して 一毫 私欲の 累 なくば、 亦 只 だ是れ 克己 

の 工夫に して * 復 禮の說 明かなら ず。 克己 を 曰 ひて 復禮を 曰 はざる とき は、 gt- 門の JJ. 

に 非ず。 是れ 私欲の 弊な しと 雖 も- 事物の 理通 ずべ からざる たり。 人 或は 天質 淸白底 

ある も、 亦必ず事物の用を忽略して大簡に^^^るなり， 豈 聖人の 道な らん や。 欲 又な く 

んば あるべからず * 唯 だ 非禮を 禁じて 視聽 言動 を 正しくす る - 在り。 是れ 夫子 憋 に 

顔 子に 示 論す る 所以な り。 

ニー  1  ，《ち 

"-) S  或 ひと 問 ふ、 iSi 山の 楊 氏 曰 はく 、一. 論語に 仁を言 ふ處、 皆 仁の 方な り、 正に 所謂 仁の 

2 と  ( 三 ) 

^^.i^.^ 若き は、 未だ 之れ を 嘗て 言 はざる なり。 故に 曰 はく、 『子 罕に言 ふ- 利と 命と. U と を』 

と」。 師曰 はく， 楊 氏の 此の 說 未だ 徹せざる なり。 聖 門の 敎は唯 だ 日用？ t 倫の 間に 在 

故に 夫子の 所謂 仁 は、 皆 平生 取り 用 ふるの 地に 在り。 仁 は 其の 方に 於て、 之れ を 

るべ く、 之れ を 一 百 ふべ く. 焉れを 行 ふべ し。 方の 外に 仁 を 竟め來 らば、 仁 遙に遠 ざ 


からん。 夫子の 罕に： 言 ふ は、 仁 は聖學 の極處 なれば なり。 方の 外に 仁の 體 ありて、 子 

罕に 仁の 體を言 ふに 非ず。 後 儒 意 a に從 つて 別に 仁の 體を認 む、 故に 此の 說 あり。 

や 或 ひと 問 ふ、 陳淵、 揚 氏に 問うて 曰 はく、 「萬 物と 我れ と 一 たり、 其れ 仁の 體 か」。 曰 

^"^^1 かに はく、 「然 り」 と。 朱 子 曰 はく、 「楊 氏が 謂 ゆる 物 我 一 たる 者 は、 以て 仁の 愛せず と 一 ：ム ふこ 

從 * し， その  i) 

となき を 見る ベ し、 rm. も 仁の 體 たる 所以の 眞に 非ず，， r 北溪の 陳淳曰 はく T 龜山又 萬 物 

鶴簡 きおい と 我れ と 一 たる を 以て 仁の 體と爲 す。 夫れ 仁者 は 固に 能く 萬 物と 一 たる も- 萬 物と 一 

M.^.^i^-. たる を 謂 ひて 仁と 爲す とき は 不^な り。 此れ は 乃ち 是れ 仁の 量な り。 若し 能く 轉じ來 

Mi ぶ tts あ-. 5 

？ 1^ 頁 11 四 りて 看れば、 只 だ 物と 一 たるの 前に 於て- 表裏に 徹して 純ら 是れ 天理 流行して i なし. 

便ち 是れ 仁な り」 と。 師曰 はく、 程 子 曰 はく T 仁者 は 天地 萬 物 を 以て 一 體と爲 し、 我れ 

に 非ず とい ふこと なし、 .W し 其れ 皆 我れ ならば、 何の 盡 さざる 所 あらん」。 張子 曰 はく、 

IKl^s ？、 「民 は 吾が 同胞な り， 物と 吾れ と與 す」 と。 愚 謂へ らく- 程. 張 各" 萬 物 を 以て ー體 

有名よ る JgJ ぶ  - 

の 中の 一句 ^ と爲 す。 楊 氏 も 亦 程 門の 高弟な り- 故に 相續 いで 然り。 凡そ 物 我 同一 を 仁と 爲る は、 

仁の 體を 認め 得る に 因って 此の 說 あるな リ。 萬 物 各" 天地の 理 氣を禀 け- 其の 本 一 に 

歸 する は 必然の 道理な り。 然れ ども 旣に 彼れ たり 己れ たれば、 混合すべからず。 p=- や 

S 學五 仁  四 四 五 
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^^h.^ 鳥獣 を や， # ？- や。 Jf 一子の 西銘 に專ら 仁の 體を說 いて- 民 を 以て 同胞と 爲 し- 物 を 

めお か- & -り  - ^  >  ひり； s-r  r 二し つ けいどく  ：ゎ や *- 

W て 與と爲 し 大 下の 疲瘙. 傳獨 -鰥靠 を 以て， 吾が 兄弟に して 顚 連して ぐ 

だるたり、 こ  .  ：  - 

^,^0^ るな きもの， -- 爲十 なり。 其れ 仁 を 以て 生々 の 德と爲 し- 夫の 天地 生物の 心 を 得て：；、 て 

^  ！ 心と 爲 し- 大地 を 一身と 爲 し- 品物 萬 形 を 四 K 百 體と爲 十。 言 ひ 得て 好きに 似た，；； ど 

(•：) 老 •¥  • 

只 だ 其の 思 あるの みに して  >  得て 能く 十べ からす。 人々 能く 十る こと を 得ざる と 

き は、 .大 地の 道に 非ず。 且つ 我れ 兄弟 あり、 今： 大 下の 民 を 以て 兄弟の 思 や， 爲さ ば， 乃 

ち 兼 愛の 異端、 博愛の 邪說 たり。 豈 仁者 は 天地 萬 物 を 以て 一 體と爲 し- 博く 萬 民を以 

て 同胞 兄弟の を爲 十べ けんや。 唯 だ 聖人の 道 は、 人物 をして 各 ~ 其の 生 を 遂げし め 

んと欲 十- 故に 此の 敎を 設け 此の 道 を 建てて. 丁寧 反, m し. 此の 政 を^き 此の 令 を 施 

十。 是れ 聖人： 大地の 大德に 因って 這箇の 仁義 を 爲し來 る 底な り。 天 地 萬 物 ー體の 思な 

く、  M 胞 兄弟の 說 なく， 老を老 とする の 心 を 推して 1 人の 老に 及ぼし- や；：^ と 十る 

の 心 を 推して、 入の 幼に 及ぼす のみ。 後舉 切りに 高遠に 4^ ャ、 仁の 體を 認め 得ん し」 砍 

に 作い 本， して * 竟に兼 愛 物 我 平等の 說に陷 る。 是れ 日用の 歡を棄 てて 靜 寂の 工夫 を 執る たり。 

i 一一 ni  或 ひと 問 ふ、 呂與叔 が 克己の 銘- 仁を說 くこと 何 如。 師曰 はく，  wlth^ が 克己の 銘> 


又 生 ある もの 氣を 均しく し體を 同じう 十る を 認めて- 物 我旣に 立つ を 以て 有 t 己と 爲 

す。 故に 有」 己に 克ち 去って、 須 らく 物と 合して ー體 たるべく して、 方に 仁と 爲るこ 

と を 欲 十。 其の Ik 辭太だ 高； して 都て 曠蕩 として 取るべき なし。 異端の 說に 近く、 聖 

人の 敎に 遠し， 之れ を 用 ひて HI 用の 功な し。 己れ に 克っは 其の 私に 克 つたり- 物 我 を 

立てざる の 謂に 非ず。 旣に 物たり 我れ たり、 ー體の 思を爲 さんと 欲 十る も sT へからず。 

聖人の 敎に、 身 を 修め 人 を 治めて、 己れ と 物と 相對 十る の 時， 其の 私 あるに 方. りて、 

克己の r 夫 や： 卜し 得べ し。 平 居獨處 物と 對 せざる の 時 も- 亦 私欲の 放蕩に 克 つの 工夫 

更に 間斷 やべ からず。 且つ 克己 を 曰 ひて 復禮を 曰 は ざれば、 則ち 異端の 說 たり。 K 氏 

よも 

專ら 克己 を 以てして 曰 はく、 「亦 旣に克 ちぬ- 皇々 として 四に 達し， 洞然 たる 八荒- 皆 

(き) 

(五) 5C 内 我が 闥に 在り- 孰れ か 曰 ふ- 天下 仁に 歸 せざる」 と。 此の 語 尤も 疎 濶の甚 し-. -. -と謂 ふ 

ベし。 唯 だ 克己の 說 のみ ありて 復 禮の敎 なきと き .，>  皇.， 、たる 四 達， 洞然 たる 八 i 宛- 

以 て 通ず ベ か らず 。 IE 氏 1K 下 仁に 歸 十る を 以て、 身上に 於て 論じ 來る , 是れ gl.; 人 の 敎 

に 徹せ ざ.；； ばな り。 聖人の 道 は 其の 極家國 天下の 治平に 在り、 這箇の 眇身修 と雖 

も、 ：！： ぞ尸、 下 仁に 歸 十る を 以て 焉れを 論ぜん や。 且つ 洞然 たる 八方 如何 ぞ皆 我が 闘の 

架學五 仁.  四 四 七 
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內に 在る こと を 得ん。 此れ 只に 是れ箇 の 仁 中大底 の 氣象此 の 如き こと を 想像す る に 過 

ぎざる のみ。 仁の 實 少しも 在ら H„ -て、 取り 用 ふる 所な し。 

或 ひと 問 ふ、 上 蔡の謝 氏が 曰 はく T 心 覺る所 あり、 之れ を 仁と 謂 ふ。 仁 は 則ち 心と 

事と 一 たり。 草木 五穀の 實. N れを 仁と 謂 ふ は、 名 を 生に 取れるな り。 生 は 則ち 覺る所 

あり. 四體 の偏痺 之れ を 不仁と 謂 ふ は、 名 を知覺 せざる に 取れるな り。 知^せ ざれば 

二  > 

則ち 死す。 事は感 ありて 之れ に隨 ふに 喜 怒 哀樂を 以てし、 之れ に應 じて 以て 萬 變に酬 

する 者 は、 知覺 に：！ ざれば 能 はざる たり。 身と 事と 接 はり、 而 して 心 漠然として 省 

せざる 者 は、 四體の 不仁と 異なる ことたし。 然 らば 不仁の 者 は、 生と 雖も 以て 死に 異 

なること なく、 心 ありし」 雖も亦 心た きに 鄰く、 四體 ありと 雖も亦 吾が 用を爲 すに 弗ず < 

故に視れども：^^ぇず，  ill けど も 聞えず、 食へ ども 其の 味 を 知らざる なり」。 師曰 はく、 

朱 子 曰 はく、 「覺 は；^ して 以て 仁と 言 ふべ からず.、 以て 仁 を 知る に 足る と雖 も- .In ら^ 

に 属し 了らん。 仁 若し 5i だ 箇の痛 0 を 知り 得る とき は、 丸の 人 皆覺ね 得て、 豈是の 仁 

を盡十 者な らん や。 醫者は 頑埤を 以て 不仁と 爲 し- 其の 覺ら ざる を 以ての 故に 之れ を 

不仁と 謂 ふ。 覺らざるは固に是れ^^仁なり* 然れども15{ち&^是に仁と謂ふは}^,5'なり。 


上蔡の 所謂 知 覺は， 正に 塞 暖飢飽 を 知る の 類 を 謂 ふの み。 推して 酬酔神 を； W くるに 至 

る も、 亦 只 だ是れ 此の 知覺は 別物な きなり、 但だ用 ふる 所小大 あるの み。 然れぱ 此れ 

亦 只 だ是の 知の 用處、 但だ 惟れ 仁者の み 能く 之れ を 兼ぬ る こと を爲 す。 故に 仁者の 心 

知覺 ありと 謂 ふとき は刖ち 可な り、 心 知覺ぁ り 之 れ を 仁と 謂 ふ と 謂 ふとき は 刖ち不 

なり」 と。 愚 謂へ らく、 感通 知識 は理氣 妙 合の 性な り。 上蔡は 直に 知覺を 指して 仁と 

曰 ひ、 太 だ 差別な し， 且つ 草木の 實を 以て 仁し」 爲し、 四體の 偏摔を 以て 不仁と 爲十。 

是れ 等の 語に 據 つて 此の 說を爲 す、 最も 分明なら ず。 桃 仁 • 杏仁. 麻 仁 は、 生 意 ある 

に 取り、 偏^^の不仁は、 人身の 如くなら ざるに 取れり、 以て 比較すべからず。 是れ等 

仁の 字、 聖人の 仁と 同一なら ば、 乃ち 草木 も 亦 這 箇の仁 あらん。 不偏 痺の身 は 皆 仁^ 

と 謂 ふべ けんや。 朱 子の 開示 尤も 說き 得て 近し。 

〈巧)  こ ひねが  あら 

<s  1^  或 ひと 問 ふ、 延 平の 李 氏 曰 はく T 庶幾 はく は 私欲 沈み 犬理見 はるれば、 仁 を 知らん」 

ニー 一一  頁 ま  . 

H.  と。 師曰 はく、 李 恫の學 其の 所見 高き に 過ぐ。 故に 曰 はく、 「大抵 學者 多く 私欲の 爲に 

13{：！ まさる、 故に 力 を 用 ふること 精し からず、 其の 效を 見ず.。 若し 此に 於て 步を 進めん 

と 欲せば、 須 らく 諸 路頭 を把斷 し、 靜 坐默識 して， 之れ をして 泥 滓渐々 に 消し 去って 

聖學五 仁  •  四 四 九 
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方に 可な、 ししむべし。 然らずんば 亦 只 だ 是れ說 な. -、 更に 熟 之れ を 思へ よ」 と。 愚^ 

へらく、 李 侗は諸 路頭 を把斷 して 靜坐 默識を 欲す。 聖人 說く 所の 仁 は 專ら諸 路頭に 在 

りて、 諸 路頭 究理し 來る 底. 是れ仁 を 求む るの 方な り。 諸 路頭 を把斷 十る 底、 是れ日 

用の 思想 を斷 ず、 乂仁を 用 ふるの 要路な し。 造次 顚沛も 亦此に 於て すれば、 諸 路頭に 

於て 諸 路頭の 仁 あり、 靜 坐すべき とき は靜 坐の 仁 あり、 默識 十べき とき は 默識の 仁 あ 

るに、 諸 路頭 を把斷 して 靜坐 默識を 欲す、 是れ旣 に 仁に 違 ふ、 何 底 を 以て 仁と 爲し來 

らん や。 是れ 悉く 仁の 體を 認め 得ん こと を 欲する の 弊に して、 事 を 斷ち物 を棄て 以て 

私欲 沈み IK 理見 はると 爲十。 道箇の 仁、 竟に 死物たり、 太 だ 歎ずべ し。 

或 ひと 問 ふ， 程 子 云 はく 一仁の 道 言 ひ 難し- 唯 だ 公の み 之れ に 近し 一 と。 朱 子 n は 

く、 「公 は 固に 仁に 非ず， 然れ ども 公 は 乃ち 仁なる 所以な り。 公の 仁た る. 公 は 仁と 几 

並して 肴ろ ベから ず。 公 は 只 だ是れ 私た し、 機に 私なければ 這の 仁 使ち 流行す。 程 子 

の 曰 ふ、 『唯 だ 公の み 之れ に 近し と爲 十』 は、 却って 是れ 近似の 近に あらず。 ^に 公な 

れば仁 便ち 此に 在り。 故に 近し と 云 ふ は *  ^ほ 先 後す る 所 を 知れば 則ち 道に 近し と 一ぶ 

ふが ごとし。 是れ道 あ 後の 上に 在る にあらず、 H だ 先 後 を 知れば 便ち 道に 近き なり」 


と。 葉 賀孫問 ふ. 「公 は是れ 仁の 體 にして、 仁は是 れ理 か」 と。 朱 子 曰 はく 、「任, 地に 說 

くこと を 用 ひず。 徒然と して 分曉 ならず。 只 だ 公 は是れ 私な し、 私な きとき は 則ち 理 

5 ご 

^は蔽 ふこと なし」 と。 又 曰 はく. 「仁 は內に 在り 、公 は 外に 在り。 仁 は 是れ本 有の 理、 

公 は是れ 己れ にい 兄つ の 工夫な り。 程 子 曰 ふ、 『公に して 以て 人 之れ を體 す、 故に 仁と 爲 

す』 と. 蓋し 公 は猶ほ 塵な きが ごとく、 人 は稱ほ 鏡の ごとく. 仁 は猶ほ 鏡の 光明の ご 

とし。 鏡繊 塵な きとき は 則ち 光明な り、 人 能く 一  毫の 私欲なければ 則ち 仁な り。 然れ 

も. in-  . ら 

ども 鏡の 明 は 外より 求む るに 非ず、 ロハ だ 是れ鏡 元来 自ら 這の 光明 あり、 今 塵の 爲 にせ 

い  もち 

まさわざる のみ" 人の 仁 も 亦 此の 如し。 仁の 道 只 だ 一 の 公の 字 を 道 ふこと を 消 ふ、 公 

を 以て 仁し- 爲 すに 非ず。 伊川 自ら 曰 ふ、 『公 を 以て 仁と 爲 十べ からず』 と. 世に は 公 を 

W て 心と 爲 して， 慘刻 にして 恤 まざる 者 あり。 須 らく 公に して 側 隱の心 あるべし、 此 

の 功夫 却つ て 人の 字の 上に 在り。 蓋し 人 之れ を體 して 公 を 以てせば 方に 是れ 仁な り」 

と。 師曰 はく、 程 子， 公の 字 を 以て 仁の 義を說 きしょり 以來. 先 儒 各- - 公の 字 を說き 

二 ハー  一七)  1- 

下す。 ，和 靖が曰 はく、 「謝牧 嘗て 寧 を 伊川に 問 ふ。 伊川 云 はく、 『舉 の大 なる、 仁に 如 

おも 

くこと なし， 汝は 仁是れ 如何と か 謂 ふ』 と。 謝 久しう して 入る 處 なし。 一 日 S び 問 ふ * 
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『人 を 愛する 是れ 仁たり や 否や』 と。 伊川 云 はく、 『人 を 愛する は 乃ち 仁の 端に して 仁 

に 非ざる なり』 と。 謝收 去る。 淳 因って 曰 はく、 『某 謂へ らく 仁 は 公の み』 と。 伊川. ム 

はく 、『何の 謂ぞ や』。 淳曰 はく、 『能く 人 を 好み 能く 人を惡 む』 と。 伊川 曰 はく、  fi"^!: く 

養せ よ』 と」。 見得て 此に 到り 易から ず。 愚 謂へ らく、 公 は 天下に.^ び 古今に. り： り 

て障蔽 せざる の 謂な り。 故に 聖鬥 の敎、 其の 指示 十る 所 各-公 を以. て 十。 何ぞ 必ずし 

も 仁に 於て 公 を 謂 ふべ けんや。 程 子の 所謂 公の 字 指す 所 切ならず、 多く 公 を 以て 廣大 

流行 底し ー爲 し、 此の 心 豁然と して 表裏に 徹 十、 是れ 1K 理の 公な りし ー爲 す。 故に 只だ虚 

まに 說 著し 来りて、 其の 己れ に 切なる を！ HJ- ず。 張 敬 夫 朱 子に 與 ふる 書に： n はく ぺ 仁の 

？^？^たる其の本を推し原むるときは、 人と 犬 地 萬 物と ー體 なり. 是を U て 其の 愛-. らず 

はだ へ  - 

とい ふこと なし。 猶ほ 人の 身の 分 寸の膚 し-して？ a: 通せざる こレ- なければ * 則ち 分 十の 

齊 として 愛. せざる ことなき がごと きなり。 故に 『惟 だ 公の み 之れ に 近し』 の 語 を 以て、 

仁の 體を 形容 十る、 最も 親切な りと 爲 十」 と。 朱 子 答へ て 曰 はく- 「細かに 來喩 を觀る 

あ. £ 

に， 謂 ふ 所 は 『天下に 公に して 物 我の 私なければ、 其の 愛 缚 からず とい ふこと たし』 

となり。 知らず、 此の 兩句甚 れの處 か是れ 直に 仁の 體を指 十 處ぞ。 i おし 愛！ t からず と 


いふ ことなき を 以て 仁の 體と爲 さば、 情 を 以て 性と 爲 すの 失に 陷 りて. 高 明の 見 必ず 

此に 至ら ざらん。 若し 天下に 公に して 物 我の 私た きを 以て、 便ち 仁の 體と爲 さば、 恐 

らく は 所謂 公 は、 漠然として 情なく、  ^だ虚 木石の 如くに して、 其の 同體の 物と 雖 

も- 尙ほ 以て 相愛す る こと ある 能 は ざらん。 況ゃ 能く 搏 からざる 所な からん を や。 チ、 -: 

らば 乃ち 此の 兩 句の 中、 初より 未だ 嘗て 一宇の 仁の 體を說 き 著 はす もの あらず。 須ら 

く 知るべし >  仁 は 是れ本 有の 性 >  生物の 心 惟 だ 公なる 能く 之れ を體 すと 爲寸、 公に 因 

^1^ 先 * おれ. つて 而る 後に 有る に 非ず」 と。 朱 子 • 南 軒の 論ずる 所以て つべ し。 公の 說 究め 盡さ 

す  ざると き は、 只 だ 博大 を 以て 其の 論 を 立て- 竟に }K 下に 公に して 物 我の 私な きの 言 あ 

り。 公 は 博大なら ざる ことなし- 然して 其の 博大の 用 も 其の 理を 究めざる とき は、 實 

な/ して 亦 ：！ ハだ是 れ說. t るの みなり。 公 を 以て 專ら 仁の 用と 爲す、 故に 程 門の 拗我ー 

(三) * 大： p、 

.V- の 字 なり。 或 ひと 問 ふ、 余 正叔曰 はく T 私欲な き是れ 仁」 と。 朱 子 曰 はく、 「私欲な くして 然る 

この 條， チ 

叫损 i£is」 後に 仁 あり 謂 はば 則ち 可な り- 私な き は 便ち 是れ 仁と 謂 はば 則ち 不可な り。 蓋し 惟 

たり  だ 私欲な くして 而る 後に 仁 始めて 見 はる」 と。 方 叔が曰 はく、 「天地 萬 物と ー體 たる， 
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是れ 仁」 と。 朱 子 曰 はく 、「私な き は是れ 仁の 前の 事たり、 天地 萬 物し- ー體 たるに 是れ 

仁の 後の 事たり。 惟 だ 私な くして 然る 後に 仁な りヽ 惟 だ 仁に して 然る 後に 大地 萬 物と 

1 體 たり。 要は 二者の 間に 在り。 畢竟 仁は是 れ^の 模樣ぞ し- 識 55 せよ； と。 師 曰 はく， 

私欲な くして. 大理見 はるる を 仁と 爲十 は， 水子^ 旣に 此の 說 あり、 太た 過. J に— 二- - 仁の 

實 たし。 凡そ 私欲 是れ 盡，、 るは克 「しの 功 火たり。 其の 私に 小 兄ち 來 一つ- 是れ 仁の 赏 にし 

て、 私欲な き は是れ 人 も 亦 能くせ ざる 所たり。 而— 二」 復 禮 の說行 はわざる とき は * 

仁と 曰 ふべ からざる たり。 -大 地 萬 物し ニ體 たるの 論、 尤も 未た 理會 せす。 其の 本 を 謂 

ふとき は、 天地 萬 物 一原に して、 旣に： 大地たり 萬 物たり、 何ぞ 合せて 一 體と謂 はんや * 

一 體の說 あり、 故に 物 我 を 立 て ざ る を W て 仁 と爲す 。 物 我 能く 立 ち て 而 し て 後に 仁 ：仃 

はる， 何ぞ物 我な きの 言 あらん や」 學者唯 だ 聖賢 仁 を 解 十る の義に EE つて、 詳に味 ひ 

つら/、 

. 熟 思 ひ、 厚く 日用 事物の 上に 施し 來、 しば. 是れ至 親.， 切 底な り。 聖人の敎は專ら^^ 

倫 平生の 間に 在り。 彼の 私欲な，、 萬 物し ニ體 たるの 言 は， 說き 下して 高き に似て、 而 

も 用ひ來 りて 更に 益な し。 是れ 仁の 實を 知、.： 'ず- 仁の 道に 志さず. 遠く求め高く^^せ， 

あまね 

以て 博く 聞き く涉 り， 頻りに 說き著 はすな り。 


tl 所つ 

レ 卷レ 

分但ニ 
れ し 十 朱 

— — J  一  - 了- 

在 筒 ,41 語 


K.« 六 • 卷九 

十五に 出づ 

十八、 

仁 說に始 の 部 

分 出づ 


(1;) 朱 子 語 

^卷 に 「程 

,.^云ふ心は整 

へば gJS の 如 

し」 iar つ 

§  * 子 


或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「仁 は 心の 德、 愛の 理」 と。 師曰 はく、 朱 子 嘗て 曰に； T 人 

の 心た る， 其の 德四 あり、 曰 はく 仁義 禮智- 而 して 仁 包ね ずと いふ ことたし。 其の 發 

用 十る とき は、 愛恭宜 別の 情と 爲 りて、 惻隱の 心 F 、かずとい ふ 所た し。 仁 は 心の 德と 

は、 猶ほ潤 は 水の 德、 燥 は 火の 德と言 ふが ごとし。 愛の 理とは * 猜ほ 木の 根， 水の 源. 

と 言 ふが ごとし。 試みに 此の 意 を 以て 之れ を 思 ふに、 心の 德は 是れ 統べて 言 ふ。 &の 

理 は、 是れ 仁義 禮 1" の 上に 就きて 分ち 說く」 と。 又 曰 はく、 「愛 は是れ 情と 雖も、 愛の 

理 は是れ 仁な り。 仁 は 愛の 理、 愛 は 仁の 事。 仁 は 愛の 體 * 愛 は 仁の 用。 愛 は是れ 筒の 

動く 物事、 理 は是れ 筒の 靜 なる 物事」 と。 陳 曰 はく T 愛 は是れ 情， 理 は是れ 性、 や 

は 情 性 を 銃ぶ る 者たり。 單に 愛の 字と 心の 字と を說く は， 翁 ほ 是れ情 上に 就きて 看る 

セ- さ  とも 

がごと し。 必ず 愛の 理、 心の 德と曰 ひて- 方に 性と 和に 裏面に 在り。 是れ 愛の 愛た る 

所以に して、 心の 心た る 所以の ものな り。 是れを 之れ 仁と 謂 ふ。 前 輩 心 を 謂 ひて 穀種 

ざね 

能く 生ずる 處と爲 す は、 卽 ち是れ 他れ 穀種 たる 所以の 處、 故に 桃 水：： の 核 皆 仁と 曰 ふな 

i) 

り」 と。 愚 謂へ らく、 晦翁 仁を說 いて 心の 德， 愛の 理と爲 す。 其の 說 たる、 心 は是れ 生- 

意 を 以て 德と爲 十。 仁 は 是れ生 意な り >  故に 心の 德と爲 す。 七 情の 愛 は、 裏面に 這！^ 
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の 仁 あるに 困って 發 出し 來る。 故に 愛の 理 たり。 理の字 は 仁の 字 を 指し、 愛の 體は導 

の 仁より 出來 する 底な り。 凡そ 宋儒 各-仁義 禮智を 以て 性と 爲し、 五常と 曰 ひ 五 性と 

爲す。 五 性 中に 在りて 惻隱羞 惡の情 外に 發 する の說 なり。 故に 情の 愛 は 仁より 發し來 

る、 是れ 愛の 理と爲 る：： W 以 なり。 生々 は 天地の 大德 にして、 人の 性 は 生氣を 以て 德と 

爲す。 心の 心た る、 此の 生 意 を 以て 十、 故に 心の 德と曰 ふ。 其の 說前 輩に 比すれば 太 だ 

詳 なり。 聖人の 仁 を說く は. 專ら 日用の 間に あり。 仁 を 以て 生々 と爲 して. 味 ひ 來るも 

亦 日 新の 益な く、 愛の 理と爲 して 見 來るも 亦 用 ふべき の實 なし、 唯 だ 仁の 名義 を 謂 ひ 

て、 近く 事物の 則な し。 學者 仁の 說を 知る と雖 も、 實に彝 倫の 問に 施し 用 ふべき なし 〈 

4? へ 

孔門の 所謂 仁 は 然らず * 其の 功夫 只 だ 日用に 出で ず。 故に 後 儒 各. -以爲 らく、  tl" て 

に 仁の 體段 を說 かずと。 聖人 焉んぞ 仁 の 體段 を 謂 は ざ る ベ けんや。 其の 「克己 復禮」 と 

曰 ひ * 其の 「居處 恭しく 事 を 執りて 敬し. 人と 忠なる」 と 曰 ひ、 其の 仲 弓に 答へ、 其の 

子 貢に 答へ、 子 文 -a ^子. 夷. 齊. 三 仁. 管 仲 を 論ずる 等、 仁の 體段 大用盡 さず とい ふこと 

たし。 而 して 其， の 語說 開示 の 切要な る、 皆 平生 己れ を 修め 人 を 治む るの 間に 出で ず、 是 

れ 仁の 實 たり。 夫子 易に 於て 天地の 大 德を稱 して 生と 曰 ふ。 是れ- 大地 生々 息む ことな 


(一) 仁说に 

出づ、 

に 見 ゆ 


(三) 朱 •.^ia 

iS 卷九 十五に 

出つ  I 


fsr)  g のせ 

の- に 「大な 

乾-だ」 と あ- り* 

下記の 文 は そ 

の 文 に 出 づ 

f-rfo 古本. K 

ffifisjs 十 一 章 

(六) sn^ 

而德 第二  «。 

せ 子 は is な、 

ISO 人、 言 貌 

孔子に 似た.，， - 

とて、 敬： * せ 

ちに し 入な り 


きの なり。 前 輩 此の 言に 據 つて 味 ひ 来りて 無用の 論 を爲す • 尤も 聖 門の 敎と差 謬す。 

或 ひと ふ、 朱 子 曰 はく、 「天地 は 物 を 生ずる を 以て 心と 爲す 者な り」。 又 曰 はく、 

「此の 心 何 の心ぞ や- 天地に 在りて は 油然と して 物 を 生ずる の 心なり、 人に 在りて は 

溫然 と し て 人 を 愛し 物 を 利 十る の 心、 四德を 包ね て ra 端 を 貰く ものな り」。 是れ 仁の 

大德 か。 師曰 はく， 朱 子 嘗て 曰 はく、 一, 仁」 一は、 天地 物 を 生ずる 所以の 心に して、 人物 

の 得て 以て 心と 爲す 所の 者な り」 と。 是れ只 だ 仁義の 仁を說 いて 夫子の 所謂 仁に 非ず。 

お 謂へ らく、 大地 唯 だ 乾々 として 日に 勤めて 以て 其れ 已 むこと を 得ざる なり。 其の 跡 

生々 息む ことなく、 萬 物 も 亦 生々 相遂 ぐ。 犬 地 は 生物に 心なし。 人物 も 亦 天地の 德に 

W つ て カ行して 怠らず、 其の效能く物を利し人を^；ゼ寸 るの み。 「元と は 善の 長な り」 

と。 甚の {厂、 仁愛 を必 とせず、 事物の 間 I て 用 ひ來る 底、 各 ~ 其の 善の 極に 至る、 是 

れ 善のお なり。 故に 曰 はく、 「能く 人 を 愛し 能く 人を惡 む」 と。 是れ 情の 發 する 所， 

各.， '其の： ムヒ 善に 止まりて. 以て 仁と 爲 すべし。 夫子の 門人 有 子が 如き も 叉 曰 はく T 孝 

おなる もの は、 其れ 仁を爲 すの 本 か， 一 と。 是れ 直に 日用 资 倫の 道 を 指して、 仁た るの.. 

木と 爲し. 竟に 其の. 語意， 生々 等の 言に 及ぶ ことなし。 
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に，. 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく. 「孔門の 敎は許 多の 仁を說 いて * 却つ て 4^ だ ¥」.i 冗して 

ベ  說き 出さず。 蓋し 此の 理 直に 是れ言 ひ 難し， ± 右し 一 箇の 定說を 立て 下さば， 便ち 孩括 

し盡 さず、 且つ 只 だ c 家の 身分の 上に 於て 體究 せば- 久し， ジ して 自然に 通達 せん，. と- 

師曰 はく、 仁 は 門の 極致、 百姓 H 用？ t 倫の 間 • 這 筒の 仁に 出で ず、 故に 事物の 儀 則 

悉く 他の 裏面に 在り。 此れ を 以て  一^の 定說立 て 下 十 ベ き 底た し。， 朱， 十の 此の 語最ん 

理會 す。^ し 「自家 身分 の 上に 及んで 體究 せば、 久し，， 'して 通達 せん の 語 太 た 现 #, 

せず。 是れ仁 を 以て 生 意と 爲 し- 渾然たる 一 理と爲 十、 故に 此の 說ぁ るな り。 且つ 华 

子 仁 を 註して 心の 德と爲 し- 愛の 理と爲 す、 是れ旣 に 一箇の 定說 なり" 

(二)  — 

f:)  代 *  或 ひと 問 ふ、 朱 子 は 流行の 處を 以て 仁と 爲す e 故に 周 説 曰 はく、 「平 居 持 養して 只 だ 

SS の、、 卞は 

II し；^ ^  ,」 私に 克ち 去る、 15^ち是れ木心の德流行發3:5-して愛に非ずとぃ ふこ と な き のみな る 

.P む *  «. 友に 

して IP 人 これ か」。 朱 子 曰 はく、 「此の 語 正しき に 近し。 溝：.^ を疏 導す るが 如し. 初め 物の 爲に^ 蔽 

お 1 せられ、 才に疏 導し 得て 通ず ると き は、 水^^ら流行十。 己れ に克 ちて 禮に is^ る は- 

う！， つ  ち 是れ疏 導の 意思な り。 流行の 處は 便ち 是れ 仁な り」 と。 師曰 はく * 流行して，^ ま. - 

ざる は， 是れ 生々 息む ことなき なり * 故に 朱 チは仁 を 以て 流 It: 底と 爲十 なり。 ， しれに 


克っ とき は 愛せず とい ふこと たきの 說， 太 だ理會 せず。 然 らば 則ち 「しれに 克 つと 禮に 

復 ると 界 限な し。 己れ に克っ は、 事物の 間 其の 私する 所を克 ち， るの 謂たり。 禮 に，； m 

2)  E 勿の る は， 應用皆 節に 中って 節 文 儀 則 あるの 謂な り。 夫子 其の 目を擧 ぐるに 非禮の 言を以 

；&な 指せり 

てす。 是れ聖 門の 敎 他に 異なる 所以に して 仁の 用 最も 大 たり。 只 だ 行 底 を 以て 仁と 

爲 さば、 乃ち 仁の 用輕忽 なり。 且つ 溝，？ を疏 導す るが 如き、 其の， 蔽 十る 物 を 除き 去 

る、 是れ 克己な り、」 除去す. るの 道. 節 文 儀 則 を 以てして、 詳に 其の 條理を 究め、 始ょ 

り 終に 到り、 源より 流に 到る まで、 共に 其の 善 を 得る、 是 れ復體 なり。 此の 如くして 

便ち 仁の 始終 本末 至れり 盡 せり。 前 輩 其の 極を盡 さず、 故に 學 者の 志 聖教に 在る も、 

亦 偏 僻し 來れ るたり。 

或 ひと 問 ふ、 元の 許衡曰 はく T 仁者 は 必ず 己れ に克 つ、 己れ に克 つと き は 公な り、 

公なる とき は 仁な り、 仁なる とき は 愛 十」 と。 師曰 はく、 是れ亦 克己 を 曰 ひて 復禮 を. 

棄っ。 何ぞ 其の 言の 偏なる や。 

t 玉 ) 

ほ 或 ひと 問 ふ、 明の 王 陽 明 曰 はく、 一視 聽言 動的， 這箇 便ち 是れ 性な り、 便ち 是れ 大理 

r0  たり、 這 简の性 あらば- 才に 能く 這の 性の 生理 を 生ず， 便ち 之れ を 仁と 謂 ふ」 と。 師 
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曰 はく、 王 氏 も 亦 生理 を 以て 仁と 爲す。 -大理 相 具 はる、 故に 生理 あり、 昆 来れば！ K 瑪 

乃ち 仁たり と (なす)。 是れ 其の 詞華 文辭に 厚薄 ありと 雖 も. 生々 を 以て 仁と 爲すは 同 

じ。 愚 謂へ らく、 經 書の 註解 名義 は宋 明に： ャ ふて 太だ詳 なり、 而 して 其の 弊 過/し 來 

つて 高- 3： 底に 落 在 十。 故に 文義 字訓 は細釋 論： 許 十と 雖も、 執り 用 ふべき 所な く、 殆ど 

異端 の お を 談 じ 慮 を 捉 るに 近し。 凡そ や： 人の 敎は 縱橫 反覆 參 差して 看 難し レ-雖 も • 

各 ~ 日用 事物の 間 を 離れず.、 其の 實は繩 の R 、くが 如く、 声ぶ の 局の 如く、 條理. ^然とし 

て、 由って 行 ふべ く、 求めて}^^-るべし。 行 ひ 至る とき は 其の 益 曰に 新に して、 又 H に 

もち 

新な り。 其の 語意 近く 譬を 取り， 人々 以 ひて 知るべき なり。 漢唐は 訓詁に 泥み、 宋明 

は 理學を 言 ふ。 其の 聰明 意見 味ぶべく； W ぶべ くして、 平生 鋒 倫 の^に 用 ふるとき は、 

則ち 沈默靜 坐す るの み、 更に 實舉 にまず。 切に = 用に 及ぼさん と 欲せば、 錯 して 條 

理 なし。 故に 其の 說 十分に 裝裹し 得て 好し と雖 も、 終に 未だ 手 を 出し 脚 を 露 はして、 

人に 看破せ ら る る を 免れず。 n ハ だ ii にし て 異端 に 入れる を覺ら ず、 是れ性 心 を- # し .S 

談を言 ひて、 直に 吾が 性 を 以て.； K 理と爲 し 仁と 爲 十の 弊な り。 


二) 說 傅 

(二) 第二 十 

章 


上 $F 首章 


ベ？：) 盡心上 

ね 第 十： 


五 0 仁義の 說を 論ず  . 

師曰 はく、 人の 情、 其の 發動は 唯 だ好惡 のみ。 惡 をして 節に 中ら しむる * 之れ を 

仁義と 曰 ふ。 好 惡の情 流れて 萬 差に 到り、 仁義の 敎 布いて 方策に 充っ、 是れ 人の 道， 

其の 用 仁義に 止まる 所以な り。 易に 曰 はく、 「天の 道 を 立てて、 陰と陽と 曰 ひ， 地の 道 

を 立てて 柔と剛 と 曰 ひ、 人の 道 を 立てて 仁と 義と曰 ふ」 と。 中庸に 曰 はく、 一仁 は 入な 

り、 親 を 親と する を大 なりと 爲す。 義は宜 なり. 賢 を 尊ぶ を大 なりと 爲す. 一。 孟子 曰 

はく、 「王 何ぞ 必ずしも 利 を 曰 はん、 亦 仁義 あるの み」 と。 聖賢の 仁義 を 以て 人の 大敎 

と爲十 こと 以て 昆る べし。 

師曰 はく、 孟子 曰 は く、 「孩提 の 童 も 其 の 親 を 愛す る こ と を 知らず とい ふ こ と な し . 

其の 長ず るに 及びて や、 其の 兄 を 敬す る こと を 知らず とい ふこと なし。 親 を 親と する 

は 仁な り.、 長 を 敬す るは義 なり、 他な し. 之れ を 夭 下に 達 十るな り」 と。 愚 謂へ らく、 

親 を 親と する は是れ 愛な り、 長 を 敬 十る は 是れ惠 なり。 愛 惠の情 は 凡そ 生 ある 物亦然 

り。 故に 草木 昆蟲 の微 も、 皆 生 を 好んで 死を惡 む。 人 唯 だ 知 ありて 能く 其の 情 を 節す 

る こと あり- 之れ を 仁義と 曰 ふ。 之れ を 推して 1K 下に 及ぼし、 萬 世に 用 ふべ く、 貴賤 
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に 通ず ベし- 是れ 聖賢 仁義の 敎を 立て、 人々 をして 由り 行 はしむ るな り、 今生 を 1^ 

み 死 を 悪む の 情 をして 他の 欲 十る 所に 從 はしめば. 各， 其の 親 を 遣れ 其 の 君 を 後に し 

て- 上下 交-利し、 道 安ん ぞ行 はるべ けんや C 故に 其の 固有 十る 所の 愛惡の 情に W つ 

て、 以て 節し 來 りて  >  仁-こ 義との 道 を 立つ るな り e 

帥 曰 はく、 んの 情、 愛惡 の. 兩箇に 初 まる. 是れ 陰陽 理氣の 二つ 根 を 互にし 來 るに 本 

づけり。 敏 案ずる に、 人の 生 は， 陰陽 五行 を 以て 全 成す。 陰陽 は 仁義な り。 情の 發し 

て 喜怒哀楽に 及ぶ や. 喜樂は 是れ やなり  >  ぉ哀 は是れ .€ ふなり。 人 は 陰陽 理氣 をお けて 

道 筒の 形體 を成寸 、 這 箇從來 る所發 して 情の 根と 爲る、 故に 情 は愛惡 を W て 本 

L, 爲 十。 \^ 惡の情 を 節する， 是れを 仁義と 曰 ふなり。 . ^子 曰 はく 、「蓋し-大地の 間 一 氣 

のみ， へ ク陔分 陽 便ち 是れ. 兩物、 れに陽 は 仁し- 爲り、 陰 は 義と爲 る」 と。 是れ亦 陰陽 を 

以て 仁義に 配 十るな り。 

師曰 はく、 人の 好 愛、 這茵の 身體を 愛好 十る を 以て 火な りと 爲す、 是れ好 愛 は 生々 

1 まざる 必然の 理 なり。 Me そ 氣をき むの 類 悉く 皆：^ 愛 此の 身に 在り、 其の 本 を 推 十と 

き は- 是れを 以て 生々 の》 と爲 十。 .大地旣に：^^.说て-して止まず、 一 撮土 一  勺 水 も亦然 


で 茂 然， 翁"^ 

. 1- Sf5     -  •：  -■- 
十 i'K  一  &十 卜. i: 《十 Sfe 
%  ― 心 ]« 子 &.    一  心 七 （45 
な 章 下 上 里 章 下 《: 上 


<1〕 * 類の 


す こと 

ヌん 1. 


n.  七の.. 明 芽 枝葉 條幹も 他の 生生の 氣間斷 せず。 此の 生氣斷 つと き は 則ち 乾枯 死， 了 

一 1 

十。 其の 乾枯 死 了 底. ^朽 し來 りて. 亦 昆蟲芝 櫛と 爲 りて • 更に 留停 せず， 變 易し 來 

り相績 しこ 間斷 せず。 是れ 生々 の 意. 大 地 萬 物 間隔せ ず。 や 人の 生 ある  >  運動 流行 

して 頃刻の 停 息間斷 なし。 人 這 箇の 生々 の氣を 體し來 り、 平 倫の 間に 用 ひて， 

竟に親 を 親と する を 以て 仁と 爲す。 是れ 仁の 由って 來る 所以て 見る ベ し。 先 儒 渾然た 

る 生 意 を 以て 仁の 體と爲 る は， 仁義の 仁 を 以て 聖人 大德の 仁と 爲十 なり。 一 t 然 たる 生 

意 は- 是れ 仁義の 仁に して. 其の 由り て來 るへ，， 一推 十な り。 近，、： n 用に 於て 十る とき は. 

親 を 親」 - する は 人 を 愛する たり。 夫子 曰 はく、 「仁 は 人な り、 親 を 栽と する を大 なりと 

爲 十」。 孟子 曰 はく、 「仁の 實は、 親に 事 ふる 是れ なり」。 义曰 はく、 「入 皆 忍びざる 所 

あり- 之れ を 其の 忍ぶ 所に 達する は 仁な り」 と。 是れ 各-仁義の 仁 を 謂 ふなり。 夫子 

曰 はく、 「義 は宜 な- 


と。  是れ 各-' 仁義の 仁 を 謂 ふな- 

賢 を 尊ぶ を大 なりと 爲 十」。 又 曰 はく、 「適 もた く莫 もな し。 


/< l;i  <s) 

義 之れ と 與に比 ふ」。 孟子 曰 はく、 一義 は 人の 路 なり」。 叉 曰 はく. 「人 皆爲 さざる 所 あ 

り、 之れ を 其の 爲す 所に 達する は義 なり。 人 能く 穿歸 する ことなき の 心 を 充てば， 義 

-. 八) 

擦て 用 ふべ からず。 人 能く 爾汝 を受 くる ことなき の實を 充てば、 往く 所と して義 た、 b 


§ -學五 ，u 義 


2」 ハー 一一 


山 鹿 語 截卷 第一 一一 十七  ™^ ナ、 W 

ずと いふ ことなき なり」 と。 謂へ らく、 義を 解す る こと 尤も 審 なり.。 義は內 に 顧み 

て； 扒 しき 所 ある を 知る の 謂な り。 言 行 日用の 間 * 1 ハに 顧みて 安んじ 快から ざる 所 ある 

とき は、 其の 理を 究め 其の 道 を 謀りて、 其の 極に 從ふ、 是れ義 なり。 凡そ 情の 流蕩す 

る 一 M 放逸す る 所、 好まざる 所樂 しまざる 所、 皆 顧み 来って 其の 由る 所 を 正し， 其のけ 

た £  そ 

ふ 所 を 方す は皆義 なり。 仁 は 之れ を 生じ， 義は 之れ を 殺ぐ。 仁 は 陽に 場し、 義は隍 に 

屬す、 春 夏と 秋夂 A と、 各-這の 陰陽 を 本と 十る がごと し。 仁義の 人に 於， t る、 其の 道 

尤も 大 なり。 

師曰 はく- 仁 は義に 因りて 行 はれ、 義は 仁に 丙り て 立つ  >  仁義 は 是れ支 離 十べ から 

ざるな り。 仁 は 親愛 底に して、 義を 以て 之れ を 制せ ざれば、 便ち 必ず 流蕩 して 節 を^ 

ゆ。 人の子 を 養 ふが 如く、 愛して 敎へ ざれば 顯 子に； や-る、 是れ なり。 義 は制斷 にし 

て、 仁 を 以て 之れ を 究め 盡さ ざれば、 便ち 必ず 酷忍殘 害す。 人の 罪 を 刑す るが 如く、 

かたし 

段して 傷ま ざれば 設を嗜 むに 至る. 是れ なり C 故に g*- 入 仁義 を 以て 相 對し說 くな り。 

親 を 親と 十れば 仁に 流れて 賢 を 尊 ぶ こ と を 知らず。 親 を 親と すと 雖も、 不肖 を舉げ ず 

^者に 住せず、 他人の 疏 遠と 雖も、 必ず 賢 を 賢と して 之れ を や： び 之れ を 用 ふ。 賢 を 賢 


とすれば 專ら義 にして 親 を 慕 ふこと を 思 はず。 賢 を 賢と すと 雖も、 不肖 を棄 てず 不一 

可なる 者 を 容れ、 其の 親しむべき 所に 於て 必ず 之れ を 慕 ひ、 之れ を 慈しむ。 故に 賢 を 

尊んで 衆 を 容れ、 善を嘉 して 不能 を矜 むな り。 是れ 仁義 根 を 互にして 行 はるる 所以な 一 

まこと  .  i 

り。 道 固に 仁義より 大 なる はなし。  一 

師曰 はく、 夫子 仁 を 言 ひて 未だ 嘗て 義を 兼ねず。 是れ仁 は 義に對 して 說き 出さず、 

n) 前 出 E 切に 人の 大德 なる を 示すな り。 易に 曰 はく T 人の 道 を 立てて 仁と 義と曰 ふ」 と。 是れー 

六 一 頁 IJSSr 

說卦傳  仁義 を 以て 百行の. 綱領と 爲し來 るな り。 孟子 仁 を 言へば 必ず 義を 以て 配す、 -?^ めて 仁 

. 義の說 世々 に 明かな り。 蓋し 獨り 仁義 を 言 ふとき は、 五常の 仁義 を 以て まれ を 解す ベ" 

からず。 所謂 仁義と は、 好悪の 情發 して 節に 中る 底、 學 者の 標的な り。 衆 情 は 悉く 好： 

悪に 本 づき、 百行 皆 仁義 を 源と す。 故に 仁義 を 言 ふとき は、 五常の 仁義 禮智信 擧く備 一 

はれり。 五常 並び 言 ふの 仁義 を 言 ふとき は、 這 筒の 綱領の 仁義 包ね 具 ふべ からず。 先 

儒 各. - 仁と 仁義と 五常の 仁を幷 せて 一 と爲 す。 故に 聖賢の 經傳 注解 尤も 混合し 来りて _ 

太 だ 差 謬せ り。 熟讀 玩味して、 須 らく 仁義 は 是れ綱 を 提げ 領を挈 ぐる 底 >  五常の 仁義 一 

は、 是れ 一 著 底なる こと を覺 るべ し。 
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師曰 はく、 先 儒 各-曰 はく 、「仁義 五常 は是れ 人々 固有の 性に して、 惻隱. 羞惡 等の 

情、 這 筒の 性 裏より 發 生し 了る」 と。 愚案ず るに、 仁義 五常 各-情の 發 して 節に 中る 

底な り。 故に 仁義 五常の 事物に 於け る- 其の 道理 を 究め 盡 して、 而る 後に 其の 道た る 

こと を 知るべし。 其の 道理 を 究め 盡さ ずして、 只 だ 內に向 ひて-党 尊せば、 乃ち 竟に知 

るべ からず。 且つ 性 は 惟れ 感通 知識す るの み、 焉んぞ 他の 多端の 在る こと あらん や。 

五一 或 ひと 仁義の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ， チの 所謂 仁 及び 仁義： 五常の 差別す る 所、 何の 處 にか 據る や。 師曰は 

く、 愚が 據 とする 所 は、 唯 だ聖經 賢傳の 間な り。 語 *孟 を 味 ひ、 周易 を詳 にして • 

以て 其の 差^す る 所 ある を 知るべし。 凡そ 仁と 曰 ふとき は、 大概 其の 大德を 指し >  含 

蒂せ ずと いふ ことなし。 所謂 克己 復禮 は、 天下 仁に 歸 する 所以な り。 仁義と 曰 ふとき 

は、 乃ち 其の 綱領 を 擧げて 百行 を 銃ぶ るの 謂な り。 其の 包括 尤も 大 なり。 仁義 禮智と 

曰 ふとき は、 乃ち 其の 情の 一 端を舉 ぐるな り。 其の 用 一 片に落 在す。 各. - 聖賢の 書に 

據り、 其の 語意 を 味 ひ 来りて、 便ち 其の 說を覺 るべ し。 


或 ひと 問 ふ、 先 儒 各-仁義 を 以て 人々 固有の 性と 爲す。 朱 子 曰 はく 、「性 は 是れ太 極 

渾然 の體、 本と 名字 を 以て 言 ふべ からず、 但だ 其の 中に 萬 理を含 具して、 綱領の 大な 

る 者 四つ あり、 故に 之れ を 命 づけて 仁義 禮智と 曰 ふ。 蓋し 四 端の 未だ 發 せざる や、 寂 

( 1 ) 

•  ろうとう  すべ 

(1) e かな 然として 動かず と雖 も、 而も 其の 中 自ら 條理 あり、 自ら 間 架 あり。 是れ攏 個と して 都 

らな貌 

このめ *J  ゎづか 

て 一物な きに あらず、 所以に 外 邊總に 感ずれば， 中間 便ち 應ず。 赤子の 井に 入る の 事 

2) 又應に の 感ずる 如き は、 仁の 理 便ち 感じて、 惻隱の 心是に 於て か 形 はる」。 張 敬 夫が 曰 はく、 

作る 

「四つの 者 性に 具 はりて 心に 根ざす こと、 猶ほ 木の本に 著き 水の 源より 發 する がごと 

し、 是れに 由って 生々 して 息まず」 と。 師曰 はく、 仁義 は 人心の 愛惡發 して 節に 中り 

て、 其の 條理を 得る の 名な り。 聖人 道に 因りて 敎を 立て. 這箇の 名分 を 設け 来るな り。 

性 は 仁義 を 具 ふべ からず、 其の 感應 する 所 乃ち 是れ 性の 虛靈 感知な り。 愛惡の 情の 發 

する 所- 是れ 人の 性 巳む を 得ざる の 情なり、 其の 仁義 を 論ずる に 至りて は、 專ら 其の 

情 を修し 得る に 在り。 性豈 之れ を 固有 せんや。 若し 性 は 仁義 を 固有す と 謂 はば、 乃ち 

赤子 嬰兒 の 未だ 習來染 汚に 及ば ざる もの、 其の 發す るの 情 各- 須 らく 節に 中るべき か。 

(然るに) 唯 だ 愛 惡の情 ありて、 仁義 禮智 の名づ くべき なし。 是れ 性情 あり、 故に 事物 
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に 因って 發し來 る 底な り。 聖人 此の 敎を 立てて、 其の 情 をして 仁義に 至らし むるな り- 

ご 一  > 

p^-  或 ひと 曰 はく、 然 らば 便ち 仁義 は 外より 至るな り。 吿 子が 所謂 「性 は 猶ほ紀 柳の ごと 

子， wr,. 子. H  ニニ) 

ffjf* れ く、 義は 猶ほ桮 港の ごときな り。 人の 性 を 以て 仁義と 爲す は、 猶ほ15^柳を以て桮棬を 

生す る ま軟な ？， 

る- ^ の 11 爲 るが ごとき」 なり。 是れ 孟子の 說く 所に 違 ふに 似たり と。 師曰 はく、 吿チが所謂：？^ 

\；  二) 

ひ i!T ため 柳 柄 捲 の^は、 性 を 添め 之れ を妝賊 して、 而る 後に 仁義 を爲十 ことの 謂な り。 故に. £ 

子 茶 だ 開示 反覆し 來る なり。 人の 情 未だ 嘗て 愛惠 なくん ば あらず、 其の 已むを 得ざる 

の 情 を 以て- 之れ をして 其の 道に 至らし む * 是れ 聖人の 敎 なり。 中 0 に ni はく、 「性 

に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」、 是れ なり。 仁義 は、 愛惡 の、 道に 至り * 發 して 節に 中る の 謂 

なり。 其の 名義 異なる に 似たり と雖 も、 本と 愛 惡の實 地、 這 筒 只 だ 其の 極 を 究め 盡す 

に 因る の 名な り。 人 々各-犬 地の 全氣を 察け、 天地の 實理を 具 ふ。 今 詳に究 むる とき 

は、 便ち 理に 通ず. るに 速に して、 感通 知識 太 だ 明な り。 是れ 人の 仁義に 安ん ずる 所以 

にして 能 はざる に 非ず。 故に 仁義 は 究理の 極に して、 默 然として 知るべき に 非ざる な 

S) 公«5  n  0 

上 篇第六 素の  (Bn 

f^.  mlsc'  たち s じゅ  じ s つてき いん - 

^wa^-  或 ひと 問 ふ、 孟子 曰 はく 、「乍ち 孺 子の 井に 入る を 見ん 時， 皆 俅惕侧 隱の心 あり。 是 


ri)  i£ 

上 翁 第 七 章 

(六) 公孫 丑 

上 篇 第 六 章 

(七) 1 ^菜 王 

上 SI  SP 七 章の 

齊の宣 王との 

問 s,-:! にて、 王 

が 頃 牲の 牛の 

代りに 羊 を 用 

ひし «を 主題 

として、 孟子 

がその 性 善 を 

說 けるな り 


(八) 仁義 渡 

智 


れ 人心 自ら 是れ會 する こと 此の 如し。 是れ交 を 內れ譽 を 要め て 方に 此の 如くなる にあ 

らず」 と。 大凡 人の 心中 皆 仁義 禮智 ある 底 此の 如き か。 師曰 はく、 孟子の 孺子 井に 入 

るの 比喩， 是れ人 各 丄這箇 の 愛 惻の情 あり、 此の 情 乃ち 仁に 至るべき の 謂な り。 故に 

孟子 曰 はく  、「傷む ことな かれ、 是れ 乃ち 仁の 術な り」。 叉 曰 はく、 「惻隱 の 心 は 仁の 端な 

り」 と。 是れ宣 王 罪な くして 死地に 就く (牛) を隱む 底、 以て 推し 及ぼす とき は、 仁の 

行 はるる 所な り。 惻標. 羞惡の 情 以て 節に 中る， 乃ち 仁義と 謂 ふべき なり。 已に侧 

隱*羞 惡の惰 あるとき は、 仁義 行 はるる 所以な り。 是れ 其の 隱む所 锡 する を 取りて. 

以て 仁 ま を 論ずるな り、 直に 是れを 以て 仁義と 爲 すに 非ず。 後生 备" 玩味せ ざれば、 

乃ち 側隱. 羞惡を 以て 仁義と 爲す。 其の 說太だ 差 謬して 異端の 說に 近し。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 云 はく 、「仁 は 三者 を 包ぬ る 所以な り、 蓋し 義禮智 は 皆是れ 流動 底 

の 物にして， 皆 仁 上より 漸次に 推し 出す 所以な り」。 程 子 曰 はく、 「仁 は 此の 四 事 を 載 

す」 と。 叉 曰 はく. 「仁 は 全く 四つの 者を體 す」 と。 師曰 はく、 唯 だ 仁と 曰 ふ、 乃ち 

其の 包括 尤も 弘大な り。 五常に 属し 来れば、 乃ち 仁 も 亦 一 用 所 底な り、 仁 上より 推し 

出す と 謂 ふべ からず。 日用 It 倫の 間、 仁義 禮智の 造る、 迭 ひに 賓 主たり。 恭しくして 
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鱧なければ 勞す、 是れ禮 を 以て 主と 爲 すなり。 君子 は義 以て 質と 爲す、 是れ義 を 以て 

n)  i.. 主と 爲 すなり。 金 木 水火 常の 旺 なき も亦然 り。 潛窒の 陳坡曰 はく T 猶ほ 春夏秋冬 は 同 

じからず と雖 も、 同じく 春に 出づ るが ごとし， 春 は 則ち 春の 生、 夏 は 則ち 春の 長、 秋 

は 則ち 春の 收、 冬 は 則ち 春め 藏 なり」 と。 愚 謂へ らく. 已に 四時た ると き は、 乃ち 四 

はじ to 

時 各- 一 旺 あり、 春 を 以て 夏と 謂 はず。 春 は 四時の 首、 仁 は 四 端の 首な り。 其の 功最 

も大 にして- 亦 混合すべからず。 夏 秋 冬 豈春を 以て 之れ を 謂 ふべ けんや。 其の 互に 採 

ざ 十 を 以て 之れ を 論ずる とき は、 乃ち 四時 更に 支 離すべからず、 四 端 互に 因る、 何ぞ 

專ら春 を 主と せんや。 是れ 等の 說春を 以て 仁と 爲し、 仁 を 以て 大德の 仁と 爲 し- 其の 

差 を 分たず して 論じ 来るな り。 仁義の 仁、 其の k る 所 稍ゃ大 なりと 雖も • 仁義 混合し 

て 論ずべ からず。 若し 混合し 來 らば- 聖人 仁と 義とを 並せ 論ずる、 是れ差 |g ならん や * 

後 儒 聖學の 淵源に 切ならず. 專ら 其の 說く所 高し、 故に 其の 弊此に 至るな り。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 曰 はく 、「心に 內外 なし、 心に 內外 ある は、 是れ 私心な り、 天理に 

非ざる なり。 故に 吾が 親 を 愛して、 人の 親 も 亦當に 愛すべき 所な り、 吾が 長 を 敬して 

人 の 長 も 亦當に 敬す ベ き 所 な り 。 今 吾れ 親 あ ると き は 焉れを 愛して 人の 親 は 愛せず、 


長 あるとき は * 焉れを 敬して 人の 長 は 敬せ ざる、 是れ兩 あるな り、 是れ本 を 二つに す 

るな り。 且つ 天の 物 を 生ずる、 之れ をして 本 を 一 ならしむ。 本 を 一 一にして 可な らん 

(二)  たが  もと 

(二) 1, や」 と。 南 軒の 張 氏 曰 はく T 此れ 緊耍 の處、 毫蘭も 差 ふべ からず。 蓋し 愛敬の 心 本 を 

は 敬 夫、 前  し  (一-一) 

^セ£ ？ 1 一 にす るに 由って" 施に 差等 あり、 此れ 仁義の 道 未だ 嘗て 相 離れざる 所以な り。 易に 

所謂 『物 を 稱り施 を 平にす る』 と は、 物の 輕重 を稱 りて、 吾が 施 平にせ ずと いふ こと 

なきな り。 此れ 吾が 儒の 所謂 理ー にして 分殊 なり」 と。 師曰 はく、 先 儒 張 敬 夫 論ずる 

所 未だ 審 ならず。 吾が 親 を 愛して 人の 親 も 亦當に 愛すべし， 吾が 長 を 敬して 人の 長 も 

亦當に 敬すべし， 是れ を心內 外な くして 本 を 一 にす と爲 す。 此の 說 甚だ 通 ぜず。 自他 

差別し 來る は. 是れ 夭 性な り、 是れ 自然な り、 是れ通 情なり。 自他 を 差別せ ざる 底 は、 

是れ 異端の 兼 愛な り、 平等な り。 吾が 親 を 愛し 吾が 長 を 敬して、 人の 親 長に は 然らざ 

る は、 天下の 通 情なり。 聖人 敎を 立つ る、 吾が 愛敬 をして 人の 親 長に 及ばし む。 此に 

於て 道 立ち 敎成 るたり。 自他の 親 長 をして 之れ を 一 ならしむ るに 非ず、 是れ叉 一 にす 

ベから ざるの 道 なれば なり。 敬 夫 此の 說を 以て 緊要と 爲し、 本 を 一 にす るに 由り て 施 

S 張 橫 渠  § 

收 11 に 等差 ある を、 理 一分 殊と爲 す。 是れ西 銘の萬 物 ー體の 論な り。 天下の 親 長 を 以て 己 
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が 親 長に 一 にせば、 施す 所 更に 等差 あるべからず * 這の 等差 ある は、 是れ！ K 下の 親 長 

己が 親 長と 一 にす ベ から ざれば なり。 本 一 なるとき は 用 亦 一 なり、 物に！： 直 あれば 施 

も 亦輕重 あり。 人の 父子 をして 己が 父子に 同じから しむる は、 決して 能く 十べ から ざ 

るの 至りな り。 本 一 にして 施 等差 あるの 言 は、 差 謬し 了れ り。 、 

二)  S. 或 ひと 問 ふ- 龜 山が 所謂 「其の 理の 一 を 知る は、 仁と 爲す 所以， 其の 分の 殊 なる を 

この 10; 赢山 M 

知る は、 義と爲 す 所以」 を。 師曰 はく、 仁 を 以て 渾然たる 一 理と爲 し、 義を 以て 割然 

ゆ  分 制と 爲す、 故に 此の 說 あり。 若し 理 一分 殊を 以て 論じ 来らば、 便ち 仁義 各- 理 一 分 

殊 あり、 仁と 義と 其の 相對 する こと 太 だ 重し。 唯 だ 仁 を 以て 理と爲 し義を 以て 分と 爲 

さば、 則ち 未だ 全から ず。 理 一分 殊 の說、 物々 皆然 り。 能く 玩 索して 味 ふべ し。 

r.)  § 或 ひと 問 ふ、 孔門 未だ 嘗て 備に 言 はず、 孟子に 至りて 始めて 備に 之れ を 言 ふ 者 は、 

其の 說 あり や 否や。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「蓋し 孔子の 時 性 善の 理 素より 明かな り、 

び 詳に 其の 條を 著して 說 かずと 雖も. 自ら 具 はれり。 孟子の 時に 至りて 異端^の ごとく 

下 ははし に 

SiiJ? は に 起り • 往々 性 を 以て 善なら ずと 爲す。 孟子 以て 之れ を 明かに する あらんと 思 ふ。 是 

ff0ic^ut  (二 一  かたよ 

^^H- ,ゼ に 於 て^して 之れ を 言へ るな り」。 又 曰 はく  、「程 子 謂 ふ、 『偏りて 言へば 一事， 審ら言 


へば 四つの 者 を 包ぬ』 と。 孔子 は 只 だ 仁 を 言 ひ 其の 專ら言 ふ 者 を 以て 之れ を 言へ り。 

故に 但だ仁 を 言 ひて >  仁義 禮智皆 其の 中に 在り。 孟子 義を 兼ね 言 ひ、 其の 偏りて 言 ふ 

者 を 以て 之れ を 言へ り。 然れ ども 亦是れ 孔子の 言 ふ 所の 外に 於て、 一箇の 義の字 を 添 

へ 入る るに あらず、 伹だ 一 理の 中に 於て 分別し 出し 來る のみ」 と。 愚 謂へ らく、 孔夫 

子 は 直に 聖 門の 大德を 指し 來る なり。 故に 罕に言 ひて、 未だ 嘗て 仁の 全說に 及ばず、 

唯 だ 其の 問 ふ 所に 因り 開示 切要す。 孟子に 到りて は 百行の 大綱 を 擧げ， 仁義 を 並べ 言 

ひ、 常に 此の 兩箇を 以て 指示し 來る。 是れ 聖賢の 說， 殆ど 差別 あるの 處 以て 見るべし。 


乾と 坤 各- 元. 

亨 • 利 • 貞を 

いふ。 一 兀は大 

なり、 亨は通 

なり、 利は宜 

しきな り、 貞 

は 44 しくして 

1： きたり 


五 二 仁義 禮智 の說を 論ず 

師曰 はく、 天地 萬 物 各-陰陽 五行 を 以て、 此の 形體を 全くす。 故に 其の 發見 する 所 

ニニ) 

も 亦 陰陽 五行 を 出で ず。 是れ 乾坤 四德 の說， 仁義 四 端の 用， 聖賢の 論じ 說く 所な り。 

凡そ 人の 情- 喜 怒 哀樂に 起り て、 其の 節に 中る 底， 是れ 仁義 禮智 なり。 仁義 禮智の 道、 

唯だ已 むこと を 得ざる の理に 因って、 其の 名分 を 設け、 人々 をして 此の 四つの 者に 由 

らしむ るの 謂な り。 聖人の 敎 ふる 所、 其の 用 此の 四つの 者 を 出で ず。 天地 流行に ra: つ 

子 五 五常  .  四 七三 


(1) 五行の 

運行に して、 

木より 火、 火 

より +;、 十-よ 

b 金、 金よ > 

水、 水より 木 

fe-ij "やる をい 

(二) 木 は 土 

に、 十一 は に、 

水 は 人に、 火 

は 金に、 金 は 

木に おつ をい 
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て 之れ を 言 ふとき は- 乃ち 一陽 旣に 萌し、 三 陽に 至って 發 して 春と 爲る。 是れ 陽の 初 

め を 木 神と 爲 し- 四 端に 於て 仁と 爲す。 陽の 盛 を 火 神と 爲し 夏と 爲す、 是れ 木より 火 

を 生ずる の 序にして、 四 端に 於て 禮と爲 す。 陰陽の 中 を 土神と 爲す、 火より 土 を 生ず 

わう 

るの 序にして、 四時の 土旺 す。 五常の 信此に 於て 主と 爲る。 陰の 初め を 金 神と 爲し秋 

と爲 す、 土より 金 を 生ずる の 序にして、 四 端に 於て 義と爲 す。 陰の 極 は 水神と 爲し冬 

と 爲寸、 金より 水 を 生ずる の 序にして、 四 端に 於て 智と爲 す。 而 して 水より 木 を 生ず 

(二  (二) 

*. うせ い *r うこく 

るの 序、 冬より 春に 至り、 流行して 息まず、 天地 能く 長久に 能く 相 生 相剋して、 火と 

土と 相對し • 金と 木と 相 敵す、 互に 守り 互に 根ざし、 金 木 水火 偏 倚らず。 人 も 亦 天地 

と 並び 立ちて 三たり。 天地の 德 に準據 し、 此の 四つの 者 を 以て 的 意と 爲し、 情 をして 

發 して 節に 中ら しむ。 是れ 聖人の 切要な り。 仁義 禮智の 行 は假合 附會に 非ず- 能く 心 

に默會 して、 便ち 自ら 見るべし。 

師曰 はく、 孟子 曰 はく、 r 惻隱の 心なき は 人に 非ざる なり、 羞惡の 心なき は 人に 非 ざ 

るな り、 ！£|?^|の心なきは人に非ざるなり. 是非の 心なき は 人に 非ざる なり。 惻隱の 心 

は 仁の 端な り， 羞惡の 心 は義の 端な り、 辭讓の 心 は禮の 端な り、 是非の 心 は智の 端な 


(ran 

s)  41*2 り。 人 是の四 端 ある や. 猶ほ 其の 四體 あるが ごときな り」 と。 叉 HI はく 、「仁の 實は親 

a™ 第二 十七 章 

に 事 ふる 是れ なり、 義の實 は 兄に 從ふ 是れ なり、 智の實 は斯の 二者 を 知りて 去らざる 

こと 是れ なり、 禮の實 は斯の 二者 を 節 文す る こと 是れ なり、 樂の {蕈 は斯の 二者 を樂レ 

む」 と。 愚 謂へ らく， 旣に四 端と 謂 ふとき は、 仁義 禮智 各.^ 一事の 的 主 あり、 是れ孟 

子の 詳に說 き 下す 所以な り。 仁 は、 愛惠の 名、 怵惕 惻隱の 情、 軟柔溫 和の 形な り。 義 

は、 果斷の 名、 羞惡の 情、 威武 勇猛の 形な り。 禮は、 節 文の 名、 辭讓の 情、 威儀 恭敬 

の 形な り。 智は、 分辨の 名、 是非の 情、 才智 謀 慮の 形な り。 凡そ 事物の 問. 此の 四 者 

ち： A ひ  I. ま 

迭に賓 主と 爲り、 一 を闕 きて は 乃ち 全から ず。 而今 父子の 親、 是れ仁 を 以て 主と 爲す。 

父の 子に 於け る、 子の 父に 於け る、 愛和の切な^6と雖も、 義を 以て 果斷 し來 つて 流蕩 

せず、 道 を 以て 之れ を敎 へ、 善 を 以て 之れ を 導く、 是れ義 なり。 敎へ 導く に 節 文を以 

てせ ざれば、 数-疎んじ 敷-恨みて、 父子の 親 必ず 絕す。 是れ禮 の 離るべからざる な 

り。 父子の 親、 其の 應接 各. - 是非 を 辨じ邪 正 を 分ち、 敎導 究理 其の 極に 止まる、 是れ 

智 なり。 故に 仁義 禮智の 中、 一 を缺 きて は 乃ち 全から ず。 是れ 父子の 親に 於て 以て！ 1^ 

つべ し。 君臣の 義- 長幼の 序 • 夫婦の 別. 朋友の 信， 賓主 交. - 立って、 四つの 者 支 離 

子 五 五常  .  四 七 五 
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せず。 是れ 仁義 禮！ " の 百行に 長た る 所以な り。 

師曰 はく、 中庸に 曰 はく、 「仁 は 人な り 、菊 を 親と する を大 なりと 爲す * 義は. 冗たり， 

(一一 一  (2) 

賢 を 尊ぶ を大 たりと 爲十。 親 を 親と する の 殺、 賢 を 尊ぶ の 等 は、 禮の 生ずる 所な り」 

と。 又 曰 はく T 學を むは 知に 近し」 と。 是れ 夫子 仁義 禮智を 解す るな り。 故に 仁義 

は禮に 由ら ざれば、 乃ち 殺 等な く 節 文な く， 知に 由ら ざれば 究理の 極な し。 是れ 仁義 

禮智の 立つ 所以な り。 四時の 四 德も亦 此の 如し。 

も  た 

師曰 はく、 先 儒の 所謂 「性 は 是れ太 極渖然 の體、 本と 名字 を 以て 言 ふべ からず、 m 

だ 其の 中に 萬 理を含 光して、 綱領の 大 なる 者 四つ あり、 之れ を 命 づけて 仁義 禮智と 臼 

あら 

ふ。 是れ 四つの 者 未だ 形見 はれず と雖 も、 而も 其の 中 自ら 條理 あり、 CII ら間架 あり、 

是 れ戲恫 として 都て 一物な きに あらず、 所以に 外邊 機に 感ずれば、 中間 便ち 應ず。 赤 

子 井に 入る の 事の 感ずる 如き は、 仁の 理 便ち 應 じて. 惻隱の 心是に 於て か 形 はる。 -刨 

を 過ぎ 朝 を 過ぐ る 事の 感ずる 如き は， 禮の理 便ち 應 じて、 恭敬の 心是に 於て か 形 はる。 

蓋し 其の 中間 衆理. 渾べ具 はりて、 各 ~ 分明なる に 由る、 故に 外 邊遇ふ 所、 感に隨 つて 

應ず」 と。 愚案ず るに、 此れ等の 說、 性の 善なる に 丙って^. t 来るな り。 凡モ 仁義 禮 


智の 四つの 者 は >  情の 發 して 節に 中る の 名な り、 惻隱. 羞惡. 辭讓. 是非の 情 ありと 

雖も、 其の 理を 究め 盡さ ざれば、 其の 發見 する 所 悉く 情に 從ひ 流蕩し 去って 正しから 

ず。 豈 胸中 此の 數箇の 全 理渾べ 具 はらん や。 外邊 感に隨 ひて 應 ずる 底 は、 是れ 陰陽 五 

行 止む を 得ざる の 情 動き 來る 底な り。 

五三 或 ひと 仁義 禮智の 說を問 ふ を辨ず 附 醴の說 

或 ひと 問 ふ， 仁義 禮智と 唯に 仁義と 言 ふと、 差異 あり や。 師曰 はく、 仁義 禮智は 其 

の 用 一事に して、 唯に 仁義と 言 ふとき は、 乃ち 繁る所 尤も 重し。 四 端の 仁義 は、 是れ 

仁義 を 以て 一 窗の 用と 爲 すなり。 故に 四 端の 仁義に 於て、 包括の 論を說 くべ からず。 

或 ひと 問 ふ、 仁義の 說旣に 聞く こと を 得たり。 禮の 四つの 者に 於け る、 尤も 外邊に 

つ  (七) 

著く に 似たり と。 師曰 はく、 禮を 以て 外邊に 著く と爲す は、 是れ 老子の 所謂、 「夫れ 禮 

はじめ 

は 忠信の 薄に して、 亂の 首な り」 とい ふなり。 愚 謂へ らく、 聖人の 敎は專 ら禮を 以て 

責 しと 爲す、 故に 顏 子に 吿 ぐるに 非 禮の說 を 以てし. 仁義 を 論ずる に 殺 等の 說を 以て 

す。 凡そ 事物 各-節 文 を 以てして， 初めて 之れ を 全うすべし。 父子の 親 は、 其の 節 を 

聖學五 ， 五常  四 七 七 
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以て 流蕩を 殺ぐ、 故に 親愛の 切なる も 亦禮を 定め 威儀 を 正して、 之れ をして 馴れ 侮る 

に 到らし めず。 君臣の 義は、 其の 節 を 以て 其の 等 を 定め， 之れ をして 疎遠に 到らし め 

ず 。各- -禮の 由って 生ずる 所な り。 天地の 間隔せ る も • 亦 其の 節 を 以てして 其の 遠近 

を定 む。 故に 日月の 行る 所、 氣 候の 廻る 所、 各 ~ 其の 序 を亂ら ずして、 萬 物 其の 生 を 

遂ぐ、 是れ皆 節 文な り。 今 火 を 以て 之れ を 炙る に、 近き とき は 乃ち 物 を 損し、 遠き 

とき は 及ばず、 過と 不 及と 悉く 節 あり。 是れ禮 の 止む こと を 得ざる なり。 人生 日用 事 

物の 間、 禮用を 知ら ざれば、 竟に 過不及の 裏に 落 在 十。 異端の 聖教に 背く は、 其の 失 

專ら 這の 禮に 在り。 彼れ 云 はく 、「著 衣 樊 敏困じ 来れば 乃ち 臥す」 と。 是れ 己が 困勞に 

從 ひて、 其の 節 文 を 究め 詳 にせず、 唯 だ 情に 從 ひて 行 ひ來 るな り。 聖人の 敎 は然ら ず。 

己が 困勞 する こと 甚 しと 雖も、 詳に 其の 理を盡 して、 臥すべく して 後に 寢ぬ。 是れ艚 

の 節 文に 因るな り。 彼れ が 民人に 於け る、 慈愛 を專ら として、 罪 を 犯し 令 を 背く と雖 

も- 猶ほ宥 恕し來 る。 聖人の 人民に 敎 ふる は、 唯 だ 彼れ をして 此の 道に 因らし む， 故 

に 愛すと 雖も 流れず， 傷む と 雖も殘 はず、 詳に 其の 當然を 究めて、 或は 之れ を 宥め 或 

は 之れ を 刑して、 一片に 落 在せ ず。 彼れ が 民人 を惠 むは、 直 だ 財 は を與へ 金玉 を 抛つ、 


故に 民人 始めは 喜びて 竟に 矯泰に 至る。 其の 弊 救 ふべ からず。 聖人の 民人 を惠む や- 

其の 節を詳 にし >  其の 理を 究め、 民人 をして 放 僻 奢侈に 至る ことなく、 且つ 安んじ 且 

っ樂 しまし む。 是れ皆 禮の節 文す る 所な り。 日用 倫の 間、 飮食 • 衣服 • 家宅 • 用器 

の 制、 一 も 這 箇の禮 に 因らず とい ふこと なし。 此の 禮は 則ち 天地の 定法- 過不及な き 

.,  の 謂に して， 聊も 外邊に 著く に 非ず。 人の 四體 長短 輕 重の 4- むこと を 得ざる、 各- 以 

て 其の 品 節 底 を 見て 具に 味 ふべ し。 

f 一  1  (二】 

二) 朱 ss 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「禮は 天理の 節 文に して、 人事の 儀 則な り」 と。 北溪 の；^ 

類卷 六、 性理 

一一 一; f  JLjg 谆 之れ を 解し て 曰 はく、 「蓋し 天理 は 只 だ是れ 人事 の 中の 理 にして、 心に 具 はる 者な り。 

1 五 IsX 參 うち 

P 1K 理 中に 在りて 事に 著 見し， 人事 外に 在りて 中に 根づ く。 ヂ 、理は 其の 體 にして、 人事 

かたど 

は 其の 用な り。 儀 は 容儀 を 謂 ふ、 而 して 外に 形 a 十る 者 は、 祭 然として 象るべき 底の 

意 あり、 文の 字と 相應 ず。 則 は 法則 準則 を 謂 ふ、 是れ箇 の 骨子 中に 存寸る 所以の 者、 

乃ち 確然と して 易 はらざる 底の 意. 節の 字と 相應 ず。 文 ありて 後に 儀 あり、 節 ありて 

後に 則 あり、 必ず 天理の 節 文 ありて、 而る 後に 人事の 儀 則 あり。 禮は 心の 敬に して 大 

理の節 文な り。 心中 箇の敬 ありて 油然と して 自ら 生ず、 便ち 是の 禮應 接に 見 はる， is^ 

»f 學五 五常  四 七 九 
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ち 自ら 箇の節 文 あり。 節 あるとき は 太 過な く、 文 あるとき は不 及な し。 事 を 做す が 如 

き 太 だ 質に して 文 彩な き は、 是れ 之れ を不 及に 失す。 末節 繁文太 だ 盛なる は、 是れ太 

かっかう  1 さ 

過に 流る。 1K 理の節 文， 乃ち 其の 恰好の 處， 便ち 是れ理 合當に 此の 如くなる べし、 更 

に 太 過な く 更に 不及 なし」 と。 此の 註說 如何。 師曰 はく、 朱 子禮の 字の 解 太だ詳 なり" 

是れ 仁の 字 を 心の 德. 愛の 理と 解す るに 同じ。 禮の內 に 天理 節 文 ありて， 事物に 儀 則 

あるの 謂な り。 陳谆 が再釋 尤も 委し。 愚 謂へ らく、 夫子 は 殺 等 を 以て 禮と爲 し、 孟子 

は 節 文 を 以て 禮を解 十。 其の 註解 此に盡 きぬ。 凡そ 禮は 其の 節 を 正して 過不及な から 

しむ， 故に 殺 等 節 文 ありて、 而 して 後に 全し。 之れ を 平生 應 接の 間に 用 ひ、 之れ を容 

貌視聽 言に 用 ひ， 之れ を 器物 裁 制の 法に 用 ひ， 各 ~ 其の贵 賤 . 尊卑. 親 棘. 内外. 文 

武の節 文 殺 等 を 具へ、 其の 序 更に 紊 るべ からず、 是れ禮 の 重き 所な り。 心中 敬 ある は 

是れ禮 の 端に して、 節 文 を 具へ 殺 等を詳 にし、 而 して 後に 禮容 全し。 心中 敬 ありと 雖 

も、 節 文 殺 等を詳 にせ ざれば、 過不及 あり、 禮と謂 ふべ からず。 夫子の 所謂 「非禮 動 

くこと 勿れ」 なり。 心中 箇の敬 あるとき は、 油然と して 自ら 生じて 節 文 あるの 說 * 未 

だ 分明なら ず。 節 は 品 節の 定則な り、 文 は 節に 因って 文 華 を 生じ、 優游 して 间陋 なら 


二. 卫に今 鬼 亡 

十 じ IS® 本 ご 

m. ふ 木 
巾 の ffl 知 

fM ませ' 
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ざるの 謂な り。 節 あるとき は 過不及の 差な く、 文 あるとき は 品 節 殺 等の 詳 なる を 明か 

にす。 是れ節 文の 大要な り。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 禮は 這箇 の模樣 ある 底に して、 

太 だ 造作す るな り や。 師曰 はく、 這箇の 模樣已 むこと を 得ざる を 以て 推し 出し 來 るな 

り。 格 物して 理を究 むる I 是れ 亦模樣 にして、 其の 大本 は 天下 共に 由るべき の 地を以 

てす。 是れ 聖人の 敎 ：大 地に 參 たる 所以な り。 

或 ひと 問 ふ. 禮の說 聞く こと を 得たり。 知 は 知識と 问 じき や 否や。 師曰 まく、  £ 

. (二) 

知識の 知 は， 性の 妙 用、 學ば ずして 而も， U 知 底な り。 仁義 禮智 の智 は、 夫子の 所謂 

(一 5 

「學を 好む は 知に 近き」 fc 舉 は是れ 吾が 知識 を廣 くして、 其の 是非 を 正し、 灭下 

の 邪 正 を 決し 來る なり。 先 儒 各. -曰 はく T 智 は是れ 心中 ー茴 の知覺 の處」 と。 是れ知 

識を 以て 之れ を 論ずるな り。 知 覺は唯 だ 性の 虚靈 にして、 仁義 禮智の I 曰 は、 天下の 道 

理を 究め 盡 すの 知な り。 E. 聞 を 博く し 古今に 通じ、 其の 準則 を 定め- 天下の を 正し 

くす、 是れ 知の 梨る 所、 其の 應用 尤も 大 なり。 仁義 禮も 亦智に 由ら ざれば、 確なら ず 

正しから ず、 其の 應用 必ず 惑うて 定まらず、 動もすれば 邪 路に陷 る。 孟子の 謂 ゆる f 

の 二者 を 知りて 去らざる、 是れ たり。 或 ひと 曰 はく- 朱子云ふ、「(|5|の 、，：ニ；_在るゃ叫《- 

聖學 五常  四，、 , 


(e:)  as® 上 
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の 如く 然り、 物來 りて 之れ に觸 るれば、 便ち 兩片と 成る」。 是れ 以て 智は劍 にして 義 

と 謂 ふべ からざる か。 師曰 はく、 智は 能く 可否 を辨 じ、 義は 能く 決斷 して 疑 はざる 底 

なり。 故に 剖 判すべき を 知る は 是れ智 にして- 便ち 兩片と 成して 疑 はざる は 是れ義 な 

h。 朱 注 尤も 之れ を 得たり。 

或 ひと 問 ふ、 聖賢 は 唯 だ 仁義 禮智を 曰 ひて 信に 及ばず、 後世 專ら 五常 を舉 ぐ- 其の 

同異 如何。 師曰 はく、 信 は是れ 日用の 全體 にして、 本質 得て 分析すべからざる 者な り。 

り L 、！ 五行の 土 * 中央に 在りて 四 維に 配す るが 如し。 故に 孟子 は 唯 だ 四 端 を 言 ひて 信に 及ば 

^^^0^ ず。 然れ ども 經傳に 誠と 曰 ひ 信と 曰 ひて、 其の 重き こと 見つべし。 五常の 名 は 東漢に 

出で て， 而今の 世 以て 名義と 爲し、 韓愈 以て 五 性と 爲す。 天地の 本 は 陰陽 五行に して. 

Ml^ 文公は 人の 日用 は 仁義 五常に 出で ざるな り。 然れ ども ii? に 定位な し、 各- -這箇 の 信に W つて 

ffi  « 宋八大 

00., 立つ。 故に 分析す る こと を 得ざる なり。  . 

» ち 「其 の 性  (一二 

或 ひと 問 ふ、 韓文公 云 はく、 「人の 性と 爲す 所以の 者 五つ」 と。 此の 說 如何。 師曰は 

五、 ZI はく 仁，  • 

"%、us  <, 韓 愈の 說， 先 儒 最も 之れ を 得たり と爲 す。 愚 謂へ らく， 是れ性 善の 說に 因り 来る 

？を いふ なり。 仁義 禮智 は、 情の 事物に 應じ 究理し 來 るの 名義な り。 性と 言 ふべ からざる は、 


前 に 之 れ を 解す る こと 詳 なり。 熟讀 味す ベ し C  - 

ぬ J^il, 或 ひと 間 ふ、 元 亨利貞 各-^ 次序 あり、 仁義 禮智の 行 も 亦 其の 序 あり や。 發す るに 

S) 同前の つて 感じ 来って 次序 なきや。 師曰 はく、 朱 子 5 はく、 「1/ 十る 時 次第な く- 生ずる きこ" 

に する 朱  . 

れ， 1?- して 次序 あり」 と。 愚 謂へ らく， 人の 應接 父子に 始まり 朋友に 終る。 故に 父子の 親. 長动 

の 序. 君臣の 義. 夫婦の 別. 朋友の 信、 是れ 其の 次序な り。 其の 本 を 推す とき は、 男 一 

女 ありて 而る 後に 父子の 親 あり、 其の 男女 叉 乾 を 父と し坤を 母と す。 是れ 父子に 始ま 一 

る 1^ 以 なり。 父子 あるとき は昆弟 あり- 各.' 肉 骨の 親に して、 君臣に 非 ざれば 其の 養， 

を 全くせ ず- 上下 あり 尊卑 あり- 其の 君師 立つ。 ^に 於て 夫婦の 射 1」 行 ひ、 內 外の 用 一 

を辨 じ. 嗣 孫の 儲 を 全くす。 是れ 夫婦 の^ある 所以な リ。 朋友の 交 は 別 姓の 交際 を 全 一 

くす るな り。 是れ弊 倫の 序な り。 故に 仁義 禮智信 以て 次序たり。 是れ 乃ち 元"〜 利 貞.」 

春夏秋冬の 次序な り。 

或 ひと 問 ふ、 凡そ 人の 情先づ 知りて 而 して 後 發十、 然 らば 乃ち 知 を 以て 五常の 初め 

と爲ん か。 今伫を 以て 先と 爲すは a: ぞゃ。 師曰 はく、 先づ 知る の 知 は、 性の 虚靈知 |a 

なり。 故に 萬靈の 長たり- 而 して 四 端の 行 も 亦 其の 是非 を 知る を 以て 耍と爲 す。 中庸 

^學五 五常  四 V 一一-  一 


山 鹿 語 «卷 第三 十七  四 八 S 

2)  SS- 一千 に 一一 i 一一 德を 論じて 知 を 以て 先と 爲十。 夫子 曰 はく、 「舉を 好む は 知に 近く、 カ行 は 仁に 近 

M^^^  く， 恥 を 知る は 男に 近し」 と。 是れ *. ば ざれば 乃ち 知らず、 知ら ざれば 乃ち カ行す ベ 

I」 ふと あ"." きの 的な し- を 知る、 是れ亦 知な り。 知の 事物に 霊なる、 以て 味 ふべ し。 而 して^ 

(二)  Els,  -- 

つづき  を 以て 先と 爲十 は、 是れ德 行 を 以て 其の 本體を 論ずるな り。 知 を W て 先と 爲すは 

れ 其の 利 十る 處を 以て 論じ 來る なり。 都て 事物 を 論ずる の 間、 -這箇 の 的 意 あり、 

能く 默識： 冰 J€ して、 る 後に 其の 聖舉の 的 意を覺 るべ し。 

「し 或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「凡そ 血氣 あるの 類、 皆 五常 を 具 ふる も、 ^ だ充 つる こと 

r%"s を 知らざる のみ」 と。 此の 說 殆ど 子が 說に 違へ り。 師曰 はく、 凡そ 血氣 あるの 類、 W 

這箇の 五常 を 具へ 来らば、 走獸. 飛鳥 •：： 比 蟲* 魚 艇も 五常 發 用の 時 あるべき こと、 前 

旣に 之れ を 論ず、 今詳 にせず。 是れ 等の 說皆性 善に 因って 差 護す。 五常 は、 情の 發し 

て理を 究め 節に 中るな り、 寧 を 好み 力め 行 ふと も， 猶ほ 全く 其の 極 を 得べ からず。 ^ 

や 凡 情 を や、 ^ や 鳥獣 魚蟲 を や 。 

或 ひと 問 ふ、 仁義 禮智の 四つの 者、 元来 只 だ是れ 一物 か。 師曰 はく， 先 儒 皆 曰 はく- 

「5^:^ 人心の 中 皆 仁義 禮智 あり、 然れ ども 是れ 一 物發 用し 出来して 自然に 四 紙と 成 


る」 と。 愚案ず るに， 天地の 間 只 だ理氣 の兩箇 なり， 故に 絲 都て 論じ 来る とき は、 乃 

ち那 筒か^ 物と 爲ん や。 仁義 禮智の 節に 中り、 喜 怒 哀樂の 物に 應 ずる， 悉く 是れ 其の 

因って 出 づる所 を 推し 来れば 一 物な り。 然して 旣に 仁義 禮智の 名 あり、 仁義 禮智の 用 

あるとき は- 則ち 混合すべからず * 一物と 謂 ふべ からず。 水火 金 木の 生成す る 所、 皆 

那箇 の理氣 より 發し來 る。 旣に 其の 形 を 生じ 其の 用 を 成す とき は、 水火 相 赴し 金 木 相 

敵して、 近く 因るべからず 混合すべからず、 故に 仁義 禮智 其の 理 ありて、 其の 形 あり 

其の 用 あり。 各-其の 差^ 十る 所 を 以て 論じ 来る、 其の 功 始めて 全し。 

或 ひと 問 ふ、 仁義 禮智 信、 本 あり や。 朱 子 曰 はく、 「亦 孝弟の み。 但だ親 を 愛する を 

以て 言 ふとき は、 仁の 本た るな り。 其の 親に 順なる とき は義の 本たり、 親 を 敬す る は 

禮の 本たり。 其の 此れ を 知る 者 は智の 本たり、 其の 之れ を 誠にす る 者 は 信， の 本た るな 

(Hn 

り」 と。 師曰 はく、 朱 子の 說 は、 孟子が 仁義 禮智樂 の實を 論ずる に木づ く。 愚 謂 へら 

lil-- 五 i-  く， 仁義 禮智の 四つ は * 事物の 間這箇 の微眇 なる も， 亦 這 筒の 四つ あり、 況ゃ 孝弟 は 

お こな 

仁を爲 ふの 本な り。 禮義智 信 論じ 來 りて 少しも 離るべからず、 故に 孝弟に 於て 四つの 

者 を 論ずる、 是れ 其の 實 なり。 然れ ども 此の 說を 以て 仁義 禮智 信の 本と 謂 ふべ からず。 

聖學五 五常  四 八 五 
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五常の 本 は、 何等かの 事理 を 以て 其の 極を究 むべき とい ふとき は、 是れ 其の 本な り。 

所謂 本 は、 入々 各. '已 むこと を 得ず して、 天下 以て 行ぶべく、 古今 以て 因るべし • 是 

れ四 者の 極 所な り。 其の 極 を 窮め 盡 さざる とき は、 其の 指示 十る 所 皆 私 H5-lg?l?i に 在 

す。 是れ 仁義 禮智の 本 を 論ずるな り。 而 して 仁 は 父子 を 主と し、 義は 君臣 を 主と し， 

禮は 3^3 弟 を 主と し、 智は 夫婦 を 主と す。 父子の 親 亦 義禮智 あり、 君臣の 義亦仁 禮智ぁ 

"， 弟 夫婦 も亦然 り。 是の四 者 離れず して 互に 賓 主たり。 其の 間 孝弟の 二者 は、 仁 

義の 根と し 行 ふ 所な り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子袁機 仲に 答へ て 曰 はく、 一  蓋し 仁の 惻隱は 方に 中より 出で、 禮の恭 

敬は刖 ち； u に盡く 外に 發す。 義の 羞惡は 方に 外より 入りて、 智の 是非 は 則ち 已に 全く 

中に 伏す」 と。 此れ 內 外の 說 なり。 何 如。 師曰 はく、 仁義 禮智 各- '事物に 感じ 來る， 

其の 極 を 究め 盡 して 這 箇の 名義 あり， 必ず 仁義 を 以て 內外を 分ち、 禮智を 以て 發伏を 

論ずる こと、 未だ 審 ならざる なり。 其の 間 禮義は 其の 形 是れ著 はるる に似て、 仁智 は 

其の 形兑 るべ からざる が 如し。 然れ ども 四 者 支 離せず、 其の 象 類 は 事物に 於て 太た 著 

明な り。 內外を 以て 之れ を il ず ベ か らず。 


或 ひと 問 ふ、 北溪の 陳淳曰 はく 、一四つ の 者の 端緒 曰 用の 間 常々 發 見す。 箇の 賓客と 

3 おどろ 相 接 はるが 如く， 初 間に 綠に 之れ を 聞き， 便ち 自ら 箇の懇 惻の心 あり， お 然として 中 • 

く  as 

に 動く， 是れ 仁。 此の 心 旣に怛 然として 中に 動けば、 便ち 肅 然として 敬 を 起し 去って 

他に 接見す * 是 れ禮。 旣に 接見し 畢 りて 便ち 須 らく 合に 如何の 待 を 作すべき、 輕 重厚 

薄 之れ に處 して 宜しき に 合 ふ、 是 れ義。 或は 輕 或は 重、 或は 厚 或は 薄、 明白 一定なる， 

はじめ 

是 れ智。 首より-末に 至る まで 皆眞實 なる、 是れ 信。 此の 道理 循環して 端な し。 若し 見 

得て 熟する とき は、 大用 小用 皆 宜しく、 橫說 竪說皆 通ず べし」。 師曰 はく、 仁義 禮智 

の 事物に 於け る、 更に 相 離るべからず、 是れ 實に然 り。 而 して 陳淳が 所謂 资客應 接の 

比喩 は、 仁義 禮智 信と 謂 ふべ からず。 若し 此れ等の 說を 以て 五常と 爲し來 らば、 五常 

尤も 形より して 下なる 者- 人々 其の 理を 究め 盡さ ずして、 亦 五常 を 得べ し。 唯 だ是れ 

仁義 禮智 信の 端に して、 惻隱. 羞 151- • 辭讓 • 是非の 情なり。 此の 情 を 以て 五常と 爲し 

來る とき は、 其の 說差謬 太 だし。 而今 賓客の 應接を 以て 之れ を 言 はば、 乃ち 賓客 は朋 

友の 交際に して， 其の 本 を 推す とき は 信に 止まる に 在り。 初 間罐に 聞きて 便ち 懇切の 

惰 ありと 雖も、 其の 親疏を 究め 其の 意 を 正して， 親懇 節に 中る は、 是れ 仁な り。 而レ 
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て應接 未だ 嘗て 禮 なくん ば あらず。 其の 尊卑 を 究め、 動容 周旋 をして 禮に 巾ら しむ 

る、 是れ禮 なり。 尊と 雖も 過ぎて 詔に 到らず、 賤と雖 も 及ばず して 侮に 至らざる、 是 

れ義の 立つ 所な り。 初より 末に 至る まで 具に 盡し詳 に 窮めて、 其の 分 をして 明，： HI 明 

ならしむ、 是れ智 なり。 故に 仁義 禮智の 行 や， 格物致知 せざる とき は通ぜ ず。 然らざ 

れば 便ち 已むを 得ず して 其の 端 少しく 著 はるる も， 亦 過不及の 間にして 節に 中る ベ か 

ら ざるな り。 舉の 事物に 於け る、 唯 だ 仁義 禮智の 工夫の みに 在り， 日用 傳 倫の 常 も、 

める パ せ 

亦 此の 裏面 を 出で ず、 豈 之れ を忽 にせん や。 

P)  二) 

f -Ai 或 ひと 問 ふ、 朱子曰はくT謝上蔡明道先生に；a^んて、 史の文 を舉げ て誦を 成寸。 明 

0. -る 二と、 .  で， , 

^M^^ 道 謂 へ らく、 『其れ 物 を玩べ ば 志 を 喪 ふ』 と。 上蔡汗 流れて 背 を 浹し面 赤色 を發 す。 明 

^':^^0^  い  かく っニ 一-】： 

十七に is 道 云 はく、 『此れ 便ち 侧隱の 心 を 見得たり。. 且つ 道へ、 上蔡 過失 を 聞き 得て 恁地 に W 

あ り 

悅す、 自ら 是れ 羞惡の 心、 如何 ぞ 却つ て 惻隱の 心 を 見得る と 說き道 ふぞ。 公試に 思へ』 

二 ご 

(：；〕 *c は W と。 久しう して 先生の 闩 はく、 『惟 だ 是れ惻 隱の心 ありて、 方め て 動く こと を會 す- 若 

し 惻隱の 心なき とき は、 却って 動く こと を會 せず.' 是れ 仁の 四 端 を 兼ぬ る 所以な り」 

と。 師曰 はく、 此の 論 太だ髙 きに 過ぐ。 心の 動是れ 陽に 屬 して、 陽は是 れ 仁に 縛 十、 


故に 動を會 する を 以て 仁と 爲 すなり。 然れ ども 惻隱は 旣に是 れ怵锡 底、 心 惻隱に 動く 

なり。 惻隱を 以て 心の 動と 爲す、 叉 未だ 審 ならざる なり。 已に惻 隱と謂 ふとき は， 是 

れ 羞惡. 辭讓. 是非の 一 なり。 四 端 を 兼ぬ と 謂 ふべ からず。 明 道 は、 上 蔡の羞 惡の發 

を 以て， 惻隱の 心 見 5£ たりと 爲十、 尤も 過 了し 來る。 或 ひと 曰 はく， 我れ 身 を 愛する 

の 心 あり、 故に 這箇 の羞惡 あり、 是れ 生々， の 動 意， 惻隱 裏より 動き 會 する や。 師曰は 

く、 是れ只 だ 仁義の 仁に して- 四 端の 仁に 非ざる なり。 詳に 味ひ來 らば、 乃ち 其の 實 

を覺 るべ し。  . 

(一-一〕 

或 ひと 問 ふ、 中庸に 知 仁 勇 を 以て 達 德と爲 す。 知 仁 は 丘 常の 裏面に して、 勇に は義 

理の勇 あり、 血 氣の勇 あり、 善に 一 定 せず。 義を 以て 之れ を 論ぜざる は何ぞ やと。 師 

S 一  (W)  二 0 

曰 はく、 中庸の 篇 首の 諸 章、 舜の明 知 を 以てし、 同が 明 仁 を 以てし、 子 路が明 勇を以 

てす。 是れ 中庸 を 擇んで 之れ を 守る こと、 勇に 非 ざれば 能 はざる の 謂な り。 朱 子 曰 は 

く、 「其の 等 を 以て 之れ を 言 ふとき は、 生 知 安行の 者 を 以て、 知る こと を 主として 智と 

爲し * 學知利 行の 者 は 行 を 主として 仁と 爲し、 困知勉 行の 者は强 むる こと を 主として 

之. i におる。 

故に おは 和 すれ ども 而も 流せす、 ：： 中立 すれ ども 而も 倚らす。 ：••！： 道 あれば 塞 を變ぜ す， ：：國 道な けれ. は、 死に つ i<J®r.lf  二；'。  な..) 哉 

$|ハり」 ？^^£强，"，-^;.ナに問へる答なり (七) 中庸 ％sralis づ 


(：-) „-s 出 s; 

(£) 第 六 *t 
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is:; と 爲す」 と。 此の 說 尤も 得たり。 愚 謂へ らく、 義 は果斷 にして 秋に 屬す、 其の 出づ 

る 所 を 推す とき は、 勇に 近し。 而 して 義の 包括 十る 所は廣 し、 義 惟れ 勇と 一 百 ふべ から 

ず。 屮晴に 所謂 知 • 仁. 勇 は、 擧を爲 むる の 序、 這 筒の 三つ を 出で ざるな.^。 故に 夫 

子 曰 はく、 一， 寧 を 好む は 知に 近し、 カ行 は 仁に 近し、 恥 を 知る は 勇に 近し」 と。 

n) 子 SSI 或 ひと 問 ふ、 論語に、 子 曰 はく、 「知者 は 惑 はず、 仁者 は 憂へ ず、 勇者 は懼れ ず.」 と。 

第-! 十八 寒  V,-.  て 

是れ叉 知 仁 勇 を 以てして 義に 及ばざる は何ぞ や。 師曰 はく、 知者 は 知に 敏く， 理を燭 ■ 

ら十 こと 尤も 速な り、 故に 事物に 惑 はず。 仁者 は寬容 にして 迫 切ならず、 故に 事物 を 

憂 思せ ず。 勇者 は 物に 屈せず、 能く 大事に 任ず、 故に 懼栗 せざる なり。 是れ皆 其の 得 

る 所 を 以て 之れ を 論ずるな.^。 或 ひと 曰 はく、 子が 說に 因れば 知 仁是れ 其の 極に 非ず 

や。 師曰 はく  * 知 仁 勇の 極 を 得る が 如き は、 何ぞ 必ずしも 只 だ 惑 はず 憂へ ず懼れ ざる 

の 一 事 を 以て 論じ 來 らん や。 夫子の 所謂 仁者 は、 多く 不仁 者に 對十 るの 語な り、 唯 だ 

仁と 曰 ふとき は. 便ち 是れ 包括す る こと 甚だ 重し。 仁者と 曰 ふとき は， 寬溫 にして 能 

く容 るるの 謂な り。 知者 は 水を樂 しみ 仁者 は 山を樂 しむ 等の 語意， 詳に 味ぶべし。 集 

註 以て 其の 橘と 爲十 こと 尤も 差？ t 一十。 君子 は 三者 を 兼ぬ、 "一！！ S 唯 だ 一事 を 能くす るの み 


fi^ 指 我罕" ^名. m な ひも 朱對皋 uJS 2 已 淵  > 序；^ づ尼句 S 

政ス せれ: はは して 舉 だへ ひ' は 第 こ、 復 JSlvS 立; 0  、燕 は S 
篇^ り は 第 ffiifL し 立ばして たく 十 ilSt^ つ in ほ IS 
第 孔十論 子と つぎと 曰る 、三 1*3    ;S 論る 事し 篇 S—dPA 

二 同 子 章； S の。 これ。 はか 禮袁; f= の 語の ち抄 にの ド 
十、 を 、子 子 伯と は' IS く  、を '氏 克 ifi 息秩 出 仲 二 


ヽ-ニ  --5a  rc  3 レ0  C ま 5t に、 子 曰 はく， 君子の 道と する 者 一一； つ、 せれ 能くす- 0 

ならん や となし。 仁者 は 憂へ す、 知者 は 惑 はす、 si! は堪れ す。 

0  -  ニー 一)、 つち >■-* ス 

^Ifl 語雍 或 ひと 問 ふ， 仁者 は壽 しの 說何 如。 師曰 はく、 仁者 は寬容 にして 迫 切ならず， 故 

^  r  に as 念の 紛擾して 煩勞 する 所な く、 常に 悠々 として 自得す、 是れ 仁者の 天 年 を 終 ふる 

(BI) この 一 

句， 礎 記 哀公 汁 乂  t  )  0 

の 首に 出  A お 力！ 

附 禮の說 

(5  (W) 

師曰 はく， 聖人 敎を 立つ る こと 禮を 出で ず。 禮は 民の 由って 生す る 所たり、 中 を ® 

する 所以な り、 、^^！に卽くの治なり。 居禮を 知り 禮を行 ふ 者 は 聖人な り。 禮 なけれ 

お  いつじ やう 

ば 手足 錯く 所な く、 耳目 加 ふる 所な く、 進退 揖讓制 十る 所な し。 居處 . 悶門 • 朝！^^ー  . 

文事. 武備. 宮室 . 器用、 禮を 以てすれば 安し。 禮は情 を 矯め 外 を 飾る に 非ず、 自然 

の 節 ありて 已むを 得ざる の 道な リ。 聖人の 敎唯だ 禮樂 に 在り。 

(七)  (八〕 

師曰 はく、 夫子の 道 を 論ずる、 必ず 禮を 以てす。 顔 子に 告げ、 伯 魚に 敎 ふる、 以て 

之れ を 見るべし。 鄕黨の ー篇 全く 聖人 を 形容し， 唯 だ 禮容の 節に 中る を 以てす。 顏子 

f*J 一  や，、 

曰 はく 、一 我れ を 約に する に禮を 以て 十」 と。 是れ 聖人の 敎は禮 に 在るな り。 或 ひと 聖 

(10) 

人を稱 十る に禮を 知る を 以てす。 夫子 は 夏 殷の禮 を 言 ふ。 各-' 併せ 案ずべ し。 
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師臼 はく、 禮は事 を 制する 所以な り、 節に 中る 所以な り。 ；11？ に HI はく T 天 尊く 地卑 

つら 

しくして 乾坤 定まる。 卑高 以て 陳 なりて 贵賤 位す」 と。 是れ禮の^：：！然夭地の能く長久 

なる 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 子 S 曰 ふ、 r 禮は後 か」 と。 今 子 は禮を 以て 聖人の 極 敎と爲 十、 何ぞ や" 

師曰 はく、 鱧に 曰 はく、 「孔子 曰 ふ、 夫れ 禮は 先王 以て 天の 道 を 承け * 以て 人の 情 を： 

む、 故に 之れ を 失 ふ 者 は 死し， 之れ を 得る 者 は 生く。 詩に 曰 はく、 『鼠 を 相る に體 あり • 

人に して 禮 なからん や。 人に して 禮な くんば、 胡 ぞ^く 死せ ざる』 と。 是の 故に、 夬 

ナ ス か 

の禮は 必ず 大に本 づき 地に 散 ひ、 鬼神に 列し， 喪祭 • 射 御. 冠 5$：  • 朝聘に 達す。 故に 

聖人 禮を 以て 之れ に 示す。 故に 天下 國家 得て 正しく 十べき なり」 と。 愚 謂へ らく、 驄 

は 聖人 其の 節に 中る を 制し- 以て 其の 儀 則を定 むるな り。 凡そ 飮 食の. げ 尊して 杯 飲す 

る は. 是れ 上古の 人心 僞 なく、 簡陋 此の 如しと 雖 も， 其の 敬 を 鬼神に 致す こと 至れば 

《五) 

ほ き  へんとう らい しゃく 

なり。 聖人 品 節して、 之れ が簠簋 • 連 豆 • 鑾憐の 飾 を爲 し、 其の 事 <t く備 はる。 此れ 

禮の 大成な り。 衣服 家宅 人物の 用 皆 此の 如し。 是れ 「緒の 事 は 素 を 後に 十る」 なり： 

今-犬 下 の 間 事物 の 用 全く 成る ベ くして、 唯 だ 上古 の 用 を 言 ふ 、 是れ 異端 の 情 を 直にし 


<• 七) ！ si 

第 十： 二！！ If 

(八) W 下ぬ 

出づ 

(九) 晏. 牛 仲、 

春秋 時代 齊の 

大夫、 5 &は Mr 

平 は認 なり 

二 〇) 葬 時 

柩 SHt かんと 

する 時、 供物 

て 送る 

あり、 式^ 

り て 供物の 牲 

jg を 載せ、 墓 

に！ ち 行 き、 

iSS の に S 

きて 魏る、 そ 

の牲 ん- 運ぶ 

車 もい ふ 

ニー)  S に 

て 埋葬 終りし 

後 *w 拜 送の 

^あり、 晏. ナ 

これ も 行 はす 

して 歸れ りと 

いふ 

<  一 二) 牲體 

の 肉の 一段 を 

一 筒と いふ 

(一 ：1 一) 以下 

^記 仲 尼 燕お ほ 


て簡陋 及ばざる なり。 夫子 成人 を 論じて 、「之れ を 文る に 禮樂を 以てす」 と 言へ る、 并 

かんが 

せ&ふ べし。 

(八)  f 九) 

或 ひと 問 ふ、 恭敬以て；：^:す、是れ禮か。 師曰 はく、 曾 子 曰 ふ、 r;J^. 子 をば 禮を 知る と 

謂 ふべき のみ， 恭敬す る こと 之れ あり 一 と。 有 若 曰 はく、 「婆. 子 ー狐褒 三十 it^、 遣 車 一 

乘、 墓に 及びて 反る。 國君は 七箇、 遣 車 七乘、 大夫は 五箇、 遣 車 五乘、 ：1 安子 焉ん ぞ禮 

ニー  一一)  二  S  や I： 

を 知らん」 と。 夫子 曰 はく， 一  子 產は猶 ほ 衆人の 母の ごときな り、 能く 之れ を 貪へ ども 

敎 ふる 能 はず」 と。 子 貢 席 を 越えて 對 へて 曰 はく  、「敢 へて 問 ふ、 將た何 を 以て か 此の 

おりて  つ 

中を爲 さん」 と。 子 曰 はく、 「禮 か禮 なり。 夫れ 禮は中 を 制， する 所以な り」 と。 愚竊に 

案ずる に、 禮は 事物 Jsil.' 其の 節に 屮る ことなり。 節 を 以て 中 を 制せ ざれば， 恭敬 共に 

禮を失 ふなり。 

或 ひと 問 ふ、 禮の中 を 制する、 何等 を 以て 其の 節を定 むる か。 師曰 はく、 禮に曰 は 

たつ 

く、 「禮に 多き を 以て 貴と 爲寸者 あり、 少 きを 以て 貴と 爲す者 あり、 大を 以て 貴と 爲す 

者 あり、 高 を 以て 責と爲 す 者 あり、 下 を 以て 貴と 爲す者 あり、 文 を 以て 貴と 爲す者 あ 


に 出-つ (一四) 春秋 時代 衞の大 夫 公孫 潜 もい ふ、 子產は その 字な」 

「小 ％.A て 貴と なす もの あり」 の  一 W あり 

ゃ學五 五常 


(一 五) 以上？ おお (二 ハ) Igw-lass 篛の は. H  (一七) 
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"- ？ を 以て 貴と 爲す者 あり。 古の 聖人、 內に する を 尊と 爲し、 外にす る を 樂と爲 し 

ダく する を 責と爲 し， 多くす る を 美と 爲す。 是の 故に 先王の 禮を 制する こと、 多ぐ す 

ベから ず、 {| く 十べ からず、 唯 だ 其れ 稱 ふなり」 と。 愚 謂へ らく、 天下の 間、 萬 物の 

用 各-自然の 則 あり、 情 を^め 外 を 飾る に 非ず。 而も 情 を 矯め 外 を 飾る も 亦禮の 一 用 

なり。 「夭 蒸民 を 生ず.、 物 あれば 則 あり， T 是れ 聖人 自然の 節 を 以て 謂へ るな り。 聖人 

の 道 多端なら ず， 唯 だ 格物致知の 間に 在り。 

或 ひと 問 ふ、 禮容 盛に 行 はるれば 乃ち 和な きか。 師曰 はく、 禮は和 を 久しう 十る 所 

以 なり。 禮は唯 だ 其れ 稱 ふなり。 禮を 以てする とき は、 大地 位 を 易へ ず、 上下 棄れ ず- 

五 四 誠の^^^を論ず 

師曰 はく、 誠 は、 已 むこと を 得ざる の 謂に して、 純一 にして 雜駁 ならず， 古今に 通 

じ 上下に 亙り、 必然に して ふべ からざる なり。 好色 を 好み 惡臭 を惡 むが 如し。 聖人 

這の 誠に 因って 其の 敎を 立て、 人々 をして 此の 道に 由って、 此の 誡を 充てし むるな り- 

師曰 はく、 凡そ * 大地の 道、 皆 「しむ こと を 得ざる の誡を 以て 立つ。 天の 行る こと 一日 


一. に 一 尚して、 叉 一 度 を 過ぐ ると *  U 月 星-反の 運行 裤 度と. 古より 今に 至る まで 一 

毫の 差な く、  ； ^柱けば 寒 來り， 日 柱けば 月 来り、 四時 互に 移る。 是れ 天地の 誠にして- 

其の 然る 所以 は、 只だ已 むこと を 得ざる を 以て、 未だ 嘗て 然らずんば あらず。 維れ 大 

の 命 於 接と し て已 まざるな り。 

師曰 はく、 聖人 は 夭 地の 誠に 因る。 動容 周旋 日用 平生の 間、 適く 所と して 誠に あら 

ざるな し。 此れ 之れ を 至誠と 謂 ふ。 中庸に 曰 はく 、「誠 は勉 めず して 中り、 思 はずして 

得、 從容 として 道に 中る は 聖人な り」 と。 故に }K 下の 道 至誠 を 以てせ ずん ば 乃ち 之れ 

を 立つべからず、 用 ひ 行 ふべ からず。 至誠に して 而 して 後に 悠久な り。 中庸に 臼 はく 

に 至誠 は 息む ことなし。 息 まざれば 則ち 久し。 久しければ 則ち 徵 あり。 德 あれげ 

則ち 悠遠な り。 悠遠 なれば 則ち 博 厚な り。 博 厚 なれば 則ち 高 明な り。 博 厚 は 物 を 載す 

る 所以な り。 髙明は 物 を 覆 ふ 所以な り。 悠久 は 物 を 成す 所以な り。 博 厚 は 地に 配し， 

髙明は 天. に 配し、 悠久 は疆 なし」 と。 

師曰 はく、 聖人 設 くる 所の 敎、 未だ 嘗て 誠 を以. てせ ずん ば あらず。 道と 云ひ德 と^ 

ひ， 仁義と 云 ひ禮樂 と： ぶふ、 悉く 皆 人々 已 むこと を 得ず して 力め 行 ふべき の 誠な り 

« 學五 誠  叫 九 五 
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父チの 親の 如き， 是れ. u むこと を 得ず して 然る こと あり。 君臣. 朋友. 昆弟. 夫^の 

道 も 亦 同じ。 假 合附會 して 此の 敎を設 くるに 非ず。 天生 民 を 降して より， 适茵 の. u む 

二)  s-- 

^^M. こと を 得ざる の 誠 あり。 聖人 其の 誠に 因って 此の 敎を？ 一ん にけ， 入々 身 を 修め 人 を 治む る 

ぶ； の耍， 唯 だ 至誠 を以 そす るに 在り。 敎 ふるに 誠 を 以てせ ざれば、 便ち 息む ことなき に 

ども， •. ^肖な 

r^M 至るべからず。 

f- リ * 宗. M 曰 はく、 先 儒の 曰 はく、 廣 虞の 時 は 未だ 誠の 字 あらず >  舜 典に 所謂 允^ は ち H 

ぉ宗 ，|8 宗に  二  ) -  よ 

SB の義 なり。 伊 尹 太 甲に 吿 ぐるに- 4^ りて、 乃ち 曰 はく、 「鬼神 は 常に 享 くる ことなし、 克 

,ハな-|%  く 誠なる に享 く」 と。 誠の 字 始めて 此に見 ゆ。 誠の 字、 後世 都て 說き差 ひ 了る。 漢ょ 

憑 J^jgT に 出で、  .  、 

^^^0 り 以來專 ら誠慈 を 以て 誠と 言 ふ。 宋の伞 邦 直 讓 ^進？！ 始めて 謂 ふ 、「欺かざる 之 

^^-  ^£ れを 誠と 謂 ふ」 と。 徐仲車 g^^i/^gil;- 謂 はく、 「息まざる 之れ を 誠と 謂 ふ」 と。 中膪 

9  f..  i し,  、一一 ご  ^ ば，， 

M^^^ に 言 ふ 、「至誠 息む ことなし」 と。 或 ひと 以て 伊川に 問 ふ、 伊川 曰 はく ー無妄 之れ を 誠 

00 と 謂 ふ、 欺かざる は 其の 次な り」 と。 朱 子に 至りて、 义兩 字を增 して 曰 は，、、 「眞實 無 

に は 妄は 

^ほ， が 磯". ムご 妄 之れ を 誠と 謂 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 誠の 字經傳 出す 所、 其の 文義 各- 輕重 ある も、 

へ K】 W4- ぺ  (五)  あき ふか  ， 

*  . . 其の. .J むこと を 得ざる の 情 を 以てする は 一 なり。 中^に 所謂、 「夫れ 微の顯 なる、 ； C の 


おは  MO  かへ。 

K- ーナ 挽 ふべ からざる こと 此の 如き. か」 と。 叉 曰 はく 、「諸れ を 身に 反み て 誠 あら ざれば * 親 

に 順なら ず。 身に 誠 あるに 道 あり。 善に 明かなら ざれば 身に 誠 あらず。 誠 は 天の 道な 

り。 之れ を 誠にす る は 人の 道な り。 誠は勉 めず して 中り、 思 はずして 得。 從容 として 

道に 中る は 聖人な り。 之れ を 誠にす る 者 は、 善 を 擇んで 固く 之れ を 執る 者な り」。 乂 

(七) 

へ 七) 第 M 十 曰 はく  T 誠より して 明かなる 之れ を 性と 謂 ふ。 明かなる よりして 誠なる  >  之れ を敎と 

一章  S  . 

S 第 二十 謂 ふ。 誠 あれば 則ち 明かな り * 明か なれば 則ち 誠 あり」。 叉 曰 はく、 「唯 だ 犬 下の 至誠 

二 章  • 

一一お 第二 十 能く 其の 性 を盡す こと を爲 す」。 叉 曰 はく、 「其の 次 は 曲 を 致し、 曲 能く 誠 あり。 

I 一 £01 第一- 誠 あれば 則ち 形 はる」。 叉 曰 はく、 「至誠の 道 は 以て 前 知すべし」。 叉 曰 はく， 「至誠 神 

ニー) 1£  .  …一)  ，ュ やび 

に 第二 の 如し」。 又 曰 はく、 「誠 は 自ら 成るな り、 而 して 道 は 自ら 道くな り。 誠 は 物の 終始、 

誠 あらざる とき は 物な し。 是の 故に 君子 誠 を 之れ 贵 しと 爲す。 誠 は 自ら 己れ を 成 十の 

みに 非ず、 物 を 成す 所以な り。 己れ を 成す は 仁な り、 物 を 成す は 知な り、 性の 德 なり」。 

二  S 前 出 又 曰 はく  、「故に 至誠 息む ことなし」 と。 凡そ 中庸の 誠の 字、 詳に 味ひ來 つて、 已 むこ 

と を 得ざる の實を 知るべき なり。 先 儒 經傳の 注解 を 措い て^に 之れ を賛 す。 後學 數- 

惑 ひて 誠 を 以て 遠く 求む， 豈 聖教の 誠な らん や。 

^學五 ^  四 九 七 
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五 五 或 ひと 誠の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 子已 むこと を 得ざる を 以て 誠 を 解 十。 凡そ 人の 情、 飮 食の 口 體に 於け 

る- 男女の 情欲に 於け る、 皆 是れ已 むこと を 得ざる を 以てす。 然 らば 則ち 食 をき り 色 

を 好む、 皆 之れ を 誠と 謂 ふべ きか。 師曰 はく、 飮 食の ロ體に 於け る、 男女の 情欲に 於け 

る、 是れ已 むこと を 得ざる の 誠な り。 聖人の 道德に 於け る も 亦 此の 如し。 ん唯 だ飮食 

男. の 情欲 已 むこと を 得ざる を 知りて、 道德の 天下に 於け るも已 むこと を 得ざる の誡 

ある を 知らず。 色 を 好み 食 を 貪る 底 は、 是れ誠 を 損 十るな り。 好色 を 好み 美食 を 欲す 

る は、 情の 誠にして、 之れ を 貪り 之れ を淫す るに 至る は、 皆情の過溢流蕩にして、 ：：^て 

天下 古今に 及ぼすべからず。 故に 之れ を 誠と 謂 ふべ からず。 所謂 誠 は、 夭 下 古今の 人 

情已 むこと を 得ざる の 謂な り。 或は 之れ を 一 人に 行 ひ、 或は 之れ を 一 家に 施して、 引 

いて 至大 至 公 底に 用 ふべ から ざれば、 之れ を 誠と 謂 ふべ からず。 或 ひと 曰 はく、 食 を 

へ り 色 を 好む、 是 の情已 むこと を 得ざる に 起り 来れり、 便ち チが 所謂 誠に 似て、 貪 を 貪 

れ6を好む！^亦^^.>^の人々皆之れぁり。 是れ 天下の 情に して 一 人の 情に 非ず。 師曰は 


く、 食 をへ はり 色 を 好む 底、 H< 下め 情皆然 り、 而今 彼れ が 欲する 所に 從 ひて、 飮食惰 欲 を 

して 恆に過 溢流 蕩 せしめば、 人々 命 を 全くせ ず、 業 を 破り， 國 家政 を 失 ひて 亂 忽ち 至 

る。 是れ 引いて 公共 底に 用 ふべ からざる なり。 其の 間氣 質の 太 だ 堅牢に して、 暴食 淫 

色して 猶ほ命 を 全う 十る の 徒 ありと も、 以て 他れ に準據 すべから ず。 故に 或は 之れ を 

1 人に 行 ひ、 或は 之れ を 一 家に 施して- 而も 天下の 至情に 非ず。 聖人 遠謀 深， おし、 人 

人已 むこと を 得ざる の 誠 を 以て- 這箇の 大道 を 立つ。 是れ 古今に ¥: リ夭 下に 通じ. 變 

易 十べ からず、 天子より 庶 人に 至る まで 共に 由る ベ き 所以な り。 是れ 悠久 無疆 なり。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 乃ち 道 は 是れ誠 か。 師曰 はく. 聖人の 道、 天下の 共に 由る 所の 

道 を 以て、 其の 名義 を 建て 其の 至 敎を設 く、 故に 道は已 むこと を 得ざる の 誠 を W てす。 

異端と 聖敎と 其の 異なる 所 唯 だ 此の間に 在る のみ。 異端 亦 道 を 以て 敎を 立つ、 其の 所 

謂 道 は 悉く 人情に 背き * 其の 巳む こと を 得ざる の 情に 違ひ來 る， 故に 人々 竟に 全く 行 

ふべ からず、 而 して 其の 指示す る 所貌て 術智に 至るな り。 聖人の 道 上 は 夭 に 則り 下 は 

地に 象り >  中 は 人情に 因りて、 已 むこと を 得ざる の 情に 從 つて、 巳む こと を 得ざる の 

敎を 立て、 萬， k 世に 到る まで、 身 を 修め 人 を 诒め國 を 安んじ 天下 を 平に 十る； J と を 志 

學五 ^  四 九九 
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十 の舉 者、 未だ 嘗て 由り て 行 はずん ば あらざる の 大道な. 

立つ るの 謂な り。  - 

或 ひと 問 ふ、 ^子の 通 書の 初篇 * 誠の 上 篇に曰 はく、 「誠 は 聖人の 本な り。 『大 なる 

哉 乾 元、 萬 物資って 始む』 と は、 誠の 源な り。 『乾 道變 化して 各-' 性 命 を 正 十』 と は、 

誡斯に 立つな り。 純粹 至善なる ものな り。 故に 曰 はく、 『 一 陰 一 陽 之れ を 道と 謂 ふ。 之 

れを繼 ぐ 者 は 善な り。 之れ を 成す 者 は 性な り』 と。 元.： ひ は 誠の 通ず るな り、 刺-::: は.^ 

の復 るな り。 大 なる 哉 易 や、 性 命の 源 か」。 誠の 下 篇に曰 はく、  r 聖は 誠の み。 は. A 

常の 本， 百行の 源な り。 靜は 無にして 動 は 有. 正にして 明達な り。 五常 ぽ 行 も.^ に 

非 ざれば 非な"。 郛喑 なれば 塞な り。 故に 誡 あるとき は 事な し。 至って 易く して..^ も 

行 ひ 難し、 鬼に して 確 なれば 難き ことなし。 故に 曰 はく、 『一 日 己れ に克 ちて 禮にー ほる 

とき は、 大下 仁に 歸す』 と」。 此の上 下 篇誡の 說を盡 せり や。 師曰 はく、 朱 子の：：： はく、 

「諸ー儒の？^^^^ を以て至れりと爲す。 其の上 章 は 天道 を 以て 言 ひ、 其の 下 や は 人道 を 

以て 言 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 周 子の 上下 篇* 誡の稱 美を說 きて、 未だ 誠の 說に 到らず、 

唯 だ 誠 を W て^ 物の 本と 爲し來 る。 其の 說に曰 はく、 「誠 あるとき は 事な し」 と。 通嗇 


第三 章に 曰 はく、 一誠 は無爲 なり.」 と。 是れ 等の 語 味 尤も 辨じ 難し" 深く 玩ぶ とき は 避 

淡 無欲の 意に 到る。 是れ又 周 子が 嗜む 所の 味なり。 凡そ 聖人の 言 • 臆說 意見 を 以て 詰 ふ 

しばら  あ 

り來る も、 亦少く 焉れに 通ず るに 似たり。 故に 其の 語 解 亦 言 ひ 得て 好く 會 ふに 似たり _ 

周 子の 所謂 誠 は、 其の 指示す る听 知るべからず、 唯 だ愨實 のみ を 以てすれば 乃ち 害な 一 

し. 若し 靜淡 無欲 を 以てせば、 乃ち 異端の 說 にして 執り 用 ふる 所な し。 學者熟 讀玩盧 

して、 而る 後に 其の 實を覺 るべ し。  - 

或 ひと 問 ふ、 伊川 無妄を 以て 誠 を 謂 ふ。 且つ 曰 はく 、「動く に 天 を 以てすれば 無 妄とー 

5f-- 樓楚に 出つ 

Si ま 一 > ま 爲寸、 動く に 人欲 を 以てすれば 妄 なり 。 無妄は 至誠な り、 至誠 は 夭 の 道な り」 と。 師曰ー 

妄ゥ. Is 大 tj- 哉」  す  - 

となれ-,' はく、 漢 より 以来 誠の 字 其の 解 太だ輕 し。 程 子 誠 を 以て 無 妄と爲 るに 至って、 後學皆 1 

誠 の 說を棄 てて、 誠の 字 を 解す る こと 尤も 重し。 愚 謂へ らく、 伊川が 無妄を 誠と 謂 - 

ふの 說、 世^ 唯 だ 懲實謹 厚に して、 其の 魯直底 を 執へ て， 誠と 爲す こと あるに 本 づけ 一 

り。 其の 志す 所』 は， 貧な りと 雖 も- 其の 用妄 なるとき は 至誠と 謂 ふべ からず。 無妄 なる 

とき は， 渾然たる 道理、 乃ち 聖人な り。 是れ 誠の 至りな り。 故に 無妄を 指して 誠と 爲ー 

す。 然れ ども 無妄の 二字 は眞實 底に 紫る 所な し， 唯 だ 道の 全 體を說 いて、 切に 誠の 宇 一 

誠  ーュ C 二， 
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解に 當ら ず、 且つ 只 だ 無妄と 謂へば * 乃ち 力 を 著け て 做し 去るべき 處 なし， * 其の 細微 

を 究め 盡さ ざれば、 便ち 妄と 無妄 との 辨も亦 分つべからず。 其の 語意 太 だ 過 了して、 

其の 說的當 せず。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 は 眞實の 字 を 以て 無 妄に加 ふ。 故に 中庸 章句に 曰 はく、 「誠 は眞赏 

i^^ 無妄の 謂、 大理の 本然な り」 と。 通 書 解に 曰 はく、 「誡 は至實 にして 無妄の 謂な り. IK 

の賦 する 所 物の 受 くる 所の 正理 なり」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 朱 子 眞實至 實の字 

を 以て、 無妄の 上に 冠ら しむ。 是れ程子の唯だ無妄を以て之れを：^？^くに比すれば， 誠 

の 字 少しく 因る 听 あり。 然れ ども 而今 何等 を 以て 眞實至 實と爲 さんや。 世の 所謂 實 は. 

1 に 志して 他に 之かざる の 謂な り。 其の 一 に 志す 所、 是非 分つべからず。 故に 無妄を 

ilLzrs 以て 辭と爲 すなり。 而し て眞賞 無妄を 以て 渾然たる 犬 理と爲 す。 朱 子 曰 はく 、「誠の 義 

たる 一 百 ひ 難し， 故く 其の 名義 を 以て 之れ を 言へば、 則ち 眞實 無妄の 云な り。 事理の 此 

の 名 を 得る が 若き は， 則ち 亦 其の 指す 所の 大小に 隨 つて、 皆眞實 無妄の 意に 取る こと 

あるの み。 蓋し 自然の 理を 以て 之れ を 言へば、 則ち 天地の 間 惟り 天理 を至實 にして 無 

と爲 す、 故に： 大理は 誠の 名 を 得。 の 道 • 鬼神の 德と いふが 若き 是れ なり。 德 


を 以 て 之れ を 言 へ ば >  則ち 有 生 の 類 惟り 聖人 の 心の み 至實 にして 無妄 な り と爲 す、 

故に 聖人 誠の 名 を 得。 所謂 勉 めすして 中り、 思 はずして 得と いふが 若き 是れ なり。 事 

に隨 つて 言 ふに 至りて は * 則ち 一 念の 實も亦 誠な り、 一 言の 實も 亦誡 なり、 一 行の 實 

も 亦 誠な り。 是れ 其の 大小 同じから ざる こと ありと 雖も、 然も 其の 義の歸 する 所 は、 

未だ 始 より 實に 在ら ずん ば あらず」 と。 愚 謂へ らく  > 1K 地の 道. 鬼神の 德、 各-' 已む 

こと を 得ざる を 以て 立つ。 已 むこと を 得ざる の 故に 無妄 なり、 叉 唯 だ無妄 のみ を 以て 

誠と 爲 すと 謂 ふべ し。 又眞實 至實を 以て 言 を 立つ、 皆 其の 大底を 謂 ひて 誠の 至極に 及 

ばざる なり。 無 妄是れ 何 如して も無妄 ならん や。 眞實至 實是れ 如何して 而も 眞實至 

實 ならん や。 學者 切に 力 を 著け 來 らば. 始めて 其の 解の 當否を 知るべし。 凡そ 聖人の 

至誠 は、 已 むこと を 得ざる の 誠 を 究め 盡 して  >  1 言 一行 一事 一 物の 間、 誠 あらず とい 

ふこと なきの 謂な り。 其の 言行 事物に 於け る、 各 》-已 むこと を 得ざる の 誠 あり。 聖人 

其の 極 を 究めて 盡さ ずと いふ ことなき、 是れ 所謂 至誠な り。 至誠 更に 造作し 來ら ず、 

專ら已 むこと を 得ざる の 誠に 從 へる • 是れ 天地 鬼神 聖人の 道、 共に 以て 一 にして 作爲 

せざる の至實 なり。 先 儒の 謂 ふ 所 は專ら 其の 跡 を 論じて、 直に 日用の 實に 及ばず。 是 

聖學五 ^  五 〇 一二 
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れ s^r 者の gl^ 人の 道に 至らざる 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 「誡は 天の 道な り。 誠は勉 めず して 中り 思 はずして 得、 從容 として 道に 

中る は 聖人な り。」 此れ等の 中庸の 語 • 子が 說に 因れば 乃ち 安から ざるに 似たり。 師 

曰 はく、 誠 は. じむ こと を 得ざる の 名な り、 夭 道 は 唯だ已 むこと を 得ざる を 以て 能く 悠 

久 なり。 是れ ベの 道に 非ず や。 勉めて 中り 思うて 得る は、 乃ち 迭作 底な り。 聖人の 道 

は已 むこと を 得ざる を 以て 十。 故に 人々 皆爲 すべく、 天下 悉く 因るべし。 旣に 之れ を 

爲し 之れ に 因る とき は、 勉め ずして 竟に 中り、 S はずして 竟に 得。 是れ 悠久に して 息 

まざる の 謂な り。 若し 勉强 思慮 を必 とせば、 豈 悠久の 道と 爲ん や。 

或 ひと 問 ふ、 「之れ を 誠にす る は 人の 道な り。 之れ を 誠にす る は、 善 を 擇んで 固く 之 

れを 執る 者な り」。 此の 語是 れ勉强 底に 非ず や。 師曰 はく 、聖人. 大地の 至誠に 因って 日 

用の 敎を 立つ、 是れ 之れ を 誠にす る 者な り。 而 して 善の 人々 に 於け る * 天下 共に 因る 

ベく 共に 行 ふべ し。 是れ已 むこと を 得ざる の 道な り。 古今に 亙り 上下に 通ず.。 故に 善 

を 擇んで 固く 之れ を 執る。 是れ 聖人 已 むこと を 得ざる の敎 なり。 這 筒の 義は作 爲し來 

る 底： „JJJ; ず、 人 々以て 行 ふべ く 由る Y きの 道に して， 已む こ と を 得 ざ る の 公共 底な 
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或 ひと 問 ふ 、「至誠の 道 以て 前 知すべし つ 又 曰 は，、 T 至誠 は 神の 如し」。 師曰 はく、 

至誠 は 1K 下の 情已 むこと を 得ざる の 極な り。 故に 其の 推して 知る 所 違 ふべ からず。 是 

{五 ^ 

れ前 知の 謂な り。 夫子の 所謂 百世と 雖も 知りぬ ベ きなり。 

或 ひと 問 ふ、 誠と 信と 如何 ぞ 分たん。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「誠 は 是れ箇 の 自然の 

貪な り。 信 は 是れ箇 の 人の 爲す 所の 實 たり 一 と。 愚 謂へ らく、 誠 は 是れ已 むこと を 得 

ざるの 實 にして、 其の 繋る 所 尤も 大なリ 。信 は 只 だ是れ 一事 一行の 實 にして、 其の 擊 

る 所廣 からざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 欺かざる、 是れ； なり や。 師曰 はく、 大學の 傳に云 はく、 「所謂 其の 意 

を 誠にす と は- 自ら 欺く こと 毋 きなり。 惡 臭を惡 むが 如く 好色 を 好む が 如し。 此れ 之 

れを 自ら 謙 しと 謂 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 大 寧に 所謂 誠の 字、 是れ已 むこと を 得ざる 

の 謂な り。 已 むこと を 得ざる を 以てする、 是れ 自ら 欺く 母き なり。 已 むこし-を 得ざる 

の 情 を 以てせざる * 是れ 自ら 欺くな り。 故に 欺かざる の 解 太 だ 得たり。 然して 欺か ざ 

る を 以て S れ^ 底と 爲 さば. 乃ち 誠の 字 尤も 輕し。 是れ 取,！. 者の 究理すべき 所な り e  $ 

s*t 學 1^  %  五 〇 五 
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(ご la に 所謂， 昭公禮 を 知れり やの 答、 吾が 黨の 直なる 者の 一一 lie- 夫子 旣に 自ら 欺く を 以て 禮 

十 章 T 陳 

i へい は れ と爲し 直と 爲す。 是れ已 むこと を 得ざる の 誠にして、 唯 だ 欺かざる のみ を 以てせば * 

£  ： て！ ：！ はく、 乃ち 通ず ベ からず。 故に 其の 注解 尤 も 味 あり。 

3^ な. P れ りと。 

；:: ^^。し ^  或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「誠 は 只 だ 是れ實 にして 善惡 同じから ず。 大舉の 『中に 誠 

れな 逝め て  あら  けいげん 

口 はく、  W れ あれば 外に 形 はるる』 と は、 是れ實 に 中に 惡 あれば、 便ち 外に 形見 十、 是れ惡 底の 眞 

S く、  s 子 は 

實無妄 にして、 善 は 便ち 虛 了す」 と。 師曰 はく、 誠 を 以て 眞寳無 妄と爲 十、 故に 悪 あ 

る、 Ms たり、 れば妄 に 幾から ず や。 竟に惡 も亦惡 底の 眞實無 妄の說 ある も. 旣に惡 底と い へば 何ぞ 

之れ., i-ij- 孟子 

無 妄の言 あらん や。 無妄は 是れ惡 なきな り。 是れ 朱子附 會の說 なり。 愚 謂へ らく、 中 

t.™ ら ij; らん に已 むこと を 得ざる の 誠 あり、 故に lii ち 外に 形昆 して 擒ふ ベから ざるの 謂な り。 誠の 

i。 巫！ _e 期 A 

に ス (.£5 重 あ る の 謂是れ な " 。 

f, おも 通 

あれば、 人必 

之れ ％ 知る 

公， は鏊  五六 忠信の を 論ず 幷 忠恕 

ジ K 之 o 孑 

"ひの ^ れゎ  師曰 はく、 忠は 人の 爲に 謀って 身に 私せざる なり。 は愨賓 にして 欺かざる なり。 

なれ-は 32* 忠の字 之れ を 作る に 中心 を 以てす。 故に 先 儒 之れ を 解す るに 中心の 說を 以てす。 愚 謂 


iw す ベ き <«、 

なお ほひ 

かく 5 ん ため 

a; 孟子と わさ 

i 稀せ しな b 

孔子 これに 5g 

れ すして、 ロハ 

だ 自身の 過 を 

のみ！ K へるな 

(二； - 子路 

第 十八 章、 「fc 

ヘム 孔子に 語げ 

て 曰 はく、 吾 

が 16 に S 躬と 

いふせ あり、 

其の 父 羊 を ほ 

み て 子 之れ 4 

ili せりと。 孔 

：：, ほ はく、 吾 

が黨の き！！ 《 

は ay れに as な 

り、 父 は 子の 

はに し、 子 

は 父の 爲 に搭 

す" ® き こと 

其の 中に 在り 

と」 

せ 4- 六に 出づ 

：師、 陳 の 人な 


へらく- 忠は 人の 爲に 謀る の 意 多し。 夫子 曰 はく T 臣 君に 事 ふるに 忠を 以てす」 と。 

-. 一 0  (七) (<) 

チ張 問うて 曰 はく 、「令 尹 子 文 三た び 仕へ. て 令 尹と 爲り、 喜べる 色な し。 三た び 之れ を 

已 めら れて IM れる 色な し。 舊き令 尹の 政 必ず 以て 新しき 令 尹に 吿 ぐる 何 如」 と。 子 曰 

はく、 「中 3 なり 一。 曰 はく 、「仁なる か r 曰 はく T 未だ 知らず、 焉んぞ 仁なる を 得ん」 と。 

「>) ち  ^ 

K 遲仁を 問 ふ。 子 曰 はく T 居處 恭しく、 事 を 執って 敬 ありへ 人と 忠 あらば、 夷狄に 之 

(き い-つ 

くと 雖も棄 つべ からざる なり」。 子 貢 友 を 問 ふ。 子 曰 はく T 忠吿 して 之れ を 善道す」 と。 

子 張 政 を 問 ふ。 子 曰 はく T 之れ に 居て 倦む ことなく、 之れ を 行 ふに 忠を 以てす」 と。 

季康子 問 ふ、 「民 をして 敬忠 ありて 以て 勸ま しめんに は、 之れ を 如何」。 子 曰 はく 、「之 

れに 臨む に莊を 以てすれば 則ち 敬 あり、 孝 慈 なれば 則ち 忠 なり、 善 を 擧げて 不能 を敎 

5)  、  <;s 

ふれば、 則ち 働む」 と。 (叉 曰 はく) 「君子に 九 思 あり。 言 は忠を ふ」. - 曾 子 曰 はく 

「人の 爲に 謀りて 忠 ならざる か」 と。 諡 法に 曰 はく T 身 を 危うして 上に 奉ずる を忠と 


：31 ふ」 と。 是れ 等の 說に 因って 以て 之れ を 見. るべ し。 信の 字、 愨實を 以て 本と 爲す、 其 

(四) 古本 大 舉 傅の 第二 章、 第 十一 卷 ニー； 六 頁经照 (五. >  論語 八 情篇第 十九 章 二 ハ) 公冶 長篇第 十八 章， 子 張 は 姓は麟 孫、 名 

(ヒ) jfi- のき 名， 上 卿に 當る (八) 姓 は？ t  、名 は， 5» 於！ W  、子 文 は 字 (九〕 魯の 人、 名 は須」 この 事 論！ *i 子 路篇第 十九 章 に出 

づ 姓. 木、 名 は 賜、 衞の 人。 この 語 は. 顔淵篇 第二 十 is に 出づ、 讀方 原本に 從ふ (一一) is 淵篇第 十 (一二) 翁の 大夫一 ザ 孫 

t.-. 名 は 肥、 》f は諡 なり。 この. せ？ ほ 政 *| 第二 十 意に 出.. つ (二- -) 論語 《- 子 鴆第卜 *、 他の 八 STU 富^し あり (In) 寧而 篇 第 S 章 (一 五 ：- 宋 

の g-wsf;: せし 書か。 »^ の賀琛 にも 同名の * あり 
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出鹿語^^卷第三十七  "ff-c 八 

の 出， 朋友の 際に 在りて は、 其の 一 百僞ら ざる を 以て 十。 夫子 曰 はく、 「事 を 敬して 信 あ 

(二,  ニー！) 

り i。 义曰 はく  、「人と して 言な き は、 其の 町なる を 知らざる なり」。 又 曰 はく、 「民 な 

(En  .  (五) 

け れば 立たず」 と。 易に 曰 はく、 「庸言 之れ 信 あり 」。 又 曰 はく、 「言 はずして 信 あり」 

曾 子 曰 はく、 「朋友と 交 はりて 信なら ざる か」。 叉 曰 はく、  一  Ml 人と 交 はりて は 信に &ま 

る」。 子" 复曰 はく、 「朋友と 交 はりて 言 ひて 信 あり」。 是れ 等の 說に 因って 以て 之れ を 見 

るべ し。 故に 忠は 人の 爲に 謀って 身に 私せざる なり。 信 は愨實 にして 欺かざる なり。 

はく、 忠 0E 以て 內外を 分つ とき は、 忠は私 あらざる に 在り、 ；ii3 は 欺かざる に 在 

り。 忠は 是れ心 上に 就きて 說く。 其の 紫る 所 甚だ 重し。 信 は 是れ事 上に 就きて 說く。 

忠は君 長に 事 ふる を 以てし * 信 は 朋友に 事 ふる を 以てす。 曾チの 所謂 忠； は、 專ら外 

面に 於て 理會寸 るに 似たり。 凡そ 聖人の 敎， 外面 を 以て 內 面の 工夫と 爲寸、 故に 内外 

：;^ 裏 一 にして 支 離せず.。 忠信の 說太だ 深き 哉。 

(九) 

師曰 はく、 火 子の 敎 ふる 所 は 忠信に 在り。 論語に 曰 はく T 子 四 を 以て 敎ふ、 文. 

(き  (二)  、 . 

け • 忠 . iEJ と。 又 曰 はく、 「忠信 を 主と せよ」。 叉 曰 はく、 一十 窒の邑 、必ず 忠 1E 丘が.^ 

き^あらん 一。 义曰 はく、 「子 張 行 を 問 ふ。 子 曰 はく、 言 忠信 • 行 篤 敬なら ば、 蠻^ の 


(五、 &お上 

wsf 十二な 

(六) 論 ：忠*^ 

、七； fi^A 

ゆ^ ハ穿、 

* 十一 《 一  五 

ヒ *f 


f 九) ま ti 

«  二十 £ft 

, - 小！： 

ニー) 


邦と 雖も行 はれん" 言 忠信なら ず、 行 篤 敬なら ずば、 州 里と 雖も行 はれん や」。 大舉に 

：! はく、 「君子に 大道 あり。 必ず 忠信 以て 之れ を 得， 驕泰 以て 之れ を 失 ふ」 と。 是れ等 

の 說を稽 ふるに、 忠信の 字 其の 意味 尤も 深く して、 忠信 共に 以て 外面に 就きて、 其の 

言行 を 究め 盡 すの 謂な り。 聖人の 敎は內 外相 通じて 扞 格せ ざるに 在り。 故に 其の 指示 

する 所 唯 だ. t 倫 日用の 上に 在り、 以て a つべ し。 

師曰 はく、 忠信の 二字、 古より 未だ 人の 解し 得て 分曉 なること あらず。 諸家の 忠を 

說く、 都て 只 だ 君に 事へ て 欺かざる を 以て 言 ふ。 忠の 一字、 君に 事 ふるに 方に 説 出す、 

やす 

少しく 得る 所 あり。 而 して 欺かざる の說 未だ 易から ず。 欺かず 偽らざる 底 は、 信の 卞 

の 解な り。 信の 字 又 疑 はざる を 以て 言 ふ。 疑 はざる 底 は是れ 何事 を 疑 はざる や。 詳に 

究めず して 只 だ 疑 はざる を 以てせば、 便ち 信の 字 骨なら ず。 宋の程 伯 子に： やりて 曰 は 

く、 「己れ を發 して 自ら 盡すを 忠と爲 し， 物に 循 つて 違 ふこと なき を 信と 爲す。 表裏の 

謂な り」 と。 程 叔子曰 はく 、「己れ を盡 す、 之れ を 忠と謂 ひ、 實を 以てする、 之れ を： IS 

と 謂 ふ」 と。 朱 子の 大學 章句 已に明 道の 說を采 り、 論語の 集註に は、 乃ち 伊川の 說を 

用 ふ。 朱 子 曰 はく、 「己れ を盡す 之れ を 忠と謂 ひ、 物 を盡す 之れ を 信と 謂 ふ」 と。 H ルれ 

$^ 忠信  五 〇 九 
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內；* 欲に して、 
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As 何 ぞほ虔 の 

:iS に； g はんと 

する か」 と。 

上、 » 然とし 

» じて S も 止 

む。 ヘム 卿 SES 

の Q に！！ る。 
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山 鹿 語树卷 第一-一 十七  ^  一  C 

等の 說にぉ つて、 忠： t 口の 字 骨 確定せ り。 後舉 以て 檫 準と 爲す。 愚 謂へ らく、 陳 が：：： 

はく 、「己れ を盡 十と は、 是れ 自家の 心を盡 す。 裏面に 存主 する 所の 者 を 以て； 百 ふ。 須 

らく 是れ 一 の盡 さざる なくして 方に 是れ 忠なるべ し。 ト分 底の 話の 如き、 口 (だ 七 八 

分 を說き 得て 猶ほ兩 三分 を留 むれば、 便ち 是れ盡 さざる なり、 之れ を 忠と謂 ふ を 得ず。 

君に 事 ふるの 忠の 如き、 亦 只 だ是れ 己れ の 心を盡 して 以て 君に 事 ふ。 人の 爲 に^るの 

忠も、 亦 只 だ是れ 己れ の 心を盡 して、 以て 人の 爲に 謀る のみ」 と。是れ等の說を^|^ずる 

に、 盡の字 其の 含む 所 知る ベ からず。 唯 だ 「己れ を盡し 物を盡 す」 と 曰 ひて、 巧ち 心 巾 

思 ふ 所を發 出して * 隱十 ことなき を 一一 一一 C ふに 似たり。 朱 子 曰 はく、 「己れ の 心を盡 して 隱 

す ことなき、 所謂 忠 なり」 とい ふ、 是れ なり。 己れ が 心に 格 物窮理 の精累 なく、 一向に 

»  きふ あん た. r. 

隱伏 するな きを 以て 忠と爲 す は、 乃ち 是れ 汲點の 慰た るな り、 直 を 以て 名づ くべき も. 

忠と謂 ふべ からず。 又 十分に 格物致知し 來るを 以て、 己れ が 心を盡 すと 爲 せば、 便ち 

這 箇の忠 只 だ 聖人の 全體 なり、 子 文に 許す に忠を 以て 十る こと も、 十 窒の邑 に 在らん 

とい ふ も 不可な り。 故に 盡の字 未だ 理會 せざる なり。 漢 儒は淺 薄に して 詳 ならず、 宋 

儒 は 高く ss^ せて 執る ことなく- 忠信の 說 共に 失 却し 來る なり。 今以 へらく- 忠の 字^ 


,ま ほ て 人の 爲に 謀り 來り、 國家 天下の 爲 にして， 其の 私 を 利せ ず- 其の 己れ を 有せず。 是 

r ばき i§ れ 公共 底の 忠 なり。 信 は nr た讓實 にして、 言 事の 間- 實を 以て 虚妄 詐 偽に 涉ら ざるの 

め SJOrails  二十 

謂な り。 人の 情、 事物 を 謀る に 皆 己れ を 利 せんこと を 欲す。 其の 格物致知の 未だ 詳な 

^511? お ら ざる は、 君 長 を 利 十る を 以て 忠と爲 す。 是れ 其の 私 を 利す る こと を 知らざる なり。 

% 好む が 如く  K- つ，"  し キ. ふ 

ならざる なり」 凡そ 其の 謀 爲國家 天下 人物に 於て して、 乃ち 其の 施 及す る 所 を 極め 盡 して、 而も 私 を 

t 出づ 

利す る 所な し， 是れ 忠の大 なる 所な り。 其の 爲す所 此の 如く 太 だ 公に して 欺僞 せず、 

是れ 信の 重き 所な り。 聖人 忠信 を 以て 天下の 敎と爲 す， 其の 因る 所 知りぬべし。 

師曰 はく、 先 儒 一 K はく. 「誠と 忠信と 對 するとき は、 誠 は 天道、 忠信 は 人道な り」 と。 

愚案ず るに、 誠 は是れ IK 道、 自然の 實理、 人々 已 むこと を 得ざる 底な り。 忠信 は 事 上 

に 就きて 說き來 る。 故に 誠 は 都總て 論じ 來る。 忠信 は 巳に 一 事 一 用の 間に 就きて 說き 

出すな り。 聖人の 敎 鼻ら 赛 倫の 上に 在り。 誠の 字說き 得て 廣し。 只だ忠信はへ4^て及ぶ 

べし、 故に 忠； を 擧げて 之れ を 示 十な り。 先 懦 曰 はく T 五常の 信 は、 心の 實理を 以て 

曾 ひ、 忠信の lliE は、 ま の 實理を 以て 言 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 五常の 信、 忠信の 信、 其 

の 說く所 一 なり • 分說 すべ からず。 已に 五常と 曰 ふとき は、 信 も 亦 一 筒の 愨實 底な り。 

^學五 忠信  •  五 一一 
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山 鹿 語 额卷^  一一！ 十七  五一 二， 

師曰 はく、 忠恕の 說， 先 儒 太 だ 之れ を 論説す。 程 子 曰 はく T 己れ を 以て 物に 及ぼす 

は 仁な り、 己れ を 推して 物に 及ぼす は恕 なり」 と。 朱 子 曰 はく 、「己れ を盡す 之れ を忠 

(三) 

と 謂 ふ、 己れ を 推す 之れ を 恕と謂 ふ。 昔 人 程 明 道に 問 ふ もの あり。 云 はく、 『如何なる 

を斯に 之れ を恕 心と 謂 ふべ きか』 と。 明 道 曰 はく Tlf^ て 廣め得 去る とき は恕 心と 爲す』 

と。 (曰 はく) 『如何なる か是れ 充て 廣め得 去る 底の 氣象 ぞ』。 曰 はく、 『大地 變 化して 

草木 蕃る』 と。 『充て 廣め 去らざる 時 は 如何』。 曰 はく、 『天 地閉ぢ 賢人 隱る』 と。 此を察 

して 以て 盡 すと 盡 さざる と を 見るべし」 と。 愚 謂へ らく、 中庸に 曰 はく 、「忠恕 道 を 違 

る こと 遠からず」 と。 曰 はく、 一夫 子の 道 は 忠恕の み」 と。 又 曰 はく、 「身に 藏 十る 

所恕 ならず して、 能く 諸れ を 人に 喻す者 は 未だ 之れ あらざる なり」 と。 子 貢 問うて 曰 

はく、 「 一 言に して 以て 身 を 終る まで 之れ を 行 ふべ きもの あり や」。 子 曰 はく、 「其れ 恕 

か。 己れ の 欲せざる 所 人に 施す こと 勿れ」 と。 是れ 等の 說を稽 ふるに、 忠は是 れんの 

爲に 謀って 身に 私せざる なり。 恕は是 れ已れ の 欲せざる 所 人に 施す ことなき なり。 古 

人 は 中心 を 忠と爲 し、 如 心 を 恕と爲 す、 ぱ^| 、疏 尤も 理會し 来るな り。 忠 は是れ 物に 對 

して：5^1せず、 恕は是 れ人を 以て 人 を 治む。 內外を 分てば、 忠は 是れ內 に！？ し- .55 は I. 疋 


れ 外-: 「屬 す。 然して 子 貢 行 ふところ を 問 ふに、 夫子 は恕を 以てし、 會 子の 「身に 蔵す 

る所恕 ならず」 を 以てする は， 乃ち 恕も亦 內に屬 十る か。 唯だ恕 とのみ 言 ふとき は內 

外 を 包含し- 忠恕と 言 ふとき は、 恕は 多く 人に 及ぼす に 在り。 中庸. 論語の 語、 併せ 

案ずべ し。 凡そ 聖人の 道 は 己れ を 治め 人 を 治む るに 在り。 忠恕の 二字 熟 味 十れば、 乃 

(八)  ろ 

ち 人 を 治め 己れ を 治む るの 間に 在り。 故に 曾 子 一 貫 を 唯して 門人に 答 ふるに 忠 如"； を以. 

てす。 然 らば 乃ち 會 子の 所謂 忠恕 は 其の 繁る所 尤も 深 重なり、 容易に して 論ずべ から 

ず。 屮 席に 一 忠恕 道 を 違る こと 遠からず. 諸れ を 己れ に 施して 願 はずん ば、 亦 人に 施 

十 こと 勿れ I と 。是れ 諸れ を 己れ に 施して 願 はざる は忠 なり、 人に 施す こと 勿れ は是 

れ恕 なり C 共に 己れ と 人との 間に 紫る。 聖學 の？！ C しれと 人との 分 上を詳 にして、 己れ 

を 治め 人 を 治めて、 而 して 後に 其の 道 全し。 故に 聖人の 開示 專ら 己れ を 治めん を 治む 

るの 日用に 在り。 擧者詳 に 聖賢の 書 を 味 ひ、 經傳の 始終 を熟讀 して * 而る 後に 聖 門の 

？ズを 知る ベ し。 必ず 後 11 博覽の 臆説に 泥む ベ からず。 

師曰 はく、 先 儒 云 はく、 漢 より 以來恕 の 字義 甚だ 明かなら ず、 善く 己れ を 恕し主 を 

i ると 謂 ふ 者 ある に 至りて、 范忠宣 公 お lillyissT 亦 謂 へ らく * 「己れ を恕十 る の 心 

* 學五 忠信  五 一  一一 I 
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を 以て 人を恕 すと は、 知らず 恕の 一 字 己れ が 上に 就きて 著け 得ざる を。 他の 恕の宇 を 

二) 人に a 說 くに 據れズ 、 只 だ 是れ箇 の饒人 底の 意&, のみ。 此の 如きと き は是れ 己れ 過 あらば、 

b. 人 ％ ゆる 

すの S な b おひ 自ら 己れ を恕 し- 人 過 あらば 叉幷 せて 人を恕 十、 是れ相 率ゐて 不肖の 歸を爲 すな 

り。 豈 古人 己れ を 推して 心の 如くに する の義 ならん や」 と。 故に 忠宣公 謂 はく、 「人 を 

貴む るの 心 を 以て 己れ を 責 むと いふの 一句、 說き 得て 是 なり。 己れ を恕 する の 心 を W 

て 人を恕 する の 一句. 說き 得て 是 ならず。 其の 所謂 恕は 恰も 今人 且く恕 せよ、 輕> し 

く恕 せず などと 說 くの 意に 似て、 字義 明かなら ず。 害 を爲す こと 輕 きに 非ず」 と。 愚 

謂へ らく、 恕の宇 其の 凝る 所 尤も 重し， 身 を 修め 人 を 治む るの 間、 這箇 心の 如くす る 

の 裏面に 在り。 身を修 むる を 以て 之れ を 謂 ふとき は、 乃ち 心 自ら 已 むこと を 得ざる の 

則 あり、 已 むこと を 得ざる の 則に 循ひ 來れ ば、 便ち 是れ 私意 容 るる 所な くして、 其の 

應接 十る 听 各-節に 中る、 是れ恕 たり。 人 を 治む るに 至りて は. 乃ち 己れ を 推して 以. 

て 物に 及ぼし， 人 を 以て 人 を 治む， 故に 其の 推し 及ぼ 十 所 亦 豁然 大公に して、 國 家パ、 

下に 充っ ベく、 萬々 世に 及ぼすべし、 是れ恕 なり。 若し 心の 如しの 字義 を 以て、 詳に 

其の 理を盡 し 究めず- 私心 を 以て 推し 及 ほし 来らば、 是れ相 率ゐて 不肖の 歸を爲 すな 


(二)  $0 

典に、 明文 

F) と 出で  >  つ 

つし み. 深く、 

?gw< に W かな 

る こ i もい ふ 

S 同ん 典 

に、 Pi 恭 にし 

て 允 MS と出づ 

(四) 商 

の頌に 出で、 

5^ が e? 人 とし 

て 敬 ふ- -ijl 

に H に a: くな 

るの 

「五) Jti! 大 

雅文 王の ぬに、 

「s 々おる 文 

, 上 敬 止」 

と。 紐， おは 人 

格の 光の 長く 

つく こと、 

^止 はつつ し 

み て 止 4 るべ 

きに 止 4 る こ 

と 

へ 六) 論語學 

_.m 篇第十 章、 

「子 s 曰. はく、 

.K 子 は ほお 恭 

鑲 以て 之れ 

を 得. り」 t 

出， つ 


り。 凡そ 心 は 天 下の 心に —ぞ 分ち 異な る ベ か ら ず。 天 下の 心 を 以 て I 入 下の 心 を 推す と 

き は、 通ぜ ずと いふ ことなし。 是れ恕 の 一言に して、 身 を 終る まで 之れ を 行 ふべき 所 

以の 者な り。 故に 謂 はく、 身 を 修め 人 を 治む るの 間-. 恕の 裏面に 盡 くと。 聖人の 道 は 

至大に して 至 公な り。 舉者玩 索 熟 味せ ずん ば、 道 夫れ 遠 からん か。 尤も 志 を 深く して 

詳に究 むべ し。  ， 

五 七 敬の 說を 41 ず 幷恭 

師曰 はく. 篤 謹に して 放蕩なら さる、 之れ を 敬と 曰 ふ。 其の 極 を 盡し窮 むる とき は. 

禮の 一事に して、 聖學の 要な り r 古人 尤も 力 を 著く。 堯の欽 明- 舜の 溫恭. 溢の 聖敬 

日に 濟る. (文 王の 凝 止、 夫子の 恭儉讓 の 如き， 都て 是れ 此の 敬恭 底たり。 

師曰 はく， 曲禮に T 敬せ ずと いふ こと 毋し」 と。 敬し 来れば 乃ち 禮容 此れ 成る。 是 

れ敬は 鱧の 要な り。 然れ ども 專ら敬 を 言 ひて 禮を 以てせ ざれば， 其の 敝 必ず 迫 狭に し 

て從容 ならざる に 在り。 夫子 恭敬 を 以て 焉れを 開示す と雖 も. 顔 子 其の 目 を 請 ひ 問 ふ 

に 至りて、 te^ ち 直に 非禮を 擧げて 言を爲 す。 其の 所謂 禮の 深切 著明， 實に聖 率の 因循 

敬.  五一 五 
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へさ する 所な り C 禮を 論ぜず して 唯 だ 敬 を 論ずる- 豈 聖人の 敎 ならん や。 敬 は 是れ學 の 

n 名 上 

め はに 出つ たらざる に は 非ず， 而も 敬 を 以て 聖學の 始終 を 論ずる は、 未だ 可なら ざるな り。 

師曰 はく、 先 儒 云 はく T 秦漢 以下の 諸 儒. 皆 敬は舉 問の 本た る を 知らず。 程 子に 至 

りて 指して 以て 人に 示す。 而 して 朱 子 叉 之れ が 極 を 發 明す、 其の 功太た 大 なり」 と。 

(I)  § 朱 子 曰 はく 、「蓋し 吾れ 之れ を 聞け り。 敬の 一 字、 聖舉 の始を 成し 終 を 成す 所以の 者な 

切に 出つ 

り」 と。 愚 謂へ らく. 凡そ 寧 者 篤敬恭 謹に 非 ざれば、 乃ち 其の 進む 所 皆淺簿 にして、 

〈二)  s> 其の 根基 を 推す こと を 得ず。 カ行 底是れ 恭敬の 事な り。 夫子 曰 はく 、「事 は 敬 を 思 ふ」、 

^^^^ 「ss れを修 むる に 敬 を 以てす」、 „ 「sl ー處 恭しく 事 を 執って 敬す」。 

^づ  f 五) 

へ…) i  易に 曰 はく、 「敬 以て C を 直く す」。 中 職に 曰 

^？註にパ つ  とも  『-ゝ )  . X 

十 はく 、「君子 は篤恭 にして 天下 平な り」 と。 是れ 等の 語意- 敬の 繁る所 尤も 重く して- 

(£)  ,fss は 

其の 說只だ 戒_^3 恐懼に 在り。 予 初め 先 儒の 說に習 ひて、 專ら敬 を 主と し、 主 一 を 以て 

(； 1i 坤の文 7 め  1 ま 

勤と 爲 し. 動 靜語默 の際少 くも 恭敬 を 離れず、 恭敬 常に 存し來 りて、 以て 這 の 心 を 

•  收斂 する を爲す こと 年旣に 久しう して、 學カ益 あるに 似たり。 然れ ども 其の 日用 事物 

應 接の 問 を 寄み、 只 だ 謹 a- 沈默 底に して， 甚だ 迫^ 狹淺 にして、 這の 恭敬に 8^ がれ、 


寬 ならず、 和せ ず、 通ぜ ず、 IS ならず、 優悠從 容の說 未だ 嘗て 得べ からず.。 竊に考 

ふるに、 聖人の 動容 周旋 禮に 中り、 一 動 ー靜- 容貌 辭氣、 溫 順和悅 にして、 心 廣く體 

牌な り。 是れ溫 にして 厲 しく、 威 ありて 猛 からず、 恭 にして 安き に 非ず や。 此れ を以 

て 彼れ に 比 校 十れば、 乃ち 先 II の 專ら敬 を 主と する 者， 太 だ 這 箇の心 を 束縛す るの 病 

敝 あり。 故に 愼戒 すべきと き は 乃ち 愼戒 し， 從容 たるべき とき は 乃ち 從容 たる、 是れ 

內に 一箇の 固く 執る ことなく、 只 だ 事物に 從 つて 溫 順和悅 底に して. 迫 塞たら ず 固陋 

ならず。 何 ぞ道箇 の 恭敬 を 執って、 以て 聖學の 始終と 爲 さんや。 且つ 事物 を 待つ こと- 

日竟 夜- iC4 敬虚靜 する も * 亦 其の 事理に 通ず ベから ず。 事理に 通ぜ ざれば、 巧ち 此 

の 心逼. 塞して 寬 ならず。 是れ 聖人の 敎 格物致知の 間に 在る 所以な り。 

師曰 はく、 恭 は是れ 敬の 外に 發寸 るな り。 程 子 曰 はく、 一外に 發 する 者 之れ を 恭と謂 

Z  も 

ひ、 諸れ を 中に 有つ もの 之れ を^と 謂 ふ」 と。 此の 語說き 得て 好し。 只 だ 是れ禮 の 用 

なり。 禮は 恭敬 辭讓に 始まりて 節 文に 終る。 專ら 恭敬 を IK ひて 節 文を缺 くと き は、 賴 

全く 成らず。 學者 深く 味 ふべ し。 

$^ 敬  五 一 七 


山 鹿 語频卷 第三 十七  五 1 八 

五八 . ^ひと 敬の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 敬の 說を 立つ る こと 程 子に 始まれり。 周 子 は 專ら靜 を 主と 十。 ^ 

に 是れ人 其の 心 を靜定 して 自ら 主： V- と 作さん こと を 要む。 程 子 は 又 人 只管に 靜を 求め 

遂に 事物と 交涉せ ざらん こと を 恐れ. 却って の 敬を說 いて 云 はく、 「敬 は 自ら 虛 凝」 

と。 是れ 畢^の 心志定 向せ ずして、 其の 紛亂を 患 ふ， 故に 裎 子 主 一 を 以て 敬 を 論じ. 

敬 を 以て 中心の 主と 爲 すなり。 今 子が 說に 因れば、 乃ち 主と 十る 所な きが 如く， 只 だ 

氾乎 として g:- がざる 船に 似たり。 師曰 はく- 周 子 は靜を 主と し、 程 子 は 敬 を 主と 十。 

とら 

皆是れ 一箇の 物 を 執へ て， 無聲無 n& の 中に 於て 其の 形 名 を 立て、 ml. 者 を して 其の 德的 

を 知らし むる の 謂な り。 其の 開示 深切に して、 其の 所謂 虛靜 恭敬 は、 執り 守るべき の 

物に 非ず、 中心の 標的に 非ず、 是れ より 聖學 泯沒 して、 其の 高遠なる 者 は S 寂に 驚せ 

其の 近陋 なる 者 は 迫 狹に陷 り、 竟に 後世の をして 聖人の 道 を 知ら ざら しむ。 其の 罪 

尤も 深し。 其の 不幸 謂 ふべ からざる なり。 聖人の 道 は >  天地 已 むこと を 得ざる の 準則 

あり t 舉者 入の 道 を 以て 人の 道 を 治めば、 乃ち 自ら 明かな り， 自ら 辨 ずるな り" 物 則 

に W らず- u ハ だ虛靜 iig 敬 を 以てせば • 心 知恆に 暗く 事理 稍 や 塞がりて、 謂 ふ听の 諸？？^ 


(I)  《«卦 に 

a づ、 JSis 鳴 

り はためき て 

さ 里に 及ぶ と 

も、 祭な 主る 

もの は 祭器 を 

i り t« す ご 1.- 

きこと なし i 

の 意。 匕 S1 は 

者の 執る 

祭器 な h- 

(二) 近 思^ 

存 に 出， つ 

f し S 

さ 一) 租 酒、 

し 酒 


悉く 私見^ 說 なり" 且つ 人 は. ナ、 地 を 以て 主と 爲す。 虛靜 恭敬 は、 天地の 間 人物 一 筒の 

事な り C 何 を 以て か 之れ を 主と する の 一一 一一 n あらん や。 

C 一 一  ひち やう うしな  一 二 ； 

或 ひと 問 ふ、 易に 曰 はく、 「震 &里を 驚かせ ども 匕 を 喪 はず」 と C 伊川 曰 はく、 「大 

いに 震懼 する に 臨んで、 能く 安んじて 自失せ ざる 者 は、 唯 だ 誠 敬の み。 此れ 震に 慮る 

D i  X  J  _  ,-o 匕. y 以て 鼎！：" を ss す。 g は 相,？？ なり。 fi 舅して 百 里 を 驚かす を、 siis ふべ し。 而 して を 奉す. 

ys^Ji; 力 I に 一 と る者其の匕3?-失はす。 ；l^敬4ー-!;^事に^!^ーすiきは、 則ち湊と雖も>  ^^くことを《5さ-さるなり。 ai^,^ 

るに、 人 大患 難大 恐懼に 當 りて、 之れ に處 する 乙と 安んじて 自ら 失 はざる 者 は、 惟れ 

中に 主と する 所 ありて、 恭敬 存す るの 謂 か。 師曰 はく、 先 儒 各-敬 を 以て 心 を 收斂す 1 

故に 自失せ ざる を 以て 敬の 用と 爲 すなり。 愚 謂へ らく、 君子 大患 難大 恐懼に 當 りて、 

之れ に處 して 安んじて 自失せ ざる 者 は， 惟れ 惑 はざる の 謂な り。 凡そ 人心 は習來 する 

所の 久しき に 因って、 其の 動 不動 ある も、 共に 差 謬の 說 にして、 道の 論ずべき に 非ず e 

故に 今 迅雷 百 里 を 驚かし. 大いに 震懼 する に 臨んで、 能く 安んじて 自失せ ざるに、 數 

般 の漠樣 あ."。 或は 大震 雷の 地に 習來 して 恐懼せ ざる あり、 或は 初め 震 雷に 懼れし を 

以て、 一向に 震 雷に 逢 ふ 毎に、 高山に 登り 危石を 履み て、 自若と して 神色 變ぜ ざる 底 

を修し 得た る あり， 或は 勇に して 死 を輕ん じ、 危に 臨んで 懼れ ざる あり、 或は 敬恭を 

聖學五 お  五一 九 
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專ら として 自失せ ざる あり。 道 筒の 數般. 其の 恐懼せ ざる 底 は 相似て. 各-聖人の 道 

ならず。 故に 我が 習 來の事 を 執へ て、 以て 本心 と 恐懼た き と爲し * 我れ 眞に 震懼 

せず 心 を 動かさ ざるの 地に 投機す と爲す は、 是れ 悉く 異端の 膝說 なり。 後 儒の 所謂 主 

一 の說も 少しく 差 ふに 似たり。 中に 一 筒の 主 を 立つ る は、 是れ物 を 以て 物に 代へ 之れ 

に 因り 之れ を宗 とす、 故に 震懼 せず、 動 了せ ざるな り e 豈 夫子の 惑 はず、 孟子の 心 を 動 

y づ) か さ ざ る の 謂な らん や。 易に 曰 は く、 「震 は亨 る。 震の i チ とき 辨々 たり、 は 笑言啞 

啞 たり。 gfi^ 震 百 里 を 驚かせ ども 匕 la を 喪 はず」。 彖に E はく、 一 震 は- ¥ る。 震來る 

とき IS 々たりと は、 恐れて 福 を 致すな り。 笑 言啞々 たりと は、 後に 則 あるな り。 震 百 

里 を 驚か 十と は * 逮 きを 驚かして 邇 きを 慣れし むるな り。 出で て 以て 宗廟 社稷 を 守り. 

以て 祭主と 爲 るべき なり」 と。 象に 曰 はく 、「港 雷 は 震な り。 君子 以て 恐懼 脩 省す」 と。 

愚 謂へ らく、 震 は 乾坤の 交， 生物の 長たり。 故に 其の 卦已に 亨の象 あり。 君子 以て 恐 

懼 して 俯め 省みろ、 是れ叉 亨の用 あり。 震來 ると き餘々 として 安ん ぜず、 恐懼 尤も 甚 

し。 玆に 於て 俯め 省み 其の 理を窮 むれば、 乃ち 已 むこと を 得ざる の 則 ありて 竟に惑 は 

ず、 {mija として 安扣 す。 是れ笑 言啞々 たるな り。 震 百 里 を^ かせば 未だ 脊て 恐懼せ ず. 


家 ゆ： r お 
か m 

し .[：、 に is 
め を 出 
ね 他づ錄 


存養 類に 出づ 

< 五) 4Ji 理僻 

見 

へ 六) 朱子譜 

S 卷九 十六、 

程 子 之 書 二に 

出， つ 

「七) 朱 子 語 

顆卷 九十 六に， 

この； .si を 解し 

て， 「中に 主 あ 

ると き は 外 邪 

、る こと 能 は 

K 便ち 虚" な 

り」 と あり、 

乂程 干の 言. に 

r±w. る i き 

は 1!* な h-j の 

旬 あり、 朱 子 

u れを 解して 

r 中 に 主 ある 

i き は 现義甚 

だ つ、 便ち 

是れ なり」 

と。 X 「主な 

けれぶ Sal な h. 


んば あらず。 君子 恐懼して 而る 後に 則 あり。 何 ぞ只だ 專ら敬 を 以て 之れ を 論ぜん や。 

寧 者 心 を潛 めて 深 く 索む ベ し 。 

(二  (一二  > 

或 ひと 問 ふ. 程 子 曰 はく、 「主 一 なるとき は 之れ を 敬と 謂 ひ、 無 適 之れ を 一 と 謂 ふ」 

と。 叉 曰 はく、 一  只 だ 整 齊嚴肅 たると き は * 心 便ち 一 なり。 1 なるとき は ^僻の 干す た 

し」 と。 師曰 はく， 朱 子 曰 はく、 「主 一 は 只 だ是れ 心專ー なり、 他念 を 以て 之れ を雜へ 

ず。 無 適 は 叉 是れ走 作せ ず、 書 を讀む 時の 如き は 只 だ 書を讀 み、 (衣 を 著る 時 は 只 だ) 

衣 を 著- 此の 一 件 を 了して 叉 一 件 を 做す。 身 這 裏に 在れば 心 亦 這 裏に 在り」 と。 慮 玉 

溪曰 はく、 「主 一 無 適 未だ 曉り 易から ず、 故に 叉 事實の 上に 就きて 人に 敎へ、 只 だ 眼前 

に 就きて 工夫 を 做さし む。 衣冠 を 正し、 瞻視を 尊く し， 足容は 重く ノ手容 は 恭しき の 

類の 如き 是れ なり。 內外 一 致す。 外面 整 齊嚴肅 なるとき は * 內面 便ち 一 なり。 內面便 

ち 一 なるとき は、 外面 便ち 非 僻の 干すな し」 と。 愚 謂へ らく、 主 一 無 適 は 其の 言 太 だ 

」咼 く、 又迫狹 なり。 「主 あれば 虚 なり 」、 虚は邪 入る 能 はざる を 謂 ふ。 主な けれ は實 

、七)  (2 

なり、 實 は物來 りて 之れ を 奪 ふ を 謂 ふ」 と。 ま I 巧 か： U£l は 則 $-s はば， I お 一 ills 韦是 

-は、 ，H おの， レ裹旣 に 以 て 之れ が 主たるなければ、 外 邪 却って 入り 來 つて 其の 中に 實っ J と あ り (八) 宋代 古田の 人、 卞は擦 之、 號. 


ヌ gi: 身 仕へ. 


inl. 聿集 あり。 この 語 朱. 十 語類 卷九 十六より 引， 
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れ^の 語、 思慮 あり， -雖 も紛亂 なき を 謂 ひて， 老 氏の 絶聖棄 知， 釋 氏の 坐禪 入定に 異 

たるが 如し- 而 して 一 筒の 主 を 持し 來る * 其の 因る 所 尤も 固陋な り。 人の 書 を 讀み衣 

を 著る に- 雜慮走 作の 念數， -生 する， 是れ 其の 致す 所に 貪な きなり。 寳 なければ 乃ち 

敬 を 持 十と 雖も- 安 頓の處 なし。 安頓 なくして K を 持 すれば、 是れ迫 狭に して 通ぜ ず、 

^陋 にして 宽 ならざる なり。 且つ 書を讀 み夂を 著る の 間、 思 べきの 事 あらば、 乃 

ち 思慮すべき も、 更に 妨げず。 必ず 此の 一 件 を 了り て 又 一 件 や-做 さんと 欲する、 是れ 

走 作な り、 是れ 他念な り、 只 だ 一 落 著の み，^ 是れ 這の 心 を^ 縛して、 其の^ た 重し。 

の 一 百に 到りて は、 便ち 恭敬の 說 に的當 する も、 「心 便ち 一 なり」 と 曰 ふとき は、 

乃ち 叉 主 一 の 意 あり。 凡そ 恭敬 は戒愼 なり、 恐懼な り。 戚愼 恐懼 すれば、 便ち 內修省 

して 能く 事物の 理を 究め 盡十。 故に 竟に惑 はず 懼れず 憂へ ずして， 心悠 優從容 たり。 

是れ周 還禮に 中り て、 迫狹 ならず 敝塞 せず、 以て 萬 物の 上に 伸ぶ。 只 だ 主 一 を專ら と 

して 工夫 を 做し 来らば、 是れ心 恆に戰 栗 束縛して、 禮容太 だ 固陋に、 心昏昧 して 通ぜ 

ざらん。 豈聖 入の 道 を 得ん や。 敬 は 是れ惰 慢の氣 を喚醒 し、 其の 功大な り、 而 して 喚 

^の 功 は 口へ だ 致 知に 在る のみ C 


朱, s! 或 ひと 問 ふ、 上蔡の 謝 氏が 曰 はく、 「敬 は 是れ常 窜惧の 法な り 一 と。 師曰 はく、 朱 子 

gf. 七に 引  ：  一一  ！と 

1) 同前に 曰 はく、 I 惺惶は 巧ち 心昏 味なら ざるの 謂、 只 だ是れ 便ち 敬な り。 整 齊嚴肅 固に 是れ敬 

S  なり。 然れ ども 心 若し 昏昧 にして、 理を燭 十 こと 明かなら ざれば、 强 ひて 把捉 十と 雖 

も、 豈 敬と 爲す こと を 得ん や」。 愚 謂へ らく、 惺惺は 乃ち 心の 昏昧 ならざる の 謂な り。 

敬 は是れ 惰慢の 氣を戒 む、 戒懼に 何の 昏 味なら ざるの 意 あらん。 戒 懼し來 りて 格 物 致 

知 すれば * 昏昧 せざる なり。 故に 敬 は 以て 乃ち 心の 昏昧 せざる に 至るべき の路 なり C 

直に 敬 を 以て 昏昧 せざる 底と 爲す は、 乃ち 差 了す。 謝 氏が 常 懼惺の 法 は、 客慮雜 念な 

く， 心少く 一定して 淸 白虛靜 底の 謂な り。 是れ 異端の 恬淡 を 味 ふなり" 豈聖 入の 敎な 

らん や C 

<•!---) 朱-. 几 ゆ  (三)  ； R- 

ま f*^ に 作る、 或 ひと 問 ふ、 祈寬問 ふ、 「如何なる か 是れ主 一 一 と。 和 靖の尹 氏 曰 はく、 「只 だ 身心 

す は 居 之、 均 

"1 ね、 し？ 5 を牧歛 十る、 便ち 是れ主 一 なり。 a つ 入の 神祠に 到りて 敬 を 致す 時の 如き. 其の 心收 

の i> ^"を M ナ て 

仕.. す 斂し、 更に 毫髮の 事 を 著け 得ざる、 主 一 に 非ず して 何ぞ」 と。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく 

S)  ：g 出 £ 

f ヒ.. 「ぉハ の-：: S 敏 して 一 物 も 容れず 一 と。 愚 謂 へ らく、 敬 は是れ 恭敬な り、 這箇の 言を附 

益し 來 りて、 敬の 說 却って 消失 十。 心 能く 萬 物を容 る、 故に.； 身の 主と 爲 りて 迫 塞せ 

，舉ま 敬  五 ニー  1 一 


r  一  ^ タ+が 

.Eg の こ とば 

,ど記 せし も G -、 

凡モ十 «*,  W" 

持お にか か 
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ず。 身心 を收斂 十る は是 れ^ 縛し 來る 底、 是れ 自由 寬廣 の處、 消滅し 去るな り。 人祌 

祠に 到りて 敬 を 致す 時の 如き は、 只だ恭敬を^^-るのみ、 別に 夾 持すべきな $ 

這 箇の敬 を夾持 すれば、 是の心 恭敬の 爲に迫 塞せられ て， 其の 周旋 從容 せず、 其の 動 

容 偏屈 固陋な"。 豈 聖人の 道な らん や。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 敬 齋の箴 其の 說く所 何 如。 師曰 はく、 朱 子の 敬 齋の葳 は 是れ敬 

の 目 を 謂 ひ、 乃ち 其の 說く所 最も 可な り。 只 だ是れ 等の 說を 以て 聖^の 要條と 十る は 

乃ち 未だ 可なら ざるな り。 愚 謂へ らく、 朱 子の 敬齋 の箴， 其の 論ずる 所專ら の 要 

と 十に 在り。 故に 持 敬 を 云 ひて、 事に 斯に從 ふ を 論ず。 舉 者是れ 等の 說に 因って、 

乃ち 竟に大 段 迫 切に して、 多く 沈默魯 愚の 間に 陷溺 せんか。 聖人の 敎只だ 能く 其の 事 

物 常. か i の则を 究め 盡す のみ。 其の 敬を說 くこと 禮容に 於て して， 其の 爲す所 從容不 迫 

なり。 事々 一向に 持 敬に 從 ひて 究理し 來ら ずば、 乃ち 悉く 迫 切 底な り * 何ぞ 事物の 本 

然に 通じ- .E 他の 疑惑 を辨 ぜんや。 是れ 所謂 敬の 目 を 論じて、 乃ち 其の 說く所 最も"^ 

なる も- 聖© -の耍 條と爲 さば、 乃ち 未だ 可なら ざるな り。 聖人の 道何ぞ 敬に 偏らん 

や， 


。て 武. i?- ほ 或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 乃ち 敬義の 工夫 丹 書に 見 にれ 周易に 出づ。 是れ 等の 

1£ 一. ilg 說用 ふるに 足らざる か。 師曰 はく， 敬 は 是れ戒 謹 恐懼 底， 聖人事々 に於て其の說を^^ー 

^^^^^ ぶ、 何ぞ 敬の 說を棄 てん や。 戏懼 すべきの 間 は 尤も 戒懼 すべ し。 是れ知 を 致し 物 を 格 

i  すの 一事な り。 宋 儒專ら 敬の 說を 立て、 事物 を 貫いて 首 ふ。 此に 於て 學者致 格の 功 減 

じ 持 敬の 義長 じて、 大段迫 切し- 從容 として 迫らざる の 意思な く、 事物に 應 接する 毎 

に 究理 をが いで、 其の 惑竟に 辨ぜず  >  道理 恆に 嗜昧 なり。 聖人の敬を；^.^、ゃ、 其の 敎 

ふる 所、 尤も 後 儒 の 指す 所に 異なる。 玩 索體認 して 初めて. 覺る べし。 

に ir 灣 或 ひと 問 ふ、 夫子 は 方に I しくして 安し。 宋 儒の 所謂 敬 も 亦 安に 到らば、 乃ち 聖人 

め ニー， 七 

威 KJi、 の 敬 か。 師曰 はく， 宋 儒專ら 敬の 工夫 を 下して 持 敬と 號し、 事物に 遇 ふ 毎に 一 箇の敬 

恭而安 J と 出 

づ  を 持す。 故に 其の 動容 周旋 甚だ 安から ず。 旣に張 横渠の 如き も 亦 「吾れ 十五 年 暂の恭 

しくして 安き を 學んで 成らず」 との 言 あり。 或 ひと 問 ふ、 「敬 を 持して 甚だ 安から ざる 

を覺 ゆ」 と。 朱 子 答へ て 曰 はく、 「初 學 如何 ぞ 便ち 安き を 得ん。 初め 敬 を 持す る を 要す 

る や、 須 らく 勉強すべし、 伹だ些 子の 放 去 ある を 見る こと を覺 ゆれば、 便ち 收斂提 接 

し 起せ。 敬 便ち 這 裏に 在り。 常々 相 接して 久しう して 後に 自ら 熟す」 と。 愚 謂へ らく、 

聖學五 敬-  五 二 五 
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夫子 恭しくして 安し とい ふ は- 其の 恭敬 此の 禮に 於て 盡究 す、 故に 從容 として 迫らず U 

是れ 恭しくして 安き なり。 宋 歸 收斂提 扱の 久しう して 熟すと いふ は、 習 染>來 るな り- 

安と 言 ふべ からず.。 浮 屠の 安心 坐禪、 晝 及び 夜 共に 禪定 し來 り、 行 も 亦禪. 坐 十る も 

亦 禪と言 ふが 如く、 其のき n 辭 異なりと 雖も、 持 敬の 習熟 更に 別たら ず。 豈是れ 等の J!^ 

を 以 て 恭しく し て 安き >  J と を 論ぜ ん や C 

或 ひと 問 ふ、 敬、 諸 儒の 說各 ~ 同じから ず。 然れ ども 總 ベて 之れ を 言 ふとき は * 常 

に 此の 心 をして 常に 存せ， L むる、 是 なり や 否や。 師曰 はく、 宋儒 諸氏の 所謂 敬 は亦此 

2W  二  8S の 心 を 常に 存せ しむる を 事と せず. ■ 程子：11はく、| 學者敬もて：^^ の ，レを守る こ と<_^35:0」な 

SB*- 二に 出づ 

るべ か らず、 當 に 栽培 深厚 にして 其の 間に 涵： 冰す ベ し- 然し て 後 に 以 て 自 得 十 ベ し」 

(」 にづ 同せ 1 と。 又 曰 はく T 敬 以て e を 直く ォ、 是れ 涵養の 意な り」 と。 是れ 等の 說 涵養 を 合せて 

之れ を 論ず。 然 L て 整 齊嚴肅 及び 牧斂 して 一 物 を容れ ざる、 悉く 是れ心 を 一 方に，：：：： し 

へ I- 一に ^!|^* 或 て， ^に 持 敬の 5« ^や」 添へ 增 すの 謂な り。 朱 子 曰 はく  、「敬 は 一 心の 主宰に して  >  萬 事の 

本 根な り」 と t 愚 謂へ らく、 心を存 する、 是れ 可な り。 敬 を 以て. び 心と 爲す は、 乃ち 心 

の 外に 又 一箇の 敬 を 添 ふるな り e 心 は 方 處の言 ふべき なし。 故に 宋儒敬 を 以て 伴 心の 


^,^^00, 襟 的と 爲 すたり。 凡そ 敬 は 事物に 於て 恭敬 を存 する の 謂な り。 夫子 旣に 「事 は 敬 を 思 

おじた.？ ち ふ」 と 曰 ふ、 乃ち 其の 用尤っ 4< な. T  。 而も 敬の 字 を 以て 聖舉 の耍路 と爲し * 1 、むの 主 

0  j たり  . 

宰、 萬 事の 本 根と 爲し來 らば， 乃ち 未だ 可なら ざるな り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 は， 、、「な マの 人 敬 を 將ち來 りて 別に 一 事と 做す。 敬 は 只 だ是ゎ 

家 一 箇の心 常に 懐々、 便ち 是れ 將ち來 つて 別に 一 事と 做す ベ からず」。 是れ 等の 說を 

案ずる に， 敬 又 未だ 嘗て^に 添へ 來ら ず、 心の 常に 惶 A たる 乃ち 敬な り。 師曰 はく、 

•  心の 常に 懷 々たる- 是れ 乃ち 心 上に 一箇の 物 を 添へ 來る なり。 持 敬の 意 を 味 ふに、 拘 

迫に して 久し，.、 し 難く、 理を 燭ら十 こと 亦 明かなら ず、 故に 常 懐々 の說 あり。 其の 附 

會 尤も 太 だし。 愚 謂へ らく. 敬 は 身心 收斂 して 氣粗 暴せ ざる、 是れ 敬の 用な り。 U へだ 

敬 を 云 ひて 其の 致 格を闕 けば、 乃ら 敬 は 是れ寧 者の 弊 塞な り。 

一-五 一 

2ti 句お 錢丄 或 ひと 問 ふ、 禮 記の 一 書 十 萬 言に 近し。 最初の 一 句に 曰 はく、 「敬せ ずと いふ こと 砂 

にハ iji れ」 と。 夫子 非禮を 以て 顔 子に 吿ぐ。 是れ 敬の 來由 尤も 久し。 な 「恭敬の 說を 捨てば、 

乃ち 聖 門の 舉に 非ざる か。 師曰 はく、 禮は 本末 を 兼ぬ、 故に 敬 節 文 共に 足れるな り。 

恭敬 は 暴慢せ ざるの 謂な り。 節 文 は 其の 極 を盡し 其の 理を 究め， 之れ をして 過不及な 

敬  五二七 
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からしむ るの 謂な り。 夫子 額 子に 吿 ぐるに 克己 復禮を 以てす、 是れ 【； 門の 耍 道な わば 

なり。 只 だ 敬 を 以てせば、 乃ち 克己 を說 いて 復禮 を說 かざる の 謂な り。 恭敬 は 禮の出 

づる 所. ^者豈 之れ を廢 せんや。 然れ ども  一 {!: に 敬 を 要する こと を 索む る は、 比 〔の 力 

を 著く る こと 勞 して、 竟に S なからん のみ。 

ハー 六 巧 或 ひと 問 ふ、 元の 許 魯齋曰 はく、 「天下 古今の 善、 ^敬の 字の 上より 起る。 天下 古今 

の 惡- 皆 不敬の 上より 生ず。 小學に 在りて は 便ち 敬 を 要する こと を 索め、 大 に 在り 

て も 也た 敬 を 要する こと を 索む。 子たり 臣 たり 君たり 父た る、 皆 敬 を 耍寸る こと を 索 

む」 と。 師曰 はく、 天下 古今の 善惡- 皆 格物致知の 有無 精粗より 起り 來る なり。 そ 

大 下の 事物- 悉く 其の 極 を 盡し究 むる とき は、 乃ち 其の 用法 竟に 明かに して 通ぜ ずと 

いふ ことなし。 只 だ 敬 を 1  一 on ふとき は、 便ち 拘切 にして 備 はらず。 格物致知 を； j 一；：！ ふとき 

は、 乃ち 敬すべき は是れ 敬す、 故に 敬 其の 中に 在り。 小舉. 大學の 小 大の號 たる、 是 

れ旣に 這 箇の格 致の 上に 在り。 君臣 父子の 各自の 用た る- 亦 格 致より 出で 來 るな り。 

格 致 能く 盡し究 むる とき は、 事物の 用 GI ら 明かに 通じて 敝^ なし。 或 ひと ：！： は，、. 想 

ベて 擊 問の耍 は戒愼 恐懼に 在り。 戒愼 恐懼し 來 りて、 .re して 後に 這 箇の格 致 を爲ト か。 


師曰 はく、 格 致し 来りて. 學 問の 要は 戒愼 恐懼に 在る こと を 知る。 格 致し 來ら ずん ば、 

如 ぞ戒愼 の舉の 要た る こと を 知らん や。 故に 戒愼亦 格 致の 後に 應じ來 る 底な り。 戒 

ゅヒか 

眞， して 敬 を 持す る を 先と すれば、 乃ち 迫 切 固陋に して 心 廣く體 きな るの 地 に通融 吋べ 

からず。 


^學五 敬  Ifl  二 九 
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聖學六 

五 九 鬼神の 說を 論ず 

師曰 はく、 鬼神 は 幽遠に して 能く 通ず るの 謂な り。 1K に 在りて 象 を 成 十 こと 曰 月 星 一 

. はの 類の き、 地に 在りて 形 を 成 十 こと 山川 丘陵の 類の 若し。 人物の 生々 其の 流通 貫.： 一 

徹する は- 陰陽の 霊- 鬼神の 迹 たり。 故に 幽 にして 陰陽 造化の妙、 明に して-大地 入物： 

(一) I. の靈、 測らず して 然り * 悉く 是れ 鬼神の 謂ない。 it 「鬼神 は 常に 享 くる こ 

となし」。 周 公 曰 はく T(ik) く 鬼神に 事 ふ 一。 孔子？ f はく、 「鬼神の 情狀を 知る」 と。 各ノ 

はれ： -f- 幽遠に して 通ぜ ずと いふ ことなき を 指す の 言な り。  - 

pi 師曰 はく、 凡そ 鬼 は 陰に 屬し、 神 は 陽に 穩す。 犬地旣 に是れ 陰陽に して、 SS 

陰陽 在らず とい ふ 所な し。 陰陽 在らず とい ふ 所た きとき は、 鬼神 亦 ら ずと いふ 所な、 

杂學六  i  . 


二)  a? な 一 

車に *l® せる 

が 如くに して、 

想み おそる る 

こと 

下！ S に 

出づ、 入 は 

iF によりて， 

S にして は 人 

して は 鬼に 媒 

るの ftj 

ST: 十 

(G 以下の 

Eww 上 w に 

S づ 

(五) 以下 二 

W 下 W に 出づ、 

As は 動かん t 

L て 未， だ 動か 

ざる 兆の あら 

はれ 4 いふ 

(六」  一 3 ほ、 

五：：： *r 

(七) ん代 3« 

仁の 人、 {fa 

幼 *、 仕官し 

て文黼 *  く、 

乂 退いて 子 * 
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し。 天地より 之れ を 言へば、 天 は是れ 陽に 屬し、 其の 靈は祌 なり。 地 は是れ 陰に 屬し， 

其の 靈は 鬼な り。 四時に 就きて 之れ を 言へば、 春 夏は是 れ祌、 秋 冬 は是れ 鬼。 せ i 夜よ 

り 之れ を 分てば、 5? は是れ 神な り、 夜 は是れ 鬼な り。 日月に 就きて 之れ を 一 K へば、 = 

は 祌に屬 し、 月 は 鬼に 屬す。 是れ 其の 大概な り。 其の 惣計を 以て 之れ を 論ずれば、 乃 

ち 天地 は 神に 屬し、 人物 は 鬼に 屬す。 其の 字義 を詳 にす るに、 乃ち 易の 瞭の上 九に 曰 

三  (二)  § 

はく、 「鬼 を 一 車に 載す」 と。 繁辭に 曰 はく、 「人 謀り 鬼 謀る」 と。 論語に 曰 はく、 「其 

(En 

の 鬼に 非ず して 之れ を 祭る は 詔な り」。 繁 群に 曰 はく、 「陰陽 測られざる 之れ を 神と 謂 

ふ」。 叉 曰 はく T 變 化の 道 を 知る 者 は、 其れ 神の 爲す所 を 知る か」。 又 曰 はく T 祌は以 

らい  こと 

て來を 知る」。 又 曰 はく * 「利用 出入して 民咸く 之れ を 用 ふる、 之れ を 神と 謂 ふ」。 X 

(Is しん  き 

曰 はく、 「§義 神に 入る」。 又 曰 はく、 「幾 を 知る は 其れ 祌 か」。 說 外に 曰 はく、 「神と は 

萬 物に 妙に して 言 を爲す 者な り。 周禮に 「大宗 伯の 職 は 邦の 天神 人 鬼 地 示の 禮を 建つ 

る こと を 掌る」。 又 曰 はく、 「大祝 は 六 祈 を 掌り、 以て 鬼 • 祌 • 示 を 同じう して 

六 號を辨 ず。 一 に 曰 はく 祌號、 二に 曰 はく 鬼號、 三に 曰 はく 示 號」。 gf-sg.^-J^g れぉ 

^^^^^^M^SM^^BB. 愚 謂へ らく- 鬼は氣 たり。 形 氣の間 其の 敲た 


jsi" ヒ-れ る 所 之れ を 鬼と 曰 ふ。 故に 鬼 は 結滞して 一 事に 通じ、 能く 妖災 を爲 す。 神 は 心なり。 

I お l^^i 性 心の 間 其の 感ずる 所 之れ を 神と 曰 ふ。 故に 神 は 流通して 萬 物に 涉 り.、 能く 不则 の感 

各-はま a あり、 

M^^^ 應を爲 す。 天地 を 祀るを 神と 曰 ひ， 祖廟 を 祭る を 鬼と 曰 ふ。 是れ 天地 は 形而上なる 者 

す と認 なり、 人物 は 形而下なる 者な り。 形而上 は 其の 靈是 れ祌 なり、 形而下 は 其の 靈是れ 鬼 

なり。 古人 曰 はく、 鬼は歸 なりと、 亦 通ず。 

師曰 はく、 人に 在りて 自ら 體窮 する に、 乃ち 人の 身體の 如く、 耳目 鼻口 手足- 各-' 

其の 形氣に 就きて 其の 靈 ある、 是れ 鬼な り。 心 能く 流赏 して ー體に 偏く、 通ぜ ざる 所 

なき、 是れ 神な り。 耳目 鼻口の 類 は 悉く 能く 一事に 妙に して 交易すべからず、 心は惣 

體に 通じて 之れ を 遺さず。 是れ氣 心と 鬼神と 相 因る の 謂な り。 天地の 問. 唯 だ 理氣の 

. み。 理 氣是れ 鬼神の 寓 する 所な り。 

師曰 はく、 天地の 間惣 ベて 是れ 陰陽の み。 陰陽 交易 すれば 乃ち 生々 息まず。 旣に其 

の 形 あれば 其の 理 あり。 形氣の 見るべきな きも、 亦 陰陽の 消息 往來些 子の 間斷 なし。 

是れ 鬼神の 迹、 造化の妙、 言 ふこと を 待たず して 然るな り。 故に 天地の 問 悉く 皆 鬼神 

a  の 流行に して、 其の 德 尤も 廣し。 中庸に 曰 はく. 「子 曰 はく 、鬼神の 德 たる 其れ 盛なる 

^ 學 六  五三 三 
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哉。 之れ を視れ ども 見えず、 之れ を聽， t ども 聞えず * 物に 體 して 遣 十べ からず」 と。 

師 曰 はく、 聖人の 鬼； t を 論ずる- 天地 及び 人 を 先にして- 而る 後に 鬼神に 及び、 竟 

に 鬼祌を 以て 先んじ 論ぜず。 易の 文 言に 曰 はく 、「：大 且つ 違 はず、 而る を況ゃ 入に 於て 

を や。 况ゃ 鬼神に 於て を や」 と。 叉 畳の 卦の I に 曰 はく T1K 地の 盈虚 *  .g- と 消. す。 

二) 先 s_f 而る を況ゃ 人に 於て を や。 や 鬼神に 於て を や」 と。 論語に 曰 はく， 季路 鬼神に 事へ 

WRIT 1 ^ 

ん こと を 問 ふ。 子 曰 はく  、「未だ 人に 事 ふること 能 はず、 焉んぞ 能く 鬼に 事 へん」 と。 

(二 ) 

(：) sir 樊遲知 を 問 ふ。 子 曰 はく、 「民の 義を 務め- 鬼神 を 敬して 之れ を 遠 ざく、 知と 謂 ふべ 

し」 と。 愚 謂へ らく、 鬼祌は 形の 見聞 十べき なし。 天地 及び 人物 は是れ 鬼神の 迹 にし 

て 知識すべき なり。 故に-大地 を 先にし 人民 を 次に 十。 天地人 民是れ 明かに 務 むる とき 

は 、 乃ち 鬼神 の 無迹な る も 何 ぞ感通 せ ざらん や。 

師曰 はく、 易に 吉凶 禍福 を 言 ふや • 各  > 鬼神 を 以て 十。 文： 一一 一 ri に 曰 はく 、「鬼神と 其の 

吉凶 を 合す」 と。 謙の に 曰 はく、 「鬼 祌は盈 に {も して 謙に 福す」 と。 是れ 吉凶 禍， 幅 を 

以て 鬼神 を 言 ふなり。 人の 善 を 爲十ゃ * 其の 神是れ 通ず。 其の 惡を爲 十 や、 其の 鬼是 

れ 謀る。 同氣 相應 ずるの 謂な り。 


(：•) 一： 程 語 

SSJT 一一に 出， つ 


師曰 はく、 程 子 曰 はく、 「古の 鬼 祌を首 ふや- 祭祀に 著く に 過ぎず * 亦 只 だ 是れ言 ふ、 

嘆息の 聲を 聞く が 如し。 亦 背て 如何なる 言語 を 聞きし か を 道 はず、 亦 曾て 如何なる 形 

狀を 見し か を 道 はず」 と。 愚 謂へ らく、 鬼神 は 幽遠の 間 通ず る 所 あり。 故に 其の 言語 

形狀を 見聞す ベから ざれ ども、 然も 问氣 相！. 依して、 聲 の相發 し、 形の^^^鬆たること 

ある、 亦 疑 ふべ からず。 凡そ 氣の聚 まる 所 >  理 必ず 具 はる。 之れ を 鼓 十る に 雷. を W 

あら 

てし >  之れ を 潤 ほす に 風雨 を 以てす、 水火の 見 はれて 執るべき の狀 なく- 雷 風の 聞え 

て 見るべき の 形な し。 备>  是れ 鬼神の 妙、 造化の 迹、 測るべからず。 近く 體究 十れば- 

目の 明 ある、 耳の 聰 ある、 口の 聲 ある- 亦然 り。 只 だ詳に 認め 究む るに 在り。 


S)  ^記の 

篇 名 

(五) 孔子の 

弟子、 名 は予， 

卞は tf 我、 @ 

の-人に して 辯 

に 巧な h- 

(六) 同前 孔 

子の の つづ 


六 0 鬼神 魂魄 を 論ず 

(巧)  §  'i^ 

師曰 はく. 祭 義に曰 ふ、 宰我曰 はく、 「吾れ 鬼神の 名 を 聞く も、 其の 所謂 を 知らず」 

と。 子 曰 はく、 「氣と は 神の 盛なる なり。 魄とは 鬼の 盛なる なり」 と。 叉 曰 はく、 「衆 

生 は 必ず 死す、 死 すれば 必ず 土に 歸る、 是れ 之れ を 鬼と 謂 ふ。 骨肉 は 下に 斃れ、 陰れ 

て 野 土と 爲る。 其の 氣は 上に 發揚 して 昭明煮 ^情 恰と爲 る。 此れ 百 物の 精な り、 神の 

聖 學 六  五 一 二 五 
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.:- ちじる 

著 しきな り」 と。 愚 謂へ らく- 禮 記は漢 儒の 說 にして 其の 言 悉く；^ ずべ からざる も 

< 一) 後？ a の 

？ I、  .ff? の ある も、 鬼神の 說に 到りて は 少しく 詳 なり。 凡そ 魂 は 陽に 屬 し- 其の 靈は祌 なり。 

二 U お i  ^は 陰に 屬し. 其の 靈は 鬼な り。 人の 人た る や 陰陽 を 合して 形 氣と爲 す。 其の 陰 暴の 

あり  ニー  ！，！  一 

0^^^^^ 靈精を 魂魄と 曰 ふ。 高 誘が 淮南 子の 註に 「魂 は 陽の 祌、 魄は 陰の 祌」 と 曰 ふ、 是れな 

H0^^ り。 人の 將に死 せんとす る や， 陽氣 上り 出で 陰氣 下り 降る、 是れ 魂^の 分散な り。 

に 1U.= 師曰 はく. 人の 將に死 せんとす る や- 魂氣は 天に 歸り 形她は 地に 歸り、 漸々 に 分散 

1.「ri 将， し 去る。 其の 間 偶-' 形氣に 厚き の 徒、 其の 死し 去る も魄 未だ 散じ盡 さざる こと あり、 

秋 i 卞.： s.t 猶ほ香 を 盛る 器の 餘蒸相 遣り、 堅木 薪と なる も餘灰 甚だ 炭なる がごと し。 是れ 皆私氣 

の 久しく 結 ぼれ 厚く 凝れるな り。 然れ ども 亦 別に 是れ 凝結して iZI ら 一 物と 爲 るに 非ず、 

irf 世 次 遠き 者 は、 自然に 分散し 盡 すなり。 其の 至れる 者 は 鬼 魅 之れ に 因って を &g す. 

(一一-) れい 

K^^,^ 伯 有 M を爲 すが ごとし。 

ば？ T- 遣れて  (5 

逃^ その 『-1  師曰 はく、 易に 曰 はく T 精氣は 物を爲 し、 遊 魂 は 變を爲 十。 是の 故に 鬼神の 情狀を 

七 年 知る」 と。 愚 謂へ らく、 氣の 精なる、 是れ 人物たり。 人物 は 旣に形 氣の發 見す る 底な 

*  0  0 未だ 發： せざる の 間、 造化の妙.^ 行す、 是れ遊 魂な り。 是れ 鬼神の 說 なり。 人物 


旣に 形す， 是れ 鬼神の 物に 見 はるるな り。 人物 形せ ざる も 亦 鬼神 流行して 造化の 變を 

爲す、 是れ遊 魂 變を爲 すなり C 人物 は 形の 見るべく、 遊 魂 は 形の 見るべきな し。 共に 

伏. &る よ }•  0 古来 SI おな^て SS 神と S す。 今 築す 乙に、 天下の 

tKf  Ic-f  a^*J  ？ 至 精 は- 精義 神に 人る の 精に しゃ の is"- 

師曰 はく、 聖人 は 物に 凝滞す る ことなし。 故に 天地と 其の 理氣を 同じく す。 其の 死 

生 四時 晝 夜と 異なる ことなし。 其の 魂魄 鬼神 も亦然 り。 唯 だ 道に 通ぜ ず、 其の 理を盡 

さざる の 徒， 甚だ 事物に 凝滞して、 其の 氣鬼 魅麵に 通じ、 妖 災を爲 す。 是れ叉 殆ど" ハ£ 

なり。 

師曰 はく、 切に 死生 魂魄の 說を言 ふとき は、 乃ち 猶ほ浮 培の 六道 輪廻し- 魂魄 帶 

して 種々 の 苦を受 くるの 說と 相似た るが ごと けれども、 甚だ 然ら ず。 人 は 只 だ 天 池の 

鬼神 を 商 ^ く。 今 將に死 せんとす る、 是れ 鬼神の 結滞、 分散し 盡 しても 亦是れ 鬼神な り。 

^に 天地の 鬼神. 人物の 鬼神、 相 間隔 せんや。 然れ ども 人 新に 死して 其の 歸氣 未だ 散 

じ盡 さざる は、 翁 ほ 香を燒 いて 餘薰 室に 滿ち、 火 を 埋めて 殘灰 未だ 死えざる がごと し 4 

故に 其の 子孫 祭祀し 來 らば、 祖考の 精神 感格 底の 理 あり。 其の 氣只 だへ は 分の み、 形狀 

0 結滯 すべ きな し。 何物 か 輪廻し 何物 か 苦 を 受けん や。 然れ ども 亦 一 物 {へ15 虛の 中に 接 

^學六  l_d  一一 It 
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りて- 以て 子孫の 求 を 待つ あるに 非ず、 只 だ 其の 誡 敬を盡 すと き は、 乃ち 同 氣相？ ば 通 

し 来る たり。 

帥 S はく、 占人體 魄の說 あり。 凡そ 屍 骨の 原野に 在る や， 形氣の 厚簿に 因りて， ^ 

ほ 氣^ 來寸 るが ごとく、 草木の 葉 根 腐朽す と雖も 其の 能 あり、 百 草 以て 見つべし レ 

燼炭は 速に 人を傳 ふ、 故に.^ 魂 滯魄も 亦 謂 ふべ きなり。 

六 一 祖考を 祭祀す る を 論ず 

師曰 はく、 萬 物 天に 本 づき、 人 は 祖 に本づ く。 天地の 萬 物の 聚散 分 合、 悉く 天 

二) 

*ss に 出 地の 氣を萬 類に 聚 め- 叉 萬 類の 氣を 夭 地に 散ず。 衆 支の 祖に 於け る も 亦 此の 如し。 故 

づ。 上 Zl と は 

(Jl^is* に 往古の 聖人 先 を 奉じ 遠き を 追 ふの 義、 更に 已 むこと を 得ず して 然るな り。 祭祀の 制 

ひ +  。^る 二と  (二  (二)  ，ci,u、  11  ： , 

3  ？ ^作 爲し來 らん や。 虞 書に 「正月 上 曰、 終 を 文 祖に受 く」 と。 サ； 是ゎ 

*0  (三)  、、-  (五」 ん -ゃ 

S に 21 は 人君 祭 廟の始 なり。 易の 萃 に、 「王、 有廟 に^る」 と。 漁の 象に、 「風. 水上 を 行く は ゆ、 

_* の： ヌ、 一 

8  なり e 先王 以て 帝 を 享し駒 を 立つ」 と。 是れ 則ち 郊天、 帝を享 す、 獨り 之れ を 以て 本 

(さ •  人な！ 《  、へ 

t-i  に 報じ 始に： るの みに 非ず。 ^し 郊祀 して 以て 上帝 を 奉ずる は、 天下？^、 散の 心 を收め 


, て 一 に萃 め、 其れ をして 萬 物の 一 大に 生ずる を 知らし むる 所以な り。 廟に享 して 以て 

祖宗 を祀る は、 一 家：. Si 、散の 心を收 めて 一 に萃 め- 其れ をして 百せ の 一 祖 より 傳 はるを 

知らし むる 所以な り， - 聖人の 敎 * 尤も 切なる かな。 

師曰 はく、 子孫の 祭祀、 却って 感格 する 者 あり、 是れ 畢竟 同氣相 通ず るの 謂な り。 

祖宗 世々 相 遠くして 衆 支 禀け傳 へ 来れる の氣、 是れ 全く 祖宗の 餘分 にして， 子孫 ある 

の 間 其の 氣傳 へ來 りて 失 ひ 去るべからず。 故に 子孫 は是れ 祖宗の 氣 なり。 他の 氣 散ず 

と雖 も、 他の 根 傳へ傳 へて 這 裏に 在り。 今 誠 敬を盡 すと き は、 乃ち 祖宗の 氣 全く 相 通 

ずるな り。 翁 ほ 火の 薪に 傳 はり. 其の 餘炎數 薪に 廣 まり、 前 薪 旣に盡 きて、 後 薪 以て 

績 き- 世々 を經歷 すと 雖も • 其の 火 相 績き來 りて、 其の 氣相 通ず るが ごときな り。 ； i 

(Jf  . 

s  M^^ や 新に 死す るの 氣は， ^ほ 火の 新に 滅十 るが ごとく， 餘氣甚 た^ 氳 して 通ず る 所 尤も 

ひひ 17— 一.  5  S  f 

^c^^.k. 速な り。 勉齋の 黄 餘が曰 はく、 「親の 歿する に 及びて は、 屋に 升り て號ひ 重 を 設けて 以 

(九) 木 主*  す S ん  まつい- 

4 卞の意  て 祭る とき は、 祖考の 精神 魂魄 も 亦 適に 散 f るに 至らず して、 朝夕の 奠、 悲 慕の 情自 

ら感通 を相爲 して 離れざる 者 あり」 と。 ^^^き得て可なり。 

( 一 〇) 前せ  「s 

£ー養| 師曰 はく、 北溪の 陳谆曰 はく 、「古人の 祭 „ft は， 魂氣 天に 歸 り， 體魄 地に 歸るを 以て 

M 學 六  五三九 
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二- - 

Uio きも の 故に、 諸れ を 陽に 求め. 或は 諸れ を 陰に 求む。 祭義に 『^ss  M を ぬし、 見 ふる 

ほ センな  jt?.;* う  しょしょ，、  r.u  ^  *  .,-(；. ほ ャ，. 

h-^iu に 蕭光を 以てし、 以て 氣に報 ゆるな り。 >^ 稷 を-おめ- 肝 肺 首 心を羞 め、 加 ふるに SIS 

い 化 を 以てし. 以て 魄に報 ゆるな り』 と 曰 ひ、 郊特牲 に 『周 人 は.：：々 を尙 ぶ。 ぐに 鬯. を 

れー/て5^^5" 用 ひ、 1^ に琶を 合し、 一 陰に お.^ て 淵 泉に 達す。 旣に灌 して 然る 後に 牲を迎 へ、 陰氣を 

3  i 致すな り-。 蕭を 黍稷に 合せ， 陽に £ 々して 牆屋に 達す。 故に 旣に贫 して 然る 後に 蕭を 

*^ も X へ けいか 5 

1、*- に" き "難 を 合す。 凡そ 祭に は 諸れ を此に 謹む』 と 曰 ふが 如し」。 愚 謂へ らく- 大地 陰陽 

( S  ^  <s お の 

5"  の氣、 其の 事 を 以て 窮め 盡す とき は、 陽 を 求む るに 香 rt; 々を 以てし、 陰を求むるに^£-.^ 

は.？， /- を 以てす。 陰亦氣 あり、 加 ふるに，：？ ご r; 、てす。 古來 其の 體窮 する 所以て 見つ ベ），。 凡 

M  * も は 地に そ 祭祀の 制 も亦已 むこと を 得ざる の 誠 を 以て 之れ を 推す のみ。 

* むる こ I.- 

^^^u^^  師曰 はく， 祭祀の 禮は誠 敬 を 專ら にす るに 在り。 誠 あら ざれば 乃ち 感ずる 所な し、 

め5* に； 其の 祭祀す る 所竟に 詐僞妄 作に 到る。 敬 を 以てせ ざれば 乃ち 祌是 れ濱 る。 今 吾が 一 念 

ュ 

<0  *!* つ、 の 誠 敬 旣に此 に 立つ とき は、 彼れ. ずの 上に 高々 たり、 萬 里の 遠き に 51^ 々たり- 千 百 

-■4 IJK^.  れ *n き やう  きふ じ ゥ 

世の 久しき に .ISH たりと 雖も >  胖级の 間に 靠聚 せざる ことなし。 感 半の 際洋々 

+  ほ e な 乎と して 其の上に 在 十が 如く、 其の 左右に 在す が 如し。 益 曰 はく、；—； や 誠 は祌を あぜし 


「さ む」 と o  ラ 伊 尹 曰 はく、 r 鬼祌は 常に 享 くる ことなし。 克く誠 あるに 享く」 

二  0)  と。 孔子 曰 はく 、「祭る は 在す が 如く 十、 祌を 祭る は 神 在す が 如くす」 と。 中庸に 曰 は. 

へ 份篇第 十二  一； 一)  一一に. め..  つ， ァ へまつ 

f 一 一) 第 十 く 、「天下の 人 をして 齊明盛 服して、 以て 祭祀に 承 らしめ、 洋々 チ として 其の上に ま 

-パ暾  (一三- 

~ 二：) 齊は すが 如く、 其の 左右に 在 十が 如し 一 と。 祭 統に曰 はく T 凡そ 人 を 治む るの 道、 禮 より 

^^n-.  < はなる はなし。 禮 に五經 あり、 祭より 重き はなし。 II, お，.？ 夫れ 祭 は、 物 外より 

iff-  n;" ナ t*  7" 

(|:.-)  ^ssi  ^る 者に 非ざる なり。 中より 出で て 心に 生ずる 者な り。 心 怵れて 之れ を 奉ずる に禮 を. 

の Ira 名  おも 

以て 十。 是の 故に 唯 だ 賢者 能く 祭の 義を盡 す」 と。 愚 謂へ らく * 子孫の 祖考を 念 ふ は 

u むこと を 得ざる の 情に して、 以て 作爲 すべから ず。 聖人 は玆に 於て 之れ を 奉ずる に 

ほ き へんとう 

^^^^^ 禮を 以てし、 其の 惰狀 をして 節に 中ら しむ。 是 れ齋戒 犠牲の 設、 簠簋 の 制 起る 所 

以 なり。 其の 本 を 推す とき は、 心 志の 歸向 念々 忘れず、 一息と して 其の 誠を存 せざる 

なく、 一事と して 其の 誡を盡 さず とい ふこと なく > 一物と して 其の 誠を寓 せざる なし。 

いたる-! と  . 

夫れ 然して 鬼神の 格 思 * 疑 ふべ からず。 

師曰 はく、 祭祀の 禕數！ するとき は 瀆れ、 疏 きとき は 怠る。 故に 先王の 禮を 制する 

や、 詳に 天下の 人情 をお？' へ、 -N れ をして 節に 中ら しむる のみ。 宗廟の 祭 は * 子孫の 心， 
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□ 時の 問 も 亦 忘るべからず と雖 も、 聖人 其の 情 を 節に 十。 是れ他 をして 誠 敬 を 忘れ ざ 

<• ご *IW お らしむ るの 戒 なり。 說曰 はく、 「祭， C を黷十 >  時を欽 まずと 謂 ふ。 禮 IS はしければ 則 

-ffi 中に S づ。 

ち亂 る。 祌を祀 る こと 則ち 難し」 と。 祭 義に曰 はく  、「祭 は數. - 十る を 欲せず、 數> 十 

(■ ご g 典け  お- C そ，".  、 

！ i& 事に 作る ると き は W ち 1^ はし、 H はしき とき は 敬せ ず。 祭 は琉に 十る を 欲. せず、 琉に するとき 

(： じ s,^  -」. - ノ， 

S  は 則ち 怠る、 总る とき は 則ち 忘る。 故に 君子 は 諸れ を 大道に 合せて， 春 は 蹄し 秋 は^ 

fs:、  J,-5 よ， -o 蹄.， 1S£ に J« に 作るべし。 ft: やの 祭 は 法な. 大道に 取りて、 一時に 一た び 祭り、 一？ S に 「火 こ 

3-  ；  ^'^^1  L  :.«じて5:っ の祭ぁリ。 春を«.げて以て_85^«見はし、 秋な*げて：^てスー*見はすなり。 .ii-rtwc  -  I  ( 

其の 祖廟 を 俯め、 其の 宗器 け 5 を陳 ね、 其の 裳&魏 If 附 を 段け. 其の 時 食 I 翁 

を 藤む」 と。 

六 二 神祇 を 祭， 祀 十る を 論ず 

師曰 はく • 國に 大事 あるとき は 大地に 告げて 以て 群 神に 及ぶ は艚の 常にして、 人君 

义已む こ と を 得.. 2 るの 誠な り。 聖人 竟 に 神祇 を 祭祀す る の 制 を 立 てて 其の 節を定 む。 

5. その 下 是れ！ K 下の 鬼神 亦 各- -宗と 十る 所 あるたり。 曲 禮に曰 はく、 HK 子 は 犬 地 を 祭り、 四方 

を 祭り、 山川 を 祭り、 五， c を 祭る、 歲 ごとに 隔 く 十。 諸侯 は方祀 し、 ばお？ 


W  if5.  A  & ク 
役 Iff 位 則 (；、 

赏貢置 祭 

•  •  •  *E 


1^:、を山川を祭り、 五祀を 祭る、 歲 ごとに 桐く 十。 大夫は 五祀を 祭る、 歲 ごとに 1€ く 十。， 

士は 其の 先 を 祭る」。 お 一 制に 曰 はく、 「大子 は 天地 を 

(七) 

祭り、 諸侯 は 社稷 を 祭り、 大夫は 五. C を 祭る。 天子 は 天下の 名山 大川を 祭り、 五嶽は 

(八〕 な そら し とく 

三 公に 視ふ。 四濱は 諸侯に 視ふ。 諸侯 は S 山大 川の 其の 地に 在る 者 を 祭る。 天子. 諸 

、し 二く  5 ち 

侯 は 因國の 其の 地に 在りて 主の 後な き 者 を 祭る」。 1 ほお 猸 叫 其 靴 讀 

0m.^0^3..0s§00. 愚 謂へ らく、 祭祀の 分、 上に 在る 者以 

を か 

て 下 を 兼ぬべく、 下に 在る 者 以て 上 を 潜すべからず。 是れ 古の 禮 なり。 一家の主 は 一 

家の 鬼神 焉れ に屬 す。 諸侯 一 國を 守る とき は、 一 國の 鬼神 焉れ に屬 す。 天子 天下 を 有 

つと き は、 天下の 鬼神 焉れ に屬 す。 故に 時 を 以て 之れ を 祭. 祀 して 其の 誠 敬を存 し、 其 

の 禮節を 正す とき は、 先 を 奉じ 遠き を 追 ふの 德、 以て 明かに 以て 厚し。 而 して 天下の 

鬼神 各 ~感 格す。 是れ 鬼神と 其の 吉凶 を 合するな り。 

(一 0ー 

師曰 はく、 周禮 に、 「大宰 は 八 則 を 以て 都鄙 を 治む。 一 に 曰 はく 祭祀、 以て 其の 神 を 

ぎよ 

敏す」 と。 愚 謂へ らく、 祌は幽 にして 迹 なし、 又 安ん ぞ 得て 之れ を默 せんや。 蓋し 祭 

祀の分 を 定め、 其の 禮 節の 品 を 制する、 是れ祌 を M するな り。 聖人 天の 則 を 以て 其の 

« 學 六  f?" 四 三 
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「九」 四大 巾， 

揚士江 ニ；《 河， 

江 • 濟河 
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五 Era 


ft 

f:) 下 ISf 


つノ， >  ？の 

中の W 名 

s ぉ屮： 五 

. . . -." き： 


禮を節 十、 故に 幽遠 不測の 鬼祌 も. 亦 必ず 命 を 承け て 違 はず。 之れ を宗 とすれば 乃. v£V 

凡そ A 、の.. 下 . 大 邦. 小國. 一都. 一 鄙. 一家- 其の 當に祀 るべ き 所の 神旣に 定まり 

て. 得て^ すべから ず、 得て 廢 すべから ず。 夫子の 曰 はく T 其の 鬼に 非ず して 之れ を 

祭る は、 ？ i ふなり-」 と。 曲 禮に曰 はく 、「其の 祭る 所に 非ず して 之れ を 祭る を、 名 づけ 

て 淫祀と 曰 ふ。 淫祀は 福な し」 と。 此の 言に 因る とき は * 安ん ぞ 陪臣に して 泰山 を 

旅 し. 諸侯に して 郊祀を 行 ふ 者 ある こと を 得ん や。 若し 祭るべからず して 之れ を 祭 

ると き は、 乃ち 媚を 求む るな り。 鬼神 豈感 通の 理 あらん や。 

師 in はく、 凡そ 禱 祭の 說- 周禮に 、「大 祝 は 六 祝の 辭を 掌り て- 以て 鬼 • 神. 示に 事 

{ 五^ 

へ、 福祥を 祈り、 永貞を 求む 一 と。 是れ 祈禱の 事な り。 又 「六 祈 を 掌り. 以て 鬼. 

神... 小を问 じうす」 と。 是れ大 祝 祝辭を 掌り、 又 祈る 所の 事に 六つ あり、 皆 福 祥を祈 

る 所以. なり。 夫れ 祈禱の 事， 其の 大 故に 因って 祈り 禳ふ所 あり。 是れ亦 人情の 免る 能 

はざる 所な り。 聖人の 禮節を 建つ る、 尤も 人情に 緣 りて 之れ が 節 を爲 して、 ぎれ を 

して 限る 所 ありて、 敢 へて 過ぎ 求めず、 法と する 所 ありて、 敢 へて 妄りに 求め ざら し 

む。 是れぉ來祈ほの5^^なり。 聖人 作ら ざれば、 正 塗窄- 塞-して、 t 民 道 を 知らず、 各- 


(六. - 奇仵 « 

BI の s。 袤 は 

邪に！：？ じ 


でし) 

周頌 

(八) 山川 河 

11- の 砷 

(九〕 武 H,:, 

たるの 威 

德 あるの 菜 

(一 〇) 春 .v: 

大宗 伯に 出づ 

も 祭， 一な^, 

Ms と い tl。 

ほせに おじ、 

山 林 は なき 

ち W て 埋め、 

川 SS は 水 ある 

も W て 沈.；. 1 る 


常の 心 を 罔して、 諸れ を茫昧 にきく に 非 ずん ば、 則ち 奇 袤に！^ る. - 時 君旣に 守る 所 を 

知らず、 往々 邪 僻の 惑 は 十 所と 爲 りて， 非 分の 祈 あり。 況ゃ蠢 乎た る 小 民、 悉く 鬼 魅 

異教に 長れ、 區 ベに 小祠 を^け、 神號を 奉りて 其の 地を狹 くし、 其の 山林 を 私 十. 尤 

も淫. まの 大 なるな り。 聖人 禮を 定めて 其の 情 を 節す、 其の 設大 なる 哉。 

師曰 はく、 天地の 間鬼祌 造化の妙、 物と して 在らず とい ふこと なし。 舜 典に 曰 はく、 

(A) 

： 群 神に 桐"！ なく 十」 と。 周頌時 1_ 篇に曰 はく、 「百 神 及び 河喬 嶽を康 <^ せり、 允に 王 

ョ)" ， * 

は 維れ 一 厂ロ たるな り」 と。 曰 lfi?f;lsl% 一  周 禮に曰 はく 、「難 沈 を 以て 山林 川澤を 祭り、 

&い i を 以て 四方 百 物 を 祭る」 と。 igf^Ji がぶ；, ま- iss  ，か"：/ 牲の 愚 謂へ らく、 

人君 天下の 大を 有つ とき は、 凡そ 天の下に 在る 者， 昭々 の 際に は 人 あり、 冥々 の 中に 

は祌 あり。 明に して 人 たれば、 一入の 其の 所 を 得ざる ものな く、 幽 にして 祌 たれば、 

ぁチね 

ー祌の 其の 職 を 受けざる ものな し。 故に 人君 必ず 群 神に 徧 く 十。 祭 法に 曰 はく 、一夫れ 

聖 王の 祭： 紀を制 十る や、 法 を 民に 施せし とき は 之れ を祀 る。 死 を 以て 事 を 勤めた ると 

き は 之れ を祀 る。 勞を 以て 國を 定めた ると き は 之れ を祀 る。 能く 大舊 を禦 ぎしと き は 

之れ を. € る。 能く 大患 を捽 ぎしと き は 之れ を， 屺る」 と。 是れ 人の 國家 天下に 勞 して < 
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民に 功 ありし 徒、 君と 云 ひ 臣と云 ひ、 悉く 之れ を 祭祀して、 其の 鬼神 を 安んじ、 其の 

盛德を J 一 V ふ。 や 聖人の 萬 世に 於け る >  人々 之れ を 敬し 之れ を 尊ぶ レ- も、 家々 之れ を 

祭り 之れ をハ 慮す とも， 猶ほ 足らざる こと あるが ごとし。 豈 忠臣 義士  *漢 唐の 帝王の 類 

ならん や。 更れ釋 •，％ -の說 ある 所以な り。 

<■-)  ^^^^ 

！ efs 神の  六 三 或 ひと 鬼神 • 魂^. 祭祀 • 神祇の 說を問 ふ を辨ず 

,^H^..^4.^H  或 ひと 鬼神の 有無 を 問 ふ。 師曰 はく、 程チ 嘗て 曰 はく 、「吾れ 雨が 爲に 無しと 一一 一 n はば- 

せ、 15^,. 節、， wr 

聖人是 の 言 あり  >  顿が爲 に 有りと 言 はば、 -翁 吾が 言に 於て 之れ を 求めざる を 得ん や 一 

F ^説い 、一一 

と。 上 蔡の謝 氏、 t 祌 有無の 問に 答へ て 曰 はく、 一  余 當時亦 曾て 明 道 先生に 問 ふ、 明 道 

あり。 g^l^  に  た ん i て 

おなり , の 一 はく 、『働に 向って 無しと 道 ひ 來るを 待って、 儸怎生 信じ 得 及ばん。 傰に 向って 有 

r 二) 中 た 

卞^^ト 六き りと 道 ひ 來るを 待って. 倆 但だ尋 討し 去って 看よ』。 此れ 便ち 是れ答 ふる 底の 語」 と。 

ヽ.. .) 宋 f4,Be  二-一)  たち ま I"-  , ,  . 

！ e せ 一- -as© 朱 子、 鬼神の 有無 を 問 ふに 答へ て 曰 はく 、「此れ 豈卒 乍に *i くべ けんや。 便ち；^?^、し-も 

.^^h^ 公亦豈 能く  t じ 得 及ばん や。 須 らく 衆理に 於て 看 得する こと 渐く 明かに して、 此の 惑 

み も 白 18 

つ- J は i?a 自ら 禅くべし 一。 义曰 はく、 「上蔡 曰 はく、 『有り と^へば 便ち 有り、 無しと 道へば 3^ 


ち 無し』 と。 都て 說き 得て 麋 r なり。 合當に 有るべき 底は從 つて 之れ 有りと する レ-き 

は 則ち 有り、 無 かるべき 底 は 自ら 是れ無 了な り、 便ち 從 つて 之れ 無しと すと？ i5| ふべ し〕 

今 却って 只 だ 有りと 道へば 便ち 有り、 無しと 道へば 便ち 無しと 說くは 不可な り。 上蔡、 

鬼神 を 言 ひ. て- 我れ 有らん こと を 要 むれば 便ち 有りと し、 天 地 祖考の 類 を 以て 十。 無 

からん こと を 要 むれば 便ち 無しと し- 其の 鬼に 非ず して 之れ を 祭る 者 を 以てす」 と。 

愚 謂へ らく、 鬼神 有無の 說、 先 儒の 論ずる 所 分明に 非ず * 是れ只 だ 私見 臆說を 以て 之 

れを斷 ずるな り。 竊に 按ずる に、 鬼神の 言た る、 聖人 旣に 焉れを 論ず。 聖主專 ら祌祖 

を 祭る こと、 其の 說 易經. ぺ吋 書に 明かな り、 何ぞ 有無の 論に 預 らん や。 只 だ 愚 暗にし 

て理を 燭ら十 こと 明かなら ず、 故に 他の 見聞せ ざる を 以て、 或は 無しと 曰 ひ、 其の 疑 

はしき 所 ある を 以て， 或は 有りと 曰 ふ、 共に 公論に 非ず。 鬼神 は 陰陽の 精靈、 天地人 

物 悉く 是れ 鬼神の 流行な り。 近く 身に 體 して 之れ を窮 むれば， 巧ち 耳目 鼻口の 能く 其 

の 事に 通ず る， 性 心情 意の 能く 蓮 用 知識す る、 皆 鬼神の 妙 用に して、 其の 靈恍 惚努鬆 

(5 前 S 五 として、 聲も なく.：：： たもな し。 此の間 3 一 a 有無 を 論ぜん や。 故に 曰 はく、 鬼神 は 幽遠に し _ 

て 能く 通ず るの 謂な りと。 若し 幽遠 を 以て 無しと 曰 はば" 乃ち Htc  . 星 K  • 風雲 . 
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^^は皆以て這箇の無裏に屬せんか。 先 儒 問 者の 直に 認めん こと を 欲して- 有無 を 指し 言- 

はず、 是れ 悉く 來 者の 惑 を 直ぬ るな り。 聖人の 敎に 因る とき は、 鬼神の 德 たる こと t 

も 盛な り、 無 を 以て 之れ を 論ずべ か、 りず。 鬼神に 事 へん こと を 言 ふとき は、 敬して 之 

れを遠 ざく るな り。 未だ 人物の 事理 を盡 さず して、 鬼祌を 先に すれば、 乃ち 其の 惑 深 

し，、 

或 ひと 問 ふ， 子が 說に 因れば、 天地人 物 這 筒の 妙 用， 是れ 鬼神な り。 然 らば 乃ち 鬼 

祌は萬 物の 長な り。 性 心 も 亦 鬼神たり や。 師曰 はく、 旣に 鬼神と 言 ふとき は、 名分 

合 十べ からず、 故に 天地. 人物. 鬼神、 其の 分 尤も 別にして、 ロハ だ 幽明の 間の み。 其 

の理 を體窮 すれば、 乃ち 鬼神 は 陰陽 造化の妙、 一 や S の 微も亦 鬼神の 理 あるな り。 故に 

易 に 、 天 入 鬼； t ffi 次. 序し 來 つ て 、 更. に 合一せ ざ る な り 。 

或 ひと 問 ふ、 天 地 人物の 外、 別に 這 筒の *^ 神 あり や。 世の 所謂 神， 众 • 物怪も 亦^ 祌 

の 謂に して、 信じ 得 及ばん や。 師 R はく、 世の 恐る る 所の 神 姦 • 物怪も 是れ又 鬼神の 

1 事に して、 其の 問理を 1^ ら十 こと 未だ 明かなら ず • 乃ち 至怪に 非ざる を 以てして 至 

怪レ-^！？し、 竟に疑，惑し來る^^, 世俗 甚だ 多し。 凡そ 尺地の 間 造化の妙 皸 股の 樓様 あり， 


< 1 ) お Si 先 


.C し i&i ハ 

.牟 に 出づ、 抄 

出な り、 楚と 

：平キ 成立せ L 

めん とせし t- 

の ことな， n-" 


狐 独 iK 拘 等の 能く 形 を變じ 妖を爲 して、 有形の 物 を移變 する は- 人々 の 皆識る 所な り。 

是れ 等の 人物に 通ず る、 是れ鬼な，=^。 鬼 は 陰に 屬 し、 4i 設寂ー ザ 5} の 思 あり、 故に 多く は 

あら 

夜陰 を 以て 其の 類に 應 じて 其の 妖靈を 見 はす。 是れ 恐懼す るに 足らざる なり。 雷 遠 百 

里に 震 ひ 、電撃 雪 間に 光り、 地 動き 山 崩る、 是れ 神な り。 神 は 陽に 屬し、 其の 流行す る 

所 尤も 恐懼すべく、 其の 戒 むる 所 人君 國 家に 在り。 然して 世人 只 だ 祌态. 物 怪に惑 ひ 

て1申0%1^&  ？？^らず、 ま、 c  も. ン。 X 曰 はく、  そ 其の 形 指すべき ある、 乃. ち 鬼な h---  あ hi 

一 rtR-,,wy 1舅5 ダら， r.  T„K  y  .gt< -t ク. し 形な き、 是れ 神な りと.. -又曰 はく、 象 は是れ 鬼-象な き是れ 神と。 

或 ひと 問 ふ、 鬼神 は、 幽遠に して a- るべ からず.、 人々 恐る ベ きの^しき なり 。鬼神の 

^る こと 亦 度るべからず。 之れ に 因って 便ち 鬼神に 事 ふること を專ら にせん か。 師曰 

はく、 季路 鬼神に 事 へん こと を 問 ふ。 子 曰 はく、 「未だ 人に 事 ふること 能 はず、， 焉んぞ 

能く 鬼に 事 へん」 と。 是れ 鬼神 は 幽遠 にして、 人物 は 至 著な り。 其の 至 著 底 を 窮め 盡す 

とき は、 幽遠の 度るべからざる も亦感 格すべき なり。 專ら 鬼祌を 以てせば 乃ち 其の 宗 

とする 所旣に 正しから ず.、 故に 妖怪の 鬼 魅 以て 窺 ふべ く， 邪氣 虚に乘 じて 焉に 入る ベ 

ナぺ やか 

し。 1K 地 鬼神の 妙、 同氣 忽ち 感じ. 同類 是れ應 ず、 其の 迅 なること 言 ふべ からず。 寒 

秋 左 傅に、 季梁、 隨 侯に 對 へて 曰 はく、 一夫れ： は祌の 主な り。 是を 以て 聖王は 先づ民 

M 學 六  五 四 九 
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二)  を 成して 而る 後に 力 を 神に 致 十-。 故に 其の 三時 を 務め， I ぽほ、 の 其の 五敎を 修め， は 凍 I 

„;.1!».從 丹 P  一  (、二 )-  ^ 

れ" 弟 其の 九族 を 親しみ、 以て 其の P 祀を 致す。 是に 於て か 民 和して 神 之れ 

ゆの， (： 二) 

の r4-*TJ れの に 福 を 降す、 故に 動いて 成る こと あり。 今 民 各 心 ありて、 鬼祌 主に 乏しく 君獨リ 

rf-4p  (五 ) 

rli  (ran  きうし き 

一 j  £ 、レ不 璺 たりと 雖も、 其れ 何の 福 か 之れ あらん」 と。 又 曰 はく、 宮 之奇. 處 公に 告げて 曰 は 

t さに S?  く，  ilr 臣 之れ を 聞く〕 鬼神 は 入 を實に 親しむ に 非ず、 惟だ德 に是れ 依る」 レ， -。 故に 周 

りむる 者な-、，  て、 C 

磬に111はく、ー^^大は親なし、 惟だ德 是れ輔 く」 と。 是の 如きと き は 德に非 ざれば 民 和 

なり ，  (へ. 0:： 一十一 年；.， ii?^ に 出， つ。  . . 

<£)  せず、 神享 けず。 神の 瑪り； M る 所 將に德 に 在り。 衞、 帝 丘に 遷る。 衞の成 公. ％\ に 

ヘム 五 年の 條に 一-つ 一し 七.， に S?  "きう 5 き 

lilfl^ 康叔が 「相. 予が享 を 奪 ふ」 と 曰 ふ をみ る。 公 命じて 相を祀 る。 . 将武子 可かず して 曰 

；^^ ^K. はく 、「鬼神 は 其の 族 類に 非 ざれば 其の 祀を 飲け ず、 祀 . 酆何 にか 事 へん。 こ 乃ろ ち 

(な；； まお i お-巧へ 相の^^に享られざること久し。 衞の 罪に 非ず。 以て 成 王 • 周 公の ひ^ま 

へ  1CV» れ^れ を 間すべからず」 と。 初め 楚の 昭王疾 あり、 卜して 曰 はく  T 河 を爲 す」 と。 王 祭ら 

之 命に  ，  一  f 

ィ  ず。 大夫 諸れ を郊に 祭らん と 請 ふ。 王 曰 はく， 一三 代の 命祀は 祭， 望 を 越えず。 、江. 

一七) is  し t  . う  f, 

か *、* 丘に 漢. 雎*淳 まお ほの は楚 のきな り" 禍福のl^^ること是れに過ぎざる なり。 不穀、 不 

^^^^^^^^  .si なりし- 雖も、 河 は 罪) を 獲る 所に 非ず」 と。 遂に 祭らず。 孔子 曰 はく、 一 楚の昭 王 大道 


は そ £ た-く を 知れり- 其の 國を失 はざる ゃ宜 なる 哉」 と。 是れ 等の 數話比 校して、 鬼神の 惟れ 德 

成 公に 事へ て  1ー5. , 

ば WJg"* 是れ 依る こと を 知るべし。 史 曰 はく、 「吾れ 之れ を 聞く、 國將に 興らん とせば、 民に 

(九) .^Si4^.s&  もつ ばら 

.5 けて 常に 聽く。 將に 亡びん とせ-ま、 神に 聽 くと。 神 は 想 明 正直に して 壹 なる 者たり 人に 依つ 

！ V るべき. * の 

(お 一八ね 年 P て 行 ふ 一 といへ り。 後世に 至りて、 人 々 心 を 禱祈宗 祭の 事に 留めて. 其の 當に 祭る ベ 

せづ 

ニー)  ste 侯 き 所の 鬼に 非ざる 者 を 祭り、 切に 鬼神に 事 ふる を 以て 用と 爲す。 故に 神姦 妖怪 其の 虛 

境内の 山 HKi  す，？， い 

に *^ じて 祟 災を爲 すの 類 亦 多し。 甚だ 大道 を 知らざる の 謬な り。 

： となり 望 

透 i) き 或 ひと 問 ふ、 旣に 鬼神の 說 あるとき は、 未だ 嘗て 禱 祭して 福 を 祈り 災を 除く の 事な 

川 を 5«み.*< つ 

るズと  くんば あらず。 然 らば 則ち 人の 吉凶 必ず 以て 鬼祌を 祭りて、 其の 感應 あり や。 師曰は 

0^0^  く- 帝舜 位を攝 する の 初め 旣に 祭祀の 說 あり。 虞 書に 曰 はく、  rst に 上帝に 類し、 六 

二十： 年に 出  ひん  ばう  ぶまね  -  。- 1 - 

づ ： 宗に まし * 山川に 望し. 群祌に 偏く す. 一 と。 是れ 萬世經 典に 祭祀 を 言 ふの 始 なり 唐 

( 】 三) ^ 、二め  5 一 

せ) し I ぱ 公の 身 を 以て 武 王の 死に 代る や、 旣に金 縢の 篇 あり。 周 禮の祈 禱を謂 ふ も、 是れ皆 臣 

二 五) Ha-. 子の 情已 むこと を 得ず.、 吉 あれば 便ち 吿げ、 凶 あれば 乃ち 祈り、 平常 は歲 ごとに 祭り 

意. 曰. HI.  (5 

^ て 以て 報ずる の 謂たり。 然れ ども 區々 の 民 必ず 惑 あり、 故に 商の 俗 は 鬼 を尙ん で高宗 

二 六) S- 零 

の 巾に 在 h- (一七〕 fflsss. 官 の 中に 大祝小 祝の 官 あ. り， 析 .® を， る。 前 出 五 Era 頁 參照 (一八) 殷の. B. 興の 王武丁 
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お， この こ i 

宗. iis に出づ 

0:) 

3) 

-55 上. J 「祭 

か-. a す は、 こ 

T? ふ 入ん こ t 

55 すな 二べ し。 

りて、 に 

進；.！：： せし なり 

(11)  AISS 述 

.m ほお 十 巧 

り， -た路 はら 

ん と！；ふ」 の 

條な^^す、 鬼 

St にして あ 

る 子路 にして 

^ほこ C*? あ 
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も猶ほ 或は 未だ 流 俗 を脫寸 る； J と 能 はず， 神に 事 ふるの 禮 必ず 過ぐ る isli. あり。 M, し、 

其の 紀は呢 にの み璺 にす る ことなくして、 祭， 祀を黷 す こと を戒 む。 傅 說も亦 嘗て 以て 

ニー 二  一  5 

戒を 進む。 季路が 果なる を 以てして 禱 らんと 請 ふこと あり、 沉ゃ §^51 敎旣 に泯沒 して、 

人々 皆將に 神に 聽 かんとす。 是れ 感の甚 しく- 鬼神の 說 尤も 言 ひ 難き の 至りな.^。 凡 

そ 祭 禱は" 人情の 已むを 得ざる 所な り。 古の 聖人 定む るに 其の 分 を 以てし- 制 十る に 

其の 節 を 以てして. 祌囔れ ず 人 惑 はず。 故に 吉凶の 祭禱各 ~已 む；， J と を 得ざる を 以て 

す。 是れ善 を爲 すと き は 福 を 得- 罪を爲 すと き は禍を 得る の 常- 天 地の 誠 T# ふべ から 

ざるな り。 若し 之れ に 反 十る とき は、 便ち 人 怨み 祌 怒り- 禱 祭すべき の處 なし。 猶ほ 

之れ を- 渺茫其 味の 間に 求めば、 乃ち 天地人 祌の 典， 雜 揉濟亂 して、 祭； t の 誠 悉く 背く、 

安ん ぞ感 格の 事 あらん。 尤も 妖； 誕の 其し く、 人心の 正しから ざるな り。 

或 ひと 問 ふ、 流 俗 又 鬼神 來感 して 病災頓 消の 說 あり。 師曰 はく、 人 は 皆蛩々 々の 

民に して、 心 更に 主と する 所な し。 故に 一 たび 鬼神の 說を 聞けば、 怖 長禁戒 して、 放 

惰放 僻の 情 少しく 牧 斂し來 る。 其の 間內に 主と する 所 あり、 其の 感ずる 所竞に 頓に應 

ずるの 徒 あり、 偶--妖術鬼魅の5^^を以て、 其の 效を 得る ある も、 然も 其の 爲十所 も」 だ 


< 五) 後？ ss- 

符水 を以 

て^を 冶し、 

^巾 をつ けた 

る 5^?!sflB; 巾の 

W が、 地方 官 

に， VSS をな 

US し、 その 械 

■ 亡 にせ 一ら しめ 

し ことを指 す 

か。 1»! 斗 は 

- 地方の 小官 吏 

. (六) *1 

の佛 に 化せ 

. られ しち^す 

か、 或は  一 ^ 

な h し 道 

の 道士の 生 

活も 指す か.' 

12 良して， ra: 貧 

せ さ る も S ふ 

(七) ラマ 敎 

の 興起 も 意味 

• す るか、 未 i!^ 

(八) * 經の 

(九) 稷王 

二  0) 教 氏 

と 和 氏 も 指す 

ニー) 上蔡 

_ 語錄に 出づ。 
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邪に して 以て 久しう すべから ず。 皆 衰世の 祌怪 にして、 人、 祌に聽 くの 謂な り。 夫れ 

鬼神 は、 病 を 愈す の藥に 非ず. • 福を與 ふるの 命に 非ず、 上に 在る の 人 以て 其の 心 を 惑 

亂 して、 鬼に 非ざる の 祭を舆 して- 以て 無 望の 輻を 求む る こと ありて、 然して 後に 下 

の人從 つて 之れ に應 ず。 謂へ らく、 「福 以て 禱 つて 得べ く、 禍 以て 祈って 免るべし」 と。 

人道 を 信ぜず して 鬼祌を 信じ、 正 術 を 行 はずして 邪 術 を 行 ひ、 聖教の 詳に する 所を棄 

したが  ひび 

てて、 異端の 爲す 所に 拘ふ。 是れ犬 地の 氣亂 れ、 幽明の 理違 ひ、 人情 日に 暗く 邪說忽 

(五)  f 六 1  (七) 

ちに 起る。 漢末 五斗米の ST 宋の茱 を f 、して 魔に 事 ふる、 元の 彌勒佛 出世の 如き、 皆 

是れ 神を假 りて 以て 亂を 作すな り。 聖人 其の 然る こと を 知りて- 祭， 把の 禮を 制爲 し. 

鬼神の 說 を敬戒 して- 人 をして 妖術 を 以て 十る こと を 得 ざら しむ。 呂 i に 曰 はく T 王 

、- 0> 

ちゃう 卩 れい =>■  „ d  な 

曰 はく、 乃ち 重 sli- 黎 お"？ に 命じて- 地 iK の 通 を 絶ち、 降り 格る こと ある 罔から し 

/ 一  こ、 地に 在る の itf も絕 つて、 人 をして 妖術 も 以て 夫の 天に 在る の砷を 格す こと を 得 ざら しめ、 天 に 在る の 神. *1 招って、 

宅」 」 人 4 して 其の 名字 を假 b て、 ！^て地に在るの：！！^に降ることを得ざらしむるなり。 是れ 各-分限 あるの 謂な り。 

是れ なり。 

或 ひと 問 ふ、 鬼神の 說、 諸 儒 之れ を 論ず。 上 蔡の謝 氏 曰 はく 、「動いて 已 まざる は 其 

上蔡 に 見 ゆ。 又 中庸 集^ 第 十六 章に：； s« せり 
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に-一 . 

にごく ゾけ れ神 か、 滯 つて 迹 ある は 其れ 鬼 か。 往來 して 息まざる は 神な り、 摧仆 して 根に 歸るは 

ュ. * る ^ 

0^ k 鬼な り。 之れ を 生けり と 致す の 故に 其の 鬼神な り、 之れ を 死せ りと 致 十の 故に 其の 鬼 

神なら ず，。 何ぞ や。 人 以て 祌と爲 すと きは祌 なり- 以て 不祌 と爲 すと き は不祌 なれば 

なり。 死せ る を 知って 而も 之れ を 生けり と 致す は、 不智 なり。 死せ る を 知って 而も 之 

ごご  § 

<::>  i れを 死せ りと 致す は、 不神 なり。 聖人 之れ を 神明と する 所以な り 一。 或 ひと 問 ふ、 「先 

«^^^^^  (玉)  か 

生鬼祌 を祭享 する * 則ち 甚し」 と。 曰 はく T 是れ 他の 意思、 ^なり。 三日 齋 し 五日 戒 

き 巾？ Sif して、 諸れ を 陰陽 四方 上下に 求む。 蓋し 是れ 自家の 精神 を 集めん こと を 要 十。 所以に 

ts 十六专 に 出  、た  5^ 一  一 W,)， 

^  は J 有廟 に假. る を、 必ず 萃と渙 とに 於て 之れ を 言 ふ。 然も 是の 如しと 雖も 以て 有と なさば 

ほに てあつむ 亦 不可な り.、 以て 無と 爲 さば 亦 不可な り、 這 裏妙理 あり。 有る が 若く 無き が 若き の 問 

るの *!i 

gl)" ぶ に 於て， 須 らく 斷じ 置き 得 去って 始めて 得べ し」 と。 曰 はく、  11 此の 說の 如き 却って 是 

！ 喜.'  f.Kj 

S  れ龍 突な り」。 曰 はく、  r 是れ si 突なら ず、 自家 有 を 要 むれば 便ち 有- (自家) 無 を 要む 

れば iw^ ち 無にして- 始めて 得ん。 鬼神 虚空 中に 在り、 辟へば 来 滿觸目 皆是れ なり。 他 

は是れ 犬 地 間の 妙 用なる が爲 なり。 祖考の 精神 は 便ち 是れ 自家の 精ー# なり」 と。 此の 

< 七) ホ •*«  ：  一七 J  いはれ ナ -J 

M. レ出. r  說 如何。 師曰 はく、 米子曰ふ、「謝氏が5^^は則ち善し。 5： し歸 根の 一 ム亦微 しく 原に 反る 


の累 あるに 似た るの み」 と。 愚 謂へ らく、 上蔡の 鬼神の 說 甚だ 不是 なり。 動いて TJ ま 

ざる を 以て 神と 爲す は、 其の 言 可な り。 滯 つて 迹 ある を 以て 鬼と 爲す は、 是れ 形體を 

以て 鬼」 -爲 すなり。 形 體の問 其の 氣 あり、 是れ 鬼な り。 何ぞ只 だ凝滯 して 迹 ある を 以 

て 鬼 レ-爲 さんや。 是 れ專ら 死屍 を 以て 鬼と 爲す 底な り。 且つ 鬼 を 以て 歸と爲 す、 故に 

根に 歸 るの 說 あり。 「人 以て 神と 爲 すと きは祌 なり- 以て 不 神と 爲す とき は不 神な り」 

と、 是れ等 の說 分明に 鬼神 を說き 出さず。 鬼神の 有無 は 自家 有無 を 要む るに 依る と爲 

す、 此の 說 尤も 差 謬す。 又 曰 ふ 、「鬼神 虚空の 中に 在り、 辟へば 鬼 滿觸目 皆是れ なり」 

と。 此の 語 略 ぼ 似て 是 ならざる なり。 凡そ 鬼神 は， 天地の 間 陰陽 造化の妙 用な り、 故 

に. 大地の 理. 人物の 用- 物 r へて 是れ 鬼神. 別に 虛 穴. -の 中に 在る 底な し。 天地の 間 悉く 

皆 鬼神な り、 是れ 生々 息む ことなく、 地上 一 ォ皆 是れ大 なる の 謂たり。 上 蔡の觸 目 皆 

是れ なりの 語 は、 說き 得て 好し。 又 鬼神 を祭享 する は 自家の 精神 を 集む るの 說、 未だ 

審 ならず。 是れ 自家の 精神 を 集む るが 爲に 此の 祭享 あるの 謂な らん。 聖人の 祭 享を論 

ずる、 豈 以て 然 らん や。 只 だ 祭 享し來 りて 自家の 精神 是れ 集まる は， 誠 敬の 謂な り。 

誠 敬 を 窮めん と 欲して- 切に 鬼神 を祭享 する 底 は， 神 を 讀し鬼 を^ぶな り。 誠 敬 遂に 

^ 學 六  五 五 五 
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致すべからざる なり。 

一二  (ーソ  へだて 

或 ひと 問 ふ， 龜 山の 楊 氏が 曰 はく、 一鬼 祌の德 は 唯 だ 誠の み、 誠 は 幽明の 間な し- 故- 

«■},  0  一二 

に 其の 挽 ふべ からざる こと 此の 如し。 夫れ 誠 あら ざれば 物な し C 所謂 『物に 體 して 遺 

すべから ざる』 者 は、 尙ほ 何の 顯 はるる ことか 之れ あらん。 此れ を 知る とき は鬼祌 を 

知るな り」。 廣 平の 游氏曰 はく、 「道 は 在らず とい ふところ なし、 鬼神 は 其の 道の 妙 用 

なり、 其の 德 同より 盛なら ざらん や。 夫れ 鬼神の 德を 知らん と 欲する 者 は， 反って 諸 

れを 其の 心に 求む るの み。 神將に 來り舍 らんと するとき は、 是れ 『神の 格る 思』 なり。 

若し 心 を 正しう して 以て 之れ を 度る とき は、 則ち 乖く。 所謂 『度るべからざる 思』 な 

り。 心 を-正し うして 之れ を 度る も猶ほ 不可な り。 又況ゃ 得て 之れ を 忘れん や。 所謂 

『射 ふべ からざる 思』 なり。 度る ベ かちず、 故に 視れ ども 見えず、 聽け ども 聞えず。 

射 ふべ からず、 故に 其の上に 在す が 如く、 其の 左右に 在す が 如し。 夫れ 微の顯 はるる. 

此の 如き は、 其の 誠の 检 ふべ からざる を 以てな り。 誡 なるとき は 物々 皆顯 はる， 故に 

说 ふべ からず。 微の顯 はるる 者 は 其の 理 なり、 誡の抢 ふべ からざる は- 其の 德を 以て 

(さ 

言 ふなり」 と。 師曰 はく、 朱子曰はく、「游 • 揚が：^^^は皆曉るべ からざる者ぁり、 唯 だ 
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十六 a にも 引 _T 萬 物に 妙に して 在らざる ことなし』 とい ふ 一語、 是な るに 近し。 而 して 其の 他の， ば 

かる。 &は 一 

^^^.0 を 以て 之れ を考 ふれば、 知らず、 其れ 是の理 の實に 於て 果して 何如ぞ や」。 愚 謂 へら- 

C さ i  く、 楊. 游が說 只 だ 鬼神の 理を 論じて、 其の 論ずる 所 心外 鬼神な きを 以て 極と 爲 すな- 

り。  故に 反って 諸れ を 心に 求め、 唯 だ誡を 以て 之れ を 言 ふ。 凡そ 鬼神の 理， 其の 盛な 

る や 天地と 流行し 來る。 一物 一事の 微も、 亦 鬼神の 理を 出づる ことなし、 況ゃ性 心の. 

妙 用、 誠 敬の 極， 悉く 是れ 鬼神の 事な り。 然れ ども 必ず 心外に 鬼神な きを 以て 極と 爲. 

ひと 

すと き は、 鬼神の 說皆假 設の僞 事に して、 實 なし。 聖人 豈僞を 設け 他 をして 怖 恐 誠 敬 

せしめん や。 是れ 鬼神の 實を 知らざる なり。 竊に 按ずる に， 鬼神の 格 感は誠 敬の 極に 

在り， 我れ に 誠 敬な くと も 亦 鬼神 更に 在ら ざらん や。 鬼神 は 幽遠に して 天地と 其の 述. 

を 同じう 十 る のみ。 游氏の 曰 へ る、 「若し 心 を-止し うして 以 て 之れ を 度る とき は 則ち v;^ 

く」 と、 此の 言 尤も 異端に 陷れ り。 學 者熟讀 すべし。  . 

(八)  (九) 

或 ひと 問 ふ、 河 東の 侯 氏 曰 はく、 「只 だ是れ 鬼神 誠なる に 非ず。 經には 鬼神と 曰 はず 

して、 『鬼； t の德 たる こと 其れ 盛なる かな』 と 曰へ り。 鬼神の 德、 誠なる なり。 易に 曰 

:M<、  II はく、 『形より して 上なる 者 之れ を 道と 謂 ひ、 形より して 下た る 者 之れ を 器と 謂 ふ』 と 9 
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鬼神 も 亦 器な り、 形より して 下なる 者な り。 學者 心に 之れ を 得て なり」 と。 師曰は 

に n 成 く、 米 子 曰 ふ、 一鬼 祌の德 たる、 盛なる 所以の 者 は • 蓋し 其の 誠なる を 以ての み。 誠 >^ 

g に 出づ 

以て^：！ら 一 物と 爲 して- ^に 鬼神の 德と爲 すに 非ず。 八， 侯 氏 乃ち^ 神と 其の 德と を析 

•  たち？ 

つて 二 物と 爲し， 形より して 上下なる を 以て 之れ を 言 ふ。 乍ち 讀んで 喜ぶ ベ き 者の 如 

くにして、 細かに 經文 事理 を 以て 之れ を 求む ると き は、 之れ を 失 十る こと 遠し。 鬼神 

實に 然るの 理は、 翁 ほ 人の 德を言 ふが ごとし。 人 は 自ら 一物た る も、 其の 德 自ら 德た 

りと は 道 ふべ からず。 且つ 中庸の 德 たるが 如き も • 中席 は 形より して 下なる 者を說 き， 

. 中^の 德は 形より して 上なる 者たり. と 成さず」。 愚 謂へ らく、 侯 氏 鬼神 を 5^ いて 器と 

爲す は， 其の 論ずる 所 由 あり。 德を！^て形而上の者と爲寸も亦通ず。 凡そ 旣に 其の 形 

氣の言 ふべき あれば- 則ち 器な り。 天地 • 人物. 鬼神 悉く 是れ 形而下なる 者な り。 其 

の 然る 所以 は、 乃ち 形而ヒ なる 者な り。 詳に 焉れを 分つ とき は- 乃ち 天地人 物 は 器な 

り、 鬼神 は 形而上な り。 天地 は 道な り、 人物 は 器な り、 神 は 形而上な り， 鬼 は 形而下 

なり。 侯 氏誡を 以て 鬼神の 德と爲 す、 謂 ひ 下して 分明なら ず。 鬼神の 德- 何 ぞ唯だ 誠 

のみ を 以てせん や。 中庸に 所謂 誠 は、 鬼神に 事 ふるに 自ら 誡を 盡寸の 謂な り。 鬼神 は 


陰陽 造化の妙、 少 くも 間斷 せざる 底是れ なり。 侯 氏の 說， 說き 得た るに 似たり と雖も • 

其の 實 分明なら ず、 故に 言 ひ 下し 来れば 乃ち 不是 なり。  . 

2)  或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく T 程 子 • 張子 更に 陰陽 造化 を 以て 說を爲 す は、 則ち 其の 意 

切に 出づ 

叉廣 くして- 天地 萬 物の 屈 仲 往来 皆 其 の 中に 在り、 蓋し 陽 魂 を 神と 爲し 陰魄を 鬼と 爲 

す」 と。 叉 曰 はく、 「周 禮に天 を 言 ひて 神と 曰 ひ、 地 を 祇と曰 ひ、 人 を 鬼と 曰 ふ、 三つ 

の 者 皆 神 ありて、 天獨り 神と 曰 ふ は、 其の 常々 流動して 息まざる を 以て 十、 故に 專ら 

祌を 以て 之れ を 言 ふ。 人の 若き も 亦 自ら 祌 あり、 俱だ 人身の 上に 在りて は 之れ を 神と 

謂 ひ、 散 ずれば 之れ を 鬼と 謂 ふの み。 鬼 は 是れ散 じて 静了、 更に 形な し， 故に 曰 はく 

往 いて 來ら ずと」。 或 ひと 曰 はく、 「子 思 は 只 だ 是れ祌 の 著しき 者 を 擧げて 言 ふ、 何 を 

以て か 鬼 を 言 はざる」 と。 朱 子 曰 はく、 「鬼 は 是れ散 じて 靜 なり、 更に 形な し、 故に 必 

ずし も 言 はず.。 神 は 是れ發 見す、 此 は是れ 鬼の 神。 人の 如き は祖考 の氣散 じて 鬼と 爲 

れる なり。 子孫 精神 を盡 して 以て 之れ を 格す とき は、 則ち 洋々 として 其の上に 在す が 

ごとく、 其の 左右に 在す がごと し、 豈に 鬼の 神に 非ず や」。 師曰 はく 、程. 張. 朱 各 > - 

屈伸 往來を 以て 鬼神 を 言 ふ， 其の 說當れ り。 竊に 按ずる に、 鬼神 は、 陰陽 造化の妙 用 
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たり、 專ら 屈伸 往来 を 以て 說を爲 せば， 乃ち 只 だ 鬼神の 德 分明なら ず。 屈 仲 往来 も 亦 

陰陽の 迹 たり。 神 は 心に 羼し >  鬼 は 氣に霎 す。 故に 凡そ 形氣に 就く は、 皆 是れを 鬼と 

曰 ふ。 神 も 亦 形氣を 離れず と雖 も、 融通して 塞がらざる- 是れ 神な り。 泥 著して 凝滞 

する、 えれ 鬼な り。 氣は、 方狀 なくして 象 あり、 心 は、 聲も なく、 臭 もな く- 能く 物 

に體 して 遺さず。 朱 子 曰 はく、 「鬼 は 更に 形な く、 祌は 是れ發 la 十」 と。 是の說 明かな 

らず。 神の 論 未だ 通ぜ ざるな り。 今 香を燒 くに、 其の 烟は是 れ形氣 に 就き 發 IB- す、 

是れ 鬼な り。 其の rtll^ は方狀 なくして 能く 通ず、 是れ 香の 鬼神な り。 香 未だ 燒か ざるの 

問， 是れ 神な り、 這 宴 香.：！ I、 の 含まる る あり。 旣に燒 き 去る、 是れ 鬼な り、 燒き竟 りし 

iyni ひ ^の 方狀 ある 底な り。 ¥ ^詳に 味 ひて 而 して 後 其の 實を 知るべし。 

に 5" づ。 ！ R 魂  I 二)  もと 

•? はすと は  或 ひと 問 ふ， 張子 曰 はく T 形聚 まって 物と 爲り、 物^=-ぇて京に反る。 原に 反る と は 

s  上 傅  二.， 

は W ゆる 3 な 其れ 游魂 變を爲 十 もの か」。 藍 田の ：}.:: 氏 曰 はく、 「往者 は 屈し、 來者は 伸ぶ、 屈する 所 

の 者 は 亡びず、 仲ぶ る 所の 者 は 息む ことなし」。 上 蔡の謝 氏 曰 はく. 「；^ 來 して 息 まざ 

^.^h^M る は 神な り、 摧ひ して 极に歸 する は 鬼な り」。 程 子 曰 はく， 「屈伸 . 往來. は 只 だ是れ 理- 

もつ  ま5 

九」 ャ： つ 、ゼ ずし も 旣に屈 十る の氣を 將て復 た 方に 仲ぶ るの 氣と爲 すに あらず。 生々 の理 自然に 


i>  i  (已 みて) 

息まず， 復の 七日 来復と 言 ふが 如き、 其の 間 元と 斷績 せず、 陽 以て 復た 生じ 物 極まつ 

て 必ず 返る， 其の 理須 らく 此の 如く たるべし。 旣に 返る の氣復 して 將に 方に 伸ぶ ろの 

氣と爲 つて- 必ず 此に資 ると 謂 ふが 若き は、 殊に 天地の 化と 相似ず。 天地の 化 は 自然 

. (止)  と 

に 生々 して 窮まらず、 更に 何ぞ復 た旣に 幾る るの 形旣に 反る の 氣を資 つて、 以て 造化 

せ  かい.；，， ふ  あら 

と 爲ん。 近く 諸れ を 身に 取る に、 其の 開 闔往來 は 之れ を 鼻息に 見 はす。 然れ ども 必ず 

*p ち 

しも 吸を假 りて 復た 入って 以て 呼の 氣と爲 すを須 ひず、 則ち 自然に 生ず。 人 氣の生 は 

眞 元に 生じ， 天地の 氣も亦 自然に 生々 して 窮まらず、 海水に 至りて は 陽の 盛に 因って 

もつ 

涸れ * 陰の 盛に 及んで 生ず、 亦是れ 已に涸 るるの 氣を將 て 却って 水 を 生ずる にあら 

ず、 自然に 能く 生ず。 往來 屈伸 只 だ 是れ理 なり。 盛なる とき は 便ち 衰 ふること あり、 

晝 あるとき は 便ち 夜 あり. 往く とき は來る こと あり」 と。 是れ張 *呂. 謝が 說と 程于 

と 異なる こと あるな り。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「根に 歸るは 本と 老 氏の 語に して， 畢 

竟歸る ことなし。 這 箇何ぞ 曾て 動かん。 此の 性 は 只 だ是れ 1K 地の 性、 當初亦 是れは 彼 

れ より 来って 此れに 入る にあらず、 亦是れ 自ら 柱いて 復た歸 るに あらず。 月影の 這の 

盆 水の 裏に 在る が 如し、 這の 盆 水 を 除 了 すれば、 這の 影 便ち 無 了な り。 豈是れ 這の 月 
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1^ んで 夭に 上り、 那の月 (の 裏) に歸り 去らん や。 又 這の 花の 落つ るが 如し- 便ち 這の 

花 無 了な り。 豈是 れ那の 裏に 歸り 去って- 明年 叉 復り來 つて 這の 枝 上に 生ぜん や」 と" 

愚 謂へ らく， 「原に 反る.」、 「亡びず 「 「根に 歸る」 の 言、 尤も 辨知 すべ し。 凡そ 天地 

の 間 生々 息む ことなし- 這 箇の氣 あれば 乃ち 這箇の 理を寓 す。 形 氣相聚 まると き は 心 

焦 あり。 故に 這箇の 生々 皆 大地の 造化に して- 形 遣え 氣散 じ來る も， 亦 是れ犬 地の 問 

造化の 常な り。 本 天地に 因り.、 今 亦 IK 地に 因る 底、 是れ 本に 反り 根に 歸る なり。 天 地 

の 理氣恆 に 明かに して 滅 せず， 我が 形 體旣に 清え て、 天 地の 理氣 は滅 せず- 是れ. L- び 

ざるな り。 大地 迭 化の 迹、 萬 物皆然 り。 旣に 反る の氣を 以て 復た 方に 仲ぶ るの 氣と爲 

十が 若き， 此の 形旣に 亡びて 我が 心 亡びず 等の 說は、 異端 輪廻の 謂な り。 豈 夫れ 然ら 

んゃ。 張 .呂- 謝が 論ずる 所、 「原に 反る 一、 「亡びず」、 「根に 歸る」 の 一 一 一一 门、 其の 極異 

端の 思 あ 川。 程 朱 甚だ 之れ を辨 ず。 然して 他れ 又 必ずしも 吸を假 りて 復た 入りて 以て 

な  もち 

此の 呼 氣と爲 り、 旣に 落つ るの 花 又 明年 來 りて 這の 枝 上に 生ずる の 惑說 ある を須 ひず。 

張 *呂. 謝. 實に 此の 惑 あり。 朱 子、 張. 呂 が 鬼 祌の說 を 以て 詳に備 はれり と爲す も. 

亦曉 るべ からず。 且つ 祭 義に夬 子の 語 を 載せ- 以て 「死 すれば 必ず 土に る- 是れ之 


れを 鬼と 謂 ふ- と爲 す。 這の 歸の 字何ぞ 下し 置かん や。 故に 切に 本 原に 歸 るの 說を以 

て 差 謬と 爲す も， 亦 甚だ 過..^ す。 宋儒 共に 聖學の 要 を 致め ざるの 弊な り。 張 氏. リロ 

氏 • 謝 氏の 說 尤も 差 護し 來り • 程 朱 其の 非を辨 ずる も亦詳 ならず。 

或 ひと 人身 魂魄の 說を問 ふ。 師曰 はく、 陰陽の 精、 是れ 水火に して、 其の 極 凝滞す" 

• 乃ち 是れ； HI 月な り 五 星な り。 其の 變に 到りて は 便ち 雷-筵 . 電撃 . 風雲 ，雨 雪. 地 動. 

二)  «| 海 潮の 品 あり. 是れ 「精氣 は 物と 爲り、 游魂は 變を爲 す」 なり。 故に 其の 人に 在りて 

上 5WSV になり  , 

は、 氣 は是れ 魂に して 血 は 是れ晚 なり。 故に 血氣は 陰陽の 精凝滯 する 所な り。 血氣の 

間 其の 極 恍惚 あり、 是れ 乃ち 魂魄な り。 然して，^ 氣支離 すれば、 乃ち 其の 魂魄 升 降し 

去るな り。 

或 ひと 問 ふ、 先に 言 ふ 所の 說に 因れば、 乃ち 祌は 心に 屬す、 是れ 魂な り。. 鬼 は氣に 

屬す、 是れ魄 なり。 祭 義に曰 はく、 孔子 曰 ふ、 「氣と は 神の 盛なる なり、 魄とは 鬼の 盛 

なるな り」 と。 宋儒 皆氣を 以て 魂と 爲し、 子が 說く 所に 異なりと。 師曰 はく， 祭義の 

說必 とすべからず、 然して 氣 及び 形 を 以てすれば、 氣は 陽に 屬す、 是れ 魂な リ祌 なり 

形 は是れ 陰に して 魄 なり 鬼な り。 大地 萬 物の 品 悉く 陰陽な り、 人身の 一 動 ー靜. 一指 

M 學 六  五六 一一 一 
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の 屈伸、 一息の 呼吸、 惣 ベて 是れ 陰陽 鬼神に して、 鬼は魄 なり、 祌は 魂な り。 祭義の 

說は 形氣に 就きて 論じ 來る なり。  . 

或 ひと 問 ふ、 魂魄 を 以て 心 氣と爲 さば、 乃ち 性 心と 魂魄の 差別 なきや。 師曰 はく、 

魂^ は 陰陽の 精な り、 性 心 は 陰陽 相 合の 間に 就きて 其の 妙 用 あるの 謂な り。 日月 は 天 

.  地の 魂晚 にして、 其の 妙 用 は 天地の 性 心なり。 若し 性 心情 意 を 以て 鬼神 を 別つ とき は、 

乃ち 性 心 は 陽に して 祌に屬 し- 情意 は 陰に して 鬼に 屬 するな り。 惣 ベて 形 氣の 靈是れ 

鬼な り、 自然の 妙 是れ祌 なり。 形の 精是れ 鬼な り、 氣の精 是れ祌 なり。 各-' 陰陽 を以 

て 之れ を 分別 十。 魂魄 も 亦 陰陽な り。 

或 ひと 問 ふ、 鬼神 魂魄 一身に 就きて 之れ を 言 はば， 旣に 之れ を 鬼神と 謂 ひ、 叉 之れ 

を 魂魄と 謂 ふ は何ぞ や。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく T 鬼祌 は、 天地 間の 一 氣に 通じて 言 ひ、 

魂魄 は 人身 を 主として 一 百 ふ」 と。 此の 說 尤も 可な り。 

<1) i. 或 ひと 問 ふ. 朱子曰はく、「鼻の^31.、を知り、 口の 味 を 知る は魄に 非ず や。 耳目の 中 皆 

f< 煖氣 ある は 魂に 非ず や。 之れ を 遍體に 推す とき は、 皆然ら ずと いふ ことなし」 と。 師 

HI はく、 古來體^魂氣の^^？^を以て此のー百ぁり。 目 を 以て 之れ を 言 はば、 目 の 輪 は體な 


り、 睛の 明は魄 なり。 耳 を 以て 之れ を 言 はば、 鼓 は 卽ち體 なり、 聰は 卽ち魄 なり。 是 

るか 

れ體魄 の 應に殊 なるな り。 魂 氣も亦 細かに 之れ を 推す とき は 精粗 ありと。 是れ宋 儒の 

說 なり。 愚 謂へ らく、 魄は形 器に 屬十、 故に 形 器に 就きての 靈は、 是れ魄 なり、 耳 

目 • 鼻口の 聰明 臭味 皆魄 なり。 魂 は 理氣に 就きての 靈 にして、 蓮 動 知識の 妙， 是れな 

り。 必竟魄 は 形、 魂は氣 なり。 魄 は氣， 魂は理 なり。 理氣 形氣相 合して 離るべからず" 

鬼神 魂魄 も亦然 り。 其の 妙 合の 間， 虚靈 知識 底、 是れ性 心情 意の 說 なり。 

或 ひと 問 ふ、 理是れ 魂 なれば、 乃ち 性と 魂と 分ち なきや。 師曰 はく、 理氣の 理は是 ■ 

れ 自然の 理、 天地の 間 上む こと を 得ず して 然る 底 を 指すな り。 宋儒專 ら理を 指して 性 

と 言 ふ は、 未だ 審 ならず。 理氣を 以て 論ずる とき は、 便ち 氣旣に 形 あり、 理は 是れ其 

の 所以な り。 故に 魂魄 を 以て 之れ を 分つ。 形氣を 以て 論ずる とき は、 形は魄 なり、 氣 

は 魂な り。 宋儒 は理を 以て 性と 爲し來 る。 竟に只 だ氣を 以て 魂と 爲し， 理 魂の 說を爲 

さざる なり。 耳目の 聰明 は 耳目の 理 なり >  耳目の 蓮 動 通用 は 耳目の 氣 なり、 耳目の 资 

あり is ある は、 耳目の 形な り。 中 能く 感通 知識す る. 是れ 性な り。 先 儒の 理氣 を說く 

こと 甚だ 分明なら ず。 故に 其の 論ずる 所 差 a あり 來る なり。 只 だ 魂魄 は 陰陽の 精、 性 

聖學六  五六 五 
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心 は 魂魄 相聚 まり て 妙 用 あるの 謂な り。 

或 ひと 問 ふ、 人のお y 裏に 多般の 思念 ありて 夢み 來る， 是れ性 心 か魂她 か。 師 H はく- 

古人 强記 する 所 を 以て 魄と爲 十。 愚 謂へ らく、 魄は 陰に 屬 し 形氣に 就く- 故に 記憶す 

る 所 は 是れ晚 なり， 其の 感通 十る 所 は是れ 性な り。 凡そ 夢 裏 分明に 多 般の事 を 記 得す 

る 底 は、 陽 魂 陰 魄相交 はり、 兑 聞の 間の 記 得に 丙って 其の 樣を思 ひて、 竟に這 筒の 夢 

あるな り。 生々 の氣 須臾 も問斷 なし >  睡眠 裏 も亦然 り、 故に 陰 她陽魂 交接し、 性心感 

通して、 夢 裏に 動 靜多般 の 樣を爲 す。 

或 ひと 問 ふ、 夢 裏に 参 般の樣 ある を 以てすれば、 人の 死よ 底 も、 後に 陰^陽 魂の 滞 

( 一 ) S ヅ S 

5、 は ISJ^i 結 あり 來 らん。 浮 輪廻の 說 ある も 亦 虚しからず や。 師曰 はく、 這 筒の 形氣 あり、 ^ 

け 年 なれ ど *- に 其の 精魂 她 あり、 其の 靈性心 あり。 旣に形 ぇ氣散 ずれば、 魂 她の謂 ふべき なく、 

性 心の^ 十べき なし。 那筒 か是れ 輪廻し 來 り- 那物か 是れ苦 を 受け 來 らん や。 魂她汁 

^^：.^^ 降し.^、 つ て 漸次 に 消散し/る なり。 

と 「K 或 ひと 問 ふ、 伯 有 M と爲 るが 如き * お g: つ-汁 伊川 謂 ふ、 「別に 是れ 一 般の 道理な り 」 

づ，  と。 師 H はく、 朱 子の 曰 ふ、 「蓋し 其の 人氣 未だ 當に盡 すべから ずして 强死 十れば、. CE 


fl) 左 同 

：!§ に つ。 伯 

^»の《、 その 

反對 W の 人 を 

殺さん といへ 

りと て H 人 怖 


果して その 名 

ざせ し 人相つ 

いひ！ S せし 故， 

子產 1! 人の 怖 

の 加 はるな 防 

後任の 大 

. ^ヘム 孫 a: と 良 

止と を 立て て 

人心 も 安定 サ 

しめし .こ i 

2) ん爐昭 

ヘム 七 年に 出， つ 

(六) 伯 有が 

節の 政に 

從© せし をい 

へ るな り 

(七) 非業の 

死 又は 横死の-. 


ら是れ 能く 靈を爲 す、 子產 之れ が 爲に後 を 立て、 歸る所 あらしめ て 遂に" M と爲 さず、 

亦 鬼神の 情狀を 知る と 謂 ひつべし」 と。 愚 謂へ らく * 人の 氣に 厚き 底 は、 强死 すれば 

乃ち 其の 氣 凝結して 未だ 盡く 散ぜ ず， 其の 間 天地の 妖鬼焉 れに馮 依して 以て 淫厲 を爲 

す。 是れ 同氣相 求む るの 謂な り。 人の 物に 於け る 其の 精 を 用 ふること 甚だ 多く 以て 厚 

きし 一き は、 其の 氣是 れ聚 まり 是れ結 ぼる る こと、 猶ほ香 を 盛る 器の 餘 、あるが ごとし „ 

子產曰 はく  、「抑 i 諺に 曰 ふ、 『蕞爾 たる も國 なり』 と。 而 して 三世 其の 政 柄 を 執れり、 

其れ 物 を 用 ふるや 弘 なり、 其の 精 を 取る や 多し. 其の 族叉大 なり • 瑪る所 厚く、 而し 

て强死 十。 能く 鬼た る こと 亦 あならず や」 と。 或 ひと 曰 はく  * 然 らば 乃ち 鬼 は 是れ伯 

有が 鬼に 非ず  >  天地の 妖 鬼に 因って 此の 厲を爲 すなり。 師曰 はく、 天地の 間 造化の 變 

擧げて 言 ふべ からず、 視聽 及ばざる の處 悉く 鬼神 充滿 し來 る。 愚人 は 己れ が 視聽を W 

て 之れ を證 す、 是れ理 を 燭らす こと 明かなら ざるな り。 入の 惡氣 あると 鬼の 妖災 を爲 

すと は 速に 通 應す。 故に 强 死して 氣に 厚き は、 必ず 妖 物に 瑪 依して 淫 厲を爲 すなり。 

古人の 强死 する 底 は 或は 雷- J^il に瑪り 或は 狐 魅に 依る， 皆 是れ同 氣相應 ずるな り。 wi? 

兒 • 女子の 知識 薄き もの、 必ず 夜陰 薄暮 閑 霧の 地に 之れ をして 獨 臥孤游 せしめざる も" 
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亦 是れ妖 鬼の 窺 ふべき を 嫌へば なり。 is; ^は S 随一" 鬼 

或 ひと 問 ふ、 伯 有が 厲は 之れ が 爲に後 を 立てて、 歸る所 あらしむ。 古人の 厲を爲 す 

や、 或は 碑^ を 立て 墓 祭を爲 せば、 必ず 厲を爲 さざる は何ぞ や。 師曰 はく、 妖 災を爲 

すの 厲鬼 は、 必ず 慰勞を 以て 散ず る こと、 猶ほ結 の氣、 遠き を 望み 高き に 登りて 散 

ずるが ごとし。 故に 妖鬼各 ノ祠^ 祭禮を 以て 淫厲 を爲 さず。 子 產後を 立つ る も 亦， 同 

氣の人 を 立てて 以て 之れ に瑪 依せ しむるな り。 

或 ひと 問 ふ- 女 必ず 蛇と 爲 りて 妖厲 を爲す こと、 世 以て 之れ を傳 ふ。 師曰 はく、 蛇 

は毒蟲 なり、 其の 類 甚だ 多く、 其の 氣 尤も 厚く、 其の 形 甚だ 長るべし。 淫 _成 の 氣蛇蟲 

に 因って 妖災 を爲す こと、 叉 疑 ふべ からず。 女子 淫 妬ま 結の 氣 必ず 蛇に 通ず、 世俗に 

傳 ふる 所 少 からず。 是れ 人の 魂^ 化して 蛇と 爲 るに 非ず、 只 だ 同 氣相應 ずる を 以て、 

蛇の 氣に 感じて、 彼れ に依馮 して 其の 妖災 を爲 すなり。 1K 地 生物の 變 悉く 造化の 迹に 

して、 其の 多般 なること ー擧 すべから ず、 又 疑 ふべ からざる なり。 

に，. J に， iif、 或 ひと 問 ふ、 沈 魂 滞^ 影響 底の 事， 人 以て 傳說 す、 是れ皆 天地の 妖 物に 瑪 依す るの 

Si 五 k.w 謂 か。 師曰 はく、 程 子 曰 はく T 古の 鬼祌を 一一 n ふこと 祭-化に 著 はるる に 過ぎず、 亦 只 だ 


是れ 嘆息の 聲を 聞く が 如しと 言 ふ も、 • 亦 曾て 如何なる 言語 を 聞け りと 道 はず、 亦 曾て 

如何なる 形狀を 見し と 道 はず。 漢の武 帝の 李 夫人 を 見し が 如き は、 只 だ 道士に 先づ甚 

れの處 に 在りと 說き與 へられ、 目 を 其の 地に 端け しむる の 故に 想 ひ 出せるな り。 然れ 

(5  Bi に ども 武帝詩 を 作りて、 亦 曰 ふ、 『是か非か』 と。 嘗て 鬼神 を談 ずる こと を 好む 者に 聞く 

は 聞 を 問に 作 

る  に  >  皆 未だ 曾て 聞 見せざる 所な り。 皆 是れ說 を 見， 理を 燭らす こと 明かなら ず、 便 

ち傳 へて 以て 信と 爲 すなり。 假使實 に 聞 見 十る 所 も 亦 未だ 信ずる に 足らず。 或は 是れ 

心 病み、 或は 是れ目 病む。 孔子の 『人の 信ずる 所の 者 は 目に して、 目 も 亦 信ずる に 足 

ら ざる 者 あらん か』 と 言 ふが 如き、 此の 言 極めて 善し」。 愚 謂へ らく、 程 子說き 得て 

好し。 世 問の 見聞す る 所 多く 是れ心 目の 病に して、 這箇 影響 底の 意思 あるな り。 其の 

意思 甚だ 厚く 惑 ふとき は、 乃ち 妖鬼 之れ に乘 じて 模様 を 爲し來 る， 是れ 邪氣虚 に乘じ 

て 入るな り。 程 子 以て 都て 信ずる に 足らずと 爲す は" 尤も 未だ 審 ならず。 同氣相 求む 

る は， 天地の 自然な り。 人の 氣に 厚く 其の 精 を 用 ふること 甚だ 深き とき は， 沈 魂滞魄 

這箇の 同氣に 感じて 淫厲 を爲す も、 亦 未だ 嘗て 之れ なくん ば あらず。 

或 ひと 問 ふ、 人の 其の 死 を 得ざる、 其の 氣 未だ 散 ぜず、 故に l^i 結して 妖擊を 成す。. 

0 學 六  ，  五六 九 
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わうる- G 

告し是 れ^ 廠 病死 底の 人 は- 這の 氣 消耗し 盡 き，.， つて 方に 死 十- 豈 更に I ^一 結して 妖 ih 

を 成さん やし-。 是れ 古人の 說く 所な り。 然 らば 刑死 .顿 死 等の 類， 皆 其の 魂^ し 

て妖 鬼と 爲 らん か。 師曰 はく-  li.; 結 底 是れ皆 形氣の 厚き なり。 人の 形氣に 厚き は 殆ど 

^なり。 故に 刑死. 頓死 皆氣 血散亂 して 結滞すべき 底な し。 偶 ~ 形氣の 厚く 精 を 用 ふ 

. るの ±C しき ありて、 乃ち 1^^ 結し 來る、 然も 久しう して 亦 散ず。 朱 子 曰 はく  T 今 麵を打 

つて 糊と 做す に、 中間. nr ら小塊 核 を 成して 散ぜ ざる 底 ある も、 久しう して 漸々 に 也た 

ら 散ず べきが 如し 一 と。 此の 說略ぼ 相 近し.^ 

或 ひと 問 ふ、 張子 曰 はく、 「人の 精 明なる 者 能く 厲と爲 らば、 秦皇獨 り 趙髙を 罪せず， 

唐の 太 宗獨り 武户ロ を 罰せざる か 一と。 叉 謂 ふ、 「衆人 傳 ふる 所 全く 非と すべから ずん ば， 

占より 聖人 獨り 一言 をも傳 へざる か」 と。 師曰 はく * 妖 鬼の 說 必ず 棄 つべ からず、 是 

れ. 大地の 一事な り。 周 公. 孔子 旣に 鬼神の 言 ある も、 只 だ 敬して 之れ を逮 ざけ、 其の 

怪を 一一 一一！： はず、 是れ 人の 理を 燭らす こと 明かなら ざる を 恐れて なり。 秦皇 • 唐 太の 論 未 

た』 I ならず。 愚案ず るに、 天地の 間 造化の妙 一一 一一：： 語 を 以て 之れ を盡 十べ からず。 人 死し. 

て 或は. 成と 爲り 或は 妖と爲 る、 其の 形氣^ 蔺 か是れ 入に 34、 ならん や。 然して 形氣の wf" 


くる 所 異なる ある を 以て、 其の 沈 魂滞魄 能く 妖厲 と爲 るに 至る、 是れ调 るべ からざる. 

なり。 凡そ 怜悧博 記の、 人に 異なる、 耳目 鼻口の 通、 人に 異なる * 亦 多く 皆是れ 造化. 

の 妙に して、 盡く窮 むべ からざる なり。 己が 盡く 窮めざる を 以て 虚偽と 爲す は、 是れ. 

固陋の 學 なり。 天地 •  HnT  . 雷電. 地 動. 人物の 數般、 草木の 花實- 都て 是れ 測る ベ 

か ら ざ るの 理 なり。 

或 ひと 問 ふ、 世 多く 怫 骨の 碧に 化する を 以て、 之れ を 敬し 之れ を崇 む。 是れ亦 其の. 

一  (五-) 

S)  ？ ノ范、 說 あり や。 師曰 はく、 萇弘 死して 三年に して 化して 资と爲 ると。 ま 問 ザ 子 ■ はな 

中 行 二 氏の 亂 

化；：、 み 料 U  0^^^. 是れ 古来の 說 なり。 血 は 水の 精， 陰の 至な り。 碧 石 は 皆 陰 水 土地の 精な り， 

に 1 故に 或は 化して お t 石と 爲る あり。 骨亦然 り、 或は 久しう して 變じ 或は 遇 ふ 所に 丙って 

づ 。 こ の 引例 

はね g ほ .」M 化し 來る。 水泡の 輕 石と 爲り、 枯木の 根が 石と 爲る こと. 世 以て 多し。 之れ を 怪しむ 

さ に S する . -. „ 

所と いふ、 に 足らす。 

二  卷 一二 の 

^if 條 にも 或 ひと 問 ふ、 聖人 は 入物 衆 品の 長な り • 其の 靈 其の 明 >  而も 能く 鬼神に 通ず、 故に. 

ro 沖せ り 

其の 魂魄 必ず 昭々 として 福 を 子孫に 降し、 災を 無道の ものに 施さん か。 師曰 はく、 聖. 

人の 德-大 地に 比して 亦餘り あり。 天地の 萬 物に 於け る や、 只 だ 生々 を遂 ぐ。 聖人の jC 

梨學六  五 七 一 
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民に 於け る や、 天地の 化育 を贊 け. 人々 をして 這 筒の 天道 を 知らし むる こと、 猶ほ夫 

子の 堯舜に 於け るが ごとし。 故に 聖人の 德 其の 至れる こと 天地の 如く 日月の 如くに し 

て、 人々 仰いで 觀る ベく 俯して 就くべし。 其の 精靈 S に 天地と 長久な り。 禍福の 如き 

は是れ 愚者の 必と 十る 所、 賢者の 避けざる 所な り。 聖人 何ぞ必 とせん や。 道の 存 十る 

所、 便ち 是れ 1K 地の 感ずる 所、 聖人の 通ず る 所， 人の 人た る 所、 世の 世た る 所な り。 

道の；：^ せざる 處、 天 地 是れ違 ひ 聖人 是れ 背く。 故に 人 以て 恨み 世 以て 亂る。 聖人の 靈 

は恆 に！ K 地と 明かな り、 何ぞ 他の 魂魄 を 以て 之れ を 論ぜん や。 

或 ひと 問 ふ、 祖考旣 に 死し、 久しう して 其の 鬼來 格して 其の 祭祀 を享 くるの 說、 先- 

に 之れ を 聞く。  凡そ 鬼神 を 祭る に、 人 を 以て 之れ に 事 ふる は 不可な らん か。 鬼神 も 亦 

鬼神に 事 ふるの 術 あるべき や。 師曰 はく、 凡そ 仰いで 天 を觀、 俯して 地を觀 * 天下の 

情に 通じて 之れ を考 ふるとき は、 乃ち 通ぜ ずと いふ ことなし。 天地の 人物 旣に然 り、 

况ゃ 鬼神 を や。 故に 人情の 公共 底 を 以て 聖人 肼 酌し 来りて、 這 筒の 制 あり。 是れ禮 の 

節 文^ 則な り。 別に 鬼神に 事 ふるの 術 を 立つ る は、 乃ち 異端の 僻說 にして 取る に 足ら 

ざるな り。 人情に 異なる の桌を 以て 祖考を 祭る 底 は、 祖考を 以て 異類に 比するな り、 


豈 子孫の 情ならん や。 尤も 公論に 非ざる なり。 

.  或 ひと 問 ふ、 范氏曰 はく、 「其の 誠 あれば 其の 神 あり、 其の 誠な きとき は 其の 神な 

し」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 鬼神 は 天地の 間に 充塞し、 只 だ 祭祀 は 誠の 有無に 因 

つて 感應の 有無 あるな り。 若し 誠の 有無 を 以て 鬼神の 有無と 爲 さば、 未だ 可なら ざる 

なり。 

5、 一 或 ひと 問 ふ、 古人 曰 はく、 「祌は 非 類 を 飲け ず.、 民 は 非 族 を祀ら ず」 と。 人の 氣 子孫 

,ヱ才 年 0^ 

i ぼ い. 5 に傳 はる は、 摘 ほ 木の 氣實 に傳 はるが ごときな り。 是れ 子孫 祖考を 祭る の理 なり。 而 

sii して 引け 

b  して 聖人 を 祭り 忠賢 烈士 を 祭る の說、 通ぜ ざるに 似たり。 師曰 はく、 大抵 同 聲相應 じ- 

同氣相 求め、 同類 相從 ふ。 是れ 天地 陰陽の 常な り。 祖考の 子孫に 於け る や- 同聲 なり 

同氣 なり 同類な り。 故に 其の 祭祀 十る 所、 感應 以て 速に して 在す が 如きに 到る。 古來 

非 族の 聖賢 忠烈の 士を 祭る こと、 殆ど 只 だ 其の 名聞 を盡 すの みに して、 其の 鬼 祌享く 

ベから ざるに 似たり。 然れ ども 我れ 今 聖賢 を責び 忠烈 を 慕 ふ、 故に 祭祀に 誠 を 盡し釋 

奠に 禮を詳 にす、 是れ 同氣相 求む るの 謂な り。 我れ 旣に 聖賢 忠烈の 實を 得れば、 乃ち 

又 同類たり- 豈感應 せ ざらん や。 世俗の 木 を 接ぐ に、 或は 同 氣を考 へ 或は 同類 を 求め 

变學六  •  五 七三 
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て- 以て 接 精し 來る とき は、 花 實相感 m) 十る 底、 以て 兒る べし。 況ゃ 人畜 其の 類 を異 

にして *  -伙 魅入の 邪 氣に乘 ずる こと >  以て 疑 ふべ からざる なり" 

或 ひと 問 ふ、 子孫 祖考を 祭 犯 すれば、 便ち 祖考の 鬼 祌瑪依 十る 所 あり。 祭祀せ ざれ 

ば 便ち 祖考の 鬼神 常に 飢 ゑて- 傷哭 する 所 あり や。 師曰 はく- 鬼神 は 陰陽の 精、 少し 

く 恍惚 底 ある も、 元と 方形の 言 ふべき なし。 方形 旣に 無き とき は 何物 か飢？ =^ せん。 飢 

？人 は是れ 方形に 就きて 這 筒の 用 あるな り。 祖考 世に 卽 いて 未だ 久しから ず， 故に 其の 

魂她餘 《Ji 。結して 散じ盡 さざる 所 あり。 子孫 以て 祭祀して 誠を盡 十と き は- 其の 氣相 

感ずる こと 速な り。 祭紀 せず と雖も 鬼神 何 ぞ飢哭 せん、 何ぞ 祭祀 を 求めん。 只た 子孫 

の 祭祀に 於け る は、 祭らざる を 得ざる の 至" なり。 祖考の 世に 卽 くの 後、 i ^(の 鬼； t 其 

の-: W を 遠ざから ざるが 如く * 餘 氣餘澤 常に 在る が 如く、 子孫 若し 祭- „ ^に 怠らば、 . まお 

猶ほ 凯哭十 ベ きが ごとき、 是れ 子孫の 慕 恩 悲哀の 情. 更に 已 むこと を 得ざる の 誠な り。 

或 ひと 問 ふ、 祭 義に曰 はく 、「其の 氣、 上に 發揚 して、 昭 明君；：： li^ 怡 たる は， Ifl?- 

sf, は 践^ れれ I 一^、 る 此れ 百 物の 精な り。 神の 著 なり」 と。 是れ 祭. 毗に內 つて 其の 鬼神 

來享寸 るの 實 たり。 f 孫 誠を盡 すと き は、 鬼神の 來享 必ず 其の 恍惚》 レゲ^なる あり や。 


師曰 はく- 祭 義の說 * 人 新に 死して 魂 氣旣に 升り、 體 魄是れ 降る- 其の 氣猶ほ 結滞し 

.( よう ぜん 

て 這の 思想 を爲 すが ごとし。 故に 人 をして 精祌谏 4T」 して 是れ悽 拾たら しむ。 凡そ 同 

氣相應 ずる 者 は 天地の 常な り。 子孫の 祭祀に は 乃ち 祖考の 鬼 祌來格 十る こと 疑 ふべ か 

ら ざるな り。 只 だ 久 しう して 後に 其の 結 |^) 自然 に 分散 し盡 了す。 

.^lijll 五 或 ひと 問 ふ、 禮に曰 はく 、「諸侯 因 國の祭 は、 其の 國の 主の 後な き 者 を 祭る 一 と。 齊 

Knllws^&l:  ニニ)  、巧)  (丄ハ ) 

(一二) 少 氏  もつ  -.. うきん 1> き そ，、 (五)  *」 二  たぐ ひ 

«s  の 太 公 齊に封 ぜられ て、 便ち 用て 昔の^ 鳩 氏 . 季莂 . (有) 逢 伯 陵. 蒲 姑 氏 を 祭る の霉 

(G  so  -5 

の の 如き S 職 SI 一つ 一 是れ叉 何の 謂ぞ や。 師曰 はく、 蓋し 他れ 先に 此の 國に 主と し來る * 我 

？ 15  K と 周 れ今封 を t 乂く るの 故に、 禮 として 他れ を 祭る 合し。 是れ 聖人 禮を 制し、 淮だ 其の 國を 

との 問の 諸侯、  •■、 

ゾ べに 1? は 權ぐ者 は 則ち 之れ を 祭る 合し. 其の 國に 在る 者に 非 ずん ば、 便ち 當に 祭るべからざる 

〈ム； に t て ク 

^si" の 趣な り。 其の 國の始 封 は 又 其の 國に功 あれば  >  各 ~ 以て 祭るべし。 又 日 はく、 其の 

(七) 周の 先 

旭の 棄の别 名 國 の賢忠 は- 是れ 其の 民に 功 ある Jfef なり。 主の 後な き 者 あらば 乃ち 後 を 立てて 祭る ベ 

(,J  に 

人 UK も-指す も， き はォ蠲 なり 

«f*" によ h 数  (七). 

顯 "ー£ 。お 或 ひと 問 ふ、 古來歷 代の 帝王 群臣 を 祭祀す る こと、 尤も 由 あり や。 師日 はく- 后稷 

？ 7  . も お  (八) 

わ  の祠を 立つ るは漢 高に 始まれり、 三皇を 祭る は 唐の 天寶に 始まれり。 其の後 因循して 

^學. 一 ハ  五 七 五  . 
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1* に.. 1 の 帝王 を 次. 序し、 陵 戶を給 守し、 有司に 命じて 享を 致す も. 各-壁 人の 常 典を宗 

とせず、 己れ の 眼 を 以て 抑揚 を定 む、 故に 其の 設 くる 所 甚だ 大 にして、 其の 祭る 听尤 

も M る。 公論に 非ず。 唐の 玄宗 詔して 忠臣 義士. 孝婦 烈女 を祀 る、 其の 志す 所 は 美に 

して 其の 用 正しから ず、 則るべからず。 

或 ひと 問 ふ、 夭 地の 間、 萬 物 各 > 魂魄 あり や。 師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 「草木 土石 魄 

<1) 1*5 ありて 魂 なきや 否や」 と。 朱 子 曰 はく、 「易の 說に、 『精氣 物と 爲る』 と。 則ち 是れ精 

ft、  ii^cjgnj^  てい 

*»、：-4-E に 中： 氣 あれば 方に 魂魄 あり。 草木 土石 は 魂魄 を 以て 論ずべ からず、 但し 出.. つる 底の 氣は便 

なる  ち是れ 魂. 精 は 便ち 是れ 魄。 譬 へは燒 香の 如き. 烟は 便ち 是れ 魂， 燒 きて 娥汗を 出し 

来る は、 便ち 是れ 魄。 魂は魄 の光焰 * 魄は 魂の 根本な り」 と。 愚 謂へ らく、 朱 子 は 精 

氣を 以て. 兩 箇と爲 す、 故に 此の 說 あり。 凡そ 形 あれば 象 ある は、 ■ 共に 是れ 陰陽の理， 

陰陽 相聚 まると き は 魂魄 あり、 只 だ 其の物に 因って 其の 分別 あるな り。 揚 はか ザ 

.  或 ひと 問 ふ、 俗 專ら鬼 祌を崇 び、 問 の少 にも 亦 神祠を 建てて、 春秋 を 以て 之れ を 

祭る は、 其の 附 い を 恐れて なり。 今 毀ち 棄 てて 古に 復 らんと 欲する とき は、 又 鬼神^ 

る 所な からん か。 師 m はく、 犬 子. 諸侯. 大夫、 常^の 禮 あり、 群^の 禮 あり、 人 


(二) 寄 s の 

怠 


<•::!) 前 SS 時 

代、 東 の 人， 

{+ は 稚圭、 詩 

もよ くす、 太 

子少 に 至り、 

-兀 帝の 時 相と 

なり、 架 安 侯 

に 封ぜら る、 

成 帝の 時 王 g 

の ほに 退けら 

る、 この 項 本 
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の定 むる 所の 典秩に 因って、 妄 祭の 淫祠 を 毀ち、 非 禮の享 なくん ば、 民間に 不實の 費 

なく、 田 m に 無用の 塞な く、 其の 俗 厚く 其の 敎 正しくして， 久しく 其の 德化 流行 を覺 

ゆべ し。 然れ ども、 人情 禍福に 狃れて 動き 易く、 鬼神 無形に 隱れて 知り 難し。 動き 易 

かんが  もと  なん/、 

きの 情 を 以て、 知り 難き の 理を稽 ふ、 故に 人々 福を徴 むる に 向と して 祟厲を 恐れ、 竟 

に理を 燭らす こと 明かなら ずして、 所々 に 淫祀を 設け、 田 虽を狹 くし 山林 を 寄る、 年 

月を經 るの 久しき， 以て 其の 地の 大社と 爲り、 國家 之れ を 毀つ こと 能 はず、 相傳 へて 

祭 禮を營 む。 是れ流 俗の 謬 まる 所、 聖 敎の衰 ふる 所な り。 今 偶.' 聖學に 志 ある も、 亦 

其の 敎化 敦厚に して、 而も 其の 積 累年 ありて、 民人 旣に 鬼神の 敬して 遠 ざくべき こと 

を 知り >  而 して 後に 淫祀 自ら 絶え、 妄祭 是れ罷 まんの み。 若し 教化 久しから ず、 民猶 

ほ 祟厲を 恐る る も、 而も 切に 淫祠 を 毀ち 祭禮を 罷め來 らば、 邪鬼 必ず 虚に乘 じて 祟厲 

を爲 さん こと 疑 ふべ からず。 故に 少く 毀罷 すと 雖も * 亦 興起して 初に 復 り- 其の 甚し 

き は妄祭 以て 倍 せん。 是 れ古來 因循して 速に 毀 撒す る こと 能 はざる 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 乃ち 古人 淫祠 を 毀つ の 說は必 とすべからず や。 師 E 

(三) 

き やう か-つ 

はく、 漢の成 帝の 時， 1M 衡 淫祠 を罷 めんこと を 奏す 、「其の 二百 八 所 は 禮に應 ずる を も 
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つて、 祠を 奉ずる こと 故の 如くなる べし、 其の 餘の 四百 七十 五所 は禮 に應ぜ ず、 請 ふ 

皆罷 めん」 と。 奏可 かる。 明年 R 衡 事に 坐して 免ぜら る。 衆庶 多く 言 ふ、 「常に 祭. 紀 

に〕 J! は 一 を變 動すべからざる 者な り」 と。 天子 之れ を異 しみ 以て 劉 向に 問 ふ。 對 へて 曰 はく * 

九 五. is*^ 

「家人 も I 默 5 家尙 ほ種祠 f 脑ぉ す を 絶たん とと を 欲せず、 況ゃ國 に 於て を や」 と。 

是れ K 衔 淫祠 を 罷む るの 志 ありと 雖も， 竟に行 ふべ からず。 故に 敎化 敦厚 積 累年 あり 

て- 人々 鬼神の 遠 ざくべき こと を 知り、 而 して 後に 淫祠 自ら 絕ぇ妄 祭 是れ罷 まんと 曰 

ふ。 然らずんば 乃ち 其の 毀 撒を議 する の 輩- 或は 夭死し 或は 罪 を 得， 或は 子孫の 不肖 

禍災 ある も、 共に 以て 毀 撒す る 所の 鬼神の 祟厲 たる こと， 医 衡を 以て 見るべし。 

或 ひと 問 ふ、 淫祠 を 毀つ こと 叉說 あり や。 師曰 はく、 敎化 を專ら にせず して 只だ淫 

祠を 毀つ こと を 事と する は、 是れ 乃ち 本末 を 失 ふ。 人 或は 祟- M 妖災を 恐れざる あるが 

如くな らん も. 亦 以て 有 道と せんや。 漢宋の 間、 淫祠 を毀撤 する も 皆 民政に 益な く、 

敎 令に 化するな く、 只だ强 ひて 之れ を 行 ふの み。 其の 爲す 所是 なる に似て 實は 暴行な 

り。 凡そ 天 下の 神祠 は、 有司 をして 其の 祌 たる 所以の 故 を 求めし め， 何の 功烈 あり、 

何の！ 験 あり、 ：！： の 代に： g まり、 何人が 此の 祌を崇 むる か、 詳に 其の 姓氏^ 位 を 著 は 


し， 寄る 所の 山林 土地 悉く 輯め 書し、 以て 稽效 に備 へ、 聖人 定 むる 所の 典秩を 以て 之 

れを 正さば、 便ち 其の 可否 立ち どころ に辨 ずべ し。 凡そ 禮 典に 載す る 者 は、 其れ 皆 功 

ヌ f ほの 德 世に 垂 るる こと ありて、 祭 法の 所謂、 法 を 民に 施し、 死 を 以て 事 を 勤め， 勞を 以て 

WI 名。 本文 は  -  . 

r,ifej らこ たいさい  ふせ 

ふ」 げ？ S 廳 國を 定め、 能く 大舊 を禦 ぎ、 能く 大患 を 拝ぎ、 及び 上古 君臣の 聖賢の 如き 者 か。 此の 

1 以て？ - 族に 非 ざれば 事 ふる 所に 非ず。 聖敎旣 に 絶え、 祭 法 禮典詳 ならず、 人々 神怪の 事を崇 

勒め たる もの  . 

ま、 =-iex.M  V  ほしいまま 

^H.^ 尙し、 民間 擅 に 神祠を 立て 封 號を加 ふ、 尤も 禁ずべき の甚 しきな り。 

こ は その 省略 或 ひと 問 ふ， 本朝 は神國 なり、 故に 神道 を 以て 之れ を 治めん か。 師曰 はく、 天下 皆 

なり  たが 

神國 なり、 何ぞ 必ず 本朝に 限らん。 易の 觀の彖 に 曰 はく 、「天の 神道 を觀 るに、 四時 弋心 

はず。 聖人 神道 を 以て 敎を 設けて、 天下 服す」 と。 是れ 聖人の 神道な り。 祌道を 以て 

い ま ふしゅくし やりう 

夭 下 を 治む る、 是れ 聖人の 道な り。 而今 巫祝 者 流の 神道の 說を 立つ る こと は， 是れ神 

社の 事 を 司る に 因って、 其の 說 あるな り。 彼れ 何ぞ 聖人の 神道 を 知らん や。 彼れ 專ら 

誠 敬 底 を 以て 言を爲 す、 豈 實に體 認し來 らん や、 信用すべからず。 偶.' 其の 言の 似た 

る も 亦 謂 ひ 下して 乃ち 正しから ず。 尤も 異端に 陷る なり。 

0 響 或 ひと 問 ふ、 神道 者 流 專ら威 除の 事 を 言 ふ。 其の 說 如何。 師曰 はく、 制に 、「喪に 
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にに は 三年 祭らず、 唯 だ 天地 社稷 を (祭る)。 を 越 一！ W 巧： ご えて 事 を 行 ふを爲 す」 と。 

な 、二 

、 - • 1 RIttsG  たかき す 

是れ敢 へて 卑を 以て 尊を廢 てざる なり。 凡そ！ の 事 は、 聖人の 敎只だ 非禮を 以て 汚 

^と爲 す- 故に 世俗の 濁穢を 論ずべ からず。 喪に 居て 祭らざる は、 濁 穢を必 とする に 

非ず、 祭るべき の 時に 非 ざれば なり。 神道 家に 濁 穢と言 ふこと あり-、 尤も 信ずる に 足 

ら ざるな り e 宋 の英宗 初め 位に 卽く。 人 あり、 喪 三年 祭らざる を 以て 程 子に 問 ふ。 佧 

S)  きいし 

ニ.；)  se.f 全 川 曰 はく、 「古人 は 喪に 居て 百事 皆禮の 如し、 祭祀 を廢 すと 雖も 可な り。 今の 人 kn 事 皆 

<«卷 十 ra に 一 

部，" 用せ り 常の 如し、 特に 祭祀に 於て 之れ を廢 する は、 魔す る ことなき の 愈れ るに 若かざる なり」 

十^:^ ほ と。 張子 之れ を 正して 曰 はく、 「父 在して 子 母の 喪を爲 すと き は、 敢 へて 其の 父に a え 

づ  ず。 敢 へて 非禮を 以て 見えざる なり。 今 天子 父の 喪たり、 此を 以て 上帝に 見 ゆる は、 

S)  ， 

と iss?、 是れ 非禮を 以て 見 ゆるな り」 と。 丘濬曰 はく 、「後世の 人君 往々 柩 前に 子て 位に 卽 きて、 

二  -  A  .M.  か 

1  喪服 は 月 を 以て 日に 易 ふるの 制 を 用 ふ。 事々 皆 吉に從 ふなり。 而 して 獨り 祭， 紀の禮 に 

於ての み 必ず 古制に 拘 はりて 可な らん や。 設し 大喪に 遭 ひて 果して 三年の 制 を 終 へん 

とならば、 郊社 宗廟の 禮は 特に 禮官 をして 攝 行せ しむる こと、 周嬪 大宗 伯に 所謂 『故 

あるとき は 祭事 を攝 行せ しむ』 とい ふの 文の 如し。 然ら ざると き は 程 子の 說を甩 ひて 


可な り」。 是れ等 先 儒の 論ずる 所、 併せ 按ずべ し。 

或 ひと 問 ふ、 古人の 祭祀 は、 皆 尸 ありて 以て 神 を 主 どる。 天子 は 卿 を 以てし、 諸侯 

かたしろ  (六ー 

て^>  しゃう 

の;^ 3t3S は 大夫を 以てし， 卿 -大 夫 以下 は 孫 を 以てす。 惟 だ 始めて 死す るの 食， 及び 蕩を 祭り、 

«-ん こと 釋. 奐す るに は 尸な しと。 此の 儀 如何。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「古人 祭祀に 於て 必ず 之 

れが尸 を 立つ る は、 其の 義精甚 なり。 蓋し 又是れ 祖考の 遣體に 因って、 以て 祖考の 第 

if し 嚷ボ を凝聚 十。 氣と 質と 合する とき は、 其の 散ず る者庶 はく は 復た聚 まらん。 此れ 敎の至 

赛 に 1 鬼と  ( ジ 

りなり」。 程 子 曰 はく、 「祭祀に 尸 を 用 ふること 極めて 深意 あり、 深く 思 はざる ベから 

^) 1; 程 語 ず」 と。 愚 謂へ らく、 人と 人と 同類たり、 其の 人旣に 一家の 親たり， 己れ と 尸と 各.' 

^卷 一 に出づ  - 

旣 に潔齋 する を 以て 至誠 相 通ず。 此れ を 以て 神 を 求めば、 宜しく 其れ 之れ を享 くべ し。 

後世 此れ を 知らず、 木像 塑塑を 以て 眞と爲 す、 豈 尸に 同じ からん や。 始めて 死 十る と 

き は 其の 餘氣 甚だ 盛 なれば 尸に 及ばず。 蕩を 祭る に は、 其の 積 念 久しから ず、 其の 餘 

氣 多く 遣るべからず。 釋奠に 尸な き は、 乃ち 同氣の 求むべき なければ なり。 古の 禮其 

の設 尤も 深し。 

或 ひと 問 ふ、 世に 方士 幻術の 說 あり、 能く 鬼神 をして 感 格せ しむ" 此れ 亦以 あり や e 
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はるか 

i に" お 師曰 はく， 是れ 聖教の 杳に衰 へ、 人々 奇怪 異端 を 信ずる の 致す 所な り。 其のお を 1^ ひ 

お、 y  ,v  o  こ  お； し 《v ぞ 

刊ぉ 55 いく 衆 を 惑 はすこと 言 ふべ からず。 唯 だ 仁人 之れ を 放流して 諸れ を 四 夷に 迸 くる * 與に 

g ュ十 にお- 中國を 同じう せざる の 謂な り。 其の 說 世に 行 はるる も 亦亂の 端な り。 鹤 林の 羅 氏が 玉 

.  n 一) 

れス 11  露に 曰 はく、 r 范啤 東漢史 を 作りて 方 土の 爲に傳 を 立つ。 ^5! 慈の 事の 如き は 妖怪 特 に ^ 

小 ss の 問  い 

にあり とい ふ。 しく、 君子の 道 はざる 所な り。 而るを 乃ち 大書して 特に 之れ を 書け る；」 と， ぞ 其れ 

ことに 降 九 淵 •  ，„ 

^K^-^K 陋 しき や」 と。 曹子 建が 辨道 論に 曰 はく、 「世に 方士 あり、 吾が 王 悉く 招き 致す 所な り。 

s.i せ 陵に 甘始 あり、 ^江に 左 慈 あり、 陽：^ に郗儉 あり。 善く 穀を 辟け、 悉く 數： 白 歲と號 

(一-;) 2 き 

Si? -^〕 か す。 之れ を 魏國に 集む る 所以の 者 は、 誠に 此の 人 姦宄を 挟みて 以て 衆 を 欺き， 妖悪を 

王 行 ひて 以て 民 を 惑 はさん こと を 恐 るれば なり。 豈復た 神仙 を； 窗洲 に觀、 安 期を邊 海に 

す。 詩 文  ~ 一 0- 

0,^.,^ 求め， 金 5£ を釋 てて 雪 舆を顧 ひ， 文 驟を棄 てて 飛 龍 を 求む る こと を 欲せん や」 と。 子 

！ Mi  ^ 建が 此の 論、 其の 識范啤 に 過ぎた る こと 遠し。 漢の武 帝 意 を 刻して 仙 を 求め、 愛ケ を 

鬼の 人、 違銜  め あ . 

も" み 45* せ 以て 方 士に妻 はすに 至る. 顚 倒の 極と 謂 ふべ し。 末年 乃ち 忽ち 悔悟して 曰 はく、 「世豈 

^» 後-二  い 

^^u,^ 仙 者 あらん や。 食 を 節し 藥を 服して 差 ゃ病少 かるべき のみ」 と。 此の 論 却って 茶 だ 確 

す、 百 feift と  三 一)  かへ 

いふ、 左お と なり。 近時 劉 潜 夫が 詩に 云 はく、 「但だ 聞く 方士 空に 騰り 去る を、 童 男 海に 入りて 间る 


を 見ず。 藥 能く 炎 帝 をして 在らし むる 無く、 人 あり 曾て 老聯を 哭し來 る」 と。 愚 謂へ 

らく、 羅大經 は 多く 風月 を 弄する の 徒なる も、 方士を 論ずる に 至りて は 尤も 言 ひ 得て 

好し" 凡そ 神仙 方 土の 術 も， 亦 天地の 一事な り。 無 を 以て 論 を 建つ。 故に 若し 有に 屬 

するとき は、 意 を 刻して 之れ を 求む。 或は 以て 奇怪と 爲し * 其の 人 を 信じ 其の 言 を 用 

ふ、 是れ 古人 論ずる 所の 誤な り。 方士 幻術の 奇異 を說 くも、 亦 狐狸 IK 狗の人 を 惑 はす 

やす 

と何ぞ 異ならん や。 道 を 以て 之れ を 論ずる とき は * 神仙 方 士の奇 は、 人々 爲し 得て 易 

しと 雖も 一 顧す ベ からず。 是れ 聖人の 確 論な り。 

說の 山の 名 

(九) 古の長命の人、 抱朴子に、「安期生賣，ー藥海^§!^瑯^人、 傳世_1^レ之、計已千年」 と (一〇) 天子の み 車 (11) 仙人の の b ものと いひ ならへ 
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